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序 文

城南町塚原 古墳群 の調査報告 を 熊本県文化財調査報告第 16集 と し て 刊 行 す る こ と に な り ま し

た。

塚原 古墳群 は 、 江戸時代 に 編纂されたIi"ßE後国誌』や 『古今肥後 見聞雑記』 に 、 塚原台地 に

散在 し た と い う 「九十九塚」の伝承 が記録されて い ま す ので、 古墳群 の 存在は か な り 古 く か ら

知 ら れて い た もの と 思 わ れ ま す 。 又、 昭和 32年以降、 城南町一帯 の遺跡 の総点検 と 調査 が行 わ

れ、 昭和 40年 に公刊された「城南町史』 に 収録されて い ま す 。 これ ら の調査記録 と と も に 、 塚

原台地 の 古墳 に つ い て も詳 し く 紹介されて い ま す 。

と こ ろ が、 台地上 の 一部 に 、 日本道路公団 に よ っ て 進め ら れ て い た九州縦貫 自 動車 道 の建設

が計画され る こ と に な り ま し た。 計画地内 に は 、 古墳 1 基 と 、 す で に 盛土 を 失 な っ た古墳 の 推

定地等 が あ り 、 県教育委員会は 、 日本道路公団の委託 に よ っ て 、 昭和 47年 4月発掘調査 を 開始

し ま し た。
2年余 り の歳月 を 費 し た 調査で、 総数 101基 に 及 ぶ古墳等 を 発掘 し 、 多 大 な 成果 を あ げ る こ

と がで き ま し た 。

一方 、 全国的 な 文化財 に 対す る 関心 の 高揚 と と も に 、 この 古墳群 の 保存 を 強 く 要望 す る 声 が

多 方面 か ら 起 り 始め ま し た 。 この為各 関係機関で遺跡保存 の た め の協議 が く り 返 し 行 わ れ ま し

た。 そ し て 昭和 49年 12月 3 日、 文化庁次 長 ・ 日本道路公団副総裁・熊本県知事 ・ 熊本県城南町

長 の四者 間で、「塚原 台地 の工事方法 の変更等 に つ い て 」の協定書が と り か わ され、 現在 そ の 方

針 に 基づ き 、 具体的 な 保存計画 に つ い て 関係方面で努力中で あ り ま す 。

本県教育委員会で は 、 学術調査上 の 成果 を ここに 集録 し 、 公刊するこ と に な り ま し た 。 不備

な 点、も 多々 あ る と は思 い ま す が、 永 く 文化財の研究 ・ 保護のため に 活用され る こ と を 希望 し ま

す 。

最後 に 、 調査 に あ た り 日本道 路公団 ・ 城南町当局 ・ 地元塚原地区 を は じ め 方々 に は 、 多 大 な

御協力 を いただ き ま し た。 ここ に 感謝の 意 を 表 し ま す 。

昭和 50年 3月

熊本県教育長 富 永 俊 夫



{列 Eコ

山 本書は、 熊本県下益城郡城南町所在塚原古墳群の発掘調査報告書
であり、 熊本県文化財調査報告 第16集として刊行するものである。

(21 鯛査は、 熊本県が九州|縦貫自動車道建設工事に伴って、 日 本道路
公団との問で取りかわした「発掘調査委託契約」に基き熊本県教育
委員会が実施したものである。
(31 調査は、 昭和47年4月26日から 昭和49年3月まで実施し、 引き続

いて昭和50年3月ま で出土遺物の整理・原稿の 執筆を行った。
(41 本書は、 全体を本文編と別書資料編に分けた。本文編には、 調査

に伴って専門学者に依頼した調査・測定・鑑定等の報告を付論とし
て掲載した。
(51 掃図・表は序章より目章まで通して番号を用いた。なお、付論の

挿図・表の番号は各論ごとで統ーした。
出土遺物のうち土師器・須恵様についてはlから646まで の通し

自主号を用い、 これは 第二章第 1節の「出土土器観察結果一覧表」の
番号及び第一章第2 ・3節 の各境墓の遺物出土状況の番号と一致す
る。なお縄文土器・鉄器・玉類については番号を改めた。

(61 本報告書の作製及び執筆は、|浪H百志の指導のもとに、野田・松本
・島津・江本が担当し、 付論6を緒方が担当した。

人骨・馬歯・地質等の調査、 研究については、 内藤芳篤・坂田邦
洋・籾倉克幹・吉倉真・大迫靖雄・杉元安弘・松本雅明・富田紘一
・商健一郎の諸先生方の玉稿をT問責することができた。記して感謝

の意を表するものである。



序 章…・・

本 文 目 次

第 1 節 塚原 古墳群 の 位置 お よ び歴史的環境…

1 . 位 置. . .・H・H・H・ . . .

2 . 歴史的環境. . .・H・ . . . . .・H・ . .………・・H・H・-…. . .・H・ . . .・H・ . . . . .・H・H・H・-…. . . .・H・-… 2

第 2節 調査 の 経過 . . .・H・ . . ………. . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .……. . .・H・H・H・ . . . . .・H・ . . .・H・ . . . ・H・. .…・ 12

1 . 分布調査以後…. . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .…. . . . ・H・ . . . . .・H・ . . . . . .・H・ . .…… . . .・H・. . . 12

2 . 調査 直 前 の 塚原 台地. . .・H・ . .…. . .・H・ . . . .・H・ . . . . .・H・. . . .・H・ . . . . .・H・-…. . . .・H・ . . .・H・12

3 . 調査組織・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

4 . 発掘調査の経過・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . .・H・ . . . .・H・ . . 1 7

第 l 章 調 査. ."， . . .・H・ . . . . .・H・H・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・ . . .…………………. . .・H・ . ..・H・ . . . . . ・H・H・H・ . 23

第 l 節 . . . . . . . . .・H・ . . …. . .・H・ . . . . . .・H・ . . …. . .・H・ . . …. . .・H・ . . .・H・ . . .・H・ . . .・H・ . . . .…. . .・H・ . . . ・H・-…23

1 . 調査 の概要…. . .・H・ . . . . .・H・H・H・ . . . . . .・H・ . . .・H・. . . .・H・ . . .・H・ . . .・H・H・H・ . .…………23

2 . 遺跡 の 層 位 お よ び層 序…. . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・H・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・ . . ……23

3 . 古墳群 の配 置. . .・H・ . . …. . .・H・ . . . . .・H・ . . .・H・-…. . .・H・ . . .・H・-…. . . .・H・ . . . .・H・ . . .・H・ .25

第 2節 方形 周 溝墓の調査………. . .・H・ . . …. . .・H・ . . …………. . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・H・H・ . .…27

第 3節 円 墳 ・ 前 方後 円 墳の調査…. . .・H・H・H・ . . . .・H・. . . …. . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・H・H・ . .……89

第 4節 石棺 ・ 石蓋土 境 ・ 竪穴遺構の調査. . . .・H・…. . . .・H・ . . . ・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・ . . .・H・. . . 147 

第 5節 墓道 の調査…. . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・ . . . . . .・H・ . . . . ………. . .・H・ . . …. . .・H・ . . . . .・H・ . . … 160

第 6節 中 世墳 墓群 の調査. . .・H・H・H・ . . ……. . . .・H・ . . .・H・H・H・. . . . .・H・ . . . .・H・ . . . ・H・ . . .・H・ . . 163 

第 7節 ま と め・H・H・ . . . . .・H・ . .…. . .・H・ . .…. . .・H・H・H・ . . . . .・H・ . . ……. . .・H・ . . . . .・H・ . . …… 178

第 2 章 遺物 ・ 遺構 の考察・H・H・ . .……………………. . . .・H・ . . …. . .・H・ . . …. . .・H・ . . …. . .・H・ . . …・・ 185

第 1 節 遺 物・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 185 

1 . 出 土 土器 の観察・H・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・ . . . . .・H・H・H・ . . . . .・H・ . . .・H・ . . . .・H・ . . . . .・H・ . . . . 1 85

2 . 土 師器 の 類別…. . .・H・ . . . . .…………………………………. . .・H・ . . …………… 255

1 土師器 の年代的位 置…………………………………………. . .・H・ . . . . .・H・ . . … 259

4 . 須 恵器 に つ い て… . . .・H・H・H・ . . . . .・H・ . .……. . .・H・ . . . . .・H・ . . …. . .・H・ . .………… 262

5 . 玉 類…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 265 

6 . 縄文時代 そ の 他 の 遺物………. . . .・H・-…………. . .・H・ . . ……………………・ 268



第 2節 遺 構...・H・..……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 291 

1 . 墳 墓 の類別 ・H・H・.....・H・...・H・H・H・.....・H・H・H・...…...・H・....・H・..…...・H・.... 291 

2 . 遺構の 新旧関係…………………...・H・..…………...・H・.....・H・..……………2 92

3 . 古墳群 の 形成過程 ....・H・...・H・...・H・-…H・H・...・H・....・H・..…...・H・.....・H・....2 93 

4 . 熊本県の 方形 周 溝墓...・H・..…...・H・..……...・H・..…...・H・..………...・H・..…2 98

第 3節 塚原 古墳群………………...・H・..… あ と が き に か え て ...・H・H・H・......・H・..….. 300 

表 目 次

第 1.表…...・H・..………...・H・-・塚原 古墳群周辺の遺跡一 覧表...・H・.....・H・H・H・..…………...・H・.. 7

第 2表……...・H・.....・H・H・H・..発掘調査行程表(1)・・H・H・.....・H・...…H・H・.....・H・-…....・H・...・H・18

第 3表………...・H・..…...・H・..発掘調査行程表(2)・・H・H・......・H・....・H・H・H・..…...・H・.....・H・....18

第 4表………・…...・H・.....・H・-発掘調査行程表(3)・・…H・H・....・H・.....・H・...・H・.....・H・...・H・..…・19

第 5表…...・H・..……...・H・..…発掘調査行程表(4 ) …・…...・H・..…...・H・..…...・H・..…...・H・H・H・.19

第 6表…………………………発掘調査行程表(5)……...・H・...………...・H・.....・H・H・H・.....・H・20

第 7表….........…...・H・..……東 B区墓道楕円穴計測表…………...・H・.....・H・H・H・.....・H・..… 161

第8表…...・H・.....・H・..………塚原 中世墳墓一 覧表…...・H・.....・H・..………...・H・..…...・H・..… 163

第 9表…………………………前 方後 円墳対比表...・H・..……...・H・H・H・.....・H・..……...・H・..… 179

第 10表……...・H・..……...・H・..塚原古墳群石棺 ・ 石蓋土 壌一 覧表…...・H・H・H・..……………… 1 80

第 1 1表……………...・H・..……九州横 口 式石棺(妻入)地名表...・H・.....・H・H・H・..……………… 1 81

第 12表…………………………塚原 古墳群主体部一 覧表...・H・H・H・.....・H・H・H・..…....・H・..….. 1 82 

第 13表…...・H・..………………土 師器類別表...・H・.....・H・.....・H・.....・H・H・H・..…・H・H・..…折 り こみ

第 14表...・H・..…...・H・.....・H・-・塚原 古墳群出土須 恵器一 覧表...・H・.....・H・H・H・..……...・H・..… 262

第 15表...・H・..…….，.・H・..……塚原古墳群 出 土須恵器時期別分類表...・H・..……………………264

第 16表…・・….....・H・..………・・塚原 古墳群出 土 玉類墳墓別 一 覧表・…………...・H・.....・H・..…・・2 65

第 17表…………………………塚原 古墳群出土 玉類一 覧表…...・H・.....・H・H・H・..……………… 265

第 18表…………...・H・-…...・H・縄文土 器 出土地点一 覧 表……...・H・・H・H・・H・H・..….....・H・H・H・. 278 

第 19表...・H・..…………………縄文土 器観察結果一 覧表…...・H・..……………………………… 280



挿 図 目 次
帰国番号 頁図 名版 称

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
悶
悶
図
図
図
図
図
図
図
図

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

 

14

2

3

4

5

6

7

8

9

 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

 

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

塚原古墳 の位置

塚原古墳 周辺の遺跡分布図

調査前の塚原古墳群

塚原台地の土層模式図

塚原古墳群の配置図 (付図)
方形周溝墓の計測法

1 号方形周溝墓

l号方形周溝墓主体部

l号方形周溝墓周溝遺物出土状況

2 ・ 3号方形司溝墓

2 号方形周溝墓主体部

2 号方形周溝墓周溝遺物出土状油1)

2 号方形周溝墓周溝遺物出土状況i2)

3 号方形周溝墓周溝遺物出土状況

4 号方形周溝墓

4 号方形周溝墓主体部

5号方形周溝墓

5号方形周溝墓周溝遺物出土状況(1)

5号方形周溝墓周溝遺物出土状況(2)

6 ・ 7号方形周溝墓

6 . 7号方形周溝墓縦横断面図

6 号方形周溝墓主体部

6号方形周溝墓周j議選物出土状視:1)

6 号方形周溝墓周溝遺物出土状泊:2)

7号方形周溝墓主体部

7号方形周溝墓周溝遺物出土状況

8号方形周溝墓、 丸山 6 号墳、 中世墳墓群

8号方形周溝墓周溝遺物出土状況(1)

8号方形周溝墓周j議選物出土状況i2)

9 号方形周溝墓

9 号方形周溝墓周溝遺物出土状況

10号方形周溝墓

10号方形周溝墓周溝遺物出土状況

11 ・12・34号方形周溝墓、 西側B区墓道

11号方形周溝墓l号主体部

11号方形周溝墓2 号主体部

11号方形周溝墓3 号主体部

))

 

)
 
み

みみ
『」ヲ」

3

4 こ
7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

2

4

5

6

7

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

6

1

2

り

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

り

り

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

庁

斤斤

ιJJ

&ds，v寸』((

 

(

 



挿 図 番号 版図 名 称
--ーーーーーーーーー「

頁

第 3 8 図

第 3 9圏

第4 0 図

第4 1 図

第4 2 図

第4 3 図

第4 4 図

第4 5 図

第4 6図

第4 7図

第4 8 図

第 4 9図

第5 0図

第5 1図

第5 2 図

第 5 3図

第 5 4図

第 5 5図

第 5 6図

第 5 7図

第 5 8図

第 5 9関

第 6 0図

第 6 1図

第 6 2図

第 6 3図

第 6 4図

第6 5図

第 6 6図

第 6 7図

第6 8図

第 6 9図

第 7 0 図

第 7 1図

第 7 2図

第 7 3図

第7 4図

第 7 5図

12号方形周溝墓 1号主体部

15号方形周溝墓

15号方形周溝墓周溝遺物出土状況

16号方形周溝墓 、 西側A区墓道

16号方形周溝墓主体部

17号方形周溝墓

17号方形周溝墓主体部・周溝遺物出土状況

18・19・38号方形周溝墓、 丸尾8号墳、 第16・17号石棺、

石蓋土媛、 東側A区墓道

18号方形周溝墓周溝遺物出土状況

19号方形周溝墓主体部

21・22・23号方形周溝墓

22号方形周溝墓周溝遺物出土状況

22号方形周溝墓主体部

27号方形周溝墓

27号方形周溝墓周溝遺物出土状況

28号方形周溝墓

30号方形周溝墓

30号方形周溝墓主体部

30号方形周溝墓周溝遺物出土状況

31号方形周溝墓

31号方形周溝墓主体部

31号方形周溝墓周溝遺物出土状況

35号・36号方形周溝墓

35号方形周溝墓主体部

35 ・36号方形周溝墓周溝遺物出土状況

35号方形周溝墓周溝遺物出土状況

36号方形周溝墓主体部

36号方形周溝墓周溝遺物出土状況

39号方形周溝墓

39号方形周溝墓主体部

円 墳各部の名称 と計測法

丸山3号墳

丸山3号墳周溝遺物出土状況(1)

丸山3号墳周溝遺物出土状況(2)

丸山4号墳

丸山6 号墳及ぴ中世墳墓群

丸山6 号墳周溝遺物出土状況

丸山7 号境
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帰図 番号 図 版 名 本念 頁

第 7 6岡 丸山 7号墳周溝遺物出土状況は) 99 

第 7 7図 丸山 7号墳周溝遺物出土状況(2) 1 00 
第 7 8図 丸山 7号墳周j議選物出土状況(3) 101 

第 7 9図 丸山 8号墳 102 

第 8 0閃 丸山 8号墳主体部 103 

第 8 1図 丸山 9 号墳 104 

第 8 2図 丸山 9 号墳主体部 105 

第 8 3岡 丸山10号墳 106 

第 8 4悶 丸山11号墳 10 7 

第 8 5閃 丸山12号墳 10 7 

第 8 6閃 丸山12号墳主体部 10 8 

第 8 7図 丸山13号墳 10 9 

第 8 8閃 丸山13号墳主体部 110 

第 8 9閃 丸山13号墳周溝遺物出土状況 111 

第 9 0閃 丸山14号墳 112 

第 9 1 [潤 丸山14号墳主体部 113 

第 9 2悶 丸山15号墳 113 

第 9 3図 丸山16号墳 114 

第 9 4閃 丸山16号墳主体部 114 

第 9 5 [潤 丸山17号墳 115 

第 9 6閃 丸山17号墳主体部 116 

第 9 7閃 丸山18・35号墳 117 

第 9 8閃 丸山18・35号墳主体部 118 

第 9 9図 丸山19号墳 119 

第100 閃 丸山19号墳主体部 120 

第101以l 丸山21号墳 120 

第102以l 丸山21号壌主体部 121 

第103 [河 丸山23号墳 121 

第104図 欠 丹干
第105閃 丸山23号墳周溝遺物出土状況 121 

第106 [ヌ| 丸山24号墳 122 

第107阿 丸山26号墳 124 

第10 8 I刈 丸山27号墳 125 

第10 9 Iヌl 丸山28号墳 126 
第110 [刈 丸山29号墳 12 7 

第111悶 丸山34号墳 129 

第112図 丸山34号墳主体部 130 

第113閃 丸山34号墳周溝遺物出土状況 128 



挿 図 番号 図 版 名 称 頁

第1 14図 第9号石棺出土鉄鉱・直万 131 

第115 図 丸尾5号墳主体部 132 

第116 図 丸尾5号墳周溝遺物出土状況(1) 133 

第117 図 丸尾5号墳周構造物出土状況(2) 134 

第118 図 丸尾5号墳周溝遺物出土状況(3) 135 

第119 図 丸尾5号墳周溝遺物出土状況(4) 136 

第120 図 丸尾6 号墳周溝遺物出土状況 137 

第121 図 丸尾7号墳、25・26号方形周溝墓 138 

第122 図 丸尾7号墳主体部 139 

第123 図 丸尾8号墳周溝遺物出牛状況 140 

第124 図 くぬぎ塚古墳全体 図 142 

第125 図 くぬぎ塚古墳墳丘断面 図 1 4 3  

第126 図 くぬぎ塚古墳主体部 144 

第127 図 琵琶塚古墳全体 図 146 

第128 図 琵琶塚古墳後円部墳丘断面 図 (折 り こみ )

第129 図 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4号石棺 1 4 7  

第130 図 5 . 6 ・ 7号石棺 148 

第;.131 図 8 . 9 ・10号石棺 15 0 

第132 図 11・12・13・14号石棺・竪穴 15 1 

第133 図 11・12・13・14号石棺・竪穴断面 図 15 4 

第134 図 15号石棺 15 6 

第135 図 16号石棺 15 7 

第1 36 図 17号石棺 158 

第137 図 石蓋土横 15 9 

第138 図 東側B区墓道 16 1 

第139 図 土器の計測法・記号 185 

第14 0 図 くぬぎ塚古墳墳丘下出土土器 26 9 

第14 1 図 縄文式土器 (1) 27 0 

第142 図 縄文式土器 (2) 27 1 

第143 図 縄文式土器 (3) 27 2 

第144 図 縄文式土器 (4) 27 3 

第14 5 図 縄文式土器 (5) 27 4 

第146 図 石 器 27 6 

第 14 7 図 県内方形溝墓分布 図 298 
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第1節 塚原古墳群の位置及び歴史的環境

コ主ニ
耳主

伊予灘

天草灘

O 

第 1 図 塚原古墳群の位置
(第1 図)

1 位 置

九州 の屋根 と も 呼 ば れ る 九州 山 地 に 源 を 発す る 白川 ・ 緑川 の二大河川 は 、 広 大 な 熊本平野 を

形成 し 、 い ず れ も 有 明 海 に 注 い で い る 。 平野の 西北部 に そ び え る 金峰山 は 海側 を 遮断 し 、 南で

は 九州 山 地 か ら 雁回 山 、 宇土 半 島 を 経て天草の島 々 へ と つづ く 地塊 が、 熊本平野 と 八代平野 と

を 分 っ て い る 。

ここ に 報告 す る 塚原古墳群 は熊本平野の南端、 熊本県下益城郡城南町 に あ り 、 熊本市の市街

地 よ り 南へ14 kmの地点 に位 置 し て い る 。 町の北部 を 緑川 が流 れ 、 熊本市と上益城郡嘉島町と に

境 を 接 し て い る 。 ま た 下益城郡中央町、 豊野村 に 源 を 発す る 浜戸川 (廻江川 ) は 、 町の 中央部

を 貫流 し 富 合町 を 経て 緑川 に 注 い で、 い る 。 浜戸川 が緑川 に 合流す る あ た り は 、 肥沃な 水 田 地帯

が広 が り 、 最近 ま で条里遺構 の 区画 を よ く 残 し て い た 。 緑川と浜戸川 に 挟 ま れ た 舞 ノ 原台地西

端の隈庄 ・ 宮地地区 はこの町の 中心部と な っ て い る 。 中心部 に小 高 く そ び え る 隈庄城 、 さ ら に

日向灘

キ
30km 



酒蔵 な ど古 い 街並 を 残 し て い る 。

古墳群 は隈庄 の 町 よ り さ ら に 南へ l km 、 浜戸川 中流の 大字塚原 に 所在 し て い る 。 遺跡 は浜戸

川 お よ び そ の他の小支流 に よ っ て 形成 さ れ た洪積台地の一つ 、 通称塚原 ( っ か ば る ) と 呼 ば れ

る 台地一帯 に 散在 す る 墳墓 を 総称 し て い る 。 塚原台地は標高20-30m 前後 の比較的平坦 な 地形

で 、 総面積 は30万Di に お よ ん で い る 。 主 に桑園 ・ 栗固 な ど に 利用 さ れ て い る 。 現在 の 集落 は台

地の北側傾斜面 か ら 水団地帯 に集 中 し て い て 、 台地上 に は家一軒見 い 出 す こ と は で き な い 。

こ の塚原台地の古墳 は 、 か な り 古 く か ら 知 ら れ て い た ら し く 、 「古今肥後見聞雑記』 に は 、

「同郡塚原村二九十九塚有 、 村号是に よ る と 云 り 4 と あ り 、 ま たI1'HE後国誌』 に も 同様 の 記事

が見 ら れ る 。 塚原台地 は も と よ り 浜戸川 中流域一帯 は熊本平野で も 屈 指 の 古墳密 集地帯 で あ り 、

古代文化 の い ち はや く 栄 え た 地域 と し て 著名 で あ る 。 一方、 県下 に お い て 考古学的調査 の 行 な

わ れ た 最初 の地域で も あ っ た 。 特 に阿高 ・ 御領 の 貝塚の調査成果 な し に は 九州 に お け る 縄文文

化 を 論ず る こ と は 出 来 な い し 、 弥生 ・ 古墳時代 は も と よ り 歴史時代 に 至 っ て も 、 今や こ の地域

を 除外 し て は 、 肥後 に お け る 古代文化 を 解明 す る こ と は 出来 な い の で あ る 。

2 歴史的環境

城南町 は 古 く か ら 遺跡 の宝庫 と し て 知 ら れ る 町で あ る 。 と く に 故小林久雄氏 な ど に よ る 調査

研究活動 は あ ら ため て 驚 く べ き も の が あ り 、 そ の過程で 多 く の研究者 を も 育 て た 。 氏 は晩年 に

至 り 、 初代町長 の席 に あ り な が ら 町史編纂事業 を 推 し 進め、 そ の 成 果 は昭和40年 3 月 『城南町

史 』 と し て 完成 し て い る 。 氏 の死後 4 年 目 の春の こ と で あ っ た 。 11'城南町史 』 の編集 ・ 執筆 に

あ た ら れ た 松本雅 明 ・ 三島格 ・ 花岡興輝氏 を は じ め多 く の人 々 の血の に じ む よ う な 活動 も さ る

こ と な が ら 、 そ の 業績 は 今 も 燦然 と 輝 い て い る 。 そ の後各種 の 開発事業 、 と く に 九州、旧動車道

建設 に伴 う 一連 の 考古学調査 に よ っ て 、 次 々 と 新 し い 知 見 が も た ら さ れ た 。 昭和47 年の尾窪中

世墳墓群 の 調査 、 昭和48 年 の 沈 目 遺跡古墳時代集落祉 の 調査 な ど は 、 この地域 の 古代 ~ 中世 に

至 る 文化解 明 に 重大 な 手 が か り を 得 た と い え る 。

城南町の 各遺跡 は 、 い ず れ も 緑川 ・ 浜戸川 の両河川 を 中心 に展 開 す る も の で あ り 、 主 と し て

浜戸川 流域 か ら 緑川 流域へ と 移行す る 開拓の歴史 を 指摘す る こ と がで き る 。 以 下 、 九州 自 動 車

道建設 に伴 う 塚原古墳群 の発掘調査 を 報告す る に あ た り 、 本地域の遺跡 の概要 を 紹介 し 、 そ の

歴史的環境の 一端にふ れ て み た い 。

縄文時代
九州 地方 の な か で も 熊本県 は縄文遺跡 の密集地帯で あ る が、 な か ん ず く 字城地方

(宇土 ・ 上益城 ・ 下益城郡) は縄文遺跡 の宝庫で あ る c城南町の地勢 を 大 ま か に 区分 す る と 、

中央町 ・ 豊野村 に 源 を 発 し 、 城南町 を 東西 に貫流す る 浜戸川 を 中心 と し て 、 北 に舞 ノ 原台地、

南 に 塚原台地 ・ 東阿 高 の 台地 お よ び雁回山 に わ け ら れ る 。 そ れ ぞ れ の地区 に縄文時代 の遺跡 が

み ら れ る 。 以下 、 各期 ご と の概要 を 記す 。

早期 この 期は押型文土 器 と 1櫛式土器 の 一部 が代表す る 。 押型文土 器は、 大字沈目 出 土 の も

の が「沈目式」 と し て 著名 で、 あ る 。 文様は惰 円 ・ 山形 ・ 格子 を も ち 、 厚手の 作りで 、 文様も組

- 2 -



大 な も の が多 い 。 舞ノ原台地の 辺縁部 の沈 目 を 中心 と し て 、 塚原台地 お よ び東阿高台地 ( 御領

貝塚) か ら 出 土 す る 。 轟式土 器 は 沈 目 お よ び塚原 で発見 さ れ て い る 。

前期 この期 は曽畑式土器、 轟式土 器、 塞 ノ 神式土器 などが代表す る 。 城南町内 に は 、 ほ と

んど出土 を み な い が、 わ ず か に 塚原 、 沈 目 などで出土 し て い る 。 曽畑式土 器 は 、 阿高 貝 塚 か ら

発見 さ れ て い る の み で あ る 。

中期 この期の代表 は阿 高式土 器で あ る 。 この 名称の標式と な っ た の は城南町阿 高員塚で 、

多 く の調査 が行 わ れ た が正 式 の 報告 は 出 て い な い 。 太形凹文 と 呼ぶ、 豪快 な曲線文様 を も ち 、

九州 地方 の 中期の 代表的形 式 で あ る 。

後 ・ 晩期 この期 に な る と 遺跡数 の増加 がみ ら れ る 。

城南町 に 見 ら れ る の は 、 南福寺式 ・ 出水式 ・ 鐘ヶ崎式 ・ 御手洗式 ・ 西平式 ・ 御領式 ・ 黒川 式 な

どで あ る 。 と く に、 注 目 さ れ る 遺跡 と し て は近年発見 さ れ た黒橋貝塚 が あ る 。 こ の 貝塚 は昭和

48年の浜戸川 の洪水 に よ っ て 露出 ・ 発見 さ れ た も の で 、 貝層の 分布範囲 は約 6 ，000 ni に 及ぶ大

貝塚で あ っ た 。 出土 の 土 器 は 、 少量の阿高式土 器の他 に 南福寺 ・ 出水式 ・ 北久根山 式 など、 後

期前半期 の も の を 主体 と し 、 瀬戸内地方の福田KII式 など縄文時代 の交流 を 示 す遺物 が あ っ た 。

ま た土器以外の遺物 と し て は 、 従来後期後半 に 中 九州| に登場す る と 考 え ら れ て い た 、 石錘 ・ 土

器片錘 など留意 す べ き 遺物 も 少 な く な い。 西 日 本 の後期の代表形式 と さ れ て い る 御領式 の標式遺

跡 は 、 大字東阿 高御領 に あ る 御領員塚で 、 マシジミ を 主体とす る 淡水 産 の 大貝塚で あ る 。 御領

式期 に な る と 、 浜戸川 下流の水田地帯 を 除 い て 、 ほ と んど全町域 の 台地部 に遺跡 が分布す る と

言 っ て も 過 言 で は な い 。

以上 、 各期の概要 を 述 べ た が、 現在の城南町 は有明海 か ら 約10 km は な れ て い る が、 縄文期 に

は 、 阿 高 ・ 宮地 ・ 吉野山麓 などの 台地裾部 ま で は海 が湾入 し て い たこ と が、 貝塚 の 分布で知 れ

る 。 近接す る 阿 高 貝塚 と 御領貝塚で そ れぞ れ主体 を な す貝 が海水産 ・ 淡水 産 と 違 う の は 、 古 く

か ら 指摘 さ れ て い る ご と く 、 中期か ら 後期 に か け て 、 大規模 な 海退 が あ っ た 為で あ る が、 一方

この海退 は 、 台地の前面 に新た な 低湿地 を 現出せ しめ、 次期の稲作 を 基礎 と す る 弥生文化定

着の 一大条件 に な っ た こ と は 想像 に か た く な い 。

弥生時代

弥生時代前期 に比定 さ れ る 遺跡 の顕著 な例 は未だ発見 さ れ て い な い が、 九州自動車道建設 に

伴 う 一連 の 発掘調査 に よ っ て 、 二遺跡 か ら 弥生 前期 に比定 し う る 遺物 を 検出 し て い る 。 ま ず、

緑川 と 支流御船川 が合流す る あ た り 御船町秋只久保遺跡 があげ ら れ る 。 ここで は 、 帰帆山 古墳

(全壊、 横穴式石室墳? ) の盛土直下 の包含層中 に一群の凸帯文土器 が出土 し た 。 これ ら の出

土遺物 に つ い て は 、 熊本県文化財調査報告等18集 に報告 さ れて い る の で詳細 は は ぶ く が、 弥生

前期の所産 で あ ろ う と 思 わ れ る 。 出土地点、 が、 帰帆山頂か ら 北へ の び る 丘陵尾根部 ( 海抜40 米 )

に住置 す る こ と な ど、 特異 な 出土例と し て 注 目 さ れ る 。 次 に城南町沈 目 遺跡 出土例 で あ る 。 沈

目遺跡 は 、 舞 ノ 原台地 の 南辺 、 浜戸川 の北岸 に位置す る 縄文~歴史時代 に 至 る 重複遺跡 で あ る O

昭和47年九州自動車道建設 に伴 う 発掘調査の際同遺跡第 4号溝より検出 し た 数点 が報告 さ れて
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い る が、 遺構 と の関連 は判 明 し て い な い 。 以上の よ う に 、 調査の対象 と な っ た 土地 そ の も の が、

台 地や丘陵部 に限 ら れ た ため に 、 一般的 に 、 低湿地内 の微高地 に展 開 し た初期弥生文化 と は異

な っ た様相 を 示 し て い る 。

更 に周辺 部 に 目 を む け る と 、 昭和49年 の都市河川環境整備事業 に よ る 江津湖苗代津遺跡 の 調

査 の 成果 は極め て 重要で あ る 。 この 一帯 は 、 江津塘す な わ ち 江津 川 南岸 の 築堤 に よ る 旧地形 か

ら の変容 を み る が、 遺跡周辺 は標高 5 m 以下 の低湿湧水地帯で あ り 、 縄文 晩期 お よ び弥 生 前期

の遺構、 遺物 を 発見 し て い る 。 ち な み に 、 周辺 の弥生前期の遺物 を 出土 し た遺跡 を 挙げ れ ば次

の と う り で あ る 。

熊本市御幸部町八 万塚

熊本市田迎町二石

熊本市画津町中 ノ 島

熊本市健軍町広 木

熊本市画津町上江津

上益城郡 甲佐町麻 生 原

上益城郡甲 佐町八 ッ 割

上益城郡御船町久保遺跡

下益城郡城南町沈 目遺跡

これ等 の遺跡 の 分 布 か ら 知 れ る こ と は 、 前期の 分布の範囲 が熊本平野周辺部 に限 ら れ て い る

こ と 、 立地状況 が、 台地上 と 湿地部 に 区別 で き る こ と で あ る 。 八万塚 ・ 二石 ・ 中 ノ 島等 は 、 加

勢川 に よ っ て 形成 さ れ た 、 自 然堤防上 に 立地す る 。 麻 生原 、 八 ッ 割 、 沈 目 、 久保 な ど は典型的

な 台地上 の遺跡で あ る 。 弥生 文化 の 開始 に つ い て は 、 生活空間の変遷 と い う 視点、 よ り 次の形が考

え ら れ る 。 ①水 田農耕 の 開始 に伴 う 生活立地の沖積面へ の進 出 ②縄文的 立地の継続で あ る 。

城南町周辺 の 先述 し た 二 つ の 立地 も 以上の類型 に あ て は ま る も の で あ り 、 後者 の 前期遺跡 に 古

い も の がみ ら れ る 。 このこ と は 、 中 九州| に お け る 弥生文化の受容 が、 縄文生 活 自 体 の な か で行

な わ れ た こ と を 示 す も の で あ ろ う か 。

比較的 、 豊富 な遺物 が出土 し た 、 苗代津遺跡 を例 に と る と 、 前期末 の 土 器 の 様相 を 示 す突帯

文土 器 と 共 に 、 輝石安 山 岩性の粗雑 な打製石鍬 を 出土 し て お り 、 前期末 に も な お か つ 縄文的色

彩 の濃 い 、 熊本地方 の弥 生 前期の 姿 を 反映 し て い る 。

弥生 中期以降 に な る と 、 遺跡の数 ・ 遺物の量 か ら も 、 前期と比較 に な ら な い ほ ど豊富 で あ る 。

弥生 中期中 葉 に住置 す る い わ ゆ る 須玖式土 器 は 、 この地域 を 分布の 南限 と し て比 較的多 く 見 ら

れ 、 城南町宮地ー町畑遺跡 ・ 同紙園寺 ・ 七所宮周辺 を あげ る こ と がで き る 。 特 に ー町畑 ・ 祇園

寺周辺 に は饗桔 の破片 等 が多 く 散布 し て い る の で、 か な り 大 き な 墓域 を 形成 し て い たこ と が知

れ る 。 これ ら 弥生 中期頃 の遺跡 は現在知 り う る 限 り 、 舞 ノ 原台地西端 の 台地縁辺 部 に の み み ら

れ る こ と か ら 、 この期 に お け る 集落 ・ 墓域 の立地の 特色を見 る の で あ る 。 次に弥生中期後半の熊

本市黒髪町出土土 器 を 標準 と す る 黒髪式土器 は熊本平野 を 中心 に北 は筑後川流域 、 南 で は 人吉

盆地 を 経 て 一部 は鹿児島県の 大 口盆地 に ま で達 し て い る 。 この黒髪式土 器 は 、 この地域で も 、
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か な り 顕著にみ ら れ る も の で あ り 、 城南町宮地山ノ上 ・ 同紙園寺周辺 ・ 同宮地山 内遺跡、 な ど が

あげ ら れ る 。 す な わ ち 、 須玖→黒髪期 の遺跡 は舞ノ原台地の西側に集中 し て み ら れ る 。 宮地囲

貝塚 は 、 学術調査 が実施 さ れ た 数少 な い 弥生期の遺跡 の 1 つ で あ り 、 黒髪式 の系統 を う け つ い

だ時期の も の で 、 この地方 の弥生後期前半の良好 な 資料 と な っ て い る 。 注 目 さ れ る の は 多種 の

石包丁の 出土 で 、 この種の石包丁は 、 舞ノ原台地 か ら 、 甲佐麻 生原に か け てみ ら れ 、 稲作 の 定

着 を 思 わせ る 。 さ ら に、 この地の弥生後期の持徴 と し て 注 目 さ れ る の は 、 免田 式土器の 出 土 で

あ る 。免田 式土 器 は 、 人吉盆地 を 中 心 と し な が ら 、 上益城郡矢部町、 阿蘇郡内 な ど、 山地部 に

比較的 多 く 分布す る が、 平野部 と の 接点、 に あ た る 、 城南町には例外的に 多 く 出 土 す る よ う に み

え る 。 宮地 出土 の草袋形脚付土 器 などの特異 な 形 を 生 み 出すにい た る 。

古墳時代

塚原古墳群 を め ぐ る 諸古墳 に つ い て は 、 調査が施 さ れ た 一部の 例 を 除 き 、 必 ず し も そ の 内容

が判明 し た と は い い が た い 。 城南町 を 中 心 と す る 浜戸川流域の古墳 は 、 概略 7 支群 、 50余基 に

お よ ぶ古墳 と 12群 、 来句3 90基の横穴群 を あげ る こ と がで き る 。 と く に 吉野山 ・ 舞ノ原台地 お よ び

塚原台地周辺 は 、 数 ・ 分布密度の う え か ら も 、 他 を 圧 し て い る 。 これ ら の 古墳 を 、 墳形 別 でみ

る と 、 舞ノ原台地南東部 と 塚原台地の そ れ ぞ れ 2 基、 計 4 基の前方後 円墳 を の ぞ き 、 他 は す べ

て 円墳 で あ る 。 ここで は 、 そ の う ち の い く つ か に つ い て 紹介 し ょ う 。

吉野 山 (標高88. 7 m ) 周辺 の 古墳 は 、 16基の円墳 (現存 6 基 ) と 墳形 の 明 ら か で な い も の 6

基 (現存 1 基) お よ び 4 つ の横穴群 か ら な る 。 この う ち 特に注 目 さ れ る の は 、 吉野 山 山頂出土

の舟形石棺 で あ る 。 発見 は か な り 古 く 、 天 明 4 年 ( 1784 ) 肥後藩の国学者寺本直廉の著作 に な

る 『古今肥後見聞雑記』 に よ っ て も 、 う か がい知 る こ と がで き る 。 この舟形石棺 は 、 梅原末治

博士 ら がこの地域 を 調査 し た 大正の 頃 ま で は 、 棺身 を 残 し て い た ら し い が、 そ の 後行 方不 明 に

な っ て し ま っ た 。 熊本県史蹟調査報告 に よ る と 、 棺材 は阿蘇凝灰 岩 でつ く ら れ 、 棺蓋の形態 は

不 明 で、 あ る が 、 棺身 は 長 さ2. 5 m 、 巾は頭部で、 62cm 、 尻部で、 3 6cm 、 突起の 長 さ 30cm 、 径24cm で、 あ

る 。 両端に縄掛突起 を 有 し (尾部 を 欠失) っ く り つ け の枕 を も っ。 舟形石棺 の 分布 は 、 県北部

で も 特 に菊地 川 流域 が顕著で 、 20数基の古墳 が知 ら れ て い る 。 中 で も 熊本 県玉 名郡岱明町院塚

古墳 は 、 全長78 米の前方後 円墳 で 、 後円部中央 に 、 4 基の舟形石棺 を 配置 し 、 この う ち 3 号石

棺 に は 、 画文帯神猷鏡 1面 、 鉄剣 ・ 玉類等 を 伴出 し て い る 。 後円部墳丘裾部に は底部 を 穿孔 し

た 土師 器査形土 器 が出土 し 、 そ の 成立年代 は 、 5 世紀前半 と 考 え ら れ る o 吉野山山頂出 土 の こ

の石棺 は 、 遺物 が伴出 し て い な い ため に 、 そ の年代 を 明 ら か に し がた い が 、 院塚古墳 など県内

諸例 か ら み て 、 5世紀前半 と 考 え ら れる。 以下 この地区の古墳 につ い て は 、 第 1 表 にま と め た

が、 い ず れ も 年代 が降 る も の と 思 わ れ る 。

舞ノ原台地西部す な わ ち 宮地 ・ 下宮地 ・ 限庄 を ふ く む一帯に は 、 小規模 な 円墳 が 6 基 ( 現存

2 基 ) と 3 群20数基 の 横穴群 を 数 え る の み で あ っ て 、 先述 の吉野 山 、 あ る い は塚原台地の古墳

群 など に対して 、 独立の 古墳群 を 形成 す る に は い た っ て い な い 。

舞ノ原台地南端の城南町沈 目・陳内地区 は 、 吉野山古墳群、 さ ら に は 浜戸川を はさん だ対岸
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第 2 図 塚原古墳群周辺の遺跡分布図 (第 4 表~第 表参照)
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遺跡番号

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

1 0 
1 1 
1 2 
1 3 
1 4 
1 5 
1 6 
1 7 
1 8 
1 9 
2 0 
2 1 
2 2 
2 3 
2 4 
2 5 
2 6  
2 7 
2 8  
2 9 
3 0 
3 1 
3 2 
3 3 
3 4  
3 5 
3 6 
3 7 
3 8  
3 9  
4 0 
4 1 
4 2 
4 3 
4 4 
4 5 
4 6 

第1表 塚原古墳群周辺の遺跡一覧表
名 称

塚原古墳群
東天神原l号墳甲)

東天神原2号墳乙)
東天神原 3号墳丙)
大塚山古墳
大塚山西古墳
大塚山南古墳
大塚山東古墳
迫1号墳
迫2号墳
吉野山古墳
山ノ寺古漬
山畑古墳
坂本古墳
鎧塚古墳
西原古墳
ーノ町古墳
下宮地古墳
城ノ鼻古墳
熊寺古墳
三ッ石l号墳甲)
三 7石2号墳乙)
葉山古墳
保生圏内古墳
影熊古境
岸 1号墳刷
岸2号繍乙)
岸 3号草車内)
権現尾古墳
土鹿野古墳
狐塚古墳
甚九郎山古墳
小木古墳
六地蔵 I号墳
六地蔵2号墳
鏡ノ巣古墳
長塚古墳
帰帆山古墳
小坂大塚古墳
今城大塚古墳
夫婦塚古墳
古保山・池尾l号古噴" 池尾l号古墳

。 畑中古墳
。 中 ノ!京古墳
4シ 真っ辻古墳

遺 跡 の 概要

前方後円墳2、 円墳53、 方形
周

墳
溝墓
・

3
径
9、 石橋18等

円 16-18m
円墳・径 4 m、 箱 式石棺
不明 、 箱式石棺
円墳・径20-40m、横穴式石室
円境 、 箱 式石棺
円墳
円墳、径22m
不明 箱式石棺
不明 箱式石棺
不明 舟形石椋
不明 箱式石棺
不明 籍式石棺
円墳 横穴式石室(装飾)
円墳・径 4 m
不明
円墳

不明 箱式石棺
円墳 横穴式石室
円墳・径12 - 9m 不明
円墳・径 9 -5m 不明
円墳・径20 -14m 不明
円墳 横穴式石室
円墳 不明
円墳 箱式石棺
円墳 不明
円墳・径5 -8m 不明
円墳・径20 -14m
円墳・径5m
前方後円墳・全長23m
前方後円墳・全長36. 9m
円墳・径7 -10m 不明
円墳・径12.5-12m 不明
円墳 不明
円墳・径14.5m

古墳(前方後円墳)
古墳(円墳)
古墳(円墳)
古墳(円墳)
古墳(円墳)
古墳(円墳)
古墳(前方後円境)

所 在 地

城南町塚原字丸山、丸尾、塚原、北原
坂野字天神原

。 坂野字天神原
。 坂野字天神原
イシ 坂野字天神原
4シ 坂野字天神原
。 坂野字天神原
。 坂野字天神原
。 坂野字迫
。 坂野字追
。 坂野字迫
。 坂野字迫
。 坂野字山畑" 坂野字山畑
。 坂野字山畑
。 |浪庄字ーノ田I
。 限庄字ーノ町
イシ 宮地字下宮地

" 宮地字宮本
。 下宮地三ッ石
イシ 下宮地三ッ石
イシ 築地字葉山
。 吉野字丸山
。 岡高字影熊
。 東阿高字岸
。 東阿高字岸
イシ 東阿高字岸
。 鰐瀬字権現尾
ク 土鹿野字免/上
。 陳内字狐塚
。 沈目字奥野
イシ 塚原字下道
。 尾窪字六地蔵
。 尾窪字六地蔵
。 鰐瀬字免の本

御船町豊秋字久保
。
。 小坂字下原
4シ 滝川字大塚

松橋町古保山字夫婦塚
。 古保山字夫婦塚
。 古f呆山字夫婦塚
ク 古保山字夫婦塚
。 古保山字夫婦塚
イシ 古保山字夫婦塚
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備 考

第 表参照
現存
現存
現存
消滅
消滅
消滅
現存
現存
現存

報
熊
r熊告卓本a 県

県 史大教
跡正 育
調
7会査年消滅

消滅
現存 研r究占京

大
都報

正大
告
9空二fド4 考古学消滅

現存

消滅

現存



遺跡番号 名 称 遺 跡 の 概要 所 在 地 備 考

4 7 鴫滝古墳 古墳(円墳) 。 古保山字夫婦塚
4 8  • 三本木戸古漬 古墳(円墳) • 古保山字夫婦塚
4 9  。 大道夫婦塚男古墳 古漬(円墳) 。 古保山字夫婦塚
50 。 大道夫婦塚女古墳 古墳(円墳) 。 古保山字夫婦塚
5 1 。 笹原夫婦塚男古墳 古墳(円墳) 。 古保山字夫婦塚
5 2  砂 笹原夫婦塚女古墳 古墳(円墳) • 古保山字夫婦塚
5 3  。 中原古墳 古墳(円墳) 4シ 古保山字夫婦塚
5 4  山口l号古墳 古墳 。 南萩尾
5 5 山口2号古墳 古墳 ク 南萩尾
56 ガローバルl号古墳 古墳 。 曲野
5 7 ガローパル2号古墳 古墳(円墳) 。 曲野
58 宇賀岳古墳 古境 • 字賀岳
5 9 木原古墳群 古墳群 富合町木原字西蔵
60 今村横穴群 20基 城南町今吉野字東原
6 1 城鼻横穴群 不明 箱式石棺 。 限庄字古城
6 2  宮本横穴群 5基 。 宮地字宮本
6 3 出水居屋敷横穴群 2 - 3基 。 出水字居屋敷
6 4  西窪横穴群 10基 • 出水字西窪
6 5 阿弥陀尾横穴群 155基 阿高字影熊・東阿高字山口
66 御領横穴群 10基 。 東阿高字八尾
67 アンドン坂横穴群 5基 ク 東阿高字千々室
68 飛ノ尾横穴群 69碁 • 東阿高字南飛尾
6 9  ウシクピ横穴群 6基 4シ 東阿高字→立回
70 一位回横穴群 16基 。 東阿高字一位田
7 1 一尾横穴群 12基 • 東阿高字一尾
7 2 ハツゴダン横穴群 22基 。 尾窪字古川
7 3 ウルノ横穴群 15基 。 長窪字纏野
7 4  ツル繍穴群 20基 。 尾窪字鶴
7 5 尾窪横穴群
7 6 メリ穴横穴群 6基 。 尾窪字南極野
77 長原横穴群 5基 。 南藤山字長原
78 天ノ平横穴群 63基 。 陳内字錦川
7 9  沈目横穴群 6基 。 沈目字奥野
8 0  阿高貝塚 貝塚 。 豊田字阿高
8 1 黒橋貝塚 貝塚 。 下宮地字萱木
8 2  御領貝塚 貝塚 。 東阿高字御領
8 3  敷団員塚 貝塚 城南町塚原字敷田
84 ソピエ石員塚 貝塚 富合町平原字ソピエ石
85 今村貝塚 貝塚 。 宮地字今村
8 6  囲 貝塚 貝塚 • 塚原字囲
87 赤見遺跡 散布地 。 杉上字赤見
88 永遺跡 散布地 • 杉上字永
8 9  碇 遺跡 散布地 。 杉上字碇
90 丹生宮河底遺跡 散布地 4シ 杉上字丹生宮
9 1 西天神原遺跡 A 散布地 。 坂野字西天神原
92 西天神原遺跡 B 散布地 • 坂野字西天神原
9 3  東天神原遺跡 散布地 。 坂野字東天神原
94 杉上メド町遺跡 散布地 ク 杉上
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遺跡番号 名 称 遺 跡 の 概要 所 在 地 備 考

9 5 祇園地遺跡 散布地 ・ 墓地(弥生) 。 宮地字紙園地
9 6 一丁畑遺跡 散布地 イシ 宮地字一丁畑
97 新御堂遺跡 A 散布地 。 宮地字新御堂
98 新御堂遺跡 B 散布地 ク 宮地字新御堂
9 9  構口遺跡 散布地 ・ 墓地(弥生) 。 宮地字構口
100 安幕遺跡 散布地 ・ 墓地(弥生) 。 隈庄字安幕
101  向権現遺跡 散布地 。 下宮地字向権現
102 迎原遺跡 散布地 。 沈目字迎原
103 沈目遺跡 散布地 。 汰目字池頭 ・ 塚本
104 山J.神遺跡 散布地 。 出水字山の上
105 竹部遺跡 散布地 イシ 塚原字竹部
106 黒木塚i盆跡 散布地 ・ 墓地(弥生) 。 塚原字尾窪
107 松ノ手遺跡 散布地 。 塚原字松子
108 黒木塚遺跡 散布地 ・ 墓地(弥生) イシ 塚原字黒木塚
109 山ノ神遺跡 古墳 。 鰐瀬字山の神
1 10 道上遺跡 散布地 。 隊内字道上
1ll 近道遺跡(近道原) 散布地 。 陳内字近道原
1 12 舞原遺跡 散布地 。 陳内字舞原
1 1 3 狐塚遺跡 散布地 。 陳内字狐塚
1 14 三石野遺跡 散布地 。 尾窪字三石野 ・ 的場
1 15 星野屋敷遺跡 散布地 イシ 藤山字上柿田
1 16 志道寺遺跡 散布地 � 鰐瀬字志道寺
1 17 宮ノ前遺跡 散布地 。 鰐瀬字宮ノ前
1 18 土鹿野遺跡 散布地 イシ 鰐瀬字土鹿野
1 1 9 南原遺跡 散布地 イシ 鰐瀬字南原
120 野田窯跡 �跡 。 鰐瀬字野田
121 東亀島瓦黛跡 窯跡 。 鰐瀬字東亀島
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の塚原古墳群 と な ら ぷ主要 な 古墳群 で 、 前方後円墳 2 基、 円墳 4 基、 2 群70数基の 横穴群 か ら

な っ て い る 。

同町沈 目 字奥野所在 の甚九郎山 古墳 は 、 全長36. 9米、 後円部径21 米 、 前方部径15米 、 後 円部

高 さ4. 5 米 、 前方部高 さ 4 米 の 前方後円墳で あ る 。 昭和33年、 同町陳 内字狐塚所在 の 狐塚古墳 、

( 前方後 円墳 ) と と も に 、 熊本 日 日 新聞社主催 に よ る 発掘調査 が行 な わ れ て い る 。 こ の 古墳 に

は 、 葺石 ・ 周構等 は 認め ら れ な か っ た が、 墳丘 は盛 り 土 に よ っ て 築造 さ れ て い た 。 主体部 は 、

後 円部 の 中 ほ ど に位置 し て い た が、 旧陸軍 の監視所 を 築 い た際 、 こ と ご と く 破壊 さ れ 、 遺物 も

ほ と ん ど伴 出 し な か っ た 。 し か し わず か に残 さ れ た礎灰岩 の石材か ら 、 巨石 を 用 い た横穴式石

室 で あ ろ う と 推定 さ れ た 。 こ の玄室側 壁部 と 考 え ら れ た 石材 に は 、 線刻 と 赤 ・ 白 ・ 青色 に よ る

彩色 に よ る 装飾 文様 がみ ら れ る 。 装飾手法 の類似 す る 宇土郡松橋町字賀撮古墳 と の 対比 か ら 、

本古墳 の 年代 が、 6 世紀後半頃 に降 る も の で あ る こ と を 物語 っ て い る 。 ち な み に 本古墳 は 、 標

高30 m の地点 に位置 し 、 主軸 方位 は前方部 を 浜戸川 の水田地帯 に む け た ほ ぽ南北 を 指 し 、 後 円

部 の 主体部長軸 は東西で あ る 。

他のー基の 前方後円墳で あ る 狐塚古墳 は 、 甚九郎 山古墳 の 東南部最句240 m の地点 、 同 ピ く 浜戸

川 の水 田 地帯 を み お ろ す舞 ノ 原台地上 に佐置す る 。 墳丘 は 、 永 い 聞 の耕作 に よ っ て 周 囲 か ら け

ず り と ら れて 旧状 を 察 し 得 な い 。 現存部で全長約23 m 、 高 さ 約 4 m を 測 る 。 後円 部 の 中心部 に

は粘土や礎灰岩 の礁 を 敷 き つ め た 、 楕円形 の土壌墓 6 基 が発見 さ れ た 。 主体部 は 旧状 を よ く 保

っ て い た に も か か わ ら ず、 こ の う ち 4 基 ( 1 ・ 3 ・ 4 ・ 5 号 ) の土壌 墓 に極め て 乏 し い副 葬品

が検出 さ れ た だ け で あ っ た 。 調査者 に よ る と 、 月国 々 の屍床 に お さ め ら れ た 副 葬品 は 、 前方後

円墳の主 に ふ さ わ し か ら ぬ 、 馬具の残欠や、 最初 か ら 折 れ て い た と し か思 え な い鉄鎖、 そ の ほ

か片耳分 の 金環 な ど を 、 ま る で投げ こ ん だ よ う に お さ めて い た の で あ る 」 と 記 さ れ て い る ほ ど

で あ る 。 こ う し た あ り か た は 、 い わ ゆ る 前方後円墳 に み ら れ る 一般的 な 現 象 か ら は ほ ど遠 い も

の が あ る 。 こ の こ と は 、 こ の地域 の古墳文化 を 考 え る 場合、 一面的 に は単 に 地域的 な 在 り 方 を

示 す も の で あ っ た が、 他面的 に は 同一文化 圏 の 中 に 、 い わ ば持 て る 者 と 持 た ざ る 者 と の政治的

に相対す る 首長 者層 を 想定 し う る も の で は な か ろ う か 。

以上 、 2 基の 前方後 円墳 の佐置 す る 舞 ノ 原台地 か ら 浜戸川 を は さ ん だ 対岸 の台地 を 通称塚原

台地 と 呼ぶ。 総面積約30ヘ ク タ ー ル の い わ ば独立状の平坦 な 台地で あ る 。 北西部 よ り 入 り 組む

谷 に よ っ て 台地 は 南北 に二分 さ れ、 南側 の 台地は触手 の よ う に細長 く の び て い て 、 そ の 先端部

は著 名 な 阿 高 の御領貝塚 と 相対す る 。

先述 の 『古今肥後見聞記』 や 『肥後国誌』 の記述 に も あ る よ う に 、 か な り の数の 古墳 が散在

し て い た こ と が知 ら れ る 。 し か し 、 大正末 か ら 昭和 に か け て の耕地整理等の 開発 に伴 な い 多 く の

古墳 が台地上 か ら 消 え 去 っ た 。 昭和47 年春、 調査の 為 に 古墳群 を訪 れ た際 、 現存 す る 古墳 は 、

前方後円墳 2 基 を 含 む1 1 基の み で あ っ た 。 わ ず か数年の 聞 に さ ら に 2 基の古墳 が失 わ れ て い た 。

以下 、 こ れ ら の う ち 主要 な 古墳 を 紹介 し ょ う 。

ま ず前方後円墳 は 、 従来 、 現存す る琵琶塚 ・ 花見塚古墳 と 土取塚古墳 の あ わせ て 3 基 と さ れ

て い る 。 し か し 、 今回 の調査で は土取塚古墳 の推定地 がす っ ぽ り 調査予定地内 に含 ま れて い た
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の で 、 この古墳 の確認 に全力 を傾 け た け れど も 、 所在 を 明 ら か に す る こ と が 出 来 な か っ た 。 そ

の詳細 に つ い て は 、 後述 す る の で 、 ここで は現存 2 基の前方後 円墳 を 中心 に し て 略述 し た い 。

琵琶塚古墳 は 、 い わ ゆ る 柄鏡式 の 前方後円墳 と 考 え ら れ て い る が、 現在 は周囲 か ら 削 ら れ て 著

し く 変容 し て い る 。 し か し 、 今回 の調査で、 後円部 の東側部分を検出 し た こ と に よ っ て 、 全長

70m を 越 すこ と は確実で あ り 、 調査後 の 今 も 本古墳群の 主墳で あ る こ と に は変 り は な い 。 築造

年代 は主体部未調査の ため に 明 ら かで は な い が、 周 溝内遺物や採取 さ れた円筒埴輪 など か ら 、

5 世紀後半頃 に 成立 し た も の と 考 え ら れ る 。

花見塚古墳 は 、 現在全長33 m 、 後円部12. 5 m 、 高 さ 3 m の 前方後 円墳 で あ り 琵琶塚古墳北西

部 m の地点 に位置す る 。 墳丘 は周 囲 か ら 著 し く 削 り と ら れ て い る も の の 、 復原 す る と 全長40

数 m に及ぶ も の と 思 わ れ る 。 主体部 は 、 大正初期 に盗掘破壊 さ れ 、 この と き 種 々 の遺物 が 出土

し た と い わ れ る が、 散逸 し て 不明 で、 あ る 。

円墳 の う ち 特 に重要 な 古墳 は 、 将軍塚古墳 と 石之室古墳で あ る 。 将軍塚古墳 は 、 す で に無 く 、

原位置 の発見 に つ と め た が、 確認出来 な か っ た 。 この調査 を 行 っ た 故小林久雄氏 の 記録 に よ る

と 、 主体部 は割石小 口積 の横穴式石室 で あ り 、 ほぼ 1. 5 m の方形 の玄室 に 短 か い羨道 を 有 す る

も の と 考 え ら れ る 。 この際 出土 し た副葬品 は 、 変形獣首 鏡 1 面 、 鉄鍬 4 個 、 鉄矛 4 本 、 横矧板

式 の短甲 、 直 万 、 鉄銀、 万 子、 玉類 などが出土 し た と い わ れ る が、 そ の う ち の か な り の も の が

散逸 し て い る 。 豊富 な 副 葬品 か ら み て 、 本古墳群 の 中で年代 を お さ え う る 数少 な い 古墳 で あ っ

た だ け に 、 そ の 損失 は残念で あ る 。

石之室古墳 は 、 琵琶塚古墳 の 西約50 m の地点 、 台地の南端部 に位置 す る 。 こ の 古墳 の 主体部

で あ る 横 口 式家形石棺 は 、 玉 名 郡菊水町江田 の舟山 古墳 の も の と と も に 著名 で あ る 。 奥壁 と 両

側 石 の 上縁部 に は斜行交叉の 、 そ の 下 に は横佐の二条の平行沈線文 を施 し て い る 。 塚原台地唯

一 の装飾古墳 で あ る 。

塚原台地 の 西側 を 流 れ る 浜戸川 の小支流で あ る 滑川両岸の阿高 ・ 尾窪 の谷部屋面 に は 、 13群

350基以上の横穴群 が あ る が、 未調査の ため詳細 は不 明 で あ る 。

浜戸川 を さ ら に 上 っ た 鰐瀬地区 に も 円墳数基 が点在す る 。 ま た 木原 山北麓 に も 、 円墳 ・ 石棺

等 が点在 し 、 一群 を 形 成 し て い る 。 (野 田)
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第2節 調査の経過

l分布調査以後 北九州を起点と し て 福 岡 ・ 熊本 を 経て鹿児 島 ・ 宮崎 にい た る 九JH縦貫自動車

道の 建設事業が 始ま っ た の は 、昭和4 3年の こと で あ った 。 昭和4 5 年、 熊本県 教育 委員会は 、 日

本 道路公団か ら 丸刈|縦貫自動車道建設に伴う 託 麻~松橋間2 3.3kmに つ い ての 埋蔵文化財分布調

査の 依頼を 受けた 。 この 調査には、 松本 雅明熊本大 学教授を 中心と す る 県 内 の 研究者 と 当時の

社会教育課 があ た る こと にな った。 この 調査結果は 、 周年、 分布調査報告書と し てま と め ら れ
( �主1 ) 

た 。

この 調査報告書 の冒頭 には 「 ー今 回の 縦貫道 で は 、 塚原古墳群 ・松橋の 夫婦塚 な ど の 主要な

高塚古墳は 破壊を 免れ、 た だ一つ塚原の リュウガン塚の みがか か る 予定で あ る 。 一城 南町塚原

には地 下に 埋蔵す る 可能性 があ る も の が多 く 、発掘 には細心の 注意を 要す る 。 」 と あ る 。 調査

は 、 飽託郡 託麻 村 (現熊本市) 、 上益城郡益城町 ・ 御船町 、上益城郡甲佐町 ・ 下益城郡城 南町 、

下益城郡 松橋町の 4 つ の 区間にわ けで実施さ れ た 。と く に城 南町の塚原古墳群 の 調査表を 見 る

と 「 ー塚原古墳群 は 『古今肥後見 聞記.JI Ii'肥後 国誌 』 等の古く か ら の文献に記載さ れ、 県内で

も 最 も 著名な 古墳 群の 一つ で、 お そ ら く 益城国造肥君の墳 墓群で あ ろ う か。 以前 には か な りの

数 の古墳が存 在し た と 伝え ら れ る が、 現存す る も の は 13基だけで あ る 。 古 く か ら の耕作等で墳

丘等 が 失わ れ て い る ため 、当初の古墳配置は明 ら か で はな い が 、 地 下に石棺等の遺構の遺存が

考え ら れ る 」と あ っ て 、再三にわ た っ て 本 古墳群 の 重要性 が強調さ れて い る 。

分布調査の結果 に基づき 、 熊本県 教育 委員会は 、 日 本 道路公団と の 聞 に熊本 ~松橋間の 埋蔵

文化財 につ い て 、 『発掘 調査委託 契約書』 を と りか わ し た 。 翌々 年の 昭和47年の 春、熊本県 教

育 委員会に文化課が 新設さ れ る の と 軌を ーにし て 、本調 査を開始す る こ と にな っ た の で あ る 。

2調査直前の塚原台地 昭 和47年4 月 、 発掘調査 を 前 に文化課係 員によ る 現地 調査が 実施され

た 。 この 時、 分布調査が 実施さ れ て か ら 約 2 年の 歳月 が流れて い た 。 破壊の スピードは 予想以

上 に 早く 、 分布調 査報告 現存 13基と あ っ た古 墳群は そのうちの数基を失 な うというあ りさ

ま で 、 唯一 自 動車道用地 内に一部分が 入る く ぬぎ塚古墳の場合 も 、 境丘は 周囲か ら 著 し く 切り

取 ら れ 、 今 ま さ に 消滅寸前 と い っ た 状態にあ っ た。 城 南町史の 編纂事業の た め に総点検さ れた

昭和 30年頃の塚原 台地 に は 、 消滅し た も の で 所在地点が明 ら か な 古墳 を も 加え る と 20数 基が確

認 さ れ て い る 。 さ ら に 現地での 聞き 込み調査で、 新た に 確認 し え た も の を も 含 め る と 却基前後

の古墳 を 数 え る こ と がで き た。 ま た用地内 を 中 心 と し τ、 台地 一帯に 土 師器、須恵器、弥生式

土器、 縄文式土 器等が 極め て密に散布す る こ と な ど か ら 、 発掘 調査の 範囲 は用地内 ほぼ全域に

お よ ぶで あ ろ う こと は 容易に予測で き た。

特 に北側台地 く ぬぎ塚古墳 お よ び三段 塚古墳(現存 ・ 用 地外) の 西側 に ほぼ隣接 し て 丸 山 6

号墳 が 、 さ ら に南 の凹地 に土取塚古墳(消滅 ) 、 く ぬぎ塚の北側傾 斜面 の 将軍塚古墳(消 滅 )
は 、 机上操作 で も確実 に 用地内 に 存在 し たこ と が明確 で あ っ た 。 ま た嗣則台地で は 、 用地外で

nL

 

句Eよ



墳
墳
墳
墳

古
古
古
古

口可
号
口可
号

'AqLqadq

 

尾
尾
尾
尾

丸
丸
丸
丸

η''OOQdnu

 

唱EA唱EA噌E4nノ“。rnF・
墳
境
墳
境

古
古
古
古

室
塚
塚
塚

之
焼
軍
取

石
日
将
土

qaaqRUFO

 

甲乙墳
墳

墳
墳
古
古

古
士口
号
号

塚
塚
1
2

管見開問
琵花11
nvnυ'inL

 

。，.
墳
境
墳
墳

古
古
古
古

田可
国首リ
回可
【札方

向Lqaa住民d
図

山
山
山
山

布
丸
丸
丸
丸

i-場
5
6
7
8

古地
噛

台
拡
墳

?

原
ん
古
墳
墳

塚
が
塚
古
田可

の
う
ぎ
塚
1

前
ゆ
ぬ
段
山

査
り
く
三
丸

調'inLqδanT

 

図
4
。。，l凡

第

ηJ

 



は あ る が、 琵琶塚古墳 ・ 花見塚古墳 (い ずれ も 前方後円墳) ・ 石 ノ 室古墳 (円墳 )等 を 中心と

す る 一帯は 台地上で最大 の 古墳 密集地で あ る 。 琵琶塚古墳の東側 に は 、 丸 山 3 ・ 4号 の 2 基の

円墳が存 在し た と の 記録か鳴っ て い る 。

3調査組織 前述 の ごと く 、 熊 本県 教育委員 会は 丸刈縦貫自動車道 建設用地内 の発掘 調査に つ

き 日 本道 路公団と 協議し た結果、 発掘 調査 事業は県 教育委員 会が主体 と な っ て 行 な う こと と し 、

た だち に塚原 古墳群の 調査班が事監哉さ れ た 。 調査 は昭和47年 か ら 2 カ年 に わ た り継続し て 実施

さ れ 、 昭 和47年 度に 第1次 調査、 同 48年 度 に 第2 次 調査 を実施し、 引き つ づ き 同 49 年度 事業

と し て 出土遺物の 整理お よび報告書の 作製を 行 な っ た 。

な お発掘調査 組織は以下の と う り で あ る 。

-課長 補佐

・ 課長 補佐

-文化財調査係長

・ 主幹

熊本県 教育庁文化課 ・ 課長

同

夫

勝

哲辺

田

田

j兵

調査 総括

同

同

�� 
志

手U

昭

田前

隈調査 責任者

調査 事務担当者 同之辰崎栗

-庶務担当参事

(前 庶務担当主 事)

(前 文化財係長)

(前文化財係長 )

東

同巽
イ愛

美

英

本

野

田

松

村

松

西

日百

執筆者

執筆者

執筆者

執筆者

執筆者

光正 勝

(肥後考古学 会長 )

(熊本大学 法文学部 教授・ 東洋史 )

(熊本大学 法文学部 教授・ 日 本史 )

(熊本大学 法文学部 教授 ・ 考古学)

( 熊本大学 理学部 教授 ・ 動物学 )

(長 崎大学 医学部 教授 ・ 人類学 )

( 長 崎大学 医学部 助手・ 人類学)

( 熊本大学 教育学部 助教授・ 農学)

(丸刈l農 政局主 任地 質官・.地 質学 )

(熊本 県 文化財専 門 委 員 ・ 考古学 )

(創刊歴史 資料館長 ・ 考古学 )

仇此|大学 文学部 教授・ 考古学 )

等

雄

洋

雄

幹

之

猛

雄

真

篤

尭

男

明

安

経

芳

邦
靖
克

長

直

雄

辰

辰

田

里子

藤

倉

本

本

分

上

倉

迫

口

山

田

上

国

吉

大

籾

原

鏡

坂

松

坂

井

内

調査 指導助言者

( 九州産業大学教授・ 考古学 )

(福岡市立歴史 資料館長 ・ 考古学 )

( 九州大学 文学部 助教授・ 考古学 )
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雄

隆

介

重

坤
一

郎

磐

重

荘

初

富

浩

義

場

益

原

塚

田

藤

大

乙

杉

大

小

森

近

(国学院大学客員教授 ・ 考古学)

(国学院大学文学部教授 ・ 考古学)

(明 治大学文学部教授 ・ 考古学)

(明 治大学文学部教授 ・ 考古学)

(別府大学文学部助教授 ・ 考古学)

(同志社大学文学部教授 ・ 考古学)

(岡山大学文学部教授 ・ 考古学)

こ の 他 、 富田紘一(熊本市立博伽官) 、 西健一郎(肥後 考古学会員) 、 高橋一夫(埼玉県

立博槻官) 、 管谷宣則(天理参考館学芸員) 、 下僚信 行 (福岡市立歴史資料館) 、 置 田雅昭

(天理参考館) 、 北野耕 平(古代学研究会) の 諸氏に指導助言をい ただ い た。

調査主任 野 田 拓 治 熊本県教育庁文化課学芸員

調査員 江 本 直 同 学芸員

緒 方 勉 (同参事) 高 木 正 文 (同学芸員)

松 本健 郎 (同技師) 島 津 義 昭 (同学芸員)

丸 山 武 水 (同調査員) 安 達 武 敏 (同調査員)

松 村 道 博 (同調査員)牧 野 吉 秀(現玉名市職員)

人骨調査関係

子

篤

男

洋

洋

吾

淳

子

英

幸

毅

恵

子

子

生

子

子

子

江

枝

ノ\

民

芳

敏

邦

圭

治

純

祐

仁

律

民
秀

峰

と

悦

久

初

田

藤

吉

田

崎

田

村

田

本

野

武

城

橋

田

田

崎

本

田

川

川

野

内

穐

坂

長

本

吉

池

岡

草

永

山

石

野

岡

高

宮

清
大

堀

整理員

地元作業員

(同調査員)

(長崎大学医学部教授)

(長崎大学医学部助教授)

(長崎大学医学部助手)

(長崎大学医学部助手)

(長 崎大学医学部文部技官)

(長 崎大 学医学部文部技官)

(長 崎大学医学部学生)

(長崎大学医学部学生)

(長 崎大学医学部学生)

(長 崎大学医学部学生)

大 畑 美 鶴 照 屋 富 枝

本 郷 二三子 上 村 喜美子

早 野 弘 子 徳 永 雅 子

永 田 千代子a 寺 田 京 子

田 畑 美佐子 宮 本 正 成

助 崎 ゆ き え 杉 本 美恵子

田 中 あ き 子 大 川 悦 子

西 国 満 子 西 国 ふ じえ

原 二 枝 米 村 ト メ
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原 口 マサエ 石 田 聖 子 坂 口 夏 枝

谷 川 ち ど り 梅 田 さつみ 福 丸 あ や子

村 中 初 子 米 村 正 子 米 原 房 江

清 田 純 高 崎 洋 堀 田 幸 博

須佐美 薫 西 国 誠 司 西 国 繁 生

森 田 真 也 塚 本 誠 雄 田 畑 正 史

芦 田 徹 田 畑 淳 一 村 橋 国 雄

高 崎 雄 一 豊 崎 晃 大 森 動

豆 塚 手 島 睦 夫 甲 斐 英 子

秋 芳 あ や子 秋 芳 光 海 伊 藤 静 江

伊 藤 王 子 田 畑 明 美

協力団体 ・ 個人 宇土 高校社会科クラプ(卯野木盈二 教諭) 鹿本高校考古学部 (上 妻

信寛教諭) 鹿本商工高校考古学部(杉本武彦教諭) 玉名高校考古

学部(鶴上寛治教諭) 熊本第二高校考古学部(高野啓一教諭) 玉

名女子高校考古学部(平島i青春教諭) 佐藤伸二(熊本大学) 池田

栄史(国学院大学学生) 中村幸史郎(山鹿市教育委員会) 下村悟

史(別府大学学生) 赤瀬恵(球磨農業高校教諭) 佐田茂(九HI大

学文学部助手) 高倉洋彰 沢皇臣 後藤直 山崎純男 柳田康雄

宮小路賀宏

ρ0
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4 発掴調査の経過
発掘調査 は 、 2 年間 の 長期 に わ た る 為、 調査の経過に つ い て 細部 に わ た っ て 記述す る と と

は 困難でトあ る 。 し た が っ て 本節で は 、 第2�6 表 の 『発掘調査行程表』に 経過を ま と め 、 主

な 事柄につ い て 補足記述す る に 留め たい 。

調査は 、 昭和47年4月か ら 昭和48年3月末 日 ま で を 昭和47年度事業 と し て 第1 次調査 を 、

引 き 続 き 昭和49年3月末 日 ま で を 昭和48年度事業 と し て 第2 次調査 を 実施 し た 。 ま た 、 出土

遺 物 の 整理及び、 報告書作製は 、 昭和49年度事業 と し て 実施 し た も の で あ る 。 尚 、 現地に お

け る 発掘調査は 、 昭和47 年4月か ら 昭和49年3月ま で、 23ヶ月余り を 費やし た 。

昭和47年度の調査

現地 に お け る 調査 は 、 昭和47年4月26 日 に 開始 し 、 ま ず、 調査地区 を 中心 と し た 地形測量

を 実施 し た 。 ま た 、 こ れ と 並行 し て 調査区内 で唯一墳丘を残 し て い た く ぬ ぎ塚古墳 の 地形測

量 を 行 っ た 。 こ う し て 実際の 発掘 に 着手 し た の は 、 5月27 日 の こ と で あ る 。 以後、 昭和48年

3 月ま で 、 台地の北側頂部( I 区) の 完掘 を 目標に調査を経続し た 。

く ぬ ぎ塚古墳 の 調査が終結真近 の 8月10 日 に 、 く ぬ ぎ塚西側に ト レ ン チ を 設定 し て遺構確

認 の 為 の 調査 を 始め た 。 そ し て 、 8月28 日 に は 、 1 ・ 2 ・ 3 号 の 3 基 の 方形周 溝墓 を 同時に

検 出 し た 。 実に 、 最初 の 方形周 溝墓の 発見で あ る 。 又、 9月5 日 に 4 号 、 9月末 よ り 10月始

め に か け て 、 5 ・ 6 ・ 7 号方形 周 溝墓を相 次 い で検 出 し た 。 こ れ ら 各 方形 周 溝墓の発見 か ら

調 査終了ま で に 費 し た 日数 は 、 第2 �6 表に 示 し た と お り で あ る 。

又、 48 年3月ま で は 、 8�15号 ま で の 8 基の方形周 溝墓 と 32 号方形周 溝墓 と 丸 山 6 ・ 7 ・

8 号古墳 、 丸 尾5 号墳主体部及 び、 墓道 の ・部を検 出 し 、 調査 を 実施 し た 。

一方、 昭和47年1 1月頃か ら 翌年2月ま で の 問 、 方形周 溝墓発見の ニュースは 、 全国的 に 広

ま り 、 一部研究者の 聞 で遺跡の保存 を 要望す る 声も 起 り 始め る 。 3月18 日 に は 、 肥後考古学

会主催に よ る 遺跡見学会が実施 さ れ 、 県内 外あ わせ て数千人の見 学者が現地 を 訪れ た 電続い

て 、 3月20 日 に は 、 肥後考古学会(坂本経尭会長) ・ 熊本史学会(松本雅明 会長) よ り 、 国

・ 県 ・ 日本道路公団に 対 し て 、 『塚原古墳群保存 に 対す る 陳'情書』が提出 さ れ た 。 又、 22 日

に は 、 城南町教育長及 び、 城南町文化財専門委員会か ら 、 当局に 対 し て 『城南町塚原古墳群

保存 に つ い て の 陳情書』が提出 さ れ た 。

昭和48年度調査

昭和48 年度の調査 は 4月10 日 よ り 開始 し 、 調査区は I 区 か ら E 区 に 移り 、 表土 を 取 り 除 く

作 業 を 開始 し た 。 以後 8月末 頃ま で に は 、 E 区の ほ J全面の 表 土 を 取 り 除 き 、 古墳 ・ 石棺等

の 配置4犬況 が明 ら か に な っ た 。

8月末 よ り 9月末 ま では 、 田区 の 表土除去作業を 行 い 、 配置状況 が明 ら か に な っ た 。 各古

墳 ・ 石 棺 に つ い て 調査 を 費 し た 日 数 は 、 第2�6 表に示 し た 通 り で あ る 。 昭和49 年3月に は 、
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品設旦ご
日百杭 47 年 昭和48年 昭和49年 備 考

4月5月6月7� 8月9月10月11月12月l円2 月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月1 月 2 月 3月

くぬぎ塚古墳 地形測量も含む
l 号方形周溝墓 ーー 1 - 4 号は 並 行

調査

2 。 ー一
3 。 ーー
4 。 一
5 。

6 。 同一 6 -7 号は 並 行

7 。
調査

8 。 ー ー一
9 。 ー
10 。 ←-
1 1 イシ ト・

1 1- 14 号は
並 行調査

12 ろシ ー
13 。 ー
14 。 ー
15 イシ ー ←一ドー
16 。 トー . 1 6- 1� 号は 並 行

17 調査
イシ ー

18 dシ . 
19 。 十・

第2表 発掘調査行程表 ( 1 )

墳
九
墓\名~称、、\ 期\\日

昭和47 年 昭和48 年 昭和49年 備 考
4円5月6月H118f1191î 110月11月12月1 el12 月3月4月5月6 flI7月8月9月 10月1111112月1 1112 月3円

20号方形周溝墓 -・
21 。 ー
22 。 一
23 イシ ー
24 。

25 。 ー 調
丸

査
尾7 号 と並行

26 。 ー 調
丸尾

査
7 号 と並行

27 。 ー 27 -28 号は 並行
調査

28 。 ー
29 。 ト・
30 。 ー
31 。 ト ー
32 今
33 イシ

34 。

35 。 ー ー 』 35-36号は並行
調査

36 イシ - ー
37 。

:38 "シ
39 。 ド

第3表 発掘調査行程表(2 )
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孟訴足三 Bg 相47 f 昭 1 48年 Bg 福羽� 備 考
4月 5月6月7月8月9月10月11月12月 l月 2月3月41'115月61l 71118月91l1101l11l1l1121l 1 M 21l13M 

丸山3 号古墳 ー
。 4 。 -ドー 行丸調11J査 6・ 8 号 並

" 6 。 ー 同園同ー
。 7 。 ー-
" 8 。 ー
。 9 .. ー』 ー 姻出前期はプラ実周ン測

検溝

。 10 .. +-
、り上後期げ、は
作業を示す。

。 11 。 同 ー
。 12 今 』ー ー
。 13 。 』ー ード
。 14 。 ー -ト
。 15 今 ー -ト
。 16 .. ー
17 今 ー ー
18 。 ー
19 " ー ー

』
。 20 。 ー
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文化課学芸員、 技師 の応援 を受け て 、 調査は全て 終了 し た。

一方、 遺跡の保存への動 き は、 4 月 15 日 に肥後考古学会他、 県内研究団体 に よ る 第 2回遺

跡見学会が行 わ れた 。 昭和48年 5 月 15 日 に 、 城南町長 ・ 城南町議会議長 ・ 城南町教育長 ・ 城

南町文化財専門委員会代表か ら 日 本道路公団に対 し て 、 『城南町塚原古墳群保存 につ い て の

陳情書』が提出 さ れた 。 こ う し た 動 き を 経て 、 昭和49年12 月 に は 、 文化庁次長 ・ 日 本道路公

団副総裁 ・ 熊本県知事 ・ 熊本県城南町長の四者閣で、 『塚原台地の工事方法の変更等に つ い

て 』の協定 が と り か わ さ れ、 遺跡保存 の基本方針が方向づ け ら れ た の で あ る 。

資料 発掘調査委託契約書

1 委託名 九州‘出動車道 ( 熊本~松橋間 )

埋蔵文化財発掘調査

2 委託期間 昭和 年 月 日 か ら

昭和 年 月 日 ま で

3 委託金額 金 円

日 本道路公団福岡支社、 支社長吉田 喜市 (以下 「甲」 と い う 。 ) は 、 熊本県知事沢田ー精

(以下 「乙」 と い う 。 ) に頭書の発掘調査の鰯包を 次の条項に よ り 委託す る 。

第 1 条 甲 は 、 別紙発掘調査計画書 に基づ き 頭書の委託金額の 範囲 内で頭 書 の発掘調査の実

施 を 乙に委託す る 。

第 2 条 甲又は乙の都合に よ り 、 委託期聞 を延長 し 、 若 し く は発掘調査計画 を 変更 し 、 又 は

発掘調査 を 中止す る と き は、 事前に協議 し て 書面に よ り 定 め る も の と す る 。

第 3 条 乙 は 、 委託契約締結後、 遅滞な く 作業予定表及 び資金使 用 計画書 を 作成 し 、 甲に提

出 し な け れ ば な ら な い 。

第 4 条 乙は、 第 3 条の 資金計画書に基づ き 、 頭書の発掘調査 を 実施 す る た めに必要 な 経費

の概算払 い を 甲に請求す る こ と がで き る 。

2 甲 は 、 前項の請求 があ っ た と き は頭書の発掘調査の進捗状況 を勘案 し て 、 請求書 を受理

し た 日 か ら 15 日 以内 にLに所要 の額 を 支払 う も の と す る 。

第 5 条 甲は 、 必要 と 認め る と き は 、 頭書の発掘調査の処理状況 に つ い て 調査 し 、 又 は報告

書及 び作業調査 日 誌の提出 を 求 め る こ と がで き る 。

2 乙 は 、 甲が期限 を指定 し て 中間報告 を 求 め た と き は、 こ れに応 じ な け れ ばな ら な い。

3 乙 は 、 発掘調査の期首に あ た り 、 作業箇所に作業表示旗を か か げ、 発掘調査関係 者に は

腕章等 を着用 さ せ な け れ ばな ら な い 。

4 乙 は 、 頭書 の発掘調査か 完了 し た と き は 、 す み や かに頭警の発掘調査の実施結果に基づ

く 完了書 を 作製 し 、 委託期間 内 に 甲に提出 し な け れ ばな ら な い 。

5 乙は、 費用 精算調書 を 作製 し 、 委託期間内に甲に提出 し な け れ ばな ら な い。

第 6 条 こ の契約 に基づ く 費用精算調書 そ の他の関係書類の作成事務の取扱 は 、 甲 が特に指

定 し な い限 り 、 乙の本来の事務取扱に準じて処理す る も の と す る 。
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第 7 条 乙 が こ の委託契約 に基づ き 甲の費用 を も っ て取得 し た購入物件等は す べて甲 に帰属

す る も のとす る 。

た だ し 、 甲 は発掘 さ れ又 は発見 さ れ た埋蔵文化財 に 関 す る 甲の権利 を 放棄す る も の

とす る 。

第 8 条 発掘調査 に 関す る 文化財保護法等 に 関す る 諸手続 につ い て は、 乙 が代行す る も のと

す る 。

第 9 条 乙の責 に帰す る 事由 に よ り 頭書の期限 内 に 第 5 条第 4 項 に規定 す る 完 了 書 を 提出 し

な いと き は 、 甲 は遅滞損害金と し て期限満丁目の翌日か ら 起算 し て提出当日 ま での遅

滞 日 数 につ き 頭書の委託金額 に対し て 、 日 歩 2 銭 7 厘の割合で計算 し た金額 を徴収す

る こ と カ 3で、 き る 。

2 甲の責 に帰す る 事由 に よ り 第 4 条の規定 に よ る委託料の支払い的屋れた場合に は 、 乙 は

甲 に対 し て 日 歩 2 銭 7 厘の割合で、遅延利息の支払い を請求す る こ と がで き る 。

第10条 乙の責 に帰すべ き 事由 に よ り 、 甲が契約 を 解除 し た と き は 、 乙 は 、 頭 書の委託金額

の10分の l を違 約金 と し て 、 甲の定 め る 期限 ま で に甲 に納付 し な け れ ば な ら な い 。

第11条 こ の契 約 を 変更す る 必要 が生 じ た と き は 、 甲乙協議し て 定 め る も のとす る 。

上記契約の証と し て 本書 2 通 を作成 し 、 当事者記名押印の う え 各 自 1 通 を保有す る 。

昭和 年 月 日

甲 福岡市中央区天神 2丁目 13番 7 号

日 本道路公団福岡支社

支社長 吉 田 喜 市

乙 熊本市水前寺6丁目 18番 l 号

熊本県 知 事 沢 田 精
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第 l 節

l 調査の概要

第一章 調 査

発掘調査予定地は 、 塚原 台地の 基部 を ほ ぼ北 か ら 南 方向へ ゆ る や か な 曲線 を 描 い て 貫 ぬ く 九

州 自 動車道 の 路線内 を 対象 と し た 。 路線幅 は地形の 変化 に よ っ て 一定 し な い が、 お お む ね40-

日m で あ る 。 調査地区 は 、 北側で浜戸川 の 旧河道水 田面 に 接 し 、 南 側 は 台 地 南 端 ま で の 全 長

550m 、 総面積約 3 万 平方メ ー ト ル に達 し た 。 尚 、 日 本道路公団表示 に よ れ ば、 S T A 176 -

S T A 181 ま での 範囲で あ る 。

調査区域の ほ と ん ど は 台地部で あ る が、 台地は北西側 よ り 入 り 込 む 谷(松の 手谷) に よ っ て

南北 に ほ ぼ 2 等分で き る 。 従 っ て 各地区の名称、は 、 地形の 変 化 や 調査の 進行状況等 に あ わ せ て

北側台地南半 の 項 部を I 区 と し 、 南側台地全域 を E 区 と し 、 北側台地北半 の 傾斜面 を 田区 と し

た 。 尚 、 各 区 に つ い て は あ え て 細区分 を し な か っ た 。

初期の 調査で は 、 遺構の確認の た め に 、 ト レ ン チ、 グ リ ッ ト を 併用 し て 調査 を 進 め た が、

( 1) 1 .  II . m 区 と も 、 す べて 平担 な 畑地で、 耕作 に よ る 上 部か ら の 削 平 が著 し い こ と 。 ( 2) ま

た 、 地形等 を 考慮 し て 調査区 全 域 に 設 定 し た ト レ ン チ及 び グ リ ッ 卜 で は遺構の確認 に 困難を

極 め た こ と 。 (3)特 に 1 - 4 号 方形 周 溝墓 を 検 出 し た I 区 北側 の 場 合 に は 遺構 が近 接 し 、 上

部か ら の 削 平 が著 し い こ と 。 こ の 為 グ リ ッ ト に よ る 調査で は 、 や や も す る と 遺構の 全体的 な 形

状 を 見失 う 恐れ の あ る こ と 。 な ど の 点、 か ら 、 20m 四 方前後の広 い グ リ ッ ト を 設定 し 調査 を 進 め、

最終的 に は 耕作土 を す べて 取 り 除く と い う 方法 を と り 、 又、 ぼ う 大な 量 に の ぼ る 排上の運搬処

理の た め に 機械 力 を 駆使 し た 。

H 区及 び皿 区の一部は 、 ト レ ンチを 設定 し て 調査 を 進 め た も の の 、 遺構の 検 出 に は 困難を 極

め た 。 又、 時間的 な 制約 も あ り 、 機械 力(パ ッ ク フ オ ー ) に よ る 表土 除去作業 を 行 い 遺構の 検

出 を 行 っ た 。 種 々 の 条件 か ら 機械 力 を 動員す る 方法 を 取 ら ざ る を 得ず、 細部に お け る 見 落 し ゃ

部 分破壊等 が あ っ た こ と は ど う し て も 否定 で き な い 。 し か し 一方で、 は 、 利点 と し て 各遺構の 全

体的 な 状況 が把握で き 、 広 範囲の遺構の 配置状熊が短期間 に 集約で き た こ と があ げ ら れ る 。

2 遺跡の 層位及び層序 ( 第 4 図 )

塚原台地 に お け る 土層推積状況 と 遺構の関連 に つ い て は 、 最 も 保存状熊の よ か っ た く ぬ ぎ塚

古墳墳丘 下 に お け る 層序 を 基準 と し て 、 I 、 II . 田 区 に そ れ ぞれ設定 し た 土層観察 の グ リ ッ ト

に お け る 所見 を 総合 す る と 第4 図 の よ う に な る 。

I 層 は 表土層(耕作 土) で厚 さ は地点 に よ っ て 異 な る 。

E 層 黒色土層 は く ぬ ぎ塚古墳の 調査結果(第2 章 第3 節 く ぬ ぎ塚古墳 を 参照) で も 明 ら か な と

お り 、 古墳築造期 に お け る 文 化層 で あ り 、 E 層 下部及 び皿 層 黄溺色 、 I 層 (沖積火山灰 土 ) の
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上面 に か け て 縄文文化後 ・ 晩期 に比定で き る 土器 が出土す る 。 尚 、 E 層 黒色土層 の 厚 さ は 、 地

形の 凹凸等の条件 に よ り 大 き く 異 っ て い る 。

wu川HH
図式複層土の地畠ロ原

-
塚

-
図
いa守一第

E 層 は 、 平均50cm の厚 さ で堆積 し 、 上面 では先 に述べた と り 縄文晩期の 土 器 が出 土 す る が、

以下で は硬質砂岩 を 主 と す る 集石 、 及 び押型文土器が出土す る 。 集石 と 押型文土器 と の 関連 に

つ い て は 末 調査で あ る 為明 ら か に で き な か っ た o

N層 は 、 軽石等 を 含 む黒褐色土層 で 、 遺物等 は 全 く 含 ま な い 。 又 、 地点 に よ っ て 厚 さ が異 な

り 皆無の地域 も 見 ら れ 、 不安定 な 層 と 見 る こ と がで き る 。

V 層 は 、 赤褐色 な い し 黄褐色土層 (阿蘇新期 ロ ー ム ) で あ る 。

以上の よ う に 、 I - V 層 は塚原台地の 標準的 な 層序 で あ る 。 L か し 地点 に よ っ て は E 層 が欠

失 し て I . m . N . V 層 の順で堆積す る 場合 と 、 百層 が皆無で I . n ・ m . v の順で堆積す る

場合があ る 。 又 、 n ' N層 が無 く 、 1 . 皿 ' V 層 の地点 も 見 ら れ る 。

遺構持 に 方形 周 溝墓 ・ 古墳の周溝で は 、 E 層 中 よ り 切 り 込 ま れ て い る 。 く ぬ ぎ塚古墳の場合

で は 、 盛土直下の E 層 の厚 さ はlOcm 内 外で あ る こ と か ら 、 古墳築造期に お け る E 層 の堆積状熊が

堆定 で き る 。 周 溝内 の 堆積 土は 3 - 4 層 に 区分で き る 。 上 部よ り 1 は 黒色土層 で 、 E 層 の連続

で あ る 。 2 ・ 3 は 遺物包 含層 で あ り 、 4 層 は周 溝掘削 直後の 再堆積土層 で あ る 。 周 溝は m . VI ま

で切 り 込 ま れ 、 ま れ に 大型の 周 溝の場合 に は V 層 に 及 ん で い る 。

尚 、 塚原台地の地質 上 の 持色 に つ い て は 、 付論 1 r塚原周辺の地形 ・ 地質・」 を 参照 さ れ た い 。
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3 古墳群の配置 (第5 図 )

各遺構 に つ い て は 、 後章で述べて い る が、 本節で は 、 検出 し た 遺構及 び調査区外の 古墳等の

配置状況の概要 に つ い て 述 べ る 。

調査区内 に は 、 方形周 溝墓39基、 前方後円墳 1 基 (他 l 基 は 不 明 ) 、 円墳 ・ 小円 墳合 わ せ て

34基、 石棺18基、 石蓋土披 1 基の 他竪穴遺構、 墓道等 を 検出 し た 。 調査区 外 に 計16基 を 数 え た。

現存す る 古墳は 8 基で、 前方後円墳 2 基(琵琶塚古墳 を 含 む ) 、 円墳 5 基、 他 の 8 基 に つ い て

は 消滅 し た 古墳で あ り 、 詳細 を 明 ら か に し え な い 。 今、 こ れ ら の 墳墓の 配置状 態を ま と め る と

次の よ う に な る 。

方形周 溝墓

39基の 方形周 溝墓は 、 台地 の 南端 部 を 除 い で ほ ぼ 全 面 に 分布 し て い る 。 特 に 甘地北半 の 田

区 に20基、 I 区 に 13基、 南半 の E 区 に 6 基 を 数 え 、 分布の 中心 は I 区、 す な わ ち 北側台地の 項 部

周辺 に あ る 。 ま た 方形周 溝墓の規模 は一辺25m 以上の も の か ら 、 一辺 8 m 以下の も の ま で あ り

一定 し な い が、 概 し て 、 大 型 の も の は I 区 を 中 心 に あ り 、 E 区 、 田 区 と 西 に 移 る に つ れ 小

規模化す る 傾 向 がみ ら る 。 又 、 小規模 な も の で は 、 重復 し て 築造 さ れ た 例 が多 く み ら れ る 。

円墳及び小円墳

円墳の 規模は 、 方形周溝墓の場合 よ り 著 し く 差 がみ ら れ 、 お お む ね周 溝の 外径 が30m 以上の

も の と 、 そ れ以下 の も の と に 分 け 、 仮 に 前者 を 円墳 と 呼び、 後者 を 小円墳 と 呼 ぶ こ と に し た 。

こ れ に よ る と 、 大型の 円墳 は I 区 に 3 基 ( く ぬ ぎ塚古墳 ・ 丸 山 6 号墳 ・ 三段塚古墳) み ら れ 、

方形周 溝墓群の 東 か ら 南側 を 取 り 囲 む よ う に 分布す る 。 又、 皿 区で は 、 2 基の や や 大型の 円墳

(丸尾 5 ・ 6 号古墳) を 中心 に 、 大小の 方形周溝墓が取 り 囲 ん で い て 、 I 区 と 田 区で は 配置状

態 に 大き な 差 がみ ら れ る 。 E 区で は 、 丸 山 4 号墳 1 基の み検出 し た が、 本墳 と 琵琶塚(前方後

円墳) が核 と な り 、 こ れ ら の 周 囲 を 数 多 く の 小円墳及 び石桔 ・ 方形周 溝墓 が取 り 巻 い て い る 。

前方後円墳

塚原台地の 前方後円 墳 に つ い て は 、 3 基存在 し た と の 記録 を 残 し て い る が、 現存す る も の は

琵琶塚古墳、 花見塚古墳の 2 基で あ る 。

調査区内 に は琵琶塚古墳の 後 円 部東側周 溝の 一 部を 検出 し た 。 台地の 南端 に 位 置 し て い る 。 又

調査区内の I - II 区 に ま た が っ て 存在 し た と い う 土取塚古墳 は 、 堆定地点、 が土取 り の 為大 き く

団地 と な っ て い て 検出 す る こ と は で き な か っ た 。

2 基の 前方後円 墳 に つ い て は 、 前項で述べた と お り 、 南側台地 に お け る 主墳的 な 位置 を 占 め

る こ と に つ い て は 今回 の 調査所見 に よ っ て も 変 わ る こ と は な い 。 調査区内 の 円墳、 小円墳群 と

共 に 、 調査区外で は 、 北原 l 号古墳(明、 北原 2 号墳乙)、 石 之室古墳、 日 焼塚等の 円 墳 が取 り 巻

い て い る 。

石 棺

石棺は 18基 を 検出 し た 。 石棺に は 、 安 山岩 の 板石 と 凝灰岩 の 切石 を 用 い た も の と の 2 種 があ

っ て 、 両 者 の 比率 は 安 山岩 製 1 基 に 対 し て 、 凝灰岩製17基で あ る 。 分布状熊か ら み る と 、 小円

FhU

 

9-



墳 あ る い は 方形 周溝墓 に付帯 し た状態で分布し て い る 。

又、 安 山岩 を 用 い た も の は 、 組合式箱式石橋で、 I 区の北端 にl 基の み検出 し た 。

石蓋土境

石蓋土壌は 1基で 、 田 区18号方形 周溝墓の 方形台状部上 に築 か れて い る 。

墓 道

墓 道は 、 1 - 皿 区にか ける 台地の北側傾斜面 に東西 2 条 を 検出 し 、 そ れ ぞ れ東 墓 道、 西 墓 道

と し た 。 西 墓 道は 全長約70 m 、 東墓道 は 全長約70 m を 測 り、 両墓 道は 台地の 頂部 に 移 行 す る に

した が い、 く ぬ ぎ塚古墳陸橋部西側で は 合流す る か に見 え る 。

以上が各遺構の お お ま か な 配置状況で あ る が、 詳細 につ い て は 、 第 3章 第 1節 にま と め た 。
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第5図 塚 原 古 墳 群 配 置 図

1 
、t

'( 
z 

1 
、t

1 
可t、，，‘‘‘，a叶，，， 1 

。��'
問
松
hL附

日

⑤附

4

 

-『--1・・ム〆，，

 

〆，

 

，，

 

/

 

〆〆/

 

/

 

/

 

/

 

，F

 

〆〆/

 

J

 

，F

 

/

 

〆〆〆〆〆/

 

/

 

〆/

 

J

 

，，

 



日01 10H 30 

第 5 図 塚 原 古 墳 群 配 置 図

日

/ 



Y 

凡例
H =方形周溝墓
M = 丸山 号墳
0 =丸尾 号墳
s =石棺

A 

』ι

JL 

イ





/ 
/' 

\、

。 50m 100m 

日;:O H I
〆

ノ
〆J 



H = 方形周溝墓
M= 丸山 号績
0 = 丸尾 号墳
s =石棺



第 2 節 方形周 溝墓の調査

方形台状部

第 6 図 方形属溝墓各部の名称と計測法

方形周 溝墓各部 の名称、 と 計測法

以下本節 に お い て 遺構の 調査内容 を 記述 す る に 際 し て

第 6 図 に 示 し た と お り 、 方形周 溝墓各部の 名 称 と 計測部

位 の 統ー を 行 っ た 。 ま ず 、 周 溝 に よ り 方形 に 区画 さ れ た

部分 は方形台状部 、 周 溝の 一部 を 掘 り 残 さ れ た 部 分 を 陸

橋部 と し た 。 計測部位 は 、 主体部 の 長軸 中心線 上 と こ れ

に 直行 す る 短軸 中 心線 と を そ れ ぞ れ 内 径 、 外径 と し て 表

わ し た 。
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1 号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第 7 図 )

東側 を 除 く 三辺の溝は わずか に 外側へ張 り 出 し て い る 。 北辺の 中央か ら 北東隅 に 遍 し て 陸橋

部 を 有す る 。 陸橋部の東側 は 丸山36号の主体部 に よ り 切 ら れて い る 。 周溝の幅 ・ 深 さ は一定で

は な く 、 東側 が狭 い 。 幅60cm- lOOcm、 深 さ は25cm-35cmを 測 る 。 周溝断面形は三角形 ・ 逆梯

形 な ど一定 し な い が、 い ず、れの場合も 溝の外側 が急 な 傾向 に あ る 。 長軸中心線上の外径 11 .65

m 、 内径 1O . 0m 、 短軸中心線上の外径 ll .l6m 、 内径9 .02m を 測 る 。 ま た北側の溝の終端か

ら 北東部 に 延 び る 浅い 溝があ る 。 落 ち 込み土は周溝と同様黒色土で あ る が、 溝巾 は一定で な く 、

溝底は 凸 凹 がみ ら れ遺物は み ら れ な か っ た 。 恐 ら く 人為的 な 遺構で は な い の では な か ろ う か。

主体部 ( 第 8 図 )

長径3 .26m 、 短径1 .83m の 土壌 に埋設 さ れた組合せ式木棺で、 木質部の残存 は な く 、 外被の

粘土の み残 る 。 棺床 に は 4 cm- 5 cmの厚 さ に 赤色顔料が残 る 。
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第 7 図 1 号方形周溝墓
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第 8 図 1 号方形周溝墓主体部

遺物 出土状況 ( 第 9 図 )

周溝内 の 堆積土 は 2 層 か ら な り 、 上部の 暗褐色土 を I 層 、 下部の 貧褐色粘質土 を E 層 と し た 。

R - R と 日 - R に 固 ま れ た北辺の 陸橋部西側周溝に は 、 計 7 個体分の 土師器 を 検出 し た 。 ②

・ ③ ・ ④は い ず れ も 底部 に 穿孔の あ る 量、 ⑤は小型丸底壷、 ⑥ ・ ⑦ ・ ⑩ ・ ⑪は 高時で、 いずれ

も I 層、 暗褐色土 に 出土 し 、 下面 は E 層 に接 し て い た 。

H; - R と P， - R に 固 ま れ た 北 西 部 間 の 周 溝 に は 、 3 な い し 4 個 体 分 の 土 師 器 と 、 砂岩礁

の流れ込み が検出で き た 。 ⑫ ・ ⑬は高時で散乱 し た状態で出土 し た 。 な お、 砂岩礁の 流れ込み

に つ い て は 、 方形台状部の南西部 に 一部 に確認 し た押型文土器 を 伴 な う 配石遺構 と の 関連 を 孝

え ね ばな ら な い だ ろ う 。

R - Ro と R1一 也 に 固 ま れ た 西辺中央部周溝に は 、 3 個体の土師器 を 検出 し た 。 こ の う ち ⑥の

査の み を 図示 し た が、 他 は い ずれ も 壷で、 う ち l 点は小型丸底壷で あ る 。 ⑧は溝底 よ り 20cm上

部の E 層 、 に 出土 し た 。

砧一九 と Rs- R6に 固 ま れ た 南辺西寄 り の周溝に は 3 個体分の土師器 が出土 し た 。 ①は童、 ⑨

は小型丸底査で、 溝底 よ り 15 -20cm上部の E 層 . よ り 出土 し た 。

以上、 1 号方形周溝墓の 周溝は、 溝の上部は削 り 取 ら れ、 遺存状態の 良 い 5 ・ 6 号方形周溝

墓 に み ら れ た I 層、 黒色土尺 と 層 と 、 E 層 の一部は失な わ れて い た 。 し た がっ て 、 出土土器の

Qd
 
ヮ“



数量が、 旧状を 物語 る も の と は 思 わ れ な い 。
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第 9 図 第 1 号方形周溝墓周溝遺物出土状況
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2 号方形周溝墓

形態 と 規模 (第10図 )

間 丸の ほ ぼ正 方形 プ ラ ン を 呈 す る 。 周溝の 幅 ・ 深 さ は一定 で は な く 、 幅 は95cm - 1 .65m 、 深

さ は35cm -50cm を 測 る 。
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P 14 

L =30 .50m 

第10図 2 ・ 3 号方形周溝墓

周 溝の 断面形 も 、 場所 に よ っ て 多 少異 る が、 底面 を 有す る 逆梯形 が基本で 、 そ の 切 り 込み 面

な どの コ ー ナ ー の 角 度 は ゆ る や か で あ る 。

一辺の 中 央 か ら や や一方 に 遍 し た 住置 に 陸橋部を 有す る 。 陸橋部の 幅 は 1 . 9m を 測 る 。

全体の 大 き さ は 、 長軸 中 心線上の 外径 12 .90m 、 内 径 10 .40m 、 短軸中 心線上の 外径 12 .61

m 、 内径 10 .35m を 測 り 、 ほ ぽ中 央 に 主体部を 有す る 。 主体部の 長軸線 と 、 陸橋部 を 有す る 一

辺 と は 平行関係 に あ る

主体部 ( 第 1 1 図 )

長径3 .62m 、 短径2 .45m の 土嫌 に 埋設 さ れ た組合せ 式木棺で あ る が、 木 質 部は腐触 し 去 っ て

残存 し な い 。 小 口 板 を 組み 込 む 穴 お よ び粘土、 床面 と な る 赤色顔料含有土の遺存状態 か ら 復原

nd
 



し た の が第1 1 図で あ る 。 こ れ に よ れ ば、 木棺の 大 き さ は 、 内法で 1 . 9m X60cm程度で あ っ たと

孝え ら れ る 。 こ の よ う に 、 木質部の残存は な く て も 、 そ れ を 被履す る 粘土 が、 木質の腐触後 も

原形 を 保 っ て 遺存す る こ とか ら 、 木棺の規模 ・ 形態 を 復原す る こ とが可能で あ る 。

A - ノ�

υ 
A \ i B 

第1 1 図 2 号方形周溝墓主体部

遺物 出 土状態 ( 第12 ・ 13図 )

。 1 m 

L =30 .38m 

主体部 か ら の 出 土 は な く 、 すべて周溝内 か ら の 出土で あ る 。 土師器の み が出土 し た 。 周 溝内

に 堆積 し た 土 は 上下 2 層 に 区分で き る 。 上層 は有機質 を 含ん だ 黒色土層 で 、 下層 は 黄褐色砂質
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土層で あ る 。 出 土 し た 土 師器類は す べ て 上層 の 黒色土層 中 か ら 出 土 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、

溝底 に 密着 し た も の は な く 、 溝底 か ら 20-75cm高い レ ベ ル で の 出土 で あ る 。

E 

〈ヲ⑬

P 9  

G 

8 。

第 12図

H 

P 10 

⑮ 
H 

F 

P 12 

P 13 

2 号方形周溝墓周溝遺物出土状況 ( 1 )

P 14 

。

L =30 .00m o 1 m 

平面的 に み る と 、 陸橋部を 有す る 一辺以外の 三辺か ら 出土 し て い る が、 全体の 量 は 必ず し も

多 く は な い 。 西辺の 中 央 部近 く で は 、 小型 丸底査 ( 第12図⑭) 、 小型器台 ( 第12図⑮) が ま と

ま っ て 出土 し た 。 ⑬ ・ ⑮は セ ッ ト を な す も の で 、 ⑮の 上 に⑬が置 か れ た 状態で横転 し 破損 し た

も の と 孝 え ら れ る 。 東辺の 周 溝で は 南東部コ ー ナ ー 近 く に 、 査 2 、 高 杯 l の 3 個体 が出 土 し た 。

第12図 の⑬は査で あ る が、 1 個所に破砕 し た 状態で出土 し た が、 他の 壷 ⑬ と 、 高 郎 ⑪ は
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か な り 散乱 し た 状態で あ る 。

211 に塑/ 一 ℃ヘ ぬ 」
↓ l  l l 1 1  1 1 1 1 l l 下下τ丁7 出

3 号方形周 溝墓

形態 と 規模 (第10図 )

L =30 .00m 

全 体の 約去 を 検出 し た の み で 、 他 は調査区域外 に あ る た め 、 全体像 を 知 る こ と は で き な い が、

隣接す る 2 号 あ る い は l 号方形周溝墓 と 形態 ・ 規模 と も 類似 し て い る と 孝 え ら れ る 。

検出 し た 面 で の 計測値は 、 外径 11 .50m 、 内径8 .90m 。 周 溝の 幅 は 1 � 1 . 4m で 、 深 さ は50

cm前後で、 あ る 。 検出 し た コ ー ナ ー は い ずれ も 隅 丸で あ る 。 検出 し た 部分 に は 陸橋部は な い 。

主体部

主体 部の 佐置 は 調査区域外 に あ る た め 未調査で あ る 。

遺物 出 土状況 (第14 図 )

周 溝内 か ら 16個体分 の 土師器が出土 し た 。 東辺の 北 よ り に 、 査型土 器 (第14図@短説勤) が ま

と ま っ て 出土 し 、 こ れ よ り 約 2 m は な れ て 、 高郎 3 (第14図⑮~⑮) 、 台付小型壷(第14図⑧L

小型丸底査(第14図⑫) が一括 し て 出土 し た 。 南東 コ ー ナ ー で は 壷 ・ 台付鉢 ・ 小型丸底壷 な ど

が出 土 し て い る 。 こ こ れ ら の 土器で、 ⑫~⑫ ・ ⑩は 溝底 に 密着 し て 出 土 し 、 ⑮~⑮ ・ ⑫は 溝底

よ り 浮 い て お り 、 上 部の 黒色土 か ら の 出土であ る 。
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第14図 3 号方形周溝墓周溝内遺物出土状況
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4 号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第15図 )

耕作等 に よ る 撹乱 ・ 削平 を 受 け て い る た め 、 周溝の 全体 を 検出で き な か っ た 。 北西辺 ・ 北東

辺 は 検 出 で き た が 、 南 西 ・ 南 東辺が不明であ る 。 形態、 規模を 復原す る と 、 隅丸の長方形 プ

ラ ン で、 長軸線上の 外径 8. 5m 前後、 短軸線上の外径 1O .50m 前後 と 推定 さ れ る 。 周溝の 幅 は

40-85cm、 深 さ は20cm前後で き わ め て浅い が、 上部の 削平の た め こ の よ う な 数値 に な っ て い る 。

周溝の 断面 はU 字状に 近 い 。 陸橋部の位置は不明で あ る 。 方形台状部の ほ ぼ中央に主体部があ

る 。

主体部 ( 第16図 )

長径2 .85m 、 短径 1 0 5m の 隅丸長方形の土壌 に組み込ま れ た 組合せ 式木桔で あ る 。 木質部の
残存 は な く 、 粘土の 残存 も 状態 が悪 い た め復原は不可能で、 あ る 。 土壌 の 両 端 に は小 口 板 を 納め
る 穴 が掘 り 込 ま れ て い る 。 土壌の 深 さ は40cm前後で、 両端の穴は さ ら に そ れ か ら 30cm前後掘 り
込 ま れ て い る 。

遺物 出 土状況

主体部 か ら の 出 土 は な く 、 周溝内 か ら も 土師器高邦の 脚部片 1 点 が出土 し た の み で あ る 。
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第16図 4 号方形周溝墓主体部

5 号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第17図 )

調査区域 と 調査区域外 に ま た が る た め 、 全体の約す を 検出 し た に と ど ま っ た 。

南北の 外径18m 、 内 径約14 m の 、 やや大型の 周溝で区画 さ れ る 。 北東 コ ー ナ ー は 鋭 く 屈 曲 す

る が 、 南東 コ ー ナ ー は 隅 丸で あ る 。 周溝は 、 東辺の 南半 か ら 南辺 に か け て は 1 . 9- 2. 5m 、 深

さ 1 . 2m 前後 を 測 る が、 東辺の北半 と 北辺は上部が削平 さ れ て い て 、 幅 1 . 6 - 1 . 9m 、 深 さ70

cm前後 で あ る 。 断面形 は逆梯形で あ る 。 後世 の 削 平 に よ っ て 、 北半分 は 南 半分 よ り 約40cm低 く

な っ て い る 。

主体部及 び陸橋部 は 、 調査 し た 範囲 に は な い 。
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第1 7図 5 号方形周溝墓

遺物 出 土状況 (第18 ・ 19図 )

確認 し たす の 周溝か ら 、 ほ ぼ全面 に わ た っ て 遺物 が出土 し て い る 。 周 溝内 の 堆積土 は 遺存状

態の 良 い 南辺 と 東辺南半分で は 3 層 か ら な り 、 北辺お よ び東辺北半で は 2 層 か ら な っ て い'て 、

上部か ら の 削平 に よ り I 層 は 失 な わ れ て い た 。 遺物の 大 半 は E 層 よ り 出土 し て い る 。

北辺で は 、 B. - P 2 と P 3 - P4 と に か こ ま れ範囲 に あ わ せ て 1 1 個体分 の 土師器 が出土 し た 。

⑬ ・ ⑬ ・ ⑮ ・ @ ・ ⑬ ・ ⑩ ・ ⑪は 高祁で、 ⑩ ・ ④は壷形土器で あ る 。 こ れ ら は す べ て 溝底 よ り 10

-15cm上部の E 層 黄褐色土層 中 よ り 出土 し て い る 。 11個体の 土器群 は 、 さ ら に 3 な い し 4 個ず
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5 号方形周溝墓周溝遺物出土状況 ( 1 )第 1 8図

つ 3 群の小 グ ル ー プか ら な っ て い る 。 い ず れ も 周 溝内 に 配置 さ れ た の ち 埋没 し た も の と み ら れ

東辺の北半島- Bo と Bl一 九に か こ ま れ る 範囲 に は 、 計 5 個体の 土 器 が出 土 し て い る 。 ⑮ ・ @

と 他の 2 個体 は 査形土器で、 ⑮は高時で あ る 。 い ず れ も E 層 貧褐色土 に 位置 し 、 @で は一部国

る 。

層 に 到 し て い た 。 北辺の 土師群同様、 周溝掘削後 ま も な く 配置 さ れ た も の と み ら れ る 。
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東辺南半民- Fるとおー昆 に か こ ま れた範囲 に は 、 計 7 個体分の土器が出土 し た 。

⑩ ・ @と他の一点 は 高郎、 ⑫ ・ ⑬は壷形土器で あ る 。 こ れ ら は周溝の 中央部、 E 層 黄褐色土中

に 出土 し 、 ⑫で は周溝の 外側 よ り に 出土 し 、 一部は E 層 に接 し て い た 。

南辺で は Ih一 九とP15-Fl6の 聞 に e 個体分の土器が出土 し 、 査 3 、 高郎 3 か ら な る 。 こ れ ら の

土師器 は す べて 溝底 よ り 30cm上部の E 層 黄褐色土 よ り 出土 し た 。
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6 号方形周溝墓

形態 と 規模 ( 第20 ・ 21 図 )

隅丸の長方形 に 区画 さ れて お り 、 コ ー ナ ー の 角 度 は やや鋭い 。 北側約す は上部 が削平 さ れて

い る 。 検出 さ れ た 方形周溝墓の 中で は 最大規模の l つ で あ る 。 長軸線上での 外径24m 、 内径19

m 、 短軸線上での 外径 21 .50m 、 内径17m を 測 る が、 北方の 削平 に よ っ て 多少数値 に 変動 が あ

る 。 周溝は 2. 3 - 3. 0m の 幅 を 有す る 。 深 さ は 2 m 前後 を 測 り 、 断面 の形 ほU 字状を 呈す る 。

南側の一辺の 中央か ら や や東 に遍 し た と こ ろ に 陸橋部があ る 。 陸橋部の 幅 は 約 2 m を 測 る 陸

橋部 を 有す る 一辺 と 主体部の主軸は平行の 関係 に あ る 。

主体部 ( 第22図 )

方形台上部の ほ ぼ中央部 に 土壌が掘 り 込 ま れ、 さ ら に そ の 中 に 3 基の 木棺墓が検出 さ れ た 。

こ れ ら の 3 基の 木棺は 、 長径 6. 4m 、 短径 5. 8m の 同一土績 に 並列 に組み込 ま れ て い る 。 中

央の 第 1 主体部 が最 も 大 き く 、 そ の 両側 に ひ と ま わ り 小型の 第 2 ・ 3 主体部が あ る 。

中央の 第 1 主体部 は 、 長径 4. 4m 、 短径2 .65m の土墳 に組み込 ま れ た 組合せ式木桔で あ る 。

木質の残存 は ほ と ん ど認 め ら れ な い が、 そ れ を 被覆す る 粘土層の遺存 が き わ め て 良好 な た め 、

木措部の形態及 び規模 を 知 る こ と がで き る 。 こ れ に よ れ ば木棺の 内法 は 、 長径 1 . 7m 、 短径80

cm、 深 さ は40-50cmで あ っ た と 孝 え ら れ る 。 側板の配置 は 第22図 に示す と お り で あ る 。

第 2 主体部 は 第 1 主体部の北 に 接 し て埋設 さ れ た小型の組合せ式木棺で あ る 。 長径2 .25m 、

短径 1 m の 土墳 が掘 り 込 ま れ、 そ の 長軸両端 に は小口板を納め る 穴が掘 り 込 ま れて い る 。 土壌

の 深 さ は約15cmで 、 小 口 板 を 納め る 穴は こ れ か ら さ ら に約20cm掘 り 込 ま れ て い る 。 こ の数値で

も 明 ら か な よ う に 、 第 2 主体部は そ の上部の大半 を 削平 さ れ 、 下部の み を 残 し て い る に す ぎ な

し = 。

第 3 主体部は 、 第 2 主体部 と 対称 し て 、 第 l 号主体部の 南 に埋設 さ れて い る 。 第 2 主体部 よ

り やや大 き め で 、 長径 2. 7m 、 短径 1 . 3m の 土壌の 両端 に 小 口 部 を 納め る 穴 が掘 り 込 ま れ て い

る 。 土壌の 深 さ は約20cmで、 小口部の穴は さ ら に約30cm掘 り 込 ま れて い る 。

第 2 号主体部 と 第3 号主体部は 、 そ の規模に 多少の差異 は あ る が、 中心的 な 第 1 主体部の 両

脇に位置 し 、 第 1 主体部 よ り 小型で、 そ の形態 に は共通点 が多 く 指摘で き る 。 さ ら に 第 3 号主

体部は 第 2 号主体部 と 同様、 そ の上半 を 削平 さ れ て 下部の み を 残 し て い る に す ぎ な い 。 こ の こ

と は 、 第22図、 C - D 断面図で も 明 ら か な よ う に 、 中 心 に 位置す る 第 1 主体部は規模 も 大 き く 、

さ ら に 深 〈 埋設 さ れて い る が、 第 2 ・ 3 主体部は規模が小 さ く 、 埋設 さ れ て い る 位 置 が浅い と

い う こ と に由来す る も の で あ る 。 さ ら に後述す る よ う に 、 第 1 号主体部 に は 、 鉄剣 ・ 匂玉 ・ 管

玉の 副葬品 を 有す る の に対 し て 、 第 2 ・ 3 主体部は無遺物で あ る 点 な ど を 総合 し て 、 第 1 主体

体部 と 第 2 ・ 3 主体部の 関係 を 暗示す る も ので あ る 。

第 2 ・ 3 主体部は 上半 を 削平 さ れ、 さ ら に粘土の遺存状態 も 悪 〈 、 そ の詳細 な 構造 を 明 ら か

に す る こ と はで き な か っ た 。 さ ら に 、 3 基の主体部の時間的 な 関係 につ い て は 、 第 1 主体部 と
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第 2 主体部の土壌は相接 し て 掘 り 込 ま れ て い る が、 そ の 聞 に 切 り 合 い 関係 を 認め る こ と は で き

な か っ た 。 し か し 、 こ の こ と は 、 第 2 主体部の遺存の 悪 さ に も 起因 す る と こ ろ があ り 、 同時性

を 否定す る も の で は な い 。 総合的 に み て 、 共通の 同ーの土壌 を 有す る こ と 、 主軸の 方 向 がほ ぼ

同一で、 あ る こ と 、 ま た 全体 の 位置関係 か ら 、 ま っ た く 同時期 か 、 あ る い は 時間差 が あ っ て も ご

く 短期 間で あ る と 考 え る に 至 っ た 。

遺物の 出 土状況 ( 第22 ・ 23 ・ 24図 )

第 2 ・ 3 主体 部は無遺物で あ る が、 第 1 主体部の床面 か ら 、 鉄剣 1 、 勾玉 l 、 管玉 1 を 出 土

し た 。 今回調査 し た 方形周溝墓で 、 主体部か ら 遺物 を 出 土 し た の は17号方形周溝墓 と こ の 6 号

方形周溝墓の 2 基の み で あ り 、 群の 中 に 占 め る 住置 な ど を 考 え る う え で重要 な 知見 で あ る 。

6 号方形周溝墓第 l 主体部の遺物 は 、 第22図 に示す と お り 、 木棺の 東木 口 板 に 沿 っ て 鉄剣 が、

そ れ よ り 少 し 西方 に 管玉 と 勾玉が各 l 点出土 し た 。 い ずれ も 床面 に 密着 し 、 原位置 を 保 っ て い

る と 判定 し て よ い 状態で あ っ た 。 こ の こ と は 、 第 1 主体部の埋葬位置、 と り わ け 頭佐 が東 に あ

っ た こ と を 示 し て い る と 考 え て よ か ろ う 。

周 溝内 か ら は 、 計58個体分以上の土師器が出土 し た 。

南辺で は H - R よ り 東側陸橋部と の 聞 に集中的 に 出土 し た 。 ⑫ ・ ⑩ ・ ⑩ ・ ⑮は 査、 ⑩ ・ ⑮ ・

台付小型丸底査、 ⑪ ・ ⑮は小型丸底査で他 は高郎で あ る 。 こ れ ら は す べ て H 層 中 ~下部 に 限 っ

て 出土 し 、 ⑪ ・ ⑩で は 下方 が I 層上面 に 接 し て い た 。

北辺の お 一 日 と 民一 民 と の 聞 に は わ ず かでは あ る が、 3 個体分出 土 し て い る 。 ⑩ は 壷形土器 、

⑮ ・ ⑮ は 高郎 で 、 い ず れ も E 層 黄褐色土 よ り 出 土 し て い る 。 C - D 断面で示 し た⑮で は 、 溝底

よ り 36cm上部に位置 し て い る 。

西辺で は 中 央 部を 基点 と し て 南 か ら 北 に 9 m の 範囲 に わ た っ て 、 計12個体分 の 土 器 が出 土 し

た 。 ⑪は小型丸底査は 、 溝底 よ り 20cm上部、 ⑬ ・ ⑬の 査お よ び鉄鍬 1 ( 図版、 ) 15�25cm上部

の E 層 黄褐色土層 よ り 出 土 し た 。

先の⑬の 南約 1 . 5m に 3 個体 が出土 し た 。 ⑩ ・ ⑮は 査形土器、 ⑩は小型丸底査で あ り 、 い ず

れ も E 層 黄褐色 土 中 よ り 出土 し て い る 。 さ ら に 約 1 . 5m 聞 を お い て⑩の 査が出 土 し 、 j義底 よ り

約lOcm上部の E 層 下部に 位置 し 、 一部は 皿 層 に 接 し て い る 。 ⑮よ り 南 ~ 約 3. 5m に は 、 査 が破

壊 さ れ た 状態で 出 土 し た 。

東辺で、 は Bl- PI2 と B3-B4 と の 問 、 す な わ ち 中央部の 2 ケ 所 に 土師器 が出 土 し た 。 ⑩は 困 層 溝

底 に 接 し 、 土庄で押 しつぶ さ れ た 状態で出土 し た 。 ⑩の 査形土器 も 同様の状態で 出 土 し た 。

北辺で は 、 中 央 部か ら 東北部隅 に わ た っ て は周溝巾 が広 く 深 く な り 、 こ の 部分 に 27個体分の

土師器 が出土 し た 。 ⑫ ・ ⑮ ・ ⑬ ・ ⑩ ・ ⑫ ・ ⑩ ・ ⑩ ・ ⑪ ・ ⑮は 童、 ⑫ ・ ⑪ ・ ⑮ ・ ⑮は小型丸底査、

⑪ ・ ⑫ ・ ⑩ ・ ⑩ ・ ⑩ ・ ⑩ ・ ⑩は 高時で あ る 。 こ の他 に 査 l 、 小.型丸底査 1 、 高 坪 5 が出土 し た 。

27点の う ち ⑪ ・ ⑮の 2 点は 、 溝底 よ り そ れ そ市15-18cmほ ど上部⑩ に 近接 し て 、 鉄鍬 { 図版

の ) が E 層 下面 に 出 土 、 他 は す べ て H 層 の 中 ・ 上面 に位置 し 、 こ れ ら は無数 の 土師器細片 が

混 入 し て お り 、 方形台状部側 よ り 流れ込ん だ も の と 見 ら れ る 。 な お 、 ⑫ と ⑪は 同一個体で あ っ
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た 。
H - P とP - P 聞の 北辺の東隅に12、 ⑮ ・ ⑮ ・ ⑮の 、 ⑩ ・ ⑩ ・ ⑫の小型丸底査、 ⑩ ・ ⑮の 高

郎と、 ⑩の蜜形土器の 口縁部破 片が出土 し て い る 。

い ず れ も E 層 黄褐色土層 中 の 出土で あ る 。

陸橋部の 東側周溝の E 層 よ り ⑫ ・ ⑮の 費形土器と⑩、 の高 時が出土 し た 。

P 3 P 4 
ð 127 

C D 

や
-1-89 126 づι

Q 

ß 
069 128 

1 80 

96 

93 ト %円 程 1 -1  109 

| ;むヘ ト 1---1 87 

。
一一一出:

A B C D 

L =31 .40m 

第23図 6 号方形周潟厨溝遺物出土状況 ( 1 ) O 2 m  
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P 7 P 8 

2 イ日
q 
。。

P 13 

P 13 

A 倒 88 片 B 

o 
。

Q 

A 

P lO 

第24図 6 号方形周溝墓周溝遺物出土状況 (2)

7 号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第20 ・ 21 図 )

。

9 

. . 

L =31 .40 

I P 12 

P 14 

P 14 

B 

2 m 

隅丸の方形 に 区画 さ れ、 長軸線上での 外径1 9m 、 内径 14 .30m 。 短 事曲線 上 で の 外 径 19m 、

14 .90m を 測 り 、 正方形 に近 い 。 周溝の幅は 1. 9- 2. 5m で 、 深 さ 1 . 2- 1. 7m を 測 り 、 断面

形 は U 字状文 は底 の 幅の せ ま い 逆梯形で あ る 。 方形台状部す な わ ち 、 内側の傾斜は ゆ る や かで、

外側の傾斜は急で あ る 。
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南側 の一辺の 中央よ り やや東 に遍 し た と こ ろ に 陸橋部 を 有す る 。 陸橋部の 幅は 1 m で あ る 。

方形台状の ほ ぼ中央 に 主体部があ り 、 主体部の長軸 と 陸橋 を 有す る 一辺 と は平行で、 あ る 。

主体部 ( 第お 図 )

B 

同1I I I I I I I I I I I I I I I I I I I IITffil同

指1

:!lyttlU'Sノ

ト

、〈

'T"，"nTT"i TTTTt TTï. 〒町一I"T"

令、\

方形台状部の 中 央 に 主体部土壌 1 基を 検出で き た 。

T 

はは川内

fて

A 

m L =  

7 号方形周溝墓主体部第25図

土壌 は東西3 .25m 、 南北2 .00m を 計 り 、 ほぽ整っ た 長方形 を 呈す る 。 土境内 は砂喋混 り の 黄

白色粘土でみ た さ れ 、 中央部南 よ り に 深 さ 35cm 、 長 さ 1 .96m 、 巾O .69m の主体部 を 検 出 し た 。

主体部内は周溝内堆積土 E 層 に相当す る 黒色土層 が堆積 し 、 床面 に は厚 さ 5 - 10cmの 厚 さ に 赤

色顔料混 り の黒色砂質 土 が堆積 し て い た 。 東側部の床面 か ら 24cm上部 よ り 赤色顔料 を 塗布 さ れ

た安山岩片 が出土 し た 。 主体部床面の周囲 に は 、 巾lQ-14cm 、 深 さ 1Q-15cmの 溝がめ ぐ っ て い

る 。 側壁 と 端壁 と も 遺存状態 が好 く 、 側壁は北壁 ・ 南壁と も 上部で狭 ま り 、 端壁で は いず れ も

ほ ぽ垂直に 立 ち 上 っ て い る 。

主体部の構造 を 知 る 積極的 な 手 がか り は見 い 出せ な か っ た が、 主体部内の黒色土層 の 堆積土

に は撹乱 さ れ た 痕跡 も み ら れ な い こ と 、 ま た安山岩板石の混入 し て い た こ と か ら 、 石葦の箱形

- 46-

木棺 と 考 え る こ と も 出来 る 。

な お副葬品等 は 皆無で あ る 。



遺物出 土状況 ( 第26図)

周溝内 か ら は 計16個体分の 土師器 が出土 し た 。 。 と の う ち 図示 し た も の は13個体で あ る 。

周溝内 の 土層堆積状態 は 、 3 層 な い し 4 層 か ら な り 、 下部 か ら 皿 ・ E 下 . n 上 ・ I 層 と し た 。
E 層 は 、 周 溝掘削後 ま も な く 堆積 し た 黄褐色の砂質土層 で ロ ー ム プロ ッ ク を 含む。 E 下 . n 上

は 、 基本的 に 類似 し た 土層 で 、 E 下 は 黄褐色の やや砂質混 り の 土層 、 E 上 は 、 黒み を 帯 びた 黄

褐色土層で あ る 。 I 層 は黒色土層で あ る 。

P l  P 2  

- 8 

P 3 
A 

L =30 .80 
B 

C 
L =30 .80 

D 

I tI1 P 9  

凸U唱EE-tt PA

 

「H8・8-H

P 5  

D 

P 7  P 8 

O 2 m  

1 tI1 

| で1

第26図 7 号方形周溝墓周溝遺物出土状況
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日 一 民 と 昆一 日で固 ま れ た北辺の 中央部で 4 個体分の土師器が出土 し た 。 ⑩ は 大型の 壷で、

⑩ ・ ⑮ ・ ⑩は 高坪で あ る 。 い ずれ も 第 2 層 中 に位置 し 、 ⑬で は I 層上面 に接 し て い る 。

民一民 ' Rー昆で か こ ま れ た 東辺の 中央部で は、 5 個体分 の土師器が出土 し て い る 。 ⑮ ・ ⑮

・ ⑩ ・ ⑩は高杯、 ⑮は小型丸底壷で あ る 。 ⑮ ・ ⑮ ・ ⑮ ・ ⑬は E 上層 、 ⑮は E 下層 の 出土 と あ る o

P9- Boよ り 東側陸橋部の 聞 に は⑮ ・ ⑩の曹形土器がお よ そ 1 . 8m の距離 を お い て 出土 し た 。

い ず れ も 鋭 く 掘 り 込 ま れ た V 字状構の底部近 く の E 下層 出土で あ る 。

な お、 こ れ ら の 土器 を 層位 的に分類す る と 、 E 下層 は⑮ ・ ⑩ ・ ⑮、 E 層 な い し E 上層 は 、 ⑮

. ⑮ ・ ⑮ ・ ⑬ ・ ⑮ ・ ⑩ ・ ⑮ ・ ⑩ ・ ⑭で あ る 。

8 号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第27図 )

隅丸の長方形 プ ラ ン で区画 さ れ る が、 全体 に 不整形で あ る 。 後 に 詳述す る 中世墳墓群 が周 溝

の部分 を 中心 に 、 方形台状部、 周溝の周辺 に位置 し 、 総数37基 を 数 え る 。

長軸線上での 外径17. 1 m 、 内径13. 5m 。 短軸線上での 外径15. 7m 、 内 径11 . 6 m を 測 る 。 周 溝

の幅は 1 . 2 - 2. 1 m で、 深 さ は90cm- 1 . 1m で あ る 。 南側の一辺の 中央か ら や や東 に 偏 し て 、

幅 2. 4m を 測 る 。 主体部 は方形台状部の ほぼ中央 に位置 し 、 そ の 長軸は 陸橋 を 有す る 一辺 と は

平行関係 に あ る 。

主体部

主体部付近の 撹乱があ り 、 明陳に は確認で き な か っ た。 す ぐ近 く か ら 45枚の 中世の銭貨 が出

土 し 、 さ ら に 土境内 に 骨粉 ら し き も の が認め ら れ た こ と か ら 、 中世墳墓 と し て 再掘 し た時、 方

形周溝墓の 主体部は破壊 さ れ た と 考 え ら れ る 。 こ の 中世墳墓は 、 後で詳述す る 中世墳墓群の項

に は記述 し て い な い 。 後で述 べ る 中世墳墓は46基で あ る の で、 こ れ を 加 え て 総数 は46基 と な る 。

こ の よ う に 、 中世期 に お け る 撹乱に よ り 主体部の詳細は不明 で あ る が、 長方形の土壌 の 底部 が

わ ず か に遺存 し て い た 。 ま た 、 覆土の 中 よ り 、 安山岩の板石 が数点検出 さ れ た 。 安山岩 は原位

置 を と ど め て い る も の で は な く 、 撹乱 さ れ た状態で あ っ た が、 そ の形状か ら み て 石棺材 と 考 え

て よ か ろ う 。 そ う す る と 、 8 号方形周溝墓の主体部は 、 長方形土壌 に組み込 ま れ た 安 山 岩の箱

式石棺 と 考 え ら れ る 。 他の 方形周溝墓の主体部は、 組合 式木棺で あ る が、 8 号方形周溝墓の み

が石棺 と 主体部 と し て い る こ と は注 目 すべ き こ と で あ る 。 さ ら に 、 長軸方向 と 陸橋 を 有す る 一

辺 と は平行関係 に あ り 、 他の方形周溝墓 と 共通の要素を も ち な が ら 、 石棺 と い う 要素 を も つ こ

と は 、 時間的 な 経違 を 示す も の で あ ろ う か。
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第 8号方形周溝墓
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υ l  

第27図

遺物 出 土状況 ( 第28図 ・ 29図 )

周溝内の堆積土 は 3 層 か ら な っ て い る 。 I は黒色土層で上面で表土層 ( 耕土 ) と 接 し て い る 。

少量で は あ る が土師須恵器等 を 含む。 E は 黄褐色土層 。 皿 は 黄褐色粘質土で、 周 溝掘削後 ま も

な く 堆積 し た I 層 で あ る 。

H - P2 と ß - H に 固 ま れ た 北辺 に 西隅の周溝に は 、 7 個体分の 土師器 が出土 し た 。 ⑪は査形

土器、 ⑩ ・ ⑩ ・ ⑬ ・ ⑩ ・ ⑩は 高何で あ る⑩は溝底 よ り 25cm 、 ⑩は26cm、 ⑬ ・ ⑮は30m ⑩は28cm

上部の E 層 黄褐色土 中 よ り 出土 し た 。 こ れ ら の遺物 は溝の ほ ぼ中央部 に 集 中 し て い る 。 は

民一 昆 と 島一 局 に 固 ま れ た北辺の 中央部周溝に は 6 個体の 土師器 が出土 し た 。 ⑩ ・ ⑪ ・ ⑩は

査形土器で溝底 に近 い E 層下面、 一部は 困 層 に接 し て い た 。 ⑩ ・ ⑩は 高郎で E 層 上面 、 ⑮の 査

は溝よ り 55cm上部の I 層黒色土 に 出土 し た 。 な お周溝の一部 は21号墓 ( 中世墳墓) に よ っ て 切

断 さ れ て い る 。

民- B。と Bl- B2 1 こ固 ま れ た 東辺北隅の周溝に は 、 ⑬は高郎マ溝底 よ り 30cm上部の H 層 出土で

あ る 。 な お周溝の東寄 り の部分 は27号墓 ( 中世墳墓) が位置 し 、 墓墳 の 底 は 周 溝底 を20cm程掘

り 込ん で い る 。 ⑬の 出土地点 よ り 南ヘ24m の地点 に 安 山岩の石 材 を 検出 し た 。 石 材 は 長 さ 75cm 、

巾35cm 、 厚 さ 6 cmで 、 最 も 低い 部分で溝底 よ り 25cmの E 層 黄褐色土層 中 で 、 他の 土師器群 と 同
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一層で あ る 。

Fh- B4 と Rs一 九に 固 ま れ た 西辺北側の周溝に は 、 ほ ぽ 2. 5m 距離を お い て 2 群 6 個体の 土師

器が出土 し て い る 。

P 3 

⑬ P 4  

P 9  

P l1 

∞ 

⑩ 

⑫ 

0< 1  
第28図 8 号方形周溝墓周溝遺物出土状況 ( 1 ) 。

L =31 .50 m I 
2 m  

⑩ ・ ⑩は い ずれ も 童形土器で溝底 か ら30cmの E 層 出土、 ⑮の 壷形土器、 ⑩の 高坪は溝底 か ら
55cm上部の I 層黒色土中 の 出土で あ る 。 な お⑩は方形台状部 か ら 周溝内 に 流れ込ん だ と み ら れ

る 。

B7- Bsと Bg- 弘に 固 ま れ た 西辺南側 か ら 南西部隅 に か け て は 、 計16個体以上の 土師器が出土

し た 。 ⑩ ・ ⑮は 査、 ⑩は 費、 ⑩は台付錘で あ り 、 ⑩は溝底 よ り 30cm 、 ⑮は10cmの E 層 出土 で あ
る 。 ⑩ は床上 が り 50cmの I 層黒色土中 に 出土 し た 。 ⑩は小型丸底査で他 は す べて 高郎で、 ⑩は

I 層 、 他は E 層 で あ る 。 方形台状部 と 周溝の境 に 5 ・ 6 号墓、 さ ら に 4 号墓 ( い ず れ も 中世墳

墓) に よ っ て 3 基の 墓墳 は い ずれ も 、 周溝内 I 層黒色土上面 か ら の切 り 込み が確認で き た 。

nU

 

RU

 



Hl一 弘か ら 陸橋部 に 大型査 2 、 小型丸底査 4 、 高時 7 か ら な る 土師器 が出土 し た 。 ⑩ ・ ⑩は査、

⑮ ・ ⑮ ・ ⑩ と 他 1 点 が小型丸底壷、 ⑮ ・ ⑮ ・ ⑩ ・ ⑩ ・ ⑩ ・ ⑩ ・ ⑮は高郎で あ る 。 こ れ ら は ほ と

ん ど密着す る よ う に 積み重ね ら れた状態で出土 し 、 各土器の 聞 に は わ ず か の空間 も み ら れ、 一

気に 土砂に埋れ た こ と を 物語 っ て い る 。

A 

@ー⑩
⑥一一一ー⑮
@一一一一⑮

ゆ蕊一一⑩

O 

⑩ P 14 

⑩ 

P 16 
P 15 

2 m  

A B 

L =31 .50 m 

問問刊刷隅

υ | 
第29図 8 号方形周溝墓周溝遺物出土状況 (2)

な お⑩の 大型査は胴の一部割 れ 、 内部 に こ ぶ し 大の砂岩 が 4 個人 っ て い た 。

民U



4 号方形周溝墓

6 号方形周溝墓

9 号方形周溝墓

三

L=30. 90m 

5 m 

第30図 9 号方形周 溝墓

ワ白Fhd

 



な お東辺北寄 り の周 溝の E 層 よ り 検出 し た安山岩板石 を 8 号方形周溝墓の主体部 の一部で あ
る と 見 る な ら 、 中世墓墳 に よ っ て 壊 さ れ る 以前 に主体部の破壊が行 な わ れ た も の と 推定 さ れ る 。
そ の年代 は供献 さ れ た ほ と ん どの土師器群の 出土層位 と 一致す る こ と か ら も う か が え る 。

9 号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第30 図 )

農道 に よ り 北側周溝は削平 さ れて い る 。 北側 に 陸橋部の一部 が残 る 。

A 

P 7 

P 3 ， P 5 P 4 

O 

L =30 .70m 

第31 図 9 号方形周溝墓周溝遺物出土状況

2 m  

主体部は 削平 さ れて い る 。 南溝1O. 6m 、 東溝は12. 5m を 測 る 。 溝巾 1 . 1m  - 1 . 4m 、 断面形

は逆梯形 を な し 、 深 さ は70cm 。

1 0号方形周溝墓

形態 と 規模 (第32図 )

約す は調査区域外 に あ り 、 残 り す を 検出 し た 。 検出 し た 部分での 外径 12 .35m 、 内径 1 0 .10

m 、 周溝の 幅 は 1 m 前後で平均 し て い る 。 深 さ は40-50cm を 測 り 、 断面形 は 逆梯形 を 呈す る o
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南側の一方 に 陸橋部 を 有す る 。 陸橋部の幅は 2 m を 測 る 。 主体部は撹乱 ・ 削平 さ れ て い る が、

そ の 主軸線 と 陸橋部 を 有す る 一辺 と は 直交す る 。

主体部 ( 第32図 )

撹乱 ・ 削平 がひ ど く 、 土壌 の一部 コ ー ナ ー を 検出 し た に と ど ま り 、 全体 に つ い て は 不 明 で あ

る 。

A 

P l  / 
P 3 

P 4 L =30 .ωm 

附dlllml l l l l l l l l l l l lJ l l l l l l l l l l l l l l l l l11II I I I I I I I I I I I I I I I I I I IWlm

遺物 出土状況 ( 第33図 )

周溝の 陸橋部の東 か ら 東辺 に か け て 、 土師器 を 出土 し た が、 そ の量 は 多 く な い 。 散発的で、

一定の 規則性は な く 、 す べて 溝底 よ り 10 -20cm浮い た状態で検出 さ れ た 。
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〉
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� 

2 m  
| ∞ L =30 .60 m 

第33図 1 0号方形周溝墓周溝遺物出土状況

1 1 号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第34図)

不整形 な 隅丸の 方形 に 区画 さ れた小型の方形周溝墓で あ る 。 長軸線上での 外径 8. 9m 、 内径

7. 8m 、 短軸上での 外径10m 、 内径 8. 7m を 測 る 。 周溝の 幅 は50-80cmでせ ま く 、 深 さ も 浅い 。

北東の 一辺の 中央か ら や や 偏 し た 佐置 に 、 幅印cmの 陸橋部 を 有す る 。 4 基の う ち 3 基の 主体部

の 主軸 と 陸橋部 を 有す る 一辺 と は併行関係 に あ る 。

内部主体 ( 第34 ・ 35 ・ 36 ・ 37図 )

11号方形周溝墓 に は 4 基の 内部主体があ る 。 い ず れ も 組合せ式木棺で、 第 1 ・ 2 ・ 3 主体部

は ほ ぼ並行 し て 埋設 さ れ る が、 第 4 主体部は こ れ ら の主軸 と 直交す る 位置 に あ る 。 中央 に 位置

す る 第 2 主体部 が 4 基の 中 で は最 も 大 き く 、 他の 3 基は こ れ よ り ひ と ま わ り 小 さ く 作 ら れて い

る 。 こ の こ と は 、 6 号方形周溝墓 に お け る 主体部の あ り 方 と 共通性 を 有す る も の で あ り 、 各主

体部聞 の 関係 を 暗示す る も の と い え よ う 。

第 1 主体部 ( 第35図 ) は 、 ほ ぼ中心 に位置 し 、 長径 3 . 3m 、 短径 2 . 24m の 土壌 の 両 端 に 、 木

口板を 納め る 穴 が掘 り 込 ま れて い る 。 こ の両端の穴の 間隔は約 1. 6m で あ る 。 土壌 は50-55cm

掘 り 込 ま れ、 両 端の 穴は そ れ か ら さ ら に30-45cm掘 り 込 ま れて い る 。 粘土等の遺存 が少 な く 、
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 第34図 1 1 ・ 1 2 ・ 34号方形周溝墓、西 B 区墓道
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木棺の詳細 な 構造 ・ 規模 に つ い て は知 る こ と がで き な い 。

第 2 主体部 は ( 第36図 ) 陸橋よ り の 位置 に築 か れ 、 規模は 第 1 主体部 に 次 ぐ 大 き さ で あ る 。

長径 3. 1 m 、 短径 2. 0 m の 隅 丸長方形の土壌 に 、 組合せ式木棺が組み込 ま れ て い る 。 木質の遺

存 は な い が、 粘土、 床面の 赤色顔料 を 含む土質の状態 か ら 、 第36図の よ う な 木棺 が想定 さ れ る 。

こ れ に よ れ ば、 内法 は長径約 1. 9m 、 短径75cm、 深 さ 印-70cmの 規模で あ っ た と 考 え ら れ る 。
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L =29 .30m 

第36図 1 1 号方形周溝墓 2 号主体部

第 3 主体部 ( 第37図 ) は 、 第 1 主体部 を 中央 に 、 第 2 主体部 と 対称の位置 に 築 か れて い る 。

長径3 . 25m 、 短径 1 . 7m の 隅丸長方形の土壌 が掘 り 込 ま れ、 両端 に 木 口 板 を 納め る 穴が さ ら に

掘 り 込 ま れて い る 。 土療 の 深 さ は50cm前後で、 木口部は さ ら に そ れ か ら 50cm近 く 掘 り 込 ま れ て

い る 。 粘土等の遺存 は 少 な く 、 ま た状態 も 悪い た め 、 木棺の細部 に つ い て は知 る こ と がで き な

し ミ 。

第 4 主体部は他の 3 基 と は主軸方住が異 っ て お り 、 他の 3 基 と は 直交 す る 位置 に あ る 。 規模

は 第 3 主体部 と 同程度で 、 長 径 3. 3m 、 短径 1. 6m の 隅丸長方形の土墳の 両端 に 、 木 口 部 を 納

め る溝 を 掘 り 込ん で い る 。 遺存状態 は 第 3 主体部 と 同様不良で、 詳細 に つ い て 知 る こ と はで き

な い 。

6 号方形周溝墓に お け る 3 基の主体部 と 同様、 4 基の主体部の時間的 な 関係 を 直接示す資料

は な い 。 主体部 ・ 周溝 と も に 1 点の遺物 も な く 、 そ の判定 を さ ら に 困難な も の に し て い る 。 さ

き に述べた よ う に 、 中央の 第 l 主体部の 大 き さ が他 に比べて 少 し 大 き い こ と 、 4 基の 配列 が整

然 と し て い る こ と 、 第 1 - 3 主体部は並行の 関係 に あ り 、 第 4 主体部は こ れ ら に 直交す る こ と

な ど か ら 考 え れ ば、 第 l 主体部が最初 に埋設 さ れ た 可能性 と 第 4 主体部が最 も 遅 く 埋設 さ れた

可能性 を 指摘す る こ と はで き る が、 さ き に も 述べた と お り 確実 な 証明 はで き な い 。

口6FD
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第37図 1 1 号方形周溝墓 S 号主体部

遺物 出土状況

主体部、 周 溝 と も 、 遺物は皆無で あ る 。

1 2号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第34図 )

B 

B 

9 1 m 

L =29 .30m 

北西方の約 Mを 削平 さ れて い て 、 検出で き た の は全体の約M程度で あ る 。 短軸線上での 外径

11m 、 内径 9 m で 、 周 溝の 幅 は 1 m 前後であ る 。 削平 が進み 、 周溝の 深 さ は浅 く な っ て い る 。

残存部 に は 陸橋部 は な い 。 主体部の位置 か ら み て 、 検出 し た の は全体の 巧 程度 と 考 え ら れ る 。

こ れ か ら 全体 を 復 原す る と 隅丸の長方形 プ ラ ン に 区画 さ れて い た こ と に な る 。

内部主体 ( 第38図 )

中 央 に 1 基、 そ の 両側 に 各 l 基の 計 3 基が確認 さ れ た が、 詳細 な 調査 を 実施 し た の は 中央の

第 1 主体部の み で あ る 。 他の 2 基に つ い て は 、 そ の上面で そ の所在 を 確認 し た段階で保存・し て
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い る 。 こ こ で は調査の終了 し た 第 l 主体部 につ い て 記述す る 。

第 1 主体部 ( 第38図 ) は 3 基の う ち で中 央に位置 し 、 長径 2. 9m 、 短径 1 0 6m の 隅丸長方形

土壌 に 組み 込 ま れ た組合せ式木棺で あ る 。

A 
+ ーー \ 

. ↓ . . . . . . . . . . . . . . 

B -ー・圃.

A - + 
B --司.

L =  29 .30m 0 
第38図 1 2号方形周溝墓 1 号主体部 l

m

 

14a・'
土嬢 は約35cmの 深 さ に掘 り 込 ま れ 、 両端 に木口板を納め る 穴 を 掘 り 込ん で い る 。 こ の穴 は 土

壌底面 よ り さ ら に35- 40cm 掘 り 込 ま れて い る 。 粘土等の遺存 は な く 、 木棺の構造 ・ 規模等 につ
い て は不明で あ る 。

遺物 出土状況

主体部 ・ 周溝 と も に遺物は皆無で あ る 。

1 3号方形周 溝墓

幅の せ ま い 、 浅 い 溝が コ 字形 に検出 さ れ、 主体部 ら し き 粘土塊の部分 が認め ら れ た が、 未調
査で あ る た め 詳細は不明で あ る 。

1 4号方形周溝墓

調査区内 に L 字形 に 周 溝の一部が認め ら れ、 周溝内 か ら 土師器 を 出土 し た 。 削平 がひ ど く 、
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全体像は不明で あ り 、 主体部 を 含め て遺構の半分以上は調査区域外 に あ る 。

1 5号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第39図 )

6 号 と 並び、群中最大の 方形周溝墓の一つで、 あ る 。 両側 は農道 に よ り 削平 さ れて い る 。

c q 

、

一→B

A一一 'EtaA

 

υ
 

三l B -ー
第39図 1 5号方形周溝墓 o 

L =31 .00m 
10m 

北側 の 東 に遍 し た 所 に 陸橋部 を も っ 東辺約20m 、 南辺推定21m 以上 を 測 る 。 主体部 は 削平 さ

れ て 存 し な P o 東側溝は10m に 渡 り 、 中央に 凸部 を も ち 二重 に な っ て い る 。 溝中 は場所 に よ り

一定せず、 東 コ ー ナ ー が狭 く な る 。 東溝の長 さ 約20m を 測 り 南 ・ 西溝 も 恐 ら く 同様 な も の で あ

っ た で あ ろ う 。 溝断面形 は 、 逆梯形 を な す。 溝の深 さ は場所 に よ り 一定 せず、 1 . 13- 0. 9m を

測 る 。 ま た 、 溝幅も 東側溝の 最大径 4. 5m 、 南溝 3 m と 巨大で あ る 。

遺物 出土状態 ( 第40 図 )

陸橋部の東側 と 、 南側の 溝 よ り 遺物が出土 し た 。

po
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第40図 1 5号方形周溝墓周溝遺物出土状況

1 6号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第41図 )

+ 

+ 

O 

P 8 

1 
L =30 . 15m 

B 

D 

2 m  

西側の一部は調査区域外に か か り 、 東側は西側A 区墓道 に よ っ て切 ら れて い る た め 、 全体 を

検出す る こ と は で き な か っ た 。 主体部は ほぼ中央に位置 し 、 陸橋部は検出で き な か っ た 。

周溝は幅 0 . 8- 1 0 2m で、 断面形は逆梯形 を 呈す る 。 深 さ は50-60cmで 、 全体 に 幅 ・ 深 さ と

も に小 さ い 。
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抗 争

A 

5 第 16号方形周溝墓

第41 圏 第16号方形周溝墓 ・ 西A 区墓道

内部主体 ( 第42図 )

耕作溝に よ り 寸断 さ れ て い る が、 他の部分の遺存は 良好で、 、 土壊 に組み込 ま れ た 組合せ式木

棺で あ る 。 粘土の遺存状態 か ら 木棺の 内法 を 復 原す る と 、 長径 2. 1 - 2. 2m 、 短径 50cm 前後で

あ る 。 調査は 、 土壌の 上面で そ の プ ラ ン を確認 し た段階で と ど め て い る た め 、 遺物の 有無 、 内

部の詳細 な 構造等は不 明 で あ る 。

- 63-



A 

。

第42図 1 6号方形周溝墓主体部

遺物 出土状況

南側の周溝か ら 土師器 を 出土 し た が量は 多 く な い 。 周溝内 に 堆積す る 土層 は 上下 2 層 に 区分

で き 、 出土 し た 土師器は す べ て 上層の黒色土中 よ り 出土 し た も の で あ る 。

1 7号方形周溝墓

形態 と 規模 ( 第43図 )

西溝の北側 に遍 し て 陸橋部 を も っ 方形周溝墓で、 長軸中心線の 外径 1 1 .65m 、 内径9 .lOm 、

短軸中 心線の 外径12. 0m 、 内径 10 .10m を 測 る 。 溝は比較的端正で O. 6m - 1 0 4m を 測 る 。 溝

の 断面 は 、 逆梯形 を な し 、 溝の 外側傾斜が急で あ る 。
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Aυ，E4』唱EA第43図 1 7号方形周溝墓

主体部 ( 第44図 )

主体部は 、 府面 ま で削平 さ れて い て 法景 を 明 ら か に し な い が、 東面 4. 0m 、 南北2 .85m の 土
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壌の 中 に 、 2 ケ 所の粘土 ま き が認め ら れ、 2 基の木棺主体部の存在を う か がわ せ る 。

3 fIm11茸B
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E丑「 伊眼ra4 ( 
e 

s e 
$ 
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@ _0>> ι V  鮎Cも W

1 7号方形周溝墓主体部 ・周溝遺物出土状況第44図

う ち 北側の l 基は比較的粘土の残存状態 が良 く 、 巾 O. 5m 、 長 さ 2. 2m の 木棺で あ っ た ら し

い 。 南側の も の は 、 そ れ よ り やや大型。

遺物の 出土状況 ( 第44図 )

1 8号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第45図 )

全体の約÷ を 検出 し た 。 南側で38号方形周溝墓 と 、 東側 は 東側A 区墓道 と 切 り あ っ て い る 。

こ の切 り あ し.\ 関係 は 、 ・38号方形周溝墓 と 18号方形周溝墓が切 り 、 18号方形周溝墓 を 東側A 区墓
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道 が切 っ て い る 。 し た がっ て 、 38号方形周溝墓→18号方形周溝墓→東側A 区墓道の順で築造 さ
れ た も の で あ る 。

周溝は幅60伽- 1 . 1 m 、 深 さ 30-40cmで、 U 字状に近い逆梯形 を 呈 し て い る 。

D 

\ 
D 

52

 

第45図 1 8 ・ 1 9 ・ 38号方形局溝墓、 丸尾 8 号墳、
1 6 ・ 1 7号石棺、 石墓土壌、 東A 区墓道

38号 と 切 り 合 う あ た り の コ ー ナ ー は鈍角 の 隅丸で、 全体 と し て 不整形で あ る 。 検出 し た 部分

に は陸橋部は認め ら れ な か っ た 。

内部主体 ( 第45図 )

内部主体の ほ と ん ど が東側 A 区墓道の掘削 に よ っ て 削平 さ れ、 わ ず か に粘土の残存 か ら そ の

位置 を 推定 す る 程度で あ っ た 。 方形台状部の ほ ぼ中 心 に位置 し 、 粘土の 状況 か ら 組合せ式木桔

で あ っ た と 考 え ら れ る 。
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遺物出 土状況 ( 第46図 )

西側の周 溝 か ら 土師器が出土 し た 。 底部穿孔 を 施 し た複合口縁の 査、 費、 小型丸底壷、 高 郎

が散発的 に 出土 し た が、 量は 多 く な い 。 周溝内 に堆積す る 土層 は上下 2 層 に 区分で き る 。 上層

は 有機物 を 含む黒色土層で、 下層 は 黄褐色土で あ る 。

/〆

259 
第46図 1 8号方形周溝墓周溝遺物出土状況

出土 し た 土師器は 、 上層 の黒色土 か ら の 出土で、 溝底 か ら lQ-2Qcm浮 い た状態で 出 土 し た 。

完形 あ る い は 完形品 が そ の場で破砕 さ れた よ う な 状態で あ り 、 供献 さ れ た 土器 と み る こ と がで

き る 。

1 9号方形周 溝墓 ( 第47図 )

東側周溝は削平 さ れて 明 ら かで な い 。 現石 し て い な い が、 東側 に 陸橋部 を も っ と 思 わ れ る 。

完石す る 両側溝の 長 さ は約 9 m を 測す。 主体は接 し た状態で東西 2 基 を 有す 。 切 り 合い 関係 を

み る と 、 両側主体部 を 東側主体部が切 っ て い る 。 お面 白 い こ と に 、 ど ち ら の主体部 も 、 方形周

溝墓の 中央 に は位置 し な い 。 両主体部の 築造 が短期間で あ っ た こ と を 表 わ せ る 。 両主体部 と も

粘土 ま き の 木棺で床面 に 、 6 cm前後の 赤色顔料 を み る 。 南側木棺 は 、 推定約85cm X 2. Qm 、 北

側 は約9Qcm X 2. 2m と 同様の大 い さ で あ る が、 土墳の現時は北側の も の がやや大 き い。
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L =26 .30m 

20号方形周 溝墓
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第47図 1 9号方形周溝墓主体部

東区墓道 と 西区墓道 の 交 わ る 地点 よ り やや北側 に 、 こ れ ら の 墓道 に は さ ま れて 、 幅、 深 さ と

も に小 さ い 溝が検出 さ れ た 。 全体 を 検出す る こ と はで き ず、 ま た 溝中 か ら 遺物の 出土 も み な か

っ た が、 一応方形周溝墓の一部 と 考 え て よ い と 思 わ れ る 。 主体部の位置す べ き と こ ろ に は11-
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14号石棺が相接 し て 築造 さ れ て い る た め 、 こ れ ら に よ っ て破壊 さ れ た と 考 え ら れ る 。 あ る い は 、

こ れ ら の う ち の 1 基が主体部の可能性 も あ る 。

2 1 号方形周溝墓

形態 と 規模 ( 第48図 )

畑の段差 に よ っ て 東半分 を 削平 さ れて い る 。 残 り の部分 か ら 全体 を 復厚す る と 、 一辺 が10m

前後 の 問丸の方形 か長方形で あ る と 考 え ら れ る 。 周溝の幅は50cm- 1 . 3m で 、 深 さ は2O -40cm

と 浅い 。 周 溝の 断面形は V 字型 に近 い 。 検 出 し た部分 に は陸橋部は認め ら れな い 。

内部主体

畑の段差の崖 に よ っ て す で に 大半 を 削平 さ れて い る 。 ま た 、 遺存 し て い る 部分 に も 撹乱がお

よ び、 わ ず か に 土嬢 の 輪郭 を 確認 し た に と ど ま る 。 長軸の 長 さ は 2. 4m で 、 間丸の 長方形土壊

で あ る 。

遺物 出土状況

周 溝内 か ら 壷 ・ 嚢 ・ 小型丸底査な どの土師器 を 出土 し た 。 こ れ ら は周 溝の 西辺 か ら 出土 し 、

北辺か ら は 出 土 を み な か っ た 。

周 溝内 に 堆積す る 土層 は他 と 同様上下 2 層 に 区分 さ れ 、 上記の遭物 は 上層 の 黒色土 か ら 出土

し た も の で あ る 。

22号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第49図 )

西南角 を 削平 さ れて い る 。 隅丸方形で南北外径 が18. 5m 、 東西 が14. 0m と やや長方形 を 呈す

る 。 溝巾 は 、 ほ ぼ一定 で 1 . 0m - 1 .  7m を 測 る 。 溝断面形は逆梯形で印cm-80cm。 他の 方形周

溝墓 に 比 し 、 陸橋部の 巾 が狭 く 、 70cm を 測 る 。

- 71 ー



‘

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

G 

c6> 

、 ‘ 

⑬a 

22号方形周溝墓周溝遺物出土状況

s ω 

1 m  。

第49図

主体部 ( 第50図 )

中央部 に 南北 を 長軸 と す る 第 1 号主体部 と 、 そ れ に 直交 し 、 東北 に 長軸 を も っ 第 2 号主体部
があ る 。 と も に 粘土 ま き の 木棺墓で あ る 。

第 1 号主体部の 土壌 は 南北，4 .20m 、 東西3 .16m で、 木棺は 南北2 .37m 、 東西O .65m を 測 る 。
第 2 号主体部は 、 土嫌東西3 .26m 、 南北2 .30m 。 木棺は 、 東西約 2. 0m 、 南北 0. 8m を 測 る 。
と も に 、 土壌の 府面迄削平 さ れて お り 、 土壌深 を 測 り 得 な い 。

qL

 

円t



第50

第50- 2 図 方形22号南周溝出土の土師器台

23号方形周 溝墓 ( 第48図 )

東側 は 削平 さ れ、 西側溝の み し か現存 し な い 。 1 辺約 5 m を 測 る 。 溝断面形は逆梯形 を な し 、

深 さ 約70cm。 主体部等不明

24号方形周 溝墓

調査区の う ち で は最 も 北側 の傾斜面 に あ り 、 そ れ に 加 え て 耕作等 に よ り 削平 さ れ 、 周 溝の一

部 を 検出で き た に す ぎな い 。 約 8 m に わ た っ て L 字状に検出 し た 周溝は幅40-印 cmで 、 浅 い 。

主体部はすべて 自l押 さ れ消滅 し て い る 。 遺物は 1 点 も 出土 し な か っ た

25 ・ 26号方形周溝墓 ( 第 121 図 )

調査区の 最北端の緩傾斜面 に位置す る 。 大型の 円墳 ・ 丸尾 7 号墳の北側 に 直交 す る 2 条の 周

溝 と 、 2 基の 木棺 を 検出 し た 。

25号方形周溝墓の 周 溝は 最大幅50cmで、 浅いU 字状を 呈す る 。 検出 し た部分は 4. 2m で、 ほ

ぼ一直線状で あ る 。 こ れ か ら どの方向 に の び る の か は 不明 で あ る 。

26号方形周溝墓の 周 溝 も 25号 と 同 じ く 最大幅50cm程度で 、 検出 し た 長 さ は 4. 5m で あ る 。 断

面 は浅 い V 字形で、 深 さ は20cm � こ も 満た な い も ので あ る 。 こ の周溝 と 主軸 を 平行 し て 、 そ の北

側 に木棺を 検出 し た 。 こ れ は そ の位置か ら 26号方形周溝墓の 主体部の可能性が強 い 。

25 ・ 26号 と も 遺物の 出土 は み ら れ な か っ た 。

27号方形周 溝墓 ( 第51 ・ 52図 )

南側 は 、 道路敷地外で未発掘。 陸橋部 と 西 を も っ 。 溝巾 1 . 2 m  - 2. 5m 。 溝の 断面形 は 、 逆

梯形 を な し 、 深 さ 約90cm を 測 る 。 陸橋部の北溝か ら 遺物が出土 し た 。
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28号方形周 溝墓 ( 第53図 )

北側の大部分 は 、 道路敷地外で、 わずか に 西 コ ー ナ ー の一部 を 調査 し た 。

∞ 

〈

第53図 28号方形周溝墓

5 m  
d 

L =30 .20m 

中央部 を 道路 が切 っ て い る 。 溝巾 は 1. 3m - 1 .  8m 。 溝断面形は逆梯形で深 さ 約50cm を 測 る 。

29 ・ 33号方形周 溝墓

調査 区の最北端の農道 よ り に位置す る 。 農道等 に よ っ て ほ と ん ど削平 さ れ、 周 溝の一部 を 検

出 し た に す ぎ な い 。

29号方形周溝墓の検出 し た 周 溝は長 さ 約 8 m に お よ び、 わ ずか に コ ー ナ ー を 有 し L 字状 を 呈

す る 。 幅 ・ 深 さ と も に小 さ く 、 断面形はU 字状 を 呈す る 。 こ の周溝か ら 、 壷 ・ 高j不 ・ 盆 な どの

土師器 が出土 し た が、 量 は き わ め て 少 な し ヨ 。 主体部 は す で に 消滅 し 、 遺存 し な い 。

33号方形周溝墓は 、 29号方形周溝墓の周溝を 切 っ て 構築 さ れ て い る 。 検出 し た 周 溝の 長 さ は

約 9 m で、 L 字状 を 呈す る 。 周溝の形態は29号 に 類似す る が、 ひ と ま わ り 大 き い 。 周溝内 か ら

の遺物の 出 土 は み ら れ な か っ た 。 主体部 も 削平 さ れ遺存 な し 。

第54図 30号方形周溝墓 O 

Fhd
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ぐも
9 号石棺

5 m  



30 号方形周溝墓

形態 と 規模 ( 第日 図 ) ( 第55図 ・ 56図 )

北岡部 に 巾 4. 0m の 陸橋部 を も っ 。 周溝は、 長軸中心線の外径10. 7m 、 内径 9. 3m 。 短軸中

心線の 外径 9. 4m 、 内径 8. 3m を 測 る 。

各方面の溝は必ず し も 並行関係 に な い 。 東南溝 を は っ き り は さ み 、 陸橋部 に か け て 、 や や狭

く な る 。

L =31 .40m 

C -圃 D 

D 

0 2 m 

第55図 初号方形周溝墓主体部
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3 1 号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第57図 )

北方 を 農道 に よ っ て 、 東方 を 土砂取 り に よ っ て 削平 さ れ、 L 字状の周 溝 と 主体部の一部 を 残す

す の み で あ る 。 周 溝は幅30-50cmで、 深 さ も 浅 く 、 断面形 は逆梯形 を 呈 し て い る 。 残存す る 西

辺 は 4. 7m 、 東辺 は 6 m を測 る 。

一一一一ーーーー一一一一ー一一

: .' ・ 2・ .

一一一ー一一一一一

農 道

ダ

O 

主体部 ( 第58図 )

.刀炉開4
6 m  

第57図 3 1 号方形周溝墓

'ーーーーー"ーー・--・・a・圃-

や一一一

撹乱、 削平 がひ ど く 、 遺構の遺存は良 く な p 。 わず か に土拡の コ ー ナ ー の一部 と 、 石材片 を

検出 し た に と ど ま る 。 石材は凝灰岩で赤色顔料 を 塗布 し た も の も あ り 、 石棺材で あ ろ う 。 凝灰

岩の石棺 を 内部主体 と す る 方形周溝墓は 、 こ の31号の他30 ・ 35 ・ 36 ・ 39号の 計 5 基 を あ げ る こ

と がで き る 。
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第58図 3 1 号方形周溝墓主体部

遺物 出土状況 ( 第59図 )

主体部の副葬品皆無で あ っ た が、 東辺 と 南辺の周溝に遺物 を 検出 し た 。

g -g と 九 一日 に 囲 ま れ た 東辺北寄 り の周溝 に は 、 8 個体以上の土器が出土 し た が、 こ の う

ち 2 点図示 し た 。 ⑩は査、 ⑩ は 高原で あ る 。

昆一見 と R 一見 に 固 ま れ た 南辺東寄 り の周溝に 4 個体分の土師器 を 検出 し 、 こ の う ち 2 点の

み 図示 し た 。 ⑮ は 高 杯、 ⑩ はj不で、 他 は 高原で あ る 。

特 に北辺の周溝 な い に は 、 C - D 縦断面図 に示 し た と う り 、 土師器群 に混 じ っ て 多量の凝灰

岩 が出土 し た 。 大小の凝灰岩片 に は面取 り さ れ た 明 ら か に桔材の一部で あ ろ う と 推定 さ れ る も

の も 検出 し た 。 本方形周溝墓の 主体 が凝灰岩 を 用 い た石棺で あ る こ と は先 に述べた が、 も し 周

溝内の 石棺材が主体部の一部で あ る と す れ ば、 土器群が埋没す る 過程で主体部 は す で に破壊 さ

れ て い た と 考 え ね ば な ら な い 。 ま た 主体部 を構築す る 過程で生ず る 、 石材の チ ッ プ等 と み る な

ら 、 土器の供献 は 、 す で に墳墓の構築過程で行 な わ れ た と も 考 え ら れ る の で あ る 。 い ず れ に し

て も 、 墳墓 そ の も の の築造 年代 と 推定す る 場合、 先の い ずれ かの 前提条件 に 立っ か に よ っ て異

な っ て く る 。

し た がっ て 、 土師器 そ の も の が示す相対年代 と 墳墓の築造時期 と の 間 に は 、 か な り の時間的

巾 を持 た せ る 必要 が生 ピ て き た 。
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3 1 号方形周溝墓周溝遺物出土状況

32号方形周 溝墓

9 号方形周溝墓の方形台状部の 中 に 、 長 さ 7. 5m に わ た っ て 周溝の一部が検出 さ れた 。 幅 も

40-50cm と せ ま く 、 浅い が、 溝中 よ り 土師器が出土 し た こ と か ら 周溝 と み て よ い と 思 わ れ る 。

全体の形態 ・ 規模、 内部主体等 に つ い て は不明 で あ る 。

34号方形周溝墓 ( 第34図 )

1 1号方形周溝墓 を さ ら に二重 に と り ま く よ う に L 字形 に周溝が発見 さ れ た 。 削平等の た め 、

全体の約す を 橋出 し た に と ど ま る 。

周溝の幅 は60cm前後で、 浅 く 、 断面形 はU 字形 に近 い逆梯形 を 呈す る 。 検出 し た 部分の周溝

延長 は約19m で 、 主体部 は な い 。 周溝中 か ら の遺物の 出土 も な か っ た 。
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1 1号方形周溝墓 と の位置関係か ら 、 二重の周溝 を 有す る と の見解 も 成 り た つ 。 ま た 、 1 1 号方形

形周溝の主体部 に 大 き な 損傷 が な く 、 34号方形周溝墓の主体部が検出 で き な い と こ ろ か ら 、 34

第 l 主体部「つ
一口
…部仁コ

35号 方形周溝墓

36号方形周溝墓

第60図 35 ・ 36号方形周溝墓

'Eム。。



号方形周溝墓 が先 に構築 さ れ、 こ の主体部 を破壊 し て1 1 号方形周溝墓が構築 さ れた と も 考 え ら

れ る 。 34号 か ら の土器等、 時期的 な 比較 を す る 資料がな い の で断定で き な い が、 二重の周溝 を

有す る 類例 が な い と こ ろ か ら 、 後者の可能性が強 い よ う で あ る 。

35号方形周 溝墓

形態 と 規模 (第60図 )

約を は調査区域外に あ る が、 周溝の約す ・ 陸橋部 ・ 主体部 3 基 を検出す る こ と がで き 、 ほ ぼ

全体像 を 知 る こ と がで き る 。

南側 を36号方形周 溝墓の周溝で切 ら れ る た め 、 全長 が不明 で あ る が、 一辺 が16. 5m 前後 と 推

定 さ れ る 。 周溝の 幅 は 1. 2- 1 . 8m 、 深 さ 1 . 2- 1 . 5m 、 断面形は逆梯形 を 呈す る 。 西側 の 中

辺 よ り 北へ寄 っ た と こ ろ に 、 幅 1 . 4m の陸橋部 を 有す る 。 方形台状部 の や や西 に遍 し て 、 3 基

の 内部主体 が並列 し て い る 。 主体部の長軸 と 陸橋部 は直交す る 。

内 部主体 ( 第61 図 )

凝灰岩の組合せ式石桔 が 3 基並列す る 。 陸橋部 か ら 古墳 に 向 っ て 左 か ら 第 1 ・ 2 ・ 3 主体部
と 呼ぶ。 第 l 主体部は詳細 な 調査 を 実施 し た が、 第 2 ・ 3 主体部 は そ の所在 を 確認 し た の み で
未調査で あ る 。

第 1 主体部は 、 誕灰岩の組合せ式石棺で、 措の大部分は削平 あ る い は抜 き 去 ら れ 、 桔材の一

部 と 、 掘 り 方 を残す の み で あ る 。 遺存す る 棺材、 掘 り 方 か ら 、 石棺の 内法 は幅 1. 2m 、 長 さ 2 .

25m 前後 と 考 え ら れ る 。 床面 に特別の施設 は な く 、 石材の内面 に は赤色顔料の塗布 がみ ら れ る 。

第 6 I 図 35号方形周溝墓第 1 主体部
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土拡は遺存す る 面で床面 ま での深 さ 約15cmで、 石材 を 組め る 周囲 の部分は そ れ か ら さ ら に 7 -

20cm掘 り 込 ま れ て い る 。

第 2 主体部 は 、 長径2 .55m 、 短径1 .55m の やや不整形の土拡が確認 さ れ た 。 こ の覆土 中 に凝

灰岩の石材片 があ る と こ ろ か ら 、 第 1 主体部 と 同様の組合せ式石棺であ る と 考 え ら れ る が、 詳

細 に つ い て は未調査で あ る 。

第 3 主体部 は長径2 .55m 、 短径 1 . 4m の 不整形の長方形土拡が検 出 さ れ た 。 第 2 主体部 と 閉

じ く 凝灰岩 の石材片 がみ ら れ、 組合せ式石棺 と 考 え ら れ る 。 詳細 に つ い て は未調査で あ る 。

⑮ 
⑬ 

‘柏、
\
 

墓港周ノλ，，V叶方口一司Fhd

 

qδ

 

36号方形周溝墓
q 

⑫ ⑫ 

⑩ 

A -

O 2 m  

L = 30 .60m 

第62図 35号 ・ 36号方形周溝墓遺物出土状況
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遺物 出土状況 (第62 ・ 63図 )

第 2 ・ 3 主体部は未調査で あ る が、 第 l 主体部 か ら 遺物の 出土 は な い 。

周溝墓 か ら は 、 陸橋の左側 と 、 陸橋部 と 36号方形周溝墓 と 接す る 地点 の 聞 に土器 を 出土 し た 。

土器は査、 高・ - ・ 等で 、 すべて土師器で あ る 。 溝内の堆積土 は上下 2 層 に区分で き る 。 上層

は黒色土で、 下層 は 黄褐色土で あ る 。 出土遺物 (土器) は 、 下層 の 黄褐色土 に も 若干含 ま れ る

が、 多 く は上層 の黒色土 か ら の出土であ る 。

63図

第63図 35号方形周溝墓周溝遺物出土状況

36号方形周溝墓

形態 と 規模 ( 第60図 )

35号方形周溝墓 と 北側の一辺 を 共有す る よ う な形で検出 さ れた 。 35号 と の 関係 は 、 36号の周

溝が35号 を 切 っ て い る と こ ろ か ら 、 36号 が後出 の も の で あ る 。

36号方形周溝墓の周溝の区画 は不整形で、 方形周溝墓 と も 、 円墳 と も み ら れ る よ う な 形 を 呈

し て い る 。 北辺 ・ 東辺 は比較的直線的で あ る が、 南辺 ・ 西辺 は曲線的 な カ ー ブを 描 い て い る 。

長軸線上の 外径12. 8m 、 内径 9. 3m 、 短軸線上の外径 11 . 9m 、 内径 8. 7m と 測 る 。 周 溝 は 幅
1 . 3 - 2 .  2m 、 深 さ 50-50cmで、 断面形は逆梯形 を 呈す る 。 南辺の ほ ぼ中央 に 、 幅 1. 8m の 陸橋

部 を 有 し 、 主体部の主軸線 と 陸橋部は直交す る 。

主体部 ( 第臼図 )

羽子板状の土拡 に組み込 ま れ た横口式石棺 を 主体部 と す る 。

土拡の 大 き さ は、 長 さ 4. 4rn 、 幅 は横口 の あ る 入口部では 1 . 7m 前後、 棺身の部分で は 2. 7 

m 前後 を 計 る 。 土拡の深 さ は床面 ま で、40cm弱で石材 を組み込む部分 は さ ら に20-30cm掘 り 込 ま

れ て い る 。 棺材の大半 は抜 き 去 ら れ 、 遺存す る も の も 上部 を 削平 さ れて い る 。 遺存す る 棺材及
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び掘 り 方 か ら す る と 、 石棺 と し て は規模が大 き い 。 南西の方向 に横 口部 を 設 け て い る が、 横 口

部の石材は遺存せず、 そ の形 ・ 大 き さ は不明で あ る 。 横口部の外イ則 の左右 に は切石 を 立て て 、

。

2 m  

C 
-時 + 

D 
炉-

\ F 

E F 
4・

第64図 36号方形周溝墓主体部
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守、

通路 ( 羨道 ) が形づ く ら れて い る 。

床面 に は特別 の施設 は な く 、 地山 の黄褐色土で あ る 。 床面 か ら 、 遺存す る 棺材の最 も 高 い部 住

の上端 ま で、 は52cm を測 る 。 棺蓋は破壊 さ れつ く し 、 そ の破片 ら し き も の も み あ た ら な い 。 通常、

横 口式石棺の棺蓋は家形 を 呈す る も の が多 い の で 、 本例の場合 も そ の可能性が強 い 。 横口部の延

長上 に 陸橋部 が く る よ う に構築 さ れて い る 。

遺物 出土状況 ( 第62 ・ 65図 )

主体部 か ら の遺物出土 は な く 、 周溝内遺物は陸橋部西側のR -g で固 ま れ た 部分 に集 中的 に

⑧@⑧⑧⑬⑭⑩

 

P 1  

@ 
@ 

⑫
⑩
⑩
 

⑬ 
⑫ 

出土 し た 。

o 1 m  
⑩ 
36号方形周溝墓周溝遺物出土状況第65図

出土遺物 は す べ て 土師器で25個分以上検出 し 、 う ち 19点 を 図示 し た 。 周溝内 に埋没 し た 堆積土

層 は 3 層 か ら な り 、 上部よ り I 層黒色土、 E 層暗褐色土 、 E 層 黄褐色粘質土 と し た 。 遺物 は 、 ⑩

・ ⑩ ・ ⑮ ・ ⑬ ・ ⑮ ・ ⑩ ・ ⑭は E 層上面、 他は E 層 中位 か ら 下面 に か け て の 出土 で あ る 。 ち な み に

器形 ご と の数量 は 、 査 2 、 小型丸底査 6 、 高j不11+ α 、 ZIt: 6 で あ る 。

37号方形周 溝墓 ( 第 5 図 )

畑の段並の崖際 に あ り 、 ま た 農道等 に よ っ て 大半 を 消失 し 、 周溝の一部 を残す に す ぎ な い 。

検出 し た長 さ は約 6. 5m で 、 L 字状で あ る 。 深 さ ・ 幅 と も 小 さ く 、 U 字形の断面形 を 呈 す る 。

主体部 は削平 さ れ遺存 し な い 。 周溝か ら の遺物の出土 も な か っ た 。

38号方形周 溝墓 ( 第45 図 )

大半 は調査区域外 に あ り 、 周溝の一部 を検出 し た に す ぎ な い 。

po

 

。。



周溝は幅 0 . 7�0 . 8 mで、 深 さ も0 . 5m に満た な い。 検出 し た部分の長 さ は約 6 m で、 陸橋部 ・ 主

体部等は調査区域外 に あ る た め未確認で、 あ る 。 北西側で18号方形周溝墓 と 切 り 合い 、 こ れ に よ

っ て38号 が先行 し 、 18号 が後出す る こ と が知 ら れ る 。

周溝か ら の遺物 の 出土 は な い 。

39号方形周 溝墓

形態 と 規模 ( 第66図)

撹乱 ・ 削平 を 受 け て い て 約す を 消失 し て い る 。 北西の一辺 が途中で切 れ る こ と か ら 、 こ こ が

陸橋部 と 考 え ら れ る が、 こ れ に対応す る 周溝は削平 さ れ て し ま っ て い る 。

Q 

A- \巴

1 I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I IfuITrr耐同1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1岡 町=29 .00m

周溝の 幅 は 0 . 6� 1 . 2 m で コ ー ナ ー の 部分 は い く ぶん広 く な っ て い る 。 断面形は V 字形 に近

い逆梯形で、 深 さ は 0 . 5m 前後 を 測 る 。

ほ ぽ中央 に主体部 を 納 め る 土墳 が掘 り 込 ま れ 、 土 嬢 ( 主体部) の 長軸 と 陸橋部 を 有す る 周溝

の一辺 と は直交 の 関係 に あ る 。

内 部主体 ( 第67図 )

方形台状部の ほ ぼ中央 に 、 長径 2. 6m 、 短径 2 m の 隅丸長方形の土壌 が検出 さ れ た 。 木 口 部

を組み込む両端の穴 が な い こ と 、 幅 が広 い土撲で あ る こ と 、 覆土 中 か ら 凝灰岩の風化 し た 細片

が出土 し た こ と な ど か ら 、 凝灰岩の石棺 を 内部主体 と し て い た と 考 え ら れ る 。 方形周溝墓で、

凝灰岩の石棺 を 内部主体 と す る も の は さ き に も 述べた よ う に 、 30 ・ 31 ・ 35 ・ 36 ・ 39号 の 5 基 を

あ げ る こ と がで き る 。 ま た 、 後述す る 円墳群の 内部主体の 多 く は凝灰岩 の 石棺で あ り 、 そ の土
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墳 と の共通性 か ら も 肯定で き ょ う 。

土壌の深 さ は40cm前後で あ る が、 棺材は抜 き 去 ら れ 、 土墳 の上部 は削平 さ れ て し ま っ て い る 。

。 l O ( 

A \\ B 

A υ l B u 1 

2 m  

L =29 .00m 

遺物 出土状況

主体部 か ら の遺物 の 出土 は な い 。 周溝の陸橋部の左側 か ら 、 馬歯 が出土 し た 。 上下顎骨で、

骨 は遺存せず、 歯の み で あ る 。 下顎 は遺存が良 い が、 上顎 は細片化 し て い る 。 溝底 か ら 車旬20cm

浮 い て い る 。 後世掘 り 込 ま れ た 土 壌 あ る い は撹乱は な く 、 古墳期の も の と 考 え て よ い 。 丸 山26

号墳で は 、 馬歯 と 馬 具 が同一地点 か ら 出土 し て い る が、 こ こ では馬歯だ け で あ る 。 出土地点の

周溝は幅90cm 、 深 さ 60cm を 測 り 、 必ず し も 大 き な も の で は な い 。 上部の削平 を 考慮 し で も 、 馬

一頭 を 納め る に は小 さ す ぎ る 。 他の 四肢骨が皆無で、 あ る こ と と も 考 え あ わせ て 、 首 か ら 上だ け

の埋納が考 え ら れ る 。 馬歯の詳細 につ い て は付論 3 rr塚原古墳群出土の 馬歯』 を 参照 さ れ た

P o 
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第3節 円墳 ・ 前方後円墳の調査

第68図 円墳各部の名称と 計測法

円墳各部の名称 と 計測法

円 墳 の 調査内 容 を 記述す る に 際 し て は 、 方形周溝墓 と

閉 じ く 、 第68図 に示 し た と う り 、 各 部の 名称、 と 計測 部位

の 統ー を 行 っ た 。 ま ず 、 周 溝 に 区画 さ れ た 部分 を 台状部

(円形台状部) 、 円溝の 一 部を 掘 り 残 し た 部分 を 陸橋部 と

し た 。 計測 部位。 主体部の 長軸中心線 と 、 こ れ に直行 す

る 短軸中心線 と を 、 そ れ ぞれ内径 ・ 外径 と し て 表 わ し た 。
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丸山 3 号墳

形態 と 規模 ( 第68図 )

ほ ぽ正円形の周溝で区画 さ れ 、 西側 に幅約 4 m の 陸橋部 を 有す る 。 主体部 は ほぼ中央に位置

す る が、 削平 ・ 撹乱がは げ し く 、 土墳の下部 を 残す の み に す ぎ な い 。

周溝は幅 1 . 2� 2 m を 測 り 、 深 さ 1 . 1 � 1 .  5m で断面形 は逆梯形 を 呈す る 。 墳丘の 上部は 削

平 さ れ 、 本 来 の 高 さ ・ 形 は 不 明で あ る 。 陸橋部 と 主体部の 長 軸 は 直交の関係 に あ る 。

内部主体

周溝で区画 さ れ た 部分の ほ ぼ中央 に位置す る 。 上部の ほ と ん ど を 削平 さ れ 、 土壌の下部 を 残

し て い る に す ぎ な い 。 土壌は長径 2. 3m 、 短径 1. 6m の長方形で、 残存す る 深 さ は約35cmで、 あ

る 。 石材等の遺存 は な い が、 他の 円墳の例 か ら み て 、 凝灰岩の組合せ式石棺の 可能性 が強 い 。
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第69図 丸山 3 号墳 6 

遺物出 土状 況 ( 第69 ・ 70 ・ 71 図 )

B -

ゴ

主体部は破壊 さ れ て い た が、 撹乱土中 よ り 碧玉製管玉 1 ( 図版 220の 1 ) 、 ガ ラ ス 玉 ( 同
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1 ) 、 金環 1 ( 図 版 213 ・ 214 の 1 2 ) 、 鉄鍬 2 ( Iri1 1 - 2 ) 、 万 子 ( iri] 7 - 8 ) を 検 出 し た O

A B 

|よ\ \
h、、 J 
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P l  第70図 丸山 3 号墳周溝 ・遺物出土状況 ( 1 )
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第71 図 丸山 s 号墳周溝遺物出土状況 (2)
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周 溝内 か ら は 大量 の 遺 物 が 出 土 し た 。 R 一 九 と 月 九 に 固 ま れ た 陸橋部北側 で は 、 多 量 の 須 恵

器 が あ る 。 土 器 の 出 土 状態 を 細 か く 観察 す る と 、 須 恵 器大空の破片 が 全 面 に 散乱 し 、 こ れ ら の
聞 に 、 高 郎 ( 410-413 、 4 16-423) 、 時 ( 414 ) 、 壷 ( 425 ) 、 器台 ( 426 ) な ど が混 在 し て い る 。

こ れ ら は 、 完形品 も 少 な く な い が、 半数以上は破砕 さ れ て い る 。 し か も 土圧 に よ る 破砕 を 示 す

よ う な 状態 で は な く 、 約 1 m は な れ た 地点 か ら 同一個 体 の 破片 が出土 す る と い う 具 合 に 、 周 溝

内 に 納 め ら れ る 時点 で 、 意識的 に 破砕 さ れ廃 棄 さ れ た も の と 推定 さ れ る 。 こ の 一 群 か ら 約 1 m 

離 れ て 土 rlln 器 ・ 須 恵 器 、 さ ら に 鉄鮒 ・ 刀 子 が出 土 し て い る O こ の 地点 の 周 溝内堆積上 は 3 層 か

ら な っ て い る 。 上層 よ り 1 は 県 色土 層 、 2 は 黄 褐色 粘 質土 層 で 、 一 度掘 削 さ れ再堆積 し た も の

で あ る 。 遺物 は す べ て l の 下 部 か ら 出土 し た 。

次 に P5 - � と P7 一九 に 固 ま れ た 北周溝で も 多 量 の 土 器 が出土 し た 。 土 器 は 須 恵郎蓋 1 点 の 他

は す べ て 土 師 器で あ る 。 土 師 器 は 359 の饗]f�土 器 と 40個体 の 盤 (362 -374 、 377-379 、 381 、 383

- 385 、 387 - 388、 390 -392 、 394 -396 、 398-409 ) か ら な り 、 こ れ ら は 凶 版36 に 示 し た よ う

に 、 周 溝の 底部 に 密 着 し た 状態 で 出 土 し た 。 こ の こ と は 前 記 2 地点 と 異 な り 、 あ た か も 供 献の

た め に 周 溝 に 安 置 し た 状態 で あ り 、 土 器の組合せ も 巽 っ て い る 。 ち な み に こ の 地点 の 堆積土 は

3 層 か ら な り 、 土 層 の 特 徴 も 先 の 2 点 と 同様で、 あ る 。 し か し 遺物 は す べ て 3 の 黄 褐色粘 質 土 層

l こ 限 ら れ て い る 。

本例 は 、 同 一 古墳 の 周 溝で 、 土 器 の 出 土 の し か た に 大 き な 差異 が あ る 好例 で あ る 。 巳 - Ps -

号一 号 の 聞 の 土 器 は そ の 出 土 層 位 か ら 、 か な り ' 1 '. い 時期一 こ れ が埋葬 と の 関 係 は 、 主 体 部 の 遺

物 と の 対比 がで き な い た め 不 可能 で あ る がー に 意 川 川J に 周 溝内 に 配 置 さ れ 、 そ れ か ら 40cmU J:

の 堆積 を 経 た の ち 円 一 己 ~ 九 一 九 の 聞 に 土 器 がMi遣 さ れ て い る 。 し か し v そ の 両 地点 の 土 器 の

対比 を し て み る と 、 ほ ぼ同 一期 に 属 す る 須 恵器 を 出 土 し て お り 、 大 き なH寺 l間 差 は な い 。

丸山 4 号墳

形態 と 規墓 ( 第72 図 )

近 年 ま で墳丘 の 一 部 が残 り 、 丸 山 4 号墳 の 名 が あ っ た が 、 現 在 で は 正確 な 位 �í!t を 知 る こ と が

出 来 な い 。 記録 に 記 さ れ た 地点 と 符号 し た 本 古墳 を 改 め て 丸山 4 対 墳 と 11子 ぶ こ と に し た 。

南側最 大 の 円 墳 で 、 北 西部 は 大 き く 削 平 さ れ て 周 溝 1 11 を 減 じ て い る が、 現況で 東 西34. 5 m l特

北31 . 9 m で 、 や や 楕円 形 の 周 溝 がめ ぐ る 。 西側 に 陸橋部 を l ケ 所 設 け 、 陸橋白1I の 巾 は 最小 で 2

. 6 m を 計 る 。 周 溝の 巾 ・ 深 さ は 部 位 に よ り 異 な る が、 最 も 遺存状態 の よ い 陸橋部付近で 4. 9 -

5 m で 、 深 さ は 1 . 15 - 1 .  4 m で浅 い U 字:1犬の 断 面 形 を 呈 す る 。

主体部

周 溝で区画 さ れ た 墳丘部 分 は 、 表土 !舗 の ド部 は 直接地山 面 で 、 主体在日 や 主 体 白1I土壌等 は 険 m

で き な か っ た 。 し た が っ て 主体 部 の 大部 分 は 封土 中 に 位 置 し て い た も の と 推定 さ れ 、 こ 内 こ と

は 、 後 に 記 す 丸 山 6 号 墳 の場 合 と 同憾で あ る 。
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第72図 丸山 4 号墳

遺物出土状況

遺物 は 陸橋 古11北i!!JJ の R 一 九 に 固 ま れ た 部分 に 集 中 し て 出 土 し た 。 周 溝内堆積土 層 は 3 層 か ら

な り 、 上 部 ヵ、 ら 、 l の 県 色 土 層 、 2 の H音褐色土 層 、 3 は 黄褐色粘 質 土 層 で あ る 。 遺物 は l の 下

部 か ら 2 に 限 っ て 出 土 し た 。 遺物 は土 師 器 で は饗452 、 壷426 、 高時427 -437 、 439-443 の 1 6点

を 図示 し た が 、 他 に 復 !京 が出 来 な い ほ ど の 細片 が多 数 あ る 。 郎438 も 同様 で、 あ る 。 須 恵器 は 査 4
68� 444-445 、 台付壷448 、 有 蓋台付壷:449、 時 446、 447 、 高時453 -455、 464 -467 、 郎 蓋 456

-459 、 時 身460- 463 、 横瓶469 が出土 し て い る が、 土 師 器 と 同様図示で き な い 細片 等 が 多量 に

出 土 し た 。 土 器 に 混 っ て 鉄鍬 ( 図 版 213 ・ 214の 3 ) が出土 し た 。 こ れ ら の 土 器 の 中 に は 、 同

一土 器の 破片 が、 u醤 |ご 部 と 2 JI吾 中 に 出 土 す る 例 が数 多 く あ り 、 土 器 の 年 代 を 層位的 に 区分
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す る こ と は ほ と ん ど 不 可 能 で、 あ る 。 こ の こ と は 、 お そ ら く 、 か な り 長 期 間 に わ た っ て 墳丘側 よ
り 自 然 に 流 れ 込 み 堆積 し た も の と 考 え ら れ る 。 出土遺物 は 陸橋部 の 北側 部 に の み 出 土 し 、 他 の

I也点 で は ほ と ん ど 検 出 す る こ と は 出 来 な か っ た 。

丸山 6 号墳

形態 と 規模 ( 第73図 )

丸山 3 ・ 4 号 と と も に 、 古 く は 墳丘 が残 っ て い た も の で 、 推定地点 と ほ ぼ 符 合す る こ と か ら 、

従 来 の 名 称 を 踏襲 し て 丸 山 6 号墳 と し た 。

調査区 の 北側 で は 、 く ぬ ぎ塚 古墳 と な ら ぷ 最 大 級 の 円 墳 で あ る 。 古墳 の 西側 は 農道 が通 り 、

地山 面 よ り 1 m 前 後掘 削 し て い る 。 周溝は ほ ぼ全 体 を 確認 し 、 全 体 の 寺 に あ た る 部 分 を 完堀 し

た 。 こ れ に よ る と 規模 は 、 南北 の 外径33. 0 m 、 東西 の 外径34. 5 m を 測 る 。 北 周 溝 A - B 断面 で

は 、 地 山 面 で の r l1 4. 2 m 、 深 さ 1 . 6 m 。 西 周 溝 C - D で は rl1 4 . 2 m 、 深 さ 1 . 5 m 。 南周 溝 E 

F で は r l1 4. 2 m 、 深 さ 1 . 6 m を 計 り 、 断面形は い ず れ も 溝の 外壁 が一 方 に 比 べ て 急傾斜 と な る 。

ま た 陸橋部 に 近 い G - H で は 巾 3. 2 m 、 深 さ 2 . 1 5 m と 、 先 の 3 地点 に 比 べ 、 r l1 に 対 し て 深 く V

字状 に 掘 削 さ れ て い る 。 な お 、 周 溝 と 周 溝の 周辺 に は 、 計 141困 の 方 形 お よ びド1� :fL 方 形 の 墓 壌 が

検 出 さ れ た 。 こ れ に つ い て は 第 6 章 で述 べ る 。

主体部

主体 白11 は 検 出 で き ず 、 大 半 は 封土 中 に 築 造 さ れ た も の と 推定 さ れ る 。

遺物出土状況 ( 第74図 )

周 溝内 の 出 土遺物 は 、 円 一 巳 と 見 一 昆 の 聞 の 北東部周 溝 に 集 中 的 に 出土 し た 。 周 溝内 の 堆積

土 は 4 層 か ら な り 、 上 部 よ り 1 は 黒色土 、 2 は 暗褐色土 層 、 3 は 黄褐色砂質 土 層 、 4 は 黄 褐色

あ る い は 赤昧 を 帯 び た 粘 質 士 層 で 、 周 溝掘削 直後 の 再堆積土 層 で あ る 。

R 一 見 と 日 一 日 に 囲 ま れ た 北周 溝で は 、 16個以上 の 土 器 が出 土 し た 。 萱 470 は 底 よ り 25cm 上

部 、 小 型 丸底 査473 と 饗483 お よ び高t手480 は !辰吉1I よ り 25�30cm上部 の 3 ，� 黄 褐 色 砂 質 土 か ら の

出 土 で あ る 。 以上 4 個体 は 1 グ ル ー プ を 形 成 し て い る 。 こ れ ら の 土 器 よ り 東へ 約 2 m 離 れ て 1

グ ル ー プ が 出 土 し た 。 472 、 474 は 小 型 丸底査、 482 は壷、 他の476 、 481 、 482 、 490 、 492 、 494 

�496、 499 は 高時 で 、 や は り 3 層 の 下部 に 出 土 し た 、 土 師 器群 と と も に 、 こ れ ら の 北側 に 、 安

山 岩 の 板石 3 枚 を 検 出 し た 。 こ れ ら は土 器群 よ り 下部 の 4 層 に 位置 し 、 周 溝外壁 に 密 着 し て 出

土 し た も の で 、 周 溝掘 削 直後 に 落 ち 込 ん だ も の か 、 あ る い は 意 図的 に 投 げ込 ま れ た も の で あ ろ

う 。 な お 陸橋部北側 で も 安 山 岩 の 大小板石 が検 出 さ れ た が、 す べ て 2 層 F 部 よ り 3 層 上 屈 に み

ら れ 、 両 者 の 埋没時期 に 時間 的 隔 た り が あ る こ と を 示 し て い る 。

先 の 地点 に 連 続 す る 日 一 日 と 昆 一 見 に 固 ま れ た 周 溝 に は 、 計13個以上 の 土 出 が散 乱 し た 状態

で 出 土 し た 。 す べ て 3 層 上 部 よ り 下部 に か け て 出 土 し た 。 471 ・ 475 は 小 型 九 ぽ 童 、 471 ・ 475 ・
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477-479 ・ 485 ・ 487 ・ 497 は 高坪で、 い ずれ も 墳丘側 よ り 流れ こ ん だ も の と 考 え ら れ る 。 1 層 の

中 ほ ど に五輪塔の 火輪 4 、 地輪 l が出土 し た が、 こ れ ら は l 層下部 よ り 掘 り 込ん だ 墓域 ( 中世

墳墓) の直上 に 置 か れて い た も ので現位置 を と どめ て い る 。

丸 山 7 号墳

形態 と 規模 ( 第75図 )

台地北側 で は 、 く ぬ ぎ塚古墳 ・ 丸山 6 号墳 と 並ぶ大形の 円墳で あ り 、 今回 の調査で新 た に発

見 し た 古墳で あ る 。 西側 は道路敷地外で未調査で あ る 。 し か も こ の部分 は農用道路 に よ っ て 大

き く 削 り 取 ら れ て い る 。

現況 に お け る 規模は南北の 外径約27m 、 周溝の 巾2 .4 m -3 .7 m で深 さ 0. 9-1 . 5 m を 測 り 、 南

へ移行す る につ れ 巾 深 さ と も 増す 。 調査部分 に は陸橋部 を 見 い 出 せ な か っ た 。

主体部

主体部 は上層 か ら の撹乱 が激 し く 、 わ ず か に土拡の範囲 を 推定 す る の み で あ る 。 こ れ に よ る

と 長径約6. 5 m 、 短径1 O m を 測 り 、 長軸の 中心線の 方位 は N -47�Wで あ る 。 土拡内 お よ び周

辺 に は凝灰岩 の破片 が ち ら ばっ て い た が、 主体部の構造 は 明 ら か に で き な か っ た 。

周 溝の層序 と 遺物 出土状況

北側 の周溝で は A - B 断面 ( 第76図 ) で示 し た と う り 3 層 に分 け ら れ る 。 上層 よ り 1 は黒色

土層 、 2 は 黄褐色土層 、 3 は 黄褐色粘質土で周溝掘削後の再堆積層 で あ る 。 R 一 見 と 九 日 に 固

ま れ た 部分で は 、 計 9 個体以上の土師器 が出土 し た 。 501 ・ 504 ・ 505は費形土器、 517は畳、 507

は小型丸底査、 {也の 512 ・ 529 ・ 552 ・ 560は高時で あ る 。 い ず れ も 底面 よ り 1O-30cm上部の 2 層

黄褐色土層 出土で あ る 。

北東部の周溝で は C - D 断面 ( 第76図 ) で示 し た と い う 3 層 か ら な る 。 各層 の特色 は A - D

と 同様で あ る 。 見 一 昆 と 時一 昆 に 固 ま れ た 部分で は 3 グ ル ー プの土師器 が出土 し た 。 北側 の グ

ル ー プで は538 ・ 539 ・ 546 ・ 549の 高 郎 4 個体か ら な る 。 いずれ も 細 か く 砕 け 散乱 し て い る 。 土器 と

と も に 安 山 岩の板石 が出土 し た 。 土器板石 と と も に 2 層 の 黄褐色土 の 出土で墳丘側 よ り 流 れ こ

ん だ も の で あ る 。 中 間 の グ ル ー プでは506の底部穿孔壷形土 器 と 壷形壷器の胴部破片 が出土 し た 。

506 は最下層 3 の 黄褐色粘土層 に位置 し 、 こ の 上 に安 山 岩 が密着状態での っ て い た 。 南側 で は 4

個分の土師器が出土 し た 。 522 は査、 535 は高時で 2 層 出土。 522の 直下の 2 層 下部 に526 ・ 527 が出土

し た 。 526の小型壷 は527� にの納め ら れ て い た 。

東側の周溝 ( 第77図 ) で も 同 じ く 3 層 か ら な り 、 上部 よ り 1 - 3 層 と し た 。 巳 見 と 九 - 1(.。

に 固 ま れ た 部分では南側 に 多量の土師器が出土 し た 。 島 一 九 の 直下 に 3 個体の土器が出土 し た 。

520 は曹、 520 は小型丸底査、 545 は 高坪で、 す べて 2 層 か ら の 出土 で あ る 。 南側 で は17個体以上の

土師器が出土 し た 。 日2 ・ 503 ・ 516 ・ 518 は査形土 器、 513 は小型丸底壷、 他の523 ・ 525 ・ 531 ・ 533 ・ 535 • 
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547 ・ 548 ・ 551 ・ 558 は 高 坪で あ る 。 こ れ ら の う ち548 は溝底 よ り 60cm上部の 1 層黒色土層 出 土 で、 他

は す べ て 溝底 よ り lO-15cmの 2 層 下部 に集中 し て 出土 し た 。 九一 九 と �3- �4 ' こ 固 ま れ た部分で
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第76図 丸山 7 号墳周溝遺物出土状況 ( 1 ) \
\ 

。 2 m  

は少量で は あ る が 2 グ ル ー プの土師事が出土 し た 。 A - B 断面 ( 第77図 ) で示 し た と う り 、 3

層 か ら な っ て い る 。 上部 よ り 1 の黒色土層 は最大で65cmで、最 も 厚 く 、 2 の 黄褐色 は45cm 、 3 の

再堆積層 は 5 -lOcm を 測 っ た 。 524 ・ 529 ・ 540 は いずれ も 高 坪で 、 524 ・ 540 は 溝底 か ら 46-50cmの 2

層上部 か ら 出土 し 、 529 は溝底 か ら lOcm上部の 2 層 下部 か ら の 出土で あ る 。 544 ・ 557 は 高郎で 、 2

層下部 の 出土で あ る 。
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第77図 丸山 7 号墳周溝造物出土状況 (2) L =30 .50 

南東 か ら 南側 に か け て の部分 ( 第78図 ) に も 多量の土師器が出土 し た 。 A - B 断面 に示 し た

と う り 、 他の地点 と 同様 3 層 か ら な っ て い る 。 561の壷形土器は最下層 出土 で一部 は溝底部 に密

着 し て い た 。 534 ・ 541 ・ m ・ 555の 高邦512の小型丸底壷は溝底 か ら 15-18cmの 2 層 中 の 出土 で あ る 。

532の費 お よ び563の鍾 は 1 層 下部の 出土で あ る 。 九一 九 と �5一号6 �こ 固 ま れ た 南側周溝で は周溝の

巾深 と も 増 し て い る 。 遺物 は童話19 ・ 521 ・ 562 と 高時528 ほ か計 5 個体分で 、 すべて 2 層 下部の 出土
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第78図 丸山 7 号境周溝遺物出土状況 (3)

以上丸 山 7 号墳周溝 に お け る 遺物の出土状況 を ま と め る と 、 周溝内 の特定 の地点 に遺物 が集

中 す る と い う 現象 は 見 ら れ な い 。 ま た 出土層 も 種々 雑多で あ る 。 し か し こ れ ら の う ち 最下層 出

土の506 ・ 561 ・ 562の 3 点 につ い て は 、 本古墳の年代決定 に重要 な 手 がか り を 与 え る も の で あ る 。

な お、 出土 し た土師器 の 器形 ご と の割合は 、 翌 6 = 9. 5% 、 大型壷 8 ( う ち 底部穿孔土 器 4 ) 

=1-2. 7% 、 壷 6 = 9. 5% 、 小型丸底査 8 ( う ち 底部穿孔土器 2 ) =12. 7% 、 高時33=52. 4% 、

錘 2 = 3. 2%。 壷形土器の 占 め る 割合は、 全体の34. 9% で あ っ た 。
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丸 山 8 号墳

形態 と 規模 ( 第79図 )

西側 に 陸橋 を 設 け た小形の 円墳で あ る 。 周溝は完掘せず詳細は 明 ら か で は な い が、 推定 外径

は南北12. 8 m 、 東西11 m 測 る 。 周溝巾 は場所 に一定 し な い が、 南側で は広 く 最大 1 . 9 m で 、 陸

橋部北で は 0. 5 m を 測 っ た 。

丸山 8号墳

\ 

N 

第79図 丸山 8 号墳

周溝は南西部で15号方形周溝墓 を 、 東側では丸山 6 号墳 を そ れ ぞれ切断 し て い る 。 な お調査

し た 周溝部分で の 出土遺物 は皆無で あ っ た 。

主体部 ( 第80図 )

主体部 は 上層 か ら の撹乱 さ れ て い た が、 土壌 と 凝灰岩の棺材の一部 は 旧状 を 保 っ て い た 。 土

墳 は確認で き た地山 上面での規模は、 南北2 04 m 、 東西3. 9 m の 長方形で 、 西側陸橋部方向 に 1

m 、 深 さ 0 .17cmの張 り 出 し を も っ 。 床面 ま での深 さ は 0. 5 m で あ る 。 床面 に は棺材 を 立て る た

め の掘 り 込み がめ ぐ り 、 東辺 を 除 く 三辺 に桔材が残っ て い た 。 こ れ に よ る と 石棺の推定 内 法 は

長辺約 2. 6 m 、 短辺1 .55cmの 長方形 フ。 ラ ン を 呈す る 。 土擦の床面 は ほ ぼ水平面 を 保 ち 特別 の

置設 は み ら れ な い 。 し た がっ て 、 土壕床面 を 直接死床 と し た も の と 思 わ れ る 。 西側短側石 と 土

壌外壁 と の 聞 に棺材 が残 る 。 以上の よ う な 棺材の残存状態 か ら 、 お そ ら く 陸橋部 に 開 口 す る 横

- 102 一



+ ι 

�
-z. 

C + 
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口 式石桔で あ っ た も の と 思 わ れ る 。 本例 と 類似す る も の と し て 、 丸山34号墳主体部等 を あ げ る

こ と がで き る 。

な お主体部 か ら の 出土遺物は皆無で あ っ た 。

丸山 9 号墳

形態 と 規模 ( 第81号)

北側の溝は、 道路敷地外で末調査。 陸橋部 も 末調査の部分 に あ る ら し い 。 直径13. 3 m 、 溝巾

は ほ ぼ一定で 1 . 5 m を 測 る 。 溝断面形 は V 字形 を な し 、 外側部分の斜傾 が急で あ る 。 深 さ 90cm

を 測 る 。

A 

。'a'E'EE・'t

\、令、々

�1I1 1 1 1 1 1問問| 。 B 5m 

第81 図 丸山 9 号墳
L =30 .60 

主体部 ( 第82図 )

西北隅 は 、 道路敷地外で未調査。 土墳は東西推定3 .6 m 、 南北1 . 9 m 、 深 さ 18cm、 現耕作面 か

ら の深 さ は55仰 を 測 る 。 石棺の基礎 を裾 え る た め 床面 を 約15cm掘 り 下 げ溝 を 回 ら す 。 礎灰岩 の

棺材 が 2 個残っ て い る 。 石 桔 の 規模 は推定 で約長 さ 2. 2 m 、 巾1 . 1 m 位 の も の で あ っ た ら し い 。
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第82 図 丸山 9 号墳主体部

遺物 出土状況 ( 第82図 )
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床面面 よ り 、 万子 l 本 ・ 鉄錐 2 本 が出土 し た 。 原位置 を 保 っ て い な い も の を 観察 さ れ る 。

な お周溝内 か ら の 出土遺物 は皆無で、 あ る 。

丸 山 1 0号墳 ( 第83図 )

南側台地の谷部傾斜面 に位置 し 、 北側 は大 き く 削平 さ れ 、 周溝の 南側の約 3 分の l 程度 が残

っ て い る 。 主体部、 陸橋部 も 失 わ れ て い る 。 j幕の規模は A - B 断面で rtJ70cm、 深 さ 20cm 、 c 

D 断面では 巾60cm、 深 さ 16cm を 測 っ た 。 な お 、 外径 は13 m 前後の 規模 を 有 し て い た も の と 思 わ

れ る 。 遺物の 出土 は な か っ た 。
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丸 山 1 1 号墳

形態 と 規模 ( 第84図 )

陸橋部 を 北側 に も つ 小型の円墳で あ る 。 中央部 を農道で切断 さ れ 、 南西部の周溝は削平 さ れ

て い る が、 ほ ぽ円形 に め ぐ る も の と 思 わ れ る 。 現況での 外径 は 南北で約13m を 測 っ た 。 周溝は

最 も 遺存状態の よ い北側 C - D 断面上で、 巾1 .05m 深 さ 50cmの 断面形 V 字状 を 呈す る 。 ま た 西

側の A - B 断面上で は 巾 1 .30 m 、 深 さ 42cmで、 断面形 は や や深 い V 字状 を 呈 し て い る 。

1 0 

。 5m 

./・

B 
円、
Hω0.
8
5 第84図 丸山 1 1 号墳

遺物 出土状況

周溝内の堆積土 は 2 層 か ら な り 、 上部は暗褐色土層 、 下部は 黄褐色粘質土層 で あ る 。 遺物は

西側周 溝よ り 4 個体分の土師器 が出土 し た 。 こ れ ら の う ち 、 566 ・ 567 ・ 568 は 上部の暗褐色土層 よ

り 、 569の査は溝底 に 近 い 暗褐色土層下部 よ り 出土 し た 。
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丸山 1 2号墳

形態 と 規模 ( 第85図 )

北側 に 陸橋部 を も っ O 北側 の 周 溝 は 削 平 さ れ て 消滅。 周 溝巾 は60cm -40cm 、 深 さ 20cm、 東 西経
8 .5 m を 測 る 。

M

 

/ 

| の | つ

第86図 丸山 1 2号墳主体部
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主体部 ( 第86図 )

端正 な 正方形の土媛 に 、 凝灰岩の石棺を 主体 と す る 。 土墳は1 .50m X2 . 1 0m で上端 が削平 さ
れ て い る 。 残 っ て い る 凝灰岩の配列 よ り み る と 、 内法 0. 7 m X 1 .65 m の石棺が推定 さ れ る 。 石
棺の基礎部 を 個定 さ せ る た め の特別の造作 はみ ら れ な い 。 な お主体部の主軸方位 と 陸橋部の 方
向 と は一致 し な い 。

遺物 出土状況 ( 第85図 ・ 図版185 ・ 186 )

主体部 か ら の 出土遺物 は皆無で あ っ た 。

周溝内 か ら は 計 5 個体の土師器が出土 し た 。 5印 ・ 570 の 高郎 と 571 の杯 は溝底 よ り 15-20叩上部

の黒色 土 中 に 出土 し た 。 572 の小型丸底壷は 陸橋部の北側 、 573の壷形土器は北側周溝内 に 土圧で

押 し つ ぶ さ れ た 状態で あ る 。

! の ! の

阿川門
B 

B 

。 5m 

第87図 丸山 1 3号墳 L =31 . 10m 
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丸山 1 3号墳

形態 と 規模 ( 第87号 )

北 西側 に 陸橋部 を も っ 。 南側 は農道 に よ り 削 平 さ れ て い る 。 短軸中 心経上で外径lO. O m を 測

る 。 周 溝は 、 西側 で l. l m 、 東側でO. 8 m 、 断面形 は U 字形 、 逆梯形 と 場所 に よ り 違 い があ り 、

深 さ 20cm- 60cm を 測 る 。

主体部 ( 第88図 )

四 辺形 の 土壌 に 、 瀧灰岩 の 石桔 を 配置す る 。 土壌の 南辺 は耕作 に よ り 撹乱 さ れ て い る 。 長辺

約3. 0 m 、 短辺2. 0 m で長辺 がややふ く ら む 。 中央 に 凝灰 岩 の 加工板石 を 組み 合せ て 石棺 を つ く

る 。 石棺の上半 を 欠 失 し て い る が、 基部の残材 よ り 配列の状態 を う か が う こ と がで き る 。 西側

壁 は 、 一石 を 用 い 、 束 は北側 の一石 を 欠失す る が、 三石 を 並 べ、 さ ら に 側面 に一石 を 配置 し て

い る 。 石棺の 内 法 、 長径 1 . 8 m 、 短径l . O m を 測 る。

、\\
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A 

遺物出土状況 ( 第89図 )

。 |

第89図

\ 
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L = 31 .00m 

1 1 1 1 O�ー
2 m  

周溝内 の 堆積土 は 上下 2 層 か ら な り 、 層 の 境 は 不 明 瞭で あ る 。 上層 か ら l は 暗 褐色 、 下部で

黄 褐色 、 2 は 黄褐色粘 質 層 で あ る 。 遺物 は す べ て l 層 暗褐色土 よ り 、 い く つ か の ま と ま り を も

っ て 出土 し た 。 遺物 は 土 師 器 と 少量の 須 恵器破片 が出土 し た 。 586 は 曹 、 小 型 査 は 574 ・ 575 と 他 1

点 、 高郎 は580 • 581 ・ 583 • 584 ・ 班 、 月 は576 ・ 577 ・ 578 ・ 579 ・ 582 の 5 点 で あ っ た 。 さ ら に 土 師 器群 に

混 っ て 須 恵 器 の 饗型土 器の 破片 4 点 が出土 し た 。

以上 の 土 器 の 出 土 状況 は 、 西群の 584 の 高時576 の郎 の 一部 が、 約 1 . 7 m 離 れ た 東群の 中 か ら 出

土 す る な ど 、 無 造 作 に 廃 棄 さ れ た 状態 を 示 し て い る 。
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丸山 1 4号墳

形態 と 規模 ( 第90図 )

北 お よ び西側 の 周 溝 は 削 平 さ れ て 欠失 し て い る 。 残存部 の 周 溝 も 底部 を わ ず か に 残 す だ け で 、

狭 く 深 く な っ て い る 。 現況 に お け る 推定 外径 は 9. 4 m で 、 周 溝幅 は 最 大 で0 . 8m 、 深 さ 0 . 3mを 測

っ た 。 j議の 断面 は 一般的 に U 字状 を 呈 す る が、 各部 の細 部 の 形状 は異 な る 。

0 ， 

/;:7 

〆づ
7 己

A υ l  

。
第90図 丸山 14号境 l

主体部 ( 第91 図 )

0 1  
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L =31 .30 111 

5 111 

周 溝で 区画 さ れ た 中 央部 に 主体部 l 基 を 検出 し た 。 主体部 は基底部 の 一 部 を 残 し て 、 J: 層 よ

り 撹乱 を 受 け て い た 。 土墳 の確 認で き た 地山 面 で の 規模 は 東 西2. 6 m 、 南北2. 0 m 、 深 さ 0 . 35m を

測 る 。 土 壌 に 接 し て 棺材 を 立 て る た め の 溝 がめ ぐ る 。 棺 材 は 凝灰 岩 で 、 西側 壁の み 原住 置 を と

ど め 、 他 の 三 方 は 床 面 と と も に 撹乱 さ れ 、 棺材 が散乱 し て い た 。 以上 か ら 石棺 の 推定 内 法 は 東

西約 l . 9 m 、 南北約 1 m を 測 る こ と がで き る 。 お そ ら く 簡 単 な 構造 の 箱式 石棺で あ っ た と 推定

さ れ る 。

な お 、 主体部 、 周 溝 と も 出 土遺物 は皆無で、 あ っ た 。
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第91 図

丸山 1 5号墳 ( 第92図 )

西側 の周溝の一部 を 検出 し 、 主体部 を 含 む大半 は道路敷地外 に あ り 未調査。 ま た 周溝 は 南西

部 か ら 北東部 に か け て 農道 が通 り 、 調査地点は 、 北側 と 南側 の一部分 に 限 ら れ た 。 周溝か ら 推

定 し て 、 直径22 m 前後 の 大型円墳で あ ろ う 。 周溝の 規模は 、 北側 で は A - B 断面で示 し た と う

. り 、 市 2. 1 m 、 深 さ O .62 m で、 断面形 は逆梯形 を な し 溝底 は平担で 巾広 い 。 C - D 断面 で は 西

幅 は推定で約1 . 6 、 深 さ O . 70m を 計 り 、 や は り 逆梯形 を な し側で農道路面 と 重 な っ て い る が、

て い る 。

な お周溝内 か ら の 出土遺物 は皆無で あ る 。

丸山 1 6号墳

形態 と 規模 ( 第93図 )

西南部 に 陸橋 を も っ 。 周溝の東側一部分は直線 と な り 、 全体的 に正円 を な さ な い 。 長軸中心

線の 外径約14. 5 m 、 短軸中心線15. 5m を 測 る 。 溝底の 高低は一定 し な い 。 断面形 は逆梯形 を な

内L唱i
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主体部 (第94図 )

四辺形の土墳の み残 る 。 長辺7. 5m 、 短辺4. 7m を 測 る 。 境内 に は 大型の石材は残 っ て い な か
っ た が、 主体部 を 検出 中 、 そ の 底面 に は凝灰岩の少破片が多量 に み ら れ 、 主体部 は石棺で あ っ
た と 思 わ れ る 。

丸 山 1 7号墳

形態 と 規模 (第95図 )
周溝は ほ ぼ円形 に め ぐ り 、 周溝外形は東西1O. 0m 、 南北 9. 8 m で 、 陸橋部 は 西側 に l ケ 所設

け 、 陸橋部幅は 2. 1 m を 測 っ た 。 周溝は上層 か ら 削平 さ れ て い て 、 j議幅は部位 に よ っ て 一定 し

な い 。 現況 に お け る 規模 は 、 A - B 断面の東側周溝で、 幅1 .15m 、 深 さ O .35 m で浅 い U 字状 を

呈す る 。 C - D 断面 の 南側周溝で は 、 幅1 .15m 、 深 さ 0 .46 m 、 北側で幅O. 6 m 、 深 さ O. 3 m で、 い

ずれ も 断面形 は逆梯形 を な し て い る 。 特 に 北側では周講外壁が一方 に比べて 急 に 切 り 込 ま れ て

p る 。

主体部 (第96図 )

円形 に 区画 さ れ た 中央部 に 、 主体部の基底部の棺材 を 納 め る 溝の み が残 っ て い た 。 溝の 周 囲

に は 多量の凝灰岩 の 粒状の細片 が散乱 し て い た こ と か ら 、 凝灰岩板石 を 用 い た 石棺で あ っ た ら

し い 。

溝か ら 復元す る と 、 石棺の 内法 は 東西約1 .75m 、 東西約0. 8-1. O m で 、 極小型の も の で あ る 。

な お主体部 ・ 周 溝 と も 出土遺物皆無で あ っ た 。
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丸 山 1 8号墳

形態 と 規模 ( 第97図 )

北半部 は削平 さ れて い る 。 復原す る と 直径 9. 0m 前後の 円墳 と な る 。 西側 に 陸橋の一部 が残

る 。 O. 7 -1 . 1 m を 測 る 。 溝の断面形 は場所に よ り 違 い があ り 、 三角 形 と 逆梯形の部分 が あ る 。

遺物の 出土 は な い 。

主体部 ( 第98図 )

四辺形の土壌の み 残存す る 。 長径2 .15m 、 短径1 .40m を 測 る 。 石材は残っ て い な い が、 石棺

で あ っ た こ と が推定 さ れ る 。 な お主体部 ・ 周溝と も 出土遺物は皆無で あ る 。
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丸 山 1 9号墳

形態 と 規模 (第99図 )

西側 に 陸橋部 を も っ 円墳で、 上半 は削平 さ れて い る 。 陸橋部の幅 は 1 . 9m を 測 っ た 。 北側周

溝の一部 に 直線気味の部分 が あ る 。 長軸中心線の外径約9. 3 m 、 短軸中心線8. 8m を 測 る 。 溝幅

は60-90cm、 深 さ は10-18cm を 測 る 。 遺物の 出土 は な い 。

主体部 (第100図 )

土壌は隅丸の長方形 を な す 。 長軸2. 5m 、 短軸1. 7m 、 深 さ 30cm を測 る 。 石材は残 っ て い な い

が石棺で あ っ た こ と が推定 さ れ る 。

遺物出土状況

主体部の 出土遺物は皆無で あ る が、 周溝内 に は須恵器 1 個体分 酬 が出土 し た 。 出土地点 は 陸

橋部の北側 に 、 180X 60cmの範囲 に破片 が散乱 し た状態で出土 し た 。 周溝は全面上層 か ら 削平 さ

れ て 基底部の み が残存す る が、 遺物出土地点周辺の み 、 深 く 掘削 さ れて い る こ と は注 目 さ れ る 。

。 |
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第99図 丸山 1 9号墳 L =31 . lOm 
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第1 00図 丸山 1 9号墳主体部 O 

丸山20号墳

形態 と 規模

B 

υ| 

L =30 .00m 

1 m  
a 

北側台地の 東西墓道 の 聞 に位置 し 、 南側の周溝の み検出 し た 。 全体の%以上 に あ た る 部分 は

農道 に よ っ て 大 き く 削平 さ れ て い る 。 ま た周溝の東端 は 東 B 区墓道 に よ り 切断 さ れ て い る 。

周溝の 幅 は1 . 4 m 、 深 さ 1 . 3 m で、 断面形は V 字状 を 呈 し 、 周溝外壁は 内 壁 に 比 べ て 急 に 切 り

込 ま れて い る 。 な お本古墳の復原外径 は約18m を 測 る 。

遺物出土状況 ( 図版193-196)

周溝内堆積土 は 4 層 か ら な り 、 上部 よ り 、 l 層黒色土 、 2 層暗褐色土 、 3 層 黄褐色土 、 4 層

黄褐色粘質土で あ る 。 各層 の 厚 さ は 、 2 層 が最 も 厚 く 50cm 、 次 い で 3 層 の25cm 、 1 層 は20-25

cm 、 4 層 15-20cmで、 あ っ た 。 出土遺物では 、 597 、 598 、 閣 は須恵器高時で、 い ずれ も 1 層 黒色土

上面 に 出土 し た 。 2 層 暗褐色 か ら は596の邦 の み 出土 、 他の596の査、 ω0 ・ ωlの護、 制-610 の 高郎

を あ わ せ て 11個体分の土 器 は 、 3 層 黄褐色土層下部 に一括 し て 出土 し た も の で あ る 。

丸山2 1 号墳

形態 と 規模 ( 第 101 図 )

西側 に 陸橋部 を も っ 。 長軸中心線の 外径約11 . Om 、 短軸中心線の 外径の11 . Om を 測 る 。 周溝

東側 の一部 は削平 さ れ 、 溝の断面形 は 、 逆梯形 を な し 深 い 。 遺物の 出土 は な い 。

Qd
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主体部 ( 第 102図 )

四辺形の土壌 に 、 石棺の基部 を 固定 さ せ る た め の溝を も っ 。 北側 の堀 り 方の状態 よ り 2 基 あ

っ た こ と が推定 さ れ る 。 石桔の推定法量長軸2 . 95m 、 短軸1 . 65m を 測 る 。 遺物の 出 土 は な い 。

A - B -ーーー・司.

恥11 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1 " 1 1 1 1 1トJM
L �3) .Mm 
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丸山 22号墳

北東側の周溝の み残 る 。 周溝は西側で切 れ る が、 先端 は 自 然 に 消滅 し て い る の で 、 陸橋部 と

断定 す る こ と は 出来 な い 。 現況 に お け る 復原径 は、 約15 m を 測 っ た 。 な お主体部 は完全削平 さ

れ、 周溝内 と も 出土遺物は皆無で、 あ っ た 。

丸山23号墳

形態 と 規模 ( 第 103図 )

西側 に 陸橋部 を も っ 。 長軸中心線ても外径約10. 0 m 、 短軸中心線で外径 8 .3 m を 測 り 、 平面形

は楕円形 を な す 。 溝の 断面形 は逆梯形 を な し 、 l幅 は 1 . 0 -1 .2m を 測 る 。

主体部 ( 第 103図 )

四辺形 の 土壊 は 、 北東 か ら 南西 に か け て 、 耕作溝に よ り 切 ら れ て い る 。 土壌 は 東西 2 . 3m 、 南

北 1. 8m を 測 る 。 土境内撹乱土 中 よ り 鉄鍛 2 ( 図版213の 5 ・ 6 ) が出土 し た 。

遺物 出土状態 ( 第105図 )

陸橋の 南側周溝、 底 面 に密接 し て 、 土師器の大曹 2 個 が出土 し た 。 警 は 587 お よ び 588で 、 い ず

れ も 溝底 に密着 し て お り 、 明 ら か に配置 さ れ た も の で あ る 。

北側の周溝に は 、 土師器時珊 ・ 591 と 高郎592 ・ 593 、 制の須恵器杯 が ま と ま っ て 出土 し た 。 い ず

れ も 周溝内 に 配置 さ れ た も の と 思 わ れ る 。

0 1 

O 
第1 03図 丸 山 23 号 墳 L

5 m  
L =31 .80m 

ワム】

P l  P 2 

P l  P 2 

第1 05図 丸山23号墳周溝
遺物出土状況



丸山24号墳

形態 と 規模 ( 第106図 )

丸山23号墳の 南側 に 1. 5 m の距離 を お い て 接 し 、 と も に 丸山 4 号墳陸橋部西側 に対 を な し た

状態で並ぶ。

陸橋部 は西側 に も ち 、 陸橋部の幅 は1 .75m を測 る 。 墳丘 は地山 面 ま で削平 さ れ て い る が、 現

況での規模は東西外径 8. 4m 、 南北 7. 8m で、 東西 に長 い 情円形の周 溝がめ ぐ る 。 周溝の規模

は、 A - D 断面 の東側で 幅0 .70m 深 さ 44側、 C - D 断面の北側で幅 Q. 7 m 深 さ 60師、 南側で幅

0. 54m 深 さO . 34m で、 い ず れ も 断面形 は V 字状 を 呈す る 。 周溝幅 は西側で最大1 .15 m に 到 す る が、

こ の部分は上層 か ら の 削平 を ま ぬ がれ て 、 比較的良 く 残 っ た も の と 思 わ れ る 。

。 |
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主 体 部

主体部は破壊 さ れ て い て 、 土壌のみ検出 し た 。 土壌は長軸2 .lO m 、 短軸1 .35m 、深 さ 24cm を 測

る 。 床面の 南側壁の西端 と 、 北側壁の東端 に そ れ ぞれ棺材 を 納め る た め の溝 を 検出 し た 。 土墳

の 内の堆積土 は ほ と ん ど撹乱で、 凝灰岩の細片 が多量 に 混 っ て い た 。 お そ ら く 土壌 ぎ り ぎ り に

構築 さ れ た 凝灰岩の箱式石棺で あ っ た も の と 思 わ れ る 。 土境内、 お よ び周溝内 か ら の 出土遺物

は皆無で、 あ っ た 。

丸山25号墳

丸山23号墳の 西 7 m の地点 に位置 し 、 円形 に め ぐ る 溝 2 本 を検出 し た 。 い ず れ も 周溝の基底

部の み が残 り 、 北側周 溝で 4. 5m 、 南側周溝で 3. 0m を 測 っ た 。 周溝幅は0 .45� O. 5 m 、 深 さ

は 5 �15cm 、 両溝の 聞 の周溝は削平 さ れ て い る 。 主体部は 欠失 し 、 陸橋部の位置 も 明 ら か に で

き な か っ た 。 お そ ら く 直径 7 m 前後の小円墳で あ っ た も の と 思 わ れ る 。
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丸山26号墳

形態 と 規模 ( 第 107図 )

西側 に 陸橋部 を 有す る やや大型の 円墳で あ る 。 周溝は ほ ぼ円形 に め ぐ り 、 陸橋部 の 幅 は 2. 0

m を 測 る 。 北側 は上部 か ら 削平 さ れて い て 幅 を 減 じ て い る 。 A - D 断面東側 で は幅1 . 53m 、 深 さ

1 .24cm を 測 り 断面形 V 字状で 、 j蕃底 は平担で外壁がやや急 に 切 り 込 ま れ て い る 。\ C - D 断面 南

側で は 幅 1. 9 m 、 深 さ 1 .14 m で断面形 は丸昧 を 帯びた V 字状。 北側 は l幅 1 . 2 m 、 深 さ 0. 9 m で あ

る 。

R 一九断面 の 陸橋部南側 で は 幅 1 . 6m に対 し て 深 さ 35cmで、 深 く 平担 な 断面形 と な る 。 な お

陸橋部の北側で は 、 深 さ 1 . 4m を 測 っ た 。

主 体 部

主体部 は 中央部 よ り 西側 に佐置 し て い る 。 上層の撹乱 が激 し く 、 土療の み検出 し た 。 土壌の

規模は長軸2 .14 m 、 短軸 1 . 4 m 、 深 さ 24cm を 測 っ た 。 土壌床面 は撹乱 を 受 け て い て 主体部等の

内法等は不明で、 あ る 。 な お土境内堆積土中 に 多量の凝灰岩石材が混入 し て い た 。

土境内撹乱土 中 か ら は鉄鍛 2 本 ( 図版213の10 ・ 1 1 ) と 金環 1 ( 図版213の13 ) が出土 し た 。

遺物出土状況

周溝内 か ら は 、 土師器 ・ 須恵器 ・ 馬歯 ・ 馬具 が出土 し た 。 周溝内堆積土 は 3 層 か ら な り 、 上

部 よ り l 層 は黒色土、 2 層 は暗褐色砂質層 、 3 層 は黄褐色粘質土で周溝掘削直後の再堆積土で

あ る 。

土師器、 須恵器は 、 陸橋部端上 よ り 北へ 2. 3m の地点、 を 中心 に 出土 し た 。 611 は溝底の 1 層 上

面 に密着 し 、 612 、 613 、 614 は 1 層 下部の出土で あ る 。 須恵器破片 ( 饗) は す べ て 1 層 黒色土 中 の

出土で あ る 。

馬歯 ・ 馬具は陸橋部の 南側 ( 第107図 ) に 出土 し た 。 出土層位は 2 層下部で あ る 。 馬歯 は頭部

は北西 に 鼻部 を 南西 に 顎底 を 上 に 向 け た状態で出土 し 、 轡金具 は北西 に 接 し て 出土 し だ 。 お そ

ら く 頭部の み を 切断 し て 周溝内へ入 れ ら れ た も ので、 轡金具は腐食の進行過程で離脱 し た も の

と 思 わ れ る 。 馬歯 に つ い て は付論 「塚原古墳群出土の 馬歯」 で詳 し く 述べ ら れ て い る 。
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丸山27号墳

形態 と 規模 ( 第108図 )

。 !

υ l 

第1 07図 丸山26号墳 L =31 .5001 。

。 |

B -ーー +

B υ l 

丸山26号墳東側 に 接す る 円墳で あ る 。 北西側 に陸橋部 を も ち 、 幅 1 . 8 01 を 測 る 。 現況での規

模は南北外径14. 301 、 東西外径14. 701 で北側周溝がやや張 り 出 し て い る 。 周溝は C - D 断面南側

で は幅14. 6 01 、 深 さ 11 . 8 01 で 外壁は 内壁に比べて 急 に掘 り 込 ま れて い る 。 A - B 断面 で は 、 西

側で幅14. 4 01 、 深 さ 0 .86 01 、 東側 幅14. 4 01 、 深 さ 0. 801 で、 断面形 は い ず れ も 逆梯形 を 呈す る 。
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A 

部体主

中央部は上層 か ら の撹乱 が激 し く 主体部の位置さ え 明 ら か に 出 来 な か っ た 。 凝灰岩片 の散乱

か ろ う じ て 残存 し た 土墳の壁部 か ら 第 108図 に示 し た と う り 位置 お よ び規模 を 復原 し た 。状況、

遺物 出土状況

周溝内堆積土 は 3 層 か ら な る 。 上部 よ り l 層 は黒色土 、

土の瓦層 と な る 。
東側周溝 2 層上面 よ り 、 馬歯 お よ び鮫具 が出土 した 。 陸橋部東側で は l 層 上面 か ら 下部 に か

け て 須恵器警の破片 が大量 に 出土 し た 。

3 層 は 黄褐色粘質2 層 は 黄褐色土 、

丸山28号墳

形態 と 規模 ( 第109図 )

ほ ぽ正円形の周溝で、区画 さ れ 、 西側 に 巾約 2. 5m の 陸橋部 を 有す る 。 主体部 は 中央部 に 1 基

「Dヮ“唱EE企



検出 し た が、 削平 ・ 撹乱 が著 し く 、 土壌の み を確認で き た 。

周溝幅は部位 に よ り 一定せず、 陸橋部北側で は 、 最大で幅約 1 . 9 m を 測 り 、 溝底 は フ ラ ッ ト

な 面 を 残 し 、 断面形 は逆梯形 を 呈す る 。 他の部位で は断面形 は V 字状 を 呈 し 、 陸橋部の 南側で
は 幅 ・ 深 さ と も 極端に減 じ て い る 。 遺物は陸橋部の北側 に集 中 し て 出土 し た が、 す べ て 溝底 か

ら 80- 110cm上部の黒色土 中 に 出土 し た も の で あ る 。
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第1 09図 丸山28号線 O 5m 

主 体 部

主体部 は 円形の周溝 に よ っ て 区画 さ れ た部分の ほ ぼ中央に位置 し 、 墓壌の長径2 .27m 、 短径1 .35
m の長方形で、 残存す る 深 さ は 、 約0 . 3m で あ る 。 石 材等の遺存 は な い が、 土壌内堆積土 の 中 に

多量の凝灰岩片 が混入 し て い た こ と か ら 、 墓接 ぎ り ぎ り の 現模に構築 さ れ た 組合せ式石棺の 可
能性 が強 い 。

丸山29号墳 ( 第1 10図 )

丸山28号墳の 西側 に 位置す る 。 南北外径 9. 8m 、 東西外径 9. 8m を 測 る 。 周溝は ほ ぼ円 形 に

め ぐ り 陸橋部 は北東部 に も ち 、 幅 は 1. 4 m で あ る 。 中央部 に 主体部土墳 を 検出 し た が撹乱が著

P0
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し く 詳細 は 明 ら か に 出来 な か っ た 。 土壌内の撹乱土中 に凝灰岩の細片 が多 量 に 混入 し て い た こ
と か ら 、 主体部 は凝灰岩板石 を 用 い た 箱式石棺で あ っ た と 思 わ れ る 。 な お主体部 ・ 周 溝 と も 出
土遺物は皆無で、 あ っ た 。 。 |

A 

日

A υ | L = 32 .00m 
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第1 1 0図 丸山29号境 。

丸山31 号墳

形態 と 規模 ( 図版47上)

。 |

Bυ | 

5m 

調査区では最南端 に 位置す る 円墳で あ る 。 南西部 に 陸橋部 を も ち 、 南側周 溝は削平 さ れ て い

る が、 復原 す る と 、 直径 8 - 9 m 前後 に な る 。

主 体 部

主体部 は 中央部 に 1 ケ 所設 け ら れ て い る 。 上層 か ら 撹乱 さ れ 、 土墳 と 桔材の一部 を 残す の み

で あ る 。 土壌の 規模 は 、 長 軸 2. 6m 、 短軸 1. 6m 、 深 さ 45 cm を 測 っ て 、 土壌内 に は 南側短側石 、

西側側石の一部 が原住置の ま ま 残 っ て い る 。 お そ ら く 凝灰岩 を 用 い た 箱式石棺で あ っ た 可能性

が強 し 迎 。

ま た 陸橋部北側周溝 に は 多量の凝灰岩 が出土 し た 。 こ れ ら の う ち に は 明 ら か に 面取 り さ れ た

板石 も み ら れ る 。

ウ49H

 



丸山32号墳 ( 図版46)

形態 と 規模

北東側 に 陸橋部 を も っ 。 西~南側 は 、 道路敷地外で未調査。 溝巾 約 1 . 6 m 。 推定復原直径約18

m を 測 る 。

遺物 出土状況

周溝内 か ら は須恵器が多量 に 出土 し た 。 出土地点、は陸橋部北側 に 限 ら れ 、 し か も 溝底 よ り 50

-80cm上部の黒色 中 に 限 ら れ 、 あ た か も 廃棄 さ れ た ご と く 散乱 し 、 復元 が出来 な い破片 が無数

に あ る 。 こ れ ら の う ち 、 23点 につ い て 図示 し た 。 こ れ ら の う ち 、 問 ・ 636 ・ 637 ・ 聞 は下層 ( 2 層 )

の 黄褐色中 よ り 出土 し 、 他はすべて上層の黒色土 ( 1 層 ) よ り 出土 し た 。 ま た622の度袋型土器

も 上層 出土で あ る 。

丸山33号墳 ( 図版47下)

南西部の周溝の み 調査。 北側 は 、 道路敷地外で未調査。 推定復原直径約11 m を 測 る 。 周溝の

巾 は部位 に よ っ て 異 な る が、 北側で 1. 4m 、 南で 1 . 2 m を 測 っ た 。 断面形 は逆梯形 を 呈 し 、 底

面 は平担で あ る 。 出土遺物は皆無で あ っ た 。

丸 山34号墳

形態 と 規模 ( 第11 1 図 )

西南側 に 陸橋部 を も っ 。 周溝平面形 は 、 やや い びつ な 楕円形 を な す 。長軸中心線で外径11 . 50

m 、 短軸中心線で外径 11 .15 m 、 溝巾 0. 4m - 1. 1 m 、 深 さ 30cm を 測 る 。 北側 に 東西 に溝があ

る が、 溝深は浅 く 、 ま と ま っ た形 を と ら な い 。 し か も 溝巾 の堆積土 が耕作土で あ る の で、 近世

の捜乱溝と 思 わ れ る 。
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第1 1 1 図 丸 山 34 号 境
。

主体部 ( 第 1 12図 )

王信一

5m 

隅丸方形の土壌 に 、 提灰岩の石棺 を 配置す る 。 土壌は長軸3 .45 m 、 短軸2 .90 m を 測 る 。 石桔

は 、 凝灰岩 を 加工 し た 板石で、 側壁に は長短 2 石 を 、 小 口 壁 に は各 1 石 を 組み合 わ せ る 。 小 口

壁お よ び、 側壁の 東側 の 長 い 板石 は 、 土壌の床面 に深 さ 約20cmの 溝 を 掘 り 下 げ、 固定 さ せ て い

る 。 た だ し 、 西側 の側壁の短い 2 石 につ い て は、 そ の よ う な 配慮 は み ら れ な い 。 さ て 、 こ の よ

う に 固定 し た 石棺は 、 さ ら に 安定 さ せ る た め 、 石棺 を 土墳 と の聞 に 厚 さ 30cm-40cm に 黒色土 を

押 し つ め 、 そ の 上 に凝灰岩 の平石 を 配置 し た 部分的 に粘土 が残 っ て い る 。 石棺の 上半 は 欠失 し

て い る が、 西側 の小 口 壁 に は 、 小 さ な 窓 があ け ら れ て お り 、 そ の 下端部の み が残口 て い る 。 窓

は四辺形 を な す と 思 わ れ る 。 下辺50cm を 測 る 。 こ の小口壁の 外側 に は 、 ち ょ う ど窓 と 閉 じ 高 さ

に 、 長辺45cm 、 短辺30cmの平石 があ り 、 あ た か も 窓 (横口部) に対す る 敷石 の 感 が あ る 。 石棺

の床面 は 、 何の設施 も な い 。 各壁石の内面 と 窓 (横口部) の下端面 お よ び そ の 外の敷石 の上面

に は赤色顔料の付着 がみ ら れ る 。

遺物の 出土状態 ( 第1 13図 )

陸橋部の 南周溝よ り 、 土師器 ・ 須恵器 が出土 し た 。 い ずれ も 床面 よ り 15cm-30cm上 に あ り 、

同 じ レ ベ ル に 、 石棺材 と み ら れ る 凝灰岩の破片 がみ ら れ る の は留意す べ き 事実で あ る 。
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丸山35号墳
第1 1 2 図 丸山34号墳主体部

南北の周溝の 一部 が現存す る 。 北側溝は長 さ 約 3 m 、 南側溝 も 長 さ 3 m 。 推定復原直径約8. 8

m の やや南側 に通 し て 四辺形の土療 を も つ が、 底部の み し か残 っ て い な い 。

丸尾 5 号墳

形態 と 規模 ( 第1 14図 )

調査区北側の緩傾斜面 に位置す る 。 か な り 大型の 円墳で 、 長軸線上の 外径22. 5 m 、 内径18. 5

m 、 短軸線上の外径22. 5 m 、 内笹18m を 測 る 。 周溝の 幅 は 1 . 6- 4 m と か な り の差異 がみ ら れ

る が、 削平 ・ 肩部の 崩壊等 がみ ら れ る の で、 本来的 な 数値 を 示 し て い る も の で は な い 。 周溝の

断面形 は V 字形 に近 い 逆梯形 を 呈 し 、 南側 は遺存 がよ く 1 . 5m 前後 を 測 る が、 北側 は削平 がす

す み 、O. 8 cm- }  m 、 最 も 浅い 陸橋の左側 は40cm を 測 る に す ぎ な い 。

西北方 に 陸橋部 を 有す る が、 そ の幅はせ ま く 、 1 m 強で あ る 。 主体部 は ほ ぼ中央 に位置 し 、

そ の主軸 と 陸橋部 は直交す る 。
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第1 1 4図 丸尾 5 ・ 6 号墳

。 5 10日1

主体部 ( 第1 15図 )

安山岩 の組合せ式石棺で、 棺材の組み方、 喋床、 粘土被覆等丁重 な っ く り で あ る 。

長径 3. 9 m 、 短径 2. 2 m 前後の 隅丸長方形の土墳 を 穿 ち 、 そ の 中 に 石 材 を 組め る 掘 り 方 が掘

り 込 ま れ て い る 。 土壌は約60cm前後であ る が、 掘 り 方 は そ れ か ら さ ら に 浅 い も の で、15cm 、 深 い

も の は約40cm程掘 り 込 ま れ て い る 。 こ の掘 り 方 に 石 材 を 納 め 、 土壌 と 石材の 間 隙 に 土 お よ び粘

土 を 約15-20cm満 た し て い る 。 側石 ・ 端石 と も 二重 に組 ま れ 、 ひ じ よ う に 丁寧で、 あ る 。 土壊 と

石材の 聞 に 土 を 満 た し 、 ー お そ ら く こ の時、組み込ん だ石材の内側 、 す な わ ち 床面 に も 土 を 満 た

し 、 石材の安定 を 計 っ た と 考 え ら れ る 一石 材 を 一応安定 さ せ た の ち 、 棺の周辺 に 離 を 置 き 並べ

て い る 。 さ ら に そ の 上 を 白色粘土で被覆 し な が ら 棺の上端 ま で お よ ん で い る 。 粘土 の範囲 は長

径 3 m 、 短径 1 . 3 m に お よ び、 厚 さ 15cm か ら 25cm に も お よ ぶ。 こ う し て、 棺の 上端 と 、 そ の 周囲 の

上面の レ ベ ル を ほ ぼ同 じ に 整 え た う え で 、 約10枚の板石 を 天井 と し て 架 し て い る 。 こ の天井石

の 聞 に も 白色粘土 で 目 ば り を 施 し て い る 。 以前土地所有者 が棺の 上面 ま で露出 さ せ 、 た た り を

恐れて埋め も ど し た と い う こ と か ら 、 本来天井の 上 に も か な り の粘土被覆 が あ っ た も の と 考 え

唱E4つd-Eム
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第1 1 5図 丸尾 5 号墳主体部
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ら れ る 。 床面 は 、 土壌の底面 か ら 17-18cm土 を埋め た の ち 、 砂利 を も っ て 一面 に敷 き つ め 、 喋

床で あ る 。 礁の 厚 さ は 4 - 5 cmで、 あ る 。 こ の床面での石棺の 内法 は 、 長 さ 1 .87 m 、 幅35cm前後

を 測 り 、 天井石下面面 ま で35-39cm を 測 る 。 磯床及 び棺材の内面 は全面 に 赤色顔料 が塗布 さ れ

て い た 。

遺物 出土状態 ( 図版48 ・ 第116-119図 )

石棺内 か ら 人骨 2 体、 鉄剣 l 、 縦櫛 1 を 出土 し た 。

人骨は熟年男性 が南頭位で、 壮年女性 が北頭位 を と り 、 骨盤 を 相接 し て 埋葬 さ れ て い た 。 人

骨の詳 し い 状態 ・ 所見 は付論 ( 丸尾 5 号墳出土の人骨の埋葬 につ い て ) を 参照 さ れ た い 。 男性

骨の左肩 か ら 腕 に か け て 、 鉄剣 l 、 女性骨の頭位付近 に漆塗の縦櫛 1 が副葬 さ れ て い た 。 人 骨

は腐触が進 ん で、 い た が、 骨の乱 れ は な く 、 両人骨の 聞 に は土砂の堆積 も み ら れ な い と こ ろ か ら 、

両人骨は 同時埋葬の 可能性 が強 い が、 時間差があ っ て も 僅少で あ ろ う 。

勺 oJ!!f
。 2m 

第1 1 6図 丸尾 5 号墳周溝遺物出土状況 ( 1 )
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第1 1 7図 丸尾 5 号墳周溝遺物出土状況 (2)
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P 15 

丸尾 5 号場周溝遺物出土状況 (3)第1 1 8図

周 溝内 か ら は ほ ぼ全域 か ら 土師器が出土 し た 。 周溝内 に 堆積す る 土層 は 3 層 に 区分で き 第 l

層 は黒色土 、 第 2 層 は 黄褐色土 、 第 3 層 は軟質黄褐色粘質土で あ る 。 陸橋部の す ぐ 右側 か ら 出

土 し た ー詳の土師器 は第 1 層 か ら の 出土で、 j誇底 か ら 約 1 . 5 m 程浮 い て い る が、 他 は す べて 第

こ れ ら の 第 2 層 中 の土器 も 溝底 か ら は50-80cm程浮 い て い る 。

こ れ ら の土

2 層 か ら の 出土 で あ る 。

以上の土師器 を 器形 ご と の数量は、 査 8 、 費 1 、 小型丸底査 7 、 高郎 7 で あ る 。

器 は 、 一様 に 2 - 3 個体の ま と ま り を も っ て 出土 し て い る 。
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第1 1 9図 丸尾 5 号境周溝遺物

出土状況 (4 )

丸尾 6 号墳

丸尾 5 号墳の北側 に住置 し 、 大部分は調査区域外 に ま た がっ て お り 、 検出 し た の は約 t 程度

で、 陸橋部 ・ 主体部等 は調査区域外に あ る 。

検出 し た周溝は、 幅80cm 、 濃 さ 30cm前後で、 断面形 は U 字形 に 近 い 逆梯形 を 呈 す る 。 全体の

規模は不明で あ る が、 検出 し た部分 か ら 復原す る と 、 直径13m 前後の 円墳 と な る 。

周溝内 か ら 土器 を 出土 し た が、 すべて土師器で、 須恵器は含 ま れて い な い 。 周溝内 に 堆積す
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る 土層 は上下 2 層 に 区分で き 、 土器はすべて上層 か ら 出土 し た 。 ( 第 120図 )
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第1 20図 丸尾 6号墳周溝遺物出土状況

丸尾 7 号墳

形態 と 規模 ( 第 121図 )

調査区域 と 区域外に ま た が り 、 約f を検出 し た 。

傾斜地 に あ り 、 北方で は周 溝の幅 ・ 深 さ と も 小 さ く な っ て い る 。 周溝の幅 1 . 1 - 2. 3 m 、 深

さ 1 - 1 . 2 m を 測 る 。 断面形 は V 字形 に近い逆梯形 を 呈す る 。 短軸線上での 外径21 . 4 m 、 内径

17. 7 m を 測 る 。 検出 し た部分 に は陸橋部は な い 。 長軸線 を 延長 し た 調査区域外 に あ る と 考 え ら

れ る 。
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第1 21 図 丸尾 7 号墳 ・ 25 ・ 26号方形周溝墓

主体部 ( 第122図 ・ 図版51 )

撹乱 ・ 削平 がす す み 、 遺存状態は良 く な い。

削平 に よ り 全体 は 不 明 で あ る が、 残存部 か ら 想定 し て 、 長径 3. 8 m 、 短径2 .95 m 前後 の 隅丸

長方形の土壌 に組み込 ま れ た小形竪穴式石室で あ る 。 土壌の 深 さ は50cm前後で、 石室床面 は さ

ら に 2 - 3 cm掘 り 込 ま れ て い る 。 石材は一部分 し か遺存 し な い が、 こ の掘 り 込み の 大 き さ か ら

石室の平面形 を 知 る こ と がで き る 。 こ れ に よ る と 、 長 さ 1 .83m 、 幅 は 南東方向 がやや広 く 78側、

北西方向 は65cm前後 と 考 え ら れ る 。 こ の掘 り 込み面 に合 わ せ て 、 安山岩の板石 を 小口積み に し

て 竪穴式石室が築 か れ て い る が、 石材の ほ と ん ど は抜 き 去 ら れ、 わ ず か に 南西の短辺 と 北京の

一部 を 残す に す ぎ な い 。 残存部で も 2 - 5 段の壁を残す の み で あ る 。 床面 に は特別 な施設 は な

く 、 地山 の 黄褐色粘質土で形成 さ れて い る 。 石材の石室内面 に 面 す る 小 口 部 に は赤色顔料の塗

布 がみ ら れ る 。
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今 回 調査 し た 101 基 の 古墳 の う ち 、 こ の 種の 石 室 を 内部主体 と す る の は こ の 丸尾 7 号墳りみ

で あ る 。 全体 が遺存 せ ず 、 鹿本郡鹿本町 朱塚古墳 の 例 の よ う に 、 小 型 の 竪穴 系 横 口 式 石 室 の

例 も あ る の で 、 竪穴式石室 と は 断定 は で き な い が、 そ の 可能性 が強 い と 考 え る 。

遺物 出土状況

周 溝の ほ ぼ全体 か ら 散発的 に 土 器 が出 土 し た 。 す べ て 土 師 器で 、 須 恵器 は 含 ま れ な い 。

周 溝内 の堆積土 は 上下 2 層 に 区分で き る 。 上層 は黒色土 で 、 下 層 は 黄 褐色土 で あ る 。 こ れ ら

nHd

 

qδ

 



の 土器は下層 の 黄褐色土中 か ら 出土 し た が、 溝底 に密着 し た状態で は な い 。

丸尾 8 号墳 ( 第45図 )

農道 に よ っ て 削平 さ れ 、 全体の約 ÷ を 残す にす ぎず、 陸橋部 ・ 主体部 が失 な わ れ、 周溝の一

部 を 検出 し た に と ど ま る 。

周溝は幅90cm- 1 . 5 m 、 深 さ 60-90cm を 測 る 。 断面形 は逆梯形 を 呈す る 。 遺存す る 周溝か ら

直径 を 復原す る と 、 約20m 前後 と な る 。

遺物出土状況 ( 第123図 )

周溝の ほ ぼ全域か ら 喋 ・ 土器 を 出土 し た が、 散発的で、 量は 多 く な い 。 土器は土師器の みで、

須恵器 を 含 ま な い 。

A 

J』11\
。 2m 

第1 23図 丸尾 8 号墳周溝遺物出土状況

周溝内 に堆積す る 土層 は上下 2 層 に 区分で き る 。 上層 は黒色土で、 下層 は 黄褐色土で あ る 。

喋 ・ 土器 は下層 の 黄褐色土 か ら の 出土 で あ る が、 溝底 に密着せず、 い く ぶん浮い て い る 。 礁は

砂岩 質で、 角の磨滅 し た所謂河原石で あ る 。 他でみ ら れ る 縄文期の集石遺構で は な く 、 周溝内

の土器 と 同 ビ 状態で出土 し た 。
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丸尾 9 号墳 ( 第 5 図 )

調査区の 最北端 に 周 溝の一部の み が検出 さ れ た 。 主体部等は遺存 し な い 。

検出 し た 周溝は約13 m に お よ び、 孤状 を呈す る 。 幅 は 1 . 4 m 前後で あ る 。

こ の周溝は、 プ ラ ン を確認 し た の み で、 堆積土 の発掘 は 行 っ て い な い の で 、 遺物 に つ い て は

不 明 で あ る 。

く ぬ ぎ塚古墳

形態 と 規模 ( 第124図)

調査前南北10 m 、 東西15 m 、 高 さ 3 m の 封土 を残 し て い た が、 墳頂 よ り 方射状に 設定 し た ト

レ ン チ に 、 周溝 ・ 陸橋部 を 検出 し 、 復原外径36 m の 大型の円墳で あ る こ と が確 か め ら れ た 。 封

土 は 主体部の 周辺で大 き く 失 わ れ、 北東部 は宅地 と な り 削平 さ れ て い る 。 西半分は道路敷地外

で未調査で あ る 。 陸橋部 は西北側 に位置 し 、 主体部の ほ ぼ長軸主軸線の延長上 あ る 。

墳丘お よ び周 溝 ( 第 125図 )

墳丘一周溝 を 接続す る ト レ ン チ は A - B 、 C - D 、 E - F を 設定 し た が、 こ の う ち A - B と

C - D と を 図示 し た 。 A - B で は 、 主体部の短軸中心線 を 延長 し た も の で、 主体部の西側壁か

ら 南西へ 17 .18m の地点 に 周溝外壁 を検出 し た 。 周溝巾 は 5. 2 m 、 現地表土 か ら の 深 さ は 2. 7

m を 測 っ た 。 周溝は 、 溝外壁の 傾斜が一方 に 比 し て 急で あ る 。 周溝内 の 土層堆積は 9 層 か ら な

り 、 そ れ そ*れ20-30 m の瓦層 を な す 。 上部 よ り 1 - 9 層 と し た 。 l は表土 ( 耕作土 ) で、 遺物

は 7 の 暗褐色土層 に 出土 し 、 人頭大程度の凝灰岩や無数の細片 が混入す る 。 8 も 遺物 を 含 む 。

9 は無遺物層 で あ る 。 C ー D 断面の周溝も A - B 同様の堆積状況 を 示 し 、 1 - 9 層 か ら な る 。

7 ・ 8 層 に は土師器、 碇灰岩片 を 含み 、 9 は無遺物層 で あ る 。 溝外壁の段 は 、 欠 落 し た も の と

推定 さ れ る 。 周 溝 と 墳丘の 聞 の 削平部で は 、 2 - 3 層 か ら な り 、 1 は表土 ( 耕作土 ) 4 は黒色

土で あ る 。 封土 は10-15cmのE層 を な し 、 l の表土以下は色調の ち がい か ら A ー C の 3 分で き 、

そ れ ぞれ 2 - 6 に細分で き る 。 封土最下層 の弘下面 は 4 に 接 し 、 し た がっ て 4 の 黒色土層 は 古

墳築造時の 表土層 で あ る 。

主体部 は 、 封土下面 よ り 94cm 、 長側辺西側石材は 、 封土下面 よ り 18cm浮 い て い る 。 弘 ・ 弘の

暗褐色粘質土層 と 、 Gの 黄褐色粘土層 は か た く し ま っ て い て 、 上部の各層 と 明 ら か に異 っ て い

る 。Bz. 弘は、や わ ら か い 黒褐色土層 で、 凝灰岩の チ ッ プ を 多 量 に 含 ん で、 い る 。 A -ん に は凝灰岩

チ ッ プは皆無で あ っ た 。 し た がっ て 、 主体部の構築 は弘-B4 を 盛 り 上 げ た 前後 か ら 開始 さ れ�

~九 を 境 に盛土 の傾斜が異 な っ て い る こ と か ら �の段階で は主体部の被覆 は 、 ほ ぽ完成 し た も

の と 思 わ れ る 。
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主体部 ( 第126 )

主体部 は 円墳の ほ ぼ中央部 に位置 し 、 北側短側辺 と 東側長側辺 は す で に 失 な わ れて い た 。

主体部は 、 凝灰岩 の板石 を 長方形 に組み 合わ せ 、 さ ら に 上部 を 小口積み に し て い る 。 現位置

を と ど め る 立石 は長側辺の西側 の み で あ る が、 短側辺の南側の立石 は現位置の ま ま 内側へ倒 れ

て い た こ と か ら 、 お お ま か な プ ラ ン が推定で き る 。 こ れ に よ る と 内法 は 巾 1 . 6m 、 長 さ 3 m 以

上で、 お そ ら く 横穴式石室の玄室部分 と 思 わ れ る 。 床面 は 旧地表 よ り 94cmの地点で確認 し た 。

\、

2m 

第1 26図 く ぬぎ塚古墳主体部

先 に述べ た よ う に 、 主体部 は封土 中 に 築かれ て い る た め 、 封土 を 完全 に失 な っ た 丸山 6 号墳

な ど も く ぬ ぎ塚 タ イ プの石室 を も つ も の で あ っ た 可能性 が強 い 。

遺物出土状況

主体部 か ら の遺物の出土 は皆無で、 あ っ た 。 周溝内 か ら 土師器が出土 し 、 第 7 ・ 8 層 に の み 限

ら れ 、 主 に 8 層 に集 中 し て い る 。 いずれ も 墳丘側 か ら 転落 し た状態で出土 し た 。
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琵琶塚古墳

形態お よ び規模 ( 第127図 )

い わ ゆ る 「柄鏡式」 の 前方後円墳 と さ れ、 花見塚古墳 と と も に 、 古墳群の 中心 を な す 古墳 と
し て 位置づ け ら れて い る 。 現存す る 墳正は周囲 か ら 著 し く 削 ら れ て 変形 し 、 わ ず か に 前方部に
わ ず か な 突出 が残 っ て い て 琵琶の形 に似 る こ と か ら こ の 名 がつ け ら れ た 。 墳丘の 全長28 m 、 後
円部径17 m 、 後円部高 さ 約 4. 4 m 、 前方部の 巾 2 m を 残 し て い る 。

調査は前方部 ・ 後円部の東側 に 限 ら れ 、 こ の部分 に後円部の周 溝の一部 を 検出 し た 。 周溝は
巾8 .20 m - 9. 0m 、 深 さ は表土 よ り 2. 2- 2. 5m を 計 る 。 し た がっ て 本古墳 を 復原す る と 後円
部の径約47 m 、 高 さ 約 5 m の 規模 を 有 し て い た も の と 思 わ れ る が、 全長 に つ い て は 不 明 。

主 体 部

後円部 は周囲 が削 ら れ て い る が、 封土の 中央部分 は比較的 旧状 を 保 っ て い る の で 、 主体部 は

お そ ら く 完全 に 近 い形で残存 し て い る も の と 推定 さ れ る 。 な お封土 中 に凝灰岩の 大小破片 が見

ら れ る の で 、 主体部の石材 に は磁灰岩 が使用 さ れ て い る の で あ ろ う 。

周 溝の形態 と 遺物 出 土状況 ( 第 128図 )

周溝は全長34. 6 m 検出 し 、 後円部の お よ そ 士 に あ た る 。 溝巾 は A - B 断面で;'7 .80 m 、 C - D

断面で 8. 0 m 、 溝深 さ は A - B で地表 か ら 1 . 9m .  C - D 聞で1 . 6mを 測 っ た 。 周溝外壁は一方 に

対 し て 鋭角 に掘削 さ れ る が、 全体的 に は深 さ に比べ溝巾 が非常 に 広 い 。 こ れ は 方形周溝墓、 あ

る い は く ぬ ぎ塚 ・ 丸山 6 号墳 な どの大型円墳 がV字状に掘削 さ れ る の と 大・ き く 異 な る 点で注 目

さ れ る 。

周溝内の堆積土 は15cm-75cmの互層 と な り 、 表土以下 6 層 を確認で き た 。 l は 表土 ( 耕作土 )

2 は黒色土層 で最 も 厚 く 須恵器、 土師器の細片 を 含 ん で い る 。 3 は 黄褐色土層 で無遺物層 で あ

る 。 4 は暗褐色土層 で遺物 は 含 ま な い 。 5 は 4 に類似す る 暗褐色の砂質層 で下部 は粘質。 6 は

赤褐色の粘性の あ る 砂質 層 で 、 周溝掘削後 ま も な く し て 堆積 し た も の で あ る 。 遺物 は 5 層 に集

中 し 、 351 は警でR の 5 層 よ り 出土 し 、 口縁は上、 底部は 6 層上面 に接 し て い た 。 352 は彩色の あ

る 朝顔形埴輪で、 い ず れ も 5 層 中 の 出土。 351 は周溝内へ置 か れ た も の か 、 墳丘 よ り 流れ込ん だ

も の で あ ろ う 。

周溝は北側 に 移行す る に つ れ深 く な り 、 逆 に 南の く びれ部へ移行す る に つ れ し だ い に 深 く な

る 。

Fhd
 
A守



、\

\ 、、

S TA 180+60 

10 20 30m 

第1 27図 琵琶塚古墳
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第 4 節 石棺 ・ 石蓋土壌及 び竪穴の調査

方形周溝墓、 小円墳群等の 聞 を 縫 う よ う に し て 、 大小18の石桔 と 石蓋土 嬢 l 基竪穴 を 検 出

し た 。 こ れ ら の石棺の 多 く は 、 耕作 に よ っ て 上部 を削平 さ れ 、 あ る い は盗掘 に よ っ て 破損 し 、

石 材は 抜 き 取 ら れ築造時の姿 を 明 ら か に し 得 な い も の も 少 な く な か っ た 。

こ こ で い う 石棺 と は 、 一応周溝等外部施設 を 伴 な わ な い も の を と り 扱か っ て い る 。 各号の呼

び方 は調査区の 南端 に位置す る も の よ り l 号 . 2 号の順に数 え た 。

第 1 号石棺 ( 第 129 図 )

琵琶塚古墳の 南東部、 丸山23 ・ 24 ・ 25 ・ 27号墳 と に 固 ま れ、 す な わ ち 調査区南端 に位置す る

石棺で あ る 。 上部 か ら か な り 削平 さ れて わずかの石材 と 、 基底の一部 を 残 し て い た に す ぎ な い 。

ぎ な い 。

墓墳の 規模 は 、 掘 り 込み の現在部上端で長 さ 203cm， 同 巾 116叩， 下端部で長 通 183cm， 同

巾 102cmで長方形 を 呈す る 。 主軸方位 は 、 N- 88L- Wで、 ほ ぼ東西で あ る 。 掘 り 込み の 深 さ は 、

現在部で最大18cmで あ っ た 。 墓墳の 南側長辺 に そ っ て 、 加工面 を 残す石棺材が残 っ て い て 、 墓

墳の 壁画 と 床面 に密着 し て い た 。 こ う し た こ と か ら 、 l 号石棺は凝灰岩の切石 を 箱式 に組合 わ

せ た も の で、 お そ ら く 墓嬢 ぎ り ぎ り に 作 ら れた小規模 な も の で あ っ た こ と が推察 さ れ る 。 墓嬢

の掘 り 込み は か な り 整然 と し 、 床面 も 一応に水平 な 面 を 保 っ て い た 。 副葬品 は ま っ た く 検出で

き な か っ た 。

第 2 号石棺 ( 第 129図 )

丸山 2 号墳の北 5 m 、 35号方形周溝墓の 陸橋部西側 に位置 し 、 第 3 ・ 4 号石 棺 と と も に 3 基
の小 グ ル ー プ を 形成 し て い る 。

第 l 号石橋同様、 か な り 破損 し て い た が、 側壁部 ・ 木口部の石 材の基底部 がほ ぼ現位置の ま

ま 残存 し て い た 。 墓域の 規模は 、 掘 り 込み の確認で き る 地山 面 の 上端で長 さ 210側 、 同 巾 103

cm 、 下端で長 さ 195cm 、 同 巾65cm 、 床面 ま での 深 さ は14cmで、 あ っ た 。 長 軸線方位 は 、 N- 83�

Wで、 ほ ぽ東西 を 示す 。 墓墳の 南側側壁部 と 西側木口部の 2 カ 所 に 、 加工面 を 残す 石 材 が残存

し て い た 。 木 口部の石 材は ほ ぼ現住置の ま ま 外側へ倒れて い た が、 側壁部 の 石 材 の 底面 は 墓墳

の 壁面 に密着 し て い た 。 側石 を埋め 込ん だ掘 り こ み を 確認 し た 。 石棺内面 の 規模は 墓墳の床面

プ ラ ン と ほ ぼ一致 し て い る 。 第 l 号石棺 と 同様、 小規模 な 凝灰岩製の 箱式石棺で あ る 。

墓壌 は長軸 に そ っ て 西 に 深 く 、 短軸 に そ っ て 南 に浅い が、 床面 は 整然 と し て 水平 な 面 を 保 っ

て い る 。 墓墳の 東側 に ガ ラ ス 小玉 175個 を検出 し 、 多 く は 床 よ り か な り 上 部 よ り 出 土 し た が、

こ の う ち 5 個 の み長軸 に そ っ た北西部床面 に密着 し て 出土 し た 。

第 3 号石棺 ( 第 129図 )

第 2 号石棺の 西 4 m 、 第36号方形周溝墓陸橋部の正面 に位置す る 。 西側木 口 部 に凝灰岩の石

司taaτ
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第1 29図 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 号石棺

材残欠 を 残す の み で あ っ た が、 墓墳は わ ずか に ふ く ら み の あ る 長方形 を 呈 し 、 床面 も ほ ぼ水平

な 面 を 保 っ て い た 。 現況での掘 り 込み上端部長 さ 170cm 、 同 巾 1 17cm 、 長軸 中心線の方位 は N

-83� Wを 示 し 、 第 2 号石棺 と 同様ほぽ東西で あ っ た 。 床面 の 西側木 口 部付近 に集 中 し て 勾玉

l 個 と ガ ラ ス 玉68個 を 検出 し た が、 す べて 墓撲の埋土 中 よ り 出土 し た も の で あ る が、 し か し 出

土地点 が西側 に 限 ら れ て い る こ と か ら 、 埋葬頭位 は ほ ぼ推察で き る 。
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第4 号石棺 ( 第 129図 )

第 3 号石棺の西 4. 5 m に位置す る 。 やは り 凝灰岩製の箱式石棺で あ る 。 第 2 ・ 3 号石棺同様

整然 と し た 長方形の 墓墳 を 有す る 。 墓壊 自体の残 り は 良 い 。 現況での 掘 り 込み 上端部長 さ 235

cm 、 同 巾 116cm 、 床面 の 長 さ 190cm、 同 巾 105cm、 床面 の 中心部での 深 さ 30cmで、 あ っ た 。 北側

側壁に石 材 を 残 し 、 外側 に こ れ ら の一部 が散乱 し て い た 。 側石 も 基底部 を 残す の み で あ る が、

墓嬢面 に密着 し て 、 2 な い し 3 枚の板石 を 組み 合 わ せ た こ と が う か がえ る 。 南側側 壁 と 東西木

口部 に か け て 、 石 材 を 埋め 込ん だ 明 瞭 な 掘 り 込み が見 ら れ た 。 床面 は ほ ぼ水平面 を 保 っ て い る 。

な お、 長軸線の方位 は N 一70� Wで あ ーっ た 。

第 5 号石棺 ( 第 130図 )

丸山17号墳 と 丸山19号墳 と の わ ず か な 間隙 に位置 し 、 第 6 号石棺 と l グル ー プ を 形成 し て い

る 。

墓績 は 整然 と し た長方形 を 呈す る 。 現況での掘 り 込み上端部長 さ 193cm、 床面 の 長 さ 170cm 、

同 巾九cm 、 床面 ま での 深 さ 15cmで、 あ る 。 南東部の小口部 に は加工面 を 残す 板石 があ り 、 の み が

床面 に密着 し て い た 。 両側壁 と 北西部小口部 に は 、 掘 り 込み は検出 で き な か っ た が、 埋土 中 に

は 多 量の凝灰岩の細片 を 含ん で、 い て 、 細片 に は赤色顔料 が塗布 さ れ た も の を 認め る こ と がで き

た 。 床面 は わ ず か に 南東部側 に 深い がほ ぼ水平面 を保 っ て い る 。 な お石棺の長軸中心線の方位

は N-33� Wで あ っ た 。 副葬品 は ま っ た く 検出で き な か っ た 。

第 6 号石棺 ( 第 130図 )

第 5 号石棺の 西 3 m の 地点 に位置す る 。 凝灰岩製の箱式石棺で あ る 。 墓壌は 、 現況で掘 り 込

み の 上端部長 さ 185cm 、 同 巾 104cm 、 床面長 さ 156cm、 同 巾72cm、 床面 ま での 深 さ 15cmで あ っ

た 。 長軸中心線の方位 は N-53� Wで、 第 5 号石棺 と ほ ぼ一致す る 。 北側側壁中央部 に 基底部

を の み の加工面 を 残す石棺材の一部 があ る 。 床面 は 中央部 がわず か に 深 く な り 、 石 材 を 埋め 込

む た め の掘 り 込み は認め ら れ な か っ た 。 と く に 墓擁壁面 は北側 に 比べ南側 は ゆ る や か に立 ち 上

る 。 副葬品 は ま っ た く 検出 で き な か っ た 。

第 7 号石棺 ( 第 130図 )

丸山11号墳の北 2. 8 m に位置 し 、 第 8 号石棺 と と も に l グル ー プ を 形成 し 、 い ず れ も 蓋 を 欠

失 し て い る が遺存状態は 良好で あ る 。

墓墳 は現況で掘 り 込み の上端部長 さ 226cm 、 同 巾 105cm、 床面 での長 さ 198cm 、 同 巾九cmで、

床面 ま での 深 さ 32cmで あ る 。 石棺内床面 は長 さ 176cm、 同 巾37-45cmで、 床面 は 墓撲の 床面 と

一致 し 、 喋等の 内部被覆は施 さ れて い な い 。 床面 ま での深 さ は、 最 大43cm を 測 っ た が、 こ れ は

旧状を 示す も の と み て よ い 。 構造 は小口部 に一枚、 側壁に 3 枚づ、つ 、 あ わ せ て 大小 6 枚の凝灰

岩の切石 よ り な り 、 い ずれ も 内側 に側 け て組み合わせて い る 。 棺身 は 墓墳の 北側 に 寄せ て 築い

て い る 。 長軸中心線の方位は N- 13� Wで あ っ た 。

棺内 の 南側側壁の 東側 寄 り の床面 に接 し て 、 鉄鉾 l を 出土 し た 。
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第 8 号石橋 ( 第 131図 )

第 7 号石桔の 東約12. 5 m 、 丸山34号墳 と の 聞 に位置す る 。

墓壌は現況で掘 り 込み の 上端の長 さ 180cm 、 同 巾54cmで 、 床面での長 さ 1 72cm 、 同 巾49cm床

面 中央部での 深 さ 20cmで、 あ っ た 。 墓墳埋土中 に凝灰岩の細片 が多量 に 混入 し て い た が、 石棺の

平面形が推察 し う る 石 材 は認め ら れず、 石材 を埋め込む た め の掘 り 込み も 皆無で、 あ り 、 床面 は

ほ ぼ水平面 を 呈 し て い た 。 墓墳は 巾 に対 し て 狭長 で あ り 、 群中最 も 小規模で あ る 。 長軸中心線

の方位 は N-1P-- Wで あ る 。 副葬品 は全 く 検出で き な か っ た 。
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第 9 号石棺 ( 第 131 図 )

第10号石棺 と と も に 、 台地中央の谷部 に位置 し 、 や は り 小 グル ー プ を 成す 。 30号方形周溝墓

の北側約 8 m に位置す る 。

墓墳は不整形な 隅丸長方形で あ り 、 現況で掘 り 込みの上端部長 さ 270cm 、 同 巾 110cm 、 床面

での長 さ 257cm 、 同 巾 106cm、 深 さ 最大で、10cmで、 あ り 、 墓墳は か ろ う じ て 床の一部 を 残 し て い

た 。 床面 に は 、 石 材 を埋め込ん だ掘 り 込み が明瞭に検出で き た 。 掘 り 込み の 底部 に は石 材の残

欠で あ る 凝灰岩片 が点 々 と 残っ て い る 。 小 口部 ・ 側壁部の掘 り 込み は同様 に浅 く 、 南東部の小

口部の掘 り 込み は段 を 有す る 。 副葬品 は 皆無で、 あ っ た 。 掘 り 込み か ら 推定 す る と 石棺の 規模は

長 さ 180cm 、 巾70cm前後で あ っ た と 思 わ れ る 。 な お長軸中心線の 方位 は N -55e...... Wで あ っ た 。

第 1 0号石棺 ( 第 131- 1 図)

30号方形周溝墓の 真北 9 m、 31号方形周溝墓 と の ほぼ中聞 に位置す る 。 第 7 号石棺 と と も に

遺存状況が良好で あ っ た 。

墓壌 は現況で、 掘 り 込み の上端部での長 さ 277cm、 同 巾 187cm、 床面 の長 さ 256cm 、 同 巾 1

70cmで あ っ た 。 ま た棺身 の 内部 は長 さ 172師、 同 巾46cmで あ り 、 床面 ま での 深 さ は最大40cm を

計 り 、 墓墳の 床面 の位置 と 一致す る 。 構造 は小口部 l 枚、 側 壁 2 枚ず、つ 合 わ せ て 大小 4 枚の凝

灰岩板石 を 用 い 、 い ずれ も 内側 に傾 け て組み合わせ る 。 板石の 厚 さ は12-15cmで あ る 。 こ の場

合 、 北側側石 の 西側立石 は 、 板石 を 小口 お よ び横 口 に平積み し て 高 さ を 調節 し て い る 。

第10号石棺は 、 棺身 に 比較 し て 墓墳が大 き く 、 他の石棺 と の違 い を な す 。 棺内埋土 は 自 然 な

埋没状況 を 示 し 、 床面 直上 に は厚 さ 5 - 7 cmの赤色顔料粉 を 含む帯状堆積 を み た 。 床面 の 南側

側壁に そ っ て 鉄万 l 、 鉄鎌 8 ( 第 131- 2 図 ) が出土 し た 。 な お長軸線の方位は N-62e...... Wで

あ る 。

第 1 1 号石棺 ( 第 132 ・ 133図 )

東西墓道 に は さ ま れで あ る 。 第12 ・ 13 ・ 14号石棺お よ び竪穴遺構 と と も に グル ー プ を 形成 し

て い る 。 こ の う ち 第11 号石棺 と 第12号石棺お よ び竪穴状遺構、 ま た 第13号石棺 と 第14母石棺 と
の 聞 に は 、 'そ れ ぞれ切 り 合い重複が生 じ て い る 。

第1 1号石棺は、 石 材 は す べて ぬ き と ら れ墓壌の み検出 し た 。 墓壌の 規模は 、 掘 り 込み の確認

で き る 地山 面 の 上端で、 長 さ 248cm 、 同 巾 130cm 、 下端で長 さ 187cm 、 同 巾82cm 、 深 さ 57cmで

あ る 。 全体形は ほ ぼ長方形で あ る 。 墓壌床面 に は南側壁部 を 除 い て 三方 に掘 り 込み がみ ら れ た 。

掘 り 込み は北側側壁部で長 さ 1 15cm、 同 巾11-15cm 、 深 さ は 7. 5cmで断面形 は 内側 が急 に立 ち

上 る L字形で あ る 。 墓境埋土 は ほ と ん ど撹乱 を 受 け て い て 、 礎灰岩の細片 が多量 に 混入 し て い

た 。 東側小 口部の掘 り 込み は長 さ 70側、 同 巾17-18cm 、 深 さ 20cmで、 底面 は ほ ぼ水平面 を 保つ 。

西側小口部の掘 り 込み は長 さ 63cm、 同 巾20cm、 深 さ 25cmで東側 よ り 深い 。 床面 は ほ ぼ水平で あ

る 。 こ れ ら 墓墳の掘 り 込み か ら 推定す る と 、 石棺内面 の平面的 な 規模は長 さ 140cm 、 同 巾 が50

cm前後の箱式石棺で あ っ た と 思 わ れ る o な お、 棺身の長軸中心線の推定方位 は N -52e...... Wを 示
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す 。

本石棺の 墓墳 は竪穴遺構の北側 を 切 り 込んで構築 さ れ、 後述す る 第12号石棺 に よ っ て 墓嬢北
辺 を 切断 さ れ て い る 。 以上の関係は第 127図 A- B 断面 の と お り で あ る 。 副葬品等出土遺物は
皆無 で、 あ っ た 。 こ の石棺は、 20号方形周溝墓の主体部の可能性 も あ る 。
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第 1 2号石棺 ( 第 132 ・ 133図 )

第1 1号石棺 と 第13号石桔 と の わずか な 間隙 に 築か れて い て 、 こ の小 グ ル ー プで は 最 も 保存状

態 が良 い 。

墓墳の平面 形 は 整然 と し た長方形 を な し 、 現況で掘 り 込み の上端部長 さ 232畑、 同 巾58側、

深 さ 72仰で、 ほ ぽ旧状 を保 っ て い る 。 床面長 さ 191cm 、 同 巾 126cmで水平面 を 保つ 。

石桔は 厚 さ lOcmの凝灰岩切石 4 枚で組み立て 、 床面 内法 は長軸 126師、 短軸で68師、 深 さ 72

m で あ る 。 棺身の北側 壁 と 西側小口部は上部 よ り 撹乱 さ れ て い た が、 南側壁 と 東側小 口 部 は ほ

ぼ旧状を 保 っ て い た の で、 ほぼそ の 規模 を 知 る こ と がで き た 。 す な わ ち 小 口部板石 は ほ ぼ垂直

に 、 側壁は 内側 に傾 け て 立 て 、 板石の上端 よ り 25-28仰の と こ ろ か ら 切石 を 2 段 に ひ か え 積み

し て い る 。 小口部分で は l 段 に板石 の上端部 に面 を そ ろ え て 重 ね 、 上端部の 凹 凸 を 調整 し て い

る 。

蓋石 は床面 か ら 約 5 - 8 cmの 高 さ の と こ ろ 1;:落下 し て い た 。 お そ ら く 石棺 を す っ ぽ り 覆 う l

枚石 で あ っ た こ と が推察 さ れ る 。 蓋石 と 床面 と の間隙 に は赤色顔料の ま じ る 砂質土 が堆積 し て

い た が、 副葬品 な ど は検出 さ れ な か っ た 。 な お棺身の長軸中心線の方位 は N-52!- Wで墓壊 と

ほ ぼ一致す る 。

第 1 3号石橋 ( 第 132 ・ 133図 )

第12号石棺の 北側 に接 七 て 築か れ、 後述す る 第14号石棺 に よ っ て 、 墓墳の北東隅 を 切 断 さ れ

て い る 。

墓墳 と 凝灰岩の石棺残欠 を 残 し て 、 ほ と ん どぬ き と ら れ て い る 。 墓墳の掘 り 込み は現況で確

認で き る 地山 面 で長 さ 129cm 、 同 巾82cm 、 深 さ は地形の 高 い 南側壁で 8 cm 、 北側 で 5 cm を 計 っ

た 。 東側 小口 部 と 南側側壁部の 2 ケ 所に凝灰岩の残欠 を検出 し 、 い ず れ も 床面 に密着 し て い た 。

棺床面 の 推定長 さ 110側 、 同 巾50cmで、 長軸中心線の方位 は N-44!- W を 示す 。 副 葬品等は全

く 検出 で き な か っ た 。

第 1 4号石棺 ( 第 132 ・ 133図 )

第13号石棺の北東部隅 を 切 断 し て 築造 さ れ、 こ の小 グ ル ー プの最 も 北 に 位置す る 。

石棺身 は ほ と ん ど抜 き 取 ら れて い て 旧状を知 る 由 も な い が、 整然 と し た 墓墳 を 検出す る こ と

がで き た 。 墓墳の 規模は掘 り 込みの地山 上面で長 さ 217畑、 同 巾 122cm 、 深 さ 72師、 床面での

長 さ 1 18cm 、 同 巾95cmで あ っ た 0・ 墓横内 に は 、 凝灰岩の大小破片 が混入 し た 黒色 の 撹乱土 が床

面近 く ま で埋没 し て い て 、 こ の 撹乱 さ れ た土層 よ り 後述す る 鉄製品 が出土 し た 。 床面 に は 、 石

棺材 を 埋め た 掘 り 込み が、 西側壁 を 除 く 三辺で確認 さ れ、 東側壁部 の掘 り 込み よ り 、 石 材の一

部 が検出で き た 。 以上か ら 棺床内面 の 規模は推定で長 さ 145側、 同 巾50cmで な お、 長軸中心 線

の方位 は 、 N- 10!..- W を 示す 。

第 1 5号石棺 ( 第 134図 )
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38号 方形 周 溝 墓 内 に 築 造 さ れ てい て 、 先の第11-14号石棺の北約25 m に位置す る 。 17基の

石棺の う ち で は唯一 の 安山 岩 を 用 い た 箱式石橋で あ る 。

棺蓋は板石 大小 4 な い し 5 枚で覆 っ て い た が中央北側 よ り の部分は持 ち 去 ら れ て い る 。 残 っ

た 蓋石 も 棺内 に 落 ち 込ん で、 い た が、 全体的 に は遺存状態は 良好で あ っ た 。

墓壌の現況での 規模は長 さ 210cm 、 同 巾 100cm 、 床面 ま での 深 さ 47cmで あ っ た 。 棺身 は北側

壁 2 枚、 南側壁 3 枚、 両 小 口 部 に l 枚づつ の計 7 枚の板石 を 組 み 合 わ せ て 造 っ て い る 。 板石

を埋め こ む た め の掘 り 込み は 、 側壁部、 小口部 と も 検出 し た が、 側壁部 に 比べ小口部 は か な り

深 く 掘 り 込ん で い る 。 棺床の 規模は長 さ 150cm 、 同 巾44cmで、長軸中心線の 方位 は N-49� W を

示す 。 床面 は 墓墳の床面 と 一致 し 、 粘土、 機等の被覆は認め ら れ な か っ た 。 な お、 副 葬品 は北

側壁中央部 に 鉄剣 l を検 出 し た 。

A B 
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第1 34図 1 5号石棺

第 1 6号石棺 ( 第 135図 )

第17号石棺 と と も に 、 19号 方 形 周 溝墓 を 破壊 し て 築造 さ れて い て 、 台地の 北側傾斜面 に位

置す る 。

本石棺は 、 墓墳の み残 し て 石 材は す べて 抜 き 取 ら れて い た が、 墓壌内埋土 中 に 混入 し て いた

大小 お びた だ し い凝灰岩の破片 と 、 加工面 を 残す 厚 さ 10 な い し 15cmの 板石 な ど か ら 、 凝灰岩製

の箱式石棺で あ る と み て よ い 。

弓tFHU

 



墓墳は 2 段 に 掘 り 込 ま れ て い て 、 l 段 目 の墓壌は長 さ 420cm 、 巾 225cmで、 ほ ぼ整然 と し た 長

方形 を な し 、 2 段 目 は不整形で あ る 。 石 材 を埋め込むた め の掘 り 込み は 、 側 壁部 、 小口部 と も

検出で き た が、 南側壁部で は掘 り 込み が並列 し て 2 本み ら れ た 。 こ こ で も 側壁部 に 比べて小 口

部 が深 く 掘 り 込 ま れて い る 。

掘 り 込み か ら 推定 し た棺身の 規模は長 さ 2 m 、 巾50cm程度の も の で あ り 、 棺身 に 比べて か な

り 大 き な 墓墳 を 有 し て い る 。

な お 、 長 軸中心線の推定方位 は N-56� Wで あ り 、 副葬品等は皆無で、 あ っ た 。
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第1 35図 1 6号石棺

第 1 7号石棺 ( 第 136図 )

第16号石棺の 西側 に近接 し て 築か れ、 17基の石棺の う ち 、 最 も 北端 に 位置 し て い る 。

墓墳は現況で長 さ 400cmで、 巾 につ い て は墓撲の 西側 が崖面 に 接 し 、 く ずれ 落 ち て い る た め

に 不 明 で あ る 。 石 材は凝灰岩切石で基底部のみ残っ て い る 。 東側壁は 厚 さ 15cm の一枚石 、 小口

部 に も そ れ ぞれ一枚石 を 用 い て い る 。 西側壁につ い て は、 部分的 に 破損 を 受 け て は い る も の の 、

お そ ら く 一枚石 を 用 い た も の で、 合 わ せ て 4 枚の板石 を 内側 に傾 け て 組み 合 わ せ て い る 。 棺床

内面 の 規模は長 さ 190cm 、 同 巾94cmで整然 と し た長方形 を 呈す る 。 床面 は北 に む か う に つ れ て

。。「ot--



やや低 い が、 相対的 に 水平面 を 保 っ て い る 。 な お、 石棺長軸中心線の方位 は N-33?- E を 示 し 、

B 

副葬品 等 は 皆無 で あ っ た 。

A 

B 
1 m O 

L =26 . l O m  

1 7 号石棺第1 36 図

( 図 137 )

18号方形周溝墓の 台状部南東 に位置 し て い る 。

土墳の平面形は楕円 形で 、 確認で き た地山面での 規模は南北 1 . 75 m 、 東西 1 . 40 m を 測 る 。

石 蓋 土 境

土城の 中央部 に は粘土 に よ り 死床 がつ く ら れ る 。 死床の 内法 は長 さ 62. 5cm 、 巾21 . 5cm 、 深 さ 13

cmで北側でやや丸昧 を も ち 、 中央部で狭 い長方形 を 呈す る 。 石 蓋は凝灰岩一石 か ら 削 り 出 し た

も の で 、 表面 は 荒 く 整形 さ れ 、 工具の 痕跡が残 っ て い る 。 長 さ 120cm 、 巾69. 5cm 、 厚 さ 30. 5cm

で長 楕円形、 断面 形 は 丸味 を 帯びた台形で あ る 。 石 蓋内法は、 85X38、 深 さ 8. 5cmの 隅 丸の長

わ ず か に 覆土 し て い る 。 石 蓋内面 は す

ベて 赤色顔料 が塗布 さ れ 、 死床内粘土部分 に も 顔料の付着 がみ ら れ た 。

死床内 か ら の 遺物 は 皆無 で あ り 、 築造時期の 判定 は困難で あ る 。

Qd
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第1 37図 石 蓋 土 墳

竪 穴 遺 構 (第 132 ・ 133図 )

D C  D 

N

Iハハはii <t: l 

調査区唯一 の 竪穴で あ る 。 東西27. 5 m 、 南北 2. 15 mの長方形フ。 ラ ン で、 北東部 隅 を 含み全

体のす程度 が11号石棺に よ っ て 切 断 さ れ、 遺構の 中央部 は撹乱 を う け て い る 。 壁画 は ほ と ん ど

垂直 に 立 ち 上 り 、 側溝等は認め ら れ な か っ た 。 床面 は硬 く 踏み 固 め ら れて い て 、 西 と 南の壁面

に沿 っ て 2 カ 所 に 焼土 を 検出 し 、 南壁に沿っ て小型丸底査お よ び饗形土器の破片 が出土 し た 。

床面 中央部 に 柱穴 2 カ 所 を 検出 し た 。 柱穴R は一部を 11号石棺土墳 に よ り 削 ら れて い る が、 現状

でlO X 15cm 、 深 さ 18cm 、 巳は20X 22で深 さ 23cm 、 P1 • P:iそ れ ぞれの 中心閣 の距離は 1 3 0 cm を
測 っ た 。

竪穴遺構は11号石棺土壊 に よ っ て 、 ま た11号石棺土墳は12号石棺に よ っ て 切 断 さ れ て い る の

で、 築造時期の 流れ は 、 竪穴→11号→12号の順序 に な る 。

竪穴遺構は調査区内で は 、 他 に 類例 を 見 い だ せ な か っ た 。 し か し 遺構自 体 は長期間使用 さ れ

た 痕跡 は な く 、 極短期間 か、 あ る い は断続的 に使用 さ れ た も の で は な い か と 推定 し て い る 。 出

土土器 か ら 方形周溝墓の営造過程で構築 さ れ使用 さ れた も ので あ ろ う 。 塚原台地で は土師器 を

伴出す る 生活遺構の発見 は皆無 で あ り 、 し た がっ て こ の竪穴遺構は、 墳墓の 築造、 あ る い は種

々 儀礼行為 に 関連 し た も の と も み る こ と がで き る 。
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第 V 節 墓道の調査 一道路状遺構 一 ( 第 138図 )

北側台地の傾斜面 に道路状の遺構 を検出 し た 。 遺構の 名 称 につ い て は 、 当初溝4お量構 と し 、

さ ら に 道路状遺構 と 改 め 、 最終的 に は 墓道 と 呼ぶ こ と に し た 。 そ れ は 「生産地内の道」 あ る い

は 「墓地 と 集落 と を 結 ん だ 道」 等種 々 の解釈があ る が、 結論的 に は後者 の 立場 に た っ て 呼称 し

た も の で あ る 。

墓道 は東西 2 条 を 検出 し た 。 そ れ ぞれ東墓道。 西墓道 と し 、 いずれ も 中央部 を 農業用道路 に

よ っ て 切 断 さ れ て い る の で 、 そ れ ぞれ北側 を A 区、 南側 を B 区 と し た 。 東側墓道 は北東部傾斜

面 か ら 、 西側墓道 は北部傾斜面 か ら そ れ ぞれ台地項部 に 向 っ て走 り 、 南端で は 合流す る か に接

近 し て い る 。

東 A 区墓道 (第日図)

東側 A 区の北側 は道路で切断 さ れ、 南端 は38号方形周溝墓台状部 ま での20. 5 m を確認 し た 。

遺構の 巾 は 1. Om - 2. 1 m で 、 深 さ 0. 3m - 0. 4 m で一定せず、 断面形 は浅い逆台形 を 呈す る e
遺構内の堆積土 は 2 層 か ら な り 、 上 層は黒色土 が20-30cm の厚 さ に堆積 し 、 方形周溝墓 ・ 古墳

の周溝上 層の黒色土 に類似 す る 。 下 層 は 黄褐色粘質土で あ る 。 遺構の底面一路面ー は部分的凹

凸 がみ ら れ、 一様 に硬 く 踏み 固 め ら れ 、 土師質土器の細片 、 親指大の礁 が混 っ て い る 。 土器片

は器形の判 明 す る も の は皆無で あ っ た 。

東 日 区墓道 ( 第 138図 ・ 図版日上右 ・ 上左)

東B 区は A 区 か ら の連続で、 北端 は道路で切断 さ れ、 南端 は 4 号方形周溝墓直前 ま での19. 3

m を 検出 し た 。 遺構は 断面 H ー I で は地山 か ら 逆台形状 lこ2 . 15m 掘削 し 、 さ ら に 中央部 に 巾65

m 、 深 さ 約30cm前後の掘 り 込み がみ ら れ る 。 一段 目 の平担面 と 、 二段 目 の穴の底部は硬 く 踏み

固 め ら れ て い て 、 特 に穴の底部 に は拳大 か ら 親指大の河原石、 土師質土器の徴細 な破片 が混入

し て い る 。

遺構の 中央部 に は 、 こ の惰円形の穴 が23個 ( 表 ) がー列 に並び、 間 隔 は一定 し な い が、 中

心聞 の距離は お よ そ 70- 100cmで あ る 。 断面 H - I に み ら れ た 楕円穴の礁 の混入 は 、 23個 の う

ち 20個 に み ら れ た 。

な お、 東B 区の北側 で は 、 丸山20号墳南東部周溝が重 な り 、 周溝底面 よ り 55cm上部 に路面 が

位置 し て い る 。 し た がっ て 墓道 は 丸山20号墳周溝カl�õOm 前後埋没 し た段階で構築 さ れ、 周溝の

一部 に 道路の一部 に 利 用 し た も の と 思 わ れ る 。

酉 A 区墓道 ( 第41 図 )

北端 は道路予定地外 に あ り 、 大半 ま 16号方形周溝墓東辺 と 重 な り 、 南端 は道路で切断 さ れ西
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B 区へ続 く 。 全長29. 3m を 浪Ij っ た 。 遺構の 巾 は最大で 3. 3m 、 最少で 1. 4m 、 深 さ は15-40cm
の 聞 で一定 し な い 。 底 面 は 凹 凸 が あ り 硬 く 踏み 固 め ら れ、 砂磯 等が混入す る 。 東B 区 に み ら れ
た 溝中央の穴は 、 わ ず か に痕跡 を残 し て い る 。

実見 模 中 心 聞 の距離
P 1 2 5 X 6 6 cm 

9 0 cm 
。 2 7 0 X 5 1 cm 

。 3 6 5 X 4 9 cm 
8 0  cm 

8 0 cm 
。 4 6 2 X 5 4 cm 

9 8  cm 
。 5 5 6 X 5 8 cm 

。 6 7 9 X 5 1 cm 
1 1 3 cm 

9 2 cm 
ク 7 5 2 X 4 8 cm 

。 8 5 5 X 5 1 cm 
8 8  cm 

9 6 7 X S O cm 
8 6 cm 

。 10
8 7 cm 

5 7 X 5 3 cm 
9 2 cm 

6 6 X 5 6 cm 11  
9 0 cm 

。 12 5 8 X 5 2 cm 
6 3 cm 

13 6 0 X 4 5 cm 
7 1 cm 

。 14 5 9 X 5 0 cm 
7 5 cm 

ク 15 5 5 X 4 4 cm 
7 9 cm 

。 16 5 5 X 4 4 cm 
7 8 cm 

φ 17 6 8 X 4 4 cm 
7 2 cm 

18 5 7 X 4 5 cm 
6 8  cm 

ク 19 5 6 X 4 9 cm 
7 6 cm 

。 20 5 9 X 5 1 cm 
7 6 cm 

。 21 6 3 X 5 0 cm 
7 3 cm 

ク 22 5 9 X 4 9 cm 
7 3 cm 

。 23 5 5 X 3 3 cm 

表 東 B 区墓道 ・ 楕円穴計測表

16号方形周溝墓の 南東部周溝の深 さ は50cmで、 墓道底面の レ ベ ル は 、 溝底 か ら40cm上部 に位

置 し て い る 。 し た がっ て16号方形周溝墓 よ り 後出 し 、 周溝が40cm前後埋没す る 過程で構築 さ れ

た こ と を 物語 っ て い る 。

西 B 区墓道 (第34図 、 図版54下)

南端 と 西A 区 と の 聞 は 、 道路で切断 さ れ、 北端 は l 号方形周溝墓東辺で消滅す る 。 断面形 は

浅い逆台形 を 呈 し 、 底面の両端がやや深 く な る 。 全面硬 く 踏み 固 め ら れ て い る 。 遺構内の堆積

は上 層 の黒色士、 下層 の黄褐色粘質土の 2 層 か ら な る 。 下層 の黄褐色粘質土 中 よ り 須 恵器破片

( 高台時) が出 さ し た 。

以上 4 区 に わ け で 記述 し た が、 こ れ ら は 東A 区 に お い て 、 18 ・ 38号方形周溝墓 と 、 西A 区 に

お い て 16号方形周溝墓 と 、 東B 区 に お い て は 丸山20号墳 と そ れ ぞれ複合関 係 に あ り 、 以上の ど

の遺構 よ り も 後出す る こ と が確 か め ら れ た 。 ま た遺構の 年代 の下限 に つ い て は 明 ら か に し 得 な

か っ た が、 少 な く と も 須恵器時 を 目 安 と す る こ と が出 来 よ う 。
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第5節 中世墳墓群の調査

1 ) は じ め に

塚原中世墳墓群は 第 8 号 お よ び第 9 号方形周溝墓付近 か ら 発見 さ れ、 調査 し た 墳墓 は 4 6 基

坂 田 邦 洋

で あ っ た 。 墳墓は 、 い ず れ も 土壌墓で、 4 6 基の土壊の 中 か ら 40体句人骨 が出土 し た 。

40体の人骨は成人骨24体 (男性12 、 女性11 、 不詳 1 ) 、 幼小児 l 体、 不詳 ( 年令推定不能)

15体で あ っ た 。 40体の う ち 火葬A骨 が 2 例 あ っ た が、 他は土葬墓で あ っ た 。

人骨は 、 円形、 楕円形 あ る い は隅丸方形 を 呈 し た土嬢 の 中 に一人ずつ 丁重 に埋葬 さ れ て お り 、

合葬 さ れ た 例 は な い 。 ま た 、 老若男 女 が入 り 混 っ て い る 。 し た がっ て 塚原 中世墳墓群 は 、 た と

え ば戦争の よ う な 事件 に よ っ て 一挙 に 大量の死者 を 出 し た 人 々 の墳墓で な な く て 、 遺跡付近 に

生活 を 営 ん だ庶民 の 墓地で は な か っ た か と 考 え ら れ る 。

な お人骨の所見 に つ い て は 、 付謝2)塚原中世墳墓群出土の人骨 を 参照 さ れ た い 。

2 ) 調査の概要

塚原中世墳墓群 ( 以下 墳墓 (群) と 呼び、 古墳 (群) と 区別 し た い ) は 、 道路予定地の 中

央線 よ り 南側 の 、 く ぬ ぎ塚 と 三段塚 そ れ に 丸山 6 号墳 に は さ ま れた 第 8 号 お よ び第 9 号方形周

溝墓一帯 に広 が っ て い た 。

墳墓は方形周溝の 封土 や周溝そ れ に 丸山 6 号墳の周濠 ( 溝) 内 か ら 発見 さ れ た 。

遺跡付近 は か つ て 多 数 の 古墳 が築 か れて い た が、 後世の 開墾 に よ っ て 封土 は削 ら れ、 周 濠 は

埋め立て ら れ て 平担 な 畑地 と な っ て い た 。 そ の た め 、 土墳の大部が削 ら れ辛 じ て 床面付近 を 保

っ て い た 。 中 に は封土 と と も に完全 に削 り 取 ら れて し ま っ た も の も あ っ た こ と と 思 わ れ る 。 ま

た 周濠 (溝) 内 に掘 り 込 ま れ た 土績 は比較的 よ く 残 っ て い た 。 周濠 (溝) が か な り 埋 ま っ て 、

窪地 に な っ た よ う な 状況の と き に土績 を 掘 っ た も の ら し い 。

いずれの土壊 も 、 上部 は 大 か れ少 な か れ削平 さ れ て い た の で 、 土嬢の上面 を 正確 に確認で き

な い ばか り か 、 封土 の状況 がわ か ら な い尾窪中世墳墓群の場合 は 、 土鰻頭形の 封土 を も ち 、 封

土の下部 に 円形 あ る い は 方形の土壌があ っ た塚原の場合 も 尾窪 と 同 じ よ う に 土壌 の 上部 に 土鰻

頭形の 封土 を も っ て い た も の と 思 わ れ る が、 確認で き な か っ た ( 図版 1 ) 

墓域は 、 第 8 号 お よ び第 9 号方形周溝墓一帯 に 広 がっ て お り 、 群集墓 を 呈 し て い た 。 土壌 の

中 に は切 り 合 っ た も の も あ っ た 。

墳墓は 、 土拡の形や被葬者 の性別 あ る い は年令 に よ っ て埋葬地 を 異 に し な い ば か り か 、 幾つ

か の プ ロ ッ ク に 分 け る こ と も で き な い 。 し た がっ て 、 あ る 時期 に こ の地が墓地 と し て 選 ばれ 墓

地が継続 し て 営 な ま れて い た が、 何 ら か の原因 に よ っ て 墓地が営 ま れ な く な っ て廃棄せ ら れ た

も の と 思 わ れ る 。 墓地 と し て 利用 さ れ た 期間 は墳墓の数 か ら 見て そ れ ほ ど長期 に わ た っ た と は

考 え ら れ な い 。 ま た墳墓 を 築 く 場合、 墓域内 の あ ち こ ち に土携 を 掘 っ て埋め た ら し く 、 規律性

がな い 。

発見 さ れ た46墓の墳墓の う ち 、 45基 ( 第 1 -21 、 23-46号墓) の調査 を 行 な っ た 。 残 り l 基

( 第47号墓) は考古学班 に よ っ て 調査 が行 な わ れ た 。
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そ こ で本稿で、は 45基 に つ い て 報告 を 進 め る 。

第 8 表 塚原中世墳墓一覧 単位はcm

墳墓番号
土 壊 人 骨 f諸 考

形 縦×横×深 方 向 性別 年令 姿 勢 頭 位

円 100X 100 X 92 男 性 壮 年 腹臥屈葬 西 南
2 円 105X 105 X 90 女 性 壮 年 左側臥風 葬 西 南 t手 l

3 楕 円 135X 120X87 N - 3 - E  人骨な し

4 円 110X 110X78 不 詳 熟 年 右側臥屈葬 北
5 楕 円 113X 105 X 68 N -16- E  男 性 熟 年 仰 臥 屈 葬 北 I不 4

6 楕 円 90X 75X73 N- l50-W 女 性 熟 年 座 臥 腐 葬 南向 き t手 l

7 隅丸方形 113X 100X 35 N -68- W  女 性 熟 年 座 臥 屈 葬 西向 き t不 3

8 隅丸方形 115X 92 X 35 N -66-W 不 詳 不 明 風 葬 ? 西北ワ t 干; 1 

9 惰 円 120X 75X 55 N -17- E  男 性 熟 年 仰 臥 屈 葬 北
10 楕 円 145X 90X 63 N - l38-W 男 性 熟 年 仰 臥 屈 葬 南
1 1  円 115X 1 1 5 X 18 不 詳 不 詳 火葬骨 郎 1

12 円 110X 110 X 60 不 詳 不 詳 不 詳 不 詳 向く l

13 構 円 118X 95X85 N -57-W 不 詳 小児 不 詳 不 詳 t干; 1 

14 楕 円 130 X  98X 78 N -54- W  女 性 熟 年 座臥屈葬 ? 西向 き t:r; 2 

15 円 100X 100X70 男 性 熟 年 座 臥 屈 葬 西向 き t手 l

16 楕 円 145X 115X60 N -52-W 不 詳 不 詳 不 詳 不 詳
17 楕 円 114X 78 X40 N- l7l-W 女 性 熟 年 右側臥屈葬 南 西
18 円 115X 115X65 不 詳 不 詳 座 臥 屈 葬 東向 き
19 楕 円 150 X  110X ? N -25- E  男 性 熟 年 不 詳 不 詳 17- 3 

20 待 円 110X 65X30 N -51- E  男 性 不 詳 屈 務 北 東
21 椿 円 120X 85X 62 N -40- E  女 性 壮 年 屈 葬 北 東
22 22号墓存在せず

23 円 125X 125 X 75 不 詳 不 詳 右側臥屈葬 北 東 t不 7

24 橋 円 105X 70 X 65 N -63-W 不 詳 不 詳 屈 葬 ? 西
25 円 100X 100X80 人 骨 な し

26 円 75 X 75X85 不 詳 不 詳 火葬 杯 1

27 楕 円 85X 55X85 N - 9 - E  男 性 熟 年 仰 臥屈 葬 ? 北
28 楕 円 115X 87X 64 N -26- E  不 詳 不 詳 右側臥屈葬 1 北 東 t:r; 1 

29 楕 円 98 X80 X55 N -23- E  人骨 な し

30 椿 円 100X 63X 35 N -16- E  女 性 壮 年 右側臥屈葬 北 東 I手 2

31 椿 円 120 X  100X91 N -34- E  不 詳 不 詳 不 詳 不 詳 17- 1 

32 楕 円 130X 110X89 N - 2 -W 不 詳 不 詳 座 臥 屈 葬 北向 き
33 円 125X 125 X64 不 詳 不 詳 不 3手 不 詳
34 楕 円 120 X  104 X 74 N - 6 - E  人 骨 な し

35 楕 円 120 X  75X 53 N -34- E  不 詳 不 詳 屈 葬 北 東
36 楕 円 125X 73X40 N -28- E  女 性 不 詳 右側臥屈葬 北 東
37 橋 円 97X 63X48 N -25- E  男 性 熟 年 仰 臥 屈 葬 北 東
38 楕 円 124X 82 X47 N -27- E  女 性 壮 年 屈 害事 ? 北 東
39 不 詳 男 性 壮 年 不 自学 不 祥
40 楕 円 88X 65X 37 N -97-W 不 詳 不 詳 屈 葬 ? 西 ? t不 1

41 不 詳 女 性 不 詳 不 詳 不 詳
42 待 円 122X 72X43 N -34- E  女 性 熟 年 右側臥屈 葬 北 東
43 不 詳 不 詳 不 詳 屈 葬 北 東
44 楕 円 120X 68X45 N- 159-W 男 性 熟 年 右側臥屈葬 南 西
45 構 円 130 X 82 X 77 N - 12- E  男 性 壮 年 仰 臥 屈 葬 北 東
46 椿 円 106X 80X 35 N - 8 -W 人骨 な し

47 人骨な し 、 古銭
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45基の墳墓 は す べ て 土 墳墓で あ っ た 。 土糠の形 は円形 と 楕円形土績 が最 も 多 く 29基 あ り 、 次
い で 円形土 壌加l 基 そ し て 隅 丸方形土壌 が 2 基あ っ た 。 残 り 3 基 は 、 後世の撹乱 に よ っ て 形 が
わ か ら な か っ た 。

尾窪墳墓群の場 合 は 、 円形 と 方形土壌があ っ た 。 そ し て 円形土壌 は コ ン パス で描 い た ご と く
正円 に 近 く 、 方形土墳 は定規でヲ | い た よ う に 直線的で、 あ っ た 。

と こ ろ が、 塚原墳墓群の場合は 円形 と い っ て も 不整形 な も の が多 い 。 情円形の場合は長方形
に近い も の や円形 に 近い も の な ど ま ち ま ち で定 ま ら な い 。 し か も 土墳の緑は不 整形で あ る 。 ま た
隅丸方形の場合は 、 全体 に 方形 を 呈 し て い る が定規でヲ | い た ご と く 直線的 に な ら ず、 や や 丸昧

を も っ て い る 。

土壌の壁面 は 、 や や直線的 な も の も あ る が、 一般 に 荒 っ ぽ く 掘 ら れ た も の が多 く て 凹 凸 がみ

ら れ る 。 尾窪墳墓群の よ う に 定規でヲ | い た よ う に直線的 に な る も の は な か っ た 。

土 壊の床面 は 、 一般 に平担 に な っ て い た が、 第36号や第37号の よ う に傾斜 し た も の が 5 基 あ

っ た 。 床 面 が平担 に な っ た も の で も 多少の凹凸 がみ ら れ た 。 側壁は床面 に 近 く な る と し だ い に

丸昧 を も っ て 床面 に 移行す る 。 こ の た め 、 側壁 と 床面 と の境界 は角 を つ く ら な い 。

以上述べた よ う に 、 塚原墳墓群の場合は 、 土墳の形 が定形化 し て い な い ばか り か 、 整美 さ が

な い 。 尾窪墳墓群の 土 壊 と 比較 し て 対照的 で あ っ た 。

土壌の方向 は 、 隅 丸方形土墳 ( 2 基) の場合、 2 基 と も 長軸 を 東西 に お い て い た 。 ま た 楕円

形土壌 (29基) の場合は 南北 に と る も の が23基で、 東西 に と る も の が 6 基 あ っ た 。

土 壌 は い ず れ も やや荒っ ぽ く 掘 り 下 げた だ けで、 壁面や床面 に粘土 を 塗 り 付 け た り 、 彩色す

る な ど、 特 に 手 を 加 え た も の は な � � 。 し た がっ て 、 土墳の優劣 は き め がた い 。

3 ) 埋葬の方法

埋葬の方法 と し て は 、 火葬 と 土葬があ っ た 。 45基の う ち 、 38基 が土葬で、 火葬 は 2 基で あ っ

た 。 残 り 5 基 は腐敗 し て し ま っ て い た け れ ど も 、 も し 火葬骨で あ れ ば お そ ら く 残 っ た も の と 思

わ れ る の で 、 土葬で あ っ た 可能性 が強 い 。

火葬 と 土葬の土壌の形や大 き さ に は差 は な い 。 第1 1号墓 ( 火葬) の 土 墳 が浅い の は 、 元来浅

く 掘 ら れ た も の で は な く 、 古墳の封土 に掘 り 込ん だ た め 、 後世の削平 に よ っ て 土壌 が浅 く な っ

た も の と 考 え ら れ る 。

尾窪墳墓群の場合は 、 埋葬 に あ た っ て 、 木棺 (桶) を使用 し て い た ら し し � o 62基の墳墓の う

ち 22基 か ら 鉄釘 が発見 さ れ た 。 鉄釘の 出 な い墳墓 は 、 桶 あ る い は鉄釘 を 使用 し な い棺 を 利用 し

た ら し く 、 土墳 の 中 央付近 に ポ ッ ン と 入骨 が発見 さ れた 。 こ の よ う に 尾窪 の場合 は埋葬 に あ た

っ て棺 あ る い は桶 が使用 さ れ て い た の で あ る が、 塚原で は棺 あ る い は桶の使用 に 対す る 積極的

な 資料 を 発見す る こ と がで き な か っ た 。

45基 を 調査 し た け れ ど も 、 鉄釘は l f列 も 発見で き な か っ た 。

土葬人骨 は 、 土壌 い っ ぱい に骨 がひ ろ がっ た も の が多 く て 、 土 機の 中央付近 に ポ ッ ン と 出土

す る もの は僅 か で あ っ た 。 前者 の場合 は 人骨 と 土壌壁面 と の空 聞 が狭 い ば か り か 、 土壌 が不整
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形で し か も 床面 が整 っ て い な い ので、 埋葬 に あ た っ て棺 あ る い は桶の使用 は な か っ た も の と 考

え ら れ る 。 後者の場合は 、 人骨 と 土 撲壁面 と の 聞 に空間 があ り 、 容器 を 使用 で き な い こ と は な

い が、 容器 を使 用 し た の で あ れ ば土壌 を も っ と 大 き く (尾窪程度) 掘 ら な け れ ばな ら な い し 、

土嬢の平面形や床面 を も っ と 容器 を納め やす い よ う に 整備 し な け れ ば な ら な い 。

以上の こ と か ら 、 塚原墳墓群の場合は 、 遺体 を 容器 に納めず直接土葬 し た も の と 思 わ れ る o

こ の こ tは尾窪墳墓で行 な わ れた よ う に容器 に納め て埋葬す る 方法 と 大 き く 異 な り 塚原 の場合

が よ り 古い埋葬方法で あ る 。

最後 に火葬人骨 は 、 土拡の床面 に 散乱 し た状態で発見 さ れ た 。 も ち ろ ん 、 鉄釘の発見 も な く 、

容器 に納骨 さ れて埋め ら れ た と す る 積極的資料は得 ら れ な か っ た 。 し か し 火葬骨 を埋め た土壌

は 、 他の土葬人骨の そ れ と 形や大 き さ がか わ ら な い ので、 火葬骨 を 容器 に入 れ て 納め た と し て

も 十分の広 さ があ る 。 い ず れ で あ っ た か わ か ら な い 。

4 ) 埋葬の姿勢

埋葬姿勢は一般 に土墳の形 と 相関 す る 。 た と え ば、 尾窪墳墓群の場合は 円形土壌 か ら座臥屈

葬 が そ し て 方形土壌 は何臥屈葬が主体で あ っ た 。 埋葬姿勢は容器の形 に 大 き く 左右 さ れ 、 さ ら

に容器の形は土壌の形 を 決定 す る 。 と こ ろ が、 塚原墳墓群の場合は 、 容器 に納 め て 埋葬 し た可

能性は薄 く 、 直接土葬 し た も の と 考 え ら れ る 。 し た がっ て塚原墳墓群の埋葬姿勢お よ び方向 は 、

尾窪の そ れ と 同次元で解釈す る こ と はで き な い ので は な か ろ う か。

塚原墳墓群では土葬人骨カ�'38体発見 さ れ た 。 こ の38体の人骨の う ち 、 埋葬姿勢の わ か っ た も

の は30体で、 残 り 8 体 は保存不良 の た め姿勢 を 確認で き な か っ た 。

30体の埋葬姿勢は次の よ う に 分類で き た 。 座臥屈葬 (座臥屈 葬 と お も わ れ る も の も 含む 、 以

下同 じ ) 6 体 、 仰臥屈葬 6 体、 右側臥屈葬 8 体、 左側臥屈葬 1 体、 腹臥屈葬 1 体、 そ れ に屈葬

で は あ る が、 仰臥か腹臥あ る い は側臥の い ずれ か わ か ら な い も の 8 体で あ っ た 。 埋葬姿勢は上

記 5 形態 に 分 か れ る が、 性の違 い に よ っ て姿勢 に差異 は認め ら れ な か っ た 。

次 い で埋葬姿勢 と 土壌の形 と の関係 につ い て み て み た い 。

土壌の形は前記 し た よ う に 円形 と 楕円形 そ れ に 問丸方形 があ っ た 。 円形土壊 は11基発見 さ れ、

そ の う ち 8 基 か ら 土葬人骨が出土 し た 。 8 体の う ち 6 体の埋葬姿勢がわ か っ た 。 内訳は座臥屈

葬 2 休、 右側 臥屈 葬 1 体、 腹臥屈 葬 1 体で あ っ た 。

楕円形土墳 は29基発見 さ れ、 そ の う ち 25基 か ら 人骨 が出土 し 、 21体の姿勢 がわ か っ た 。 内訳

は 、 座臥屈葬 3 体 、 仰臥屈葬 6 体、 右側臥屈葬 6 、 そ れ に屈葬だ け れ ど も 仰臥 か側 臥か わ か ら

な い も の が 6 体 あ っ た 。

隅丸方形在拡は 2 基発見 さ れ、 座臥屈葬が 1 体 と 、 屈葬が 1 体で あ っ た 。

以上の土壌 の形態 と 埋葬姿勢 を な がめ た け れ ど も 、 両 者 の 聞 に相関関係 を 認め る こ と がで き

な か っ た 。

埋葬の方向 は土墳の形 に 左右 さ れやす い 。 特 に側臥屈葬や仰臥屈葬そ れ に腹臥屈葬の場合は

体軸 と 土墳の長軸 がほ ぼ一致 し な い と 土境内 に納め る こ と が出来 な い 。 た だ座臥屈葬の場合は 、
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土塘の形 に左右 さ れ る こ と な く 方位 を 決定 す る こ と がで き る 。 次 に 、 埋葬姿勢別 に 方位 を み て

み た い 。

座臥屈葬人骨は 6 体 あ っ た が、 南向 き 1 体、 北向 き l 体、 東向 き 1 体 そ し て 西向 き が 3 体で

あ っ た 。 西向 き は 6 体の う ち の半数の 3 体 あ っ て注 目 さ れ る 。 尾窪の場合、 座臥屈 葬 6 体の う

ち 5 体 (残 り 1 体は方向不詳) が西向 き で あ っ た 。 塚原の場合は尾窪 と 同 じ よ う に座臥屈 葬は

西向 き に埋め る 習慣があ っ た ら し い 。

仰臥屈葬人骨は 6 体 あ っ た 。 内訳は南頭位 l 体、 北頭位 3 体 、 そ れ に北東頭位 2 体で あ っ た 。

右側臥屈葬人骨は 8 体 あ っ た 。 内訳は北頭位 l 体 、南西頭位 2 体、 そ れ に 東頭位 5 体で あ っ

た 。

左側臥屈葬人骨は南西頭位 2 体、 そ れ に北東頭位 5 体で あ っ た 。

左側臥屈葬人骨は南西頭住 1 体、 腹臥屈葬人骨 も 南西頭住 1 体。 最後 に屈葬だ け れ ど も 側 臥

か仰臥か わ か ら な い も の 8 体 は 、 北東頭位 5 体、 北西頭位 l 体、 そ れ に 西頭位 1 体で あ っ た 。

以上、 姿勢別 に頭位 を な がめ て み た が、 先述 し た よ う に座臥屈 葬 を 除 く 他の人骨の方向 は土壌

の 方向 を み て み た い 。

土墳 は 、 円形 (11基) 、 楕円形 (29基) 、 問丸方形 ( 2 基) に 分 け る こ と がで き る 。 円形土壌

は主軸 の 方向 を 出す こ と はで き な い ので、 楕円形土 墳 と 隅丸方形土壌 に つ い て 主軸 の 方向 を 出

し て み た 。 な お、 主軸の方向 を 南北 と 東西の 2 大別 し た 。 N -45� E か ら N -45�W の 聞 に 主

軸 が く る も の を 南北 と し 、 他 を 東西 に 分類 し た 。 そ の結果、 楕円形土壌の場合、 長軸 が南北 に

く る も の23基、 東西 に く る も の 6 基で あ っ た 。 問丸方形土墳の場合は、 2 基 と も 東西で あ っ た 。

埋葬姿勢別 の頭位 と 、 土壌の方向 につ い て述べ た が、 こ こ で ま と め て み た い 。 ま ず、 座臥屈

葬の場合は 6 体の う ち 3 体 が西向 き で あ っ た ので、 西向 き が一般的 で あ っ た ら し い 。

右側臥、 左側臥、 腹臥、 仰臥屈 葬の人骨 (24体) を 土墳の要領 に よ り 南北 と 東西 に 2 大別す

る と 、 北頭位17体、 南頭位 5 体、 西頭位 2 体 と な る 。 こ の こ と か ら 、 座臥屈葬 を 除 く 他の埋葬

形式の場合頭 を 北 に置 く こ と が一般的であ っ た ら し い 。 し か し 北頭位以外の も の も あ る こ と を

忘 れ て は な ら な い 。

5 ) 墳 墓 各 説

第 1 号墓 ( 図版63 )

円形土媛、 直径100cm 、 深 さ 92cm 、 やや方形 に近い 円形の土壌墓で あ る 。 土嬢の西側 は 大 き く

削 ら れ、 そ の部分は床面だ け を残 し て い た 。 土壌 の壁面 は 直線的 に な ら ず、 ゆ る や か な カ ー ブ

を し て 床 面 に移行す る 。 人骨は床面 い っ ぱい に広 がっ て い る 感 じ で 、 壁面 と の 聞 に そ れ ほ ど空

間 が認;め ら れ な い 。

人骨 は壮年男性で頭 を 西南 に 向 け た腹臥屈葬で あ っ た 。 腹臥屈葬は め ず ら し い埋葬姿勢で あ

る 。 頭蓋骨 は す で に腐敗 し て し ま っ て 粉末状 に な っ て い た が、 下半身の保存は比較的良好で あ

っ た 。 両 下肢 と も そ ろ え て屈 し て やや右 に倒 し 、 上肢 を 腹部 に あ て う つ ぶせ に な っ て い た 。
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第 2 号墓 ( 図版63 )

円形土壌、 直径 lO5cm 、 深 さ 92側 、 土壊の平面形はやや正円 に 近 い け れ ど も 、 側壁は直線的

に な ら ず、 ゆ る や か に カ ー ブ し て 床面 に移行す る 。 人骨は床面 い っ ぱい に 広 がっ て い る 感 じ で

壁面 と の聞 に そ れ ほ ど空間 が認め ら れ な い 。 こ の こ と はすべて の墳墓 に共通 し て い る 。

人骨は壮年女性で 、 頭 を 西南 に 向 け た 左側臥屈葬で あ っ た 。 左側臥屈葬例 は塚原墳墓群の 中

で た だ 一例 で あ っ た 。 左側 を 下 に し て横向 き に な り 上下肢 を 強 く 屈 し て い た 。 頭蓋は左側頭部

を 下 に し て い る が、 頭頂部 がやや下 がっ て 下顎 がやや高 く な っ て い た 。 こ れ は 、 床 面 の 凹 凸 の

た め 、 頭頂部 が凹 み の 中 に 落 ち 込ん だ た め で あ る 。 上肢は肘関節 を 強 く 屈 し て 胸部 に あ て て い

た 。 下肢 は股関節や膝間接 を 強 く 屈 し て お り 、 縄文人 に こ の よ う に屈 し た例 が 多 い 。

な お 、 顔面付近 に郎 が 1 個副葬 さ れて い た 。

第 3 号墓 ( 図版63)

楕円形土媛、 長径 135cm 、 短径 120cm 、 深 さ 87cm 、 土壌 の主軸の方向N - 3二 E 、 やや大形

の土拡で あ っ た が、 人骨や副葬品 は な か っ た 。 人骨は腐敗 し て し ま っ た も の と 思 わ れ る 。

第 4 号墓 ( 図版63)

円形土墳、 直径 llOcm 、 深 さ 78cm 、 人骨は床面 い っ ぱい に 広 が っ た 感 じ で 、 側 壁 と 接 し て い

た 。

人骨は熟年 と 推定 さ れ る が、 性別 は わ か ら な い 。 頭 を 北 に 向 け た 右側 臥屈葬で あ っ た 。 下顎 、

上顎 の一部、 乳様突起は取 り 上 げ る こ と がで き た け れ ど も 、 他の骨は粉末状 に な っ て い て埋葬

姿勢 を 確認す る の がや っ と だ っ た 。

第 5 号墓 ( 第 l 図 、 図版 2 ) 

楕円形土壌、 長径 113cm 、 短径l05cm 、 深 さ 68cm 、 土壌の方向 N -16� E 、 土境い っ ぱい に 人

骨 が広 が っ て お り 、 特 に頭蓋骨は側壁 と 接 し て い た 。

人骨 は熟年男性で、 頭 を 北 に 向 け た仰臥屈 葬 が立 っ た状態で あ っ た 。 上肢は い ず、 れ も 肘関接

で屈 し て 手 を 下顎付近 に あ て て い た 。 下肢は左右の大腿 が並ん で右側 に倒 れ て い た 。 お そ ら く

両足 を そ ろ え て屈 し て い た も の と 想像 さ れ る 。

な お、 5 号人骨 に は郎 が 4 個副葬 さ れ て い た 。 う ち 3 個 は右上腕 と 頭蓋の 聞 か ら 立 っ た状態

で発見 さ れ、 残 り l 個 は足 の付近 に上向 に置 か れ て い た 。

第 6 号墓 ( 図版63)

楕円形土壊 、 長径90cm 、 短径75cm 、 深 さ 73cm 、 土壌の主軸の方向 N - 150�W 、 や や小形の

土墳 の 中央部付近 に人骨がか た ま っ て い た 。

人骨 は熟年女性で、 顔 を 南 に 向 け た座臥屈葬で あ っ た 。 顔面部 を 床面 につ け 、 後頭部が上 に
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な っ て い た 。 ま た 、 左右の 大腿骨は頭蓋 を は さ む よ う に扇状 に 広 が っ て い た 。 こ の よ う な 出土
状況は座臥屈葬の特徴で あ る 。 つ ま り 、 両膝 を 立 て腰 を 床 に つ け て 背 を 伸 ば し た 姿勢 (座臥屈
葬) で埋葬 し た場合、 普通、 頭蓋は前方 に落 ち て 両下肢の 聞 に は さ ま れた格好 に な り 、 顔面部
が下 に な る 。

な お、 右側頭部付近 か ら郎 が 1 枚やや傾い た状態で発見 さ れ た 。

第 7 号墓 (図版印)

隅丸方形土壌、 縦 113cm 、 横 100cm 、 深 さ 35cm 、 方形周溝墓の 封土 を 利用 し て 土 墳 が掘 ら れ た
た た め 、 後世の 開墾 に よ っ て 削平せ ら れ、 浅い土墳 と な っ て し ま っ た 。 土墳の 主軸 はN -68�
W 。

人骨は熟年女性で顔 を 西 に 向 け た座臥屈葬で あ っ た 。 頭葦骨は後頭部付近 は取 り 上 げ る こ と
がで き た が、 他の部分 は粉末状 に な っ て い た 。 大腿 は頭蓋骨 を は さ ん で左右 に 大 き く 聞 い て お

り 、 こ れ は座臥屈葬の特徴で あ る 。

な お 、 頭蓋骨の西の壁面 に接 し て 3 個 の杯 が副葬 さ れ て い た 。 1 個 は 裏返 し に な り 、 他の 2

個 は上向 き で あ っ た 。

第 8 号墓 (図版印)

隅 丸方形土壊 、 縦115側、 横92cm 、 深 さ 35cm 、 土墳の主軸N -66!....W 、 第 7 号墓 と 隣接 し た位

置で発見 さ れ た 。 7 号墓 と 同 ビ よ う に方形周溝墓の封土 を 利用 し て 土 壌が掘 ら れ た も ので あ る 。

人骨は西北頭の屈葬 と 思 わ れ る が、 性別年令等詳 し い こ と は わ か ら な い 。 頭蓋の一部 と 下顎

の一部 そ れ に 大腿 ( 左 ) が発見 さ れ た 。 な お、 頭蓋骨付近 か ら 坪 が 1 個裏返 し の状態で発見 さ

れ た 。

第 9 号墓 ( 第 2 図 、 図 3 版 )

楕円形土壌、 長径 12伽n 、 短径75cm 、 深 さ 55cm 、 土壌の主軸 N -17-=-- E 。

人骨は 熟年男性で、 頭 を 北 に 向 け た仰臥屈葬で あ っ た 。 頭蓋骨 は や や左 に傾む い て い た 。 そ

し て 左下肢 は膝関節 を 軽 く 屈 し 右 に倒 れ て い た 。 右下肢は腐敗 し て し ま っ て い た け れ ど も 、 お

そ ら く 左 と 並べて 右 に倒 し て い た も の と 思 わ れ る 。 推骨は粉末状 に な っ て い た が推体の前面 が

上 を 向 い て い た の で 、 仰臥で あ っ た こ と は 明 ら かで あ る 。

第 1 0号墓 (図版64 )
楕円形土壌 、 長径 145cm 、 短径90cm 、 深 さ 6加n 、 土壌の主軸N - 138!....W 。

人骨は 熟年男性で、 頭 を 南 に 向 け た伸臥屈葬で あ っ た 。 頭蓋骨 は やや左 に傾む い て い た が、

ほ ぽ正常 な 佐置 に あ っ た 。 下肢 は両下肢 と も 股関節 お よ び膝関節 を 強 く 屈 し 、 膝関節は腹部 に

位置 し て い た 。
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第 1 1 号事 ( 図版臼)

円形土壌、 直径 115cm 、 深 さ 18cm 、 土墳の上面は開墾に よ っ て 削 り 取 ら れ て し ま い 、 底部付

近 を残す の み で あ っ た 。 土撲の床面 に は火葬骨が広 がっ て い た 。 火葬骨は 1 個体分で、 い ず れ

も 細片 と な っ て い る た め 、 性別や年令等の特徴 を つ か む こ と がで き な か っ た 。

第 1 2号墓 ( 図版臼)

円形土壌 、 直径 110cm 、 深 さ 60cm 、 土壌の 西側付近か ら 大腿骨片 が発見 さ れ た が、 性別年令

等は わ か ら な い 。 な お 、 大腿骨の付近 か ら祁 が l 個上向 き に な っ て副葬 さ れて い た 。

第 1 3号墓 ( 図版65 )

楕円形土様 、 長径 118cm 、 短径95cm 、 深 さ 85cm 、 土壌の主軸N -57:;""W 。

人骨は小児 と 思 わ れ る 。 粉末化 し た頭蓋骨の み で あ っ た 。 小児骨は本例 が唯ーで あ っ た 。

な お、 頭蓋 に接 し て 印が l 個立 っ た状態で副葬 さ れて い た 。

第 1 4号墓 ( 図版65)

楕円形土媛、 長径 130cm 、 短径98cm 、 深 さ 78cm 、 土壌の主軸N -54:;""W 。

人骨は熟年女性で、 顔 を 西 に 向 け た座臥屈葬 と 思 わ れ る 。 頭蓋骨 の み で下肢骨が発見 さ れ な

か っ た のでは っ き り し た こ と は言 え な い け れ ど も 、 顔面 は床面 に つ き 、 後頭部が上 に な っ て お

り 座臥屈葬の特徴 が現 わ れ て い る 。

な お、 郎 が 2 個副葬 さ れ て い た 。

第 1 5号墓 ( 第 3 図 、 図版 4 図版65)

円形土媛、 直径 100cm 、 深 さ 70cm o 在拡は比較的小 さ い 。

人骨は熟年男性で、 顔 を 西 に 向 け た座臥屈葬で あ っ た 。 頭蓋骨 は細 か く 割 れ て い た 。 そ し て

頭蓋骨の左右 に大腿骨が扇状 に 聞 い て い た 。 座臥屈葬の特徴で あ る 。

な お、 右大腿骨付近 に坪 が 1 個割れて副葬 さ れ て い た 。

第 1 6号事 ( 第 3 図 、 図版 4 図版65)

楕円形土媛、 長径 145cm 、 短径 1 15cm 、 深 さ 60cm 、 土壌 の主軸N -52�W 。 土壌 は比較的大

き い 。 床面 か ら 人骨が発見 さ れ た け れ ど も 、 粉末状に な っ て お り 、 性別年令等は わ か ら な か っ

た 。

第 1 7号人骨 (第 3 図、 図版 3 図版65)

楕円形土媛 、 長径 1 1必盟 、 短径78cm 、 深 さ40cm 、 土壌の主軸の方向N - 17f-W 。 土墳 は か

な り 小 さ く て 、 人骨は窮屈 そ う に埋 ま っ て い た 。
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人骨は熟年女性で、 頭 を 南西 に 向 け た 右側臥屈 葬で あ っ た 。 頭蓋骨は右側頭部 を 下 に し て い
た 。 両下肢 は そ ろ え て 右 に倒 し て い た 。 と こ ろ が、 上肢 は い ず、れ も 肘関節 を 強 く 屈 し 手 を胸部
に あ て 、 左右の上腕は あ た か も 仰臥の ご と く 身体の左右 に位置 し て い た 。 お そ ら く 、 躯幹部 を
やや上向 き に そ ら し た側臥の た め に こ の よ う な姿勢 に な っ た も の と 思 わ れ る 。

第 1 8号人骨 ( 図版65 )

円形土媛、 直径 l15cm 、 深 さ 65cm 、 人骨は、 顔 を 東 に 向 け た座臥屈葬で あ っ た が、 性別年令
は わ か ら な い 。 下肢骨は左右 に 聞 い て お り 座臥屈葬の特徴が現 わ れ て い る 。 頭蓋骨は股間部 に

落 ち て さ ら に 少 し 回転 し た ら し く 、 やや離れた位置 か ら 発見 さ れ た 。

第 1 9号墓 ( 図版59)

楕円形土壌で あ っ た と 思 わ れ る が、 後世撹乱 を 受 け て 土嬢が壊 さ れ 、 人骨の大部分 は付近 に

再埋葬 さ れ て い た 。 土壌内 に は右下肢 と 副葬の杯が3 個残 っ て い た 。 人骨は熟年の男性で あ っ

た 。

第20号墓 ( 図版66 )

楕円形土壌 、 長径 110cm 、 短径65cm 、 深 さ 30cm 、 土壌の主軸 の方向 は N -51� E 。

人骨は年令不詳の男性で、 頭 を 北東 に 向 け た屈葬で あ っ た 。 側 臥 か仰臥の い ずれ かで あ る が、

躯幹部 が腐敗 し て し ま っ て い た の で は っ き り し な い 。 頭蓋骨 は ほ と ん ど残 っ て い な か っ た 。 下

股 は 左右の大腿 と 腔骨が膝関節で屈 し た状態で あ っ た 。

第 2 1 号墓 ( 図版66 )

楕円形土壌 、 長径 120cm 、 短径85cm 、 深 さ 62cm 、 土壌の主軸 の方向N -40� E 。

人骨は壮年女性で、 頭 を 北東 に 向 け屈葬で あ っ た 。 頭蓋骨は ほ と ん ど腐敗 し て い た 。 下肢 は

大腿骨 が 1 本 、 主軸 と 直角 に な る よ う な格好で出土 し た 。 下肢 を屈 し な け れ ば こ の よ う な位置

に は な ら な い で 、 屈葬で あ っ た こ と は明 ら かで あ る が、 本人骨が側臥で あ る の か あ る い は仰臥

で あ る の か わ か ら な い 。

第 23号墓 ( 図版66 )

円形土媛 、 直径 125側 、 深 さ 75cm 、 人骨は頭 を 北東 に 向 け 、 右側臥屈葬で あ っ た と 思 わ れ る 。

性別 お よ び年令 は わ か ら な い 。 頭蓋骨は ほ と ん ど粉末状 に な っ て お り 、 取 り 上 げ る こ と がで き

な か っ た 。 推骨 も そ の住置 は確認で き た が、 形状 を 露出す る ま で に 到 ら な か っ た 。 下肢 は左大

腿骨の骨体部の一部 が残 っ て い た 。 そ し て 、 人骨 を と り か こ む か の よ う に 7 個 の祁 が副葬 さ れ

て い た 。 時は裏返 し に な っ て い た も の や、 立 っ た も の 、 上向 き の も の な ど、 様 々 な 状態で出土

し た 。
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第 24号墓 ( 図 版66)

楕円形土棟、 長径 l05cm 、 短径70cm 、 深 さ 65cm 、 土壌 の主軸の方向N -63�W 。

人骨は 西頭住で 、 屈葬 と お も わ れ る 。 頭蓋骨の破片 の み の 出土 の た め 、 性別等は わ か ら な か

っ た 。

第25号墓 ( 図版67 )

円形土壊 、 直形 llOcm 、 深 さ 80cm 、 人骨 な し 。

第 26号墓 ( 第 4 図 図版67 )

円形土壊 、 直径75cm 、 深 さ 85cm 。 比較的小 さ い 土 壌 だ が、 直径 に 比 べ て 深 い 。 床 面近 く に

火葬骨‘が散乱 し て い た 。 骨は小 さ く 割 れて お り 、 性別 お よ び年令 は わ か ら な い 。

第 27号墓 ( 第 5 図 図版67)

楕円形土棟 、 長径85cm 、 短径55cm 、 深 さ 85cm 、 土墳の主軸の方向 は N - 9 0- E 。 土墳は比較

的小 さ く て 、 人骨は か な り 窮屈 な 姿勢であ っ た ら し い 。

人骨 は熟年男性で、 頭 を 北 に向 け た仰臥屈葬で あ っ た 。 頭蓋骨 は顔面部 を 正面 に 向 け正常 な

佐置 に あ っ た 。 仰臥で な け れ ば頭蓋 が こ の よ う な住置 に は こ な い 。

第28号墓 ( 第 5 図 図版67)
、、、\ \ 

楕円形土媛 、 長径 115cm 、 短径87cm 、 深 さ 臼cm 、 土壌の主軸の方向 N -26� E 。

人骨は頭 を 北東 に 向 け た 右側臥屈 葬で あ っ た が、 保存 が悪 く 性別 お よ び年令 は わ か ら な い 。

頭蓋骨 は右側頭部 を 下 に し て い た 。 側壁に そ っ て推骨が並び、 下肢 は左右の大腿 を 右 に倒 し て

い た 。

な お 、 腹部付近 に 邦 が l 個上向 き に副葬 さ れて い た 。

第29号墓 ( 図版67 )

情円形土城 、 長径98cm 、 短径80cm 、 深 さ 55cm 、 土壌 の主軸の方向 N -23!.- E 。 人骨 な し 。

第30号墓 ( 図版67 )

槽円形土棟、 長径 lOOcm 、 短径63cm 、 深 さ35cm 、 土壌の主軸の方向 N -16� E 。 土壌 は比較

的小 さ く 、 し か も 長方形 に 近 い 。

人骨は壮年女性で、 頭 を 北東 に 向 け た右側臥屈葬で あ っ た 。 頭蓋骨は か な り 腐敗 し て し ま っ

て い た が、 下肢ーは比較的保存 が良 か っ た 。 下肢は左右 と も 膝関節 を 軽 く 屈 し 、 右 に倒 し て い た 。

な お 、 右上腕の 外側付近 に祁 が 2 個副葬 さ れて い た 。 邦 は い ずれ も 上向 き で あ っ た 。
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第31 号墓 ( 第 5 図 、 図版 3 図版67)

楕円形土壊 、 長径 120cm 、 短径 lOOcm 、 深 さ 91cm 、 土墳の主軸の方向N -34� E 。
人骨は腐敗 し て し ま っ て い て 、 ご く 僅 か に骨粉が残 っ て い る 程度 で あ っ た た め 、 姿勢等 は わ

か ら な い 。 な お、 側壁に接 し て 坪 が l 個上向 き に 副葬 さ れ て い た 。

第32号墓 ( 図版68 )

楕円形土壌、 長径 130cm 、 短径 110cm 、 深 さ 89cm 、 土壌の主軸の方向 N - 2 �W 。
人骨は顔 を 北 に 向 け た座臥屈葬で あ っ た が、 性別 お よ び年令 は わ か ら な い 。 両下肢 を 左右 に

広 げて 屈 し 、 そ の 聞 に頭蓋骨 があ っ た 。

第33号墓 ( 図版68 )

円形土境 、 直径 125cm 、 深 さ 64cm 、 人骨は下顎骨の一部 と 後頭骨の一部 を 取 り 上 げ る こ と がで

き た 。 他の骨は腐敗 し て し ま っ て い た 。 そ の た め 、 人骨の 年令等 は わ か ら な か っ た 。

第34号墓 ( 第 6 図、 図版 3 図版68 )

情円形土 壌、 長径 120cm 、 短径 104cm 、 深 さ 74cm 、 土竣の 主軸の方向 N -- 6 0-- E 。 人骨 な し 。

第35号墓 ( 第 6 図 、 図版 5 図版68 )

楕円形土棟 、 長径 120cm 、 短径75cm 、 土城の主軸の方向N --34�- E 。 土墳 の 平面形 は やや整

っ て い る け れ ど も 、 床面 は か な り 荒 っ ぽい土拡で あ る 。

人骨 は北東頭位で屈葬で あ る が、 粉末状 に腐敗 し て し ま っ て い る た め取 り 上 げ る こ と がで き

な か っ た 。

第36号墓 ( 第 7 図 、 図版 5 図版69 )

楕円形土壌、 長形 125cm 、 短径73cm 、 深 さ 40cm 、 土墳 の主軸 の方向 N --28工- E 。 土墳の平面

形 は比較的整 っ て い る け れ ど も 、 床面 は傾斜 し て い る う え に 凹 凸 ま で あ っ て 、 か な り 荒 っ ぽい

土壊で あ る 。

人骨は成人女性で、 頭 を 北東 に 向 け た右側臥屈 葬で あ っ た 。

第37号墓 ( 第 7 図、 図版 5 図版69 )

楕円形土 壊、 長径97cm 、 短径63cm 、 深 さ 48cm 、 土壌 の主軸の 方向 N --25エー E 。 土墳の平面形

は 整 っ て い る け れ ど も 、 床面 は急傾斜で、 し か も 凹凸 がは げ し い 。 土壌は最 も 深 い と こ ろ で48

cmで、 あ っ た 。 し か し 、 土墳 の 上面 が後世相 当 削 ら れ て い る の で、 も っ と 深 か っ た も の と 思 わ れ

る 。

人骨は熟年男性。で、 頭 を 北東 に 向 け た仰臥屈 葬で あ づ た 。 頭蓋骨は や や左 に傾 い て い た 。
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な お、 下顎骨 に は抜歯 が認め ら れ た 。 こ の抜歯 が風習的 な も の か ど う か わ か ら な い が、 左右

対称 に 抜去す る や り 方 は風習的 な も ので は な い か と 思 わ れ る 。

第38号墓 ( 第 7 図 図版69)

楕円形土墳 、 長径 124cm 、 短径82cm 、 深 さ47cm 、 土墳の主軸の方向 N -27- E 。

人骨は壮年女性で、 頭 を 北東 に 向 け て い る 。 土壌の大 き さ か ら み て 屈葬で あ っ た と 思 わ れ る 。

頭蓋骨 と 上腕骨が粉末状 に な っ て発見 さ れた 。

な お、 土 墳の上部 か ら 五輪塔が出土 し た 。 こ の五輪塔は墳墓群の あ ち こ ち に散乱 し て い る も

の と 同 じ 形式の も ので、 お そ ら く 供養塔で あ ろ う 。 そ し て こ の 五輪塔の編年は塚原墳墓群の編

年 を 決定す る こ と で あ ろ う 。

第39号墓

土 壌は後世撹乱 さ れて し ま っ て 、 人骨が散乱 し て い た 。 人骨 は壮年男性で あ っ た 。

第40号墓 ( 図 版68)

楕円形土媛、 長径88cm 、 短径65cm 、 深 さ 37cm。 土墳の主軸 の 方向 N -97-W 。

人骨 は腐敗 し て し ま っ て い た け れ ど も 、 西頭佐で屈葬で あ っ た ら し い 。 し か し 性別 お よ び年

令 は わ か ら な い 。

な お、 土壌 の 中央付近 に印 が l 個上向 き に副葬 さ れ て い た 。

第4 1 号墓

後世撹乱 さ れ た た め 、 土 嬢は壊 さ れ、 人骨が散乱 し て い た 。 人骨は成人女性で あ っ た 。

第42号墓 ( 第 6 図 、 図版 6 ) 

楕円形土壌 、 長径 122cm 、 短径72cm 、 深 さ43cm 、 土墳の主軸の方向 N -34� E 。

人骨 は熟年女性で、 頭 を 北東 に 向 け た 右側臥屈 葬で あ っ た 。 頭蓋骨は右側頭部 を 下 に し て い

た 。 下肢は側壁 に接 し て 強 く 屈 し 、 左右 を く っ つ け て い た 。

な お、 土 墳の上部 か ら 五輪塔が出土 し た 。 お そ ら く 本墳墓の供養塔で あ ろ う 。

第43号墓
土嬢 は床面近 く ま で削 ら れて し ま っ て い た 。 こ の た め 、 土壌の形 が正確 に つ か め な い ばか り

か 、 人骨 も 取 り 上 げ る こ と がで き な か っ た 。

た だ 、 残 さ れ た 人骨 か ら 判 断す れ ば、 北東頭住 が屈葬 し て い た ら し い 。

第45号墓 (図版70)

楕円形土壌、 長径 130cm 、 短径82cm 、 深 さ 77側 、 土壊の主軸の方向 N ー12� E 。 土墳の床面
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は中央部が大 き く 窪 ん で、側壁 に近づ、 く につ れ し だ い に上 が っ て い る 。
人骨 は壮年男性で、 頭 を 北東 に 向 け た仰臥屈葬で あ っ た 。 頭蓋は腹部付近 に転げ落 ち て い た 。

上肢は肘関節で強 く 屈 し 、 手 は下顎付近 に お い て い た も の と 思 わ れ る 。 下肢 は膝関節 を 強 く 屈
し て い る 。

第46号墓 ( 第 8 図 、 図版 6 図版70)

楕円形土拡、 長径 106cm 、 短径80cm 、 深 さ 35cm 、 土拡の主軸の方向N - 80-W 。 人骨 な し 。

要 約

1 ) 塚原中世墳墓群の調査

塚原古墳群の発掘 に と も な っ て 、 中世 に編年 さ れ る 墳墓が46墓発見 さ れ た 。
中世の墳墓群 は 第 8 、 9 号方形周溝墓 そ れ に 丸山 6 号墳一帯 に 分布 し て 、 一つ の墓域 を 形成

し て い た 。 墳墓は古墳の 封土 や周溝の 中 に土擦 を 掘 っ て埋葬 し て い た 。 と こ ろ が、 後世 に な っ

て遺跡付近の 開 墾 が行 な わ れ、 封土 は削 り と ら れて畑地 に な っ た 。 こ の た め 、 封土 の 中 に 築 い

た墳墓は完 全 に 消滅 し た り 、 土壌 の 大部分が削 り 取 ら れ た り し て し ま っ た 。 し た がっ て 、 尾窪

中世墳墓の よ う に 、 土 墳の 上 に 鰻頭形の盛 り 土 があ っ た か ど う か確認で き な か っ た 。

墳墓群は46基発見 さ れす べ て 調査 し た 。 墳墓群は一つ の墓域 を 形成 し 、 小 ブロ ッ ク に 分 け る

こ と がで き な か っ た 。 中 に は土壌 を 切 り 合 っ た も の も み ら れ た 。

2 ) 土 拡

土 墳の形 は 、 円形 と 楕円形 そ れ に 問丸方形 があ っ た 。 楕円形土墳 が最 も 多 く (29例 ) 、 次 い で

円形土嬢 (11例 ) で あ っ た 。 隅丸方形土墳 は僅 か 2 例で あ っ た 。 土壌 は平面形 が不整形 な も の

が 多 い し 、 側壁は ゆ る や か に カ ー ブ し な が ら 床面 に移 る 。 床面は凹凸 が多 く 、 中 に は か な り 傾

斜のつ い た も の も あ っ た 。 し か も 、 土墳 は一般 に小 さ く 、 か な り 窮屈 な 格好で埋葬 し た も の が

多 い 。 こ の よ う に塚原墳墓群の土壌 は か な り 荒 っ ぽ く 掘 ら れ た も の が多 い ばか り か 、 全体 に や

や小形で あ っ た 。

土壌 は いず れ も 荒 っ ぽ く 掘 り 下 げた だ け で 、 二次的 に装飾 を ほ ど こ し た り し た も の は な い 。

46基の土壊 の形態 に は そ れ ほ ど大 き な 差異 は み ら れ な い ばか り か 、 土境相E に優劣 を き め る

だ け の積極的 な 資料は見 い 出 し 得 な か っ た 。 土壌相互 に そ れ ほ ど大 き な 差異 がみ ら れ な い の で 、

墳墓群は一時期 に営 ま れ た も の と 考 え ら れ る 。

人 骨

調査 し た46基の墳墓の う ち40基 か ら 40体の人骨が発見 さ れ た 。 人骨は 1 個 の 土 撲 に 1 人ずつ

埋葬 さ れて お り 、 合葬 さ れ た も の は 1 例 も な か っ た 。

埋葬 に あ た っ て 火葬 と 土葬 と があ っ た 。 40体の う ち 火葬は 2 体で、 残 り 38体 は土 葬で あ っ た 。
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し た がっ て 、 当 時土葬が一般的で あ っ た こ と がわ か る 。

土葬 さ れ た38体の人骨は成人24体 (男12 、 女11 、 不詳 1 ) 幼小児 1 体、 そ れ に 年令不詳13体

で あ っ た 。 幼小児骨の 出土 が少 な い け れ ど も 、 幼小児の場合、 成 人 に比べて 一般 に骨の保存 が

よ く な い の で、 年令不詳の13体や、 人骨の発見 さ れ な か っ た土壌 墓 ( 6 基) の 多 く が幼小児で

は な か っ た と 思 わ れ る 。 ま た 、 性別 や年令 に よ っ て埋葬地域や土壌の ち がい は認め ら れ な か っ

た 。

埋 葬 姿 勢

土葬人骨の埋葬姿勢は 、 す べて 屈葬で あ っ た 。 土墳が小 さ い の で、当然屈葬で、 な け れ ば納め る

こ と がで き な い 。 屈 葬 は 、 さ ら に 、 座臥屈葬 ( 6 例 ) 仰臥屈 葬 ( 6 例 ) 右側臥屈 葬 ( 8 例 ) 左

側臥屈葬 ( 1 例 ) 腹臥屈葬 ( 1 例 ) に 分 か れ た 。 特 に ひ い で た埋葬姿勢がみ ら れ な い 。

人骨の埋葬方向 は土墳の方向 に よ っ て 決定 さ れ る 。 し か し 座臥屈葬の場合は土壌 の 方向 と は

関係 な く 決定す る こ と がで き る 。 6 例の座臥屈葬の う ち 、 3 例 が西向 き に座 ら せて い た ので 、

座臥の場合は酉向 き が一般的で あ っ た よ う に 思 わ れ る 。 側臥や仰臥 そ れ に腹臥屈葬の場合は土

壌の方向 に 左右 さ れ る 。 頭位 を 東、 西、 南、 北 と 大 き く 分 け て み る と 、 北頭位 (17体 ) 南頭位

( 5 体 ) 西頭位 2 体の順で あ っ た 。 つ ま り 、 座臥屈葬 を 除 く 他の埋葬姿勢の場合は北頭位 が一

般的で あ っ た こ と がわ か る 。

土墳の形別 に埋葬姿勢 を 分 け て み た け れ ど も 、 両者 に相関 は認め ら れ な か っ た 。 つ ま り 、 埋

葬姿勢 と 土 壌 と 形 と は無関係であ る 。 埋葬 に あ た っ て棺 ま た は桶 を 使用 す れ ば、 土壌は棺桶の

形 に あ わ せ て掘 ら れ る の が普通で、 あ る 。 け れ ど も 、 塚原墳墓群の よ う に 直接土葬 さ れ る よ う な

場合は土墳は そ れ ほ ど拘束 さ れずに掘れ ばよ い 。

埋葬 の方法

塚原墳墓群の場合、 埋葬 に あ た っ て 容器 (棺桶 ) は使用 し な か っ た ので は な い か と 思 わ れ る 。

お そ ら く 、 直接土葬 し た も の と 思 わ れ る 。 そ れ は次の理由 に よ る 。

1 ) 人骨は窮屈 そ う に 床面 い っ ぱい に広 が り 、 側壁 と 接 し た も の が多 い 。

2 ) 棺 あ る い は桶 を 使用す る た め に は土墳 を 整備 し な け れ ば納め る こ と がで き な い 。 土 壌の

平面 は一般 に 不整形で 、 側壁 と 床面 は角 を な さ ず ゆ る や か に カ ー ブ し て る 。 ま た 床面 は凹凸 ば

か り か傾斜 し た も の が多 い 。 も し 容器 を 作 ら ね ばな ら ず考 え ら れ な い こ と で あ る 。
3 ) 土壊内 か ら 鉄釘等、 容器 を 使用 し た と 考 え る 積極的 な 資料 が得 ら れ な か っ た 。

塚原中世墳墓群の編年

塚原 中世墳墓群の編年 につ い て は尾窪中世墳墓群 と 比較 し な が ら 編年 を 考 え て み た い 。

尾窪中世墳墓群 は す で に報告 さ れて い る よ う に 、 鎌倉 か ら 室町時代 に か け て 営 ま れ た墳墓群

で あ る 。 尾窪の場合は土壌 は定形化 し 、 埋葬 に あ た っ て棺あ る い は桶 が用 い ら れ て い た 。 と こ

ろ が、 塚原の場合 は埋葬 に あ た っ て棺あ る い は桶 を 使用 し た と は考 え ら れず、 直接遺体 を 土 墳
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に納め た ら し い 。

尾窪は小 さ な 谷 を へ だ て た 向 い の丘 に あ り 、 両者 の埋葬の違 い を 地域差 と 考 え る こ と は で き
な い 。 地域差で な け れ ばあ と は時代差で し か な い 。

塚原墳墓群 が尾窪 と 同時期 か あ る い は新 し い時期 に 墓地が形成 さ れ た も の で あ れ ば、 埋葬 に
あ た っ て 容器 (棺 ・ 桶 ) を 使用 し た も の と 思 わ れ る 。

塚原の場合容器 を 使用せず、 埋葬形式 と し て は よ り 古い段階の も の で あ る 。 し た がっ て 塚原
墳墓群は尾窪墳墓群が営 ま れ る 前の (古い ) 段階で は な い か と 考 え ら れ る 。 塚原墳墓群は 、 尾
窪 よ り も 古い け れ ど も 、 ど れ く ら い 古い も の か わ か ら な い 。 塚原墳墓群が廃止 せ ら れ て の ち 引
き 続い て 尾窪墳墓群が開始せ ら れ た か も し れ な い し 、 あ る い は 、 塚原 か ら 尾窪へ移 る 聞 に やや
時聞 があ っ て 、 そ の 聞 は別 の地点 に墓地が形成 さ れ て い た の か も し れ な い 。 た だ 、 塚原墳墓群
は古墳の封土 や周 濠の 中 に営 ま れて い た の で、 古墳時代 よ り も さ か の ぼ る こ と は な い 。

埋葬形成 か ら は上記の編年 が考 え ら れ る が、 さ ら に詳細 な 編年 に つ い て は考古学 に ゆず ら ね
ば な ら な い 。

附 丸尾 5 号墳出土の 人骨の埋葬 に つ い て

丸山 5 号墳の 内部主体で あ る 箱式の組合せ石棺の 中 に 、 頭 を た がい ち がい に し て 合葬 さ れ て

い た 。 ま ず男性 を 南頭位で仰臥伸展 さ せ 、 そ の あ と 女性 を 北頭佐で腹臥伸展 に よ っ て追葬 し て

い る 。 両 者 は骨盤 が重 な り 合 っ て い た 。

石措は密閉 さ れ て い た け れ ど も 、 あ け て み る と 骨の存在 は良 く な か っ た 。 特 に 蓋石 の接点付

近の骨は漏 れ の た め な く な っ て い た 。 骨は さ わ る と ポ ロ ポ ロ と 崩 れ る ほ ど も ろ か っ た 。 そ れで

も 、 幸 い棺内 に土 がは入 っ て い な か っ た の で、 人骨 を い じ く る こ と な く 埋葬姿勢 を 検討す る こ

と がで き た 。 両 人骨の 聞 に は特 に 間層 は な く 、 骨 は おE い に接 し て い た 。 両 人骨 は、 同時 に埋

葬 さ れ た も の で あ る か、 あ る 程度時間 を経 て追葬 さ れた も の か ど う か わ か ら な い 。

発掘の段階で は男性骨の 方 も 壮年 と 考 え て い た の で、 両 人骨の関係 に つ い て い ろ い ろ と 憶測

も あ っ た が、 よ く 調べて み る と 男性は熟年で あ っ た の で、 や や憶測 も 後退 し た 感 がす る 。

男性骨の 頭蓋骨は腐敗 し て し ま っ て 粉末状で あ っ た 。 上下肢 と も に ま っ す ぐ 伸 ば し 、 手 を 大

腿 の 外側 につ け て い た 。

女性骨は腹臥伸展葬の た め 、 顔面 を 下 に し て い た 。 顔面 は右側 を 少 し あ げ、 左顔面 と 左側頭

部 を 床面 につ け て い た 。 つ ま り 顔 を ち ょ っ と そ ら し た格好で あ っ た 。 上下肢 は ま っ す ぐ伸 ば し

て い た 。 な お、 棺内 に剣等の副葬品 があ っ た け れ ど も 、 小 さ い 石棺 に 2 体 も 埋葬 さ れ て い た の

で ど ち ら の 人骨の副葬 か わ か ら な か っ た 。
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第 ワ節 ま と め

方形周溝墓

形態 と規模 総数39基 を 調査 し た 。 最大規模の も の は 6 号墳で、 長軸線上で外径23. 9 m を 測

る 。 ま た 15号墳は西側周溝が削平 さ れて い る が、 周溝の一辺は23. 0m 以上 を 測 る 。 最小 の も の

は 、 23号墳で、 一辺 5. 4 m で大小の差は著 し く 大 き い。

い ま 計測可能 な 24基 に つ い て 集計す る と 8 m 以上、 15m 未満の も の が最 も 多 く 、 16m 以上19

m 未満 に も 数基 が集 中 す る 。 周溝の 断面形 は V 字形 ・ U 字形 お よ び逆梯形 を な し 、 一基の 周溝

の 全部位 が同形の も の 、 周溝の場所 に よ っ て 、 そ れ ぞれ形が違 う も の な ど があ る 。 溝は 、 現状

で は幅 1 - 2 m 、 深 さ 0 . 15- 2 m を 測 る が、 こ れ は削平 さ れ た 結果で あ り 、 復原す れ ば幅 1 -

2 m 、 深 さ 1 - 2. 5 m に な る と 推定 さ れ る 。 溝の堀 り 込み余羽頃は 、 溝の 外側部分 が急 に な る の

が普通で あ る 。 陸橋部の 両側の溝 は幅広 く な る 傾向 があ る 。 大形の周溝墓で は 、 既 し て溝幅 ・

深 さ と も 大 き い 。

陸橋部 一辺の 中 央部 よ り 、 やや一方 に偏.し て ーケ所の 陸橋部 があ る 。 そ の方 向 は 、 内 か ら

み て 、 東~南側以外の 全方向 に あ る 。 陸橋部の幅 ・ 平面形は一定では な く 、 規模 は平面形の大

小 と 関係 な い 。

周 溝墓相互の関係 切 り 合 い 関係 がみ ら れ る も の と 、 そ う で な い も の があ る 。 前者 に は数 ケ

所で、 主体部や周溝の並び方 か ら 、 明 ら か に 切 り 合い や重複 を 生 じ て い る 例 を 見 た 。 こ れ ら の

多 く は 、 小規模 な 墳墓聞で特 に 多 く み ら れ る 。 し か し 前後関係や時間差 が明 ら か に で き た も の

は皆無で、 あ る 。 ま た後者 に は 、 調査例の大半 が該当す る 。 こ う し た こ と か ら 、 方形周溝墓の 多

く が ご く 単期間 に連続 し て 築造 さ れ た こ と を物語っ て い る 。

盛土の問題 調査 に よ っ て確実 な 証査は得 ら れ な か っ た 。 し か し 、 周溝墓の な か に は 、 主体部

の み ら れ な い も の ( 20 ・ 38号方形周溝墓) があ り 、 こ の状態 を 当初 か ら の も ので な い と す れ ば、

主体部 は 少 く な く と も 現地 表 よ り 上 に あ っ た も の と せ ね ば な る ま い 。 し た がっ て 程度 は と

も か く 、 ど れ だ け かの盛土 があ っ た こ と に な る 。 一方、 逆 に主体部 が発掘地表面でみ ら れ た も

の ( 調査例 の 多 く が含 ま れ る 。 ) な ど は、 盛土 は棺 を 被 う ばか り の低い も の では な か っ た ろ う

か。

主体部 形態 と 類型 に つ い て は後述す る が主体部の数 と 方向 につ い て ふ れ て お く 。 主体部の

長軸方向 は 、 22号墳 の 第 2 主体部 と 36号墳の 2 ケ所以外は、 全て北~西側 を示す。 主体部の長

軸方向 と 陸橋部 は 、 直交の関係 を 示す も の が多 く 、 こ の場合主体部 は木棺 と 安山岩の石棺 に 限

ら れ る 。 磁灰岩 を 用 い た 主体部 は 、 主体部長軸線の延長上 に 陸橋部 が来 る 。 主体部 は大部分 が

一基 にー棺で あ る が、 二棺の も の ( H 19号 ・ H 22号) 、 三棺の も の ( H 6 号) 、 4 棺の も の

( H 11号 ) な ど複数の主体部 を持つ も の があ り 、 いずれ も 木棺で あ る 。 単棺の も の は安 山 岩の

組合せ石棺ー基 ( H 8 号) 、 凝灰岩の石棺三基 ( H 30 ・ 31 ・ 35号 ) 、 組合せ木棺が 9 基 ( H 1 
. 2 . 4 ・ 6 ・ 9 ・ 10 ・ 15 ・ 16 ・ 18号 ) と な る 。
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2 円 墳

形態 と 規模 総数42基 を 調査 し た 。 最大の も の は 、 く ぬ ぎ塚古墳で、 直径36m を 測 る 。 丸山
4 号墳、 丸山 6 号墳 も 外径 が34 m 以上 あ り 、 こ れ ら は断然他 を 抜 き ん 出 て い る 。 一方、 丸山24

号墳 は調査古墳 の う ち 最小で外径 8. 5m を測 る 。 計測可能な も の につ い て 、 外径 を 集計す る と

7 m 以上、 15m 未満の も の が半数 を 越 え る 。

周溝は 、 現状で は幅 1 � 2 m 、 深 さ 0. 2� 2. 5m を 測 り 、 大形 に な る ほ ど 、 溝幅 ・ 深 さ は大

き い 。 周溝断面形 は V 字形 ・ U 字形 お よ び逆梯形 を な し 、 周溝の 全部住の 断面 が同形の も の 、

場所 に よ り 形 が違 な る も の な ど が あ る 。 周溝の平面形は、 必 ら ず し も 同形 と は 限 ら な し ミ 。 平面

形 が馬蹄形 を な す も の も 存す る ( 丸山23号墳 に お い て著 し い ) 。

陸橋部 1 ケ所の 陸橋部 が あ り 、 そ の 方向 は 内部主体の長軸方向 と 一致 し 、 南西~北西方向

が多 い 。

円墳相互の関係 切 り 合 い 関 係 がみ ら れ る も の は l 組 ( 丸山 18号墳 と 丸山35号墳 ) で 、 そ の

他 に は切 り 合 い 関係 は な い 。 切 り 合 い を 有す る 2 基 は 、 群中最小規模の 円墳で あ る 点 が留意 さ

れ る 。

盛土の問題 盛土 の 残 っ て い る 古墳 は 、 調査地区で は く ぬ ぎ塚古墳 の み で あ っ た が、 か つ て

は 、 数 多 く の古墳 に あ っ た 旨 が伝承 さ れ て い る 。 く ぬ ぎ塚古墳の場合、 主体部の横穴式石室の

床面 は 、 古墳築造時代 の 旧地表 か ら 約 1 m 高 く 、 現在す る 盛土 は約 3 m を 測 る 。 し た がっ て 主

体部の み ら れ な い 、 大型 の 円墳 ( 丸尾 5 ・ 7 号 ・ 丸山 4 ・ 6 ・ 7 号墳 ) な ど に は 、 か な り 高 い

盛土 が あ っ た こ と が推定 さ れ る 。 一方、 主体部 を 検出 し た 、 円墳 につ い て も 、 盛土 の 規模 は 不

明 で あ る が、 盛土 が あ っ た こ と は 当 然推測 さ れ る の で あ る 。

主体部 主体部 に は種類 が あ り 、 凝灰岩の組合せ式石棺 を 普通 と す る が、 1 基 は 安 山 岩 を 材

質 と し て 用 い て い る ( 丸尾 5 号墳 ) 。 他 に凝灰岩の横口式石棺 2 基 ( 丸山 8 号墳 . 34号墳 ) 、

安 山 岩の割石 を 用 い た小型 の竪穴式石室 も あ る ( 丸尾 7 号) 。

最後 に 、 円墳 と 方形周溝墓の関係 に つ い て ふ れて お か な け れ ば な る ま い 。 先 に 、 円墳相互の

関係 に つ い て は述べ た が、 円墳 と 方形周溝墓の切 り 合い は 丸山18号墳 と 方形39号墳、 丸 山 8 号

墳 と 方形15号墳 お よ び丸山 6 号墳 と の 2 組、 5 基の古墳 につ い て み ら れ る 。 前者の例 は 、 小規

模 な 円墳 と 方形周溝墓 の 切 り 合いで、後者は大型 円墳 と 方形周溝墓の聞 に位置す る も の で あ る 。

3 前方後 円墳 (琵琶塚古墳)

浜戸川流域 に 存す る 、 5 基の 前方後 円墳の う ち 最大規模古墳で あ る と い う こ と は従来 よ り 知

ら れ て い た 。 今回 、 東北側 の 周溝の み路線内 に か か っ た の で調査 し た が、 こ れ に よ り 後円部の

直径 を 明 ら か に す る こ と がで き た 。 後 円部の直径 は、 周溝の外でト推定47m 、 盛土裾部で推定30

m を 測 る 。 熊本県内で現在 ま で48基の 前方後円墳 が知 ら れて い る が、 こ の う ち 後 円 径 が類似す

る の は 、 次表の 三基の古墳で あ る 。

nHU

 

司i



第 9 表 前方後円墳対比表

古 墳 名 所 在 地 全 長

高 倉 古 墳 鹿本郡植木町古関
57 

( 63 ) 

上鞍掛A 古墳 阿蘇郡一宮町中通 65. 5 

迫 の 上 古 墳 宇土市栗崎 日
( 56 ) 

) は復原数値

4 石 棺

後円径

25 

(32 ) 

33. 5 

28 

( 32 ) 

前方部 巾 後 円 品 前方部品

8 4 2 

( 15 ) ( 5 . 5 ) 3. 8 

26. 5 5 . 56 3. 8 

( 15 )  4 2 L...司園E
(単位は メ ー ト ル )

周溝 を 持 た な い 単独の 石棺群 ( 15基) で、 石材は、 安 山 岩の箱式石棺 1 基 ( 第 15号 ) を 除い

て 、 すべて の離灰岩の切石で あ る 。

最大の石棺は 、 第16号石棺で土墳長軸4 .25m 、 短軸2 .66m を測 り 、 そ れ よ り やや小形の も の

は第17号石棺で あ る 。 こ の 2 基 を 除い て 、 他は長軸 2 m 、 短軸 1 m 佐で、 ほ と ん ど同規模で あ

る 。 第12号 は長側辺 ・ 短側辺 と も 凝灰岩の l 枚石 を用 い 、 上端 に扇 平 な 切石 を 二段 に控 え 積み

を し て い る 。 扇 平 な 石 を 控 え 積み に し て い る 例 は 、 第10号石棺 に も 認め ら れ る が、 こ れ は長側

辺の一石 の 高 さ を 調整す る た め の も の で本来的 な も のでは な い 。

石棺の 長軸方向 は北~ 西 が最 も 多 い ( 第10号 ・ 第17号は他 と 異 な る ) 。 石棺の 配置 を み る と 、

第 1 号、 第15号、 第18号 を 除 い て 、 他は 2 - 3 基で グル ー プ を な す。 調査区の南 よ り 、 石棺群

を グ ル ー ピ ン グす る と 次 の よ う に な る 。

1 第 2 ・ 第 3 ・ 第 4 号石棺

2 第 5 ・ 第 6 号石棺

3 第 7 ・ 第 8 号石棺

4 第 9 ・ 第10号石棺

5 第11 ・ 第12 ・ 第13 ・ 第14 号石棺

6 第16 ・ 第 17号石桔

以上の 6 グ ル ー プ に わ か れ る 。 こ の う ち 、 第 5 グ ル ー プの 4 基 は 、 第11号 と 第 12号の土壌の

聞 に切 り 合 い関係 が認め ら れ、 第12号 が新 し い。 こ れ以外の石棺相互 に は 、 切 り 合 い 関係 は認

め ら れ な い 。

石棺 と 方形周溝墓の関係 は 、 第16 ・ 第17号石桔 が方形19号壌 を破壊 し て 築造 さ れ て い る 。 第

15号石棺は方形38号墳の墓域内 に 築造 さ れて い る 。 ま た 、 第11号~第14号石桔 は 、 方形20号周

溝墓の墓域内 に 築造 さ れ て い る 。
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第 1 0表 塚原古墳群石棺 ・ 石蓋土積一覧表

hO. 材 質 主軸方位 土 療 棺の 内法 ( 床 面 ) 遺物 備考長 さ 中高 長 さ 。E 高 さ
1 号石棺 凝 灰 岩 N -88 -W 2 .03 1 . 17  

2 。 。 N -83 -W 2 . 20 1 . 00 一 一
3 。 。 N -83 -W 1 .67 1 .06 一
4 4シ 。 N -70 -W 2 .37 1 . 18 

5 4シ 。 N -33 -W 1 .94 0 .90 

6 4シ 。 N -53-W 1 .85 1 .05 一
7 。 。 N - 13- W 2 .27 1 .05 1 .77 0 .41 0 . 40 

8 。 4シ N - ll -W 1 . 80 0 .55 一
9 � 。 N -55 -W 2 .62 1 . 12 

10 � � N -62 - E 2 .78 1 .88 1 .72 0 .45 

1 1  。 。 N -52 -W 2 .47 1 . 2+α 

12 �. 。 N -52 - W 2 .33 1 .60 1 .27 0 .69 0 .68 

13 。 。 N -44 -W 1 .29 0 .83 

14 。 � N - 10 -W 2 . 15 1 .22 

15  。 安 山 岩 N -49 -W 2 . 10 1 .01 1 . 51 0 .52 0 .41 

16 。 凝 灰 岩 N -56 -W 4 .25 2 .66 

17  。 。 N -33 - E 4 . 00 (2. 5 )  1 . 90 1 . 00 

18 。 。

石蓋土壌 蓋石凝灰岩 N - 11 - E 1 .76 1 .41 0 .60 0 .27 0 . 14 な し
備考 1 .  単位 は メ ー ト ル 2 .  ) は復原 ・ 推定

5 内部主体 に つ い て

組合せ式木棺 調査 し た 方形周溝墓の う ち 、 主体部 が遺存 し 、 そ の形態 を 知 る こ と がで き る

も の は19基で、 そ の う ち 、 組合せ式木棺 を 主体部 と す る も の は別項で述べ る と お り ( 古墳 の類

型 ・ A - a 類 ) 12基 を 数 え 、 割合 と し て は最 も 多 い。 こ の う ち 、 主体部 が 1 基の も の は 6 例 、

2 基の も の は 3 例、 3 基の も の は 2 例、 最 も 多 い の が 4 基で 1 例 を あ げ る こ と がで き る 。

複数の 木棺 を 主体部 と し て 有 し て い る 場合、 各木桔相互の関係 に つ い て若干記述す る 。 各方

形周溝墓の記述の 中 で も 適時述べ た よ う に 、 こ れ ら の複数の木棺で、 共通の 土壌 を 有 し 、 主軸

方位 を ほ ぼ等 し く し 、 整然 と 切 り 合 う こ と な く 埋置 さ れて い る も の は 、 築造時間 は 、 ほ ぼ同 時 か 、

あ る い は時間差 が き わ め て 少 な い こ と を 指摘す る こ と がで き る 。 さ ら に 、 17 ・ 19号方形周溝墓

に お い て は 、 各 2 基 の 木棺 を 有す る が、 明 ら か に切 り 合い関係 を 有 し 、 時間的 な 差異 を 示 し て

い る が、 周溝内 か ら 出 土 す る 土師器で み る 限 り 差異 は な く 、 そ の期間 は そ う 長 く は な い も の と

考 え ら れ る 。 こ の切 り 合 い の場合、 土 壌が切 り 合 う だ けで、 木棺 そ の も の が破壊 さ れ る 程 の 切

り 合 い で は な く 、 主体部の主軸方位 は 、 並行 し て い る こ と が注 目 さ れ る 。 22号方形周溝墓 は 、

2 基の主体部 が直角 に 切 り 合 っ て お り 、 他の例 と は異 っ た様相 を 呈 し て い る 。

こ れ ら の 木棺の 木質部は ま っ た く 遺存 し な い が、 こ れ を 被覆す る 粘土等の遺存 に よ っ て 、 そ

の構造 ・ 規模 を 明 ら か に す る こ と がで き る 。 ま ず、 土壌 を穿 ち ー さ ら に こ の 中 に土 撲 を穿 ち 、
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二重の土壌 を 有す る も の も あ る 一木 口 板 を 組み込む穴 を土壌の 両 端 に掘 り 込む 。 木 口板 を 組み

込み 、 あ る 程度の土 を つ め 安定 を 計 る 。 さ ら に長側辺の板 を 組み込み 、 木 質 と 土壌の 聞 や床面

に粘土や土 を つ め固 定 を 計 る 。 木質の上面 ま で粘土 や土 を つ め レ ベ ル を 一定 に し た の ち 、 木 質

の蓋 を し 、 さ ら に そ の上 を 粘土で被覆 し 、 埋め つ く す。 こ の木棺構築の過程で 、 遺体の埋葬 は

当 然棺蓋 を お お う 前段階で あ る 。 木 口板は長側板の間 に組み込 ま れ 、 床面 に は赤色顔料 が塗布

さ れ て い る 。 木棺の 内 法 は 、 長 さ の最 も 長 い も の は、 2 .13m 、 短 い も の は1 .58 m 、 幅の 最 大 は

O . 82 m 、 最小 はO .55m で あ る 。 深 さ は 床面 か ら 50cm前後の も の が多 い 。

横口式石棺 広義の横 口 式石棺 に は 、 石桔の平の部分の側石 を 省略又 は窓 を 切 り 込 み横 口 部

と し た も の も 含 ま れ る が、 こ こ で は 、 組合せ式石棺の妻の部分 に横口 を 設 け た も の に つ い て 記

述す る 。

九州 の横口式石棺 は 、 今回 の塚 原の 3 例 を 含め て 10例が管見 に ふ れ た 。

第 1 1 表 九州横 口 式石棺 (妻入) 地名表

A'õ. 古 繍 名 所 在 地 噴 形 墳 丘 の 縦慎 外覆施設 石 信 の 形 態 m 土 造 物 {首 考 |
鏡6 面、 刀、 剣、 槍、

l 江 田 舟 山 古 噴 熊本県玉名郡菊*�f江m 前方後円境 全長ωm を L 石 形 石 制 鉄鎖、 玉類、 冠、 昔、 羨道付設
(周溝の内側) 帯金具 、 須恵器他

須恵器Jf目 、 銅環、 鉄 φ 

2 石 之 室 古 墳 。 F益域調i城南町駒市 f'1 墳 現 11 4シ 。 板、 鉄娘、 鉄銭 円筒 相身内側 に線刻文様

約20 m 状石製品

3 塚原 36号方形閥溝墓 方形周溝墓 不明 (事形石綿)
f:師器 (小形丸底査、 義道H設ろ予 ， 4シ
I-:'fi f;不 能

4 φ ・ 丸 山 8 号 墳 砂 " f� 噴 4シ な L �道付設
5 φ ・ 丸 山 34 号 墳 。 。 円 墳 " な L

6 商 隈 古 墳 佐賀県佐賀市金 立町商問 。 備穴式石械 石 形 石 舷
円筒績始、 棺身 ・ 棺蓋

に線刻文館

7 西 原 古 墳 " 。 久保泉

B 石 植 山 古 墳 福岡県久留米市高良内町 前方後円墳 な L 石 形 石 舷 管玉、 厳手 刀子、 刀子 円筒 ・ 形卑績給

9 石 人 山 古 墳
八女郡広川町一条

備穴式石室
武装石 人 、 棺身 ・ 棺蓋" 110 m 。 不 明

人形町 直llJl.文のi手彫

10 浦 山 古 境
。 久留米市上津町二軒 {ム、 刀 ・ 剣 ・ 勾玉 ・ 金

信身 に線刻文様高1;1 環他

備考 本 表 の 作成 に は次 の 文献 を 参照 し た 。
1 .  高 倉洋彰 「九州 家形石棺地 名 表J �筑後古城山 古墳』 所収 1972 
2 .  小田富士夫 「九州I J r 日 本 の 考古学 W � 所収 1966 
3 . 堀 田啓一 「西 日 本 に お け る 横 口 式石棺の古墳 に つ い て 」 先 史学研究 5 1963 
4 .  堀 田 啓一 「西 日 本 に お け る 横 口 式 石棺の古墳 に つ い て J r論集 終末期古墳」 所収 1973 
5 . 森貞 次郎 「北部九州 の 古代 文化J 1976 
6 .  梅原 末治 「玉名 君11江田村船山古墳調査報告J �熊本県史E氏 名勝天然記 念物調査報告 1 � 

所収 1922 
7 .  松本雅明 「古墳時代J �城南町史� 1965 

こ れ ら の 系譜や意義 に つ い て は堀田啓一氏の業積があ る が、 畿 内 を 中心 と し た資料操作で九州

に 限定 し た場合、 さ ら に追求 さ る べ き 問題 も 多 い 。 今回 、 こ れ に 言及す る に は資料不足 で 、 時

間的 な 制約 も あ る の で、 問題点 を 列記 し て 、 今後 の指針 と し た い 。

- 182 -



1 す で に 、 諸先学の指摘の と お り 、 佐賀 県東部、 福岡県南部、 熊本県の 中 部以北 を 分布圏 と

す る こ と 。

2 こ れ ら の古墳 は 、 各地 に お い て 有 力 な 古墳 に数 え ら れ る も の で あ る こ と 。

3 盛行の時期 は 5 世紀 に 考 え ら れ る こ と 。

4 発生の要因 は何で あ る か。

5 熊本県の も の に は 外覆施設 を 有せず、 そ の代 わ り 、 羨道状の施設 が設 け ら れ る こ と 。

6 長側辺 に横 口 を 設 け る 石棺 と の 関係。
第 1 2表 塚原古墳群主体部一覧表

主 f本 部 土 嬢 の 規 模 結 の 内 法 主 体 古Il
古 t員 名

形 態 材 質 主 制l 方 位 長 さ 幅 長 さ 傾 副 葬 品 lliiî 考

l 号方形周溝墓 組合せ式 ( 木材 ) N -52- W  3 .28 1 .85 1 .9 0 .75 粘床土面のに遺赤色存顔良料好木 宇古
2 4シ � � N -�4 - W  3 .95 2 .45 1 .95 0 .55 。

3 。 区域 外

4 。 組木合せ棺式 ( 木 材 ) N -46- W  2 .8 1 .5 不明 不明 床面 に 赤色顔料

5 。 削 子

組木棺合せ3 基式 ( 木材 ) 議
35

審
臼

E3
2 

①也X鉄玉3)剣ー、 .管管事 共通の土横6 。 N -57-W  .24 .0 
N -56-W .67 .3 5 . 6X 6 .8 

7 。 組木合せ棺式 。 N -51 - W 3 .25 2 .0 ( 1 .75 ) ( 0 .55 ) 安 山 岩根石片 出
土

8 。 組石合せ桔式 安 山 岩 提中世乱土貴墓 に よ り
9 。 自IJ 平

10 。 。

②②粘粘料床土土面遺遺に存赤存色良良顔好好1 1  。 組木熔合せ4 基式 ( 木材 ) N -64-W 20 .0 ②1 .95 ②0 .69 
N -50-W 25 .70 

12 。 。 3 基 。 N -45- W  .9 .58 @渇未調査

13 。 削 平

14 。 。

15 。 ぞシ
16  。 組木合せ精式 ( 木材 ) N - 61 - W  ( 3 .55 ) 1 .83 主古L体郎の一部俊

17 。 。 2 基 。 g
N ー75-W 鉄則 共通土岐. 0  N - 75-W 4 . 0X 2 .85 

18  イシ 削 平

19 。 中木且精合せ2 式基 ( 木 材 ) S
N 63-w 

8
・3 ① (23 ) 

8
13 s 二 (赤îX色2)顔と 料も 床面 にN -63-W  . 1 ② ( j . 8 )  . 88 

20 。 削平
21  。 今
22 。 組木棺合せ2 基式 ( 木材 ) g

N -29-w 
8

18 
容2 ・05 g ( 2 2 ) 憲 二 qのx一ID郎と 措も置主舌L体育IlN -69- E  .3  25 ( 2 .0 ) 

23 。 削 平

24 。 。

25 。 。

26 イシ ( 組式合木棺せ ) 詳細 未調査

27 。 削 平

28 。 。

29 。 農道 に よ り 削平

30 。 組石合せ綿式 凝灰 岩 N -50- W  3 .15 2 .53 2 .35 0 .95 

31 。 。 。 撹乱
32 。 削 平
33 。 。

34 。 。

35 。 組石棺合せ3 基式 凝灰岩 ① ①2 .8 ①1 .6 ①2 .23 ①1 .:，5 @渇未調査

36 。 横石 口 棺式 。 N -48- E  4 .4 2 .75 (2 . 6 )  1 .46 羨道{長 さ X 幅 )
( 1 .0 ) X O .  8 

37 。 削 平

38 。 。

qa

 

oo
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古 墳 名
主 | 体 部

形 態 材 質 主 軸 方 {立
39 。 ( 石 棺 ) N -41-W 

丸 山 3 号 境 (組合せ (凝灰岩)式石棺)
。 4 " 

6 

7 

8 横石 口 式棺 凝灰岩 N -80-W 

9 組石合せ棺式 。 N -69- E 

10 

1 1  

1 2  組石合せ棺式 凝灰岩 N -61 -W 

13 。 。 N -25-W 

14 。 。 N -76- E 

15 
16  組石合せ棺式 凝灰岩 N - 39- E  

17  。 ( " ) N - 1 - E 

18 。 凝灰岩 N -51-W 

19 4シ 。 N -77- E 

20 

21 組石合せ棺式 (凝灰岩) N -55- E 

22 

23 

24 組石合せ信式 N -58- E 

25 

26 (組式合石棺せ ) 
27 イシ

28 。

28 。

30 

31 (組
式
合石棺せ ) 

32 

32 

M 償 口 式 凝灰岩 N -33-W 

35 組
石
石合せ

信
棺式 。 N -54-W 

36 

丸 尾 5 号 境 組石合せ格式 安 山 岩 N - 60- W 

6 

7 小型竪穴 安 山 岩 N -40-W 式 石 室
8 

9 

く ぬ ぎ 塚 横石 穴 室式 凝灰岩 N -31-W 

王宮 琶 塚

備 考 1 .  単位 は メ ー ト ル

土 績 の 規 模 棺 の 内 法 主 体 部 {繍 考長 さ 幅 長 さ 幅 中国 務 品

2 .6 2 .0 土墳の み遺存
管玉 1 、 ガ 遺土績存がわずかにラ スヨ，2

削平
。

。

4 .70 棺身部;2.82 (2. 8 )  1 .5 " 羨道部1 .96
(3. 6 )  0. 9 ) 一部削平

削平
。

2 . 10 1 .50 1 .65 0 .7 

3 .0 2 .0 1 .8 1 .0 

2 .6 2 .0 (2 . 0 ) 0. 6 )  

未調査

3 .0 2 . 15 

( 1 .75 )  (0 .95 ) 土 績 は 削 平
2 . 14 1 .38 

2 .5 1 .7 

農道 に よ り 削平
2 .95 1 .65 

削平
" 

土墳の み遺存

土墳の み遺存
。

。

4シ

土績の み遺存

土療の み遺存

3 .45 2 .90 2 .0 1 . 13 な し 棺材 に 赤色顔料
2 .07 1 .65 な し

削平
3 .2 2 .2 1 .88 0 .35 鉄剣 ・ 櫛

区域外未調査

(3. 7 ) (3. 0 )  (3. 8 ) ( 2 .95 ) -\& し 撹乱

石室悩 石室幅 な し 破壊がひどい3. 0+2 1. 6 
区域外

2 .  ) は復原 ・ 推定 を 示す
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第二章 遺構 ・ 遺物 の 考察

査 ・ 蜜

高 t不

第 1節 遺 物

1 . 出土土器の観察

台付壷 ・ 台付費

鐙

時 . !不蓋

高t不 ・ 保護

腿

第1 39図 土器の計測法 ・ 記号
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出土土器観察結果一覧表

※ 印 は須恵器、 他 は す べ て 土師器。

図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 {輔 考

A 11 . 6 D. 3. 5 ロ縁部 は やや外反 し 、 肥厚す る 。 胴 口縁 ・ 頭部 は ハ ケ 目 整形 の あ と ヨ コ 焼成後の底部穿孔 。
部 は ほ ぼ球形で、 最 大径 は ほ ぼ中位 ナ デ、 胴部 は 全 面ハ ケ 目 撃形 。 黄褐色 、 焼成不良。

71  
壷

8 9. 3 D，13. 2 に あ る 。- 1 
72 C 14. 9 

1 号方
D 16. 7 

A 15. 0 D， 3. 2 口縁部 は や や短 か く 、 中部の接合部 口縁部以下肩部外面 は ハ ケ 目 の あ と 焼成後の底部穿孔。
で稜 を 有す る 。 』阿部最大径 は中位 に ヨ コ ナ デ。 胴部外面 は タ テ 、 ナ ナ メ 黄褐色、 焼成良好。

2 
8 10. 2 0，23. 8 あ り 、 底 部 は や や 尖 り ぎみ。 方 向 の ハ ケ 目 調整 、 内 面 は 下→上方。

向 のヘ ラ 削 り 。C 23. 5 

1 号方
D 27. 0 

A 13. 3 D， 3. 9 口縁部 は 外反 し 、 中 ほ どで やや肥厚 口縁部以下肩部 ま でハ ケ 目 調整 の あ 焼成後の底部穿孔。
し 外国 で わ ず か に 稜 を 有す る 。 I阿部 と ヨ コ ナ デ、 胴部 は 全面 タ テ 方向 の

3 
8 10. 6 0，17. 7 録大径 は 中 位 よ り 上 に あ る 。 ハ ケ 目 。� 
C 20. 7 

1 号方
D 21 . 6  

A lO. 2 D. 3. 8 口縁部 は 外反 し 、 中 ほ どで袋状 を 呈 口縁部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ、 胴部 焼成良好 、 黄褐色。
す る 。 胴部は扇平で最大径は やや上 上 半 分 は タ テ 方向 の ハ ケ 目 、 以 下 は

4 
8 6. 8 0， 7. 8 位 に あ る 。 ナ デ、 底部 に ヘ ラ ケ ズ リ の痕跡地鴨。
C 12. 2 る 。

1 号方 D 1 1 . 6 

A 7. 7 D. 3. 0 口縁部 は 外反 し 、 端部 に む か う に し 口縁部内外面 と も ヨ コ ナ デ 、 胴部は 焼成良好 、 赤褐色。
'1、 た がい う す く な る 。 網部 は扇平で丸 上部 は ハ ケ 目 、 類部 は ユ ピ に よ る ヨ

5 型霊丸 8 5. 0 D， 6. 6  底 、 最 大径 は 中 位 よ り やや上 に あ り コ ナ デ、 胴 中 部 よ り 底部 に か け て は
C 9. 3 稜 を 有す る 。 ヘ ラ 削 り 。

1 号方
D 9. 6 

高 A 22. 7 D， 6. 3 杯部 は 外反 し 、 上 半 で ゆ る く 内奪す 杯部 は ほ ぼ中 ほ ど で接 合 し 、 ク シ 目 淡褐色 、 胎土 中 に 白
る 。 脚部は ラ ッ パ状 に 広 が る 。 の あ と ヨ コ ナ デ、 脚 部 は 外 面 で ク シ い 石粒 を 含む 。

6 
8 4. 6 0， 9. 0 目 、 上部でヘ ラ ミ ガキ 、 内 面 は ヘ ラ
C 17. 0 削 り で 、 端部 は ヨ コ ナ デ。

1 号方
ま不 D 15. 3 

A 21 . 5 D. 6. 1 杯部 は 外反 L 、 上半 で ゆ る く 内奪す 郎部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ 、 中 ほ ど 補色 、 胎土 中 に 白 色
る 。 脚部 は ラ ッ パ状 に 広 が る 。 端部 で接合部 が稜 と し て 残 る 。 脚部 は 上 石粒 を 含 む。 焼成良

73ー 7
8 4. 8 0， 8. 2 に 稜 を 有す る 。 部で タ テ 方向 の へ ラ 削 り 、 下部 は ヨ 好。� 
C 15. 0 コ ナ デ、 内 面 はヘ ラ 削 り で端 部 は ヨ

D 14. 3 コ ナ デ。
1 号方

A 1 1 . 9 D. 4. 6 胸部以 下 欠 失 、 口縁部 は 外反 し 、 上 口縁部 よ り 頭部 ま で右下 り の ク シ 目 褐色 、 胎土 中 に 白 色
半で直行 し 、 端部で外反 、 中 ほ ど に 調整の あ と ヨ コ ナ デ 、 』岡部 外面 は タ 石粒 を 少量 含 む 。 燐

8 壷
8 8. 2 0，1 1 . 5 稜 を 有す る 。 テ 方向 の ク シ 目 調整 、 内 面 はヘ ラ 削 成不良。
C 19. 8 り 。

1 号方
D 16. 1 

A 9. 2 D， 4. 0 口縁部 は 外反 し 、 端部 に む か う に し 口縁部外国 は ヨ コ ナ デ、 体 部 は ヘ ラ 策褐色。 焼成良好。

童九重
た がっ て う す く な る 。 f宇都 は扇平 な 削 り の あ と 頭部 を 指 に よ る ナ デ、 口

9 
8 5. 9 0， 6. 0 球形で底部 がやや尖 り ぎみ 。 縁部内 面 は細 い ハ ケ 目 文 を 残す 、 {本
C 8. 2 部 内 面 は ユ ピ に よ る ナ デつ け 。

1 号方
D lO. 0 
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図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 1: の 特 色 t滞 考

A lO. 2 D. 3. 7 胴部以 下 欠 失 、 口縁部は 内湾気味 に 口線音11 、 胴昔11 は ハ ケ 日 調 整 の あ と ヨ 淡褐色 、 焼成良好。
外反 し 、 胸部 は 扇 平 、 1阿部最大径 は コ ナ デ、 胴音11 内 面 に 輸積 の あ と が明

10 
登
型
底丸

B 6. 1 D， 8. 6 中 ほ ど に あ る 。 り よ う に残 る 。
C 12. 1 

1 号方
D 12. 3 

A 19. 3 D. 6. 0 杯部 は内湾気味 に 外反 し 、 脚部 は ラ J:;(，部外面 中 ほ ど で接 合 し 、 ハ ケ 目 の 黄街色、 焼成良好。
高 ッ パ状 に 広 が り 、 端部は肥厚す る 。 あ と ヨ コ ナ デ、 下 部 で は ハ ケ 日 が良

11 
B 3. 4 D， 6. 5 〈 残 る 。 内 面 は ヨ コ 方 向 の ハ ケ 目 、
C 13. 3 底部は ナ デ、 脚古1;外商 は 上 半 期l がへ

杯 D 12. 5 ラ ミ ガ キ 、 下 半端 ffl) に か け て は ク シ
1 号方 目 の あ と ヨ コ ナ テ〉

A 19. 7 D. 7. 1 土不部 は ほ ぼ直角 に 外反 し 、 中 ほ ど か 杯部 は中 ほ どで按合、 内 外面 と も ク 褐色 、 小石粒 多 量 に
ら ゆ る や か に 内写す る 。 脚柱状部は シ 日 の あ と ヨ コ ナ デ 、 内 面 底部ヘ ラ 含 む焼成良好。

12 
B 3. 5 D， 5. 4 肥厚 し 、 端部は ほ ぼ直角 に 広 が り 、 削 り 、 脚柱状剖l は 外而 で タ テ 方 向 の 脚裾部 は焼成前の 乾4シ
C 12. 2 部分的 に ハ ネ 1: る 。 ヘ ラ 削 り 、 内面 で ヨ コ 方 向 の へ ラ 削 燥時 に む け る ゆ がみ。

D 12. 5 り 、 端 部 内 外面 7 シ 日 の あ と ヨ コ ナ
1 号方 7 。

A 17. 3 D. 脚部欠失、 杯t'iJ)下 半 は 外反 L 、 上半 係部は 中 ほ どで線合、 接合部は 外面 黄褐色 、 小石粒 多 量
は ゆ る く 内脅 す る 。 に 稜 と し て 残 る 。 外国 は ク シ 日 の あ に 合 也、。 焼成良好。

B 4. 4 D， 5. 3 と ヨ コ ナ デ、 内 前i は ヘ ラ 削 り の あ と13 。
C ナ デ。

1 号方
D 

A 9. 7 D. 4 . 2 口縁部 は 外反 し 、 』同部は やや扇 平 な 外面 は タ テ 方向 の ハ ケ lèl の あ と ヨ コ 焼成良好。
球形でやや肥厚 す る 。 ナ デ、 口車詰部 内 而 は タ テ 方 向 の ハ ケ 15 と セ y 卜 を な す 。

74 
型丸底釜

B 7. 0 D， 6. 1 目 の あ と ヨ コ ナ デ、 flI�1 部 は J旨 に よ る
14 

C 9. 8 ナ デ上 げ。75 

2 号方
D lO. 3  

A 9. 8 D. 3. 3  受部 は ゆ る や か に 内奄 し 、 肥厚す る 外面 は 全 面 ヨ コ ナ デ 、 脚部内 面 は ヨ 14 と 七 y ト を な す 。
r.ð 脚部 は ラ ッ パ状 に 広 が り 、 受部か ら コ 方向の ヘ ラ 削 り 。

B 2. 8 D. 6. 1 脚部 に 直径 1 cm の焼成自íjの穿孔 有 り
15 

脚部下 中 ほ ど に は 、 三 方 か ら 直径 7C 13. 2 
4に1 D 9. 4 mm の穿孔 がほ ど こ さ れ る 。

2 号方

A 15. 0 D. 4. 5 口縁部 は短 か く 内考気味 に 外反 し 、 口縁部 か ら 肩 宮1; に か け て は ク シ 1 1 の 褐色 、 焼成良好。
中 ほ ど か ら 外湾す る 。 外而I に 稜 を 有 あ と ヨ コ ナ デ、 肩書I)).j. "1" は タ テ 17向 小石粒 を 含 む 、 焼成

査
B 9. 9 D，21 . 1  す る o 胴部最大 筏 は 中 ほ ど よ り や や の ク シ 目 で 、 !氏 1�1)近 く で ク シ 円 の あ 後 の穿JL。

16 
C 23. 0 上 に あ る 。 と ナ デ。

2 号方
D 25. 6 

A 19. 4 D. 5. 5 土手部 は ゆ る や か に 立 ち あ が る 。 杯上 杯出; は 中 ほ ど で接 合 L 、 上 半 で ク シ 赤褐色 、 ご く 少量の
高 半部 と 下半部の境 に か す か に 稜 を 有 目 、 下方で こ の あ と ヨ コ ナ デ 、 F 半 小石粒 を 含 む 。

B 3. 7 D， 7. 5 す る 。 脚柱状ffll は 中 ほ どで」 く ら み で ヨ コ ナ デ、 脚柱状部 で タ テ 方 向 の 焼成良好。
17 

C 13. 5 端 部 は 内湾 す る 。 ヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ 方 向 の ヘ ラ み が
t手 D 13. 0 

き 、 内面ヘ ラ 削 り 、 端 部 内 外国 と も
2 号方 ク シ 目 。

A 12. 0 D. 4 . 1 口縁部 は直行 し 、 端部は わ ず か に 外 口縁部下端外市i に休部J-.面 の 先端 を 淡褐色。
反 す る 。 胸部は ほ ぼ球形で 丸氏。 接合 し て い る 。 こ の 部 分 の 内 面 に 角 焼成不良。

1l[ 
B 9. 9 D，16. 4 を 有す る 。 口総書11 外商 は ヨ コ ナ デ、

18 f本部は細 い ハ ケ 日 で氏 自1; は 磨 j威 し てC 18. 2 

D 20. 5 
い る O 内 面 は ヘ ラ 削 り 、 底 古1;で肥厚

2 号方 す る o

A 15. 2 D. 3. 5 口縁部 は短 〈 強 〈 外反 し た あ と 外雪 口縁部内外 と も ti ド り の調n � l J 、 ケ 日 暗褐色。
気味 に 立 ち 上 る 。 体部 は や や縦長の の あ と ヨ コ ナ デ、 腕部外面 は I 半 で 胎土 中 に 小石粒含むc

B 9. 6 D，23. 6 球形で底部 は 尖 り ぎみ の 丸底 、 最大 タ テ 、 下半で右 下 り の ケ む 回 調繋 、 焼成 不良 。
19  " 径 は 胴中伎 に あ る 。 I底 部で ナ デ、 内 面 は 下 半 で下→ 1.. のC 23. 0 

D 27. 1 
ヘ ラ 削 り 、 上 半 で ヨ コ 方向 の へ ラ 削

2 号方 り o

内，enE
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図版番号 種 類 法 量 { cm } 形 態 上 の 持 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 11 . 3 D. 4. 3 口縁部 は 外反 し 、 唇部で肥厚 し 1 cm 口縁部 内 外面 と も ハ ケ 目 調整 、 体部 貧掲色。
を 計 る 。 胸部最大径 は 中 ほ ど よ り 上 1;1:ハ ケ 白 調整 、 頭部 は ユ ピ に よ る ヨ 焼成良好。

76_20 登
B 7. 3 0，18. 9 に あ る 。 底部は 尖 り 気味の 丸底 と な コ ナ デの た め 口線下部 に 稜 を 有す る

77 C 18. 2  る 。 底部はハ ケ 自 が摩滅 し て い る 。 内 面

D 23. 2 
はヘ ラ 削 り 。

3 号方

A 16. 0 D. 5. 8 頭部 は 強 < < び れ 、 口縁部は内湾気 口縁部 ヨ コ ナ デ、 体部は頚部 か ら 肩 焼成後底部穿孔。
大 昧 に 外反 し 、 端部で外反す る 。 体部 部 に か け て タ テ 方 向 の ク シ 目 の あ と 褐色 、 胎土中 に 多量

21 
型

B 10. 4 D，24. 8 は タ テ に 長 〈 、 肩部は強 〈 張 る 。 横位の ク シ 目 、 さ ら に 下半 か ら 底部 の 小石粒 を 含 む。
C 24. 2 に か け て ヨ コ の あ と タ テ の ク シ 目 調 焼成良好。

査 D 30. 6 整 、 内面 は 下 半 で 下→ 上 、 上半で左
3 号方 →右方向 の ヘ ラ 削 り 。

A 11 . 2 D. 3. 2  口縁部 は 外反 し 、 上半部で肥厚 す る。 口縁部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ、 頭部 黄褐色 、 焼成良好。
胸部は や や タ テ 長 い球形。 外面 は 指 に よ る ナ デ がほ ど こ さ れ 外 E岡部 は ス ス 付着。

22 
B 9. 4 D，13. 8 面 に稜 を 残す。 体部外面 は ハ ケ 目 調4シ

盤 、 内面 は下部で ヨ コ 、 中 部で下→C 15. 0 

D 17. 0 上 、 上部 か ら 頭部 に か け て ヨ コ 方向
3 号方 の へ ラ 削 り 。

A 9. 9 D. 2. 1 口縁部 は短 〈 外反 し 、 下部 に段 を 有 口縁部 は ヨ コ ナ デ、 体 部 は 全 面 荒 い 暗褐色、 焼成良好。
す 、 胴部は ほ ぼ球形 で 、 ナ デ肩。 ク シ 目 調整、 内 面 は ヨ コ 方 向 の へ ラ 胎土 中 に 石粒 を 含 む。

23 。 B 8. 3 D，14. 7 削 り 、 類部 は 指 に よ る ナ デ。
C 15. 2 

3 号方
D 16. 8 

A 16. 4 D. 3. 8 口縁部 は 短 く 外反 し 、 端部は角 ば り 口縁部 は ヨ コ ナ デ、 頚部は ク シ 目 調 黄褐色、 胎土 中 に 小
稜 を 有 す 。 休部は タ テ 長 で底部は尖 整の あ と 指 に よ る ナ デで わ ず か に 稜 石粒 を 含む。

78 B 12. 1 0，29. 5 り 気味 の 丸底 、 器壁は下部 に 向 う に を 有す 。 頚部以下 は タ テ 方 向 の ク シ 焼成良好。-24 4シ
79 C 23. 9 し た がL 、 肥厚す る 。 最大で 1 . 5cm を 目 調整 、 {本部内 面 は ヘ ラ 削 り 。 {宇都の下半 に ス ス 付

D 29. 5 計 る 。 着。
3 号方

A lO. 3 D. 3. 5 形態 はNo.22 1 こ類似す る 。 器壁は下部 口縁部内外面 と も ヨ コ ナ デ 、 f宇部外 黄褐色。
に 向 う に し た がい 肥厚 す る 。 面 は タ テ ・ ヨ コ 方 向 の ク シ 目 調整、

25 
B 8. 1 D，14. 8 内 面 は ヘ ラ 削 り 、 上 半 に 輸積痕残 る。。
C 14. 9 

3 号方 D 18. 3 

A 12. 9 D. 5. 0 胴部以下欠 失 、 口縁部 は 外反 し 、 中 口縁部内外面 と も ク シ 目 の あ と ヨ コ 黄褐色 、 小石粒含む
ほ どで肥厚 す る 。 肩部は強 〈 張 る 。 ナ デ、 頚部 は指 に よ る ナ デつ け 、 内 焼成良好。

26 
B 9. 3 0， 面ヘ ラ 削 り 。。
C 17. 2 け て ス ス 付着。

3 号方 D 10. 5 

A 10. 6 D. 4. 0  口縁部 は 内考気味 に 外反 し 、 端部は 口縁部 か ら 端部 に か け て は細 \ ， ハ ケ 褐色 、 小石粒含 む。
丸 ま る 、 胴部は 強 く は り 最大径は上 自 の あ と ヨ コ ナ デ、 頭部 は指 に よ る 焼成良好。

27 

登
型
底
丸

B 7. 8 D， 6. 3 位 に あ る 。 底部 は尖 り 気味 の 丸底で ナ デ、 目阿部下 半 は ハ ケ 目 調整 、 内面
C 10. 1 口 径 、 』岡部径 は ほ ぼ 一致 す る 。 は 指 に よ る ナ デ上 げ。

s 号方 D lO. 3 

A 8. 9 D. 3. 4 口縁部は外反 し 、 端部で尖 る 。 体部 口縁部体部上半 ま でハ ケ 目 の あ と ヨ 淡褐色 、 器面全体 に
は扇平 な球形で底部 は 尖 り 気味の 丸 コ ナ デ、 下半 か ら 底部 ま で は ハ ケ 目 風化 し て 白色石粒 が

28 
B 7. 1 0， 6. 4 。
C 9. 9 

底、 胴径 は 口縁径 よ り やや大。 内 面 は ユ ピ ナ デ。 露出。

3 号方
D 9. 8 

A 7. 4 D. 2. 1 広 口 口縁で ゆ る く 外反 す る 。 腕部最 口縁部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ、 頚部 淡褐色、 小石粒含む
大 径 は 中位 に あ り 、 底部 は 尖 る 。 は ハ ケ 自 の あ と t旨 に よ る ナ デ。 焼成良好。

29 
B 6. 4 D， 5. 2 ク
C 8. 0 

3 号方 D 7. 3 
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図版番号 種 類 法 量 { cm } 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A口a、 A 15. 4 0 14. 0 口縁部 は短 〈 強 〈 外反 し 肥厚す る 。 口縁部 お よ び脚部 内 外面 と も ヨ コ ナ 褐色 、 大小の石粒 を
口 唇 部 は 角 ば り 稜 を 有す る 。 胴部最 デ、 I阿部は タ テ 方向 の ク シ 目 、 頭部 含 む 。 や や良好。

30 {す
8 11 . 6 0. 1 1 . 5 大 径 は 上位 に あ り 、 脚部 は ラ ッ パ状 l主J旨 に よ る ナ テ'。
C 12. 9 0. 2. 5 に 広 が り 肥厚す る 。

3 号方
鉢 底径 12. 8

A 1 1 . 6 0 1 1 . 6 最大径 は 口縁部 に あ る 。 口縁部 は や 口縁部胴部外面 は右下 り の細 い ハ ケ 淡褐色 、 白 色石粒含

付
小

台 底

土

や内管気味 に 外反 す る 。 脚部は ラ ァ 目 、 脚部は ヨ コ ナ デ、 口縁部内面 は む。

31  
8 8. 4 0. 9. 3 パ状 に 強 〈 広 が る 。 ヨ コ ナ デ、 器 壁 は 全 体的 に 厚 〈 鋼部

型丸 器
C 9. 1 0. 2. 3 と 脚部の接合部 で は 特 に 肥厚 す る 。

s 号方 底径 不明

A 8. 6 0 12. 5 口縁部 は 外反 肥厚 し 、 中 ほ ど に 明瞭 口縁部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ、 特 に 褐色。
な 稜 を 有 す 。 胴部最大径 は 中 ほ ど に 外面 は 頭部の 指 に よ る ナ デ に よ っ て 胎土 中 に 石粒含 む 。

32 
8 5. 4 0. 2. 6 有 る 、 器壁は頭部で厚 〈 、 胴部 か ら 口縁部中 ほ ど と 頭部 に 2 本 の 稜 を 有 焼成良好。。

底部 に 向 か う に つ れ 、 し だ い に 肥厚 し 、 内 面 で は 逆 に く ぼむ 。 体部内蘭C 8. 5 0.  9. 9 

底径 10. 1 す る 。 は指 に よ る ナ デ、 脚部の 内 外面 と も
s 号方 ヨ コ ナ デ。

A 17. 8  0.14. 6 杯都中位の接合部外面 に 稜帯 がめ ぐ 杯部上半右下 り の ク シ 目 の あ と ヨ コ 外面 ・ 杯部内面丹塗
高 る 。 脚柱状部 と 待部 と の境は 明瞭。 ナ デ、 口唇部は肥厚す る 。 柱状部外 り 。

80-33 
8 3. 6 0. 9. 9 柱状部 は や やふ く ら み裾部は 内湾気 商 は タ テ の ヘ ラ 削 り 、 内 面 は ヨ コ 方 褐色。
C 13. 2 味 に 広 が る 。 向 の へ ラ 削 り 、 裾部内外面 と も ヨ コ 胎土 中石粒 を 含 む 。

杯 0 14. 5 ナ デ。 焼成良好。
3 号方

A 20. 0 0. 5. 6 杯部は皿状 を 皇 し 、 接合部外面 に 稜 E宇都は細 い ハ ケ 目 の あ と ヨ コ ナ デ、 脚柱状部の 4 等分 し
を 有す る 。 脚柱状部上端 は強 く し ぼ 柱状部 の 上端 内 面 に は し ぼ り 白 が残 た 3 ケ 所 に 未完の穿

34 
8 3. 3 0. 9. 4 り 、 全体的 に ふ く ら む。 柱部 と 裾部 る 。 以下はヘ ラ 削 り 、 外面 は タ テ 方 孔 あ り 。4シ

の 境 は 明 瞭で あ る 。 向 の へ ラ 削 り の あ と ナ デ、 裾部内外C 12. 6 

0 15. 0 
面 と も ハ ケ 自 の あ と ヨ コ ナ テ九

s 号方

A 21 . 0 0. 6. 0 No.34 と 同様 、 係部 は皿状 を 呈 し 、 接 係口唇部は ヨ コ ナ デ 、 口縁部 は 内 外 褐色。
合部 に わ ず か に 稜 を 残す 。 脚柱状部 面 と も ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ、 柱状 小石粒 を 含 む。

35 
8 3. 3 0. 9. 3 と 裾部の境 は 明 瞭 、 脚部 は 全体的 に 部 は 内 外面 と も ヨ コ 方 向 の ヘ ラ 削 り 焼成良好。。

肥厚す る 。 裾部は ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ、 端部C 13. 3  

0 15. 3 
外面 に 稜 を 有す。

3 号方

A O. 係部欠 失 、 脚柱状部 は わ ず か に ふ く 往状部外面 は ヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ ナ 褐色。
ら み裾部 と の 境 は 明瞭。 デ、 下部 か ら 裾部の 内 外面 に か け て 小石粒 を 含 む。

36 
8 3. 9 0. 8. 6 は ク シ 日 の あ と ヨ コ ナ デ 、 裾端 部 に 焼成良好。。

稜 を 有す る 。C 13. 5 

3 号方 D 

A 0. t不部上 半 欠 失 、 脚柱状部 は ラ ッ パ状 柱状部外国 は タ テ 方 向 の ク シ 目 、 柱 淡褐色。
に 開 き 、 裾部で更 に 広 が る 、 器壁は 状部の 上部 お よ び裾部 は ヨ コ ナ デ、 焼成良好。

37 
8 3. 7 0. 6. 9 う す い 。 柱状部 と 裾部 と の境は不明 端部で稜 を 有す る 。 内 面 は ヘ ラ 削 り� 

瞭。 裾部は ヨ コ ナ デ、 柱状部 と 裾部 と のC 14. 2 

D 
t克 は 明瞭。

4 号方

A 18. 8 0. 6. 0 口縁部 は 外反 し 更 に 内奪気味 に 外反 口縁部 よ り 胴 上半 ま で ク シ 目 の あ と 赤 み を お びた 栂色。
し 、 明 瞭 な 段 を 有 す 。 端部でやや肥 ヨ コ ナ デ、 以下 は ク シ 目 調盤 、 こ の 焼成良好。

81 
壷

8 9. 1 0.12. 7 厚 す る 。 胴 部 は 扇 平 な球形で肩部が 境 に 不明瞭 な 稜 がめ ぐ る 。 口縁部内
-38 強 〈 張 り 、 最 大径 は 中位 に あ る 。 面 は ヨ コ ナ デ、 胴部 と の接合部はユ82 C 17. 3 

0 18. 7 
ピ に よ る な でつ け 、 以 下 は ヘ ラ 削 り 。

4 号方

A 18. 3 O. 5. 0 底部欠失、 口縁部 は 外反 し 更 に 外反 ロ縁部 よ り 頭部 ま で ク シ 自 の あ と ヨ 縄色。
し 立上 が る 。 胴部最 大 径 は 中 位 に あ コ ナ デ、 特 に 頭部は指 に よ る ナ デで

39 
8 10. 9 0.17. 4 り 、 な で肩 、 器壁は う す い が肩でや ク シ 目 カ匂肖 え る 。 f本部 は ク シ 目 、 内4砂

や肥厚す る 。 面 はヘ ラ 削 り 、 頚部で指 に よ る ナ デC 22. 3 

0 22. 4 
ツ ケ 。

5 号方
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図版番号 種 類 法 量 (佃 ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 12. 2 1>. 4. 0 胴部以下欠 失 、 口縁部 は 外反 、 中 11. 口縁部 よ り 肩部 に か け て ヨ コ ナ デ、 赤褐色 、 小石粒含 む 。
どで肥厚 す る 。 胴部 は扇平で肩か畷 持 に 肩部で ク シ 目 を 指 に よ っ て ナ デ 焼成良好。

壷
B 8. 5 D. 6. 0 る 。 消 し て い る た め 、 口縁部中 ほ ど に稜

40 
C 14. 9 が残 る 。

5 号方
D lO. 0 

A 16. 6 D. 4. 4 口縁部 は 外反 し 、 端部で角 ば り 外面 回線部 か ら 肩部 ま で ク シ 目 の あ と ヨ 内 外面 と も 丹皇室 り 。
大 中 ほ どで や や肥厚す る 。 胴部最大径 コ ナ デ、 体部上 半 は細 い ク シ 目 、 下 焼成後の 底部穿孔。

41 型
B 12. 0 1>.30. 2 は 中位 に あ り 、 尖 り 気味 の 丸底 を 呈 半部は荒 い ク シ 目 、 内 面 は 口縁部で 色 調 は 褐色 、 小石粒
C 29. 2 し 、 底部で肥厚 す る 。 ヨ コ ナ デ、 肩部で横方 向 の ク シ 目 、 含 む 。

壷 D 34. 6 以下はヘ ラ 削 り 。 焼成良好。
5 号方

A 14. 9 D. 4. 6 日縁部 は 直 向 気味 に やや外反 、 f宇部 口縁部 は ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ、 胴 胴部 に 15X13cmのは
は タ テ 長で最大径 は 中位 よ り 上 に あ 部上半部は下→ 上 方 向 の ク シ 目 、 下 ん い に ス ス 付着。

42 
B 12.  2 1>.21 . 8 る 。 半部は ク シ 目 の あ と ナ デ、 口縁部内 口縁部内 面 に 丹塗 り 。4シ

面 は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ 、 頚部 ・ 褐色 、 小石粒含 む 。C 23. 0 

D 26. 4 胴部の綾合部 に 指 あ と あ り 胴部ヘ ラ 焼成良好。
5 号方 削 り 。

A 14. 5 D. 4. 1 口縁部は 外湾気味 に 外反 し 、 端部で 口縁部 は 内 外面 と も ヨ ワ ナ デ 、 f本部 黄褐色。
肥厚 し 、 ナ デ肩 、 胴部以下欠失。 は タ テ 方向 の ク シ 目 、 特 に 頭部 は ユ 焼成良好。

83 B lO. 2 D， 6. 4 ピ に よ る ヨ コ ナ デ、 体 部 内 面 に 翰積-43 .. 
の あ と が明 瞭 に残 る 。84 C 

5 号方 D lO. 5 

A 20. 1 1>. 5. 0 持
どの

部
接
は皿

合

状

部

で器壁は肥厚 す る 。 中 ほ t不都は 内 外面 と も ク シ 目 の あ と ヨ コ 薄 い 褐色。
高 合部で稜がめ ぐ る 。 脚柱状部 ナ デ、 脚柱状部 は ヘ ラ 削 り の あ と ヨ

44 B 3. 8 D， 6. 5 は 中 ほ ど でふ く ら み 、 ラ ッ パ状 に 広 コ ナ デ、 柱状部 と 待部の境外面は指
C 13. 4 が る 。 裾部 と の境は 明瞭で、 やや短 に よ る ヨ コ ナ デ、 柱状部内 面 は ヘ ラ

主不 D 13. 5 〈 内常気味 に 広 が り 肥厚 す る 。 削 り 、 裾部内 面 は ク シ 自 の あ と ヨ コ
5 号方 ナ デ。

A 20. 0 D. 4. 7 杯部 は浅い皿状 を 呈 し 上半部でやや 杯部は 内 外面 と も ク シ 目 の あ と ヨ コ 黄褐色。
外反 す る 。 杯部 ・ 脚部の接合部 は強 ナ デ、 上 半 ・ 下 半 部 と の接 合 面 は 強 焼成良好。

45 
B 2. 1 D， 8. 4 く し ぼ り 、 脚柱状部 と 裾部 と の境は 〈 ナ デ ら れ 稜 は 不 明 瞭で あ る 。。

明際、 裾部は更 に 広 が り 、 端部は角C 13. 3 

D 13. 1 ば り 肥厚 す る 。
5 号方

A 19. 5 1>. 5. 7 口縁部 は 外反 L 、 上半部 と 下半部の 保内外国 は ヨ コ ナ デ、 柱状部外面 は 杯内面丹塗 り 。
接合部 は 角 ば り 、 先端は下方 に た れ タ テ 方 向 の ヘ ラ 削 り 、 内 面 は 右→左 褐色。

46 
B 3. 5 D， 8. 7 下 が る 。 方 向 の ヘ ラ 削 り 、 裾部内外面 と も ヨ 小石粒含 む 。.. 
C 14. 1 コ ナ デ。 良好。

5 号方 D 14. 4 

A 20. 7 1>. 5. 3 t不部は血状 を 呈 し 、 接合部で稜帯 が 主事部 と 脚部接合の 際 、 王手部 の粘土 が 褐色。
め ぐ る 。 脚柱状部 は直角 的 に 広 が り ボ タ ン 状 に残 る 。 E宇都内外面 と も ク 焼成良好。

47 
B 3. 7 D， 8. 3 裾部で強 〈 内管気味 に 広 が る 。 柱状 シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ、 脚柱状部 はへ 砂粒含 む 。.. 
C 12. 7 部 と 裾部 と の 墳 は 明 瞭。 ラ 削 り 、 内 面 は ヨ コ 方 向 の ヘ ラ 削 り 。

5 号方 D 13. 6 

A 18. 9 D. 6. 0 杯部は 外反 L 、 中位 に わ ず か に 稜 を 杯部内外面 ヨ コ ナ デ 、 柱状部上半 部 全 面 丹塗 り 。
有 す る 。 脚柱状部 は直線的 に 広 が り は ヨ コ ナ デ、 下半部 は 上→ 下 方 向 の 褐色。

48 
B 2. 7 D， 7. 6 更 に裾部は内湾気味 に 広 が る 柱状部 ヘ ラ 削 り 、 内 蘭 は 右→ 左 方 向 の ヘ ラ 小石粒含 む 。4砂

裾部の境 は 明隊。 削 り 、 裾部内 外面 は ヨ コ ナ デ。 焼成やや良好。C 13. 4 

5 号方 D 13. 6 

A 19. 3 D. 5. 5 全体不盤形、 脚柱状部 は 中 央でふ く 杯部外商 は ヨ コ ナ デ、 内 面 上 半 部 で
ら み 、 裾部 と のt克 明 瞭。 は ヨ コ ナ デの ク シ 目 、 下 半 部 で は 黄褐色。

49 
B 3. 1 D， 8. 0 1 . 3cm 巾 の ク シ 状工具痕 が よ く 残 る 少量の小石粒含 む 。4砂
C 12. 0 柱状部 は タ テ 方 向 の ヘ ラ 削 り の あ と 焼成良好。

5 号方 D 13. 5 ヨ コ ナ デ、 杯部 、 脚部 と の接合部は
指 に よ る ナ デ柱状邸 内 面 は ヘ ラ 削 り 。
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A 13. 7 0， 5. 2 t不部 は ゆ る や か に 立 ち あ が り 、 上半 王手邸内外国 と も ヨ コ ナ デ、 脚柱状部 黄褐色。
高 - 下 半部の境 に わ ず か に 稜 を 有す る 。 外面 は ヨ コ 方向 に ヘ ラ 磨 き 、 内 面 は 石粒 を 多量 に 含む 。

85 B 3. 6 0， 8. 2 脚本主状郎 は 肥厚 し 、 ややふ く ら み裾 右→左の ヘ ラ 削 り 、 裾郎外 面 は ク シ 焼成良好。-50 
86 C 12. 3 告11 と の境 は 不明瞭。 目 、 内面 は ヨ コ ナ デ。

土不 0 13. 4 5 号方

A 17. 9 0， 4. 6 土不部 は わ ず か に 外反 し 、 上半 ・ 下半 主不外面上半部は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ 淡赤褐色。
部の境 に 角 がつ く 。 脚は ラ ッ パ状 に デ、 下 半 邸 内 面 は ヨ コ ナ デ 、 脚柱状 砂粒含む 。

B 3. 4 0， 7. 7 広 が り 、 裾部 と の境は 不明瞭。 部外面 はへ ラ 目Ij り の あ と ヨ コ ナ デ、 焼成良好。51 ク
C 13. 2 内 面 は ヘ ラ 削 り 、 裾 郎 内 外 面 は ヨ コ

0 12. 3 ナ デ。
5 号方

A 18. 6 0， 5. 4 原告目 は ;lL 身 を あ、 び口 唇 部 は 外反 す る 。 係内面 と 外面上半 部 は ク シ 目 の あ と 褐色。
上 半 ・ 下半部の境 に 稜 を 有す る 。 脚 ヨ コ ナ デ、 下 半 部 は ヨ コ ナ デ、 脚柱 砂粒 を 多 く 含 む 。

B 4. 0 0， 7. 9 は ラ ソ パ状 に 大 き く 広 が る 。 状剖l と t不部の接合昔1I は ヨ コ ナ デ、 柱 焼成良好。52 。
C 13. 5 状部外商 はヘ ラ 削 り の あ と ナ デ、 内 杯 、 脚部 % 欠 失。

0 13. 3 面 は ti→ 左 の へ ラ 削 り 、 裾部外面は
5 号方 ナ デ、 内而 は ヨ コ ナ デ。

A 18. 5 0， 5. 3 係官日 は皿Uf( を 呈 L 、 上半 ・ 下 、F部の 杯内面 と 外面上 半 部 は ヨ コ ナ デ 、 下 黄掲色。
境 は 角 がつ く 、 下 半 部 は 肥厚す る 。 半部は ク シ 目 、 杯 ・ 脚の接合部 は ヨ 小石粒 を 含 む 。

B 3. 3 0， 7. 6 脚 は ラ ッ パ状 に 広 が り 、 端音1I は 緩 を コ ナ デ 、 脚外面上 半 部 は ヘ ラ 背Ij り 、 焼成やや良好。53 。
も つ 。 内 面 は 右→左方向 の ヘ ラ 向IJ り 、 裾部C 12. 7 

0 12. 9 
外商 は ク シ 目 、 内 面 は ヘ ラ 削 り の あ

5 号方 と ヨ コ ナ テー。

A 27. 0 0， 6. 3 杯部 は 丸 身 を お び、 口唇部は外反 す 土手外面上半部は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ 褐色。
る 。 上半 ・ 下半部の境は 不明瞭。 脚 デ以下 ヨ コ ナ デ、 土不 内 面 k 半 部 は ヨ 小石粒含む。

B 3. 7 0， 8. 0 は ラ ッ パ状 に 広 が る 。 脚 上11" 郎の 器 コ ナ デ、 下半部 ク シ 目 、 脚 外面上部 焼成良好。
54 。

Eま は う す く な る 。 は k→ Fの へ ラ 削 り 、 下 半 告1I は ヘ ラ (No.60 と 獄似 )C 14. 6 
0 14. 3 削 り の あ と ヨ コ ナ デ、 内 面 は 左→ 右

5 号方 方向 の へ ラ 削 り 、 裾部は ヨ コ ナ デ。

A 20. 4 0， 6. 3 係官11 は皿状 を 呈 L 、 J: 半 部 は わ ず か 原外面 上半部は ヨ コ ナ デ、 下 半 部 は 褐色。
に 外反 す る 。 上半 . -F 半部の境は段 ク シ 日 の あ と ヨ コ ナ デ 、 土手 内 面 上 半 焼成良好。

B 3. 7 0， 7. 8 がつ く 、 脚 は ラ y パ状 に 大 き く 広 が 部は ヨ コ ナ デ、 下半部 は ナ デ、 脚外 砂粒含 む 。
55 。

る 。 面 は タ テ 方向 の ヘ ラ 削 り の あ と ナ デ 内 外面 全 面 に 丹塗 り oC 14. 4 

0 14 . 1 口線lìll Yz 欠 失 。 内面 は右→左のヘ ラ 削 り 、 裾音11 外面
5 号方 は ヨ コ ナ デ 内 面 は ク シ 日 の あ と ナ デ。

A 17. 7 0， 4. 6 口 縁 部 は や や 内 反 し 、 脚F主状昔日 は 中 杯音11内外商 と も ヨ コ ナ デ、 脚外面へ 黄褐色。
央 で い く ぶ ん ふ く ら み 、 者居部 と のI克 ラ 削 り の あ と ヨ コ ナ デ 、 脚柱状部上 小石粒含む。

B 3. 7 0， 7. 6 は H月限。 部は ヘ ラ 削 り 、 下 半部 か ら 裾部 に か 焼 成 不 良 。
56 。

け て ヨ コ ナ デ。C ll .  7 

5 号方 0 12. 2 

A 18. 2 0， 5. 5 王手部は血l状 を 呈 し 、 上 、ド ・ 下半音1Iの 土不内外面 と も ヨ コ ナ デ、 脚柱状部外 褐色。
境は 不明隊。 脚柱状部は直線的 に 広 面 は ヨ コ ナ デ、 内 面 は ヘ ラ 削 り 、 裾 雲母粒 ・ 石粒含む。

B 3. 0 0， 8. 0 が り 、 裾郎 と の 境 は 111111'眠、 更 に 裾部 部 内 外面 と も ヨ コ ナ デ。 焼成不良。
57 " は内考気味 に 広 が る 。C 13. 3  

5 号方 0 13. 5 

A 19. 0 0， 5. 1 杯ffßは皿状 を 主 し 、 口線自11は外反 す 郎内外聞 は ヨ コ ナ デ、 位状剖l と 杯の 明褐色。
る 。 脚f3:状部 は 、 や やふ く ら み 、 裾 接合部 は ヨ コ ナ デ 、 柱状自1I は ヘ ラ 削 小石粒含 む。

B 3. 5 D， 8. 0 部 は 広 が る 。 柱状部 と 裾部の境 は 明 り の あ と ヨ コ ナ デ、 内 面 は 右→ 左 方 焼成良好。
87-58 。

瞭。 向 の ヘ ラ 即j り 、 裾部 は 内 外面 と も ヨC 12. 7 
0 13. 1 

コ ナ デ。
5 号方

A 19. 1 0， 6. 0 土不吉11 は 内望号気味 に 立J: り 、 口唇音11 は 杯内外国 と も ヨ コ ナ デ、 内 面底部は 黄錫色。
外湾す る 。 脚は ラ y パ状 に 広 が る 。 ク シ 日 の あ と ナ デ、 脚外面上半部 は 小石粉含む。

B 3. 3 D， 8. 6 端部 は 角 ば っ て い る 。 タ テ 方向 のヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ ナ デ 焼成良好。
59 。

下半部 は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ 、 脚C 13. 9 
0 14. 6 

内面 上 主ド 部 は ク シ 目 の あ と ナ デ 、 下
5 号方 半部 は ヨ コ ナ デ。

Qd

 



図版番号 種 類 法 量 ( 00)

高 A 20. 0 D. 6. 0 

60 
B 4. 1 n. 

C 

5 号方
杯 D 6. 6 

「 A 18. 0 D. 5. 4 

61 
B 3. 8 n. 4砂
C 

5 号方 D 6. 4 

A 18. 6 D， 
B n. 

62 。
C 

5 号方 D 

A 20. 0 D. 

63 
B 4. 2 n. 。
C 

5 号方 D 6. 3 

A D， 

64 B 3. 6 n. 。
C ll . 4  

5 号方 D 10. 2 

A a 

65 
B 2 .9  n. 4シ
C 14. 2 

5 号方 D 7. 8 

A 臥

66 
B 3. 8 n. 4少
C 

5 号方 D 5. 0 

4、 A. 7. 7 D. 3. 0 

67 型
B 6. 8 D， 4. 0 

C 9. 6 

5 号方
壷 D 7. 0 

高 A D， 

68 
B 3. 6 n. 

C 13. 0 

5 号方
杯 D 9. 1 

A D， 
B n. 

69 " 
C 

5 号方 D 7. 0 

形 態 上 の 持 色

脚部欠 失 、 口縁部 は 外反 L 、 杯部は
皿状 を 呈 す る 。

脚部欠失、 保部 は ほ ぼ直線的 に 広 が
り 、 上半部 と 下半部の接合部外面 が
角 ぱ る 。 口唇端部は小 さ く 外反す る 。

杯一部 ・ 脚部欠失、 口縁部 は 外反 す
る 。

脚部欠失、 口縁部 は 外反 す る 。

杯上半部欠失、 脚柱状部は ややふ く
ら み 、 裾部 と の 境 は 明 際 、 端部は角
ば っ て い る 。

t不欠失、 脚 は 大 き く 広 が り 、 裾部 は
は ね あ が る 。

王手上半部、 脚下半部欠失、 t不部は皿
状 を 呈 し 、 脚部 は直線的 に 広 が る 。

底部欠失、 口縁部 は 内替 、 {宇都は扇
平 で 、 胴部最大径 は 中位 よ り やや上
に あ り 、 口 径 よ り 大で あ る 。

主事部欠失、 脚柱状部 は直線的 に 広 が
り 、 裾部 と の境は明隊、 裾都 は内湾
気味 に 大 き く 広 が る 。 端部 に 稜 を 有
す る 。

王手部、 脚端部欠失、 脚柱状部 はBfl厚
し 直線的 に 聞 く 、 裾部は外奪気味 に
広 が る 。

- 192-

技 法 上 の 特 色

杯外面上半部は ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ
デ、 下半部 は ク シ 自 の あ と 一部 ナ デ
杯内面 ヨ コ ナ デ。

ま不外面、 内面上半部は ヨ コ ナ デ、 下
半部 は右→左ヘ

d
ラ
h也

削
.

り の あ と ヨ コ ナ
テヘ 係部 ・ 脚接 は ク シ 自 の あ と
ヨ コ ナ デ、 脚内面 は ヘ ラ 削 り 。

保内外面 と も 上半 部 の 上位 は ク シ 目
の あ と ヨ コ ナ デ、 下位 は ヨ コ ナ デ、
外面下半部は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ
内面下半部 は ク シ 目 。

係内外面 と も 上半部 は ヨ コ ナ デ 、 外
面下半部は ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ、
内面下半部は ナ デ。

係外面下半部は ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ
デ、 内面下半部は ク シ 目 、 脚柱状部
外面 はヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ ナ デ 、 内
函 は右→左方向 の へ ラ 削 り 、 裾都内
外面 と も ヨ コ ナ デ。

脚外国 は タ テ 方向 の ヘ ラ 削 り の あ と
ク シ 目 を ほ ど こ し 、 そ の あ と ヨ コ ナ
デ、 脚内面上半部は右→左 の ヘ ラ 削
り 、 下半部は右→左の ヘ ラ 削 り の あ
と ヨ コ ナ デ。

杯部外面 ヨ コ ナ デ、 保 内 面 ナ デ、 脚
外面 ヨ コ ナ デ、 脚 内 面 の旅部 ・ 脚部
の接合部 は ナ デ、 以 下 は ヘ ラ 削 り 。

外面 全 面 、 口緑内 面 、 肩部 は ヨ コ ナ
デ、 胴部は指 に よ る ナ デ上 げ。

脚柱状部外面 は タ テ 方向 の ヘ ラ 削 り
の あ と ヨ コ 方向 の ヘ ラ 磨 き 、 内 面 は
右→左の ヘ ラ 削 り 、 裾 部 内 外面 と も
ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ、 端 部 ヨ コ ナ
ヂ。

脚柱状部外面 タ テ 方 向 の ヘ ラ 削 り の
あ と ヨ コ ナ デ、 内 面 は 右→ 左 の へ ラ
削 り 、 裾部内 外面 と も ヨ コ ナ デ。

備 考

縄色。
少量の小石粒含む 。
焼成良好。

淡黄褐色。
ご く 少量の 小石粒含
む。
焼成良好。

淡褐色。
小石粒含 む。
焼成良好。

淡褐色。
小石粒含む 。
焼成良好。
62 に 類似。

黄縄色。
小石粒含む。
焼成良好。

褐色。
小石粒 を 含 む 。
焼成良好。

褐色。
砂粒 を 含 む。
焼成不良。

褐色。
小石粒含 む。
焼成良好。
外面丹塗 り 。

褐色。
小石粒含 む。
焼成良好。

黄禍色。
小石粒含 む。
焼成良好。



図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 t の 特 色 技 法 上 の 特 色 。蔚 考

不 明 杯部 ・ 脚裾端部欠失。 柱状部 脚往状部 は タ テ 方向 の へ ラ ケ ズ リ の 淡褐色 、 焼成良好。
高 あ と ヨ コ ナ デ。 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

70 

5 号方
土不

A lO. 2 D. 2. 4 口縁部 は 外反 し 、 口 唇 に 稜 を 有す る 。 口縁部の 外 面 か ら 屑 部 に か け て は ク 褐色。

型霊丸
体部 は ほ ぼ球形 を 呈 す る 。 胴郎最大 シ 日 の あ と ヨ コ ナ デ 、 』同部 に ク シ 目 小石粒含 む 。

88 B 5. 3 D， 7. 0 径 は ほ ぼ中位 に あ り 、 口縁径 よ り 小 胴部 か ら 底部 ま で 、 ナ デ、 口縁部内 焼成良好。-7l 
89 C 9. 4 さ し 当 。 面 は ヨ コ ナ デ、 肩 部 か ら 胴部 ま で は

D 9. 4 ヘ ラ 削 り . 底部内面は指 に よ る な で
6 号方 上 げ。

A 10. 6 D. 4. 2 口 縁 は 短 か く 、 段 を 有 し 、 外面す る 口縁部外面 の段の上位 ま で と 内 面 の 褐色。
頭部 か ら 肩部 に か け て やや肥厚 す る 。 口縁部 か ら 頭部 ま で は ヨ コ ナ デ、 頚 小石粒含 む 。

72 登
B 8. 7 D，17. 9 胴部最大径 は 中 位 よ り J: に あ り 、 尖 部 は ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ 、 肩 部 よ 焼成良好。
C 18. 9  り 気味 の 丸底 を 呈 す る 。 り 底音1I ま で の 外面 は 全 面 ケ シ 目 、 胴

D22. 1 音15内面 は 上半 音1I で は 右→ 左 の ヘ ラ 削
6 号方 り 、 下 半 部 は 下→ k の ヘ ラ 削 り 。

A 17. 7  D.18. 3 口車最l土�� を 有 し 、 やや外反 し 、 rl 唇 口縁部か ら 肩部 ま で 内 外面 と も ヨ コ 黄褐色。
部 に 稜 を 有 す る 。 胴告15最大径 は 中位 ナ デ、 肩部か ら 胴告15下位 ま で ク シ 目 小石粒 を 含 む 。

73 
B 8. 7 D， 3. 9 よ り 上 に あ り 、 尖 り 気味の球形 を 呈 以下、 底部 ま で ク シ 自 の あ と ナ デ、 焼成 不良。。

す る 。 肩音1I 内 面 は指 に よ る ナ デ上 げ、 口縁 焼成後の 底部穿孔。C 19. 0 
D22. 2 と 胴部の接合部; は按合時の 粘土 の付

6 号方 着 あ り 、 以下底古1I ま で ヘ ラ 削 り 。

A 12. 1 D. 5. 5 日縁部は 外反 し 、 !ll!i部で く びれ て い 外面 は 口縁部 か ら 肩部 ま で ク シ 自 の 黄褐色。
る 。 胴部最 大 径 は 中 {立 よ り 上 に あ り あ と ヨ コ ナ デ、 以下底部 ま で ク シ 目 小石粒 を 含 む 。

B 9. 2 D，14. 4 球形 を 呈 す る 。 口縁部内面 か ら 頚部 ま で ヨ コ ナ デ、 焼成不良。74 。
胴部上半 部は右→ 左 の ヘ ラ 削 り 、 nC 17. 7 

D 19. 9  下底部 ま で下→ 1:の ヘ ラ 削 り 。
6 号方

A l1 . 3 D. 4. 0 口縁部 は 外反 し 、 類部 が く びれ て い 口縁部か ら 肩部 ま で 、 内 外商 と も ヨ 黄褐色。
る 。 胴部最 大径 は 中 位 よ り 上 に あ り コ ナ デ、 肩部外函 は ク シ H 、 以下底 小石粒含 む。

75 
B 8. 7 D，12. 9 やや肩の張 る 球形 を 呈 す る 。 日縁か 部 ま で ナ デ、 胴昔15内 面 か ら J底古1I ま で 焼成 や や良好o。

ら 肩部 ま で肥厚す る 。 ヘ ラ 削 り 。C 16. 7 

6 号方
D 16. 9 

A l1 . 5 D. 4. 1 口縁部 は 外反 し 、 胴部は球形 を 呈 L 口縁部外面 は ク シ 目 、 r<H扇 は ヨ コ ナ 明 褐色。
最 大径 は 中位 に あ る 。 頭部、 底告1Iで デ、 肩部 は ク シ 日 の あ と ヨ コ ナ デ、 小石粒含む。

76 
B 9. 0 D，l1 . 6 肥厚す る 。 胴部は 荒 い ク シ 目 、 底 部 は 磨減 L て 焼成不良。4シ

い る 。 胴部内 面 全 面 ヘ ラ 削 り 。C 14. 0 

6 号方 D 15. 7 

A 23. 4 D. 9. 7 口縁部は 大 き く 、 内湾気味 に 外反 す 口縁部内 外面 と も ク シ 日 の あ と ヨ コ 黄褐色。
る 。 胴部最 大径 は 中位 よ り や や 卜: 1 こ ナ デ、 肩部外面 ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ 小石粒含 む。

B 1 1 .  3 D，16. 8 あ り 、 肩部で肥厚 す る 。 肩部 よ り 胴 デ、 内面 ヨ コ ナ デ、 胴音1I 外 岡 上 半 部 焼成やや良好。77 。
部上半音1I に 翰積 あ と あ り 。 は ク シ 目 、 以下 ク シ 自 の あ と ナ デ、 焼成後の底部;穿孔。C 21 .  7 

D 26. 5 胴告1I内面ヘ ラ 削 り 。
6 号方

A 13. 4 D. 4 . 9 口縁部 は 内零 し 、 仁l 曽部で う す く 丸 口縁部外面 は ク シ 日 の あ と ヨ コ ナ デ 褐色。
み を お びて い る 。 胴古川t 大径は中位 内 面 は ヨ コ ナ デ、 肩部外国 ヨ コ ナ デ 小石粒含 む。

B 9. 2 D，16. 7 よ り や や上 に あ り 、 底部 の 尖 っ た球 以下底部 ま で ク シ 目 、 胴古15 内 面 は へ 良好。78 。
形 を 呈 す る 。 ラ 自Jj り 。C 19. 8 

6 号方 D 21 .  6 

A 8. 7 C，lO. O 口縁部 は わ ず か に 外湾 、 半球状の胴 外面 、 口縁部、 脚官1I ヨ コ ナ デ、 JJ阿部 外面黄褐色。
4口判 部 に 3 穴 を 有す る 脚 が付 〈 。 に j斐 し 、 ハ ケ メ が残 る 。 内 面 ヘ ラ 削 り 。 内 面黒色。
付 B .  4. 9 D. 9. 7 焼 成 不 良 。79 
型軍

B， 3. 3 D， 5. 0 

6 号方 C.1 1 . 4 D 14. 7 

qu

 

nヨ可EA



図版番号 種 類 法 量 (cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A lO. 0 D 12. 2 口 縁 は 外反 、 』阿部 は 尖 り 気味の 丸底 外面口縁部 よ り 胴部 ま で ク シ 自 の あ 褐色。

喜由蓋
を 呈 し 、 脚 は 大 き く 開 き 端部で稜 を と ヨ コ ナ デ、 底 部 か ら 脚部 ま で は ヨ 小石粒含 む 。

B 6. 6 D， 4. 2 有す る 。 口 径 は胴径 よ り 大 き い に も コ ナ デ、 内 面 に つ い て は 口 縁部 ク シ 焼成良好。80 C 8. 8 D， 8. 0 か か わ ら ず 口 高 は 胸 高 よ り 小 さ い 。 自 の あ と ヨ コ ナ デ、 胸 部 か ら 底部 ま 内 外面丹塗 り 。

底径 11 . 4 で ナ デ、 脚部上半 部 は指 に よ る ナ デ
以下 ケ シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ。

A 12. 5 D， 3. 0 底部欠失、 口縁部は 内湾気味 に 外反 口縁部内外面 と 胴部 内 面 上 半 部 は ヨ 補色。
し 、 口 唇部 に 稜 を 有す る 。 胴部最大 コ ナ デ、 胴部外面 は ク シ 目 、 内 面 下 小石粒含 む。

81 登
B 8. 7 D， 9. 6 
C 16. 1 

径 は 中位 に あ る 。 半部はヘ ラ 削 り 。 焼成良好。

D 12. 6 

92 -82 
93 

83 

A 8. 7 D， 3. 2 口縁部 は わ ず か に 内 湾 し 、 胴部は扇 口縁部内面外面 と も ヨ コ ナ デ、 腕部 黄褐色。

z 庇壷
平 な 球形 を 呈 す る 。 口 径 と 胴部最大 外面上 半 部 は へ ラ 削 り 、 下 半 部 は ク 小石粒含 む。

84 
B 6. 1 D， 5. 5 径 は ほ ぼ 同 じ 。 シ 目 、 内 面上半部 は ヨ コ ナ デ、 下 半 焼成良好。
C 8. 8 部は指 に よ る ナ デ一r. lf。

D 8. 7 

A 8. 2 D， 3. 2 口縁部 は段 を 有 し 、 外反 す る 。 胴部 口縁部外面上半 は ク シ 目 の あ と ヨ コ 掲色。
は 尖 り 気味 で 丸底 を 呈 す る 。 頚部で ナ デ、 以下頭部 ま で と 口縁部内 面 は 小石粒含 む。

85 
B 5. 4  D， 6. 8  肥厚 L 、 底部で う す く な る 。 ヨ コ ナ デ、 胴部外面 上 半 は ク シ 自 の 焼成良好。" 
C 8. 9 あ と ヨ コ ナ デ、 下 半部 は ク シ 自 の あ

D 10. 0  と へ ラ 削 り 、 胸部内 函 は ナ デ、 指 に
よ る ナ デ上 げ。

A 8. 6 D， 3. 1 ー 口縁部 は 外反 し 、 内 面 に 稜 を 有す る 。 外面 は 口縁部 か ら 肩郎 ま で ク シ 目 の 褐色。
1岡部 は やや肩の張 っ た球形 を 呈 す る o あ と ヨ コ ナ デ、 以下底部 ま でヘ ラ 削 小石粒含む。

86 
B 6. 7  D， 7. 6 り 、 口縁部内 面 は ヨ コ ナ デ 、 胴部内 焼成良好。" 
C ll . 4  面 は指 に よ る ナ デ r. lf。 外面丹塗 り 。

D 10. 7 焼成後の穿孔 あ り 。

A ll . 7 D， 4. 3 口縁部は 大 き く 、 内脅 し 、 口径は胴 口縁部内外面、 胴部外面上 半 は ヨ コ 黄褐色。
後 よ り も 大 き い 、 胴部 は扇平 な球形 ナ デ、 以下底部 ま で ナ デ、 胴部 内 面 小石粒含 む。

87 
B 5. 8 D， 6. 3 を 呈 す る 。 口縁部は う す く 、 底部で は指 に よ る ナ デ上 げ。 焼成良好。。
C 9. 5 肥厚す る 。

D lO. 6 

A 17. 6 D， 6. 8 仁l縁部 は段 を 有 し 外反 し 、 口唇昔日で
後 を 有す る 。 頭部は ほ そ く し ま る 。

88 資
B 9. 2 D，20. 3 胸部は球形 を 呈 す る 。
C22. 7 
D 27. 1 

A 19. 2 D， 6. 8 口縁 は 外反 し 、 口唇告11 は段 を 有す る 。 口唇部外面 は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ 赤褐色。
大 胸部最大径 は 中位 よ り や や上 に 有 る 。 内面 は ヨ コ ナ デ 、 口縁部内 外面 と も 小石粒含 む。

89 
B 12. 6 D，29. 2 底部l欠失。 ク シ 目 、 頭部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ 焼成良好。
C 32. 4 胴告11外商 は ク シ 目 、 内 面 上 半 部 は ナ

軍 D36. 0 ナ メ 方 向 の へ ラ 自IJ り 、 下 半 部 1 ;1: 下→
上の へ ラ 削 り 。
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図版番号 種 類 法 量 (cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 13. 2 0， 2. 6 口縁部上端 欠 失 、 胴部最大径 は 中位 口縁部内外面 ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ 褐色 、 小石粒含 む 。
大 に あ り 、 タ テ 長 を 呈 す る 。 肩部外面 ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ、 頚 焼成良好。

90 
B 13. 2 0，30. 1 部内面 ヨ コ ナ デ、 胴 部 よ り 底部 ま で 焼成後の 底部穿孔。
C 2沼. 8 外面 は ク シ 円 、 内 面 上 半 昔日 は 左→ 右 肩部 に ヘ ラ 記号 あ り 。

愛 033. 0 の へ ラ 削 り 、 下 半 部 は 下→ 上 の へ ラ
6 号方 削 り 。

A 17. 3 0， 4. 6 口縁部 は わ ず か に 外反 し 、 保部上半 係部外面上半部 は ク シ 目 の あ と ヨ コ 褐色。
高 部 と 下半部の接合部は稜帯がは し る 。 ナ デ、 下部は ヨ コ ナ デ 、 係部内 厨 は 砂粒 を 含 む 。

91 
B 3. 7 0， 8. 6 脚柱状部 は 太 〈 度線的 に 広 が り 、 裾 ク シ 目 、 脚柱状部外面 は 器 面 が荒 れ 焼成良好。
C 12. 6 部 は 外管 気味 に 広 が る 。 両者の境は て い る た め 整形不 明 、 内 面 は右→左

五手 0 13. 2 明瞭。 の ヘ ラ 削 り 、 裾部内 外面 は ヨ コ ナ デ。
6 号方

A 18. 1 0， 4. 2 杯部は皿状 を 呈 す る 。 口縁部は外反 t不部上半部内外面 と も ク シ 闘 の あ と 褐色。
し 、 底部 は 肥厚 す る 。 杯上半 ・ 下 半 ヨ コ ナ デ、 下 半 部 は 内 外商 と も ヨ コ 小石粒含 む 。

92 
B 3. 3 0， 9. 6  部の接合部で稜 を 有 す る 。 脚柱状部 ナ デ、 脚柱状部 外面上半部 は ヘ ラ 磨 焼成良好。� 

は直線的 に 広 が り 、 裾部 は やや内管 き 、 内 面 は 右→ 左 の へ ラ 削 り 、 柱状C 12. 4 
0 13. 8 気味 に 広 が る 。 両 者 の 境 は 明瞭。 部下半部 と 裾部 内 外面 と も ヨ コ ナ デ。

6 号方

A21. 9 0， 6. 0 杯部は 大 き く 、 上半部 ・ 下半部の綾 杯外面 ヨ コ ナ デ、 内 面 口縁部は ク シ 褐色。
合部 に 稜 を 有す る 。 口縁部は う す く 日 の あ と ヨ コ ナ デ、 以下底部 ま で ク 小石粒含 む 。

93 
B 3. 4 0， 8. 8 な り 外反 す る 。 脚柱状部 は 中央で や シ 目 、 杯 ・ 脚部接合部は ク シ 自 の あ 焼成良好。4砂

やふ く ら み 、 肥厚 す る 。 裾部 と の 境 と ヨ コ ナ デ、 柱状部外面 は ヘ ラ 削 り 杯 ・ 脚内面丹塗 り 。C 15. 1 
0 14. 8 は 明隙で、 裾部は 扇 平 に 広 が る 。 の あ と ヨ コ ナ デ、 内 面 は右→左 の へ

6 号方 ラ 削 り 、 裾音'11内外面 は ヨ コ ナ デ。

A 20. 2 0， 5. 9 t不部上 半 ・ 下半部の接合部は稜 を 有 杯上半部 は ク シ 日 の あ と へ ラ 磨 き 、 褐色 ・ 砂粒含 む 。
し 、 口縁部 は 外反 す る 。 底部脚柱状 稜の部分は ヨ コ ナ デ、 下 半 部 は ヘ ラ 焼成良好。

96 B 4. 1 0， 8. 3 部 は肥厚す る 。 脚柱状部 は 中 央部で 磨 き 、 内 面 は ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ 器体外面 、 杯 内 面 、-94 � 
ふ く ら み 、 裾部 は内湾 ぎみ に 広 が る 。 脚柱状部外面 は ヘ ラ 削 り の あ と へ ラ 裾都内面 に 丹塗 り 。97 C 13. 5 

0 14. 2 両 者 の 境 は 明瞭。 磨 き 、 内面右→ 左 の へ ラ 削 り 、 裾部
6 号方 外面ヘ ラ 磨 き 、 内 面 ヨ コ ナ デ。

A20. 5 D， 7. 5 t不部は皿状 を 呈 し 、 口縁部 は 外反 、 係上半部、 内 面 は ヨ コ ナ デ 、 下 半 部 褐色。
底部は肥厚 す る 。 上 半 ・ 下半部の接 は ク シ 目 、 稜の 下 部 は そ の 上 を ヨ コ 小石粒含 む 。

95 
B 3. 7 0， 4. 7 合部 に は稜 を 有す る 。 脚柱状部 は肥 ナ デ、 保 ・ 脚部の接合部は ヨ コ ナ デ 焼成不良。。

厚 し 、 直線的 に 広 が る 。 裾部 は やや 脚柱状部 は ヘ ラ 削 り 、 内 面 は ヘ ラ 削C 14. 0 
0 12. 2 内轡気味 に 広 が り 、 端 部 は 角 ば る 。 り の あ と ヨ コ ナ デ、 裾部外面 は ヨ コ

6 号方 ナ デ、 内面 は ク シ 目 。

A21 . 8  D， 5. 3 口縁部 は内管気味 に 外反 す る 。 脚柱 係部外面 上半部 と 内 面 は ク シ 闘 の あ 褐色。
状部 は 長 〈 直線的 に 開 く 、 襟部 と の と ヨ コ ナ デ、 杯内 面 下 半 部 は ヨ コ ナ 小石粒含 む 。

96 
B 4. 5 0，10. 2 境 は 明 瞭で あ り 、 裾部は 大 き く 広 が デ、 脚柱状部外面 上 半部 は へ ラ 磨 き 焼成良好。� 

る 。 杯部 と 脚柱状部 、 柱状部 と 裾部 下半部は ク シ 目 の あ と ヘ ラ 磨 き 、 内 杯内外商 と も 丹塗。C 14. 2 
0 15. 6 の 各接合郊で肥厚す る 。 面右→左の ヘ ラ 削 り 、 裾部 内 外面 と

6 号方 も ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ。

A 18. 6  0， 4. 0 係口縁部 は 外反 し 、 底部は平坦で あ 杯外面上半部、 内 面 は ヨ コ ナ デ、 外 褐色。
る 。 1: 半 部 ・ 下 半部 の接合部 は 角 を 面下半部 は ク シ 目 の あ と ナ デ 、 脚柱 小石粒含 む 。

97 
B 3. 5 0， 8. 9 有 す る 。 脚柱状部 は 太 〈 、 直線的 に 状部外面 タ テ 方 向 の ヘ ラ 削 り 、 内 面 焼成良好。。

広 が り 、 裾部 と の 境 は 明 瞭 、 裾部は は右→ 左 の へ ラ 削 り 、 裾告11 内 外 商 とC 12. 4 
0 12. 9 内等気味 に 広 が る 。 端部内面 に 稜 を も ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ、 端部内面

6 号方 有 す る 。 は ヨ コ ナ デ。

A 17. 9 D， 4. 3 口縁は う す く 外反 す る 。 底部は平坦 杯邸内外面 と も ヘ ラ 磨 き 、 脚柱状昔日 赤褐色。
で皿状 を 呈 す る 。 脚柱状部 は長 〈 直 外商 は タ テ 方向 の へ ラ 削 り の あ と へ 石粒含 む 。

98 
B 3. 7 D， 9. 4 線的 に 広 が る 。 襟部は 内管気味 に 広 ラ 磨 き 、 内 面 は 右→ 左 の ヘ ラ 削 り 、 焼成良好。4歩

が る 。 端 部 は 丸 身 を む びて い る 。 裾部外商 は ヘ ラ 磨 き 、 内 面 は ヨ コ ナC ll . 9 
0 13. 7 デ。

6 号方

A 18. 5 0， 4. 8 口縁部は 外反 し 、 杯部 1: 半 ・ 下半 期i 杯外面 上半部は ヨ コ ナ デ 、 下 半 部 は ク シ 褐色。
の接合部 は 角 を 有す る 。 脚柱状部 は 日 の あ と ヨ コ ナ デ、 内 面 上 半 部 は ク シ 目 大小石粒 を 含 む 。

B 3. 5 0， 7. 7 直線的 に 広 が り 、 裾虫11 と の境は"JI隙 の あ と ヨ コ ナ デ、 下 半 部 ナ デ 、 脚柱状部 焼成良好。99 4シ
裾部は内管気味 に 広 が る 。 外 面 は タ テ 方向 の ヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ ナC ll . 4 

デ、 内面右→ 左 の ヘ ラ 削 り 、 鋸部外面 ヨ

6 号方 0 12. 5 コ ナ デ、 内 面 ク シ 日 の あ と ヨ コ ナ デ。
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図版番号 種 類 法 量 ( 畑) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 18. 4 D. 4. 7 
口 縁部 は 、 う す く 外反 す る 。 脚 は 、 保外面上半部は 、 ク シ ナ の あ と ヨ コ 赤褐色。

高 ラ ッ パ状 に 広 が り 、 肥厚す る 。 端部 ナ デ、 下半部 と 内面 は ヨ コ ナ デ、 脚 小石粒含む。

100 
B 3. 8 D. 7. 1 は 角 lまっ て い る 。 外面 は 、 ヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ ナ デ、 焼成 やや良好。
C 12. 7 上部 ・ 端部は ヨ コ ナ デ、 内面 は右→

杯 D ll . 8 
左 の へ ラ 削 り 、 端部 は ク シ メ 。

6 号方

A 17. 7 D . 8. 0  
口 縁部 は 、 内容気味 に 外反す る 。 探 郎部外面 ヨ コ ナ デ、 内 面 は 荒れ て い 赤褐色。
上半 ・ 下半部の接合部は稜を 有 す る 。 て 整形不明 、 脚柱状部外面 は 、 タ テ 小粒 を 含 む 。

101  
B 3. 5 D. 5. 7 脚柱状部 は 中 央でややふ く ら み 、 裾 方 向 の ナ デ、 内面 は右→左の ヘ ラ 削 焼成良好。。

部 と の 境 は 明 瞭、裾部 は 、 扇平 に 広 が り 、 裾部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ。C 12. 2 
D 13. 7 り 、 端部 は 丸身 を おび、 稜 を 有す る 。

6 号方

A 18. 4 D. 4. 3 探部は 、 皿状 を 呈 し 、 上半部 ・ 下半 杯 ・ 脚柱状部外面 、 ヘ ラ 磨 き 、 係部 褐色。
部の接合部 は 、 角 を 有す る 。 脚柱状 内 面 ヨ コ ナ デ、 脚柱状部内面 は右→ 大小石粒含 む 。

B 3. 9 D .  9. 1 部 は 、 長 〈 直線的 に 広 が る 。 裾部欠 左方向 の へ ラ 削 り 。 焼成良好。
98ー102 4歩

C 失。

6 号方
D 13. 4 

A 18. 8 D.  5. 2 
f不部 は 、 肥厚 し 、 口縁部 は 、 外反す 杯外面上半部は ク シ メ 、 下半部 は ヨ 貧褐色。
る 。 上半 ・ 下半部の接合部 は 、 稜 を コ ナ デ、 内 面 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ 小石粒含 む 。

103 4歩 B 3. 8 D. 7. 6  有 す る 。 脚部は う す く 、 ラ ッ パ状 を デ、 脚外面上半部 は ヨ コ ナ デ、 下半 焼成 や や 良 好。
C 12. 6 呈 す る 。 部は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 内面右

D 12. 8 →左のヘ ラ 削 り 、 端部は ク シ メ の あ
6 号方 と ヨ コ ナ デ、

A 19. 7 D.  4. 8 
口縁部 は 外反 し 杯底部は平担で あ

み

る
る

。
。
、

土手部外面上半部は 、 ク シ メ の あ と ヨ 褐色。
上半 ・ 下半部の接合部 は 角 を 有す コ ナ デ、 下半部 ・ 保内面は ヨ コ ナ デ、 砂粒雲 ・ 母含 む 。

104 
B 4. 1 D. 8. 4  脚柱状部 は 、 中央部でややふ く ら 脚柱状部外面 は 、 ヘ ラ 削 り の あ と へ 焼成良好。

肥厚す る 。 裾部 と の境は明瞭で あ り 、 ラ 磨 き 、 内面右→左の ヘ ラ 即j り 、 裾C 13. 1 

D 13. 2 裾部 は 内奪気味 に 広 が る 。 部内外面 と も ヨ コ ナ ヂ。
6 号方

A 18. 1 D .  
脚部欠失、 口縁部 は 外湾気味 に 聞 く 、 t不外面上半部 は 、 ヨ コ ナ デ、 下半部 黄褐色。
上半 ・ 下半部の接合部 は 角 ぱ る 。 は 、 ク シ メ の あ と ナ デ、 内面上半部 砂粒 ・ 雲母含む 。

105 。 B 4. 3 D. は 、 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 下半部 焼成良好。
C はヘ ラ 削 り の あ と ナ デ、 。

6 号方 D 5. 8 

A 18. 0 D. 5. 0 
口 縁部 は や や 内習 し 、 保上半 ・ 下半 杯部内 外国 と も ヨ コ ナ デ、 脚柱状部 褐色。
部の接合部 は 、 稜 を 有す る 。 底部 は 外面 は ヘ ラ 磨 き 、 内 面 は右→左のへ 小石粒含 む 。

106 
B 3. 1 DJO. O 肥厚す る 。 脚柱状部 は 、 中央部でや ラ 削 り 、 裾部内外面 と も ヨ コ ナ デ。 焼成良好。.. 

やふ く ら み 、 裾部 と の墳は明瞭、 端C 14. 0 

D 15. 0 部 は 角 ぱっ て い る 。
6 号方

A 17. 0 D. 5. 1 
口 縁部 は 、 内湾気味 に 外反 し 、 保上 杯外面 、 上半部 ヨ コ ナ デ、 下半部 ク 黄褐色。
半 ・ 下半部の接合部 は わ ずか に 稜 を シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 内面 ヨ コ ナ デ、 小石 粒 を 含 む 。

107 
B 3. 2 D. 9. 0  有 す る 。 脚柱状部は 、 中 央部で少ず 脚柱状部外面 は ヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ 焼成良好。.. 

か に ふ く ら み 肥厚 し 、 裾部 と の境は ナ デ、 内面 左→右 の ヘ ラ 削 り 、 裾部C 12. 3 

D 14. 1 明E昔、 裾端部は 角 ば っ て い る 。 外面 、 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ 、 端部、
6 号方 内 面 は ヨ コ ナ デ。

A 19. 9 D. 6. 5  口 縁部 は 、 わず か に 外反 し 、 中位で 外面 口縁部 よ り 肩部 ま で ヨ コ ナ デ、 褐色。
わ ず か に 段 を 有 し 、 端部で角 ぱ る 。 内 面 口 縁部上半 部 は 、 ク シ メ の あ と 小石粒 を 含 む。

99- 108 壷
B 13. 2 DJ5. 0 肩部で肥厚 す る 。 胴部中位以下は欠 ヨ コ ナ デ、 以下肩部 ま で ヨ コ ナ デ、 焼成良好。
C 30. 3 失。 鋼部外面 ク シ メ 、 内面上半 部 は指 に

D 21 . 5 よ る ナ デ上 げ以 下 はヘ ラ 削 り 。 、
6 号方

A 17. 0 D. 3. 5 
口縁部は 内奪気味 に 外反 し 、 口唇部 口縁部外面 は ヨ コ ナ デ、 内 面 は ク シ 暗褐色 。
内 面 に 稜 を 有す る 。 胴部以下欠失。 メ の あ と ヨ コ ナ デ 、 肩部外国 ク シ メ 、 小石粒含む。

109 .. B 13. 3 D. 4. 9 内面ヘ ラ 削 り 。 焼成良好。
C 

6 号方
D 8. 4 

po
 
nHd
 



図版番号 種 類 法 量 (an) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A n. 口事陸部欠失、 胸部最大径 は 中 位 よ り 肩部外面 は タ シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 褐色。
やや上 に あ る 。 肩部l主張 。 、 君事形 を 胴部外面上半 部 は 、 細 か い タ シ 目 、 小石総合む。

110 釜 B ll. 6 n. 塁す る 。 下半部 は荒い ク シ 目 、 胴都内 面 は 、 焼成良好。
C2渇. 1 下→上方向 の ヘ ラ 削 り 、 底部は 、 指

D25. 6 に よ る ナ デ上 げ。

A 12. 6 D. 口縁部は 内脅す る 。 胴部は欠失。 口線部外面ヘ ラ 膳 事 、 内 面 ヨ コ ナ ヂ。 時褐色。
小
焼

石
成

粒含む 。

I I I  
B 8. 5 n. 良好。。
C 

D 4. 4 

A 16. 2 D. 胴部以下欠 失 、 口縁部は わずか に 外 口縁部外面 ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ、 褐色。
反 し 、 下半部で わずか に 段 を 有 す る。 内面 ヨ コ ナ デ。 小石粒含 む 。

112 
B IO. 8 D. ロ唇 部 は 角 ば る 。 焼成良好。4砂
C 

D 5. 4 

A 19. 1 D. 口 縁部 は 外反 し 、 口唇部 は 吏に 水平 外面 は 口唇 部 、 口 縁下半部で ヨ コ ナ 褐色。
壷 に 広 が り 、 角 ば る 。 中 位 に 稜 を 有す デ、 口縁上半部 は ク シ 自 の あ と ヨ コ 小石粒含む 。

113  or B 4. 0 D. る 。 ナ デ、 内 面 は 口縁部で ヨ コ ナ デ、 頚 焼成やや良好。

器 C 部でへ ラ 削 り 。
台 D 3. 5 

A l1 . 6 D. 3. 7 口 縁部 は 外反 し 、 口唇部は丸み を も 外面 白縁部 よ り 肩部 ま で ヨ コ ナ デ、 淡褐色。
つ 、 肩部以下欠失。 以下 ク シ 目 の あ と ナ デ、 口 縁部 ・ 内 小石粒含 む。

114  壷
B 9. 1 D. 3. 0 面 は ヨ コ ナ デ、 肩部内 面 は ヘ ラ 削 り 。 焼成不 良 。
C 

D 6. 7 

A D. 2. 6 口 縁部上半部 ・ 胴部下半部欠失、 口 口縁部内外国 ヨ コ ナ デ 、 胴部外面 は 褐色。
縁部 は 内常 気味。 ク シ 目 、 肩部内面 は ク シ 目 の あ と ナ 小石粒含 む 。

壷
B 9. 3 D， 9. 0 デ、 I阿部内面 上半 部 ク シ メ 、 以下下 焼成 良 好。

100- 115  →上の へ ラ 削 り 、 肩部 に 輪積の あ とC 19. 8 q がみ ら れ る 。
D l 1 . 6 

A 17. 2 D. 胸部欠失、 口縁部 は 外反 し 、 口唇部 口縁部外面 は ヨ コ ナ デ、 輪積の あ と 灰褐色。
は iít線 があ る 。 がみ ら れ る 。 内 面 は ク シ メ の あ と ヨ 砂粒含 む。

B 13. 9  D， コナ デ。 焼成 不 良 。
1 1 6  4砂

C 

D 4. 2 

A 18. 2 D. 胸部以下 欠 失 、 口縁部 は 大 き く 外考 口縁部外面 は ヘ ラ 磨 き 、 内 面 は ク シ 褐色。
し 、 中 ほ ど に段 を 有す る 。 メ の あ と へ ラ 磨 き 。 砂粒 を 含 む。

B D， 焼成良好。
117  " 

内 外面 丹塗 り 。C 

D 4. 4  

A 1 1 .  0 D. 4 . 2 胴部以下欠失、 口縁部は 内奪気味 に 口唇部内外面 ・ 口 縁部外面 は ヨ コ ナ 赤褐色。
外反 し 、 口唇部内外面 に 稜 を 有す る。 ヂ、 内面 は ク シ メ 、 肩部外面 は ク シ 細粒子含 む。

118  
B 7. 0 D， 2. 0 メ の あ と ヨ コ ナ デ 、 内 面 ナ デ。 焼成良好。。
C 
D 6. 2 

A 9. 4 D. 3. 3 底部欠 失 、 口縁部は わずか に 内奪 し 、 口 縁部 内 外面 ヨ コ ナ デ、 胴部外面 は 褐色。
口 唇 で稜 を 有す る 。 胸部 は扇平。 頭 ク シ メ の あ と ナ デ、 胴部内面上半部 小石粧含 む 。

霊丸 B 6. 1 D， 5. 3 部 か ら 肩部 に か け て 肥厚す る 。 は ヨ コ ナ デ、 以下は指 に よ る ナ デ上 焼成良好。
119 げ。C IO. 3 

D 8. 6 

円inu
 



図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A D， 口線昔日上半部欠失、 口縁部は内奄気 口縁部 内 外国 ヨ コ ナ デ、 ))阿部外頂 上 褐色 。

量霊丸
味 、 胴部最大径は ほ ぼ中位に あ り 、 半部 は ヘ ラ 磨 き 、 下半部はへ ラ 削 り 、 小石粒含 む 。

B 4. 7 D， 8. 6 球形 を 呈す る o 底部で肥厚す る 。 』阿部内面上半部は ナ デ、 下半部は指 焼成良好。
120 

C lO. 6 に よ る ナ デ上 げ。

6 号方
D 9. 2 

A 7. 6 D， 2. 8 胴告15以下欠失、 口縁部は 外反 す る 。 口縁部 外国 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 赤褐色。
頭部で く び れ る 。 頚部外面 ヨ コ ナ デ、 以下 ク シ メ の あ 細粒 子 を 含 む 。

121  
B 4. 6 D， と ヨ コ ナ デ、 口 縁部内面 は ヨ コ ナ デ、 焼成良好。4シ

胴部 に は指 あ と が残 っ て い る 。C 

6 号方 D 5. 5 

A D， ロ 縁部 を 欠失す る 。 球形の 胴部 に や 外面 、 下 半 に 細 い ハ ケ メ 、 口縁部内 赤褐色。
や内容す る 口 縁部 がつ く ら し い 。 面横ナ デ。

122 
B 3. 5 D， 焼成 やや良好。。
C 

6 号方 D 

A D 7. 8 口縁部欠失、 胴部は扇平 、 脚部は 大 顕官15外面 は ヨ コ ナ デ、 』阿部外商 は ク 淡褐色。
台
付

底 き く 広 が り 、 』岡部径 よ り も 大で あ る 。 シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 頭部 よ り 胴部 小石粒含 む 。

123 
B 6. 4 D， 内面 よ り 半 昔15 ま で ヨ コ ナ デ、 以下底 焼成良好。

ま壷 C 8. 4 D， 部 ま で は 指 に よ る ナ デ あ げ、 脚内外

底径11. 6 面 は ヨ コ ナ デ。
6 号方

A 19. 0 D， 6. 3 口縁部 は わ ず か に 外反 し 、 杯部上半 t不外面上半 部 は ヨ コ ナ デ、 下 半音15 は 淡 策褐色。
高 - 下半音15の境 は稜 を 有す る 。 脚柱状 ク シ 自 の あ と ナ デ 、 内閲 は ヨ コ ナ デ、 小石粒含む。

124 
B 3. 3 D，  8. 7 古15 は 直線的 に 広 が り 、 裾部 と の境は 閥l柱状部外面 はヘ ラ 削 り の あ と へ ラ 焼成良好。
C 13. 8 明服、 裾部 は 広 が り 、 端部 に 稜 を 有 磨 き 、 内 面ヘ ラ 削 り 、 裾部内外商 ヨ

杯 D 15. 0 す る 。 コ ナ デ。
6 号方

A 19. 1 D， 脚部欠失、 口 縁部 はわず か に 外反 し 、 土不都内 外商 と も ヨ コ ナ デ。 褐色。
士不吉15上半 ・ 下半音15の境 に わ ず か に 稜 小石粒含 む 。

125 
B 3. 8 D， を 有す る 。 焼成良好。。

内 外国 丹塗 り 。C 〆
6 号方 D 5. 1 

A 19. 0 D， !出!部 ・ 杯!底部欠失、 口縁部は外反す 原告15外面 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 褐色。
る 。 杯部上半 ・ 下半部。 内面上半部 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 小石粒含 む 。

B D， 以下 ヨ コ ナ デ。 焼成良好。126 。
外面丹塗 り 。C 

6 号方 D 4. 3 

A 20. 3 D， | 杯底部、 脚部欠失、 口 縁部 は 外反 し 、 杯外面上半部 ク シ メ の あ と へ ラ 磨 き 、 褐色。
上半部 ・ 下半音15の境 に 角 を 有す る 。 以下 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 内面 は 小石粒含 む 。

127 
B lO. O D2 ヘ ラ 磨 き 。 焼成良好。。

外国丹塗 り 。C 

6 号方 D 4. 0 

A 19. 2 D， 脚部欠失、 土不部は血状 を 塁 し 、 口線 勾〈外面ヘ ラ 磨 き 、 内 面 ヨ コ ナ デ。 淡褐色。
告l は 外反 す る 。 上半 ・ 下半部の境は 小石粒含 む 。

128 
B 3. 6 D2 わ ずか に 稜 を 有す る 。 焼成良好。。

内 外面丹塗 り 。C 

6 号方 D 5. 0 

ト
A 18. 1 D， 4. 2 口 縁部は外反 し 、 口唇音15 は角 ば る 。 線告15内外商 と も ヨ コ ナ デ、 肩部外 黄綱色 。1 ・ 1阿部最大径 は 中 位 に あ り 、 尖 り ぎみ ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 』阿部外面 小石粒含 む 。

101 B 12. 9 D，24. 0 の 丸底 を 呈す る 。 シ メ 、 胴邸 内 面 へ ラ 削 り 。 焼成良好。- 129 査
102 C 24. 5 内面丹塗 り 。

D 28. 2 外商 ス ス 付着 。
7 号方

oo
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図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 上 の 特 色 校 法 上 の 特 色 備 考

A 16 D 26 口 縁部 は 外 湾 L 、 口唇部は角 ば る 。 口縁部内外面 ・ 肩部外面 は ク シ 目 の 淡褐色 。
胴部は タ テ 長 で あ り 、 最 大 径 は 中位 あ と ヨ コ ナ デ。 胴部外国 上 半 音� は ク 小石粒含 む。

130 費
B 12 Dt3 . 2  に あ り 、 』巴厚す る 。 シ メ 、 以下 は ナ デ。 胸部内面 上半部 焼成良 好。
C 22 . 8  ])，22 . 8  は左右の ヘ ラ 削 り 。 下 半 部 は 下→よ 胸部外面 ス ス 付着。

7 号方
方 向 の へ ラ 削 り 。 内 面丹塗 り 。

大 A 17 . 6 D 34 . 4  口 縁部 は長 〈 、 大 き く 外反 す る 。 ßI� 口縁部 内 外国 、 肩昔11外面 は ク シ メ の 賛褐色 。
部 は 、 最大径 が中位 に あ り 、 ほ ぽ球 あ と ヨ コ ナ デ、 I岡部外面 上 半 部 は ク 小石粒含 む 。

131 B 10 . 4  Dt6 . 8  形 を 呈 す る 。 シ メ 、 下半 部 は ク シ メ の あ と ナ デ、 焼成 良好。
C 28 . 8  ])，27 . 6 肩都内面 ヨ コ ナ デ、 胸部 内 面 上半部 焼成後の 底部穿孔。

7 号方
壷 は左→右のヘ ラ 削 り 、 下 半部 は 下→

上のヘ ラ 削 り 。

高 A 17 . 4  D 13 口 縁部 は 内 t雪気味 に 外反 す る 、 杯上 杯昔11内 外面 と も ヨ コ ナ デ、 脚柱状部 黄褐色 。
半 ・ 下半部の境は稜 を 有す る 。 杯底 外商 ヨ コ ナ デ、 内 面 ヘ ラ 削 り 、 裾部 小粒子 含 む 。

132 B 3 . 6  Dt5 . 2  告11肥厚 す る 。 脚 、 柱状部 は中央部で 内外而 と も ヨ コ ナ デ。 焼成良好。
C 13 . 7  ])，7 . 8 や やふ く ら み 、 裾部 と の 境 は 明 隊 、

t不 裾部は肥厚 し 、 綾 を 有 す る 。
7 号方

A 19 D 16 . 4  口縁部 は 内44f し 、 係部上半 ・ 下半部 杯音11 内 外商 ヨ コ ナ デ、 脚 外商 、 上部 黄禍色。
の境 に わ ず か に 綾 を 有 す る 。 端部 は ヨ コ ナ デ、 中部 は 下→ 上の ク 小石粒含 む 。

133 B 4 . 8  Dt6 . 1  脚 は ラ ッ パ状 に 広 が り 、 端部は角 ぱ シ メ 、 内 面 は右→左 の へ ラ 削 り 、 端 焼成良好。.. 
る 。 部は ヨ コ ナ デ。C 1 7 . 2  ])，10 . 3 

7 号方

A 18 . 4  D 13 脚裾部欠 失 、 口縁部 は 外反 し 、 王手上 杯外面上半部は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ 賞褐色 。
半 ・ 下半部の境 に 稜 を 有 す る 。 脚柱 デ、 下半部 ・ 杯内面 は ヨ コ ナ デ、 脚 小石粒含 む 。

B 4  D 6 . 3  状部 は肥厚 し 、 中央部がわず か に ふ 柱状部外面 1;1: ク シ メ の あ と へ ラ 削 り 、 焼成良好。103- 134 .. 
く ら む 。 内面 は右→在 の ヘ ラ 削 り 。C 0，6. 7 

7 号方

A D 17 口縁部欠失 、 係部 は 外反 し 、 上半 ・ 坪部 外面 上半昔日 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ 補色。
下半部の境 に 稜 を 有す る 。 脚柱状部 デ、 下半部 ヨ コ ナ デ、 内 面 上半部 ヨ 砂粒含 む 。

135 B 4 . 4  Dt16 . 3  は 直線的 に 広 が り 、 裾部 と の 境 は 日月 コ ナ デ、 下半部 ナ デ、 脚柱状部外面 焼成良好。.. 
服 、 裾部 は内脊気味 に 大 き く 広 が る 。 は ヘ ラ 削 り 、 内面 は右→左の へ ラ 削 内 外面 丹塗 り 。C 15 .4 ])，10 . 7 
内 外面 に わ ず か に 稜 を 有す る 。 り 、 栂部 内 外面 ヨ コ ナ デ。

7 号方

A 17 D 13 . 2  l胸部以下欠失。 口 縁部 は 内す し 、 口 外面 口 縁部 よ り 肩音11 ま で ヨ コ ナ デ、 黄褐色 。
唇 部 は 角 ば る 。 肩部 は肥厚す る 。 胴部 は ク シ メ の あ と ナ デ、 内 面 で は 小石粒含 む 。

136 輩
B 13 . 3  Dt9 . 3  口縁部 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ 、 頭部 焼成良好。
C 24 ])，3 . 9  ヨ コ ナ デ、 胸部ヘ ラ 削 り 。

7 号方

A 7 . 8  D 8 . 7  口 縁部 は 内 管気味 に 立上 り 、 口 唇 音'11 口縁部 内 外面 は ヨ コ ナ デ、 胴部外国 貨褐色。
で 外反 す る 。 』阿部 は 扇 平 で 、 底部は ヨ コ ナ デ、 内 面 は 指 に よ る ナ デ上 げ。 小石粒 多 く 含 む。

型丸 B 6 Dt2 . 5  肥厚す る 。 焼成良好。137 
底重 C 9. 9  ])，6 . 2  

7 号方

A D 7 . 9 t不部欠失 、 御柱状部 は ややふ く ら み 、 脚柱状部i 外面 へ ラ 削 り の あ と ナ デ、 術色 。
高 裾部 と の 境は明勝。 裾部は 大 き く 広 内面右→左のヘ ラ 削 り 、 裾部外面 ク 小石粒含 む 。

B Dt が り 、 内面は内ミ与す る 。 端部はわず シ メ の あ と ナ デ 、 内聞 は ヨ コ ナ デ。 焼成良好。138 か に は ね k が る 。 外商丹塗 り 。C 13 . 6  ])， 
7 号方

I不

A 17 . 5  D 9 . 8  脚下半部欠失。 口縁部 は 外反 し 、 杯 t不外商 上半部は ヨ コ ナ デ、 下 半 部 は 制色。
部上半 ・ 下半部の 境 に は わ ず か に 峻 ク シ メ の あ と ナ デ、 内面 は ク シ メ の 砂粒 を 多 く 合 む 。

139 
B 3. 6 Dt5 . 3  を 有す る 。 脚 は ラ 1 J �状 に 広 が る 。 あ と ナ デ、 脚 外商 は ヘ ラ 削 り の あ と 焼成良 好。。

ナ デ 、 内面右→左のヘ ラ 削 り 。 外面、 杯内 面丹塗 り。C 0，4 . 5  

7 号方

QU

 

QU

 

唱i



図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 持 色 備 考

A D. 
土不上半部 ・ 脚端部欠失、 脚部は 直線 t不部外面 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 褐色。

高 的 に 広 が り 、 裾部 と の境は 明瞭。 内 面 ナ デ、 脚柱状部 は 外面 ヘ ラ 削 り 砂粒含む 。

140 
B 3. 3 D， の あ と ナ デ、 内 面 石→左の へ ラ 削 り 、 焼成良好。

C 裾部 外面 ナ デ、 内 面 ヨ コ ナ デ。 外面 ・ 杯内面丹塗 り 。

土不 D 9. 3 
7 号方

A D. 
係部欠 失 、 脚柱状部はふ く ら み 、 襟 脚柱状部外面上半部ヘ ラ 削 り の あ と 、 褐色。
部 と の境は 明瞭。 ヨ コ ナ デ、 下半部 は ヘ ラ 削 り の 上 に 石粒 を 多 〈 含 む 。

B D， ク シ メ 、 そ の あ と ヨ コ ナ デ、 内 面 は 焼成良好。
141 。

右→左 の ヘ ラ 削 り 、 裾部内外面 ヨ コC l1 . 4 

D 8. 2 
ナ デ。

7 号方

A 18. 8 D. 6. 6 口 縁部 は 外反 し 、 中 ほ ど に段 を 有す 口縁部外面 ヨ コ ナ デ、 内 面 ク シ メ の 褐色。
大 る 。 口 唇 部 は 角 ぱ る 。 E阿部最大径 は あ と ヨ コ ナ デ、 頭部内面 ク シ メ 、 肩 小石粒含 む。

104 
型

B 14. 6 D，27. 2 中 位 よ り 上 に あ り 、 底部 は 尖 り ぎみ。 部外面 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 胴 焼成良好。-142 
C 30. 6 部外面上半昔日 は細 い ク シ メ 、 下半 部 燐成後の底部穿孔。105 

壷 D 33. 8 
ク シ メ 、 I阿部内 面 ヘ ラ 削 り 。

8 号方

A D. 4. 8 口唇部欠失、 口縁部 は 直線的 に 外反 口縁部内 外商 ヨ コ ナ デ、 』阿部外国 ク 褐色。
す る 。 肩部は張っ て お り 、 胴部の 最 シ メ 、 底部外面 は ク シ メ の あ と ナ デ、 小石粒含 む 。

143 
B 14. 0 D，35. 0 大径 は 中 位 よ り 上 に あ り 、 底部 は 尖 胴部内 面 は へ ラ 削 り 、 肩部 に は ク シ 焼成後の底部穿孔。。

り 気味で肥厚す る 。 メ の あ と あ り 。 内 外面丹塗 り 。C 34. 0  

8 号方
D 39. 8 

A 11 . 0  D. 3. 7 口 縁 は 外傾 し 、 胸部は球形。 口縁部外面 はヘ ラ 削 り の う え ハ ケ 目。 赤褐色。
胴部外国 は 全面 ハ ケ 目 。 内面ヘ ラ 削 焼成良 。

144 登 B 8. 7 D.12. 1 り 。
C 14. 3 

8 号方
D 15. 7 

A 13. 2 D. 5. 0 口縁は わ ず か に 外傾 し 、 胴部は縦長 口縁部内 外面は機ナ デ。 胴部外面 は 褐色。
の球形。 全面 に ハ ケ 目 。 内 面 ヘ ラ 削 り 。 焼成良好。

145 
B 1 1 .  0 D.21 .  8 小石 粒 を 含 む 。。
C lO. 9 焼成後 の底部穿孔。

8 号方
D 26. 8 

A 14. 8 口 縁 は 外傾 し 、 胴部 は や や縦長。 最 赤褐色。
大径 は 中位 よ り やや上 に あ る 。 底部 焼成良 。

B lO. 2 欠失。146 。 。
C 22. 4 

8 号方
D. 4 . 8 

A 16. 6 D. 3. 8 複合口縁で、 胸部は球形。 口縁部内外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ、 褐色。
』岡部外面 上 半 はハ ケ 目 の う え を ナ デ。 焼成良 。

106 B 7 . 9 D，13. 7 下半 はヘ ラ 削 り 。 内 面ヘ ラ 削 り 。 石粒 を 含む 。- 147 " 
107 C 16 . 1 

8 号方
D 17. 5 

A 18. 0 D. 6. 4 口線部内外国 は横 ナ デ。 胸部外面上 赤褐色。
半 はハ ケ 目 。 焼成良。

148 
B 8. 4 D，15. 4 。 。
C 17. 6 

8 号方
D 21 . 8 

A 16. 4 D 23. 4 複合口縁で 、 口縁端 は 外方 に は り 出 口縁部内外面は横ナ デ、 胸部外面 は 黄褐色。
す 。 胴部 は や や縦長の球形。 ハ ケ 目 。 内 面ヘ ラ 削 り 。 焼成 や や 不 良 。

B lO. 2 小石粒 を 含 む 。149 。
C 25. 7 内 外面 と も 丹彩。

8 号方
D. 7. 6 

- 200-



図版番号 種 類 法 量 { cm} 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 18. 1 〈 字形 の 口 縁 は わ ず か に 肥厚す る 。 口縁部内 外面 はハ ケ 目 の う え を ナ デ。 黄褐色。
胸部最大径 は 中 位 よ り やや上に あ る 。 胸部外面 は ハ ケ 目 。 内 面 ヘ ラ 削 り 。 焼成良。

150 費 B 13. 3 底部欠失。 外面 及 ぴ口 縁部 内 面
C 24. 5 に 丹彩。

8 号方
D. 4. 7 

A lO. 5 D. 3. 9 口 縁部 は わ ず か に 内背 し 、 胸部 は 中 口縁部 内 外面 及 び胴部外面 は檎ナ デ。 赤褐色。
位では り 出 す 。 胴部内面ヘ ラ 削 り 。 輪積み の痕跡 あ 焼 成 良 。

151 壷
B 8. 6 0，12. 2 り 。
C 16. 6 

8 号方
D 16. 1 

A 12. 5 D. 2. 1 広 口 の 口 縁 で 、 先端は 外反 す る 。 胴 胸部外面 は ハ ケ 目 。 内面 へ ラ 削 り 。 赤褐色。
部 は球形で、 尖 り 気味の 丸底。 焼成良。

152 
B 1 1 . 1 D， 9. 2 � 
C 12. 8 

8 号方
D 11 . 3  

A 9. 0 D. 3. 2  複合口縁で、 目岡部 は や や肩 がは る 球 口 緑 地、 ら 胴都 中位 に か け て の 内 外面. 掲色。
形。 は横ナ デ。 中位以 外の 外面 は ハ ケ 目 。 焼成 良 。

108 型墜丸 B 4. 7 D， 6. 4  内 面 は 指圧痕 あ り 。 小石粒 を 含 む 。-153 口 縁部 内 面 及 び外面109 C 8. 4 
宜E D 9. 6 

全体 に 丹彩。
8 号方

A 9. 0 D. 2. 7 
口 縁部 は わ ず か に 内管 し 、 胴昔日 は や 口 縁部 外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 淡 褐色 。
や肩 がは る 。 尖 り 気味の 丸底。 内 面 は 横 ナ デ。 胴部外商 は ハ ケ 目 。 焼成良。

B 7. 2 0， 3. 4 部分的 に そ の う え を ナ デ。 内 面 ヘ ラ 小石粒 を 含 む。
154 � 

削 り と 指圧。C lO. 1 

8 号方
D 6. 1 

A 7. 9 D. 3. 6 
口 縁は わ ず か に 外傾 し て 直延す る 。 日 縁 か ら 肩部 に か け て の 内外面 は繍 赤掲色。
胴部 は 肩 がは る 。 ナ デ。 胴部下半 外面 は ナ デ。 内 面 は 焼成良。

B 6. 0 0， 3. 1 指圧。 小石粒 を 含 む 。
155 。

C lO. 0 

8 号方
D 6. 7 

A 25. 2 D. 7. 4 
径 の 大 き な 係部 に 、 大 き め の 脚 がつ 杯都内 面 は 横 ナ デ。 脚柱部内 面 は へ 外面 に 丹彩。

高 〈 。 ラ 削 り 。

156 
B 4. 7 0， 9. 6 

C 16. 6 
土手 D 17. 2 

8 号方

A 22. 6 D. 7. 2 
丸み の あ る 杯部 に 、 大 き く 開 く 脚 が 係部外面 はハ ケ 目 。 他 は ナ デが主体。
っ く 。

B 4. 5 D， 9. 0 
157 。

C 16. 7 

8 号方
D 16. 2 

A 18. 3 D. 5. 2 
丸 み の あ る 杯部。 脚下端は横 に 開 〈 。 係部内面及 び外面全

体 に 丹彩。
B 3. 8 0， 8. 2 

158 4砂
C 13. 1 

8 号方
D 13. 4 

A 17. 1 D. 5. 6 小型で、 や やっ く り が雑。 外面及 び王手都内面 は繍ナ デ。 脚柱部 黄褐色。
内 面 は ヘ ラ 削 り 。 焼成良。

B 3. 5 0， 7. 0 内 外面 に 丹彩。
159 。

C lO. 8 

8 号方
D 12. 6 
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図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 持 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 17. 9 D. 6. 4 全体 に 整 っ た 器形。 安定感の あ る 大 王手部内外面 は ハ ケ 目 の あ と を 横 ナ デ。 黄褐色。
高 き め の 脚 がつ く 。 脚部外面 は へ ラ 削 り の う え を ナ デ。 焼成良 。

1 10_160 
B 3. 9 D， 7. 2 内面 は へ ラ 削 り 。 内 外面 に 丹彩。

111  C 12. 3 
土手 D 13. 6 

8 号方

A 18. 9 D. 5. 4 I不吉11中位での屈曲は 明JI京で な く 、 脚 杯音11 内 外面 は ハ ケ 自 の あ と を ナ デ。 褐色。
下端は大 き く 聞 く 。 脚柱部外面 は へ ラ 削 り の あ と を ナ デ。 焼成良 。

161 
B 3. 3 D， 9. 5 内面ヘ ラ 削 り 。 脚下端部内外面 は ハ t不部内 面 を 除い て 丹。

ケ 自 の あ と を 横ナ デ。 彩。C 12. 4 

8 号方
D 14. 9 

A 14 . 8 D. 4. 4 王手都中位で屈曲 し 、 先端は外傾す る 。 杯部内 外面 は ハ ケ 目 の あ と を ナ デ。 焼成良。
脚部下端は横 に 開 く 。 脚柱部内面 は ヘ ラ 削 り 。 杯部内 面 を 除い て 丹

B 3. 6 D， 7. 5 彩。
162 。

C 12. 4 

8 号方
D 12. 0 

A 18. 3 D. 6. 0 160 と 類似す る 。 杯音11内外面 は う す い ハ ケ 自 の あ と ナ 赤褐色。
デ。 脚柱部外面 は へ ラ 削 り の う え を 全 面丹彩。

163 
B 3. 5 D， 8. 0 ナ デ。 内面ヘ ラ 削 り 。。
C 12. 8 

8 号方
D 14. 0 

A 16. 8 D. 5. 6 小型で、 脚柱部 と 下端部 と の屈曲 は 脚柱部内面 ヘ ラ 削 り 。
不 明|眼。

164 
B 3. 2 D， 9. 9 。
C lO. 9 

8 号方
D 15. 5 

A 16. 7 D. 4. 5 小型で、 杯中位での屈曲 は不明瞭で、 163 と 類似す る 。
丸み を も っ 。

165 
B 3. 4 D， 6. 5 。
C 12. 5 

8 号方 D 11 .  0 

不 明 大型で、 安定 し た 器形。 口径、 脚柱 I不部内面横ナ デ。 脚柱部内面横ナ デ。 外面丹彩。
部径 と も 大 き く 、 脚下端部は横 に fl自

166 怨 く 。

8 号方

A lO. 2 口縁部は 外傾 し 、 先端は 外反 す る 。 口縁部内 外面横ナ デ。 赤褐色。
胴告I1欠失。 焼成良。

167 登 B 6 . 5  砂粒 を 含 む。
D . 6. 4  

8 号方

A 19. 4 複合口縁。 口縁先端は外反 す る 。 口 外面 はハ ケ 目 の う え を 横 ナ デ。 内面 明褐色。
縁下半 と 胴部欠失。 は機ナ デ。 焼成良。

112-168 イシ 砂粒を わ ず か に 含む。

B 号方

A 20. 8 口 線 は 外傾 し 、 直線的 に長 く の ひ' る 。 内 外商 と も ハ ケ 自 の う え を ナ デ。 淡褐色。
胸部欠失。 焼成良。

B ll . 3 砂粒 を 含 む 。169 。
D. 7. 7 

8 号方
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図版番号 l 種 類 | 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備

褐色。
焼成良好。

考

直立気味の 口縁駅 下仰を川元自ー ナ デ。
つ 。

170 1 査

A 7. 9 
B 6. 2 
C 1 1 . 1 
D. 3. 4 

B 号方
トー←一一斗一一←

高 A 19. 2 D. 5. 8 1 杯部中位でわずか に屈曲 し 、 口縁先 | 脚柱部内外面ヘ ラ 削 り 。I ，J. U I 捕は外傾す る 。 脚下端は横に開 く 。
B 3. 9 D. 8. 8 

杯部外面丹塗 り 。

171 C 14. 2 1不 I D 14. 6 8 号方

A 15. 6 D. 4. 6 1 柑は丸み を おび、 口縁先端はわず | 柑外面横ナ デ。 脚柱部内面ヘ ラ 削 | 脚部内面丹塗 り 。
か に内奪気味。 脚下端は横に聞 く 。 | り 。

172 。 B 3. 5 D. 7. 4 
C 12. 1 
D 12. 0 

8 号方
ト一一一ート ー→一一一一一 一一 ; 一 一 → 

扇平なI不部を も ち 、 脚端は欠失。

173 I " 
B 2. 8 

内外面 に ク シ メ を 施 し 、 後 に ヨ コ 叶 淡褐色。デ。 脚部内面ヘ ラ 削 り 。 1 焼成良好。
A 19. 4 

8 号方卜一一寸 i 
A 19. 9 やや内奪気味の土手部脚部 を 欠失す る。 | 係外面 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ。 内 | 淡褐色。

商 ヨ コ ナ デ。 1 焼成良好。
174 I � 

8 号方
ト一一一一一一ト 一一寸 一一← 一一一一ト一一一←一一一一 一ー 卜一一一一一 一 一 一 l 

やや内奪気味の杯部口唇部は、 わず けト函 ヨ コ ナ デ。 内面 ク シ メ の あ と ヨ | 黄褐色。
か に 外反す る 。 接合部は小 さ な 稜 を | コ ナ デ。 1 焼成良好。
な す 。

A 18. 9 

175 。

8 号方
ト---1 ート一一一一一一一一一十←一一一一一一一 一一十一 1 

全体に丸み を おびる接合部にわずか 外面上半 ヨ コ ナ デ。 下半 ク シ メ 。 内 | 褐色。
に稜を も っ 。 脚部欠失。 1 面 ク シ メ 。 1 焼成やや良。

丹塗 り 。
A 18. 2 

176 
D. 6. 0 。

8 号方

177 I " 

A 18. 8 
B 3. 4 
D. 6. 1 

ート五五示二元自で、 1�il"gßIj:'J、 日 ! 日正 も示日。
稜を も っ。 先端は わずか に外反 す る。
脚部 を 欠失。

策褐色。
焼成不良。

8 号方ト一一一一一一ト一一一
A 15. 3 柑丸み を おびる 。一 問主やや副而長げゐあ と ヨ 日。

を なす。 脚部 を 欠失。
縄色。
焼成良好。
丹塗 り 。

178 I " 

8 号方卜一一 一一斗-- --1 ーート一一 一 一寸 | 
A 25. 4 空い杯昔日 を も ち 、 脚 を欠失す る 。 大 | 内外面 ヨ コ ナ デ。 杯内面の底に はへ | 褐色。

i の 高杯。 I ラ ケ ズ リ がみ ら れ る 。 I 焼成良好。

113-179 I " 

8 号方
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図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 b精 考

A 25. 5 接合部に小 さ な稜と 沈線を もっ 。 大 内外口唇部は ヨ コ ナデ。 以下 ク シ メ 、 淡褐色。
型の高杯。 脚部 を 欠失。 内面 ク シ メ の あ と を ヨ コ ナデ。 焼成良好。

高 丹塗 り 。
180 

ま不
8 号方

B 5. 2 脚部のみ。 円筒状の大型の脚部。 外面〈 ラ ケ ズ リ の あ と ヨ コ ナデ。 内 褐色。
面へ ラ ケ ズ リ の あ と を ナ デ。 焼成良好。

C 14. 4 
18 1  。

D 5. 9 

8 号方
D. 5. 9 

不 明 係部欠失。 脚部は中ほ どでふ く ら み 脚部外面はヘ ラ ケ ズ リ の あ と ヨ コ ナ 黄褐色。
裾部は短 〈 広がる 。 デ。 内面は右ー左方向のへ ラ ケ ズ リ 。

182 

8 号方

B 3. 1 杯部上半 を 欠失す る 。 裾ひろ が り の 杯下半 は ク シ メ の あ と ナ デ。 脚筒部 黄褐色。
脚部は脚端で小 さ く そ る 。 ヘ ラ ケ ズ リ の あ と ナ デ、 裾は横ナ デ。 焼成やや良。

183 "" C 1 1 . 5 内面ヘ ラ ケ ズリ 。
D. 6. 6  

8 号方

B 3. 2 t手部を 欠失。 ひ ろ が り 気味の脚部。 外商ヘ ラ ケ ズ り の あ と ヨ コ ナ デ。 裾 褐色。
脚裾の先端は小さ く 内湾す る 。 部 ヨ コ ナ デ。 内面ヘ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

184 "" C 13. 1 
D 7. 8 

8 号方
D. 7. 8 

B 3. 5 D， 7. 9 杯上半 を 欠失。 円筒状の脚部を もっ。 土不部 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ。 脚筒音E 貧褐色。
ヘ ラ ケ ズ り の あ と ヨ コ ナ デ。 裾部 ヨ 焼成不良。

185 。 C 1 1 . 1 コ ナ デ。 内面ヘ ラ ケ ズ リ 。
D lO. 8 

8 号方
D. 2. 8 

B 3. 3 杯上半 を 欠失。 ひ ろ が り 気味の脚部 土不部 ク シ メ の あ と を ヨ コ ナデ。 裾部 褐色。
を も っ 。 ヨ コ ナ デ。 内面へ ラ ケ ズ 。 焼成良好。

186 。 C 13. 2 
D lO. 1  

8 号方
D， 8. 9  

B 2. 9 186 1 こ類似。 186に類似。

187 。 C 12. 7 
丹塗 り 。

8 号方
卜一一一←ー

B 3. 7  杯上半 と 、 脚裾部を 欠失。 係部は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ。 脚部 褐色。
外面ヘ ラ ミ ガキ 、 内面ヘ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

188 <- 丹塗 り 。

8 号方

A 9. 5 縦長の口縁部 と 、 扇平な胴昔日を もっ。 口縁部 と 胴部上半ヘ ラ ミ ガキ 、 胴下 6 方西北周 と 接合。 |
底部を 欠失。 半ヘ ラ ケ ズ り 。 口縁部内面 ヨ コ ナ デ。 赤褐色。

189 登 B 6. 0 胴部内面ヘ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。
D. 4 . 9 

8 号方
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図版番号 種 類 法 量 (佃) 形 態 上 の 特 色 伎 法 上 の 特 色 備 考

8. 3. 6 上半 と 、 台の裾部 を 欠失。 外面ヘ ラ ミ ガキ 。 赤褐色。4口‘ 胎土は よ く 精製 さ れ
190 {す て い る 。

焼成良好。

8 号方
鍾

台
不 明。 台は小 さ く 、 大 き 外反 し て端部に い 190に類似。 策褐色。

た る 。 他は詳細不明。 胎山 〈 蜘 れ l
191 付 て い る 。

焼成良好。

8 号方
鐙

A 13. 7 D.13. 1 胴部球形で全体 lこ い く 分歪みがあ る。 外面は縦方向 にハ ケ 目 と 撫でに よ る 赤褐色。
頭部は強 〈 屈曲 し 、 口縁部にかけて 器面調整。 内面はヘ ラ 削 り 、 口縁部 小石粒を含む。

114-192 壷
8 9. 3 D.20. 7 ラ ッ パ状外反 す る 。 は横線でに よ り 整形 し て い る 。 焼成やや良好。
C 20. 7 

9 号方 D 23. 8 

A 12. 2 D. 2. 5 胴径の割に頭部の比較的大 き い小形 器面 に繍又は斜め にハケ 目 がか か り 、 褐色。
の 愛で、口縁部は少 し 外反 し 、 立上が そ の上 を擦でに よ り 消 さ れて い る 。 多量の小石 を 含む。

193 
8 10. 8 D. 8. 2 り は割 と 短い。 内面は箆削 り 、 削の方向は一定でな (表面に 多 〈 露出 し
C 13. 5 い。 口縁部は横撫で に よ る 仕上げ。 て い る L
D lO. 7 焼成良好。

9 号方

A 18. 7 D. 5. 5 係部は中位の按合部に稜があ り 、 口 t不口縁部は斜め に ハ ケ 目 の あ と 横線 褐色。
高 縁部にむかつ て ゆ る く 内奪す る 。 脚 で、 脚 と の接合部は縦方向 に刷毛な 胎土 に小粒子 を 多量

194 
8 3. 8 D. 8. 8 部は ゆ る く 裾聞 き に な る 。 ら し 。 脚内面 は胎上の削 り 出 し 、 端 に含む。
C 14. 4 末は備なで に よ る 器面調整。 焼成やや不良。

t不 D 14. 3 
9 号方

i炎縄色。 少量の小石A 9. 6 D . 2. 9 主事部の中位接合部は稜を な さ ず、 口 器面 はハケ 自 の あ と を横擦でに よ る

丸
縁部は端末がわずか に外にはね る 。 整形 し て い る 。 少量の小石粒を 含む。

8 7. 0 D. 7. 7 脚は欠失。 焼成は良好。115-195 C 11 . 0 

9 号方 D lO. 6 

A 20. 9 係部は全体に ま る く 、 接合部は段を 器函が荒れて い る が横線でに よ る 器 淡褐色。
高 な す。 口縁端末は僅かに外反す る 。 面調盤が観察 さ れ る 。 小石粒を 含む。

8 4. 3 焼成は良好。196 C 
t不 D 7. 0 

9 号方

A 18. 4 係部は中位の接合部には稜、 段がな 器面はハケ 目 、 そ し て織でに よ り 仕 淡褐色。
〈 、 口縁端が僅かに外反 す る 。 脚 上でて い る 。 小石粒を含む。

8 3. 5 部は欠失。 焼成は良好。
197 � 

D 5. 9 

9 号方

A 19. 1 底は欠失。 胴部よ り 口織にむか つ て 器函はヘ ラ 磨 き に よ り 仕上げら れ 、 薄い赤褐色。
ゆ る く 外開 き に な る形で立上がる 。 口線端末に は備な での あ と がの こ る 。 焼成む ら (縄色黒 )

B あ り 、 胎土中小石粒
198 怨 D: 5. 0 を 含む。

焼成良好。
9 号方 日間A 17. 2 底部は欠失。 口縁端末は ま る く 、 j実 器面調整はハケ 目 、 横なでに よ る 。

〈 皿状を な す 。 胎土中小石粒含む。
D 4. 0 焼成良好。

199 " 
9 号方
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図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

C 14. 5 係部欠失、 脚の接合部か ら 大 き く 屈 脚内部は削 り 出 L 、 外面はヘ ラ 削の 褐色、 脚底部に焼成
高 曲、 屈曲部か ら 外にふ く ら み気味で あ と 横なで に よ る調整、 脚端末部に む ら (黒 ) あ り 、 胎

D 13. 5 端末に至る 。 かけて横なで。 土中少量石粒含む。
200 焼成良好。

9 号方
好、

A 土手部欠失。 脚部は端末にむ か つ て ゆ 脚内面はヘ ラ で削 り 出 し 、 そ の上横 褐色、 胎土中小石粒
高 る く カ ー ブ し 、 安定 し た脚を な す。 なで 、 外面は問機ヘ ラ 削 り の あ と 横 含む。 焼成は良好。

B な で に よ る 整形。
201 C 15. 6 

9 号方
t不 D 7. 0 

A 13. 1 D. 4 . 8  胸部は ま る く 、 頚部は短か く 考泊 し 胴部よ り 底部に か け タ タ キ 目 が顕著 l暗褐色、 胎土 に小石
な がら 直上、 口縁下に明瞭な稜線が 肩よ り 頭部 に か け て タ タ キ 目 の あ と 粒を 含み焼成は良好

202 登
B 10. 2 D，15. 0 あ り 、 口縁端末はゆる く 外反 す る 。 横撫で、 口縁部およ び内面は横撫で 底部に焼成後の穿孔
C 17. 3 に よ る 整形。 あ り 。

1 0号方
D 19. 8 

A 8. 2 D. 3. 1 胴告1Iは ま る く 、 頭部は強 く し ま る 。 器商は非常に荒れて い る が、 横擦の 黄褐色、 小石粒を 含 |
形

口縁下 に わずかに稜がみ ら れ る 、 口 あ と が観察 さ れ る 。 内面は指に よ る む。 焼成良好。
203 室丸 B 5. 6 ])， 7. 5 縁部は外反。 胎土の削 り 上げ。

Cll . O 

1 0号方 D 10. 6 

B 4. 3 係官日欠失、 脚はゆ る く カ ー ブ し 、 端 脚内面はヘ ラ 削 り 横擦で、 外面はへ 褐色、 焼成む ら (黒 )
高 末は僅かにはね る 。 ラ削のあ と ハ ケ 自 に よ る 整形。 一部 に あ り 、 焼成良

C 14. 6 好。 IJ古土中砂粒含む204 
D， 7. 7 (黒雲母を含むL

出不
1 0号方

高 A21 .  3 脚自1I欠失、 杯部lは抜合古1\よ り 上残存 ハ ケ 自 に よ る 器商制強の あ と 横撫で 褐色、 焼 き む ら (黒 ) 1
日縁部にむかい ゆ る く 外傾 し 端末は に よ る 整形。 あ り 。 焼成良、 胎土

205 外に はね る 。 中石粒を含む。

1 0号方
t不

A 17. 2 D. 6. 2  丸底、 11同音1\は ま る く 、 m.R部は し ま る 。 l阿部に はハケ lヨ が縦、 斜め に か か る 。 黄褐色、 小石粧を 含
m.R古1\ よ り わ ずかに屈曲 し な がら 口縁 口縁音1\はハケ 目 、 横撫で に よ る 整形 む焼成は良好。

116 
釜

B 11 .  0 D，26. 4 に 向 か つ て外反す る 。 内面はヘ ラ 削 り 。 底部は焼成後穿孔-206 
117 C27. 0 

1 4号方 D32. 6 

A 16. 6 D. 3. 2  丸氏で、 球形の1阿部と く 字形の口縁 仁l縁部は ヨ コ ナデ、 JJ阿世 lは ク シ メ 内 赤褐色焼成不良。
}�m を もっ 。 商ヘ ラ ケ ズ ') 0 

207 饗 B 13. 6 ])，25. 0 
C26. 2 

1 4号方 D 28. 2 

A 7. 1 D. 5. 4  』阿部lは ま る く 丸底、 類自1\は締 り 、 口 胸部はハケ 目 の あ と 横撫で、 口縁昔1\ 褐色、 ご く 少量の小
縁に む か つ て 外にふ く ら み な が ら 立 は横撫でに よ る1:1 上げ、 1;1，]面は指に 砂粧を 含む。 焼成は

208 
B 5. 5 ])， 2. 7 f:がる 。 よ る 削 り 上げ。 良好。
C 8. 1 

1 4号方 D 8. 0 

A 日繰欠失。 胴剖\ 1;): ま る く 、 鎖音1\ は し 総面はハ ケ 目 の あ と 機撫でに よ る仕 f炎褐色、 小石粒含む、
ま る 。 上げ、 内側に輪椴みの あ と あ り 。 焼成は良好底部穿子L。

B 4. 8 209 
C 9. 9 

1 4号方 D 7. 5 
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図版番号 種 類 法 量 { cm } 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 {荷 考

A10. 2 D， 3. 3 JJ同部 お よ びEま は ま る \ l 0 !llJl は し ま り �面 が荒 れ て い る が、 外商 は ハ ケ |ヨ 褐色、 小石粒合 む

星幸丸
口縁 に む か つ て 大 き く 外友す る 。 調整 の あ と 横撚で、 内 面 1 ;1: ヘ ラ 自1) り 焼目立 不 良

210 
B 6. 2 D， 8. 0 口 縁下の稜線不 明瞭。 に よ り 整形。
C 11 . 1 

1 4号方 D 11 .  3 

A 7. 7 D， 5. 3 1阿部 は ま る く 、 �Jl部は ゆ る く し ま り 、 』阿部以下ヘ ラ 削 り 、 胸部 よ り 仁l縁 に 黄褐色 、 小石校合む 、
口車京 に む か い ラ y パ';1* に 11甘 く 。 か け十黄t無で か内部はヘ ラ 削 り 、 l二 に 焼 成 良 好 。

211 庭査形丸
B 5. 5 D， 2. 7 む か つ て 摘 で削 り 1: lf'。
C 8. 2 Eま は 厚 く ふ く ら む 。

' 1 4号方 D 8. 0 

A 18. 6 D， 4 . 7 係 部 l主 中位の接合部 よ り 口 織 に |旬 っ 郎 官11 は--ltll に ハ ケ |ヨ を の こ し な が ら 褐色 、 小 石 申立 を 含 む 、
高 て 外反 、 i州昔日 も 接合部 よ り 大 き く 外 ヨ コ ナ デ に よ る f:j:J二 If。 焼成 は や や 良 好。

212 
B 3. 6 D， 9. 0 反 し 、 脚端末 に い た る 。 脚本主状昔日 は 内 面 ヘ ラ 削 り 、 外面ヘ ラ
C 12. 7 磨 き 。 脚端末に い た り ハ ケ 目 ヨ コ ナ

t手 D 13. 7 テe仕 上 げ。
1 4号方

A 18. 7 D， 5. 1 t不 接合官1I は儀 か に 段 を な す 。 11却 は位 派 出11 内 聞 は ヘ ラ に よ る l岳町。 外iYú に 貨褐色 、 少駄の 小石
状部 と の 接合 ìtl)よ り 大 き く 屈 曲 し 、 は磨研の 下 に ハ ケ 目 を の こ す 。 11却 は 粒 を 含 む 、

213 
B 3. 5 D， 7. 5 脚端へ む か つ て ふ く ら み 気味 に 延 び 柱状古11 内 問 削 り 出 し 。 外は ヘ ラ !終 き 。 焼成やや 良好。。
C 12. 4  る 。 l附端末世1I は横擦で に よ る 仕上 げ。

1 4号方
D 12. 6 

A 18. 1 D， 5. 8 士事 部 は比較的深め で接合部 に段があ f干 の 器面 は ハ ケ 目 の 上 を 備撫でで調 褐色 、 砂粒 を 多1誌 に
る 。 ま た 口縁端末は は ね る 。 開l は 未 112 。 脚 は 内 面ヘ ラ 削 り 。 ま た 脚 内 面 合 む 。

214 
B 3. 2 D， 7. 7 広 か り に IIIJ き 、 ゆ る や か な 安定 し た に 丹 の 痕跡 あ り 。 係 、 脚 は 別造 り 按 焼成 良 好。

。 C 15. 0 脚 を な す 。 ノ口k。
1 4号方 D 13. 5 

一副A 17. 9 D， 5. 7  係 部の 接合音1I は僅 か に段 を な す 。 係 部外而 は ハ ケ 日 調整の あ と 横撫で
口縁端末 は少 し 外 に は ね る 。 I)P.II I;I: ゆ に よ る 桜形。 内面 は横撫で。 む。

215 
B 4. 3 D， 7. 5 る く カ ー ブ を し て 、 端 末 は 外II日 き に 脚 は 内 聞 削 り ，LH し 。 外商ヘ ラ I�I[ り 、 焼 成 良 好 。

。 安定 す る 。 横僚で に て 悠形。 郎 、 l即ijlJì量 り 。C 12. 2 

1 4号方 D 13. 2 

A 19. 4 D， 7. 4 土手 接合昔日 は 少 し 凹む程度で全体 に ま | 聞 は 外面 の シ 山 淡 褐色 、 小石校 を 合
る い 。 係 端末 は 上 l こ 突 出 す る 。 商 は備撫で に よ る 仕上 げ。 脚l 土 内 面 む 。

1 18-216 
B 3. 8 D， 8. 9 脚 は ゆ る や か な カ ー フ を も ち 安定 し ヘ ラ 削 り 、 外商 お よ び綿米 は ヨ コ ナ 焼成良好。

ク 吋 | 引 よ る lJ:..I: l fC 14. 9 

1 4号方 D 16. 3 

A 18. 8 D， 8. 0 t不 は 比較的深 く 、 接合告11 は段 を な す 。 係 官山伽 l こ の 目 を の こ し | 褐色 l 石 町
原 端末 は 外 に は ね る 。 脚は安定 L て 内面横撫で に よ る 盤形。 脚 は 内 [ 副知 焼 成 良 好 。

217 
B 3. 5 D， 8. 0 い る 。 り 出 し 、 外国ヘ ラ 削 り の J-.機撫で、 に

。 よ り 調強。C 13. 6 

1 4号方 D 16. 0 

A 14. 2 D， 4 . 2  j志 は 欠失 、 口縁古11 は 外反 し 、 ゆ る や 日経邸は揃緯で 肩 か 勺 刷 に か け て
に
� 模

焼

4

む

年

紛
回
成

制

回

良

色

灯

、 小

。

ご

石

く 細

位

い

を 合伝
か な 段 を 有す る 。 器[面 は ハ ケ lニl 調絵。 内面 は斜め 1 :

218 lf[ 喧
B 9. 3 ])，15. 5 頚部 は し ま り 強 く 外写 す る 。 11台土 を 削 り I:.I f る 。
C22. 2 

1 4号方
D 19. 5 

A 12. 3 底 は ま る く 、 口縁部 がい く 分 し ま り 、 器函 は ヘ ラ 削 り 、 LI 縁ifl� {主 機f無で
l二端 は ま る く Utl か l こ 外反 す る 。 内 而 も 械J無でtl: J : げ。 殺 を 含 む 。

219 怨
B 7. 1 焼成良好。

1 4号方
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図版番号 | 種 類 | 法 量 (叩 ) 形 態 上 の 持 色 技 法 上 の 特 色 備 考

高
t手

A 10. 8 D 8. 5 
A. 12. 8 D， 3. 4 

119-220 I 吾 B 8. 3 D， 5. 1 

1 4号方
蓋 C 10. 7 ) 

B 9. 0 。 i ; C 13. 5 
-221 

121 D 8. 5 

1 5号方

ほぽ完全に復元で き た。 係部は 、 全 | 全体 に ヨ コ ナ デが施さ れ 、 保脚 に 接 | 色 調 灰黒色
体的 に浅 く 、 受部の断面 は三角形司犬 | 合の の ち ス カ シ は鋭利は工具で切 り | 焼成良好。
に尖出 し 、 さ ら に 口縁部は内側 に短 | と ら れ て い る 。
〈 立 ち 上がる。 円満形の脚部に は方 | 器面 は全体 にぷ り 沢汲 を 有 し 部分的
形の 大 き な ス カ シ が一段四方 に あ り 、l に薄 ら く し て い る 。
裾部でやや広がる 。

口縁部 は欠失、 胴部は強 〈 外に張 り J 器商 に は僅 か に ハ ケ 目 がみ ら れ、 頚 | 褐色、 小石粒含む。
頭部は締 る 、 頚の内側 に は稜線がの | 部よ り 上 は繊撫で、 内面は指 に て 捺 | 焼成は良好。
こ る 。 1 で胎土 を 削 り 上 げ る 。 1 底部は穿孔か 。

I t手部は接合部よ り 屈曲 し 、 口縁端末 | 係部外面 に わづ か に ハ ケ 目 がの こ る 4 外面杯部内面丹塗 り
高 1 A 19. 6 D， 4. 7 1 に む か つ て 内電気味に立上がる 。 1 内函 は横撫で に よ り 調整。 脚内面l主-1 :黄褐色、 小石粒 を 合

B 4. 5 D， &. 4 1 脚 は ゆ る く カ ー プ し 、 端末は外聞 き | ヘ ラ 削 り 、 外面上半 はヘ ラ 磨 き 、 下 | む 。
C 18. 1 に な る 半 はハ ケ 自 調整。 脚端末は ヨ コ ナ デJ 焼成はやや良好。

t手 1 D 13. 1 

222 

※ 1 5号方

223 1 " 

1 5号方

A 19. 2 
B 4. 1 
C 13. 1 
D 12. 9 

脚端未は欠失、 保接合部は ま る く 、 | 係部は横撫で に よ り 調豊富。 脚内面 は | 褐色、 小石粒 を 含む
口織に か け て 内管 し な が ら 外反 す る 」 ヘ ラ に て 削 り 出 し 、 開脚部以下検撫 1 i焼成 はやや良好。
卸 は ゆ る く 立上がり 、 接合部よ り 端 | で、 立 上 が り の部分はヘ ラ 削 り の あ | 器函 は 風化 に よ り 荒
末 に か け て強 〈 外反す る 。 1 と 横撫で。 杯、 脚は別造 り 接合。 I れ て い る 。

224 1 " 
1 5号方

225 1 " 

1 5号方

226- 226 1 " 

1 5号方

227 1 

1 5号方

228 1 " 

122

ゆ

-

号

z方j 垂

1 5号方

I t手部は接合部よ り 屈曲 し 、 稜を な す 、1 j不都は内面 にヘ ラ あ と 、 ハ ケ 目 を の | 禍色、 小石粒 を 含むA20. 0 U 6. 0 I �' J;lr�/ : � �=-，，:，;::: ;: : " -= :， ;; ' 'I "� ' � "" - ��= :;' ， .. � -;;，� �:;.:.;; I 1 :立上 が り は 口車斡ß Iこ む か つ て 外反 。 | こ し 、 横撫で に よ る 調整。 脚は内面 | 焼成良好。
B 3. 4 D， 9. 2 1 脚は ゆ る く カ ー プ し て末 広 が り に な | ヘ ラ 削 り 、 外面ヘ ラ 磨 き 、 端末は機
C 12. 0 る 。 I 撫で に よ る 整形。
D 15. 2 

l 杯部 は ゆ る く カ ー プ し 、 立上が り も | 杯部内外面 にハ ケ 目 調整、 外面 は更 | 全面丹塗 り 。A 16. 1 U 3. 9 1  : ;"-� ';:;"� ，' ;" u � ，:; �:;:-:; . ..  ' .... I � :-':':": '，'. ':��':"- � -:::"' � :' ';;;;; I | ゆ る く 内脊 し な が ら 外反す る 。 1 に こ の上 を 横擦で。 脚は内面ヘ ラ 削 | 褐色、 小石粒を 含む
B36. 0 D， 7. 5 1 卸は ゆ る く 傾斜 し 、 端末は大 き く 開 | り 、 外面 は縦方向 にヘ ラ 削 り の あ と | 焼成は良好。
C 13. 4  1 < 。 先端は わづかに上に はね る 。 I 横擦で。 脚端末は機撫で に よ り 整形
D 11 . 4 

A20. 1 .  D， 7. 0 
B 3. 8 D， 8. 0 
C 16. 0 
D 15. 0 

係部は ゆ る く 傾斜 し 立上がる。 接合 | 保内外国 に繊細な ハ ケ 目 がみ ら れ 、 | 褐色 ( 丹塗 り )
部 に は儀かに稜があ る 。 口縁上端は | 上 を 横撫で仕上 げ。 1 小石粒を 含む。
平坦。 I 脚は内面ヘ ラ に で 削 り 出 し 、 外面 は | 焼成は不良。
脚 は ゆ る く 傾斜 し 、 直線状に端末へ | 縦 に ク シ 目 、 そ の上 を横撫で、 飾 り
延 び る 。 脚の中穏に 4 個の飾 り 穴が | 穴の穿孔は外か ら あ け て い る 。
あ る 。

I t手部は底が平坦、 接合部に僅 か に稜 i 虫干部は ク シ 目 に で均 し た あ と 、 横撫 | 内面丹塗 り 、 黄褐色、A 19. 1 n. 5. 1 ] " ' ''' ''' '- ' - ' ''  � . �� :: ���:� '� :;:� ';o/.If. l � �: :; ;n:I ;" � ' - .. -.. J .... ' � ..... � .. ，_ �' .. \ I l を の こ し 、 外反 し な が ら 立上 が る 。 | で に で 調整。 I 小石粒 を 含 む。
B 4. 7 D， 7. 6 1 脚部は柱状部が末広が り 、 接合部 よ | 脚内面 はヘ ラ 削 り 、 外面はヘ ラ 削 り 1 i焼成不良。
C 13. 3 り 強 〈 屈曲す る 。 1 の あ と 横撫で。 端末は横撫で に て 調

整。D 12. 7 

A 17. 6 D， 5. 3 
B 4. 2 D， 8. 9 
C 12. 1 
D 14. 2 

派部は ゆ る く カ ー ブ し 、 接合部で段 | 係部は ク ミ 目 に て整形 し た あ と 、 ヨ
を な す。 立上がり は外反 し 口縁部ふ | コ ナ デ に て 調整。
く ら み気味。 脚の柱状部は比較的立 | 脚外面 は タ テ 方向のヘ ラ ケ ズ リ 。 内
上 が り は 急 。 接 合 部 よ り端未 ま で I l薗 は右ー左の回転ヘ ラ ケ ズ リ 。
外埋ま し な が ら 端末に至 る 。 端末は少
し 上 に は ね る 。

端唇口
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縄色、 少量の小石粒
含む。
焼成良好。

外面 は荒い ク シ メ 。 口縁部は そ の の | 現存部、 全面丹塗 り 。
ち ヨ コ ナ デ、 口唇端は ヨ コ ナ デ内面
は口縁部 ヨ コ ナ デ、 内面 はヘ ラ ケ ズ

- 208 -



図版番号 種 類 法 量 (cm )

A 14. 5 � 1 . 2 

230 壷
B 12. 7 D， 4. 7 
C 

1 5号方 D 5. 9 

A 15. 1 D， 1 . 1 
B 12. 1 

231 費 D 4. 8 

1 5号方 � 3. 9 

A ll . 6 D， 8. 0 

m | ; 
B 7. 0 
D 12. 0 

1 5号方 � 4. 0 

不 明

233 壷

1 5号方

高 A17. 7 

234 
B 3. 5 
� 5. 7 

1 5号方
t不

A 18. 4 

235 。

1 5号方

A 18. 7 

236 4砂

1 5号方

A 18. 5 
。 B 3. 9 

237 � 5. 8 

1 5号方

A20. 5 

..， B 3. 7 
123-238 以 5. 8

1 5号方

A 18. 7 

23宮 4砂 B 3. 4 
J)， 5. 6 

1 5号方

形 態 上 の 特 色

口縁部はわずかに コ字形を な す胴部
を 欠失す る 。

にぷい口唇を もっ。 口縁は ク シ メ の
あ と ヨ コ ナ デ、 胴部以下 を 欠失す る 。

わずかに内奪す る 口縁部 を も ち 先端
は と が り 気日米に外反 す る 。
胴下半 を 欠失す る 。

口縁部のみで胴部を 欠失す る 。 強 〈
外反 し 、 明瞭な複合口縁を なす 。

先端は純 〈 丸る ま る 、 係上半は わず
か に 内替す る 。 脚部を 欠失。

係部に稜を もっ扇平 な 高係、 脚部 を
欠失。

杯部先端は突起 し 、 下半 と の境に段
を もっ 。 脚部を 欠失。

t手昔日先端はわずかに反外 し 、 下半 と
の墳に段を も っ。
脚部を 欠失す る 。

残い扇平な係部を も あ わずかに稜を
の こ す。 脚部を 欠失す る 。

係部に稜があ り 鋸の広い脚部 を も っ
が、 先端を 欠失。

- 209 一

技 法 上 の 特 色 備 考

口縁部外面 ヨ コ ナ デ、 内面 ヨ コ ナ デ、 時事国色、 小石粒を 含
胸部内面 にヘ ラ ケ ズ リ あ り む。

焼成は良好。

口縁部内面 ヨ コ ナ デ。 黄褐色
焼成良好。

口縁部には細かい タ テ の櫛目 、 胴は | 赤縄色 (丹塗 り を ほ
ハ ケ 。 口縁部内面は ヨ コ ナ デ、 胴部 ど こ し て い る が剥落 )
も ヨ コ ナ デ。 き め細 い粒土粘 り は

あ ま り な い 。
焼成良好。

内外面 と も ヨ コ ナ デ。 赤褐色
焼成良好。

係部内 、 外面 と も ヨ コ ナ デ、 杯下半 褐色、 焼成良好。
に は ク シ メ が残 る 。

内外面 に ハケ メ を施し 、 そ の上 を 横 縄色、 焼成良好。
ナ デ。

杯外面 ヨ コ ナ デ、 下半 は ク シ メ の あ 時褐色、 焼成良好。
と ヨ コ ナ デ、 内面は ク シ メ の あ と ヨ
コ ナ デ。

外面 ヨ コ ナ デ、 ク シ メ が一部にみ ら 褐色、 焼成良好。
れ る 。 内面 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ。 外面 に黒色有

外面 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 内面 ヨ 淡褐色、 焼成不良。
コ ナ デ。

t不下半 、 脚外面 に は ク シ メ 。 脚内面 縄色、 焼成良好。
はヘ ラ ケ ズ リ 。



l 図版番号 種 類 法 量 (cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 17. 6 杯部の上半のみ、 下半 を 欠失す る 。 外面ハケ メ の あ と を機ナデ、 内面へ 淡赤褐色
高 ラ ケ ズ リ の あ と 横ナ デ。 焼成良好。

240 

1 5号方
t干;

上半 を 欠失す る 。 脚は八字状に ひ ら 外面へ ラ ケ ズ リ 、 ハケ メ の あ と ヨ コ 淡褐色、 焼成不良。
B 3 . 8 き 、 脚端は わずかに外反す る 。 ナ デ、 一部に ク シ メ がみ ら れ る 。

241 C ll . 1 。

1 5号方

B 3. 7 t不部上半 を失す る 八字形を ひ ら く 脚 係部は ヨ コ ナ デ、 脚部ヘ ラ ケ ズ リ 、 黄褐色、 焼成良好。
部。 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 脚端部は ヨ

242 C 12. 2 コ ナ デ。4シ 杯部内聞はへ ラ ケ ズ リ の あ と ナ デ、以 7. 0
脚部はヘ ラ ケ ズ リ 。

1 5号方

B 3. 1 土手部を 欠失す る 。 脚端で扇平 に ひ ら 外面ヘ ラ ケ ズ リ の あ と ヨ コ ナ デ、 黄褐色
く が、 中央部に丸みあ り o 脚端 ヨ コ ナ デ、 内面ヘ ラ メγ ズ 1) 。 焼成良好

243 C 12. 8 内外面丹塗 り 。。
0. 8. 0 

1 5号方

C 12. 1 脚部下半のみ、 脚端は丸み を も ち ひ 外面 ヨ コ ナ テ\ 脚部は ク シ メ の あ と 縄色、 焼成良好。
ろ がる 。 ヨ コ ナ デ、 内面ヘ ラ ケ ズ リ 、 およ び

244 ヨ コ ナ デ。
。

1 5号方

B 3. 7 f手部 を 欠失す る 、 胸部の裾は扇平に ヘ ラ ケ ズ リ の あ と ヨ コ ナ デ、 内面へ 赤褐色
ひろ がる 。 ラ ケ ズ リ 。 焼成良好

255 C 13. 4 
イシ

0. 7. 7 

1 5号方

B 4 2  派部 を 欠失す る 、 脚部の裾は属平 に 外面ヘ ラ ケ ズ リ の あ と 、 ク シ メ を 施 褐色、 焼成良好。
ひ ろ がる 。 し ヨ コ ナ デ、 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ。

246 C 13. 3 
。

D， 6. 3 

1 5号方

B 3. 6 係部を 欠失す る 、 太い脚部を も っ 。 外面ヘ ラ ケ ズ り の あ と 、 ク シ メ を 施 淡褐色 、 焼成良好。
し ヨ コ ナ デ。

247 C 13. 2 。
0. 6. 0 

1 5号方

A 14. 3 0. 4. 8 コ 字形口縁を も ち 、 制巾位に最大経 口縁部 ヨ コ ナ デ、 胸部に 7 シ メ を 施 褐色、 焼成良好。
が 〈 る 。 底部は焼成後 lご穿孔す る 。 す が、 下半はは っ き り し な い。

124 
査

B 10. 0 0.22. 8 口縁部内面は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、-248 
125 C22. 2 胴部内面はヘ ラ ケ ズ 1) 。

1 6号方 D22. 6 

A 7. 8 0. 3. 4 口縁部は途中か ら 内埋ます る 。 やや扇 外面 に縁部は ヨ コ ナ デ、 胸部は ク シ 黄褐色、 焼成良好。
平な胴古11 を もっ 。 メ 、 F半は ク シ メ を施 し た あ と へ ラ

249 
B 4. 9 D， 6. 4 ケ ズ リ 、 口縁部内面は ヨ コ ナ デ、 胴
C 9. 4 部は指頭に よ る ナ デ痕明瞭に残る 。

1 6号方
D 9. 8 

- 2 10 ー



図版番号 種 類 法 量 (cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A ll . 2 Dt 3. 2 〈 字形の口縁を も ち 、 胴部の上方に 口縁部 ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 胸部 褐色、 焼成良好。
最大経を も っ焼成後の底部穿孔を も は雑な ク シ メ 、 口縁部内面は ヨ コ ナ

250 登
B 8. 5 D2 9 . 8  つ 。 デ、 胴部はヘ ラ ケ ズ リ 。
C 14. 0 

1 7号方 D 13. 0 

A 7. 8 D. 2. 3 〈 字形の口縁部 と 、 やや扇平な胴部 口縁部は内外面 と も ヨ コ ナ デ、 胴部 内外と も 丹塗 り
を も っ 。 は外面細いハケ メ 。 内面はヘ ラ ケ ズ 淡褐色

251 壷
B 5. 5 1)， 5. 7 焼成良好
C 8. 2 

げ号方 D 8. 0 

B 5. 1 口唇部 を 欠失す る 。 胎部中央に最大 口縁部は ヨ コ ナデ、 胴部上半は ク シ 黄縄色

壷事庭丸
径を も ち 。 やや扇平、 底 部は と が り メ 、 以下ヘ ラ ケ ズ リ 、 内面 ヨ コ ナ デ 焼成良好。

C 8. 8 気味。 胴部下方はヘ ラ ケ ズ リ 。252 
1)， 5. 8 

1 7号方

B 5. 5 口唇部 を 欠失す る 。 立 ち 気味の 口縁 口縁部は ヨ コ ナ デ、 胴部は上方以下 褐色
高 を もっ 。 ヘ ラ ケ ズ リ 、 内面は ヨ コ ナ デ、 腕部 焼成良好

C 8. 4 下方は指に よ る ナデ。 風化が著 し い 。253 
1)， 5. 6 

1 7号方
t手

A 19. 2 Dt 6. 7 深めの係部 を もっ 、 上 ・ 下の境に稜 係部外面は ヨ コ ナ デ、 脚部と の境付 褐色、 焼成良好
を も っ 、 脚部は裾がひ ろ がる 。 近に ク シ メ があ る 。 脚部はヘ ラ ケ ズ

254 壷
B 4. 3 1)， 9. 2 リ の あ と ヨ コ ナデ、 一部 に ク シ メ が
C 13. 4 あ る 。
D 15. 9 t宇都内面は ヨ コ ナ デ、 脚部はへ ラ ケ

1 7号方 ズ リ 、 裾部は ヨ コ ナ デ。

C 17. 4 口縁部 を 欠失す る 、 薄手の球状の胴 外面 に ク シ メ 、 部分的 に ナ デがみ ら 褐色、 焼成普通
部 を も っ 、 焼成後の底部穿孔を も っ れ る 。 内面ヘ ラ ケ ズ リ 。

255 査

1 7号方

A 15. 4 外に ひ ら く コ字形口縁、 口唇端は平 口縁部外商は ヨ コ ナ デ、 内面 は ヨ コ 縄色、 焼成良好
高 端でやや肥厚す る 。 胴以下は欠失す に予定い ク シ メ 、 欠失 し て い る 胴部は

B 8. 0 る 。 ヘ ラ ケ ズ リ であ っ た ら し い 。256 Dt 4. 6 

1 7号方
i手

A 17. 8 浅い係部を も ち 、 脚端は欠失す る 。 t不外面は ヨ コ ナ デ、 脚部はヘ ラ ケ ズ 褐色、 焼成良好
高 派部先端は わずかに肥厚す る 。 リ の あ と ヨ コ ナ デ。 脚端近 く に ク シ

B 3. 1 メ あ と がわずかに認め ら れ る が、 上257 に ヨ コ ナ デを施す 、 内面、 係 ヨ コ ナDt 4. 4 
t手 デ、 脚部ヘ ラ ケ ズ ') 、 脚裾部は ク シ

1 7号方 メ の あ と ヨ コ ナ デ。

A 17. 2 Dt 5. 6 外に ひ ら く コ字形の口縁を も ち 、 胴 n縁部は ヨ コ ナ デ、 胸部は ク シ メ 、 掲色
a部は球状を な す。 焼成後の底部穿孔 内面、 口縁部 ヨ コ ナ デ、 胴部はヘ ラ 小石粒を 多 く 含む

126 
登

B 9. 4 1)，32. 8 焼成良好-258 鎖部、 底 部付近 に ス127 C27. 2 
D38. 4 ス の付着 があ る 。

1 8号方

A20. 4 D. 6. 5 外に ひ ら く コ字形の口縁を も ち 胴部 口縁部は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 豊富 黄褐色
は 、 やや長羽切犬を なす 、 底 部穿孔を 部は ヨ コ ナ デ、 1阿部はナデ、 一部に 焼成良好。

259 査
B 9. 9 1)， 22 . 7  も つ h ク シ メ がみ ら れ る 。 日縁部内面は ヨ
C23. 7 コ ナ デ、 胴部はヘ ラ ケ ズ リ 。

1 8号方 I D29. 2 (+a )  

唱iqL

 



図版番号 種 類 法 量 (cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 1 4. 5 D. 4 . 5 わ ず か に 内 奪す る 口縁部 と 、 球状の 口 縁部 は ク シ メ に ヨ コ ナ デ、 』岡部 は 赤褐色
胴部 を も っ 。 ク シ メ 、 た だ し 底 部付近 は ナ デ に よ 焼成良好。

260 壷
B 9. 8 D， 2. 5 り ク シ メ が消失す る 。 口縁部内面 ヨ
C 18. 8 コ ナ デ、 胸部 はヘ ラ ケ ズ リ 。

1 8号方 D21 . 5 

A 14. 3 D， 3. 2 わ ず か に 内脅す る 短か め の 口縁 と 球 口 縁部 ヨ コ ナ デ、 胴部 ク シ メ 、 口 縁
状の胴部 を も っ 。 部内面 ク シ メ の 上 を ヨ コ ナ デ、 胸部

261 
B lO. 9 D，17. 1 口 唇 端は平。 ヘ ラ ケ ズ リ 。。
C 16. 2 

1 8号方
D20. 3 

A I0. 3 D， 4 . 0 薄 い 口縁部 を も ち 、 口 唇端は 丸み を 口 縁部 ハ ケ メ の あ と を ナ デ消 す。 淡 褐色

形

底
丸

も つ 。 胴部 は やや扇平。 胴部上半ハ ケ メ 、 下半 はヘ ラ ケ ズ リ 、 焼 成 や や 良好。

262 
B 6. 4 D， 6. 4 口縁部 内 面 、 ナ デ、 胴部 ヨ コ ナ デ、
C 9. 9 底近 く に は指圧の こ る 。

1 8号方
壷 D I0. 4 

A20. 5 D. 5. 9 浅 い杯部の 口 唇端lま平 た ん。 ぷ厚 い 係部 は ヨ コ ナ デ、 脚部はヘ ラ ケ ズ リ 、 褐色
高 脚部の裾は 、 やや丸ま る 。 裾部 は ヨ コ ナ デ、 土手内面 は部分的 に 焼成 良 好。

263 
B 4. 0 D， 8. 5 ク シ メ があ る が、 {也は ナ デ、 脚部は
C 13. 2 ヘ ラ ケ ズ リ 、 裾部は ヨ コ ナ デ。

1 9号方
1{> D 14. 4 

A 19. 5 D. 6. 0 杯部 に 対 し 、 短 目 の脚部 を も っ 。 脚 杯古11 は 内 、 外面 と も ク シ メ 、 脚部 も 褐色 、 焼成不良。
部 が左右対称 を な さ ず、 ゆ がむ。 裾 も 内 、 外面 ク シ メ 、 筒部 は 外面 へ 口 縁の一部 に 黒色部

264 
B 3. 4 D， 6. 8 ラ 研磨 、 内 面へ ラ ケ ズ リ 。 分 があ る 。。
C 12. 9 

1 8号方
D 14. 4 

A 17. 6 浅 い係部 を も ち 、 脚部は 欠失、 コ 字 外面 ヨ コ ナ デ、 内面ナ デ、 一部 に ハ 褐色 、 焼成良好。
形。 ケ メ あ る 。

265 イシ

1 9号方

A 13. 7 D. 4 . 6 外 に ひ ら く コ 字形口縁部 と 球形の胴 口縁部 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 1同 褐色 、 燐成良好。
部 を も っ 、 口 唇部は平。 部 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 日 縁部

128 
宣

B 9. 6 D，20. 6 内面 ヨ コ ナ デ、 胴部 に ヘ ラ ケ ズ リ 。-266 129 C 21 . 1 

2 1 号方
D25. 2 

A lO. 6 D， 3. 3 口縁部 は 、 わ ず か に肥厚 し て 複合口 口 縁部 に わ ず か に ク シ メ 、 胴部は ク 褐色 、 焼成良好。
縁の 名 ご り を の こ す 。 胸部は や や 扇 シ メ の あ と ヨ コ ナ デ、 ナ デ、 内 面 、

267 
B 8 . 2 D，1 l . 4  平。 口縁部 は ヨ コ ナ デ、 胴部はヘ ラ ケ ズ。
C 15. 1 

21 号方 D 14. 7 

A ll . 8 D. 3. 6 や や内奪気味の口縁部 と 、 扇平 な 胴 外面 の 口 縁部 、 胴部上半は ク シ メ 、 淡 色 、 焼成良好。
部 、 底 討 は平底 気味。 下半 は ク シ メ の あ と ナ デ。 内 面 、 口

268 
B 8. 6 D， 9. 9 縁部 ヨ コ ナ デ、 一部 に ク シ メ あ り 、� 

胴部へ ラ ケ ズ リ 。C 14. 7 

2 1 号方 D 13. 5 

A 12. 3 D， 3. 0 や や外薄気味の 口縁部 と 球状の胴昔日 外面 口縁側 、 胸部は ク シ メ 、 内面 口 貨褐色
を も っ 。 縁部は ヨ コ ナ デ、 桐昔日ヘ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

269 B 9. 5 D，13. 3 
イシ

C 15. 2 

2 1 号方
D 16. 3 

つ臼ヮ“



図版番号 種 類 法 量 (cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 。滞 考

A 11 . 4 0， 4. 3 内湾気味の 口 縁部 と 、 扇平 な 1阿部 、 外商 は ナ デ と 思 わ れ る が、 荒れ て い 褐色
平底。 る た め 終形 は 不 明 。 内 面 は 口 縁部 ヨ 焼 成 良 好

270 宜で曽E B 7. 2 0， 7. 0 コ ナ デ 、 内面ヘ ラ ケ ズ リ か指 に よ る 器商 が荒れ て い る
C ll . 3 ナ デ か 不 明 。

2 1 号方 0 1l . 3 

A 10. 7 0， 3. 3  口 縁 は し ゃ く れ 気味 に わ ず か に 肥厚 口縁及 び底部付近 は 、 ハ ケ 目 の 上 を 黄褐色
す る 。 頚部の屈曲は明瞭で、 胴の 中 ナ デ。 』阿部 は斜め 方向 の ハ ケ 日 調 務。

型 B 8. 3 0，10. 2 位以上 に胴部最大径 を 有 す る 。 底部 胴部内面 は 下時上方向 に 斜め のヘ ラ271 
底
丸

C 13. 1 は 尖 り 気味の 丸底。 削 り 。

2 1 号方
宝で佐E 0 13. 5 

A 8. 0 0， 2. 4 口 縁 は や や肥厚 し 、 先端が尖 り 気味 器商 が荒 れ て い て 明確で な い が、 胴 明 掲色 、 焼 成 良 。
に 直延す る 。 胴部の張 り が強 〈 、 わ 部外面 は う す い ハ ケ 目 、 内面 は ナ デ 底 部 に 二 次的 な ス ス

272 
型
丸

B 6. 2 0， 6. .1 ず か に稜 を も っ 。 底部は尖 り 気味の と 思 わ れ る 。 付着。

底霊
C 9. 1 丸底。

2 1 号方 0 10 . 0 

A 10. 0 0， 3. 7 口 縁 は 内奪気味 に 長 く の び、 胸部は 口 縁部 は 内 外面 と も 横 ナ デ。 胸 部 外 褐色 、 焼成良。
球状 を な す。 口縁径 と 胴部径 が同一 面 は ハ ケ 目 。 部分的 に 指 に よ る ナ デ

273 
型丸 B 6. 8 0， 6.. 3 で あ る 。 がみ ら れ る 。

軍空 C 9. 9 内 面 は 指 に よ る 整形。

2 1 号方
o 8. 5 

A 22. 8 0， 6. 7 土手部 は 大 き く 外反 す る 。 祁底部 と の 土手部 内面 に は わ ず か に ハ ケ 1'1 が残 る 黄褐色
高 屈 曲 は やや不 明瞭。 脚部 F端 も 大 き が、 概 し て ヨ コ ナ デ。 土手底 部 外面 及

130-274 
B 4. 5 0，10. 3 く 外反 す る 。 び脚部下端の 内 外面 に ハ ケ 1] 。
C 15. 5 脚往状古11内外面へ ラ 削 り 。

2 1 号方
t不 0 17. 0 

A 19. 3 0， 5. 5 杯部 は 大 き く 外反 し 、 脚部下端 も 大 t手部 内 頂 上 半 は ハ ケ 目 の あ と 償ナ デ 褐色 、
高 き く 外反 す る 。 口縁端部 は 丸 く お さ 下 半 は 総面 の 荒れ の た め 不 fI}j 。 外国 焼成 む ら あ り 。

275 
B 3. 2 0， 8. 9 ま る 。 は 全面 に ハ ケ 十l 。 胸中主部 は 内 外面 と
C 13. 8 も へ ラ 印l り 。

I手 D 14. 4 2 1 号方

A 19. 9 0， 5. 9 保部 は 大 き く 外反 し 、 特異 な 脚部 も 杯部内面底部は放専制犬の ハ ケ 日 が残 淡 褐色 、 小 砂粒 を 含
高 大 き く 外反 す る 。 脚部中位 に 円 形の り 、 そ れ よ り 1:位 は ヨ コ ナ デ。 外面 む 。 焼成良好。

276 
B 3. 3 0， 7. 3  4 孔 を 有す る 。 は ハ ケ と ナ デの併用。 脚 自111付而 は へ
C 14 . 6  ラ 削 り 、 外出 は そ の 1: と ナ デ湖襲。

2 1 号方
1[- 0 13. 2 

A 0， 1. 0 口縁部欠失。 胴部は球状 を 呈す る 。 胴部外面 の 中位以上は横ナ デ。 中 {立 j実 黄編色 、 焼 成 良 好
胸部最大筏 は ':1" 位 よ り やや 1: 1 こ あ る 。 以下I! ハ ケ よl の 上 を ナ デ調書望。 内 面

型 B 8. 7 0， 9. 2 は 不 明|僚 で あ る が、 指 に よ る 淵務 。277 丸
底 C 13. 0 
壷 0 10. 2 

2 1 号方

A 13. 1 0， 5 . 4  口 縁部 の 外反 は 少 な く 、 胴部は球形 口縁内外面 は ナ デ調整、 胴t�ß 外面 は 黄褐色 、 焼成良
に 近 い 。 底部穿孔。 ハ ケ [.1 0 内面 1:部 と 下部 は ハ ケ FI 、 焼成後 、 底部穿孔

131-278 宣
B lO. 1 0， 20 . 6  '.1'伎 は ヘ ラ 削 り 。
C21 .  2 

22号方 026. 0 

A 19. 8 0， 4 . 9  大 き く 外反 す る if部。 脚部は 、 脚柱 器面 の 荒 れ がひ ど く 、 観察闘機、 脚 掲色 ( 内面 少 し う す
高 昔日 を 有せ ず 、 接合部 よ り 箆 ち に 外反 部内面 に わ ず か に へ ラ 削 り がみ ら れ

279 
B 3. 9 0， 7 . 5  す る 。 る 。 胎土 中 多j止 に 砂粒 を
C 14. 5 含 む 。 焼成良 好。

士干; 0 12. 4 22号方

qu
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図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 。滞 考

A 12. 1 D ， 4. 0 口 縁 は直延 し 、 胴部 は球形 を 呈す る 。 外面 は ハ ケ 自 の う え を ナ デ調整。 黄褐色。
胴部内面 はへ ラ 削 り 。 焼成 や や 不 良 。

280 型
底
宜丸

B 7. 9 D，12. 5 内面上位 は指 に よ る 調整。 多 量の小石粒 を 含 む 。
C 15. 6 

2 2 号方 D 16. 5 

A 9. 7 比車効守長 〈 直延 す る 口 縁。 外面 はハ ケ 目 調整で、 頚部は そ の上 赤褐色。

付
4口当 胴部 は球形で台 がつ く 。 を横ナ デ。 焼成不良 ( も ろ い )

B 6. 1 台の 下部 は 欠失 し て い る 。 口 縁内 面 は う す い ハ ケ 目 。 胎土良 。281 小 胴部内 面 は ヘ ラ 削 り 。霊 C 9. 4 

22号方 D l1 . 0 

B 6. 8 扇平 な 服部 の 中央 に 最 大径 を も っ 。 外面+黄ナ デの あ と 相官 ナ デ。 掲色。
口 縁部 は 欠失。 内面ヘ ラ 削 り 。 焼成良好。

登
C 15. 8 焼成後の底部穿孔 あ132-282 

り 。D lO. 0 ? 

35号方

A 6. 2 D， 2. 4 口 縁 は 、 わ ず か に 内反 気味 に 直延 す 口 縁内 外面 は横 ナ デ。 赤褐色。
る 。 胸部外面 は ハ ケ 目 。 焼成やや不良。

I283 ま底壷 B 4. 6 D. 5. 6  胴部は下 ぷ く ら み に な る 。 内面の調整は雑で凹 凸 がは げ し い 。 ご く 細 か い砂粒 を 含
C 7. 7 む 。

27号方 D 8. 0 

A 15. 3 口縁は わ ず か に 外反 す る 。 外面の 中位 か ら 底 部 に か け て ヘ ラ 削 掲色。
り o 焼成良 。

D 6. 0 内 面 は ナ デ調 整。 小石粒 を 含 む。284 怨
底部 に へ ラ 状工具の 痕跡 あ り 。

27号方

A 13. 5 口 縁 は 内 反 気味 に た ち あ が り 、 全体 外面 の 中位 か ら 底部 に か け て ヘ ラ 削 淡褐色。
に球状を 呈 す る 。 り 。 焼成良。

D 5. 2 内 国 は ナ デ調 盤。 内 面 に ヘ ラ 記号・ あ り 。285 。

29号方

A 19. 8 D， 6. 6 t不部は大 き く 外反 す る 。 t不部 は 内 外面 と も ナ デが主体で あ る 掲色。
高 脚柱部は 丸み を 帯びて ふ く ら み 、 下 が、 接合商付近 の 外面 に は一部ハ ケ 焼成不良 。

286 B 3. 9 D， 7. 8 端部 は大 き く 外反 す る 。 目 があ る 。 小石粒 を 含 む。
C 12. 2 脚柱部 内 面 は荒 い ヘ ラ 削 り 。

土手 D 14. 4 外面 は ナ デ。
29号方

A 15. 4  D， 3. 6 短い 口 縁 は 、 わ ず か に 外反 気味 に た 口 縁外面 は ハ ケ 自 の う え を ナ デ。 褐色。
ち あ がる 。 胸部外面 はハ ケ 目 。 焼成良。133 

壷
B 13. 4 D，23. 8 胴部 は 球形 を 呈 し 、 最 大径 は ほ ぼ 、 下半 は ハ ケ 目 の う え を ナ デで消 し て 小石粒 を 含 む 。

134 -287 
C 27. 0 中 位 に あ る 。 い る 。 燐成後の底部穿孔。

D 27. 4 底部穿孔。 胴部内 面 は下 か ら 上へのへ ラ 削 り 。
30号方

A 11. 5 D， 4. 1 口 縁 は 内 反 気味 に た ち あ が り 、 綱部 口 縁 は 内 外面 と も 横 ナ デ。 赤褐色。
は肩 が張 る 。 E阿部外面 は ハ ケ 目 。 焼成良 。

288 
底
型
軍官丸 B 8. 5 D，I1 . 5 内面 は指整形の 痕跡 が わ ず か に 残 る 風化 がひ ど い 。

C 16. 1 が、 風化 に よ り 不明 瞭。

30号方 D 15. 6 

A 8. 4 D， 3. 0 口縁は直延 し 、 先端は尖 り 気味 に ま 口 縁 は 内 外面 と も 横 ナ デ。 明 褐色。
と ま る 。 胸部外面 は う す い ハ ケ 目 。 焼成良。

289 B 6. 4 D， 6. 9 胸部 は わ ずか に 肩 が張 り 、 底 部 は 尖 内 面 はヘ ラ 削 り 。 多 量の小石粒 を 含 む。。
り 気味 の 丸底 。 内 外面 に丹彩。C lO. 0  

30号方 D 9. 9 

4
 
噌aAq〆“



図版番号 積 類 法 量 (cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 {崎 考

A 21 .  5 D， 7. 1 係底部は横にのび、 Ll縁は大 き く 開 係部内外面 はハケ 目 の う え を ナ デ。 褐色。
高 〈 。 そ の接合郎の屈曲は段がつ き 町l 脚部内面はヘ ラ削 り 、 外面 1;1:ハ ケ 目 。 焼成良。

290 
B 4. 6 D， 9. 1 隊。 脚は脚柱部がな く 大 き く ラ 7 パ t手底部品、 ら 脚部上半 に か け て は ナデ。 わずかに小石粒 を 合
C 15. 8 4大 l こ聞 く 。 む。

30号方
t不 D 16. 2 

A 20. 7 D， 7. 5 丸味を おびた深い杯昔日で、 f J縁先端 t不部外面はハケ 目 の う え を ナ デ。 内 褐色。
は わずかに外反 す る 。 脚柱部の な い 面はナデ調整。 底部 に は指圧痕 があ 焼成良。

291 
B 4. 5 D， 8. 2 脚部は ラ ッ パ状に大 き く 外反 。 る 。 胸部内面はヘ ラ 削 り 、 外面 は上 わずかに小石粒 を 含。
C 15. 0 か ら 順にヘ ラ削 り 、 ハ ケ 目 、 ナ デに む。
D 15. 7 よ る 整形、 調整。

30号方

A 20. 6 D， 7. 0 t不自Il は比較的深 〈 、 ， 1縁は外反 す る 。 t不昔日外価はハケ 目 の う え を ヨ コ ナ デ。 赤褐色。
接合部の屈曲 は明瞭で段がつ く 。 脚 内面は ヨ コ ナ デ。 脚部内面 はヘ ラ 削 焼成不良。

292 B 3. 9 D， 9. 7 部は大 き く 外反 す る 。 り 。 外面の上部はハケ 目調整で下半4シ
C 15. 4 はヘ ラ 削 り の う え を ナ デ。

30号方 D 16. 7  

A 14. 8 D， 4. 7 口縁は肥厚 し な がら 外反す る 。 胴部 1 1縁内外国 はハケ 目 の う え を ナ デ調 備色。
欠失。 盤。 胴部内面はヘ ラ 削 り 。 焼成良。

135-293 登
B 12. 3 D， 小石粒を含む。
C 

30号方
D 

A 14. 4 底部欠失。 球形を呈す る 。 "縁端は 外面下半 はヘ ラ 削 り 。 上半 は ナ デ。 表面赤褐色。
丸昧を おびる 。 内面はナデ調書室。 内面褐色。

294 錘
D 6. 1 ?  

30号方

不 明 日縁先端は丸味 を おび、 底部は平底 外面下半 はへ ラ 削 り 、 t半 は ヨ コ ナ 褐色。
気味の丸底。 デ。 内面i は ヨ コ ナ デ。 底部 に指圧痕 焼成良。

295 φ あ り 。 小石粒を含む。-、
30号方

A 14. 8 球形 を 呈 し 、 1::1縁先端はわずかに肥 外面上部は ヨ コ ナ デ、 下半は荒いハ 赤褐色。
厚 し 外反 す る 。 ケ 目 があ る 。 内凶 は ヨ コ ナ デ。 焼成不良。

D 5. 6 わずか に砂粒を 含 む。296 。 外商 に径 6 cmの焼け
あ と あ り 。

30号方

A 13. 7 日縁は内反 し 、 先端は尖 る 。 全体 に 外面上端は ヨ コ ナ デ。 そ れ以下は斜 茶褐色。
丸昧 を も っ。 めのヘ ラ 削 り 。 内面は ヨ コ ナ デ。 焼成良。

D 6. 4 小石粒を含む。297 � 

30号方

A 1 1 . 5 D， 4. 3 日縁は わずかに内電す る 。 胸部は肩 11縁の内外面 は ヨ コ ナ デ。 胴部外面 褐色。
が張 る 。 の上半 はナデ。 中位は う すいハケ 目 。 焼成良。

298 安底釜 B 8. 0 D.1O. 1 下半 はナデ調整。 内面はヘ ラ 削 り と 砂粒 を含む。
C 14. 3 指調整の併用 。

3 1 号方 D 14. 4 

A 13. 1 D， 2. 5 日縁は外傾 し な がら 直延 し 、 先端は 日縁内外磁 は ヨ コ ナ デ。 胴部外面の 赤褐色。
有段 を な す 。 胴部の屈曲がつ よ く 稜 上半はヘ ラ研磨、 下半 はナデ。 内面 焼成良。

B 5. 3 を な す。 はナデ。 小石粒を含む 。299 4シ
底部穿孔か ? 'C 8. 9 

3 1 号方 D 7. 2 ?  

- 215 ー



図版番号 種 類 法 量 ( 叩) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A D l 土不底部 は横方向 に の ぴ、 口 縁 は 外傾 杯 内 外面 は ナ デ調整。 赤褐色。 焼成良 。
量高 し な が ら 、 先端は わず か に 外反 す る 。 脚部内面 はヘ ラ 削 り 。 小石、 砂粒等 を 多

B D2 脚部 は下端で大 き く 外反 す る 。 外面 は軽いヘ ラ 磨 き 。 に 含む 。300 
土午、 C 

3 1 号方 D 

A 深 み の あ る 録形で、 口 縁先端 は尖 り 外面上半 は横ナ デ。 褐色。 焼成良。
気味。 下 半 はヘ ラ 削 り 。 小石、 小 粒子 を 多量

D 底部 は平底気味。 内 面 は ナ デ調整。 に 含 む。301 箆

30号方

A 16. 4 Dl 5. 0  口縁は内反 し た の ち 、 外反 し 、 先端 口 縁内 外面 は ハ ケ 目 の う え ナ デ調 整。 淡褐色。 焼成良 。
は 丸 み を 帯 び る 。 胴部外面 は全面ハ ケ 目 。 小石粒 を 含 む 。

136 -302 査
B 12. 2 D，24. 8 腕部は 球形 を 呈 し 、 器壁は う す い 。 内面 はヘ ラ 削 り 。

137 C 27. 0  

35号方
D 29. 8 

A 15. 4 D， 4. 7 口 縁部 は 外傾 し た の ち 、 内反 し 、 さ 口 縁部内外国 は横ナ デ。 淡縄色。 焼成良 。
ら に先端は 外反 す る 。 胴部外国 は ハ ケ 目 の う え を 軽 く ナ デ。 小石粒 を 含 む。

303 B 12. 1 D，2l. 4 胴部は球形。 内 面 はへ ラ 削 り 。。
胸部最大径 は中位よ り やや上位 に あC 27. 5 

D 26. 1 る 。
35号方

A 14. 9 D， 4. 0 口縁は ぷ厚 〈 、 内反 気味 に た ち あ が 口 縁外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 黄褐色。 焼成良 。
る 。 内 面 は横 ナ デ。 小石粒 を 含 む 。

304 
B 12. 3 D，2l . 3 腕部は球形 を 呈 し 、 底部は尖 り 気味 胴部外商 は ハ ケ 目 。。

の 丸底。 下半 は そ の上 を ナ デで消 し て い る 。C 24. 2 
D 25. 3 内 面 はヘ ラ 削 り 。

35号方

A 8. 3 D， 3. 3 口縁はタ村頃 し な が ら 直延 し 、 先端 は 口 縁内 外面 は ハ ケ 目 の う え を 横 ナ デ。 褐色 (焼 き む ら があ
わ ず か に肥厚 し て 外反 す る 。 服部外面 は不規則 な ハ ケ 目 。 る )

305 
底受 B 5. 0 D， 7. 8 E岡部 は肩 か後 り 、 底部 を 欠失 す る 。 内面下半 はヘ ラ 削 り 。 小粒子 を 含 む。

C 10. 8 上半 に 指圧整形 あ り 。 焼成不 良 。

35号方 D l1 . 0 . 
A 20. 6 D， 6. 4 王手部 は やや深 〈 、 上半 と 下半の接合 杯部 は 内 外面 と も ハ ケ 目 成形の あ と 黄褐色。

高 部 は わず か に稜 を 有す る 。 ヨ コ ナ デ。 焼成不 良 。

306 B 3. 6 D，10. 2 脚部は柱状部 と 裾部 と の境カ湘月瞭。 脚柱状部 はへ ラ 状工具の タ テ 方 向 の
土手 C 13. 1 裾部 は 内 湾気味 に 広 が り 、 端部は 丸 ケ ズ リ の あ と ナ デ、 内面 は ヘ ラ ケ ズ

D 16. 8 く ま と ま る 。 ') 。 裾 部 は内 外面 と も ヨ コ ナ デ。
35号方 整形は 全体的 に 雑。

A 16. 6  D， 5. 0 杯部の 接合部以上 は 、 わ ず か に 外反 係部内外面 は ハ ケ 自 の う え を ナ デ調 褐色。 焼成良。
気 味 に の び る 。 整。 胎土 中 、 小石粒 を 含

307 B 3. 7 D， 9. 7 脚柱部は裾 が広 が り 、 脚下端 は 大 き 脚柱部内 面 は ヘ ラ 削 り 。 む 。4シ
く 外反す る 。 外面 はヘ ラ 削 り と 指調整の併用。C 13. 1 

35号方 D 14. 7 

A 20. 0 D， 8. 1 深み の あ る 杯部 は球形状に 内反す る 。 杯 部 内 外面 は ハ ケ 自 の う え を 横 ナ デ。 褐色。 焼成良 。
口 縁端 は 丸 く ま と ま る 。 脚部内面 はヘ ラ 削 り 。 小石粒 を 含 む 。

308 B 3. 3 D， 8. 0 腕柱部 を 有 し な い 脚部 は接合部 か ら 外面 は ヘ ラ 削 り の う え を ナ デ。" 
大 き く ラ ッ パ状に 聞 く 。 一部へ ラ 磨 き 。C 15. 1 

35号方 D 16. 1 

A 14. 6 口縁外面 に よ わ い 沈線 を一条 め ぐ ら 外面下 半 は ヘ ラ 削 り 。 赤褐色。 焼成不 良 。
し 、 先端はやや外反気味 に 丸 く ま と 上半 は機ナ デ。 ご く 細 か い粒子 を 含

138 �309 怨 D 5. 0 ま る 。 内面 は横ナ デ。 む 。
底部 欠失 。 整形良好でb あ る 。

35号方

P0

 

9u

 



図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 倫 考

A 16. 7 口 縁は わ ず か に 外反 し 、 浅い 器形で 外面上半 は横ナ デ。 下 半 は ヘ ラ 削 り 。 明 褐色。 焼成 やや不
あ る 。 内 面 は 全体 に ナ デ調整。 良。

310 怨 D 4. 4 底 は平底 に ち か い 丸底。 底 部 か ら た ち あ が る 部分 に ヘ ラ 状の 砂P他 を 含 む 。
も の に よ る 刺突 痕 が 多 量 あ り 。

35号方

A 16. 1 主事状 を 塁 L 、 口縁先端は尖 る 。 外面上半 は機ナ デ。 褐色。 焼成良 。
翰積み の痕跡 あ り 。 小粒子 を 含 む。

311 D 5. 6 下半 はヘ ラ 削 り 。4砂
内 面 は横ナ デ。
器形は 端正 で あ る 。

35号方

A 17. 7 D. 6. 2 係底部は横方向 に の ぴ、 そ れ か ら 強 杯 部 は ハ ケ 目 を 施 し 、 そ の う え を 外 赤褐色。 焼成良。高 い屈 曲 を も っ て 口縁が外反気味 に た 面1;1:ヘ ラ 磨 き 。 少 量の小石粒 を 含 む 。
312 B 3. 8  ち あ が る 。 内 面 は繍ナ デ。

C 脚部下半 は 欠失。 脚部内 商 は ヘ ラ 削 り 。

35号方
杯 D lO. 4 

A 17. 8 係部下半 は 外反 気味 に横 に の び、 そ 器面 の あ れ がひ ど く 、 整形、 調 整が 淡褐色。 色 む ら あ り 。
れ か ら 内反 気味 に 口 縁 は 、 た ち あ が 不明瞭で あ る が、 横 ナ デ が主体。 焼成良 。

313 B 4. 2 る 。 胎土 中 、 砂粒 を 含 む 。4伊
D 7. 3 先端は 丸 く ま と ま る 。

脚部欠失。
35号方

A 18. 0 胸部 を 欠失 L 、 口 縁部 の み 。 口 縁の 中位以上は ハ ケ 自 の う え を横 淡褐色。 焼成 や や 不
口縁は大 き く 外反 し だ の ち 、 有段 を ナ デ。 良 。

314 壷
B 8. 7 な し て 、 内反 し な が ら た ち あ が り 、 下半 と 口縁内面 は横ナ デ。 ご く 少量の 砂粒 を 含
D. 8. 0 先端は、 わ ず か に 外反 す る 。 胴部 は給積み の あ と が明瞭で、 指 に む 。

よ る 整形 がみ ら れ る 。
35号方

A 14. 4 半球形 を 呈 し 、 器蟹は う す い 。 外面 は ハ ケ 目 。 内 面 はヘ ラ 削 り の う 赤褐色。
え を ナ デ。 焼成 や や 不 良 。

怨 D 6. 1 砂粒 を 含 む。315 

35号方

A 10. 2 口縁は直延 し 、 先 端 は わ ず か に 外反 外面の 口縁か ら 鯛部 に か け て はヘ ラ 明褐色。 焼成良 。
す る 。 胴部 は肩部以 下 を 欠失 。 磨 き 。 口 縁内面 は横ナ デ。 小石粒 を 含 む 。

316 壷
B 6. 9 胸部内 面 は ヘ ラ 削 り 。
D 8. 4 

35号方

A 13. 0 D. 4. 6 口 縁部 は 大 き く 外反 し た の ち 、 有段 口 縁外面の 有段以上 は ヘ ラ 磨 き 。 赤褐色。 焼成良。
を な し 、 内反気味 に 外傾す る 。 内面 は横ナ デ。 胎土良 。

317 
B 6. 2 D，1 1 .  6 胴部は球形で、 底部中心 よ り やや扇 胴部外面 は細か い ハ ケ 目 。 焼成後の 穿孔<-

し た 所 に 穿孔。C 14. 6 

35号方 D 16. 2 

A 3. 8 D. 3. 0 口縁は内反 し た の ち 、 外反 す る 。 口 縁内外面 は横 ナ デ。 淡褐色。 焼成良。
胴部 は球形 を 呈 し 、 胴部の 大 き さ の 胴部外面 は指整形で、 底部 はハ ケ 目 。 少 量の小石粒 を 含 む 。

139 
底実
壷

B 4. 5 D. 7. 0 書1] に は 口縁 が長 い。 鯛部内面 は指整形で凹凸 あ り 。-318 
140 C 9. 3 

36号方 D lO. 0 

A 7. 0 D. 2. 5 口縁 は し ゃ く れ 気味 に 外傾 し 、 胴部 口緑内外面 は横 ナ デ。 褐色。 焼成良 。
は球形。 胴部外面 は ハ ケ 目 。 砂粒 を 含 む。

319 
B 5. 2 .D. 6. 8 底 部 は や や尖 り 気味。 内面は指ナ デ。。
C 9. 3 

36号方 D 9. 3 

司'qL

 



図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

口縁は先 が肥厚 し て 外傾、 先端は尖 口 緑内 外面 は横 ナ デ。 褐色。 焼成良 。A 6. 5 D. 2. 4 る 。 胴部の肩 よ り 上は ハ ケ 自 の う え を ナ ご く 少 量の小砂粒 を
B 4. 2 D， 6. 4 胴部 は や や肩 が張 り 球形、 底部の 中 ア 。 含 む。320 
C 8. 4 心 よ り やや 扇 し た 所 に 穿孔。 以下は細か い ハ ケ 目 。

D 8. 8 胴部内 面 は ヘ ラ 削 り 。
36号方

A 6. 8 D. 3. 1 口 縁は外反 し た の ち 外傾 し 、 先端は 口 縁外面 は ハ ケ 目 の う え を 横 ナ デ。 赤褐色。 焼成不良。
外反す る 。 内 面 は横 ナ デ。

321 
B 5. 2 D， 6. 9 胴部 は 肩 が張 る 。 胴部外面 は細か い ハ ケ 目 。。

球形 を 塁す 。 部分的 に そ の上 を ナ デ。C 9. 8 
D lO. O 胴部内面 は指 に よ る 下 か ら 上への ナ

35号方 デ。

‘A 6. 5 D. 1. 9 口 縁 は 内 反 気味 に 外傾 し た の ち 先端 口縁部 内外面 は横 ナ デ。 褐色。 焼成良 。
は 外反 す る 。 胴部外面の 上位 は ハ ケ 目 の う え を ナ 微粒子 を 含 む。

322 B 4. 7 D， 5. 8 E陪E中央 が張 り 、 尖 り 気味の 丸底 を デ。 中位 は ヘ ラ 削 り の う え を ナ デ。 焼成後の 底部穿孔。。
呈す る 。 下半 は ナ デ。 内 面 はヘ ラ 削 り で、 口C 8. 6 

D 7. 7 底部中央 よ り やや 扇 し た所に穿孔。 縁 と の 接合部付近 は ナ デ調 整。
35号方

A 9. 7 D. 2. 3 口縁 は 外傾 し な が ら 直延 し 、 先端は 口 線内 外面 は横 ナ デ。 褐色 ( 焼成 む ら あ り )
丸 く ま と ま る 。 胴部外面 はハ ケ 自 の う え を ナ デ。 焼成良 。 小石粒 を 含

323 B 8. 5 D， 6. 0 胴部 は横 に 張 り 、 扇平で あ る 内 面 は 指 に よ る 調 整。 む。。
焼成後。 底部穿孔。C l1 . 7 

35号方 D 8. 3 

A 11 .  3 D. 4. 7 口 縁 は わ ず か に 外反 し た の ち 直延す 口 縁 か ら 腕部 に か け て の 外面 は ハ ケ 明 褐色。 焼成不良。
る 。 目 。 ご く 細か い粒子 を 含

324 B 7. 6 D，10. 5 胴部 は屑 カ慣 り 、 尖 り 気味の 丸底。 口縁内面は横ナ デ。 む 。。
I阿部内面 は指調整。C 14. 4 

36号方 D 15. 2 

A 12. 2 D. 5. 0 口 縁は直延 し 、 先端は わ ず か に 外反 口緑内外面 は横ナ デ。 赤褐色。 焼成良 。
す る 。 鯛部外面 も 一面 に う す い横方向 の ハ

325 B 8. 6 D， 8. 5 胴部は球形 を 呈 し 、 底部 を 欠失 す る 。 ケ 目 。。
C 16. 5 胴部内面の調整は不明。

36号方 D 13. 5 

A 12. 7 口縁部 は わ ず か に く びれ る よ う に し 外面 はへ ラ 削 り を 主体 と し 、 口 縁付 赤褐色 。 焼成不良。
て 、 先 端 は 外反 す る 。 近 は横 ナ デ。 小 粒子 を 含 む 。D 4. 9 そ れ以 下 は 球形 を 呈す る 。 内 面 の 上部 に わ ず か に ヘ ラ 削 り がみ326 怨

ら れ る が、 下半 は指 ナ デ。

36号方

A 14. 0 球状を 呈 し 、 口 縁下 で わ ずか に く ぴ 外国上半 は繍ナ デ。 下半 は荒いへ ラ 淡赤褐色。
れ気味。 削 り 。 焼成良 。D 6. 4 内面上半 は横ナ デ。 石粒を 含 む。327 4シ

下半 はへ ラ 削 り の う え を ナ デ。 内底面 に布圧痕 ら L
き も の 。

36号方

A 12. 6 口 縁下 で わ ず か に 内反 し 、 く びれ た 外面上半 は横ナ デ。 褐色。 焼成良 。
の ち 、 先端は 外反 す る 。 下半 はヘ ラ 削 り 。 石 粒 を 含 む。

328 。 D 6. 2 先端は尖 る 。 内 聞 は ナ デ調整。

36号方

A 14. 0 扇平 な 器形で、 底部 は不安定。 外面上半 は横ナ デ。 淡赤褐色。
下半 はへ ラ 削 り 。 焼成色。

329 D 4. 9 内 面 は横ナ デ。 石粒 を 含 む 。。

36号方 一一 一 一 一
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A 14. 0 扇平 な 器形で、 口 縁先端 は わ ず か に 外面底部 はヘ ラ 削 り 。 赤褐色。 焼成 む ら あ
外反す る 。 他 は横ナ デ。 り 。141 怨 D 5. 2 内 面 は 全面横ナ デ。 焼成良 。-330 

142 石 粒 を 含 む。

36号方

A 14. 5 球形 を 塁 し 、 先端は尖 る 。 外面上半 は ハ ケ 自 の う え を 横 ナ デ。 淡赤褐色。 焼成不良。
下 半 は ハ ゲ 目 。 多 く の 砂粒 を 含 む 。

331 D 4. 7 内 面 は横ナ デ。。

36号方

A20. 0 D， 6. 4 杯部 は按合部付近で わ ず か に 屈 曲 し 係部内 外面 は横ナ デ。 褐色。 焼成良 。
高 外反 し な が ら ま と ま る 。 脚部外面上半 は横 ナ デ。 石粒、 黒雲母 を 含 む。

332 B 4. 0 D. 7. 0 脚部 は脚裾部 を 有せ ず 、 大 き く 開 〈 。 下半 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。
C 16. 0  内面はヘ ラ 削 り 。

36号方
t不 D 13. 4 

A 19. 5 D， 5. 3 丸み を 帯 びた係部 の 口縁は わ ず か に 係部の 外面 と 内面 下半 は ハ ケ 自 の う 淡赤褐色。 焼成む ら
外反 す る 。 え を ナ デ。 あ り 。

お3
B 4. 9 D. 9. 3 脚裾部 を 有 し な い 脚部 は大 き く 聞 き 内面上半 はハ ケ 目 。 焼成良 。。

先端は わ ず か に 上方 に 反 る 。 脚部外面 は ヘ ラ 削 り の う え を ナ デ。 石 粒 を 含 む。C 16. 1 

36号方 D 14. 6 内 面 は ヘ ラ 削 り 。
一部 そ の上 を ナ デ。

A 19. 2 D， 6. 4 係
も

部
っ

は横 に 聞 き 、 接合部 よ り 屈 曲 を 係部 外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 淡褐色。 焼成 む ら あ
て た ち あ がる 、 口 縁先端は外反 内面 は横ナ デ。 り 。

334 B 4. 0 D. 7. 7 す る 。 脚部外面 はヘ ラ 削 り 、 ハ ケ 目 の う え 焼成良 。。
脚部 は大 き く 聞 き 、 先端は さ ら に横 を ナ デ。 わ ず か に 石 粒 を 含 む 。C I6 . 0  

D 14. 1 に 聞 く 。 内 面 はヘ ラ 削 り 。
36号方

A20. 2 D， 5. 5 原部は横 に 聞 き 、 接合面 よ り た ち あ 保内 外面 は横ナ デ。 褐色。 焼成良 。
が る 。 脚部上半 はヘ ラ 削 り 。 多量の小石粒 を 含 む 。

335 
B 3. 9 D. 8. 8 口 縁先端 は わ ず か に 外反 す る 。 下半 は横ナ デ。" 

脚柱部 は わ ず か に裾 が開 き 、 先端は 内 面 はヘ ラ 削 り 。C 14. 0 
D 14. 3 大 き く 外反 す る 。

36号方

A 19. 3 D， 6. 9 t不部 は ま ず繍 に 開 き 、 接合部 よ り た 保内外面 は償ナ デ。 淡赤褐色。 焼成良。
ち あ がる 。 脚部外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 焼成む ら あ り 。

336 
B 4. 1 D. 7. 7 先端は わ ず か に 外反 す る 。 内 面 は ヘ ラ 削 り 。 砂粒 を 含 む。.. 

脚部 は 大 き く ラ ッ パ状 に 聞 く 。C 14. 0 

36号方 D 13. 6 

A 19. 5 D， 6. 4 334 と 類似す る 。 係部外面 は ハ ケ 自 の う え 横 ナ デ。 貧補色。 焼成 やや不
内 面 は横ナ デ。 良 。

337 
B 3. 4 D. 7. 5 脚部外面 はヘ ラ 削 り の う え を 横 ナ デ。 小石粒 を 含 む 。.. 

下端はハ ケ 目 。C 15. 7 
D 13. 9 内 面 はヘ ラ 削 り 。

36号方

A 15. 4 D， 5. 0 球状の係部 で 口縁端は わ ず か に 肥厚 保内外面 は繍 ナ デ。 淡赤褐色。 焼成良 。
す る 。 脚 部外面 はヘ ラ 削 り の あ と 横ナ デ。 わ ず か に 石粒 を 含 む 。

143-338 B 4. 0 D. 5. 8 脚部 は 聞 き 、 下端部 は 大 き く 聞 き 、 内 面 はへ ラ 削 り 。" 
やや上方 に 反 る 。C 12. 9 

36号方 D lO. 8 

A 15. 5 D， 5. 3 t不部中位 で わ ず か に 有段 と な り 、 口 係部内外 は横ナ デ。 淡赤褐色。 焼成 良 。
縁先端 は わ ず か に 外反 。 脚部外面上半 はヘ ラ 即j り の あ と ナ デ。 少量の砂粒 を 含 む。

339 B 4. 2 D. 5. 4 脚部 は大 き く ラ ッ パ状 に 聞 く 。 上 半 は横ナ デ。" 
内 面 はヘ ラ 削 り で 、 下端部 は横ナ デC 13. 1 、

36号方 D lO. 7 

- 2 1 9 一
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A 16. 0 D. 4. 9 m 状の 土手部 に 、 大 き く 聞 く 脚部 がつ 杯部 内 外国 は繍ナ デ。 褐色。 焼成良好。
高 〈 。 脚部外函上半 はヘ ラ 削 り の あ と 横 ナ わ ず か に 小石 粒 を 含

340 
B 3. 8 D. 5. 8 脚部は 脚柱部 を 有せず、 t不 部 と の接 デ。 む 。
C 12. 9 合函 か ら 大 き く 聞 く 。 下半 は横ナ デ。

t不 D lO. 7 内面 はヘ ラ 削 り が主で 、 接地面 は横
36号方 ナ デ。

A 16. 1 D. 6. 4 鐙 状の杯部 は 口 備 制f外反 す る 。 係 部 内 外面 は横ナ デ。 褐色。 焼成む ら あ り 。
脚柱部の径 が大 き く 下端部 は大 き く 脚柱部 外面 はヘ ラ 削 り の う え を ナ デ。 焼成良 。

341 
B 5. 1 D. 6. 6 外反す る 。 内 面 はヘ ラ 削 り 。 砂粒 を 含 む。。

土手 部中位 で の 接合 は な く 、 一体 と なC 14. 0 
D 13 . 0 っ て い る 。

36号方

A 17. 7 D. 6. 0 やや曲 る 口縁部 と 、 球状の胸部 を も 口 縁部 、 胸部上半 に はハ ケ 目 があ る 。 焼成良好。
つ 。 口 縁部のハ ケ 自 の上 に は ヨ コ ナ デ。 上 半 は 黄褐色。

144-342 壷
B 13. 5 D，21. 0 内面、 口 縁部機ナ デ。 下半 は赤褐色。
C 23. 9 一部ハ ケ 目 あ り 。

D 27 . 0  内面ヘ ラ 削 り 。
〈 ぬぎ窓

A 16. 5 外反 す る 小 さ な 口 縁 と 、 平底気味の 口 縁部 は機ナ デ。 淡褐色。
浅い底部 を も っ 。 胸部の 上半 は ク シ 目 の あ と 検ナ デ。 焼成やや良。

鉢
D 6. 2 破片 に よ る 復 元。 下 半 は ヘ ラ 削 り 。343 

内面横ナ デ。

〈 ぬぎ塚

A l1 . 8 小形壷の 口 縁部。 外面繍ナ デ。 縄色。
胴部以下 を 欠失 す る 。 内 面 ナ デ。 焼成良 好。

344 壷
B 5. 9 
D ， 5. 0  

〈 ぬぎ塚

高 A28. 8 直線状に の び外反 し 、 平 な 底 を も っ t手 都中位の有段部 よ り 上の 内 ・ 外面 褐色。
t不部。 ヨ コ ナ デ。 以下 ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ 焼成良好。

345 脚部 を 欠失 す る 。 デ。 丹塗 り の痕跡あ り 。

く ぬぎ塚
t不

B 3. 8 - 高土手の胴部の み 、 短め の 筒部 と 、 有 筒部はヘ ラ 削 り の あ と 横ナ デ。 明 褐色。
段の裾部 を も っ 。 裾部 は ヨ コ ナ デ。 焼成良好。

346 C 15. 5  内面ヘ ラ 情。 り 。� 
D. 6. 5 裾部は横ナ デ。

〈 ぬぎ塚

欠 番

347 

〈 ぬ ぎ塚

欠 番

348 

〈 ぬ ぎ塚

A 16. 0 D. 7. 3 わ ず か に 、 外反 ぎみ の 口縁部 と 球状 口 縁部 は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ。 明 褐色。
の 胸部 を も っ 。 腕部上半は細か い ク シ メ 。 焼成良好。145 

査
B 10. 9 D，23. 4 底部 を 少 し か く 。 下半 は荒い ク シ メ-349 

146 C 25. 5 口 縁部内面 ク シ メ 、 胴部ヘ ラ ケ ズ リ。

〈 ぬ ぎ塚 D37. 0 
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高 A 19. 6 D. 7. 0 滅状の係部 と 、 開 き ぎみ の 脚部 を も 係部 は ク シ 目 の あ と 横ナ デ。 黄褐色。
-つ 。 脚部 は ヘ ラ 削 り の あ と 機ナ デ。 焼成良好。

350 8 3. 5 D. 8. 5 脚部裾先端 は わ ず か に 凹 む。 係部内 面 ヨ コ ナ デ。
C 15. 4 脚部内面ヘ ラ 削 り 。

〈 ぬぎ塚 t不 D 15. 5 裾部は ヨ コ ナ デ。

ロ縁部 は直立気味 に 外反 し 、 端部で 口縁部は タ テ 方向 の ク シ 目 の あ と ヨ 黄 褐色。
短 〈 外考す る 。 胴部 は ほ ぼ球形 を 呈 コ ナ デ。 内 面 は ヨ コ ナ デ。 や や焼成 む ら が あ る

351 す る 。 肩 部 か ら 底 部 に い た る ま で荒 い ク シ が良好。
目 。 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 。

〈 ぬ ぎ塚

朝顔形組輸の一部分 で口縁部 と 胴部 胴部は輪積み痕 が明瞭。 貧 掲色。
埴 以 下 は 欠 失 。 外面 全 体 に 指先 に よ る 外面は 全面荒 い ク シ 目 に よ り 悠 形 L 焼成 良 好 。

147-352 丹 に よ る 彩色 が施 さ れ る 。 た あ と 彩色 さ れ る 。
全体 と し て 端正 な っ く り 。

〈 ぬ ぎ塚
輪

す べ て 同一個体 と 忠 わ れ る 。 裁 褐色 。
円 形 、 方形の透 し がほ ど こ さ れ る 。 焼成良好

353 � 
( 1 - 6 ) 
〈 ぬ ぎ塚

A 8. 8 D. 5. 1 口縁が直立 し 、 口唇部は わ ず か に 外 口 縁部は ヨ コ ナ テ'。 淡赤褐色。
反 す る 。 胴部 は へ ラ 削 り の の ち へ ラ 研磨 。 焼成良好。

148 
査

8 5. 6 D.1O. 5 扇平 な 胴 を も っ 。-354 
149 C 14. 5 

丸山 3 号 D 15. 6  

A lO. 0  D. 5. 3 口 縁部 は わ ず か に 肥厚 し 、 扇平 な 胴 ヘ ラ 削 り の の ち ヘ ラ ミ ガキ 。 赤褐色。
部 を も っ 。 焼目立 良 好。

355 
8 6. 3 D.I0. 7 。
C 15. 1 

丸山 3 号 D 16. 0 

A 9. 7 D. 5. 9 直立気味 の 口 縁部 、 先端 は わ ず か に 口 縁部 は 縦の ク シ 目 。 赤褐色。
外反 す る 。 鋼部上半 の み ク シ 目 。 以下ヘ ラ 削 り 焼成良好。

356 
8 6. 5 D.11 . 1 扇平 な 胴部 を も っ 。 内面は ク シ の の ち ナ デ。4少
C 16. 0  

丸山 3 号 D 17. 0  

A 14. 0 D. 3. 4 わ ず か に 肥厚 す る 。 口 縁部 、 胴部上半 は ヨ コ ナ デ。 黄得色。
口 縁部、 口容端は平 ・ 球形の胴部 を 以 下 ク シ 目 。 焼成良 好。

357 費
8 11 . 4 D，20. 0 も つ 。 内面ヘ ラ 削 り 。 表面の胴上半 、 内 面
C 20. 4 の胴邸 に は ス ス の 付

D 23. 4 着 がみ ら れ る 。
丸山 s 号

口縁部 は 、 直線的 に 立 ち 上 り 、 口 線 口 車署部 は タ テ 方向 の ハ ケ 自 の あ と 、 黄褐色。
の 中 ほ どで厚 み を ま す 。 ヨ コ ナ デ。 焼成良好。

358 。 胴部 は走者形で底部 は 尖 り 気味の :Jt底 。 胴部外面 は全面 ハ ケ 目 が施 さ れ 、 頚
部 はユ ピ に よ る ナ デ に よ り 強 く く ぴ
れ る 。

丸山 s 号 内面 に ヘ ラ 削 り 。

A20. 0 D. 5 . 0 直立気味の 口縁部。 口 唇部 は繍ナ デ。 黄褐色。
口 唇端 は わ ず か に 外反 し 、 端正。 口 縁部 ク シ 自 の の ち 繍 ナ デ。 焼成 良好。

150-359 
8 16. 7 D，27. 2 やや長形の胴部 を も っ 。 胴部 は ク シ 目 、 内 面 白縁部 は償ナ デ。 胴部 に ス ス の付着 あ。

胴部内面 はヘ ラ 削 り の の ち ナ デ消す 。 り 。C 27. 2 

丸山 3 号 D 32. 2 

9-9H
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A 7. 3 小型の 鐙で、 胸部は球形 を 呈 し 、 口 外面上端 は横 ナ デ。 褐色 。
縁は、 わ ず か に 直立 す る 。 中 位 はヘ ラ 削 り 。 焼成良。

怨
D 6. 4 底部 も ヘ ラ 削 り 。 小石粒 を 含 む。

360 
内 面 に l対日圧痕。

丸山 3 号

A 8. 4 小型の 怨で\ 胴昔日 は球形 を 呈す る 。 外面上端は横ナ デ。 暗褐色。
口 縁は わず か に 内替す る 。 中{立 は ハ ケ 目 。 焼成良。

D 6. 9 底部はヘ ラ 削 り 。 小石粒 を 含 む。361 4シ
内面へ ラ 削 り 。

丸山 3 号

A 14. 5 D， 口 縁部 が、 わ ず か に 内替す る 。 口 縁部は横ナ デ。 以下傾め のへ ラ 削 暗灰色。
り 。 砂粒。

151 B D， と く に底部の削 り は著 し い 。 焼成 は や や良 好。-362 。
152 C わ ず か に ク シ 目 あ り 。

D 6. 2 内面 は ク シ 目 。 以下弱 い へ ラ 削 り 。
丸山 3 号

A 14. 5 D， 半球状 を な す 。 口縁部は償ナ デ。 以 下 は荒 い へ ラ 削 H音褐色。 小砂粒 を 合
り 。 む。

B D， 内面横ナ デ。 焼成やや良好363 。
C 底 に指痕 あ り 。

丸山 3 号 D 5. 9 

A 15. 3 D， 口縁部 が わ ず か lこ 肥厚 す る 。 口 縁部 は 償 ナ デ。 以 下 はへ ラ 削 り 。 暗掲色。 少震の小砂
内面 l土横ナ デ。 粒 あ り 。

B D， 底部 に指痕 あ り 。 焼成不良。364 4シ
C 

丸山 3 号 D 5. 5 

A 13. 8 口縁音1I は直立。 口 縁部横ナ デ。 荒い ク シ 目 あ り 。 H音褐色。
以下ヘ ラ 削 り 。 焼成良好。

365 
D 5. 6 内面上半 は横 ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。。

丸山 3 号

A 12. 7 口 縁部 は直立、 口 容部 は 丸 ま る 。 口 縁部は横ナ デ。 暗褐色。
わ ず か に ク シ 臼 あ り 。 焼成やや良好。

366 
D 5. 2 内 面 は横 ナ デ。。

底部 は ナ デ。

丸山 3 号

A 13. 0 半球状 を な す 。 外面の 大半 は繍ナ デ。 日昔褐色 。 焼成良好。
底 はヘ ラ 尚j り 。

367 
D 5. 7 内 面 ナ デ。ク

底 はヘ ラ 削 り 。

丸山 3 号

A 13. 6 口 車結E 、 わ ず か に 内 雪。 口 縁上端 に 3 本の i士線 あ り 、 以下、 茶褐色。
横 ナ デ、 ヘ ラ 削 り 。 焼成良好。D 6. 3 内 面横 ナ デ。368 ろ〉

丸山 3 号

A 14. 1 浅 い� 、 全 体 に 厚 ぼ っ た い 。 口 縁音財黄ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 赤褐色 。
内 面 ナ デ。 焼成良 好。

369 
D 5. 0 ろシ

丸山 3 号
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図版番号 種 類 法 量 { cm} 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 12. 0 口 縁部 は 内 替 す る 。 口 縁部 は横ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 暗褐色。 焼成良好。も， 内 面 、 指痕 あ り 。

怨
D 6. 1 

370 

丸山 3 号

A 14. 0 口縁部 は内需宮、 全体 に ぷ厚 い 。 口 縁部 は横ナ デ。 以下 ク シ 目 。 淡褐色。 小石粒。
底 ヘ ラ 削 り 。 器体外面 に粒子が多

D 6. 4 内面横ナ デ。 L 当 。
371 。

丸山 s 号

A 15. 2 半 球状 を な す。 口 縁部は横ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 日部局色。
内 面横 ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 小石粒 を 含 む 。

D 7. 1 焼成 やや良好。
372 。

丸山 s 号

A ll . 2 半球状 を な す。 口 縁部 は横 ナ デ。 暗褐色 。
口縁部 は 内輩。 荒い ク シ 目 あ り 。 以下ヘ ラ 削 り 。 焼成や や良 好。

D 6. 6 口 唇 は平。 内面横ナ デ。373 。
以下ヘ ラ 削 り 。

丸山 3 号

A 15. 0  
口 縁部 は やや内奪。 口 縁部 は ク シ 目 。 以下ヘ ラ 削 り 。 明褐色。

内 面横 ナ デ。 砂粒 を 含 む。
153_374 

D 7. 0 焼成良好。4伊
154 

丸山 3 号

A 13. 6 半球状 を な す。 口 縁部 は横ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 褐色。 焼成良好。
内面横 ナ デ。 器商 は 荒 れ て い る 。

D 7. 3 
375 。

丸山 s 号

A 14. 1 口 縁部 は直立す る 。 口 縁部は横ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 明 褐色。
内 面 ナ デ。 焼成良好。

D 6. 0  
376 ... 

丸山 s 号

A 14. 7 口 縁部 は 内 号。 口 縁部 は 、 横 ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 褐色。
内面横ナ デ。 焼成良好。

D 5. 6 
377 ... 

丸山 s 号

A 14. 2 残 い� 。 口縁部横ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 H音l茶褐色 。
口 縁部 は やや内奪。 内 面 はヘ ラ 削 り 。 あ と 横 ナ デ。 焼成不良。

D 5. 3 口唇端は平。378 。

丸山 s 号

A 13. 7 浅い鐙。 口 縁部 は横 ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 黄褐色。
内面ヘ ラ 削 り 。 焼成不良。

D 5. 4 
379 。

丸山 3 号

円。qL
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図版番号 種 類 法 量 (cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 12. 3 口縁部 は 内 湾す る 。 口 縁部横ナ デ。 以下横位 の ヘ ラ 削 り 。 褐色。
内面 ナ デ。 焼成良好。

380 怨
D 5. 6 

丸山 3 号

A 12. 7 半球状 を な す 。 口 縁部繍ナ デ。 以 下へ ラ 削 り 。 時褐色。
全体 に 厚 ぼ っ た い 。 内面ヘ ラ 削 り の あ と 横 ナ デ。 焼成良好。

381 
D 6. 0 。

丸山 3 号

A 14. 2 口 縁部 は 直線状で内奪。 口 縁部横ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 赤褐色。
内面横ナ デ。 焼成良好。

382 
D 7. 1 4シ

丸山 3 号

A 14. 1 口 唇部 は 、 ち ょ っ と 外反 。 口 縁部横ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 暗灰色 。
内 面 わ ず か に ク シ 目 あ り 、 検ナ デ。 焼成不 良 。

383 。 D 6. 4 

丸山 3 号

A 13. 5 半球状 を な す 。 口縁部横ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 稽褐色。
全体 に 厚 ぼ っ た い 。 内面横ナ デ。 焼成やや良好。

384 
D 6. 6 。

丸山 3 号

A 14. 4 形は い びつ 。 口 縁部機 ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 日音褐色。
内面f黄ナ デ。 焼成やや良好。

385 。 D 7. 5 底 部 はヘ ラ 削 り 。

丸山 3 号

A 16. 6 口唇部 は 、 わ ず か に 外反 す る 。 口 縁部 は横ナ デ。 以 下へ ラ 削 り 。 褐色。
内面横ナ デ。 焼成良好。

155 D 7. 2 底 は ナ デ。-386 。
156 

丸山 3 号
ノ

大型の 怨で 、 全体 に 浅 い 。 口 線音防黄 ナ デ。 赤褐色。A 17. 4  
半球状 を な す。 わ ず か に ク シ 目 、 み ら れ る 。 以下へ 焼成良好。

D 6. 5 ラ 削 り 。387 。
内 面檎 ナ デ。
底 部 はヘ ラ 削 り 。

丸山 3 号

A 15. 3  肩部は平丸状 を な す 。 口 縁部 は繍ナ デ。 以 下 はへ ラ 削 り 。 明 褐色。
口 縁部 は 内 考。 内面機ナ デ。 焼成良好。

388 
D 6. 3 。

丸山 3 号

A 15. 3 深い �，。 口 市桔日 は横 ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り o 赤褐色。
底部 は平状。 内面横ナ デ。 焼成良好。

389 4シ D 7. 0 

丸山 3 号
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図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 自膚 考

A 15. 5 半 球状の 怨。 口 縁部は機 ナ デ。 以下 き れ い な ヘ ラ 赤褐色。
削 り 。 焼成良 好。

390 錘
D 7. 0 内面ヘ ラ 磨 き 。

丸山 3 号

A 15. 6 底部 を 欠失 す る 。 口 縁部縦位の ク シ 自 の あ と 横ナ デ。 褐色。
以下ヘ ラ 削 り 。 焼成良好。

391 " 内面横 ナ デ。

丸山 s 号

A 14. 8 半球状の錘。 口 縁部機ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 赤褐色 。
内 面 上半 は機ナ デ。 以下ナ デ。 焼成良好。

392 
D 6. 8 。

丸山 3 号

A 13. 2 や や い びつ な 形。 口 縁部 は 繍 ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り a 赤褐色。
内面横ナ デ。 焼成良好。

393 。 D 6. 7 底 は ナ デ。

丸山 s 号

A 15. 2 や や い びつ な 形。 口 縁部 は繍 ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 淡褐色。
内面繍ナ デ。 焼成良好。

394 
D 6. 4 底 に指痕 あ り 。。

丸山 3 号

A 14. 2 や や 口 縁部 は 内管 す る 。 口縁部 は横ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 褐色。
内面償ナ デ。 焼成良好。

395 
D 7. 0 底部は凶状 に な る 。.. 

丸山 3 号

A 14. 2 半球状を な す。 口 車糖H横ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 銅色。
口 縁は端部で内反気味 に 立 ち 上 る 。 内面上方は繍ナ デ。 以下ヘ ラ 先 に よ 焼成良好。

396 
D 7. 4 口 唇部 に一 条 の 沈線。 る 磨 研。" 

丸山 s 号

A 15. 5 や や い びつ 。 口 縁部横ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 褐色 。
内面 上半繍ナ デ。 以下 ナ デ。 焼成良好。

397 。 D 6. 9 一部 に ク シ 目 あ り 。

丸山 s 号

A 14. 0 全体的 に い びつ で、 器壁厚 さ 一定 せ 口 緑邸機ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り 。 日音質褐色。
ず。 内面機ナ ヂ。 以下ヘ ラ 削 り 。 焼成不良。

157 D 5. 9 底 は ナ デ。-398 4シ
158 

丸山 3 号

A 12. 8 底部 を 欠失 す る 。 作 り は荒い 。 時掲色。
( 器全体外国 に ス ス の付着 を み る ) 口 縁部 に わ ず か に 繍ナ デあ り 。 焼成良 好。

399 。 以下ヘ ラ 削 り 。
内 面 ナ デ器墜厚 さ は 一定 L な い 。

丸山 3 号
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図版番号 種 類 法 量 (cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 12. 5 全体 に い びつ。 調 盤 を し て い な い 、 作 り は維、 荒 い 暗灰 色。
ヘ ラ ケ ズ リ がみ ら れ る 。 焼成良好。

D 6. 1 
400 怨

丸山 3 号

A 12. 3 
全体 に い びつ 。 調 整 を し て い な い 、 外面 は荒いへ ラ 時褐色。

ケ ズ リ 、 内面ヘ ラ ケ ズ リ の後ナ デ。 焼 成 良 好。
D 5. 8 

401 。

丸山 3 号

A 12. 9 深 い っ く り で、 口 唇先端 が凸状 を な 口縁部 は ヨ コ ナ デ、 以下ヘ ラ ケ ズ リ 、 淡褐色。
す 。 内面 ヨ コ ナ デ、 底 は指痕。 焼成良好。

D 6. 7 
402 。

丸山 3 号

A 13. 1 
深い っ く り 、 底は平。 口縁部 は ヨ コ ナ デ、 以下荒い タ テ の 暗褐色。

ヘ ラ ケ ズ リ 、 内面 ヨ コ ナ デ、 以下へ 焼成良好。
D 7. 1 ラ ケ ズ リ 。

403 。

丸山 3 号

A 14. 2 浅 いっ く り 、 口 唇部は平。 口縁部 ヨ コ ナ デ、 以下荒いへ ラ ケ ズ 暗褐色。
リ 、 内面上半 ク シ メ 以下へ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

D 4. 7 
404 。

丸山 3 号

A 13. 0 
全体 に あ っ ぼ った い 作 り 。 口縁部 はヘ ラ ケ ズ リ の あ と ヨ コ ナ デ、 暗灰色。

以下 は ケ ズ リ の ま ま 、 内面 ヨ コ ナ デ 焼成良好。
D 6. 2 底 に ヘ ラ ケ ズ リ 。

405 イシ

丸山 3 号

A 14. 8 底部 を 欠失。 口縁部 ヨ コ ナ デ、 以下荒 い ク シ メ 、 暗褐色。
(外商の一部 に ス ス の付着 を み る ) 内面 ヨ コ ナ デ以下へ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

406 。

丸山 3 号

A 14. 0 口縁部 は 直立。 ロ 縁部 ヨ コ ナ デ、 以下荒 い ク シ メ 、 淡褐色。
内面 ヨ コ ナ デ底 に指痕あ り 。 焼成良好。

D 5. 6 
407 。

丸山 3 号

A 15. 3 
浅 いtlI:、 底部 を 欠失 、 口 唇部 に か け 口縁部 ヨ コ ナ デ、 以下 ク シ メ の あ と 暗褐色。
器壁 が う す く な る 。 に ケ ズ リ 、 内函 ヨ コ ナ デ。 焼成良好。

408 。

丸山 3 号

A 13. 1 
ややい びつ 、 口唇端は平。 口縁部 に ヨ コ ナ デ、 以 下 は ク シ メ と 黒灰褐色。

ケ ズ リ 、 内面上半 は ク シ メ 、 以下は 焼成 良 好 。
D 6. 0 ヨ コ ナ デ。

409 ク

丸山 3 号
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図版番号 種 類 法 量 (an) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 待 色 備 考

丸山 s 号 A ll. 7 扇平 な つ ま み を 有 し 、 口唇部は直立 天井部外面はヘ ラ 削 り 。 浪灰色。
す る 。 焼成 良好。

159 

1ω 
-410 蓋

D 5. 2 41 1 と セ ッ ト

説話

丸山 s 号 A lO. 3 D 8. 6 脚部は径 が大 き く 、 ニ方 に長方形透 係部底部外面 はヘ ラ 削 り 。 脚部 に は 溢灰色。
高 し を 有す る 。 脚部 に ひ ずみ有。 横方向 に 条痕がは し る 。 焼成 良 好。

411 
A' 12. 3 D. 4. 2 410 と セ ッ ト
B 5. 1 0. 4. 4 

i不 C 8. 8 ※ 

丸山 s 号 A 11 . 5 
410に 同 じ 。 410に 同 じ 。 濃灰色 。

焼 成 良 好 。

差
D 5. 3 413 と セ ッ ト

412 

※ 

丸山 s 号 A 10. 2 D 9. 7 
脚部 は径 が大 き く 、 三 方 に 長方形透 派部底部 外面 は ヘ ラ 削 り 。 i不内底 面 に 朱の痕跡。

高 し を 有 す る 。 i農灰色 。

413 
A' 12. 3 D. 4. 7 焼成良好。

B 4. 6 D， 5. 0 412 と セ ッ ト

i不 C 6. 3 ※ 

丸山 s 号 小 型 のi不 明宇部 は 角 ば ら ず底部 に 至 口縁内外面 と も ヨ コ ナ デ、 体部下半 淡灰 色。
る 。 口縁部 は 葦受 と 立 ち 上 り と の 問 はヘ ラ ケ ズ リ 。 焼 成 良 好。

414 1不
に 沈線 が一条 め ぐ る 。

※ 

丸山 s 号 A 12. 8 
扇平 な つ ま み を 有 し 、 全体 に 丸み を 天井部 外面 はへ ラ 削 り 。 他 の 外面 は 淡灰色。 焼成良。
も つ 。 繍 ナ デ。 成形良好。

415 蓋
D 5. 8 

※ 

丸山 s 号 A 9. 9 D 9. 8 
丸み を も っ係部 に径の 大 き な 、 脚 が 413 と 類似。 濃灰 色。

高 っ く 。 脚部 に は 三 方 に 長 方形透 し を 焼成良好。

416  
A' 12. 1 D.  4. 2 

D 4. 9 D， 5. 6 
有 す る 。

I不 C 9. 6 ※ 

丸山 3 号 A 1 1 . 3 D lO. 0 
全体 に 盤 っ て い る 。 脚は径 が大 き し i不部底部外面はヘ ラ 削 り 。 他 の 外面 淡灰 色。 焼 成 良 。
三 方 に 長 方形透 し を 有 す る 。 は検ナ デ。 胎土 やや不 良 。

417 
A' 13. 2 D. 4. 8 " 
B 4. 9 D， 5. 2 

※ C 9. 6 

丸山 s 号 A lO. 0 D 9. 1 全体 に維でひずみ があ る 。 脚部の径 外商 は横ナ デ。 灰褐色。 焼成不良。
は 大 き く 、 三 方 に 大 き な 長方形透 し 保内底面 に 朱 を 入れ

418 " A' 12. 4 D. 4. 4 

B 4. 1 D， 4. 7 
を 有す る 。 た痕跡あ り 。

※ C 9. 4 

丸山 3 号 A lO. 5 D lO. 1 
1不下部は扇平で、 た ち あ が り は わ ず i不部底部外面 は ヘ ラ 削 り 。 他 の 外面 淡灰 色。 焼成やや
か に 内傾 し ;長 い 。 脚部 は径 が大 き く 、 は横ナ デ。 不 良 。 成形不 良 。

419 
A' 12. 7 D. 4. 6 三 方 に 長 方 形透 し を 有 す る 。 ひ ずみ" 

あ り 。B 4. 3 D， 5. 5 

※ C 9. 5 
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丸山 s 号
高 A 10. 6 D 1O. 3  

深みの あ る 係部 で、 た ち あ が り は わ 外商の派底部 はへ ラ 削 り 。 他 は繍ナ 黒灰色。 焼 成 良 。
ずか に 内傾す る 。 脚部の径は大 き く 、 デ。

420 
A' 13. 1 D， 5. 1 

B 4. 2 D， 5. 2 
三 方 に 円 形の透 し を 有す る 。

i手 C 8. 5 ※ 

丸山 3 号 A 1 1 . 5 D 1O. 1 420 1 こ 類似。 420 1ニ類似。 淡灰色。 焼 成 良 。
石粒 を 含 む 。

421 
A' 13. 6 D， 5. 3 " 
B 4. 5 D， 4. 8 

※ C 10. 0 

丸山 s 号 A ll . 1 D 10 . 2  深みの あ る 派部で、 た ち あ が り 先端 外面のi不底部 はへ ラ 削 り 。 他は機ナ 赤 み を おびた黒灰色
は 外方へは り だす 。 脚部は径 が大 き デ。 焼 成 良 。

422 
X 13 . 5  D ， 5 . 4 〈 、 三 方 に 円形の透 し を 有す る 。 石粒 を わ ずか に 含む。" 
B 4 . 5  D 2  4 . 8 

※ C 1O. 0 

丸山 s 号 A ll . 3 D 9. 7 422 に 類似。 i不底部 か ら 脚上半 に か け て条痕があ 灰褐色。 焼成良。
る 。 三方 に 円形透 し を 有す る 。 石粒 を 含 む 。

423 " A' 13. 3 D， 4. 8 

B 4. 0 D， 4. 9 

※ C 9. 0 

丸山 s 号 A 15. 4 A 27. 3 器台t事部 は 丸み を も ち 、 脚 は径 が大 器台 ・ 壷 と も ク シ 横波状文 を 特 色 と 黒灰色。
器
4ロ- B 1O. 3 B 10. 2  き い 。 壷の胴は肩平 で、 口縁は外反 す る 。 焼成良好。

C 21.  4 C 23. 0 す る 。 重ね焼 き さ れて い る た め融着
424 D 19. 3  D 27. 7 し て い る 。

壷 D， 5. 8 D， 1 1 .  8 
※ D，13. 5 D，15. 9 

丸山 s 号 A 20. 2 D，4 7. 0 
口縁は外反 し 、 胴は肩 がは る 。 外商 に は斜めの タ タ キ 、 そ の上 を ナ 黒灰色 。

デ。 焼成良好。
161  

壷
B 14. 6 D，25. 8 

-425 
1 62 C 31 .  7 

※ D 30. 5 

A 10. 2 D， 6. 1 
直立気味の 口縁部 と 、 長球形の胴部 口 縁部ハ ケ 目 の 上横ナ デ、 内面指ナ 焼成後の底部穿孔が
を も っ 。 底部 は焼成後の穿孔があ る 。 デ。 あ る 。

163-426 
B 7. 8 D. 9. 9 色調褐色。" 

焼成良。C 12. 3 

丸山 4 号 D 16. O ?  

A 10. 7 D， 4. 9 
わ ずか に 外反す る 口縁部 と 高 い胸部 境部の 口縁部横ナ デ、 そ れ以下 ク シ 口 縁部 ・ 脚部 を 欠失 。

台 を も っ。 メ 。 脚部はへ ラ ケ ズ リ 、 脚裾部 は ナ 色調淡褐色。

427 付
B 3. 9 D， 8. 7 デ、 脚内面へ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

C 9. 4 

丸山 4 号・
1蕗 D 13. 6 

A 1O. 1 D， 5. 2 
427 と ほ と ん ど同形態。 t指都機ナ デ、 脚部ヘ ラ ケ ズ リ の後ナ 口縁部 を 欠失 す る 。

デ。 内面ヘ ラ ケ ズ リ 、 脚裾部 の 内 面 色調淡褐色。

42泡
B 3. 6 D. 8. 0 " 
C 9. 0 

は横ナ デ。 焼成良好。

丸山 4 号 D 13. 2  

A 10. 2  D， 4. 2 
半球形の杯 と 、 直立気味の脚 を も っ。 i不部、 口 縁部 ナ デ、 以 下ヘ ラ ケ ズ リ 成形がよ く 仇 ' 1

高 の あ と 磨 く 。 脚部ナ デ、 派部内面ナ 色調赤褐色。

429 
B 3. 2 D， 7. 0 デ、 脚部へ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

C 8. 1 

丸山 4 号
i不 D ll . 2 
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高 C 12. 7  た ち 気味の脚部。 外面脚筒部はへ ラ ケ ズ リ 。 裾部 は ナ 焼成良好。

i手 D 8. 0 
デ。 内面へ ラ ケ ズ リ 。 裾部 は ナ デ。 j炎赤褐色。

430 
脚

丸山 4 号
部

C 1 1 .  6 器壁の厚 さ が一定 でな い 。 外面ヘ ラ ケ ズ リ の後横ナ デ。 鰯部 は 焼成良好。

D 8. 8 ?  
横 ナ デ。 内 l商ヘ ラ ケ ズ リ 。 淡赤褐色。

431 " 
丸山 4 号

B 4. 4 ?  
428の脚j�11 、 430 1こ類似。 外面ヘ ラ ケ ズ リ の あ と ナ デ。 脚裾音E 淡赤褐色。

は横ナ デ。 内面へ ラ ケ ズ リ 。 焼成 良 好。
C 12. 2 

432 " 
D 9. 3 

丸山 4 号

B 
脚裾は短 〈 、 た ち 気味。 外面へ ラ ケ ズ リ 、 脚裾部 は ナ デ。 内 褐色。

面ヘ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。
C 9. 0 

433 " 
D 8. 5 ?  

丸山 4 号

B 3. 5 ?  431 に 車両似。 外国ヘ ラ ケ ズ リ 、 脚裾横ナ デ。 内面 焼成良好。
ヘ ラ ケ ズ リ 。

C 11 .  4 
434 " 

D 8. 7 

丸山 4 号

A 1 1 . 1 DI 3. 0 
1不 部 はj曳 く 、 .nM犬 を な す 。 i不部 は 内 ・ 外面 と も 検 ナ デ、 脚部の 赤昧 を お び た 褐色。

器 外商ヘ ラ ケ ズ リ 、 脚裾部機ナ デ。 脚 焼成 良 好。

164-435 
B 4. 3 D， 7. 0 内聞ヘ ラ ケ ズ リ 。

C 10. 8 

丸山 4 号
-口L‘ 

D lO. 7  

A DI 
係部 は 中位 に 凸部 を も ち 深い 。 脚柱 i手部外商 ヨ コ ナ デ、 内 面ヘ ラ ケ ズ リ 係部上端 を 欠失す る o

高 J 犬 部 は 円筒4犬 を な す。 の あ と ヨ コ ナ デ。 脚部 外商ヘ ラ ケ ズ

436 
B 4. 4 D，lO. 5 リ 。 裾部 ヨ コ ナ デ、 内 面ヘ ラ ケ ズ リ 。

C 1 1 .  8 
1手 D 18. O ?  

丸山 4 号

B 4. 2 
係部 は途中 よ り く っ せっ 。 i不部外商へ ラ ミ ガキ 。 脚内部ヘ ラ ケ i手部上端 を 欠失す る 。

ズ リ o
C l l . O 

437 か
D， 8. 5 

丸山 4 号

A 17. 0  
球形 を 呈 し 、 整 っ て い る 。 外商 中位以下はハ ケ 目 の う え を ナ デ。 淡赤褐色。 焼成良。

内 面 は ナ デ。 砂粒 ・ 黒雲母 を 含 む 。

怨
D 6. 5 

438 

丸山 4 号

B 5. 9 
1不部欠失。 脚部はやや径 が大 き く 、 外面 は へ ラ 削 り の う え ナ デ。 内 而 は 褐色。 焼成 良 。

I昂 ラ ッ パ4大 l ニ 11甘 く 。 ヘ ラ 削 り 。 下端部 に布の圧痕があ る 。 砂粒 を 含 む 。
C l l . 4 

439 
D 8. 9 

丸山 4 号
i干;
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A 18. 8 D. 6. 3 
係部は中位の緩合部 で屈 曲 し 、 口縁 派部 内外面は指 ナ デの あ と 簡単 な 、 赤褐色。 焼 成 良 。

高 先 端 は 外反 す る 。 脚部下端は 大 き く へ ラ 煙車 き 。 脚部 外面 は ナ デの あ と へ 微砂粒 を 含 む 。

440 
B 4. 5 D， 8. 0 外 に 聞 く 。 ラ 磨 き 。 内面はヘ ラ 削 り 。

C ll . 5 

丸山 4 号
i不 D 14. 3 

B 4. 9 ?  界都 ・ 脚下端部欠失。 器壁は あ つ い 。 脚部 内外面 と も へ ラ 淡褐色。 焼成良 。

自IJ り 。 石粒 を 含 む 、 風化 が
D 8. 7 ?  は げ し い。

441 " 
丸山 4 号

D 6. 9 ?  
界都欠失。 脚柱部の径が大 き い。 内外商 と も ヘ ラ 削 り 。 褐色。 焼成 良 。

石粒 を 含 む 、 内 外面

442 " に丹彩の痕跡。

丸山 4 号

B 4. 6 
i不部 ・ 脚部下端 を 欠失。 4 4 2 に 類似。 淡褐色。 焼成良。

砂粒 を 多 く 含む。
D 9. 0 ?  

443 " 
丸山 4 号

丸山 4 号 C lO. 5 
口 縁部 は 内傾 し 、 胴部は織 に は る 。 外面上半 と 内商は横ナ デ。 外面 中位 黄縄色。 焼成良 。

以下はへ ラ 削 り 。 部 分的 に そ の上 を 小石粒 を含む。

登
o 6. 4 ナ デ。

165-444 

※ 

丸山 4 号 A 6. 7 口縁は短か く 直立す る 。 胴部は肩 が 胴部外面 中位以 下はヘ ラ 削 り 。 肩 に
は り 、 平底気味の 丸底。 榔描文。

壷
D 9. 3 

445 

※ 

丸山 4 号 A 15. 9 D. 8. 2 
口 縁部 は 長 く の び、 大 き く 開 く 。 胴 胴部 中位に櫛描文。 口縁部 中位はへ 黒灰 色。 焼 成 良 。
部 は 肩 がは り 径 1 . 4cmの /g 孔 を 有す ラ 削 り 。 緑色の 自 然納付着。

446 魁 B 4. 5 D， 6. 0 る 。
C 9. 2 

※ 
D 14. 2 

丸山 4 号 A 14. 4 D. 7. 9 口縁部 は 長 く の び、 大 き く 聞 く 。 胴 胴部下半 は へ ラ 尚j り o ft!! は横ナ デが 淡灰 色。 焼 成 良 。
部 は球形。 円孔の径 1. 5cm。 主体。 石粒 ・ 黒雲母 を 含 む。

447 " B 4. 8 D， 6. 8 

C lO. 1 

※ D 14. 7 

丸山 4 号 4口‘ A lO. 7 
口 縁部 はやや長 く の ぴ、 先端は わ ず 外面上半 は横ナ デ。 肩部以 下 は へ ラ 黒灰色。 焼成良。
か に 内考す る 。 胴部はやや肩 がは る 。 削 り 。 大 き な 石粒 を 含む。

付
B 8. 8 脚部 を 欠失す る が、 三方に 透 し あ り 。

446 
D. 5. 5  

壷
※ 

丸山 4 号 B 8. 8 
口 縁部 は わ ずか に 外傾 し 、 蓋受 け を 外商 は横ナ デ。 胸部 内 面へ ラ 削 り 。 時灰 色。
有 す る 。 胴部 は球形で、 脚部欠失。 胎土 良 。

C 17. 3 
449 " 

※ 
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丸山 4 号 D 12. 6 ?  
i手部 ・ 胸部下端欠失。 脚柱部は紺lい。 外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 内面横 黄褐色。

高 ナ デ。 生 焼 け で土師質 を 呈

450 
す る 。
石粒 を 含 む 。

i不
※ 

丸山 4 号 D 7. 1 
脚柱部の み の破片。 内面 F 半 はへ ラ 削 り 。 淡褐色。 焼 成 良 。
2 条の 凹線 を め ぐ ら す 。 砂粒 を 含 む 。

451 " 
※ 

A 15. 6 D， 1O. 5 頚部の く びれ は つ よ く 、 口縁は短 〈 ロ縁部 外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 黄褐色。 焼成良。
外反 す る 。 胴最大径 は 中 位 に あ り 球 内面 は横ナ デ。 胴部 外面 は ハ ケ 目 。 ，1、石粒 を 含 む。

166-452 壷
8 12. 7 D， 3. 5 形 を 呈す る 。 内面はヘ ラ 削 り 。 M 部 か ら 胴部 に か け

C ll . 5 て ス ス 付着。

丸山 4 号 D 14. O ?  

丸山 4 号 A 15. 1 
天井部 と 口 唇部の墳 は 凹 む。 外面天井部 はへ ラ 削 り 。 淡灰色。 焼成やや不

i手 扇平 な つ ま み を 有 し 、 口唇先端 は か 口唇部 は横ナ デ。 良 。
D 5. 2 る く 有段 と な る 。 石粒 を 多 く 含む。

453 

護
※ 

丸山 4 号 A 15. 1 
天井部 と 口唇部の境界 は 不 明瞭で、、 453 1 こ 矧似。 向 上
口 唇部先端は 内側で有段 を な す。

D 5. 2 扇平 なi疑宝珠形の つ ま み を 有す る 。
454 " 

※ 

丸山 4 号 A 14. 5 D 18. 6 
i不部 に 比 し て脚部大。 派部の た ち あ i不部外商底部 はへ ラ 削 り 。 黒灰色。 赤灰色。

高 が り は わ ずか に 内傾す る 。 焼成やや 不 良 。

455 
A' 16. 5 D， 4. 8 脚部 は 大 き く 開 き 、 上下 2 段に各三 胎土 良 。

8 4. 9 D，13. 8 方 に 長方形透 し を 有す る 。
i手 C 15. 6 ※ 

丸山 4 号 A 14. 3 
天井部 と 口 唇部 と の さ か い に 一条の 天井部外国 はへ ラ 削 り 。 淡灰色 。

i不 凹線 を め ぐ ら す。 内面 は横ナ デ。 焼成 良 好 。
D 4. 5 口唇部先端は 内側でか る い 有段 を な

456 す 。

蓋
※ 

丸山 4 号 A 13. 7 
全体 に 丸み を も ち 、 つ ま み は な い 。 天井部 外面 はへ ラ 削 り 。 淡灰色。
天井部 と 口 唇部の境 は 凹線 がめ ぐ り 、 焼成良好。

D 4. 3 口 唇部先端は丸 く ま と ま る 。
457 " 

※ 

丸山 4 号 A 13. 5 
丸み を も っ た 器形。 天井吉11 外面へ ラ 削 り 。 内面横ナ デ。 黒灰 色。
天井部 と 口唇部 と の 屈 出l は 不 明日章。 焼成やや不 良 。

D 4. 2 
458 " 

※ 

丸山 4 号 A 1 1 .  2 
小 型 品 で丸み を も っ。 天井吉11 外国ヘ ラ 印JI? 。 以 下 は繍ナ デ。 淡灰色。 焼 成 良 。
尖 っ た 小 さ な つ ま み を 有す る 。 内面は ナ デ。 石粒 を 含 む 。

D 3. 0 
459 " 

※ 
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丸山 4 号 A 13. 1 た ち あ が り はぷ あ つ く 、 内傾す る 。 底部外面はヘ ラ 削 り 。 他は繍ナ デ。

i不
A' 15. 6 

460 o 4. 2 

※ 

丸山 4 号 A 12. 7 浅めの器形で左右不対称。 外面底部 はヘ ラ 削 り 。 {也 は横ナ デ。 淡灰 色。 焼 成 良 。
た ち あ が り は み じ か く 、 わ ずか に 内 内面は横ナ デ。 自 然紬付着。

A' 14. 8 傾す る 。 小石粒 を 含 む。461 " o 4. 0 

※ 

丸山 4 号 A' 14. 6 丸み を も っ 、 た ち あ が り は先端 が欠 外面底部はヘ ラ 削 り 。 そ れ以上は横 白灰色。 焼成良。
失 し て い る か 内傾す る 。 ナ デ。 自 然 粕付着。

462 
o 3. 8+ a 石粒 を 含む。" 

※ 

丸山 4 号 A 12. 2 た ち あ が り は 内傾す る 。 底部外商はへ ラ 削 り 。 他は横ナ デ。 淡灰色。 焼成不良。
全体 に 整 っ た 器形。 胎土 良 。

A' 14. 2 
463 。 o 4. 1 

※ 

丸山 4 号 A 15. 2 0，12. 6 浅 め のj不部で、 j不部 に比 し て脚部大。 係部 内 面 は横ナ デ。 外商底部 に は横 淡灰色 。
高 脚部は 大 き く 開 き 、 下端部 は欠失。 方向の ハ ケ 目 。 脚部外商は機ナ デ。 焼成 やや不良。

B 5. 2 上下 2 段に わ た り 各三方 に 長方形透167-464 
0 16. 6  ? し 。

i手 0， 4. 0 ※ 

丸山 4 号 A 13. 1 0， 3. 8 浅 め の派部で、 界都 に比 し て脚部大。 派部内外商は横ナ デ。 脚部上位は ク 黒灰色。
脚部の 中位よ り やや上に 2 条の凹線 シ 状工具 に よ る 回転整形。 焼成良好。

465 
B 4. 1 0，13. 3 を め ぐ ら し 、 そ の下 に 三 方 に 長 方形" 

透 し 。C 13. 6 ?  

※ 
0 17. 1 ? 

丸山 4 号 A lO. 5 0， 4. 0 丸み を お びた原底部か ら 屈 曲 し て 口 係部外面上半 は横ナ デ。 下半 はヘ ラ 黒灰 色。 焼 成 良 。
縁に い た る 。 特異 な カ ー プを も っ。 高IJ り 。 胎土 良 。

466 
B 2. 5 0，10. 0 脚は長 い 。" 
C 9. 1 

※ 0 14. 0 

丸山 4 号 B 5. 5 丸み を も っ係部 と 径の 大 き い脚 がつ 派部 内 外面へ ラ 削 り 。 脚部は横ナ デ。 淡灰色。 焼 成 良 。
く 。 胎土 良 。

C 9. 8 脚 に は三方 に 円形の透 し があ る 。467 " 
0， 5. 5 

※ 

丸山 4 号 A 15. 2 0， 5. 4 口 縁部 は 外反 し た の ち 屈 曲 し 直立す 口縁部 中位 に 4 条の 凹線 がめ ぐ り 、 J農灰色。
る 。 そ の上下 に ク シ 目 波状文。 焼成 良好。

168-468 壷
B 9. 9 0，23. 6 胸部 は 肩 がは り 、 縦長の丸底。 器壁は う す い 。
C 23. 5 

0 29. 0 
※ 

丸山 4 号 A 13. 7 0， 5. 4 口 車描E は 外反 し た の ち 、 先端 は肥厚 口縁部 内 面 は 繍 ナ デ。 胴昔11 外面 は 全 淡灰 色。 焼成良。
す る 。 面 に格子 自 タ タ キ の う え を ナ デ。

469 
B 9. 9 0，25. 5 服部は横に張 り 、 丸底。 内面 は鮮明 な 青海波が残 る 。か
C 32. 4 

※ 0 30. 9 
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A 16. 9 D. 5. 2 口縁は外傾 し 、 先端 は肥厚 す る 。 I月 口 縁部 外面 は ハ ケ 目 の う え ナ デ。 赤褐色。 焼 成 良 。
は縦長。 内面 は機ナ デ。 小石粒 を 含 む 。

169 
壷

B 12. 1 D，27. 4 胴部外面 は ハ ケ 目 。 内 面 はヘ ラ 削 り 。 焼成後の底部穿孔。
-470 輪穣み の あ と を残す。170 C 25. 4 

丸山 6 号
D 32. 6 

A 12. 7 D. 4. 3 口 縁部 は わ ずか に 内湾 し た の ち 外反 外商 は ハ ケ 自 の う え を ナ デ。 淡褐色。 焼成良。
す る 。 口縁部 内 面 は横ナ デ。 小石粒 を 含 む。

471 
B 9. 1 D.1O. 8 胴部はやや肩 がは り 球形。 胴部 内 面 下 半 は へ ラ 削 り 。
C 15. 1 

丸山 6 号 D 15. 1 

A 12. 6 D. 5. 3 口 縁部 は 外傾 し な が ら 直延 し 、 先端 外面 全体及 び 口 縁部 内 面 はハ ケ 目 の 『 黄褐色。 焼 成 良 。
は わ ずか に 外反 気味。 う え を横ナ デ。 小石粒 を 含 む 。

472 
B 8. 6 D， 9. 0 胸部は肩 がは り 丸底 。 胴部 内 商 は 上 半 は指ナ デ。 下 半 は へ" 

ラ 削 り 。C 14. 4 

丸山 6 号 D 14. 3 

A 1O. 5 D. 3. 9 口 縁部 は 内湾 し た の ち 先端 は 外反す 口縁部 外面 は ハ ケ 目 の う え を繍ナ デ。 暗褐色。 焼 成 良 。
る 。 胴部 外面 はハ ケ 目 。 小石粒 を 含 む 。

473 
B 8. 1 D， 4， 1 胴部はやや肩 がは る と 思 わ れ る が、 口縁部 内 面 は横ナ デ。 胴部 内 商 は へ" 

下 半 を 欠失す る た め 詳細不 明 。 ラ 削 り 。C 14. 1 

丸山 6 号
D 8. 0 ?  

A 7. 4 D. 3. 0 口 縁部 は 内 管 し 、 先端は尖 り 気味。 外面 は 器商荒れの た め調盤不 明 。 明 褐色。 焼 成 良 。
底部は尖 り 気味。 口縁部 か ら 胴部 上 半 に か け て の 内面 小石粒 を 含 む 。

474 
B 5. 3 D， 7. 4 は繍ナ デ。 内 面底部 は指整形。" 
C 1O. 1 

丸山 6 号 D 10. 4  

A 1O. 1 D. 2. 7 口 縁部(;I:;H頃 し な が ら 直延。 口縁部外面はハ ケ 目 の う え を横ナ デ。 黄褐色。 焼成良。
胴昔日 は やや肩 がは り 扇平。 胴部外面 はハ ケ 目 。 口 緑地、 ら 胴部 上 小石粒 を 含 む。

475 
B 8. 2 D， 6. 7 底 は わ ずか に 尖 り 気味の丸底。 半 に か け て の 内面 は横ナ デ。" 

底部内i偏 に は指圧痕。C l l . 3 

丸山 6 号 D 9. 4 

A 21.  8 D.6 .0 ?  口 縁部先端 は わ ずか に 外反 し 、 丸 〈 1事部内 外面 は横ナ デ。 脚部外商 は 荒 淡褐色。 焼成良。
高 ま と ま る 。 れ て い る が横ナ デであ ろ う 。 小石粒 を 含 む。

B 4. 0 ?  接合商 は な い が同一器形 と 恩 わ れ る 。 内 面 は *f面荒れの た め繁形不 明 。 器商荒れ がひ どい 。
476 

C 15. 1 D， 9. 5 脚部 は 大 き く 聞 く 。
i手 D 15. 5  丸山 6 号

A 21 . 3 D. 6. 4 丸み を お びた係部 に 大 き く 聞 く 脚 が i手部 は 内 外l耐 と も 繍ナ デ。 脚部 外面 淡褐色。 焼成不 良 。
つ く 。 上半はヘ ラ 削 り の あ と 機ナ デ。 下半 小石粒 を 含 む 。

477 
B 4. 1 D， 9. 4 は部分的 に ハ ケ 目 があ り 、 横ナ デが" 

主 体。 内面はヘ ラ 削 り 。C 16. 1 

丸山 6 号
D 15. 8  

A 18. 0  D. 5. 6 係部 は 丸 み を お び、 脚下部 は 大 き く i不部 外面上半 と 内 而 は横ナ デ。 褐色。 焼 成 良 。
聞 く 。 脚柱部 内 面 はへ ラ 削 り の あ と 横 ナ デ。 砂粒 を 含 む 。

171 -478 
B 4. 3 D， 7. 7  脚住部 内 面 はへ ラ 削 り 。 下端部 は 内" 

外商 と も 横ナ デ。 器壁は あ つ い 。C 12. 9 

丸山 6 号
D 13. 3  

A 18. 9 D. 5. 3 係 部 は 丸 み を お び、 脚は 大 き く |再1 < 。 j手部調盤は繍ナ デ中心。 褐色。 焼 成 良 。
さ ら に 下端部は横 に 聞 く 。 脚住部 外而 はハ ケ 目 の う え を横ナ デ。 小石粒 を 多 く 含む。

479 
B 3. 3 D， 7. 6 内面はヘ ラ 削 り 。" 
C 15. 0 ?  

丸山 6 号 D 12. 9  

qδ
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図版番号 種 類 法 量 (cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 。精 考

A 18. 8 D， 5. 6 派部 は 丸
下端

み を お び、 脚は大 き く 聞 く 。 係部内外面は横ナ デ。 脚柱部外面は 淡褐色。 焼 成 良 。
高 さ ら に 部は横に 関 心 ヘ ラ 削 り 。 あ と 横 ナ デ。 砂粧 ・ 黒雲母 を 含 む 。

480 
B 4. 1 D， 7. 0 内面はヘ ラ 削 り 。 下端部 は 内外商 と 脚 の 内 面 に 丹彩の痕

C 12. 9 も 横 ナ デ。 跡 あ り 。

丸山 6 号
1不 D 12. 6 

A 16. 5 D， 4. 8 丸み を お びた杯部 に 大 き く 聞 く 脚 が i手部外国 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 褐包。 焼 成 良 。
っ く 。 小型であ る 。 内面は横ナ デ。 脚部外面 はへ ラ 削 り 小石粒 を 含 む 。

481 
B 3. 1 D， 7，5 の う え を ナ デ。 内 面 はヘ ラ 削 り 。" 
C 11 .  8 

丸山 6 号 D 12. 3 

A 15. 0 D， 5. 5 口 縁部 は 内写 し た の ち タ村頃す る 。 口縁部 内 外はハ ケ 目 の う え を横ナ デ。 黄褐色。 焼成良。
腕部の肩部以下 を 欠失。 胴部外面 は ハ ケ 目 。 内 面 はへ ラ 削 り 。 砂粒 を 含 む 。

壷
B lO. 8 胴部 内商 に は輪積みの あ と が明 瞭。

17 2-482 
C 23. 2 

丸山 6 号 D 12. 7 

A 19. 6 D， 5. 0 口 縁部先端 は う す く な り 、 わ ずか に 口縁部 内 外面 は横ナ デ。 黄褐色。
外反す る 。 胴部外商 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 内 焼成やや 不 良 。

483 き星
B 14. 2 D，21.  6 胴部はやや縦長 の球形。 商 はヘ ラ 削 り 。 小石粒 を 含 む。
C 22. 8 

丸山 6 号 D 26. 6 

A 19. 5 丸み を お びた杯部で、 脚部欠失。 内外面 と も ハ ケ 目 の う え を横ナ デ。 黄褐色。 焼成良。
高 小石粒 を含む。

B 4. 5 
484 

D 5. 0 

丸山 6 号
i不

A 18. 6 i不部の 中 位の接合商 で わ ずか に厨 曲 i不部 内 外面 と も ハ ケ 自 の う え を横ナ 淡褐色。 焼成良 。
し 、 タト傾す る 。 脚部欠失。 ア。 砂粒 を 多 く 含む。

D 5. 0 器面 あ れ がひ どい 。485 " 
内 面 に 丹彩の痕跡。

丸山 6 号

A 21 .  8 D， 6. 1 i不部 は丸み を お び、 脚部は大 き く 開 脚部 内 面 はへ ラ 削 り の あ と ナ デ。 褐色。 焼成良 。
他 は整形不明 。 小石粒 を 含 む。

486 " B 3. 9 D， 9. 8 器面 あ れ がひ どい 。
C 15. 3 

丸山 6 号 D 15. 7  

A 18. 1 D， 5. 5 派部 は丸み を お び、 先端 は 外反す る 。 派部 内 外面 は ハ ケ 目 の う え を横ナ デ。 褐色。 焼 成 良 。
脚部 は大 き く 開 き 器壁は う す い 。 又 は単 な る 横ナ デ。 小石粒 を 含 む 。

487 
B 3. 5 D， 7. 9 脚部外面の上半はヘ ラ 削 り の う え を" 
C 13. 9 ナ デ。 下半はへ ラ 削 り の う え を ハ ケ

丸山 6 号 D 13. 6 目 、 あ と ナ デ。

A 20. 1 深みの あ る 係部 で、 接合部 で屈 曲 す 1不部調盤は機 ナ デ が主体。 黄褐色。 焼成良。
る 。 脚部外商 はへ ラ 削 り の う え を ナ デ。 小石粒 を 含 む 。

B 3. 2 脚部 は大 き く 開 く と 考 え ら れ る かマ 内 面 はへ ラ 削 り 。488 " 
D 12. 1 部 を 欠失 。

丸山 6 号 D， 7. 0 

A 18. 2 界都 中位の接合部 で わ ずか に屈 曲 し 、 外商 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 褐色。 焼成やや 不 良 。
外方 は 後 を な す。 脚部欠失。 内面 は横ナ デ。 小石粒 を含む。

B 3. 5 外函 に 丹彩の痕跡。489 " 
D 7. 6 

丸山 6 号 D， 6. 0 

MA
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f繍 考図版番号 | 種 類 | 法 量 (佃 )

高 A 17. 1 

173-490 1 
B 3. 3 
D 9. 0 

丸山 6 号
t不 D. 5. 3 

B 4. 1 

491 1 .. I � 13. 6 
D 9. 0 

B 3. 8 

492 1 I � 1�. � 
D 9. 1 

B 4. 1 

493 1 φ I � 13. 0 
D 9. 0 

山 6 号十斗竺 3

B 3. 4 

6

4

号

S4

l

l l e l l I D C Iは
9

6 
. 0  

丸山

B 4. 0 

495 1 I � �5. � 
D lO. 3 

B 3. 6 

丸山 6

4

号

96

l

i
l 
・ 《

I
:
】

1 3
7

2
7 

B 3. 9 

497 
C 13. 6 。
D 8. 2 

丸山 6 号

B 3. 6 

止[丸山

B 4. 0 

刊 。 | D lO. 5  

丸山 6 号

形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色

小型で 丸み を も っ 棚、 脚部欠点オ瓦志向示存主瓦町 Ij: ハ ケ | 淡褐色。
自 の う え を 償 ナ デ。 脚部外面 は ハ ケ | 焼成 良。
自 の う え を ヘ ラ み が き 。 内 面 は ヘ ラ | 小石粒 を 含 む。
削 り 。

杯部欠失。 脚柱部 は 径 が大 き く 、 下 | 脚柱部 外商 は ヘ ラ 削 り の う え を 横 ナ | 淡褐色。
端部は械 に ひ ら く 。 1 デ。 内 面 は ヘ ラ 削 り 。 1 小石粒 を 含 む 。

焼成不良。

向 上 同一上 一一一 一一一 寸*l!@.o
小石粒 を 含 む 。
焼成良 。

両I一一一一一一一 一T日1 一一一一一一寸畑正一一一
小石 粒 を 含 む 。
内 外面 に 丹彩の痕跡。
焼 成 や や 不 良 。

同 上 向 上一一一 | 抗。
小石粒 を 含 む。
焼成良。

係部欠失。 脚部は 大 き く 聞 く 。 I 昨日iJE瓦和子。 内示ト ラ白�l�潤色。
小石 粒 を 含 む 。
脚部内面 に 丹彩の痕
跡。
焼成良。

五三一 一一 一一 一 1白血外面←li忌 "IJ り ら子え を 横 ナ 司自色。
内面 は ヘ ラ 削 り 。 1 小石 粒 を 含 む 。

内 外面 に 丹彩の痕跡。手成 や や 不 良 。

一 一 一 一 .ト一 一一 一一一 一一 一 一 一 一
係部欠 失 脚部 は 大 き く 聞 く 。

む
彩
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や
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面内ヂ'ナ
。
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デ

は
ナ

面
を

外
え

杯及 び、 脚雨記長i 一一 一 ri扇情i五千 自 J初出 ぶ�T賞品色J
削 り の う え を ナ デ。 内 面 は ヘ ラ 削 り 。 | 小石粒 を 含 む 。

焼成良。

土手部欠失。 脚部は 大 き く 開 く 。 外面 上 半 は ヘ ラ 削 り の う え 横 ナ デ。 貧褐色。
下 半 は ハ ケ 目 の 上 を ナ デ。 内 面 ヘ ラ | 小石 粒 を 含 む。
削 り 。 1 j完成 や や 不 良 。
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図版番号 種 類 法 量 (cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 1 5 . 4  D. 5 . 0  口 縁部 は 内替 、 頭部で く びれ る 。 』同 口縁内 は ヨ コ ナ デ、 外はハ ケ 自 の あ 外面 、 口 縁部内部丹
部 は卵形 を 呈 し 、 最夫径 は 中 位 よ り と ヨ コ ナ デ、 I阿部 は ハ ケ 目 、 内 面 は 塗 り 、 赤 か っ 色 、 小

174 
壷

8 12 . 2 D.27. 4 やや上、 底 は 丸J底。 ヘ ラ 御l り 。 石粒 を 含 む 、 焼成 は

175
-500 

C 26 . 8  良好。

丸山 7 号 D 32 . 4  

A 15 . 9  D .  4 . 5  口 緑部 は下半部 に稜 を 有 し 、 さ ら に 口 縁 は 内 面 は ヨ コ ナ デ、 外面 は ハ ケ 黄褐色。.
内奪気味 に 立 ち 上 る 。 胴部最大径は 目 の あ と ヨ コ ナ デ。 胴部 は底部 に か 焼成良好。

501 費 8 12 . 0  D226 . 0  中 位 い に あ り 、 1� lf球形。 頚部はユ け で は ハ ケ 目 、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 。

C 26 . 5  ピ に よ る ナ デ に よ り 強 < < びれ る 。

丸山 7 号
D 30 . 5  

A 19 . 0  D .  6 . 6  口 縁部 は 外反 し 、 端部1;1:角 ば る 。 胴 外商 の調整不明 、 胴部 に一部ハ ケ 目 淡褐色 、 多量の小石
部 は 卵形 を 畢 し 、 最大径は肩部、 底 痕。 口 縁内部 は ヨ コ ナ デ、 胴 内 面 は 粒 を 含 む 、 焼成良好。

502 壷
8 14 . 2  D. 29. 4 部 は 尖 り 気味の 丸底。 タ テ 方 向 の ヘ ラ 削 り 。

C 28 . 0  

丸山 7 号 D 36 . 0  

A 14. 9 D .  5. 1 口 縁部 は 外反 し 、 端部 は尖 る 。 胸部 口 縁部 内面 は ヨ コ 、 外面 は タ テ の ハ 外面 は 胴 中部以上、
は球形で、 底部 は 丸底。 ケ 目 。 胴部 は 全 面 ハ ケ 目 、 内 面 は 斜 口縁部内面丹塗 り 。

8 11 . 4 D.23. 7 め のヘ ラ 削 り 。 褐色 、 小 石 粒 を 含 む。
503 4歩

C 23. 2 焼成 良好。

丸山 7 号 D 28. 8 

A 16 . 2  D. 4 . 0  口縁部 は 内管 気味 に 外反 し 、 端部で 口 縁部 内外 ヨ コ ナ デ、 胸部 は 外 面 、 貧褐色 、 小 石粒 を 含
や や は ね る 。 頭部の 〈 ぴれ大、 1阿部 ハ ケ 目 、 内 面 は ヘ ラ 削 り 。 む 。

504 雪量
8 12 . 0  D.26 . 0  は球形で丸底。 焼成良好。

C 26 . 4  

丸山 7 号 D 30 . 0  

A 12. 1 口 縁部 は短 〈 外反 、 胴部最大径 は 中 口 縁部 は 内 外 と も ハ ケ 目 の あ と 、 指 黄褐色 、 小石粒 を 含
位 で 、 球形 を 呈 し 丸底。 に よ る ヨ コ ナ デ、 胴部 外面 は ハ ケ 目 む 。

8 9. 3 内 面 はヘ ラ 削 り 。 焼成良好。
505 " 

C 20. 1 

丸山 7 号 D 23. 4 

A 22 . 8  D .  7 . 5  
口 縁部 は 下位で尖帯状の稜 がめ ぐ り 口縁部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ、 頚部 黄褐色 。
さ ら に 直線的 に立 ち あ が り 、 端部で 以下外面 は 全面 ハ ケ 目 。 内 面 下 半 で 焼成良好。

176 8 16 . 2  D 235 . 7 小 さ く 外反 す る 。 頭部は強 < < ぴれ タ テ 方向 の ケ ズ リ 上 げ。 上半 で ヨ コ 焼成後の底部穿孔。

177
-506 

C 35 . 1 る 。 肩 がやや張 り 、 胴部最 大径 は上 方向 の ヘ ラ 削 り 。

D 43 . 2  半 に あ る 。
丸山 7 号

A ll . 7 D. 3; 0 口 縁部 は 外反 し 、 端部で角 ぱ る 。 口 縁 内 外 と も ヨ コ ナ デ、 肩 部 外面 ヨ 賞褐色 、 大小石 粒 を
肩 部 が最 大 径 、 底部欠 く 。 コ ナ デ、 内 面 はヘ ラ 削 り 、 胴部以下 含 む 。

底
型丸
壷

8 9. 4 の 外面 は ハ ケ 目 。 焼成良好。
507 

C 13. 6 

丸山 7 号 D 8. 8 

A 15. 1 D. 5. 0 広 口 口縁で ゆ る く 外反 、 口縁下部で 口縁内 外 と も ヨ コ ナ デ、 胴部 は 外面 赤褐色。
有段。 頚 は短 〈 立上 る 。 胴部は球形 ヨ コ ナ デ、 内面 は ヘ ラ 削 り 。 焼成良好。

508 登
8 8. 5 D.13. 3 で、 最大径は肩部、 丸底。
C 16. 2  

丸山 7 号 D 18. 3 

A 8. 4 D. 3. 7 広 口 口 縁でやや内薄気味、 口 唇 は や 口 緑 内 外 と も ヨ コ ナ デ、 胴部 外面 は 薄 い 赤褐色、 胎土 中
や は ね る 。 胴部は球形で、 厚 い 丸底。 ヘ ラ 削 り の 後 、 指 で ナ デ、 内部 は指 石 粒 を 含 む 。

室
8 6. 1 D. 5. 8 ナ デ痕明瞭。 焼成良好。

509 
C 9. 0 

丸山 7 号 D 9. 5 
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図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 8. 6 O. 2. 7 口 縁部 は わ ず か に 内奪 す る 。 口 縁部外面 は ハ ケ 自 の う え を ナ デ、 淡褐色。
口 径 と 胴径 は ほ ぼ同 じ 。 内 面 はハ ケ 目 。 焼成良 。

B 7. 2 0， 4. 9 胴部外面 は ハ ケ 目 。 石 粒 を 多 〈 含 む 。
510 

C 8. 3 内面底部 はヘ ラ 削 り 。 内 外面 と も 丹彩。

丸山 7 号 o 7. 6 

A 8. 9 O. 3. 2  広 口 口 緑で外反 、 最大径 は 口 縁 と 胴 口縁内 外 と も ヨ コ ナ デ。 褐色、 焼成 ム ラ があ
部。 胴部は繍長の球形。 胴部 はヘ ラ 削 り の の ち 指で調書室。 る 。

511  
B 6. 7 O. 5. 7 底部 は 丸底 。 内 面 は指 に よ る ナ デ。 胎土 中 、 小石粒含 む 。。
C 8. 8 焼成良好。

丸山 7 号 o 8. 9 

A 9. 5 0， 2. 7 広 口 口 縁で外反 、 I岡部最 大 径 は 中 位 胴部の 外面 は ヘ ラ 状の尖端で調盤、 賞褐色。
底部 は 丸底。 内面の上部 はへ ラ の ヨ コ 削 り 、 下部 焼成 やや良。

B 6. 9 0， 7. 0 は下『上の へ ラ 削 り 。
512 。

C 1O. 0 

丸山 7 号 o 9. 7 

A 7. 3 0， 2. 5 口 縁 は やや内湾 、 端部は 丸味。 口縁部 はハ ケ 自 の ち ヨ コ ナ デ、 頚 に 赤褐色。
胴部 は球形で丸底。 指 に よ る ヨ コ ナ デ、 胴部 は 上半 ハ ケ 胎土 は 良 。

B 5. 9 O. 8. 6 目 、 下部ヘ ラ 削 り 、 内 面 は ヘ ラ 削 り 。 焼成 は 良 好。
513 。

C 1O. 8 

丸山 7 号 0 11 . 1 

A 8. 2 0. 2. 6 口 縁 は やや内替 、 端部 は 丸味。 口 縁部 は 外面 ハ ケ 目 の あ と ヨ コ ナ デ 赤締色 、 少量の小 石
胴部は球形、 底部欠。 内面 ヨ コ ナ デ、 胴部上半 は ハ ケ 目 、 粒 を 含 む 。

B 6. 1 0， 7. 6 下半 はヘ ラ 削 り 、 内 面 は指 ナ デ。 焼成良好。
514 4砂

C 1O. 7 

丸山 7 号 0 10. 2 

A 17. 2 口 縁 は 外反 。 口縁部外面 は ハ ケ 自 の の ち ヨ コ ナ デ 現存部外面丹塗 り 、
肩部 よ り 上半 の み。 内面 は ヨ コ ナ デ、 肩部外面 ヨ コ ナ デ。 淡褐色 、 小 石 粒 を 含

壷
B 11 . 5 む。

515 焼成 は や や良好。o 8. 4 

丸山 7 号

A 12. 1 O. 5. 3  口 縁部 は 外反 し 、 端部は 丸味。 口縁上半 は ヨ コ ナ デ、 下半 は タ テ の 黄褐色 、 小石粒 を 含
最 大往は肩部で、 胴部 は球形。 ハ ケ 目 、 内 面 は ヨ コ ナ デ。 もー 。

B 8. 2 0，1 1 . 6 底部 を 欠 く ( 穿孔 か ど う か 不明 ) 胴部 は ヨ コ の ハ ケ 目 、 内 面 は ヘ ラ 削 焼成 良好。
178-516 。

C 15. 0 り 。

丸山 7 号 0 16. 9 

A 1O. 6 O. 4. 1 小型の査で、 口縁は直立 に ち か く た 口縁内外面 は繍ナ デ。 胴部 内 外面 は 黄褐色。 焼成 良 。
ち あ が り 、 先端 は わ ず か に 外反 す る ヘ ラ 削 り 。 小右粒 を 含 む。

B 9. 7 0. 12. 7 胴部 は 肩 が張 る 球形。 外面 に 丹彩の痕跡 あ
517 。

C 15. 4 り 。

丸山 7 号 0 16. 8 

A 19. 2 壷の 口 縁部 の み の破片。 内外面 と も ハ ケ 自 の う え を ナ デ。 淡褐色 、 焼成 良 。
先端 は わ ず か に 外反 す る 。 砂粒 を 含 む。

o 9. 0 
518 � 

丸山 7 号

A 19. 7 釜の 口 縁部 の み の破片 。 内 外面 と も ハ ケ 自 の う え を ナ デ。 H昔褐色 、 焼成 良 。
頭部 か ら わ ず か に 内奪気味に た ち あ 小石粒 を 含 む。

o 9. 6 が り 、 先端 は 外反 す る 。
519 。

丸山 7 号

可dqδ

 

ワ白



図版番号 種 類 法 量 (叩 ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 14. 6 D， 5. 4 
口 縁部 は 内噂 し た の ち 反転 し て 先端 口縁部内外面 は横 ナ デ。 胴部外面 は 淡褐色。 焼成 良 。
は 外反 す る 。 胴部 は や や肩 か雪量 り 球 全面 に ハ ケ 目 。 内面 はヘ ラ 削 り 。 小石粒 を 含 む 。

壷
B 10. 2 D.22. 4 形。 胴部最 大 径 は 中位 よ り 上 に あ る 。 焼成後 の底部穿孔。

520 
C 25. 0 底部穿孔。

丸 山 7 号 D 27. 8 

A 15. 4 D， 3. 4 口縁部 は 径 カf小 さ く 、 中位でつ よ く ロ縁部 内 外面 は ハ ケ 目 の あ と を ナ デ 褐色。 焼成良 。
屈 曲 す る 。 胴部下半 を 欠失。 胴部外面 は 全面 に 荒 い ハ ケ 目 。 内 面 小 石粒 を 含 む 。

B 12. 1 は ヘ ラ 削 り 。 内 外国 に 丹彩の痕跡
521 。

C 22. 7 

丸山 7 号 D 14. 0 

B 8. 8 口 縁部上半 と 底部 を 欠失。 胴部 外面 は ハ ケ 目 。 内 面 はヘ ラ 削 り 。 赤褐色。 焼成 良。
胸部 は球形 を 呈す る 。 大小 の 石粒 を 含 む。

522 4シ C 24. 5 

D 18. 8  

丸山 7 号

A 16. 9 D， 5. 5 係部 は 中 位 の接合面で屈 曲 す る 。 脚 脚住部内面 がヘ ラ 削 り の 他 は す べて 外面 に丹彩の 痕跡 あ
高 柱部 は比車交直司細 〈 、 下端部は 大 き く ナ デ。 り 。

179 B 4. 0 D. 6. 5 開 く 。-523 
180 C l1 . 5 

丸 山 7 号
t不 D 13. 0  

A 19. 0 D， 5. 2 派部 は 中{立で も 屈 曲 せず 、 丸み を も 係部内 外面 は横ナ デ。 脚部内外面 は 淡赤褐色。
つ 。 脚部は脚柱部 を 有 せず、 除 # に ヘ ラ 削 り 。

524 
B 3. 1 D. 8. 8 聞 い て 、 下端部 は わ ず か に 上方 に 反。
C 13. 3  る 。

丸山 7 号 D 14. 0 

A 18. 7 D， 5. 8 係部 は 中位で わ ず か に屈曲 し 、 経 〈 係部 内 外面 は横ナ デ。 脚柱部 外面 は 赤褐色。 焼成 良 。
有段 を な す 。 脚柱部 を 有 L 、 下端部 ヘ ラ 削 り の あ と ナ デ。 内 面 は ヘ ラ 削 わ ず か に小石粒 を 合

525 
B 3. 8 D. 8. 1  は内奪気味に 大 き く 開 く 。 り 。 下端部 外面 は ヘ ラ 磨 き 。 内 面 は む 。4シ
C 13. 1 横ナ デ。

丸山 7 号 D 13. 9 

A 6. 4 D， 2. 2 小型で、 口縁は波状 を な し 、 先端は 胴部 外面 中位以下ヘ ラ 削 り 。 胴都内

室号
わ ず か に 外反 す る 、 胴 部 は や や肩 が 面指ナ デ。

526 
B 4. 4 D. 4. 1 張 り 、 尖 り 気味 の 丸底。
C 6. 4 

丸山 7 号 D 6. 3 

A 12. 6 浅 め の 器形 で 、 口縁端 は 外反 す る 。 外国 は部分的 に ハ ケ 目 。 × 印 の ヘ ラ 記号 あ り 。
全 体 に 整 っ た 器形であ る 。

527 飽
D 4. 4 

丸山 7 号

A 1 9. 6  D， 4 . 9 t手底部 は 償 に の ぴ、 接合面 で屈 曲 し 派部外面 は償ナ デ。 内 面 は ハ ケ 目 の 褐色。 焼成 良 。
高 て 、 先端 は外反す る 。 脚柱部 は � < う え を 横 ナ デ。 脚部 外面上位 は ヘ ラ 石 粒 を 含 む。

B 4. 1 D. 7. 2 係部 と の接合函 か ら 大 き く 聞 く 。 削 り の う え を ナ デ 。 中 位 は ハ ケ 自 の liぼ全面 に ス ス 付着
528 

C 12. 8 う え を ナ デ。 下位 は ナ デ。 脚部内面

丸山 7 号
t手 D 12. 1 上半 はヘ ラ 削 り 。

A 19. 9 D， 6. 7 丸 み の あ る 係部 で 、 口 縁部先端 は尖 派部の 外面 、 接合部以 下 は ハ ケ 目 の 褐色。 焼成 良。
り 気味。 脚部下端 は 大 き く 横 に 聞 く 。 う え を ナ デ。 そ れ以上 に 内 面 は横 ナ 石 粒 を 含 む 。

529 
B 4. 0 D. 6. 7  デ。 脚部 外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ ヂ" 
C 14. 1 内 面 は ヘ ラ 削 り の う え を ナ デ。

丸山 7 号 D 13. 4 
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図版番号 種 類 法 量 { cm} 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 持 色 {椅 考

A 20. 7 D . 5. 7  丸 み の あ る 郎部。 脚部 は大 き く 開 〈 。 外面 は ナ デ。 脚部内面上半 は ヘ ラ 削 赤褐色。
高 り 。 下半 は ナ デ。 焼成 や や 不 良 。

回0
B 4. 0 D ， 7. 1 

C 14. 4 
器面荒れ がひ ど い 。

丸山 7 号
t不 D 12. 8  

A 20 . 1  O . 5. 7  丸 み の あ る やや浅い係部で、 脚 は 大 係部内面 と 外面 上半 は横 ナ デ。 外面 褐色 (一部赤褐色 )
き く 開 く 。 下半 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 脚部外 焼成 良 。

531 
B 4 . 0 0 ， 7. 3 面 はヘ ラ 削 り の う え を ナ デ 、 内面上 わ ず か に砂粒 を 含 む 。。

半 は ヘ ラ 削 り の う え を ナ デ、 下 半 はC 15 . 0 

D 13. 0 ナ デ。
丸山 7 号

A 17. 3 口 縁部 は タ仲買 し な が ら 直延 す る 。 口縁部内外面 はハ ケ 自 の う え を ナ デ。 褐色。
胸部欠 失 。 焼成 良 。

181-532 壷
B 14. 5 砂粒 を 多 く 含 む 。
D ，  4 . 6  

丸山 7 号

A 18. 6 D. 4. 6 浅め の杯部 は 中f立 の接合部で わ ず か 郎部外面 は部分的 に ハ ケ 目 を 施 し 、 褐色 、 焼成 良 。
高 に 屈 曲 し 、 先端は わ ずか に 外反 す る 。 そ の う え を 横 ナ デ。 内面底部 は ハ ケ 小 石粧 を 含 む 。

B 3. 6 D， 8. 0 脚柱部 は比般的細 〈 、 下端部 は 大 き 自 の う え を ナ デ。 上 半 は 横 ナ デ。 脚
533 

C 13. 7 〈 聞 く 。 柱部外面 は ヘ ラ 削 り の う え を ナ デ。
t手 D 12. 6  内 面 はヘ ラ 削 り 。

丸山 7 号

A 18. 6 D. 6. 0 丸 み を お び た杯部 の 先端 は 尖 り 気味 杯部内面 は横ナ デ。 外面上半 は 織 ず 淡赤褐色。
に ま と ま る 。 脚部 は杯部 と の接合面 デ。 接合部付近 は ハ ケ 自 の う え を ナ 焼成 や や 不 良 。

B 3. 5 D， 9. 4 か ら 除 々 に 聞 く 。 デ。 脚古11外面 は ナ デ。 内 面 上半 は へ
534 。

ラ 削 り 。 下半 は ナ デ。C 13. 7 

丸山 7 号 D 15. 4 

A 18. 5 D. 6. 4 丸 み を お びた郎部 は 、 中位の按合面 係部外面 は横ナ ヂ。 内 面 も 横ナ デ が 貨縄色 、 焼成 良 。
で わ ず か に屈 曲 す る 。 脚柱部 を 有せ 主体で あ る が、 上縁近 く は ハ ケ 自 の 小 石粒 を 含 む。

535 
B 4. 1 D，1O. 1 ず、 係部 と の接合面 が除 々 に l剥 く 。 う ら を ナ デ、 脚部外面上半 は ナ デ。 係部内 面 と 脚部 内 外。
C 15. 9 下半 は ハ ケ 自 の う え を ナ デ。 内 削 は 面 に 丹彩の痕跡。

D 16. 5  ヘ ラ 削 り 。
丸山 7 号

A 14. 7 口縁音11 の み の破片 で 、 内奪 し た の ち 内外面 と も 繍ナ デ。 賞褐色 、 焼IJX や や 不
反転 し て 先端 は 外反 す る 。 良 。

壷
B 1O. 9 小 石粒 を 含 む 。

536 
D 5. 0 内 外面 に丹彩の痕跡。

丸山 7 号

A 23. 2 D. 6. 5 ロ 縁部 と 脚下端部 は 外反す る 。 係部内 外面 と 脚部 外面 は横 ナ デ。 l即 赤褐色。
高 郎部径 は 大 で あ る 。 邸内面上半 は ヘ ラ 削 り 。 下半 は 横 ナ

537 
B 4. 4 D. 8. 0 デ。
C 15. 0  

丸山 7 号
t不 D 14. 5 

A 20. 0 D. 6. 0 t不部 は 大 き く 聞 き 、 やや浅t 、 。 脚柱 保留i外面 上 半 は ハ ケ 自 の う え を 償 ナ 淡褐色 、 焼成良 。
部 は な く 、 大 き く 聞 く 脚部 。 デ。 下半 は指調懸の あ と ナ デ。 内 面 小 石粒 を 含 む。

B 3. 8 D. 7. 0 は械 ナ デ。 底部 に指圧痕 ;f， り 。 脚':�B 脚部 内 面 に 丹彩の痕
538 。

C 15. 0 外凶 は横ナ デ。 内 面i 上 半 は へ ラ 削 り 。 跡。

丸山 7 号 D 13. 0 

A 20. 5 D. 6. 8  保昔日 は 織 に の びた の ち 、 屈曲 し て 外 係部 は備 ナ デ が主 体 で あ る が、 外I面 黒縄色、 焼成 良 。
傾 し 、 口 縁端 は わ ず か に 外反 す る 。 下半 は繍方向 の ハ ケ 目 の あ と 横ナ デ。 石粒 を 含 む。

539 
B 4. 6 D， 8. 6 脚柱部 を 有 せ ず 、 直線的 に 聞 く 脚部。 !即 i裕 外削 上 半 は ヘ ラ 削 り 。 下半 は ハ。
C 13. 8 ケ 目 の う え を 繍 ナ デ。 内 If!Ì は ヘ ラ ，'IIJ

D 15. 4 り の あ と ナ テ'。
丸山 7 号
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図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 . 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 {緒 考

A 22. 1 D. 6 .6 派部 は繍 に の びた の ち 強 〈 屈曲 し て t事部 と 脚部 の 外国 は ハ ケ 自 の う え を 淡黄褐色 。
高 外傾 し 、 口線端 は 外反 す る 。 脚部 は 横ナ デ。 係部内 面 は繍ナ デ。 脚部内 焼成 や や 不 良 。

182-540 
B 3. 9 D， 7 .7 中f立で屈曲 し 、 先端 は尖 る 。 面 はヘ ラ 削 り 。 胎土 良。
C 12. 8 

丸山 7 号
t手 D 14. 3 

A 18. 2 t手部の み の 破片 で 、 丸 み を も っ 。 内 外面 と も 横 ナ デ。 器壁は う す い 。 赤褐色 。 焼成 良 。
口 縁端部 は 外反 す る 。 小 石 粒 を 含 む。

541 .. D 6. 0 
-

丸山 7 号

A 18. 7 向 上 外面 上 半 は 部 分的 に ハ ケ 目 を 施 し 。 褐色。 焼成良。
そ の あ と で繍ナ デ。 内 面 は繍 ナ デ。 小 石粒 を 含 む。

D 6. 6 腹 部 に ヘ ラ 削 り あ り 。542 4砂
丸山 7 号

A 18. 0 t事部 の み の破片。 中位の接合部で わ 内 外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ が主体 褐色。 焼成 良 。
ず か に 屈 曲 す る 。 で あ る が、 内面底部 に は ヘ ラ 削 り が 砂粒 を 含 む。

543 
B 2. 7 ?  み ら れ る 。 内 外面 に丹彩の痕跡。

あ り 。D 5. 6 

丸山 7 号

A 18. 5 派部 上 半 の破片 。 中位以下 は 丸 み を 外面 は 横 ナ デ。 内 面 はヘ ラ 削 り の あ 赤褐色。 焼成 良。
有 し 、 口 線端 は 外反 す る 。 と 横ナ デ。 器壁は き わ め て う す い 。 小 石粒 を 含 む。

544 
D 4. 0 ?  。

丸山 7 号

A 18. 5 中{立 の接合部以 下 は 、 丸み を も ち 、 外国上半 は ハ ケ 自 の う え を 憐 ナ デ。 淡褐色 。 焼成 やや不
先端 は わ ず か に 外反 す る 。 ド 半 は 繍 ナ デ。 内 面 は部分的 に ハ ケ 良 。

D 5. 4 目 を 施 し 、 そ の う え を 横 ナ デ。 小 石 粒 を 含 む 。日5 " 

丸山 7 号

A 13. 3 小 型 の 高杯で、 脚下部 を 欠失。 係部 係部 内外面 は繍ナ デ。 脚柱部 外iiri は 淡赤褐色。 焼成 良 。
は浅 く 、 口 縁端 は 外反 す る 。 ヘ ラ 削 り の あ と 横 ナ デ。 内 面 は ヘ ラ 砂粒 を 多 く 含 む 。

B 3. 2 削 り 。546 " 
D 9. 0 

丸山 7 号 D. 4. 1 

A 20. 4 脚部欠失。 係部中位の按合部 で わ ず 外函 上半 は ハ ケ 目 の あ と 機 ナ デ。 下 褐色。 焼成 良 。
か に照 曲 し 、 1 1縁端 li 外反 し 尖 る 。 半 はハ ケ 目 。 部 分的 に ナ デ。 内 面 は 砂粒 を 含 む。

B 4. 4 ヘ ラ 削 り の あ と ナ デ。 内 外面 に丹彩あ り 。
547 。

D 7. 0 

丸山 7 号

A 18. 2 脚部欠失。 丸 み を も っ係部で先端は 内 外面 と も 繍 ナ デが主体 、 腹 部 内 面1 黄褐色。 焼成 不 良 。
丸 み を も っ 。 はヘ ラ 削 り の う え 横 ナ デ。 小 石 粒 を 含 む 。

548 4シ B 3. 5 内 外面 に丹彩の痕跡。
D 6. 4 

丸山 7 号

B 4. 3 係書u 、 脚下:)ß欠失。 脚柱部 は わ ず か 脚住部外面 はヘ ラ 削 り の あ と ナ デ。 褐色。 焼成良 。
に ふ く ら み 、 大 き く 取! 曲 し て 外へ問 内 面 はヘ ラ 削 り 。 砂粒 を 多 く 含 む。

549 。 D 7. 0 〈 。

丸山 7 号
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図版番号 種 類 法 長 ( cm ) 形 態 上 の 持 色 技 法 1: の 特 色 備 考

C 14. 4 t手部 欠 失 。 脚柱部 は わ ず か に 合 ら み 外面 は ヘ ラ 削 り の う ら を 償 ナ デ。 内 黄褐色。 焼"l(: 良 。
高 ド端1m は 大 き く 聞 く 。 面 は ヘ ラ 削 り 。 上下二段 に わ た る 。 砂粒、 黒雲母 を 含 む 。

D 8. 5 下端部 内 外面 は 織 ナ デ。550 

丸山 7 号
t手

B 3. 5 tf 1111 欠 失 。 脚柱1�lj は制11 < 、 ド端 部 は 脚住部 外面 は 、 ヘ ラ 削 り の う え を ナ II jr;褐色 。 焼成 良 。
大 き く /1日 〈 。 デ。 内 面i 上 半 は未調整の た め 23 墜 は 砂粒 を 多 く 合 む 。

C 12. 2 あ つ い 。 内 面 下 、l' は ヘ ラ 削 り 。 下端 ?:i rfú 荒 れ がひ ど \ 1 。183-551 � 
邸 内 外国 は ハ ケ 目 の う ら を ナ デ。D 8. 2 

丸山 7 号

B 3. 6 tfi百; 欠 失 。 脚柱部 は ド 方 が聞 き 、 大 脚往l部 外面 は ヘ ラ 削 り の う え を ナ デ。 淡 赤縄色。 焼 成 良 。
き く 刷 曲 し て 下端 部 に い た る 。 内 面 は ヘ ラ 削 り で あ る が上半 は未調 砂粒、 黒雲母 を 含 む 。

C 13. 0 盤。 下端部 内 外面 は 償 ナ デ。552 " 
D 8. 3 

丸山 7 号

C l 1 .  6 係部 欠 失 。 脚柱部 は 除 々 に 開 き 、 大 脚柱部 外面 は ヘ ラ 削 り の 1: に f部 分的 淡 赤褐色。 焼成 良 。
き く 屈 曲 し て 下端部 に い た る 。 に ハ ケ 1 1 を 施 し 、 そ の あ と で償 ナ デ。 砂粒、 黒雲母 を 合 む 。

D 8. 0 下端 lll� は 内 外面 と も 備 ナ デ。 脚住市;553 " 
内 l剖 は ヘ ラ 削 り 。

丸山 7 号

B 3. 5 派部上 半 と 脚下部 を 欠 失。 f手郎 内 外rfli は ハ ケ 1 1 の う え を ナ デ。 i誕 赤褐色 。 焼"見 不 良 。
脚i百; は l人1 Ýトl耐 と も ヘ ラ IYiJ り 。 小 行 事立 を 含 む 。

D 8. 5 �:trfli 綻 れ がひ ど L ‘ 。554 。

丸山 7 号

B 3. 7 係部 欠 失 。 脚部 は 大 き く 問 〈 。 脚 部 外耐 1: '1' は ヘ ラ 削 り の う え を ナ 網色 。 焼"l(: 良 。
デ。 下半 は へ う 削 り の う え を ハ ケ 目 。 行 事立 を 多 く 合 む 。

C 15. 5 あ と ナ デ。 内 [ìú は ヘ ラ 削 り 。 ド端 は555 今
備 ナ デ。D lO. 3 

丸山 7 号 i D. 9. 0 

欠 語字

丸山 7 号

B 4 . 2 
t宇都の接合而以 上 を 欠 失 。 付加 は ナ デ。 脚 郎 外 出 1: 半 は ヘ ラ 削 j英樹色。 焼成 良 好。
胸部 は 大 き く 開 く 。 り の あ と ハ ケ 目 。 そ の う え を ナ デ。 .f i 粒 、 J弘主主f告 を 合 む 。

C 13. 0 内 面 lブl' は へ ラ I�IJ り 。 下 半 は 繍 ナ デ。557 " D. 9. 5 

丸山 7 号

B 3. 4 係部 欠 失 。 脚部 は 大 き く 開 き 、 先端 脚部 外ifli は ヘ ラ I�II り の う え ーを ナ デ。 i指 樹色。 焼"x: !辺 。
は 外反 す る 。 下端 は 繍 ナ デ。 内 面i は ヘ ラ 削 り 。 下 t J止 に rî 粒 を 合 む 。

C 14. 4 端 は 備 ナ デ。 内 外rfli に 丹 彩の秘跡。558 " 
D 8. 6 

丸山 7 号

B 3. 7 係部 欠 失 。 脚部 は 大 き く 聞 く 。 脚部 外rflÏ J : 半 は ヘ ラ 削 り の あ と へ ラ 褐色。 焼"止 良 。
み が き 。 下 半 は ヘ ラ 削 り の あ と 横 ナ 石 事立 を 含 む 。

C 12. 8 デ。 内 r(li 1: 半 は ヘ ラ 削 り 。 下端 は ハ 内 外 に 丹彩の痕跡3559 。
D 9. 5 ケ 日 の あ と 、 ヘ ラ み が き 。

丸山 7 号
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図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 。満 考

B 3. 9 係部欠失。 脚部 は大 き く 開 く 。 脚部外面 上 半 は ヘ ラ 削 り の う え を ハ 淡赤褐色。 焼成良 。
高 ケ 目 。 下端 は横ナ デ。 内 面 は ヘ ラ 削 石 粒 を 含 む。

C 14. 0 り の う え を ナ デ。 下半 に は部 分的 に560 o 8. 6 ハ ケ 目 。

丸山 7 号
t不

A 10. 0 口縁下で一度 〈 びれ 、 先端 は 外反 す 外面 は ハ ケ 自 の う え を ナ デ。 内面 は !天褐色。
る 。 底部欠失。 ナ デ。 焼成 不良。

184-561 鐙 小 石粒 を 含 む 。

丸山 7 号

A 13. 4  O. 4. 0 口 縁 は 内奪 し た の ち 、 直 っ す ぐ立 ち 口縁内外函 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 褐色。 焼成良 。
あ が り 、 先端 は わ ずか に 外反 気味。 胴部外面 は 全 面 ハ ケ 目 。 内 面 はヘ ラ 小 石粒 を 含 む 。

査
B 1 1 . 9 0，23. 3 胴 部 は や や肩 がは り 、 球形。 削 り 。 ga墜は う す い 。 焼成後 の底部穿孔。562 
C 24. 4 線刻画 (家屋 ) あ り 。

丸山 7 号 0 27. 3 

A 14. 9 O. 4. 1 日 縁 は わ ず か に 内湾 し た の ち 外反 す 口 縁内外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 褐色。 焼成 良 。
る 。 胴部 は球形。 底部穿孔。 胴部 外面 は 全 面 に ハ ケ 目 。 内 面 は へ 小 石 粒 を 含 む 。

B 1 0 .  7 0，22. 7 ラ 削 り 。 焼成 後の底部穿孔。563 。
胴部中位 に ヘ ラ 文係C 22. 4 

0 26. 8 ( 記号 )
丸山 7 号

A 15. 0 O. 7. 9 口縁部 がわ ず か に 外反 す る 。 l:ll: に 、 口 縁 部 は 倹 ナ デ 、 脚台 は 全 面 ヘ ラ み 褐色。 焼成良好。4口4 短 い 脚色、 がつ い た も の 。 が き 。 接 合 部 分 は 接合後ヘ ラ 削 り の

185-564 {す
B 4. 2 0， 2. 6 あ と へ ラ み が き 、 内 面 は へ ラ 磨 き 。
C 9. 6 

丸山 1 8号

ー 鑓 0 10. 5 

A 14. 4 日 縁部 が わ ず か に 内湾 し 、 先端は と 口縁部 は 備 ナ デ。 以下ヘ ラ 削 り む 褐色。 焼成 良好。
が る 。 内 面 はヘ ラ 削 り の後 、 織 ナ デ。

鐙
o 6. 5 

565 

丸山1 1 号

A 15. 6 口 唇端 は 平 、 下部は 、I� に な る ら L い 向 上 赤褐色。 焼成 良好。
破片 。

566 。

丸山1 1 号

A 13. 7 口 唇 端 は 平 、 破片。 口縁部 は ナ デ。 以 下へ ラ 削 り 。 赤褐色 。 焼成 良好。

567 。

丸山1 1 号

A 19. 9 く 字形 を な す 口 縁部 は 、 やや肥厚 い 、 口 唇 部 は横 ナ デ。 日縁:)ß は 荒 い ク シ 淡黄褐色。
複 合 口 縁の痕跡 を の こ す 。 仁l 唇 部 は 呂 、 そ の の ち 機 ナ デ、 胴部 も ク シ 目 。 焼成良好。

登
B 14. 8 端整、 m'J :1H半 を 欠失。 頚 l部の接合;加 は 備 ナ デ、 r"J 面 は 、 口568 

縁部横ナ デ。 1宇部 はヘ ラ 削 り 。 表面
に 丹塗 り の痕跡 がみ ら れ る 。

丸山1 1 号

A 1 9 . 2  U 唇-m� を 欠 す る 。 後 合 1 1 *誌の端正 な 全 面 に ク シ 目 がみ ら れ る が、 類部 は 褐色 。
査、 球形の 胴I'fl5 を も っ 。 横 ナ デ よ り 消す 。 内面 は ク シ 自 の の 焼成良好。

569 査
B 3 . 9  ち 横 ナ デ。 ヘ ラ 削 り 。 口縁の接合面
C 16 . 1 に は 、 ヘ ラ に よ る 刻 目 がみ ら れ る 。

丸山 1 2号 0 19 . 1 
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図版番号 種 類 法 量 { cm } 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

高
A 22 . 2  0 ，  6 . 9  係部は脚部 に 対 し て 大 き く 深 い 。 569 と 類似。 淡掲色
B 4 . 2  O2 8 . 4 t不下 半 は 水平 で さ ら に 上半部 は 強 〈 焼成 や や 不 良

570 C 16 . 5  
屈 曲 し て 口縁 に い た る 。

丸山1 2号
fr- 0 15 _ 3  

A 15 . 9 i架 〈 底部 がやや尖 り 気味。 口縁部 と 内 面 は ヨ コ ナ デo 淡掲色

0 4 _ 5  f也 は ハ ケ 自 の あ と ヨ コ ナ デ。 焼成良好。

186-571 盆

丸山1 2号

A 8 . 7  0 ，  胴部径 に 対 し 口 縁径 が大。 口縁部内外面 は ヨ コ ナ デ。 f宇都外面 黄褐色 。

B 6 . 6  O2 は ハ ケ 自 の あ と ヨ コ ナ デ。 焼成良好。

186-572 壷 C 9 _ 6  
内 面 は ユ ピ に よ る ナ デ ツ ケ 。

丸山 1 3号
o 9 . 7  

A ? 0 ，  ? 口 縁部 に段 を 有 し 、 端 部 は 見失。 口縁部 か ら 頚昔日 に か け て は ハ ケ 自 の 黄 銅色
胴部球形。 あ と ヨ コ ナ デ以 下 は 全 面 ハ ケ 目 。 焼 成 や や不 良

573 
B 11 . 7  0230 . 0  内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 。。
C 30 . 3 

丸山 13号 o ? 

A 14 . 4  0 ，  5 . 4  口 縁部 は 内管 気味 に 立 ち あ が る 。 体部外面 は 全面 ハ ケ 目 の あ と ヨ コ ナ 赤褐色
肩部がやや張 り 、 尖 り 気味の 丸底 デ。 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 。 燐成良好。

187 B 8 . 9  0 2 1 2 . 3 
-574 。

188 C 18 . 0  

丸山 1 3号 0 17 . 7  

A 9 . 3  0 ，  4 . 8 口 縁部直立 し 、 端部で短 〈 外替す る 。 向 上 赤縄色。

B 6 . 5 0 2 10 . 5  
f本部 は 扇 平 な 球形。 肩 部 に ハ ケ 目 が残 る 。

575 " 
C 14 . 7  

丸山 1 3号 D 15 . 3  

A 12. 2 半球状 を な す 銀、 底部 は わ ずか に 乎 表面の一部 に ク シ メ が あ る が、 f也 は 褐色。
な 自Il 分 が あ る 。 ナ デ、 内 面 は横 ナ デ。 焼成 不 良 。

576 t量
o 4. 7 �体内 面 は荒 れ て い る 。

丸山 1 3号

A 13. 1 1 1縁 部 がわ ず か に 外反 す る 。 口縁部 は 横 ナ デ 、 以 下 ヘ ラ 削 り 。 内 明 褐色 。
面織ナ デ。 底 に は指痕。 わ ず か に 丹 焼成 良好。

577 。 o 5. 4 塗 り の あ と がみ と め ら れ る 。

丸山 13号

A 14. 8 口端 部 は平 に な る 。 口縁部 は ク シ メ の あ と 繍 ナ デ。 以 下 淡褐色 。
ヘ ラ 削 り 、 内面償 ナ デ、 わ ず か に 丹 焼成 良 好。

578 。 o 5. 7 塗 り の あ と がみ ら れ る 。

丸山 1 3号

不 明 口 唇端 は 尖 り 気味 に ま と ま る 。 口縁l裕 は 横 ナ デ、 f宇 部 外面 に は ヘ ラ 淡褐色。
I�IJ り 。 焼成良好。

579 4シ

丸山 1 3号
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図版番号 種 類 法 量 ( cm ) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 持 色 』前 考

A 19. 9 0， 6. 5 わ ず か に 外反 す る 何 日1， と I I J びろ の脚 t手部 は 内 外国 ク シ メ 、 脚立1， は 上半 は 赤褐色。
高 I)ß を も っ 。 脚部 先端 は小 さ く 突起す ヘ ラ 削 り 、 以 下 ク シ メ 。 焼成 良好。

B 3. 5 02  7. 0 る 。 脚部先端 は横ナ デ。 f不 と 脚部 の接合580 
C 14. 7 部 Ij:�前 ナ デ。

l 丸山 1 3号
f不 0 13. 5  

A 20. 0 0， 14. 7 t干上半部 は わ ず か に 外反 す る 巾 び ろ 脚部 は ク シ メ の あ と 横 ナ デ。 脚部 は 赤褐色 。
の脚t�ll で 、 脚裾自11 先端 は や や そ る 。 横 ナ デ、 指痕 あ り 、 I手内 耐 は償 ナ デ。 焼成 良 好。

B 4. 8 O2 7. 4 脚内面 はヘ ラ 削 り 。581 4シ
C 14. 9 

丸山 1 3号 0 22. 3 

A 14. 2 半球状 を な す盤。 口 唇 自1， は突起す る 。 lコ 縁古11 は 横 ナ デo n ドヘ ラ 削 り 、 器 褐色。
面 は 荒 れ て い る 。 件� f面 は 愉 ナ デ。 焼成 良好。

189-582 経
o 5. 0 

丸山 1 3号

A 19. 5  0， 5. 5 t干上半 は や や 外反 す る 。 I手下半 は平 f.(-i百; に は当弘 、 ク シ メ があ る 。 }手下半 赤褐色 。
で rl1 ぴ ろ の脚部 に つ づ く 、 係部 は水 は ヨ コ ナ デ。 脚下半 も ヨ コ ナ デ、 内 焼成 良 好。

B 4. 5 02 7. 8 平 で は な い 。 而l は係部 は弱 い ク シ メ 、 脚内 面 へ ラ583 。
削 り 。C 14. 5 

丸山 1 3号 0 13. 3  

A 19. 6 0 ， 7. 6 J手 t: 、|主 は 、 不 自 然 に 外反 す る 。 係上半 は ヨ コ ナ デ 、 下半 は ク シ メ の 赤褐色。
高 |同lj'fI} は 大 き く 開 く 。 あ と ヨ コ ナ デ、 脚部 は ク シ メ 、 I手内 焼成 は 良 好で あ る 。

B 3. 6 02 6. 6  面 は ヨ コ ナ デ、 脚部 は ヘ ラ 削 り 。 が風化 がは げ し く も584 
ろ い 。C 13. 3  

丸山 1 3号
I手 0 14 . 2 

A 19. 7 0， 6. 2 tぷ1:半 は ま っ す ぐ の び る 下半 は 平。 t不一l二 半 は ヨ コ ナ デ、 rl\ は ヨ コ ナ デ f炎赤褐色。
脚部 は 大 き く 聞 く 。 脚上半 はヘ ラ ミ ガキ 、 裾 は 7 シ メ 内 焼成 良好。

B 3. 9 O2  7. 6 面 >d: ク シ メ 、 脚 はヘ ラ 即l り 、 裾部 は585 。
ク シ メ oC 14. 7 

丸山 1 3号 0 13. 8 

A 0， 仁l縁日1， は短 〈 反湾 し 、 肩部 は強 < 'J長 1:1縁m� は タ テ 方向 の ハ ケ メ の あ と ヨ H音褐色 。
る 。 胴部最大径 は中位 よ り 上 に あ る 。 コ ナ デ、 頭部 に指 に よ る ナ デ ツ ケ に 焼成 良好。

190 B O2 よ る 盛 り 上 が り がみ ら れ 、 以 下 は ハ 胴部 に ス ス の付着。586 禁 ケ メ 、 底部 は 磨 め つ 。191 C 

丸山 1 3号 D 

A 8. 1 0， 1. 7 〈 字形 の小 さ な 口縁部 を も っ 。 1阿部 口 縁音11 は ヨ コ ナ デ。 以 下 ク シ メ 。 llì.褐色。 焼成良好。
カ汚民 る 。 口 縁部 は わ ず か に 肥厚 す る 。 内面 、 口 縁部 は ヨ コ ナ デ、 以 下ヘ ラ 口 車草創l に 1 部 ス ス の

B 6. 5 0， 12. 0 削 り 。 付着。 内部 に ス ス の587 ク
付着 あ り 。C 12. 7 

丸山 23号 0 13. 7 

A 19. 5 0， 3. 7 〈 字形 の 口 縁部 と 球形の11同 を も っ 、 口 縁部 ヨ コ ナ デ、 以下就 い ク シ メ 、 黄褐色。 胴上半 と 内
LJ 幌 市i は わ ず か に 突 出 、 全 体 に 厚 つ 内面i は 口 縁部 ヨ コ ナ デ、 内 面 ヘ ラ 削 l耐 の 下 、1" に ス ス の j.J

B 16. 1 0，27. 0 ::fっ lま っ た い 。 り 。 者 を み る 。588 4シ
C 29. 3 

丸山23号 0 30. 7 

丸山23号 A 10 . 1 小型のt不。 た ち 上 り はやや強 く 、 口 底部外商 は ヘ ラ ケ ズ リ 。 明灰色。
t不 唇端部 は く l:f む。 {由 は ヨ コ ナ デ に よ り ítJ: lf る 。

A ' 12 . 9 
589 o 6 . 0  

身
※ 
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A 13. 3 直立 す る 口 縁部 を も っ 館。 直立部 は 外面 ヨ コ ナ デ、 内 面 ヘ ラ ミ 淡侮色。
ガキ 、 外面下半 は ヘ ラ 削 り 。 内 面 は 精製 さ れ た 粘土 を 使

怨
D 5. 9 横ナ デ、 ナ デ。 用 。590 

燐iI比 良 好。

丸山 1 3号

A 13. 1 直立 し 、 わ ず か に 外反 す る 1 1 縁部 を 口 縁部 ヨ コ ナ デ、 以 下ヘ ラ 削 り 内 j炎褐色。
も つ 箆。 面 ヨ コ ナ デ、 一部 に 弱 い ク シ 目 あ り 。 焼ilX 不 良 。

591 " D 6. 1 

丸山 1 3号

A 11 . 2 D . 5. 9 u 縁部 がわ ず か に 外反 す る 。 深 い 鍾 外面 は ヘ ラ み が き 、 m内面 は ヘ ラ ミ 褐色。4口」、 と 、 巾 ぴろ の脚部 を も っ 。 ガキ 。 脚内面 は指痕。 焼成 良好。

592 {サ
B 4. 4 D. 4. 1 

C 9. 0 

丸山1 3号
経 D 1O. 0 

A 21 . 0 D . 9. 8 飾袋性の 豊 か な 高杯で、 t手上 手 、 下 外面ヘ ラ 研磨 。 内 面 は へ ラ 研磨 、 脚 赤褐色。 焼成 良好。
高 半 の接合部 は突起 し す る 。 脚部 は杯 内部 は ヘ ラ 削 り 。 裾 は ヨ コ ナ デ。 脚部内面 に の み丹塗

B 9. 7 D. 6. 5 部 に 比 し て 小 さ い 。 り の痕 があ る が器体593 
C 14. 3 全 面 丹塗 り で あ っ た

丸山1 3号
f手 D 16. 3  ら し い 。

丸山 1 8号 d口A A 25. 0 D .18. 0 脚部 を 欠失 す る 。 肩部 に ツ パ状の突 全体 に端正 な っ く り 、 口縁部 に 2 条 時灰色。
帯 を も っ 、 こ の部 分 に 動物、 人物 な 一組の沈線が 3 本 め ぐ り 、 こ の 聞 は 肩 部 か ら 胴部 の 一部付長 B 12. 0 D.26. 0 どの飾装 を も っ て い た ら し く 7 -8 櫛 が き 文 が施 さ れ る 。 に 自 然 紬付着。192-594 

C 18. 8 ヶ 所の和j離痕 が あ る 。 肩部 に 一条尖帯 がめ ぐ り 、 以下 タ タ 焼成良好。霊 D 44. 0 キ に よ る 整形の あ と 、 ナ デ 、 内 面 に
※ は青海波文良 〈 残 る 。

A 13. 2 D . 4. 4 直立 気味の わ ず か に 肥厚 す る 口 縁部 日縁部は ク シ メ の あ と ヨ コ ナ デ。 以 賞褐色。
と 球形の胴 を も っ 。 焼成 後の穿孔 を 下 ク シ メ 、 1 1 縁部 内面 は ク シ メ の あ 焼成 やや良好。

壷
B 1 1 .  5 D.21. 3 も つ 。 と ヨ コ ナ デ、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 。193-595 
C 22. 3 

丸山20号 D 25. 7 

I宛形の体部で 、 口 縁端部で肥厚 し 短 体部外面 は ハ ケ 自 の あ と ヨ コ ナ デ。 H音褐色。
A 14 . 1 く つ ま み あ げ ら れ る 。 内 面 へ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

596 怨 D 6 . 9 

丸山20号

丸山20号 A 12. 1 大 き な つ ま み を も っ 。 全 体 に 端 正 な 天井部外面 はヘ ラ ケ ズ リ 。 淡灰色。
高 っ く り 。 1 1 将端 は に ぷ い 沈線 を も っ o 他 は 全面 ヨ コ ナ デ。 598 と セ ッ ト を な す 。

597 』手
D 5. 2 

差
※ 

丸山20号 A 10. 0 D 9. 7 短 い 脚t}l) に 三方の 三 角 透 し を も っ 。 土不部底部 外面 は ヘ ラ ケ ズ リ 。 脚部 に 淡灰色。
高 蓋受 け部 の 口 唇端 に は に ぷ い i士線 を は 三 方 か ら 透 し が施 さ れ る 。 全 体 に 焼成不良。

A' 12. 6 D .  5. 0 も つ 。 597 と セ y ト に な る 。 やや組いっ く り であ る 。598 B 5. 7 D. 4. 7 
t手 C 9. 8 

※ 

丸山20号 A 10. 6 D 9. 5 短 い 脚 部 に 三 方 の 三 角 透 し を も っ 。 向 上 淡灰色。
全 体 に っ く り は に ぷ い 。 焼 成 不 良 。

599 � A'13. 0 D. 5. 2 

B 5. 6 D. 4. 3 

※ 
C 9. 3 
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A 17. 5 〈 字形 の 口 車融E。 胴部 欠失。 外面及 び 口 縁部 内 面 は ハ ケ 目 の 上 を 褐色。
ナ デ。 胴部 内 面 ヘ ラ 削 り 。 焼成 良 。費 B 12. 6 小 石粒 を 含 む 。600 

筆) 
丸山20号

A 18. 5  複 合 口 縁 で 、 先端部 は 外反 す る 。 胴 口 縁部 内 外面 は ヨ コ ナ デ。 胴部 内 面 褐色。
部欠失。 はヘ ラ 削 り 。 焼成 やや不良 。

登
B 14. 2 小 石 粒 を 含 む。601 

丸山20号

A 16. 5 D， 4. 5 
〈 字形 の わ ず か に 肥厚 す る 口 縁部 と 口 縁部 は ヨ コ ナ デ。 わ ず か に ク シ 目 黄褐色。
球形の胴 を も っ 。 底部 は欠失。 か被 る 。 胴部 は ク シ 目 。 口 縁部 内面 焼成 良 好。

194 B 12. 4 D.21 .  5 は ヨ コ ナ デ。 胴部 は ヘ ラ 削 り 。-602 .. 
195 C 23. 2  

丸山20号 D 26. 0 

A 18 . 3 D ，  5 . 4 係部 は上下半 と の境 カ叩月 瞭で、 こ の t手部 は 内 外面 と も ハ ケ 自 の あ と ヨ コ 赤褐色 。
緩合は下方へ尖出 し て い る 。 脚部 は ナ デ。 脚部外面 と 裾部 内 面 は ヨ コ ナ 焼成 良 好。

603 
B 3 . 9 D z  7 . 8 柱状部 と 裾部の境 が不明 瞭で ラ ッ パ デ。 柱状部 は ヘ ラ 削 り 。4砂

状 に 広 が り 、 裾部で さ ら に拡 が る 。C 12 . 6  

丸山20号 D 13 . 2  

A 20. 4 D ，  5. 4 郎上半 は 外反 し 下半 は平 。 脚部 は幅 脚内面 はヘ ラ 削 り 。 そ の他 は ナ デ。 黄褐色。
高 広 い 。 保 - 脚の接合部 に 顕著 に指痕 が残 る 。 焼成 良 好。

ω4 B 4. 1 n. 9. 0 

C 15. 6  

丸山20号
t不 D 14. 4 

A 17 . 4 D ，  5 . 7 係部 は 中 ほ どで境合、 境は明瞭。 脚 杯部 の 内 外面 と も ハ ケ 目 の あ と ヨ コ 赤褐色。
は ラ ッ パ状 に 広が り 、 裾部 に い た っ ナ デ。 脚部 は 外商 はハ ケ 目 、 部 分的 焼成 良 好

605 
B 3 . 5 D z 6 . 8 て さ ら に拡 が る 。 に ヨ コ ナ デの 痕跡 を み る 。 裾部 は 内。

外面 と も ヨ コ ナ デ、 以 上 はヘ ラ 削 り 。C 15 . 1 

丸山 20号 D 12 . 5  

A 17. 2 D ，  4. 3 杯上端 は 外反 し 、 幅広 い脚部 を も っ 。 t不部 は ヨ コ ナ デ。 脚部 は 表 面 ハ ケ 目 赤褐色 。
高 脚裾 は上起す る 。 内面ヘ ラ 削 り 。 焼成 良 好。

606 
B 3. 9 D. 9. 2 

C 13. 8 

丸山20号
t不 D 13. 5 

A 20. 1 D， 7. 2 半球状の係部 に 大型の脚部 がつ く 。 杯上半 は ク シ 目 、 下半 は ナ デ。 脚部 褐色 。
は ナ デ。 杯内 面 は ヨ コ ナ デ、 ク シ 目 焼成 良 好。

ω7 
B 4. 2 n. 8. 8 が わ ず か に 残 る 。 脚内面 はヘ ラ 削 り 。.. 

裾 は ヨ コ ナ デ。C 13. 9 

丸山20号 D 16. 0 

A 21 . 0 D， 8. 3 i采 いt事部 と 聞 い た脚 を も っ 。 河上半 杯上半 は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ。 そ 淡栂色。
は ク シ 自 の あ と ヨ コ ナ デ。 そ れ以 下 れ以下 は ク シ 目 。 脚部 は へ ラ 削 り の 焼成 に む ら あ る 。

196-608 
B 3 . 9 n. 9. 0 は ク シ 目 。 脚部 はヘ ラ 削 り の あ と ナ あ と ナ デ。 保内面 は ヨ コ ナ デ。 脚 は。

デ。 口 縁部す 、 脚部吾欠失。 ヘ ラ 削 り 。C 16. 6 

丸山20号 D 17. 3 

A 22. 4 D， 7. 1 杯の下半 は平で、 脚筒部 と 裾部 に は t手 は ク シ 目 の の ち ヨ コ ナ デ。 脚部 l主 赤褐色。
区分 な し 。 ヘ ラ 削 り 。 t不内面 ク シ 目 の の ち ヨ コ 焼成 良 好。

ω9 
B 4. 5 D. 9. 4 ナ デ。 接合部 に は指痕 あ り 。4歩
C 15. 0 

丸山20号 D 16. 5 
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A 20. 6 D， 7. 8 杯上半 は途 中 で ゆ る や か に 外反 す る 。 t不 は ハ ケ 自 の あ と ヨ コ ナ デ。 脚 部 は 淡赤褐色。
高 幅 ひ ろ の脚部 を も っ 。 タ テ 方 向 の ク シ 目 。 保内面 は ヨ コ 方 焼成良 好。

610 
B 4. 5 D. 9. 0 

C 15. 0 
向 の ク シ メ 。 脚内面 は ヘ ラ ケ ズ リ 。

丸山20号
t手 D 16. 8 

A 8. 4 D， 2. 0 直立 し て 外反 す る 。 口 縁部 と 球形 の 日 縁部 は ヨ コ ナ デ。 胴部 は ク シ 目 の 貧褐色 。
胴 を も っ 。 あ と ナ tデ。 口 縁部 内面 は ヨ コ ナ デ。 焼成良 好。

197-61 1 費 B 7. 5 D.12. 7 胸部 は接合音11 は ヘ ラ 削 り 、 以 下 は へ 内 面 に炭化物の付着
C 13. 1  ラ 削 り の の ち ナ デて 平滑 に す る 。 あ り 。

丸山25号 D 14. 7 

A 9. 5 D， 4. 4 直立気味の 口 縁 と 扇平 な 胴部 を も っ 口 縁部 は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ。 胴 暗赤褐色。
査。 部 は ナ デ。 口 縁部 内面 は ヨ コ ナ デ。 焼成 やや良好。

登
B 7. 2 胴部 に は粘土 の 凸 凹 カ句車 〈 殺 っ て い612 
C 13. 8 る 。

丸山25号 D 13. 0 ?  

A 16. 2 底古11 を 欠失 す る 。 上半 は ヨ コ ナ デ、 以下 ヘ ラ 削 り 。 内 赤褐色。
面 上 は ヨ コ ナ デ、 以 下 ナ デ。 焼成 良 好。

613 鐙
D 5. 0 ?  

丸 山25号

A 27. 8 脚部 を 欠失 す る 。 大型の 高杯。 半球 上半 は ク シ 目 の の ち へ ラ 磨 き 、 以 下 褐色。
高 状のt手部 を も っ 。 はヘ ラ 削 り の の ち へ ラ 磨 き 。 内 面 は 焼成 良 好。

B 7. 8 ヘ ラ 磨 き 。614 
D 9. 2 ?  

丸山25号
t手

A 16. 8  口 縁部 か ら 頭部方 向 よ り に ゆ る い段 日 縁 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ。 肩部 よ 黄褐色。
を 有 し 、 さ ら に 短 〈 拡がる 。 端部で り 下 は ク シ 目 。 顕 は強 〈 ナ デ ツ ケ さ 焼成 良 好。

費 B 12. 6 角 1;1: る 。 胴部下 半 は 欠失 し て い る が れ て い る 。198-615 
球形の 胸部 の 最 大径 は 中位 に あ る 。C 26. 3 

D I7. 0 ?  口 縁 と 胴部 に は炭化物が厚 〈 付着 す
丸山28号 る 。

A 15. 4 D， 2. 3 器形の 変形 がは げ し い 。 わ ず か に 外 口 縁部 ヨ コ ナ デ。 胴部 ク シ 目 、 一部 黄褐色 。
反 す る 短 い 口 縁部 を も っ 。 底部 を 欠 を ナ デ消 し て い る 。 内 面 口 縁部 ヨ コ 焼成 やや良好。

616 鉢
B 14. 0 ?  

C 15. 5 D.9. 2 ?  
失 す る 。 ナ デ、 以 下へ ラ 削 り 。

丸山28号 D 11 . 5 

A 12. 7 半 球状 を な す 。 破片 に よ る 復 原 。 上半 ク シ 目 の あ と ナ デ、 以 下ヘ ラ 削 淡褐色。
り 。 内 面 上半 ヨ コ ナ デ、 下 は ナ デ。 焼成 良 好。

617 鎚
D 5. 5 

丸山28号

A 14. 6 丸昧 を も っ 。 底部欠失。 外面 上端 は ヨ コ ナ デ。 以 下ヘ ラ 削 り 。 赤褐色。
内面 ヨ コ ナ デ。 焼成 良 。

618 4シ 砂粒 を 含 む。

丸山28号

A 14. 8 口 縁部 で急 に 内i脅す る 。 日 縁部 ヨ コ ナ デ。 以 下 ヘ ラ 磨 き 。 内 淡褐色。
面 ヨ コ ナ デ、 以 下 ナ デ。 焼成 良 好。

619 
D 5. 7 。

丸 山 28号
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A 15. 5  半 球状 を な す。 底部 は や や平状。 外国 ヨ コ ナ デ。 内 面 上半 ヨ コ ナ デ、 赤褐色。
以 下 ナ デ。 焼成良 好。

620 鐙
D 6. 0 

丸山28号

丸山28号 C 13. 2  中央部 に 2 本 の 沈線 を も つ 晶杯。 t不 外面 ヨ コ ナ デ。 脚端部 は ナ デ。 内 面 白灰色。
高 部 を 欠失 。 脚先端部 は鈍い。 ヨ コ ナ デ。 焼成 不 良 。

D 12. 3 
621 

t不
※ 

丸山28号 口車'f<径 10 . 5
口縁部 と 底部 の み か ら 復元。 口縁部外面 は ク シ が き 文 が施 さ れ他 暗灰色。皮 肩部 に 一 条 、 胴部の片面 に 十字 に 交 は ヨ コ ナ デ。 胴部 は粘土 を 円 管形 に 焼成良好。

199-622 袋型 頚部径 6. 6 叉 す る 凸帯 が粘 り 付 け ら れ る 。 輪づみ整形 後 、 一 方 を 閉 じ て 底部 と
土器 胴 rl11 1 . 0+日 』阿部 l こ O型の竹管 文 が施 さ れ る 。 し 、 他方 を し ぼ っ て 、 こ れ に 口縁部

胴厚23 . 4
と 接合 し て い る 。

※ 

丸山32手 A 12. 8 全体 に端正 な 作 り 。 頂吉11 は平。 天井吉11 は へ ラ ケ ズ リ 。 以下 は ヨ コ ナ 淡灰色
t手 ア 。 焼成や や良好。

200-623 
D 4 . 9  

蓋
※ 

丸山32号 A 12. 1 上自11 と 下縁部 に はi士線 が あ り 、 下唇 同 1: 淡灰色。
部 に は沈線 を も っ 。 焼成 や や良好。

D 4. 8 
624 � 

※ 

丸山32号 A 12. 9 稜i�11 に i士線 を も っ 。 口唇端は鈍い。 同 上 自灰色。
焼成 不良。

D 3. 7 
625 イシ

※ 

丸山32号 A 12. 6 稜部 に 2 本 の 沈線 を も っ 。 口唇端は 上半 ヘ ラ 削 り 。 下半 ミ ズ ピ キ 。 内 面 灰 色 。
鈍 い 。 ヨ コ ナ デ。 焼成良 好。

626 "シ D 4. 0 

※ 

丸山32号 A 13. 5  ひ ず み が あ り 、 全体 に 丸昧 を も っ 。 天井部 外面 ヘ ラ 自Ij り 。 灰色。
焼成 良 。

627 。
D 4. 0 

※ 

丸山32号 A 14.  3 平端気味の蓋。 下端 は や や ひ ら く 。 頂点ヘ ラ 削 り 。 赤褐色。

D 4. 1 
628 。

※ 

丸山32号 A 14. 5 稜11日 に 1 本 の 沈線 を も っ 。 項{'f15 は や 向 上 灰色。
や凹。 焼成良 好。

629 。 D 4. 0 

※ 
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丸山32号 A l1 . 2 た ち あ が り は 高 〈 直立 す る 。 底 は平 。 た ち あ が り は ヨ コ ナ デ、 底部外面 は 淡灰色
t手 ヘ ラ ケ ズ リ 。 焼成良好。

D 4. 6 
630 

身
※ 

丸山32号 A 12. 2 た ち あ が り は 両 〈 直立 し 、 端部i に 沈 向 上 淡灰色。
線 を も っ 。 焼成良好。

A'14. 5 
631 4シ

D 5. 5 

※ 

丸 山32号 A 11 . 0 た ち あ が り は 雨 い が、 先端 は 丸 い 。 向 上 濃灰色。
受 古Il は小 さ い 。 焼成良好。

632 i 。 D 4. 8 

※ 

丸山32号 A l1 . 5 た ち あ が り は内傾す る が、 先端は鋭 同 t 濃灰色。
い 。 受 部 は小 さ く 鈍 い が身 は深 い 。 焼成良好。

A' 13. 5 
633 4シ

D 4. 8 

※ 

丸 山32号 A 12. 2 た ち あ が り は低 〈 、 受部i も 鈍 〈 、 i斐 t不i却 下半 はへ ラ 削 り 。 他 は ヨ コ ナ デ。 赤灰色 。
L 、 。 焼成 やや良好。

634 。 A' 14. 2 

D 4. 0 

※ 

丸山32号 A l1 . 0 た ち あ が り は品 〈 直立 す る が、 受自Il 同 上 淡灰色。
1;1:小 さ い 。 焼成良好。

635 。 D 4 . 5  

※ 

丸 山32号 A 9. 8 た ち あ が り は高 〈 、 端部 は鋭い 。 小 向 上 淡灰 色。
型 の杯 。 焼成良 好。

A' 1 1 . 8 
636 。

D 4. 2 

※ 

丸 山32号 A lO. 2 全体 l こ 鈍 い 。 た ち あ が り は直立 す る 同 上 淡灰色。
が厚味 を も っ 。 焼成良好。

A' 1 1 . 9 
637 。

D 4. 2 

※ 

丸 山32号 A 14. 6 た ち あ が り は内傾す る 。 受 部 は小 さ 同 上 j農灰色。
い 。 大型の係 。 焼成良好。

日8 。 A' 16. 5 

D 5. 3 

※ 

丸 山32号 A 12. 3 深味の あ る 告書形 で 、 た ち あ が り は わ 底部外面ヘ ラ 削 り 。 淡灰色。
ず か に 内傾す る 。 焼成 良 。

639 。 A' 14. 1 

D 5. 6 

楽 」」 一一
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丸山32号 A 12. 0 た ち あ が り は 内傾す る 。 受部 も やや 向 上 淡赤灰色。
t不 た ち あ が る 。 深い体部 を も っ 。 焼成 良 好。

640 
D 5. 4 

身
※ 

丸山32号 A 14. 8 径 の 大 き い扇平 な つ ま み を 有 し 、 天 天井部は ヘ ラ ケ ズ リ 、 {也 は ヨ コ ナ デ 淡灰色。
高 井部 と 口 唇部 と の境 に l 条 の i士線 を 仕 上 げ。 焼成 や や良好。

641 t不
D 5. 2 も つ 。 口 縁端 は 丸 く ま と ま る 。

蓋
※ 

丸山32号 A 15. 0 扇 平 な ボ タ ン 状つ ま み を も っ 大型の 同 上 淡灰色。
査。 天井部 と 下縁部 と の境 に 1 条 の 焼成 やや良好。

642 
D 5. 5 i士線 を も っ 。。

※ 

丸山32号 A 16. 3 ボ タ ン 状の つ ま み を も っ 大型の蓋。 向 上。 淡灰色。
天井部 か ら 下縁部へ そ の ま ま 続 く 下 な お天井部の ヘ ラ ケ ズ リ は 荒 〈 、 ク シ 焼 成 や や 良好。

643 
D 5. 6 縁部 の 接 に 1 条 の沈線 を も っ 。 ま た 白 状の条痕 がの こ る 。。

口 唇部内面 に ご く 浅い沈線 を も っ 。

※ 

丸山32号 A 14. 6 D 18. 6 小 さ め の係 に 長 〈 大 き な 脚 がつ く 。 杯出; 、 底部外面ヘ ラ 削 り 。 他 は ヨ コ 淡灰色。
高 脚部 に は 2 段 lこ 3 方 に長方形透 し を ナ デ。 胎土 良 。

似4
A'15. 9 D， 4. 8 有 す る 。 焼成 や や 不良。
B 3. 8 ])，13. 8 

t不 C 14. 8 
※ 

A 18. 8 D， 8. 0 く 字形の長 い 口 縁部 を も ち 、 先端 は 口縁部 か ら 胴部中f立 ま で の 外面 は 荒 黄補色。
肥厚 し 外反 す る 。 胸部は球状 を な す 。 い ク シ 目 、 頚部 は指 に よ る ナ デつ け 。 焼成良好。

201 
査

B 9. 0 D，16. 2  焼成後 の 穿孔 を も っ 。 胸部内面 は 下一上方向 の へ ラ ケ ズ リ 。-645 
202 C 19. 1 

丸尾 5 号 D 24. 2 

A 14. 6 D， 5. 0 直立気味の複合口 縁 を も ち 、 接合部 口 縁部 ヨ コ ナ デ。 肩書1I は細 い ハ ケ 目 。 焼成 良 好
は 稜 を な す。 球形の胴部 を も っ 。 焼 下半 に は ハ ケ 巨 残 ら な い 。 口 縁部 内

646 
B 1 1 .  0 D，21 . 1 成後の穿孔があ る 。 縁 は ヨ コ ナ デ。 体t�l) はヘ ラ 削 り 。。
C 22. 0 

丸尾 5 号 D 26. 1 

A 15. 2  D， 5. 0 複合口 縁 を も っ 。 や や長 自 の胴 を も 口 縁部 と 胸 部 上半 は ヨ コ ナ デ、 以 下 淡褐色 。
つ 。 仁l 唇部 は端正。 焼成後の肩部穿 ク シ 目 。 口 縁部 内面 は ヨ コ ナ デ 、 u 焼成 良 好。

647 
B 1 1 . 1 D，22. 5 1L。 下へ ラ 削 り 。 外面 に 丹塗 り の痕 あ。

り 。C 22. 3 

丸尾 5 号 D 27. 5 

A 9. 0 D， 3. 8 わ ず か に』凹享す る 口 縁 を も ち 、 や や 口 縁部 は ク シ 目 の あ と ヨ コ ナ デ。 胴
扇平 な 胴 を も っ 。 口 唇端 は 丸昧 を お 告1I上半 は ヨ コ ナ デ、 以 下 は ク シ 自 の 内外全面 に丹塗 り の

648 
型
丸

B 5. 5 D， 6. 7 ぴ る 。 あ と を ナ デ る 。 口 縁部 内面 は ヨ コ ナ あ と あ り 。

底軍
C 9 . 9  デ。 休部 は指 に よ り 圧す る 。 底部 は

D lO. 5 未調盤の ま ま 残 る 。
丸尾 5 号

A 6. 5 D， 2. 2 や や 内 湾気味の 口 縁部 と 球形の網 を 口 縁部 は ク シ 自 の 上 を ヨ コ ナ デ 、 以 明褐色。
も っ 。 焼成 後の穿孔 を も っ 。 下 ク シ 目 。 内面 ヨ コ ナ デ。 胴昔1I 内 面 焼成 不 明 。

649 
B 5. 0 D， 5. 9 。 ヘ ラ 削 り 。 外面朱塗 り 。
C 7. 8 

丸尾 5 号 D 8. 1 

- 250 一



図版番号 種 類 法 ;民 (crn) 形 態 1-. の 特 色 技 法 1: の 特 色 1出i 考

A 15. 8  D， 5. 3 1 1 縁 は 外反 し た の ち 、 ÝH頃気味 に 直 LI 縁部 内 外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 黄褐色 。
延 し 、 先端 は わ ず か に 肥厚 す る 。 胴 Hr�i郊 外面 の 上 'i' 1;):街 な ハ ケ 日 があ り 焼1& む ら あ f'J D

203 登
B 1 1 .  2 D，22. 4 t11J は球形。 胴I'Hl�}大径 は ほ ぼ中 位 に 中位以 下 は ま ば ら で あ る 。 内的i は 全

-650 あ る 。 出 ヘ ラ 削 り O204 C 23. 8 

丸尾 5 号 D 27. 7 

A 14. 2 D， 5. 3 
1 1 車事 1;): 外反 し た の ち 軽 く イi1'.止 を な し L 1 縁 の 内 外I酎 '* ひ'lFJi:�I; 外出 は ナ デ調 焼成 良 。
外傾気味 に 直延 す る 。 胸部 は卵形 を 盤。 刷;'}[� 外Ifli.l: 、1" は 荒 い ハ ケ 目 。 J7;J

651 
B 1 1 .  3 D，23. 2 呈 し 、 最 大 径 は 中位 よ り 1.. に あ る 。 的i はヘ ラ 削 り 。4シ

尖 り 気味の 丸底。C 22. 6 

丸尾 5 号 D 28. 5 

A 1 1 . 1 D， 3. 2 1 1 縁 は 内考 し な が ら た ち あ が り 、 先 1 1 緑内 外lfJi は ヨ コ ナ デ。 胴;'U; ý卜l面 の 黄褐色 。
端 は わ ず か に 外反 す る 。 町'1日1; は押 L 上 下 は ハ ケ 日 の あ と ヨ コ ナ デ。 中位 焼IJX: 良 。

652 
底釜
型丸

B 8. 1 D，10. 9 つ ぶ し た よ う な 球形で肩 が張 る 。 は ハ ケ 円 。 底 日1; は 23出荒れ の た め 不 小 干i粒 を 含 む。
C 14. 4 J/Jj 。 内úli は 全 Ifti ヘ ラ 削 り 。

丸尾 5 号 D 14. 1 

A 9. 1 D. 3. 3 1 /縁は外傾 L な が ら 直延す る 。 胴;百; 外出 は ヨ コ ナ デ が主体 で あ る が、 底 赤褐色。
は 肩 が張 り 、 平l底気味の 丸底。 古1; に は ヘ ラ 削 り のil'iWJ があ る 。 内 面 焼成 良 。

653 
B 7. 0 D， 6. 0 は ナ デ調整。 Il'í: :'f/í に は指圧痕 が あ る 。イシ
C lO. 0 

丸尾 5 号 D 9. 3 

A 17. 6 1/ 織 は 外傾 し な が ら 直延 し 、 先端は / 1 縁仏j 外而 は ヨ コ ナ デ。 頭打1; か ら 胴 lIi\褐色。
丸 く ま と ま る 。 ijJril:'U; は長卵形 を 呈す tilí に か け て の 外Ifli は ハ ケ 目 の う え を 焼成 良 。

費 B 13. 6 る 。 Iß'; ;}I; 欠失o ナ デ。 刷ì11， は縦方11" (7) ハ ケ 11 0 f人] 面 小 行 事立 を 含 む。205-654 
は斜め方/Iil へ の ヘ ラ 削 り 。 刷出1; 中位以 r l : :，I.\色C 25. 0 

D， 4. 4 灰化物付者。
丸尾 5 号

A 16. 5 1 I 縁 は わ ず か に 外反 L 頭部 は細 く く 1 1 縁 内 外而 は ヨ コ ナ デ。 Hf'] ;'f!; 外白ー は 褐色。
びれ る 。 肩 自I;n 下欠失。 ハ ケ 1=1 。 内面] は ヘ ラ 削 り 。 焼IJX: 良 。

壷
B 10. 1 小 平均立 を 合 む 。655 
D. 4. 9 

丸尾 5 号
一→

A 14. 8 日 縁 は 外反 し た の ち 経 < U段 を な し 1 1 車設内外出 は ハ ケ 日 の う え を ナ デ 。 褐色。
タ村頃気味 に 直延す る 。 先端 は 外f1!IJ で 刷出1; 外l函 は ハ ケ 11 0 ;'f!; 分的 に ナ デ を 焼成 良 。

B lO. 2 肥厚 す る 。 胴:'H) は球形 と 忠 わ れ る が 1井1 1 1 。 内 面 は ヘ ラ 削 り で-i'iI� ノ 、 ヶ 目 t 抵 の 小 行 事立 を 合 む。656 。
中位以 下 を 欠失 。 がみ ら れ る 。C 23. 5 

丸尾 5 号 D， 5. 8 

A 1 1 .  7 1 1 縁 は 外傾 L な が ら 直延 L 、 中 ほ ど 1 1 縁内外出 は ハ ケ H の う え を ヨ コ ナ 賞褐色。
カ代 、 く ぶ ん 肥厚 す る 。 胴;�I; I;):JH� を デ。 量買:'H; か ら nr.i] ;'ilíJ: 主l' に か け て は ヨ 焼成 や や イ、 良 。

成壷型メL B 8. 9 呈す る と 忠 わ れ る が中位以 下 を 欠失 。 コ ナ デ。 中位以 ド は ハ ケ 目 。 ijJ.iJ ;}I; は 小 イl 粒 を 含 む 。657 
C 14. 2 ヘ ラ 削 り の た め 総壁 は き わ め て 薄 く

D. 3. 3 な っ て い る 。
丸尾 5 号

A 10. 4 1 / 縁 は 外傾 L な が ら 直延す る 。 胴古1; L 1 線内 外面i は ハ ケ I 1 の う え を ヨ コ ナ 淡褐色。
は球形 を 呈す る 。 底 (H; 欠失 。 デ。 ijJ.iJ;}J; J: '1" は ヨ コ ナ デ。 ド 、1" は ハ 焼成 良 。

B 7. 9 ケ 日 の あ と ヨ コ ナ デ。 HI<i] (f/í内Ilti はへ わ ず か に小 行 粒 を 合658 。
C 13. 2 ラ 削 り が.:1.:(-1;に で問山 が 多 L 、 。 む 。

丸尾 5 号 D， 4. 6 

A 14. 4 1 1 縁 は 外傾 し な が ら 直延す る 。 頭部 1 1 線外出ー は ヨ コ ナ デ。 F人;1111 は ハ ケ 目 黄褐色。
の屈 曲 はつ よ く 、 HJ'];'f!; の 肩 ;'f!;n 下 は の う え を ヨ コ ナ デ。 町ìiJì'iIJ 外ilñ は ハ ケ 焼成 や やイ、 良

登 B lO. 5 欠 失 。 目 。 内 l剖 は横方11" の へ ラ 削 り 。 小 fÎ 粒 を 合 む 。659 
1"'1 外Illi と も 器凶i 荒 れ 。D， 4. 9 

丸尾 5 号

phd
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図版番号 極 類 法 量 (cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 1蒲 考

B 6. 1 口 縁 は わ ず か に 内 育す る 。 仁l 縁先端 口 緑 内 外国 は ヨ コ ナ デ。 目阿部 の 外面 黄褐色。
を 欠失 。 胴IJfj は球形。 上半 は ハ ケ 目 、 下 半 は強 い ハ ケ 目 で 焼成 良 。

底軍

型
丸官 C 9. 0 調整。 胴部内面 は ナ デ。 小石粒 を 含 む。660 

外面 全体 に 丹塗 り のD， 6. 2 
痕跡。

丸尾 5 号

A 19. 8 均整の と れ た 器型で、 胴自lí下半 を 欠 t不吉lí 外面 はハ ケ 目 の あ と ナ デ。 内面 褐色。
高 失 。 は 上半 に ヨ コ ナ デ がみ ら れ る が、 底 焼成 良 。

B 3. 9 ì�l) は器面荒れ の た め 不 明 。 脚部 外国 小 石粒 を 含 む。206-661 
D， 6. 7 は ヨ コ ナ デ。 内面 はヘ ラ 削 り 。

丸尾 5 号
t不

A 19. 3 同 上 杯音lí は ヨ コ ナ デが主体 で あ る が、 底 黄褐色 。
��I} 内 面 に は放射状 に ハ ケ 目 を 施 し て 焼成 良 。

B 3. 2 い る 。 脚柱出lí 外面 はヘ ラ 削 り の あ と 小石粒 を 含 む。662 。
ヨ コ ナ デ。 内面 は ヘ ラ 削 り 。D， 6. 0 

丸尾 5 号

A 18. 5 係部上半 の み の破片。 内 外面 と も ハ ケ 自 の あ と ヨ コ ナ デ。 褐色。
焼成 良 。

663 。 小石粒 を 含 む 。

丸尾 5 号

B 3. 8 郎官lí は接合凶 で わず か に屈 曲 す る が t不i百; 内 外面l は ヨ コ ナ デ。 淡褐色。
全体 に 丸昧 を も っ 。 保!'Hj上!I" と 脚古lí 焼成 良 。

664 4シ を 欠失。 砂粒 を 多量 に 含 む 。

丸尾 5 号

A 19. 0 丸昧の あ る 浅 い杯出; で 、 11 縁先端 は 杯古lí 内 外凶 と も ヨ コ ナ デ。 黄褐色。
わ ず か に 外反 す る 。 脚ì'm は接合古lí か 焼成 やや不良。

665 。 ら 大 き く Ilfl < 。 脚/1Ij 欠失。 小石粒 を 含 む 。

丸尾 5 号

t不古lí を 欠失。 11.却下端部 も 欠失。 脚中主ffIJ 外l函 はヘ ラ 削 り の あ と う す く 淡褐色。
不 明 ハ ケ 目 。 そ の う え を ナ デ調整。 内面 焼目立 や や不 良 。

666 はヘ ラ 削 り 。 砂粒、 黒雲母 を 含 む" 
丸尾 5 号

トー←

B 3. 6 t不剖;接合耐以 上 を 欠失。 脚柱自lí は下 脚往剖; 外面 はヘ ラ 削 り の あ と ハ ケ 目 。 褐色。
古lí がやや太 〈 、 そ こ で峨 い屈曲 を も そ の う え を 軽 〈 ナ デ。 内 面 は ヘ ラ 削 焼成 良 。

C 12. 2 っ て f黄 l こ 111.1 < 。 り 。 下端部 は 内 外面 は ヨ コ ナ デ。 砂粒、 黒雲母 を 含 む。667 " 
D， 7. 2 

丸尾 5 号

A 16. 0 C 22. 8 1 1 縁 は 外{頃 し な が ら 直延 し 、 胴îfIJ は IJ $�外面 は ヨ コ ナ デ。 内 閣 はハ ケ 目 褐色。

護 長卵形。 紋 大径 は 中位 よ り ややJ:iHí の う え を ナ デ。 1J[i1古lí外国 は細 か い ハ 焼成 良 。
207 B 1 1 .  9 D， 3. 6 に あ り 、 l底白lí は 尖 り 気味の 丸底。 底 ケ 目 。 内耐 は下 か ら 上へのヘ ラ 削 り 。 多量の 石粒 を 含 む 。-668 

D 25. 3+ α 剖;穿孔。 器墜 は き わ め て う す し ミ 。 焼成 後の底部穿孔。208 
査

丸尾 6 号
D，21 .  7 + α  

A 19. 6 D， 7. 2 口 縁 は直延 し た の ち 、 先端t�l} は 外反 口 縁部 内 外面 は ハ ケ 目 。 胴部 外面上
し 、 jH則 に は り 出 す 。 胴ì'm は長卵形。 半 は密 な ハ ケ 目 で あ る が、 下半ー は ま

669 資 B 13. 0 D，30. 2 必 大径 は 中位 よ り I::'flí に あ る 。 大型。 ば ら 。 内 而 は ヘ ラ 自11 り 。
C 30. 0 

丸尾 6 号 D 39. 2 

ヮ“Fhd
 
ワ臼



図版番号 種 類 法 量 ( cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 1 1 . 0 C 13. 8 日 縁 は 内脅 し な が ら た ち あ が る 。 鯛 口縁部 外国 上半は う す い ハ ケ 目 。 下 賞褐色 。
部 は やや肩 か積 り 球形。 半 か ら 胴古Il に か け て はへ ラ 磨 き 。 I岡 焼成 む ら あ り 。

670 壷
B 8. 5 D， 3. 6 古Il の 下 半 は ハ ケ 目 。 内 面 は 器 面 荒 れ 多量の 石 枚 を 含 む 。
D 15. 2+α  の た め 不明 。 焼成 後 の底部穿孔。

丸尾 6 号 D.1 1 . 6+α 

A 11 . 5 
口 縁 は わ ず か に 内奪気味 に た ち あ が 器凶予定れ がひ ど く 調整方法 が不明 瞭 時l褐色。
る 。 胴部 は お し つ ぶ し た よ う な 球形。 で あ る が、 ヨ コ ナ デ が主体。 焼成良 。

霊
B 7. 3 大 き く 底部穿孔。 小 石粒 を 多 量 に 含 む。671 

焼成 後 の底部穿孔。C 8. 5 

丸尾 6 号 D， 4. 4 

A 13. 4 口 縁 は 外反 し た の ち 直延 し 、 さ ら に r I 縁 か ら 頚古Il に か け て の 内 外面 は ヨ 褐色。
先 端 は 外反 す る 。 桐:11， は球形で底tllJ コ ナ デ。 胴古Il 外面 は ハ ケ 目 。 内 面 は 焼成 良 好。

壷
B 1O. 0 を 欠失。 ヘ ラ 削 り 。 小 石 粒 を 多 量 に 含 むc672 
C 18. 8 

丸尾 6 号 D， 3. 9 

B 15. 8 口 縁部 欠失 。 胴古Il は長卵形 を 呈 し 、 E同l�IU:半 は ハ ケ 自 の あ と ヨ コ ナ デ。 褐色。

褒 最 大径 は 中位 よ り やや上 に あ る 。 尖 そ れ以 下 は ハ ケ 目 。 内 面 上半 は ヨ コ 焼成 良 。
C 24. 1 り 気味 の 丸底 。 底部穿孔。 ナ デ。 そ れ以 下 は へ ラ 削 り 。 小 石 粒 を 含 む。673 軍ーー D，22. 5+a 焼成 後 の 底 白日穿孔。

丸尾 6 号

A 1O. 0 D， 4. 3 口 縁 は 長 く わ ず か に 内奪す る 。 胴出'Il 日 縁 か ら 胴古Il 上端 に か け て は 内 外面 褐色。
は肩 か鳴 り 球形 を 呈す る 。 と も ヨ コ ナ デ。 胴古Il 外面 下半 は ヘ ラ 焼成 良 。

209-674 受底
壷

B 7. 0 D， 5. 1 削 り の あ と ナ デ。 内 面 は指 に よ る ナ 小 石 事立 を 含 む。
C 8. 6 デで凹 凸 あ り 。

丸尾 6 号 D 9. 4 

A 9. 1 D， 3. 7 同 上 L l *署内外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 褐色。
胴ì)l) 外面 は ハ ケ 目 。 1岡部 上端 に は指 焼成 良 。

675 
B 6. 9 D， 6. 6 に よ る 圧痕 が引 瞭 で 、 下 �r' は ナ デ調 小 石粒 を 含 む。4砂

盤。C 9. 6 

丸尾 6 号 D 1O. 3 

A 7. 8  D， 3. 0 小 型で � I 縁 は 内 奪 し た の ち わ ず か に 11 縁内外面 は ヨ コ ナ デ。 胴出Il 外 面 上 防衛色。
屈 曲 し 外反 す る 。 胴部 は球形。 半 は ナ デで 、 中位 は ヘ ラ 削 り の あ と 焼成 良 。

676 
B 5. 0 D， 4. 9 ナ デ。 底 白Il は う す い ま ば ら な ハ ケ 目 。 小 行 事立 を 含 む 。。

1阿部 内 面i 上 、l' は ナ デ。 底 :'HJ に指圧痕C 7 . 2  

D 7 . 9 あ り 。
丸尾 6 号

A 17. 0 D， 6. 0 t手創; は 中 位 の緩合剖; で屈曲 し 、 1 1 縁 係�lll 内 外I酎 は ヨ コ ナ デ。 脚支柱 郊 外 褐色。
高 端 は わ ず か に 外反 す る 。 脚下端的; は 面 はヘ ラ 削 り の あ と 一郎磨 き 。 内面i 焼成 良 。

677 
B 3. 8 D，1O. 0 大 き く 外へ1l�1 < 。 はへ ラ 削 り 。 下端部 は 内 外出ー と も ヨ 小 干 i 粒 を 含 む 。
C 12. 9 コ ナ デ。

丸尾 6 号
士不 D 16. 0 

A 18. 5 D， 5. 2 係部 は接合面 で わ ず か に属曲 し 、 先 杯mj 外出. は -- j)lj ノ 、 ケ 目 が残 り 、 ヘ ラ 褐色。
端 は わ ず か に 関 曲 す る 。 脚柱部 は比 磨 き かγ面 さ れ て い る 。 体j 耐 は ナ テr。 焼成 む ら あ り 。

678 
B 3. 2 D， 9. 3 較的細 〈 、 下端部 は 大 き く 聞 く 。 脚柱l�l� 外面 はへ ラ 削 り の う え を 磨 き 。 焼IJX 良 好。4砂

内 面 はヘ ラ 削 り 。 下端部; は ナ デ。 小 行 事立 を 含 む 。C 12. 2 

丸尾 6 号 D 14. 5 

A 14. 2 日 縁古Il は 外反 し た の ち わ ず か な 閤 曲 口 縁古Ij 内 外面 は ナ デ。 制ì)lj 外IIÍ.Î は ハ 褐色。

壷 を も っ て 直延 し 、 先端は わ ず か に 外 ケ 目 。 内凶i は ヘ ラ 削 り で 、 輸積み の 焼IJX 不 良 。
B 1O. 7 反 す る 。 胴ì�l) は球形 を 呈す る 。 底 白Ij あ と が残 る 。 器壁 は き わ め て う す い 。 多 !itの小 石 粧 を 含 む。210-679 費 欠 失 。C 22. 2 

丸尾 7 号 D， 4. 2 
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図版番号 種 類 法 量 (cm) 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 備 考

A 16. 0  D， 4. 2 口 縁 は ほ ぼ直延す る が、 中位以 上 は 口 線内外面 は ナ デ。 胴r}!j 外国 は ハ ケ 赤褐色。
そ い だ よ う に う す い 。 胸部 は長卵形 目 。 内聞 はへ ラ 削 り 。 焼目立 不 良 。

壷 B lO. 6 を 呈す る 。 底部欠失。 小石粒 を 含 む。680 
蜜 C 24. 9 

丸尾 7 号 D 26. 6+α 

A 13. 4 D ，  3. 8 口 車事問; は 中{立 が わず か に ふ く ら み 、 1] 線外[面 は 上半 に ハ ケ 目 。 下半 か ら 赤褐色 。
先端 は 外反気味。 胴郎は尖 り 底気味 頭部 に か け て は ナ デ。 ij[riJ(fll外面 は ハ 焼成良 。

681 
B 9. 4 D，16. 4 の 丸底。 ケ 目 。 内 面 はヘ ラ 削 り 。。
C 17. 9  

丸尾 7 号 D 20. 2 

A 10. 0 D， 3. 2 [J 縁部 は 内 湾気味 に た ち あ が り 、 胴 1- 1 縁外面 は ハ ケ 目 の う え を ナ デ。 E岡 黄褐色。
tfli は肩 が張 り 、 あ、 し つ ぶ し た よ う な ;百;下�I\ 外面 と 胴古Il 内 面 はヘ ラ 削 り 。 焼成 良 。

682 
底軍型古丸 B 6. 7 球形。 底的穿孔。 小石粒 を 含 む。

C"10， 8 焼成後の底部穿孔。

丸尾 7 号 D 8. 6+α 

A 9. 5 D， 2. 5 口 縁 は ýj-fi頃 し て 直延す る 。 胴剖; は屑 1 1 緑内 外耐 は ヨ コ ナ デ。 胴泊;外面上 黄掲色 。
カ汚長 り 尖 り 気味の!底。 半 は ヨ コ ナ デ、 下半 は ナ デ。 胴;百; 内 焼成 や や不良。 I

683 
B 6. 8 D， 4. 9 面 はJH に よ る ナ デ。 多 litの小石粒 を 含 む。
C 8. 4 

丸尾 7 号 D 7. 4 

A 20. 3 D， 4. 5 比較的 扇 平 な 杯部。 脚柱郎 か ら 下端 nm;内面 は ハ ケ 自 の う え を ヨ コ ナ デ。 褐色。
高 i'Jlj は ほ ぼ直角 に 屈 曲 す る 。 外面 は ヨ コ ナ デ。 脚古1; 外面i はヘ ラ 削 焼成 良 。

684 
B 4. 0 D，12. 1 り の う え を ナ デ。 内面 は ヘ ラ 削 り 。 小石粒 を 含 む。
C 12. 3 

丸尾 7 号
t不 D 12. 6 

A斗phu
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2 土 師器の類別

今回の調査で は 、 腫大 な 量 に の ぼ る 土 師器 ・ 須恵器の 出土 を み た 。 個 々 の 土 器の 形態 ・ 技法

上の特色 に つ い て は 、 別表 「出土土器観察結果一覧表」 に そ れ ぞれ ま と め た 。 し た がっ て 、 こ

れ ら の観察結果 を 参考 と し て 、 各器種別 に類別 を 試み た い と 思 う 。 な お こ こ で い う 類 を 表 わ す

記号 は任意 に 与 え た も の で あ り 、 時間的 な 変化 や形態変化の方向 を 示す も の で は な い 。 ( 第 13

表参照 )

( 1 \ 聾形土器

費形土 器 は 、 口縁部の 形態 変化 に よ っ て 分類す る と 、 次の 3 類 に 分 け る こ と がで き る 。

警 I 類 = 口 縁部 が内 奇気味 に立 ち あ が る も の。

要 E 類=口縁部 が直線的 に 外反 す る も の。

費 困 類=口縁部 が外寄す る も の。

以上の う ち 、 ま ず I 類で は 、 やや縦長 の体部 に 尖.り 気味の底部 を 有 し 、 胴部の最大径 は 中 位

な い し わ ず か に上位 に あ る 。 頭部は強 く く びれて 、 さ ら に 口縁部 は 内 考気味 に 立 ち あ が る 。 体

部外面 は全面 に制毛目 が施 さ れ た あ と 、 頚部接合部分 を 中心 に ヨ コ ナ デ に よ り 仕上 げ る 。 そ の

際、 頚部 は指先等で強 く ナ デつ け ら れ る 。 体部内面は、 底部 よ り 中位 ま で削 り 上 げ ら れ 、 さ ら

に 中位以上 を ヨ コ 方向 に 削 ら れ る の が常で あ る 。

ま た 、 E 類の 形態 ・ 製作技法 に つ い て は 、 ほ ぼ I 類 と 共通 し て い る 。 な お 、 E 類 に 位置づ け

た も の の 中 に 、 焼成後 に 底部 を 穿孔 し た 2 例 (602 ・ 668) があ る 。

E類 は 、 I . n 類 に 比べて 、 やや大型の も の が多 い 。 体部は縦長 な い し 球形 に 近 く 、 底部 は

丸底 か尖 り 気味の 丸底で あ る 。 頭部は強 く く びれ、 口縁部 は 外警気味 に 短 く 立 ち 上 が る 。 体部

外面 は荒 い刷毛目 が中位 あ る い は底部 ま で施さ れ る 。 頭部 か ら 口縁部内 外面 は 、 刷 毛目 の あ と

ヨ コ ナ デが施 さ れ る が、 特 に頭部の接合部 は強 く ナ デ ツ ケ ら れ る 。 E 類 と 同様 、 焼成後 に 底部

穿孔 さ れ た l 例 ( 287) が あ る 。

(2 ) 壷形土器

査形土 器 は 高 時に 次 い で 多 く 、 器形の 変化 は 多様で あ る 。 い わ ゆ る 「小 型 丸底査」 に つ い て

は項 を 改 め て 類別 す る 。 査形土 器 は 、 ま ず 口縁部の 形態 か ら 大 き く 2 つ に 分 け ら れ る 。

査 I 類 =単純口縁の も の

査 E 類 =複合口縁の も の

I 類の単純口縁の も の は 、 さ ら に A - D に 分類 し 、 こ の う ち A ・ C ・ D 類で a . b の 2 つ に 、

B 類で a ・ b . c の 3 つ に そ れ ぞれ細分 し て み た 。

I A 類 は 、 垂直 に 立 ち 上 が る 口縁 を 有す る も の で、 こ れ に は 、 大型の も の = I A - a 類 と 、
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小型の も の = 1 A - b 類 があ る 。 1 A - a 類は、 縦長の胴部 に底部は尖 り 気味の 丸底 を 呈 し 、

胴部最大径 は 中位 な い し 中位以上 に あ る 。 体部外面 は全面刷毛に よ っ て 整 え る が、 口縁部 か ら

頭部 に か け て は刷 毛の あ と ヨ コ ナ デ が施 さ れる 。 刷毛目 の 方向 は 口縁部で タ テ 方向 、 体部 で は

タ テ 方向 が主で部分的 に ヨ コ 方向 も 観察で き る 。 体部内 面 は 、 底部 よ り 胴部 中 位 ま で を 下→上

の タ テ 方向 、 以上頭部 ま で を ヨ コ お よ びナ ナ メ 方向 の 削 り が施 さ れ る 。 1 A - b 類は 、 球形の

胴部で 丸底 な い し 尖 り 気味の底部の小型品で あ る 。 整形技法上の特色 は 、 前述の 1 A - a 類 と

同様で あ る 。 1 A - a ' 1 A - b 類いずれ も 入念 に仕上げ ら れ て い る 。

1 B 類 は 、 口縁部 が直線的 に 外反 す る も ので あ る 。 こ れ に は 、 大型 の も の = 1 B - a 類 と 、

小型の も の = 1 B - b 類 があ る 。 ま ず、 1 B - a 類 は 、 頭部が強 く く びれ、 1 A - a 類 と 同 じ

く 縦長の制部 に 底部 は 尖 り 気味の 丸底 を 呈す る 。 体部外面 は 、 全面刷毛に よ っ て 整 え 、 口縁部

か ら 頭部 に か け て ヨ コ ナ デ に よ っ て仕上 げ る 。 体部内面 は 、 底部 か ら 胴部中佐 ま で を 下→上の

タ テ 方向で以上 を ヨ コ お よ びナ ナ メ 方向のヘ ラ 削 り が施さ れ る 。 口縁部 は 内 外面 と も ヨ コ ナ デ

に よ っ て 仕上 げ る 。 1 B - b 類は 、 胴部 が球形 を 成す小型品で、 整形技法 は 1 B - a 類の場合

と 同様で、 あ る 。 1 B - c 類 も や は り 大型の も ので あ る 。 口縁部 は直行気味 に 外反 し 、 頭部の く

びれ は あ ま り 強 く な く 、 胴部 は縦長で 丸底 を 呈す る 。 整形 ・ 焼成 と も 粗雑な も の が多 い 。 1 B

- c 類 に類似す る 土 器 と し て 、 玉名郡岱明町院塚古墳出土例 を あ げ る こ と がで き る 。

1 C 類 は 、 口縁部 が ラ ッ パ状 に 大 き く 広 が る い わ ゆ る 広 口 壷で、 体部 は 球形 な い し 肩部の張

っ た 球形 を 呈 し 、 丸底で あ る 。 ま た 、 口縁部の径 と 胴部の最大径 と は 、 l:f. ぽ一致 し て い る 。 さ

ら に 口縁部 が直線的 に 外反 す る も の = 1 C - a 類 と 、 内 毒気味 に 外反 す る も の = 1 C - b 類 と

に 分 け る こ と がで き る O

1 D 類 は 、 い わ ゆ る 長頚壷で あ る 。 こ れ に は偏平 な 球形胴部 に 対 し て 、 細 い 筒状の 口縁部 を

有す る も の = 1 D - a 類 と 、 球形の)J阿部 に筒状の 口縁 を 有す る も の = 1 D - b 類 と に 分 け る こ

と がで き る 。 1 D - a 類は 、 へ ラ ミ ガ キ 、 ヨ コ ナ デ に よ っ て 入念 に 仕上 げ ら れ、胎土 も 密で焼成

も 極 め て 良好で あ る 。 こ れ に 対 し て 1 D - b 類は 1 点 を 数 え る の み で あ る が、 へ ラ 状の工具で

荒 く 仕上 げ ら れ て い て 、 焼成 は不良で あ る 。

査 H 類 は 、 い わ ゆ る 複合口縁 を 有す る 童形土器で、 口縁の屈折の強弱 お よ び体部の 形態 に よ

っ て A ...，.. C に 分類で き る 。 ま ず、 II A �ìi は複合口縁の最 も 典型的 な も の で、 口縁部 の 上半音1I と

下半部 と の接合部 に 明瞭 な 段 を 有 し 、 顕音11 は強 く く びれ る 。 い わ ゆ る 兵庫県茶臼 山 古墳出土 の

査形土 器 に 類似す る 。 な お ll A 類 は 、 {本部 が小型で、球形な い し 偏平 な 球形 を 呈す る も の = ll A

- a 類 と 、 大型で縦長の体部 に 尖 り 気味の底部 を 有す る も の = ll A - b 類 と があ る 。 持 に 完形

土 器 に 限 っ て み た場合、 底部 に穿孔 さ れ た 土器はすべて焼成後の も の で あ り 、 ll A - a 類で は

6 点 の う ち l 点 、 ll A - b 類で は 6 点の う ち 5 点 を 数 え る こ と がで き 、 後者 が圧倒的 な 比率 を

占 め て い る 。

ll B 類 は 、 口縁部の上半部 と 下半音1Iの 中位接合部外面 に 、 断面三角 形状の綾の突出 がみ ら れ 、

あ る い は後の直上 が強 く ナ デ ツ ケ ら れ る た め に一条の沈線 がめ ぐ る も の で あ る 。

ll C 類 は 、 同 じ く 口縁部の 上半世11 と 下半音rlの接合部外面 に様 を 有す る が、 ll A 類 に 比 し て 屈
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折 は 不 明 瞭 で、 あ る 。 な お 口 縁部 の 細部 の 変化 に よ っ て 、 強 く く び れ た 頭部 か ら 稜 を 境 と し て 、

上 半 部 が外反 す る も の = II C - a 類 と 、 上半部 が直行 す る も の = II C - b 類 と に 分 れ る 。

(3 ) 小型丸底土器

小型 丸底土 器 は 、 前述 し た 査 形土 器 と 同様 に 、 口縁音11 の 変化 に よ っ て 、 次 の 3 つ に 分類 し た 。

I 類 =単純 口 縁 を 有 す る も の

E 類 =複 合 口 縁 の 一種で あ る が、 口縁部 の 中 佐の 接合部外面 に 明 瞭 な 後 が め ぐ る も の で あ

る 。 査 II B 類の 口 掃部 に 共通 す る 。

皿 類 =複合 口 縁 で 、 口 縁部 の 段 は 明瞭で、 あ り 、 査 II A 類 に お け る 口 縁部 と 共通 す る 。

ま た 、 台 付 の 小 型 壷で は 、 小型 丸底土 器 に 準拠 し て 、 1 . II 類 を 設 け た が 、 皿 類 に 相 当 す る

例 を 見 い 出 せ な か っ た た め に 、 特殊例 と し て 皿 類 を 設 け た 。

I 類 =小型 丸底土 器 I 類 に 脚台 がつ け ら れ た も の

II 類 =小型 丸底土 器 H 類 に 脚台 がつ け ら れ た も の

皿 類 = 口 縁部 中 佐 に わ ず か に 縫 を 有 し 、 体部 は 偏 平 で 上 半 部 と 円盤状の 底部 が接 合 さ れ て

い て 、 さ ら に 3 孔 を 穿 っ た 脚台 を 接合 し て い る 。 す な わ ち 、 全 体 が 4 つ の 部 分 か ら

な っ て い る も の で あ る 。

(4 ) 高杯形土器

高郎 は 最 も 多 く 出 土 し 、 完形及 び全 体 形が復 元で き た も の が 多 い 。 従 っ て 、 主 に 完形土 器 を

中 心 に 分類 を 行 な う 。 な お類別 に あ た っ て は 、 ま ず技法及 び製作工程 の 差 異 に よ っ て 分類 し 、

こ れ に 形態 変化 を つ け 加 え る か た ち で 行 な う 。

高 郎 を 製作技法 か ら み る と 、 郎部 と 脚部 を 別個 に っ く り 、 そ の 後 に 接 合す る と い う 方法 が一

般的 な 在 り 方 で あ る 。 し か し 細部で は 、 次 の よ う な 変化 も み ら れ る 。 印 部 で は 上 半 部 と 下 半 世11

を 接合 し た も の と 、 郎部 全体 が一度 に 作 ら れ た も の と が あ る 。 前 者 で は 、 1-. ・ ド 半 音11 の 接 合自11

外面 に 稜及 び角 を 有 す る こ と が 多 く 、 後 者 で は 内 外面 と も 変化 がみ ら れ な い 。 脚 部 の 場合 に も 、

上 半 部 と 下半 部 と を 接合 し た も の と 、 一度 に 作 ら れ た も の と が あ る 。 す な わ ち 、 前 者 で、 は 柱状

部 と 裾部 と の 境 が明 瞭 で、 あ り 、 後 者 で は柱状部 と 裾部 と の 境 が不 明 瞭 な も の と 、 脚 部 全体 が ラ

ッ パ状 に 大 き く 広 が る 形態 が特徴的 で あ る 。 す な わ ち 製作工程 に お け る 差異 に よ っ て 1 - 皿 類

に 分 け る こ と がで き る 。

I 類 =郎部 ・ 脚部 と も 上半 部 ・ F 半 部 が接合 さ れ た も の で 、 全 体 が 4 つ の 部 分 か ら な る も

σコ 。

E 類 =郎部 の み 上 ・ 下 半 部 を 接 合 し 、 脚部 は一 度 に 作 ら れ 、 全 体 が 3 つ の 部 分 か ら な る も

の 。

皿 類 =郎部 ・ 脚 部 と も 、 一 度 に つ く ら れ る も の で 、 全 体 が 2 つ の 部 分 か ら な る も の 。

次 に 、 整 形 お よ び仕 上 げ に お け る 特色 を み た い 。 郎 部 は 、 1 . II 類 と も 上 半 部 と 下 半 部 を 接

合 し た あ と 、 接合部外面 に 粘土 ひ も が粘 り つ け ら れ 、 さ ら に ハ ケ 状工具 に よ る 調 整 の あ と ヨ コ
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方向 の ナ デ が施 さ れ て い る 。 こ の際上半部 と 下半部の接合す る 場合の 角度 に よ っ て お お む ね 全

体形が規整さ れ て く る 。 町類で は 、 ハ ケ お よ びヘ ラ 状工具 に よ っ て 、 タ テ 及 び ヨ コ 方向 の ケ ズ

リ が施 さ れ た あ と 、 ヨ コ 方向の ナ デ に よ っ て仕上 げ る 。 す な わ ち 祁部で は 、 ハ ケ お よ びへ ラ 状

工具 に よ っ て 全体 を 整 え た あ と 、 ヨ コ ナ デ に よ っ て仕上 げ る と い っ た 方法 が共通 し て み ら れ、

皿 類の う ち の一部で は ヘ ラ ケ ズ リ の みで仕上 げ ら れ る も の も み ら れ る 。

脚部で は 、 I 類の柱状部 と 裾部 と の境が明瞭な も の で は 、 柱状部外面 は タ テ 方向 の へ ラ ケ ズ

リ の あ と ヨ コ ナ デ、 内 面で は 回転ヘ ラ ケ ズ リ が施さ れ る 。 裾部 と の接合部内外面で は ハ ケ 状工

具 に よ る 調整 が行 な わ れ た あ と ヨ コ ナ デが施さ れ る 。 ま た E 類 に 顕著 に み ら れ る ラ ッ パ状 に 広

が る 脚部で は 、 外面 はハ ケ 、 へ ラ 状工具 に よ る 調整 と 裾端部で ヨ コ ナ デ、 内 面 は て い ね い な へ

ラ ケ ズ リ の あ と 、 立高部 は ヨ コ ナ デ に よ っ て仕上 げ ら れて い る 。

時部 と 脚部の接合方法で は 2 つ の タ イ プが推定 さ れ る 。 ( 1 )杯部下面 中央 に 、 あ ら か じ め粘土

の突起 を つ け た う え でト筒 形の脚部 に接合 し た も の で、 こ れ に は接合 し た あ と 、 突起 を そ の ま ま

に し た も の と 、 内面 に押 し つ け た も の と があ る 。 (2 )f手部 と 脚部 を 接合す る 際 、 郎部の 内側 か ら

お し つ け て 接着 し 、 こ の部分 に 生 じ る 凹部 に さ ら に粘土 で補強 す る も ので あ る 。 ( 1 ) (2 ) の い ず れ

の場合で も 接合部外面 に は粘土 が補強 さ れて い て 、 外側 か ら の観察で は詳細 を 知 る こ と は困 難

で あ る 。 し た がっ て 接合方法 が判明 し な い大部分の も の の な か に 、 ( 1 ) ( 2 ) 以外の接合方法 を 行 つ

っ て い る 可能性 も 考 え ら れ る 。

以上の よ う な 観察結果 か ら 、 次の よ う に 分類 し た c

I 類 =郎部で上半部 と 下半部 を 接合 し 、 脚部で も 上半部 ( 柱状部) と 下半部 ( 裾部) を 接

し て い る 。 す な わ ち 、 成 形が 4 段階 か ら な っ て い る も の で あ る 。 第13表で示 し た と

お り 、 杯部 ・ 脚部 と も 接合部 が明瞭で あ る 。 図示 し た 以外 に 、 時部 ・ 脚部 と も わ ず

か に 形態の 変化 が認め ら れ る が、 こ れ ら を 一括 し て I 類 と し た 。

H 類 = 印部 の み 上半部 と 下半部 を 接合 し た も の 。 す な わ ち 、 成形が 3 段階 か ら な る も の 。

こ れ は 、 さ ら に 5 類 に 分 け る こ と がで き る 。

II A 類 郎部 は I 類 と 共通す る が、 脚部 は ラ ッ パ状 に 大 き く 広 が る 。

II B 類 全体形は II A 類 に 共通す る が、 ラ ッ パ状に 大 き く 広 が る 脚部 は 、 ふ く ら み を持

っ て い る も の 。

II C 類 脚柱状部 が下方で、広 が り 、 さ ら に裾部 に 至 っ て 、 強 く 外傾す る も の 。 脚住状部

と 裾部 と の境は 不明瞭で あ る 。

II D 類 郎部 は深 く 、 接合部外面 に段 を 有す る も の で、 脚部 は II C 類 と 共通す る 。

II E 類 郎部 は深 く 、 接合部外面 に稜がめ ぐ る 。 脚部 は 高 く 筒状 を 呈 し 、 裾部 に 至 っ て

外傾す る 。 整形は粗雑で\ 焼成不良の も の が多 い 。

皿 類 =郎部 ・ 脚部 と も 、 そ れ ぞれ一気 に 作 り 上 げた も の で 、 成形が 2 段階 か ら な る も の で

あ る 。 こ れ は さ ら に 4 類 に 分 け る こ と がで き る 。

皿 A 類 郎部 が半 球形な い し 中位に不明瞭 な 稜 がめ ぐ る も の で あ る 。 後者の場合、 下半

部 がへ ラ 削 り さ れ 、 そ の 際生 じ た稜で あ る 。 脚部 は II C 類 に 類似 し て い る 。
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塚原古墳群出土土師器分類表
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皿 B 類 郎部 は後述す る 鐘形土 器 ( 1 類) に類似 し 、 こ れ に低 く 小 さ な 脚部 が付 く も の

で、 本項で は 高時 と し て 類別 し た 。 整形 ・ 仕上 げ と も 入念で\ 焼 成 は 良好で あ

る 。

ill C 類 祁部 は小 さ く 腕状 を 呈 し 、 高 い脚部 を 持つ も の 。 須恵器高郎への模倣 が う か が

わ れ る 。 郎部外面 中位以下 は回転へ ラ 削 り 、 脚部外面 タ テ 方向 の ヘ ラ 削 り の あ

と ヨ コ ナ デが施さ れ て い る 。

ill D 類 郎部 は 半 球形で、 わ ず か に 外傾 し た筒状の脚部 を 持つ も の 。 脚部外面 は タ テ 方

向 の ヘ ラ 削 り 、 口縁部 よ り 内面 に か け て は ヨ コ ナ デ、 脚部内外面 と も へ ラ 削 り

が施 さ れ た あ と 外面 はヨ コ ナ デ に よ り 仕上 げ る 。

(5 ) 鐘 形土器

こ こ で錘形土器 と し た も の は 、 従来 、 時 ・ 皿 と 呼ばれ て い た も の を 含 ん で お り 、 こ れ ら を 総

称 し て 錘形土 器 と 呼ん で い る 。 鐘形土 器は 形態 ・ 技法上の差異 に よ っ て 、 次 の 7 つ に 分 け る こ

と がで き る 。

I 類 =体部 は や や深 く 、 底部 は 丸底 か わ ずか に 尖底で あ る 。 口縁端部で短 く 外寄す る 。 外

面 は刷 毛の あ と ヨ コ ナ デ、 内面 はヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ ナ デ に よ り 仕上 げ ら れ て い る 。

E 類 =体部 中 位 に稜 を 有 し 、 境 に 上位口縁部 は立 ち 上 る 。 日縁部 は ヨ コ ナ デの み観察で き

る 。 稜 を 境 に 下半 で はへ ラ 削 り な い し へ ラ 磨 き で仕上 げて い る 。

田 類 =体部 か ら 口縁部 に か け て 、 ややふ く ら み を も っ て 内傾 し 、 底部 は え球 を も っ た 平底

な い し 尖底で あ る 。 内外面 と も ヘ ラ 削 り の あ と ヨ コ ナ デ が施 さ れ る 。

町類 =体部 は皿状 を 呈 し 、 底部 は平底 に近い。 底部外面付近 の み へ ラ 削 り が残 り 、 他 は ヨ

コ ナ デ に よ っ て 仕上 げて い る 。

V類=体部 中 位 を 境 と し て 、 下半 よ り 底 に か け て は 、 粗い ク シ 状の 工具 に よ っ て 削 り 、 上

半 で は 口縁部 は ほ ぼ垂直 に立 ち 上 り 、 ヨ コ ナ デ に よ り 仕上 げて い る 。

百類=体部 は深 く 、 整形は V類 と 共通 し て い る 。

vn類=小型で手控ね様の も の で 、 全体 を ヘ ラ 削 り に よ り 整 え た あ と 、 ヨ コ ナ デ に よ っ て 仕

上 げて い る 。

3 土師器の年代的位置

中部九州 に お け る 土 師器の編年的石昨究 に つ い て は 、 そ の骨子の確立 に さ え 立 ち 至 っ て い る と

は い え な い状況で あ る 。 こ の こ と は 、 各遺跡 に お け る 土 器の 年代的位置づ け が、 遺跡 ご と の 層

位的 ・ 型式 学的 な 編年的 研究の 中 か ら 導 き 出 さ れ た も の で は な く 、 隣接地域 に お い て 設定 さ れ

た 土 器型式 を 引 用 す る こ と に よ っ て処理 さ れ 、 ま し て や数千キ ロ の彼方 の 土 器型式 と の 形態 的

対応関係 な ど か ら 年代的 な 佐置づ け が行 な わ れ る こ と な ど は 、 本地域の編年作業の立 ち 遅れ を

知実 に 示 し て い る も の と い わ な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な 中 に あ っ て 、 前期古墳の 出現時期

を 土 師器の編年的位置づ け の な か か ら 導 き 出 そ う と し た 先学の論考 は 、 地域 に根 ざ し た土 師器

口『URU
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の編年的研究 と し て 評価 し な け れ ばな ら な い 。 一方、 近年土 師器 と く に古式土 師器 を 出土す る

方 形周溝基第 の 発見 が相次 ぎ、 一連の発生期古墳の研究 に と っ て 、 弥生後期 か ら 古式土 師器 に

至 る 編年体系の確立 が急務 と な っ て い る ので あ る 。 ま た 、 塚原古墳郡出土の腫大 な 量 に の ぼ る

土 師器、 特 に 古式土 師器の 年代的位置づ け は 、 遺跡 そ の も の の 実体 を 解明 す る 上での主要 な 課

題で も あ ろ う 。

し か し な が ら 、 本遺跡出土の各遺構は 、 切 り 合 い や重複 に よ っ て 、 出土土器の時間差 を 肥握

で き た も の は少 な い 。 大半 の土器が祭杷供献の た め の も の で あ っ て 、 生活 ・ 生産遺跡 の場合 と

は 、 各 器種 の セ ッ ト 関係 が必然的 に 異 な り 、 ま た 、 そ の セ ッ ト 関係 の 同時性の認定 に つ い て も 、

疑問 を持 た ざ る を え な い の で あ る 。

し た がっ て 、 本項で は 、 l 回 の 祭杷供献 に使用 さ れ た土器のセ ッ ト 、 す な わ ち 同時性 を 認め

う る 主要土器群 を 抽出 し 、 ま た型式学的方法 を 併用 し て 、 年代的序列 を 試み た い 。 そ の 際 、 前

述 し た本遺跡、の実情 と 型式学的方法 に た よ ら ざ る を 得 な い こ と を 考慮 し た場合、 細部 に わ た っ

て 操作す る こ と は 、 か え っ て 混乱を招 く 原因 と も な り か ね な い 。 し た が っ て 、 当 面 の課題で あ

る 編年の骨子、 す な わ ち 大 ま か な 序列 を 把握す る に と ど め 、 修正 お よ び追加等の作業 は今後の

課題 と し て お く こ と と す る 。

出土 し た土 師器の 多 く は 、 須恵器出現以前の い わ ゆ る 「古式土 師器」 で あ る 。 特 に調査区北

側の頂部 お よ び北側斜面 に 分布す る 方形周溝基群 ( I . n . N群) と 円墳群 ( I!I ・ V .VI群) に 集

中 し て 出土 し て い る 。 ま ず、 土 師器 を 須恵器出以前 と 、 そ れ以後の も の と に 大 き く 二 分 し て 整

整理 し て み る 。

前述 し た と お り 出土量 が多 く 、 出土土器の型式的 な 比較 を し た場合、 墳基の切 り 合 い 、 重複

が少 な い こ と か ら も 、 相 E に 大 き な 時間的隔 り は な か っ た も の と 思 わ れ る 。 こ う し た 中 に あ っ

て も 、 型式的 に よ り 先行す る も の と 、 後出 す る も の と が認め ら れ る が、 こ れ ら を あ え て細分せ

ず、 年代的 巾 に つ い て も 、 柔軟性 を 持 た せ て お き た い 。

6 号 ・ 8 号 ・ 18号方形周溝基出土土 器の 中 に 、 こ の群の土器の先行形態 が認め ら れ る 。 饗 ・

壷 ・ 高杯 ・ 小型 丸底土器 な ど 、 供献土器 と し て のセ ッ ト は そ ろ っ て い る 。

I ) 聾形土器 6 号方形周溝基の費 ( 82 ・ 83 ・ 109) は 、 す べ て饗 I 類 に属 し て い る 。 口縁部

は 内 電気味 に 短 く 立 ち 上 が り 、 倒卵形の体部で底部 は 丸底 、 胴部最大径 は体部の 中 位 な い し わ

ず か に 上位 に あ る 。 ま た 、 口縁部内 外面 と 体部外面 は刷 毛に よ っ て調整 し 、 さ ら に 口縁部 か ら

頭部 に か け て は ヨ コ ナ デ に よ り 仕上 げて い る 。 体部内面の頭部以下で は 底部 か ら 上方向 に 、 さ

ら に体部中位以上 を 右→左の ヨ コ お よ び左上 り の へ ラ 削 り が施 さ れ る な ど、 3 点 は す で 共通 し

た特徴が認め ら れ る 。

18号方形周溝基 に は 2 点 ( 260 ・ 261 ) あ り 、 いずれ も 費 I 類で あ る 。 前述 し た 6 号方形周溝

基の 3 点 に 比較す る と 、 い ず れ も 小型品で あ る 。 口縁部 は 内 電気味 に 聞 く が、 体部 は 球形 ( 261)

な い し やや肩部の張 っ た 球形 ( 260) で あ る 。口縁部 ・ 体部 に お け る 整形技法上の特色 は 、 6 号

方形周溝墓例 と 共通す る ( 261 ) 。

以上 5 点の饗形土 器 に つ い て は 、 重富遺跡出土例、 ま た沈 目 遺跡出土例 に 類以 し た も の を 認
u 主 2 ) (iJC 3 ) 
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め る こ と カfで、 き る 。

2 ) 童形土器 複合口縁 な い し こ の 系統 に属す る 壷形土器は、 6 号 ・ 8 号 ・ 18号方形周溝基

に そ れ ぞれ出土 し て い る 。

6 号方形周溝基で は 、 査 ll A - a 類 ( 88) 、 壷 ll B 類 ( 72 ・ 73 ・ 108) の 4 点 が認 め ら れ 、 こ

の う ち 72 ・ 73は一括出土 の も の で あ る 。 体部の 形態 お よ び整形手法 は 、 前記饗土 器 ( 82 ・ 83)

と ほ ぼ一致 し て い る 。 し か し 口縁部 の 形態 は屈折部 が明瞭 な も の ( 88) と 、 不明瞭 な も の ( 72

・ 73) があ り 、 こ れ ら が混在 し た状態で出土 し て い る 。

8 号方形周溝基で は 、 査 ll A - a 類 ( 149) 、 饗 ll A - b 類 ( 147 . 148) 、 費 ll B 類 ( 142) の

4 点 が出土 し 、 こ の群 に お け る 複合口縁の壷形土 器の組み 合 わ せ を よ く 示 し て い る 。 ま た査 E

A - a 類 に み る 顕著 な 複合口縁は 、 142 と 一括 し て 出土 し た小型 丸底土 器 皿 類 ( 153) に も み と め

ら れ る 。

18号方形周溝基で は 、 ll A - a 類 2 点 ( 258 ・ 259) の み 出土 し て い る 。 複合口縁の 形態 は 、

頭部は内傾 し 段 か ら 上半部 が外反 し て 立 ち 上 る も の ( 258) と 、 頭部 は 直立 し て 、 上半部 が強 く

外反 す る も の ( 259) と が あ り 、 ま た胴音1)最 大径 は前者で体部中位以上 に 、 後者で体部中位 と い

う よ う に差異 を 認め る こ と がで き る O

以上の複合口縁の査形土 器 は 、 焼成 ・ 胎土 と も 良好で、 器壁 も 薄 く 入念 に 仕上 げ ら れ て い る 。

特 に ll A - b 類の小型品 ( 147 ・ 148) と 壷 ll A - a 類 ( 149) に お い て 顕著で あ る 。 さ ら に 、 こ

れ ら 査 ll A 類 と 、 壷 ll B 類 が共伴す る 6 号 ・ 8 号 に お い て 見 ら れ た こ と は 、 両 類 が そ れ ぞれ異

な る 系譜上 に位置 し て い る こ と を 裏づ け て お り 、 こ う し た 系譜 は 、 さ ら に 次の段階 に ま で及 ん

で い る 。

3 ) 高 時形土器 最 も 多 く 出土 し て い て 、 各方形周溝基 と も 高郎 I 類 と 高郎 ll A 類 が中心 と

な る 。 全体的 に郎部 が浅 く 、 っ く り は精巧で、 胎土 ・ 焼成 と も 良好で あ る 。

4 ) 小型丸底土器 1 . II . 皿 類 と も み ら れ る 。 I 類で は 、 胴部径 に 対 し て 口縁部径 が大 き

く 、 先行 形態 と 考 え ら れ る も の が 6 号方形周溝基 ( 87) と 丸尾 6 号墳 ( 671 ) に 2 点認め ら れ る

が、 大半 は 口径部径 と 胴部径 がほぼ同 じ か 、 やや胴部径 が大 き い も の で あ り 、 こ れ ら は い づ れ

も 一括 し て 出土 す る 。

ま た も 小型 丸底土 器 と 小型器台 がセ ッ ト と し て 出土 し た の は 、 2 号方形周溝基 ( 14 ・ 15) の

み で あ る 。 こ の小型器台 は西寺遺跡出土例 に類似 し 、 ま た 弧塚出土例よ り 後出 す る も の と 思 わ
( iI:  4 ) U j� 5 )  

れ る 。

5 ) 鼓形器台 22号方形周溝基 ( 第50-2図 ) 南側周溝 に 出 土 し て い る が、 他 の 器種 と の組み

合せ は 明 ら かで は な い 。

な お 、 前述の も の に 比較 し て 、 わ ず か に後出す る 土 器群 が認め ら れ る 。 7 号 . 9 号 ・ 10号 ・

15 号方形周溝基出土 の も の な ど がそ れで あ る 。 特 に 、 15号方形周溝基出土の土 師器 と 共伴 し た

須恵器高祁 ( 220) は 、 従来最古式の 須恵器 と 考 え ら れ て き た も の よ り 、 さ ら に遡 る も の で あ り

第 I 群の土 師器の 年代的位置づ け の 上で重要 な 手 がか り と な る も の で あ ろ う 。

以上の よ う に 、 第 I 群 と し て ま と め た土 師器は、 警 ・ 査の整形手法 が先行型式 に み ら れ る 体
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部外面の タ タキ 目 、 沈線等の交様 が ま っ た く 見 ら れ な く な り 、 一方で、体部内 面 のへ ラ 削 り 手法

が定着す る 。 さ ら に胎土 ・ 焼成 と も 一定 し て 良好で あ り 、 器壁は薄 く 精巧に仕上 げ ら れ て い る 。

す な わ ち 、 弥生後期的 な 土 器作 り の手法 を 完全 に脱却 し 、 土 師器 と し て 安定 し た時期 に達 し た

段階での所産で あ ろ う 。 ち な み に こ の 第 I 群 と 弥生後期の最終末 と の空隙 に 2 な い し 3 型式 を

設定 す る こ と が適当 と 考 え て い る 。 現在 、 本地域 に お い て 最古式の 土 師器 と し て 、 古閑南遺跡

出土土 器や山下遺跡 出土土 器 を 位置づ け る こ と がで き る だ ろ う 。 さ ら に 、 前記 2 遺跡 の土 器 と
( 注 6 ) 荏 7 ) 

塚原の 第 I 群 と の 聞 に 、 前田遺跡 B 地点出土土 器、 広木水源町遺跡出土土器、 重富遺跡出土土

器、 沈 目 遺跡出土土 器 な ど を 組み入れ る こ と に よ っ て 、 古式土 師器の 大 ま か な 変遷過程が把握

で き る も の と 考 え ら れ る 。

4 須恵器 に つ い て

塚原古墳群 に お い て 、 須恵器 を 出土 し た古墳及 び器形 ・ 個体数等は別表の と お り で あ る 。 出

土状態 を み る と 、 主体部副葬品 と し て 出土 し た も の は I 点 も な く 、 す べ て 周溝内 か ら 出土 し た

も の で あ る 。

第 1 4表塚原古墳群出土須恵器一覧表

古 墳 名 t手 品 I手 蓋 疎 査 察 器台 地 皮 袋形 計
8 号方 形周j持基 2 2 

15号 。

丸 山 3 号 墳 9 3 1 1 1 6 
ぞシ 4 。 4 7 6 2 2 2 2 2 5  
。 19 。 l 1 
ク 20 。 2 1 3 
イシ 23 。 l 

。 32 。 1 1 l 1 0  l 2 3  

備考 図 示 し 得 な い細片 は除外 し た 。
周溝内 の土 器出土状況 に つ い て は 、 各墳墓の項で解説 を 加 え て い る が、 概括的 に は次の よ う

な こ と が集約で き る 。 周溝内 の土層堆積は概ね上下 2 層 に 区分 さ れ、 須恵器は主 に 上層 の黒色

土 か ら 出土 す る 。 場所的 に は 、 陸橋部の左右近 く に 多 い こ と が指摘 さ れ る 。 さ ら に 、 周溝内へ

の供献 を 第一義 と す る よ う な状態で は な く 、 使用後 に廃 棄 さ れ た と 考 え ら れ る よ う な 状態 が多

し ミ 。

方 形周溝基で は 、 8 号方形周溝基の周溝上部 か ら 須恵、器郎 2 点 を 、 15号方形周溝基の周溝 か

ら 、 後述の異 質 な 高郎 を 出土 し た に す ぎ な い 。 一方、 円墳で は 、 丸山 3 ・ 4 ・ 19 ・ 20 ・ 23 ・ 32

号 の 6 基 か ら 出土 し た に す ぎず、 相対的 に 出土 率が低 い こ と が指摘で き る 。 以下、 各古墳 ご と

に述べ る 。

8 号方 形周溝基の 南側周溝の上層黒色土 か ら 、 2 点 の 須恵器杯身 を 出土 し た 。 深 み が あ り 、

立 ち あ が り は長 く 、 わ ず か に 内傾 し 、 先端の内側は有段 と な る 。 整形 ・ 調整 と も 整 良で あ る 。

第 I 期 ~第 E 期初期 に位置づ け ら れ よ う 。

15号方形周溝基の 周溝 か ら 、 多数の土 師器 と と も に 、 須恵器の 高坪 ( 図版 119) が 1 点検出 さ
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れ た 。 ひ ビ ょ う に硬 く 焼 き あ が り 、 自 然軸 が付着 し 表面 は 凹凸 が多 い 。 立 ち あ が り は 高 く な く

内傾 し 、 脚部の 径 は大 き く 、 四方 に 大 き な 透 し を 有す る 。 本来有蓋で あ ろ う が、 蓋 は 出土 し な

か っ た 。 器形 ・ 焼成 が通常 の 須恵器 と は著 し く 異 っ て い る の が特色で あ る 。 強 い て 類例 を 求 め

る な ら ば、 伽耶式土器 に 類似す る が、 相異点 も あ る 。 そ の他の類例 に 乏 し く 、 比較検討の法 も

な い の で 、 生産地 に つ い て は結論 を 保留 し 、 今後の検討 に ま ち た い 。 た だ 、 年代的 に は第 I 期 、

あ る い は こ れ に先行す る も の と 考 え て よ か ろ う 。

次 に 、 丸山 3 号墳 の 須恵器の一群があ る 。 周溝底 に 密着 し て 出土 し た祁蓋 l 点 を 除 い て 、 上

部黒色上 か ら 一括 し て 出土 し た も の で、 陸橋の左側 に一括 し て廃 棄 さ れ た よ う な 状態で出土 し

た ( 図版35) 。 高邦は す べ て 有蓋高郎で、 最 も 数 が多 い 。 短脚の一段透 し で、 透 し は 円 形 と 長

方形の 2 種 があ る 。 坪 部の立 ち み が り は わ ず か に 内傾す る が、 高 く の び、 先 端の 内 側 は 有段 と

な る 。 脚部 に 円 形透 し を 有す る も の の体部は 丸み を も ち 、 底部 か ら 体部へ か け て 外へ張 り 出 す

よ う な 感 じ で、 深 め の 器形 と な っ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 長方形透 し を 有す る も の は 、 郎部 が

やや扇平で あ る 。 蓋 に は つ ま み の つ く も の と つ か な い も の と があ る が、 い ず れ も 天井部 と 口縁

部の屈 曲 が明陳で、 口縁部先 端の 内 側 は 有段 と な る 。 郎身 は 口 径 が小 さ く 、 立 ち あ が り は 短か

く 、 内傾す る 。 揺藍期の も の と み て よ か ろ う 。 こ れ ら の一群 は 、 陶 邑古窯祉群の TK 208型式

に類似 し 、 古式の 須恵器で あ る 。 第 I 期 に 比定で き ょ う 。 他 に 、 器台 ・ 壷 ・ 費 が あ る が、 い ず

れ も 高郎の時期 に 比定 さ れ よ う 。

丸山 4 号墳の郎 身 は小型化 がめ だ ち 、 立 ち あ が り は 短か く 、 内傾す る 。 蓋 も 全体 に 丸み を お

び、 天井部 と 口縁部の屈 曲 は 不明瞭で、 i尤線で画 さ れ る な ど型式化 がめ だ ち 、 全体 に っ く り が

組雑と な っ て い る 。 第 皿型式前半 に 比定 で き ょ う 。 た だ蓋の 1 点 ( 図版 166-459) は 年代 が下

降 し 、 第 V期 に 比定 さ れ る 。 高郎で、 短脚の無蓋高時 ( 図版167-467) が l 点 出土 し て い る 。

丸山 3 号墳の一群 と 比べ る と やや年代 が下降 し 、 第 E 期 に 比定 で き ょ う 。 他 の 高杯 は長脚の も

の で 、 第 困期前半 の特徴 を よ く 示 し て い る 。 郎 は 口縁部 が大 き く 聞 き 、 頭部 は長 く 、 胴部の小

型化 がみ ら れ る 。 こ れ も 第 皿期前半 に 比定 で き ょ う 。 丸山 4 号墳 の 須恵器は、 第 E 期 に属す る

も の が 1 点含 ま れ 、 大半 は 第 E期前半 に 比定 さ れ 、 さ ら に 1 点 は 第 V 期 に 比定 さ れ 、 年代 に 幅

を も っ て い る こ と が注意 さ れ る 。

丸山 19号墳の 周溝中 出土 の 須恵器 ( 図版 192) ) は 、 台付長頚査で あ る 。 肩部の 上 に 凸 帯 を め

ぐ ら し 、 そ の上 に 5 個所、 装飾の 欠落 し た痕跡 が認め ら れ る 。 装飾 ・ 口縁部の 形態 か ら 、 第 田

期 に 比定 で き ょ う 。

丸山 20号墳 か ら は 、 高時 2 、 蓋 l が出土 し て い る 。 いずれ も 丸山 3 号墳 に お け る 短脚 l 段透

し の一群 と 同様の特色 を 有 し 、 第 I 期 に 比定 で き ょ う 。

丸山 23号墳 か ら は郎身が 1 点 出土 し て い る 。 口 径 が小 さ く 、 立 ち あ が り は 短 く 、 や や内傾す

る 。 深 いっ く り で 、 体部 か ら 底部 に か け て の 外面 はヘ ラ 削 り で あ る 。 整形 ・ 調整等 シ ャ ー プ さ

に 欠 け る が、 揺藍期の 須恵器 と み な し 、 第 I 期 に 比定 さ れ よ う 。

丸山 32号墳 か ら は 、 多 く の 須恵器 を 出土 し 、 図示 し 得 た の は 23個体 を 数 え る 。 高郎 1 、 皮 袋

形土 器 1 の他 は時身 と 蓋で あ る 。 郎の う ち 、 図版 200-623 ・ 631 ・ 639の 3 個 は 古式 の も の で 、
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第 I 期 ~第 H 期初期 l こ 、 他の郎身 ・ 葦 は第 圃期 に 位置づけ ら れ る 。 高時 も こ の時期の 長脚二段

透 し の も の で あ る 。 皮 袋形土 器 は 、 こ れの み で時期決定 は困難で、 あ る が、 第 匝期の郎 ・ 高坪 と

同時期 と 考 え ら れ る 。

各古墳 出土 の 須恵器 を概括 し た が、 こ れ を 整理す る と 次表 の と お り で あ る 。
第1 5 図 塚原古墳群 出土須恵器時期別一覧表

古 墳 名 第 I 期 第 H 期 第 皿 期 第 百 期

8 号方形周溝基

15号 。 唾ーー. . - - - - -
丸 山 3 号 墳

ク 4 イシ 一
。 19 ク ←ーー 一一一一一一一 一→
イシ 20 イシ

イシ 23 ィシ

ク 32 イシ

第 V 期

こ の表 で も 明 ら か な よ う に 、 塚原古墳群出土 の 須恵器 は 、 第 I 期 に 属す る も の が多 く 、 第 E

期 が こ れ に次 い で い る 。

須恵器編年の あ ゆ み を た ど っ て み る と 、 古墳出土の遺物 を 資料 と し た段階 か ら 、 生産社、 つ

ま り 窯跡の調査資料 を 基準 に し た編年作業へ と 移行 し 、 後者の 有効性 が説 か れ て い る 。 し か し

な が ら 、 肥後 に お い て は 、 古墳時代 に属す る 窯跡の調査 がた ち お く れ 、 必然的 に 須恵器の編年

は 確立 さ れ て い な い 。 こ れ ま で に 、 古墳出土の 須恵器 に よ る 編年作業 が、 三島格 ・ 原 口 長之氏
u .主 2 ) ( i主 3 ) 

に よ っ て進 め ら れ た が、 全体的 な編年は確立 さ れ て い な い 。 近接 し た地域で は 、 小 田 富士夫氏
し主 4 ) 

に よ っ て 、 筑後 に お け る 編 年 が提示 さ れ、 後期古墳の時期決定 に し ば し ば引 用 さ れ て い る が、

第 皿 ・ V . VI期 に つ い て で あ り 、 第 1 . n ・ 町の各期は空白 と な っ て い る 。

こ の よ う な 現状 に あ っ て 、 塚原古墳群出土 の 須恵器の 年代決定 に つ い て は 、 古式の も の に つ

い て は畿内 の編年 を 、 E期以降 に つ い て は筑後の編年 を 基準 と し て い る 。 基準の 不統ー に よ っ

て 、 大 き な 誤診 を 犯 し て い る 恐れ も 強 い 。 と く に 、 第 I 期 と し て 位置づ け た も の が、 肥後 に お

い て は第 E 期 に 下降す る か も し れ な い と い う こ と が念頭に あ る こ と を 記 し て お き た い 。

今回 の調査 に よ っ て 出土 し た 古式 須恵器の一群は 、 肥後 に お い て 、 従来空白 で あ っ た部分 に

充当 さ れ る 資料 と し て注 目 さ れ る 。 今後 こ れ ら の資料分析 を 進 め る こ と に よ っ て 、 肥後 に お け

る 須恵器編年 が確立 さ れ よ う 。

1 ) 田 辺昭三 「陶 邑古窯祉群 I J 平安学園考古学 ク ラ ブ 1966 

2 ) 三島格 「肥後の 須恵器資料(-}J 熊本史学号。 同 「肥後の 須恵器資料(二b 熊本史学 25 号。

3 ) 原 口長之 「肥後 に お け る 須恵器編年試案」 西 日 本史学号

4 ) 小 田 富士夫 「筑後 に お け る 須恵器の編年J r塚 ノ 谷窯跡群』 所収、 八女市教育委員 会 1969 
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5 ) 玉 類 ( 図版 220)

塚原古墳群 に お い て 出土 し た 玉数 は下表 の と おり で あ る 。
第 1 6 表 塚原古墳群 出土玉類墳墓別一覧表

古墳名 出 土 地 点 種 類 及 び 個 数 総数 官滞 考

6 号方形周溝基 第 1 主体部 勾玉 1 、 管玉 1 2 調査後紛失

丸 山 3 号 墳 主体部 管 玉 I 、 ガ ラ ス 玉 2 3 撹乱 さ れ た 主体部 か ら 出土

2 号 石 棺 ガ ラ ス 玉 181 1 8 1 

3 号 石 棺 勾 玉 1 、 ガ ラ ス 玉68 6 9  

各個体別 の 材 質、 大 き さ 等 は下表の と お り で あ る 。

第1 7表 塚原古墳群出土玉類一覧表 単1す limm

番号 出 土 地 点 種 類 大 き さ
材 質 色 調 番号 w 土 地 点 種 類 大 き さ 材 質 色 調

幅 !早 さ 幅 !平 さ

( 長 ) ( 径 ) (長 ) ( !王 )
l 丸山 3 号墳主体部 t空 玉 20. 5 9. 1 碧 玉 淡 緑 色 31 塚 原 2 号 石 館 ガ ラ ス 玉 5. 4 6. 0 ガ ラ ス 緑 青 色

2 。 ガ ラ ス 玉 10. 0 7. 2 ガ ラ ス lIt 32 • 。 7. 1 4. 8 。 紺

3 イシ 。 8. 6 6. 7 イ〉 浪 制! 33 。 。 7. 9 6. 5 イ少 。
4 塚 原 2 号 石 村1 。 12. 5 8. 9 。 制! M 。 ク 7. 3 4. 5 イシ 。
5 今 。 7 . 8  7. 2 イ〉 ク 35 ク • 7. 0 4 . 7 。 4砂
6 " 。 8. 0 6. 0 。 今 36 。 。 7. 0 4 . 5 • 緑 青 色

j 。 。 8. 0 6. 4 。 今 37 • 。 6. 5 4 . 5 4シ t甘
8 • 。 8. 8 6. 7 。 浪 制I 38 。 。 6. 1 4. 5 。 背
9 イシ 。 7. 5 5. 0 。 制I 39 。 。 5. 5 5. 1 。 11I 

10 。 " 8. 0 6. 4 " 混 制I 40 。 今 6. 5 3. 2 4シ 4シ
1 1  。 4シ 8. 5 5. 9 φ 11I 41 4シ 。 7. 0 5. 1 4シ 緑 青 色

12 。 . 9. 2 6. 0 。 濃 111 42 。 " 7 . 2 4 . 5 4シ 。
13 4シ イシ 7. 4 5. 0 イシ " 43 。 。 5. 6 5. 4 • 。
14 イシ 。 8. 0 6. 0 . 制I 44 。 。 5. 5 3. 1 。 ホ 色

15 . 4シ 7. 5 5. 4 イ〉 i&i 制I 45 。 " 4. 6 4 . 0 。 濃 制I
16 4シ • 8. 5 5. 7 . 11I 46 " " 5. 5 4 . 7 . 。
17 イ〉 イ〉 7. 6 7. 3 イシ 他曲足 針I 47 。 イシ 5. 5 3. 0 " 。
18  。 イシ 8. 2 5. 0 イシ 11I 48 。 。 5. 0  4. 1 。 lIt 
19 。 。 8. 0 5. 6 。 4シ 49 。 " 5. 4 3. 6 " 濃 制I
20 • 。 7. 5 6. 9 • 設 制I 50 " 。 6. 0  3. 2 。 制I
21 。 . 8. 0 6. 1 . 制I 51 " 。 5. 4 4. 5 。 今
22 。 イシ 7. 6 7. 4 イ〉 。 52 。 。 5. 3 4 . 2 。 7]1 色

23 。 イ〉 8. 1 6. 3 。 。 日 。 。 5. 2 3. 9 • 法 制I
24 イシ 。 8. 2 5. 5 。 。 54 。 。 5. 0  4 . 0 。 " 
25 今 。 7. 5 5. 5 。 。 55 。 。 5. 1 3. 5 . 4シ
26 。 。》 7. 8 5. 3 。 。 56 。 今 5. 4 3. 5 。 " 
27 。 。 6. 7  5. 0 。 。 57 。 。 4 . 8 3. 5 . 制I
28 。 。 7. 6 6. 8 イシ 。 58 。 。 5. 1 3. 6 • 。
29 " 。 7. 9 4 . 1 4シ • 59 . " 4 . 2 4 . 3 • 緑色 に 近 い

30 。 。 6. 6 4 . 4 。 緑 青 色 60 4シ 4シ 4 . 4 3. 5 . 制f
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番号 出 土 地 点 種 類 大 き さ
材 質 色 調 番号 出 土 地 点 種 類 大 き さ

材 質 色 調幅 厚 さ
幅 厚 さ

( 長 ) (径 )
( 長 ) ( 径 )61 塚 原 2 号 石 結 ガ ラ ス 玉 4. 6 3. 0 ガ ラ ス 紺 105 塚 原 2 号 石 棺 ガ ラ ス 玉 3. 1 3. 0 ガ ラ ス

62 • 4シ 4 . 1 3. 5 • 淡 紺 106 • 4歩 4. 0 2. 2 。
63 " 。 4 . 2 3. 5 " 。 107 。 " 4. 1 3. 8 " 。
64 。 。 5. 0 4. 6 。 浪 紺 108 • • 3. 6 3. 0 。 。
65 • " 4 . 6 3. 5 イシ 淡 紺 109 • 。 4. 0 2. 5 イシ 淡 紺
66 " 4シ 5. 4 3. 6 。 制f 1 10  4シ 。 4. 0 2. 5 。 緑 に 近 い
67 。 。 4. 4 3. 2 • • 1 1 l  • " 3. 0 1 . 6 • 紺
68 " 。 4. 5 3. 3 。 緑 に 近 い 1 12 . " 3. 9 2. 2 。 。
69 4少 。 4. 6 2. 8 • 紺 1 13 • 4歩 3. 6 2. 9 • I主 紺
70 . 。 4. 0 3. 0 。 • 1 14 。 。 4. 2 3. 4 • 紺
71 • • 4 . 0 3. 2 • " 1 15 • " 4. 3 2. 5 。 。
72 。 。 4. 1 2. 6 。 イ〉 1 16 ろ〉 • 4. 0 2. 2 。 • 
73 " 。 4. 2 4. 9 。 紙 1 1 7  。 4少 3. 5 3. 0 。 緑 に 近 い
74 。 イ少 3. 9 3. 8 。 。 1 18 。 • 4. 0 2. 8 。 紺
75 • • 4. 5 2. 9 。 紺 1 19 4シ 。 3. 9 3. 2 。 i主 紺
76 。 。 4. 6 4. 0 。 。 120 。 。 3. 6 2. 9 。 紺
77 4少 。 4. 5 2. 6 。 • 121 • " 3. 9 2. 4 • 。
78 今 • 4. 5 2. 5 。 " 122 • 。 3. 5 3. 6 。 緑
79 • 。 4 . 6 4. 4 。 緑 123 . • 3. 0 2. 2 • 。
80 • • 4. 5 3. 6 。 制I 124 。 4シ 3. 2 1 . 7 。 ホ 色
81 • • 4 . 5  3. 3 • " 125 " " 3. 6 2. 6 。 。
82 。 イシ 4 . 6 3. 6 。 4シ 126 " 。 3. 6 2. 2 。 紺
83 。 。 3. 4 3. 5 。 緑 に 近 い 127 。 。 3. 1 2. 2 • 淡 1甘M 。 イ〉 9. 4 3. 4 。 I1I 128 • " 3. 0 2. 2 φ 緑 に 近 い
85 " 。 3. 4 2. 8 。 • 129 。 。 3. 0 1 . 9 今 紺
86 • 。 3. 2 2. 6 " " 130 • . 3. 8 2. 6 今 4少
87 。 。 3. 6 2. 7 。 。 131 。 " 3. 4 3. 0 " 緑 が か り
88 • 。 3. 0 2. 5 " 緑 132 • 4シ 3. 2 2. 5 . 育
89 。 。 3. 4 2. 7 " I1I 133 • • 3. 5 2. 4 。
90 • • 3. 1 2. 8 4砂 。 134 • " 3. 5 2. 6 。
91 • 4シ 3. 4 2. 7 。 4 135 。 。 3. 0 3. 5 。 イシ
92 。 。 3. 6 3. 0 。 iili 紺 136 。 。 3. 5 2. 4 • 紺
93 。 。 3. 4 2. 6 。 設 I� 137 。 " 3. 0 2. 5 。 緑 が か り94 4シ " 2. 9 2. 2 。 背 色 138 。 。 3. 4 2. 3 イシ 制I
95 。 。 3. 5 3. 5 。 I:t に 近 い 139 。 。 3. 2 2. 7 。 • 
96 " 。 3. 6 3. 4 。 制f 140 。 " 3. 5 3. 0 4シ ;主 制I
97 。 " 4. 3 3. 0 • 。 1 42 • 。 4. 0 2. 0 。 緑 色
98 。 • 4. 2 3. 5 。 緑 に 近 い 143 " 。 3. 0 2. 0 • 緑色( 水 色 )
99 今 • 3. 5 2. 0 。 紺 144 " 。 3. 1 2. 1 。 制f

100 。 。 4. 0 3. 2 4シ " 145 。 • 3. 4 2 . 4  。 4シ
101 。 。 4. 2 3. 0 " 淡 紺 145 。 イシ 3. 6 2. 7 φ 。
102 . 。 4. 0 3. 3 。 制! 147 。 。 3. 5 2. 8 。
103 。 。 4 . 3 2. 7 。 。 148 。 • 2. 6 2. 4 。
104 • イシ 3. 9 2. 0 。 " 149 イシ イシ 3. 5 2. 0 4少
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番号 出 土 地 点 種 類 大 き さ
材 質 色 調 番号 出 土 地 点 種 類 大 き さ

材 質 色 調
幅 厚 さ 幅 厚 さ

( 長 ) (径 ) ( 長 ) (径 )
150 塚 原 2 号 石 縮 ガ ラ ス 玉 3. 0 2. 4 ガ ラ ス 紺 194 塚 原 3 号 石 棺 ガ ラ ス小玉 5. 8 4 . 1 ガ ラ ス 縁 が か り

151 • • 3 . 4  3. 0 今 • 195 。 。 6. 1 3. 8 。 • 

152 。 イ〉 2. 7 2. 0 。 。 196 イシ 。 6. 1 3. 8 。 イシ

153 。 。 2. 6 2. 1 • • 197 。 今 5. 8 4 . 2 • • 

154 。 イシ 2. 5  1 . 5 イシ 青 198 。 。 6. 1 4. 5 。 紺
155 。 。 3. 0 2. 0 。 • 199 。 . 5. 8 3. 3 。 緑

156 。 。 3. 0 2. 0 。 ホ 色 2ω イ〉 。 5. 4 2. 8 イシ 紺
157 。 。 3. 4 1 . 5  • 緑 が か り 201 。 . 5. 3 3. 6 . 縁 が か り

158 • • 2. 7 1 . 9  。 紺 202 。 . 4. 8 4. 0 。 紺

159 イ〉 イシ 3. 4 2. 6 。 " 203 。 " 4. 2 4 . 6 。 。

160 • • 3. 5 2. 1 。 4砂 2ω . • 4. 9 2. 9  . 。

161 。 。 3. 4 2. 3 。 ( 緑 色 ) 205 イシ 。 3. 4 4. 3 。 緑

162 4砂 • 3. 0 2. 7 4少 紺 206 。 . 3. 5 3. 2 4シ 紺
163 。 。 3. 5 2. 3 。 ( 緑 色 ) 207 。 。 4. 3 2. 5 イ〉 今

164 4シ 。 3. 2 2. 4 イシ 紺 20唱 ク 。 3. 5 3. 0 。 ホ 色

165 • • 3. 5 3. 0 • 青 209 • . 4. 5 2. 7 今 紺
166 " 。 2. 7 1 . 6 。 水 色 210 4シ " 3. 9 2. 9 。 青
167 • 。 2. 1 2. 1 。 緑色( 水色 ) 211 • 4シ 4. 2 3. 1 。 紺
168 • 。 3. 5 1 . 6 " 制J 212 。 イシ 3. 7 2. 9 イシ 紺
169 。 。 3. 5 2. 0 . { 緑 色 ) 213 。 。 3. 7 3. 1 • * 
170 • • 3. 5 2. 0 。 時I 214 " 。 4. 0 3. 4 。 紺

171 。 。 3. 0 1 . 2  イ〉 ( 緑 色 ) 215 。 イシ 3. 5 3. 1 。 イシ

172 。 • 3. 0 2. 0 • 紺 216 • • 4. 4 3. 0 • 。

173 イシ • 3. 0 1 . 8 イシ 。 217 ク イシ 3. 7 2. 5 。 。

174 。 。 3. 1 3. 0 • 4シ 218 。 • 4. 0 2. 6 。 4シ

175 。 。 3. 5 2. 5 。 ( 緑 色 ) 219 。 イ〉 3. 9 2. 6 。 。

176 • 。 3. 4 2. 4 4少 青 220 。 。 3. 5 2. 4 。 . 
177 • イ少 3 . 4  1 . 9 . 。 221 。 4少 3. 5 2. 6 4シ 青
178 。 。 3. 2 2. 6 。 紺 222 。 。 3. 4 2. 7 。 4シ

179 。 。 3. 2 1 . 7 • ホ 色 223 • 。 3. 6 2. 4 . 。

180 4シ 。 3. 5 2. 1 。 紺 224 イシ 。 3. 5 2. 5 。 判I
181 • • 2. 6 2. 0 • ( 緑ー 色 ) 225 。 • 3. 4 2. 4 • 青
182 。 。 3. 4 2. 0 イシ 1ft 226 。 4シ 3. 5 2. 4 。 科f
183 。 イシ 2. 9 1 . 5 4シ 青 227 イシ • 3. 5 2. 1 。 。

184 • 。 2. 0 1 . 9 。 水 色 22坦 。 • 3. 4 2. 3 • 青
185 φ イシ 2. 6 1 . 5 イシ 青 229 。 " 3. 5 2. 1 。 1ft 
186 塚 原 3 号 石 棺 勾 玉 13. 4 4. 0 . 230 。 4シ 3. 4 3. 0 • 青
187 • ガラ ス小玉 8. 4 6. 0 。 割f 231 。 。 2. 9 1 . 5 。 結
188 4砂 • 8. 2 5. 9 。 謹 �It 232 4砂 . 3. 0 1 . 6 。 4少

189 • 。 6. 6 4. 4 。 制J 233 。 。 3. 4 2. 3 今 青
190 。 。 6. 2 4 . 7 • 緑 が か り 234 イシ 。 3. 0 2. 0 。 。

191 • 4シ 7. 0 5. 5 . 紺 お5 。 . 3. 1 1 . 9 . 紺
192 。 イシ 6. 3 3. 7 。 線 が か り 236 " 。 3. 4 2. 0 イシ 。

193 。 • 6. 1 5. 1 。 4少 237 " • 3. 0 1 . 8 4シ . 
L一一一一 L一一 一一一
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番号 出 土 地 点 種 類 大 き さ
材 質 色 調 番号 出 土 地 点 種 類 大 き さ

付 質 色 調
幅 厚 さ 幅 厚 さ

( 長 ) (径 ) ( 長 ) (径 )
お8 塚 原 3 号 石 棺 ガ ラ ス小玉 3. 0 1 . 8 ガ ラ ス 紺 247 塚 原 3 号 石 棺 f ラ ルl、玉 2. 7 1 . 6  ガ ラ ス 紺

239 • φ 3. 1 2. 4 。 • 248 。 ガ ラ ス 玉 2. 6 1 . 3 。 赤 茶 色

240 • • 2. 8 2. 5 。 育 249 今 今 2. 5 1 . 9 • 育
241 • • 3. 0 1 . 5  • 水 色 250 • 4砂 2. 5 1 . 5 。 水 色

242 • 争 2. 7 2. 0 • 総 251 • 。 2. 5 1 . 4 4砂 紺

243 " ， 2. 6 2. 0 • 青 252 4少 " 2. 5 1 . 3 • 4砂

244 4砂 φ 3. 0 1 . 5 4砂 。 253 4砂 。 2. 3 1 . 8  4少 赤 茶 色

245 4砂 争 3. 1 1 . 8 • 自日 254 " φ 2. 4 1 . 5  。 緑

246 " 。 2. 6 1 . 8 • 総

6 ) 縄文時代、 そ の他の遺物

縄 文 時 代

( 1 )  
今回の調査で縄文時代 の遺物 も 出土 し た 。 各遺物の 出土地は第18表 に 示す と お り で あ る 。 こ

の表 に 示す よ う に 遺物は小規模 な が ら 調査地の ほぼ全域に散在 し て お り 、主に古墳の封土や周溝 な

ど か ら 出土 し た 。 土 器片 は主 に早期 と 晩期の も の がみ ら れ た が、 古墳群の築造 や長年の開墾 ・

耕作等 に よ る 地形破壊 お よ び撹乱の た め 、 住居祉 や土壌 な ど 、 遺物 に 直接結 ひeつ く 遺構 を 検出

す る こ と は で き な か っ た 。 出土 し た 主 な 遺物の 出土地、 種類、 特徴等 につ い て は別表 に 示す と

お り で あ る 。 ま た 、 各土器 に つ い て は可能 な か ぎ り 形態及 び時期的 分類 を 行 い 第142図 ~第146図

に 示 し た 。 以下、 こ れ ら の遺物 を も と に縄文時代各時期の特徴 を 報告 し た い 。

( n )  
早 期 (第 1 42図 ~ 第 1 44図 )

従来 「沈 目 式土 器」 と 称さ れて い る押型文土器が出土 し た 。 器形は ほ と ん ど が鉢で大型の も の が

多 い 。 口縁 に 外反 し 、 胴部がややふ く ら み底部 は平底 も し く は 丸底 に な る も の と 思 わ れ る 。 口

唇部 は平た く 整形 し た も の と 丸み を も つ も の と があ り 、 な か に は 口縁 が口唇部 に近づ く に つ れ 、

器壁 が薄 く な り 口唇部 が細 く な る の も み ら れ る 。 逆 に胴部 か ら 底部 に か け て 、 特 に底部 と の接

合付近で は 器壁 が厚 く な っ て い る 。 器壁の厚 さ は 器形の大小 に 比例す る が胴部付近の 器壁の厚

さ はlOmm内 外 を 計 る も の が多 い 。

色調 は黒 褐色 ・ 淡黄 褐色 ・ 淡 褐色 ・ 赤褐色 を 呈す る 。 黒 褐色 ・ 淡褐色 を 呈す る も の が数量的

に 多 く 出土 し 、 焼成 充分で堅轍で あ る 。 こ れ に 比べて赤褐色 を 呈す る も の は焼成 が不充分 な も

の が多 く 、 表面 が ぎ ら ぎ ら に 風化 し た も の が多 い 。

胎土 は 砂粒混 ピ り で小石 ( 3 - 4 mm) を 含 む も の も み ら れ る 。

文様 は 表面 の ほ ぼ 全面 と 裏面の一部 に あ り 中 に は 口唇部 に 施 さ れ て い る も の も あ る 。 山 形 ・

- 268 -
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情円 ・ 条痕 ・ 格子 目 ・ 撚糸 ・ 縄文 が認め ら れ 、 山 形 ・ 楕円 が多 い 。 表面 と 裏面 の施文 が異 な る

場合 も あ り そ の組合せ は楕円 と 山 形 ・ 条痕 と 楕円 ・ 条痕 と 山 形がみ ら れ る 。

以上の土器の 明 確 な 出土層位や共伴関係遺物 が不明 な こ と か ら 時期的位置 を 決す る に は 至 ら

な か っ た が、 先 に述べた 「 く ぬ ぎ塚」 封土下 か ら 出土 し た 円筒土 器 は 、 施文 ・ 形態 こ そ 違 え 、

胎土 ・ 焼成 ・ 器壁の厚 さ な ど押型文土 器 と 非常 に類似 し て い る 。 ま た 、 土 器周辺 に押型文 土器 に

普遍的 に伴 う 集石 が同様 に認め ら れ る の で両者 の関係は非常 に 密接 な も の と 思 わ れ る 。 も し 、

両者 か噂期的 に 分離で き る 状態 に あ っ た と し て も 、 両者の時期的差異 は非常 に 小 さ か っ た も の

と 思 わ れ る 。

県内 の押型文 土器 と 他の 遺物 と の共伴関係 も 次第 に 明 ら か に さ れつ つ あ る 。 今後 、 「轟」 や

「曽畑J r手 向 山 J r塞 ノ 神 」 と 前述 の 「円筒土 器」 ら と の共伴関係 が明 ら か に さ れ れ ば、 押型文

土器は よ り 明確に 時期的 な 佐置づ け がで き る で あ ろ う 。

( ill ) 

前期 ~中期 (第 1 45 図 63-64)

こ の時期の 出土遺物 は 少 な く 、 塞 ノ 神式土 器 が 2 点認め ら れ た だ け で あ っ た 。 い ず れ も 丸山

26号墳西側周溝部 か ら 出土 し た も の で、 い く ぶ ん 内 青 ぎみ に 外反 す る 口 縁部で あ る 。 口唇部 は

丸み を も っ 。 文様 は特徴的 に 2 本の枕線 を 施 し 、 そ の 中 に 貝 殻 に よ る 施文 を 行 っ て い る 。 加 え

て 口 縁部 に も 刻 目 が施 さ れ て い る 。

( 町 )

後期 ~晩期 (第 1 45 図 ~ 第 1 46 図 )

後期土 器は ( 65-78) で深鉢 ( 67-70、 76-78) 、鉢形土 器 ( 66) 、 浅鉢 ( 旬、 71-75) で あ る 。

( 65-67、 69) は北久根山式土器 に位置づ け で き ょ う 。 ( 65) は 内 害す る 口縁で 口唇部は 丸味

を持 ち 、 特徴的 に 沈線 と 貝殻 を 用 い た擬似縄文 が施 さ れ 、 磨研がみ ら れ る 。 ( 66) ( 67) に は 、

平行 と 斜行す る 沈線 の 施文 があ る 。 ( 69) は橋状把手で沈線 お よ び貝殻擬似縄文 が施 さ れ て い

る 。 ( 68) ( 70) は い ずれ も 直口 す る 口縁部で ( 68) は太型 凹線文 ( 70) に は条痕の施文 があ り

2 点 と も 北久根山式 と 同 じ 時期の も の と 思 わ れ る o

( 71-78) は 三万田式土 器の時期 に 位置づ け で き ょ う 。 浅鉢 と 深鉢 と があ る 。 2 - 4 条 の沈

線 が あ り 、 ( 71 ) ( 72) ( 75) に は磨消縄文 がみ と れ 、 ( 73) は磨研で あ る 。 色調 は主 に 黒 褐色、

赤 褐色、 茶褐色 を 呈 し 焼成良好で堅織で あ る 。

晩期土 器は ( 79) - ( 107) で、 ( 79) - ( 87) は深鉢 ( 88) - ( 104) は費形土 器で あ る 。 ( 79) 

- ( 87) は 口縁 に 沈線の 施 さ れ た 粗製土器で器面の荒れ た も の が多 い 。 胎土 は 砂市位混 じ り で;

小石 ( 3 - 4 mm) を 含 み 、 焼成 も 不 良の も の が目 だ つ。 時期 は晩期の大石式 や黒川 式 に相 当 し

よ う 。 ( 88) - ( 99) ( 104) は刻 目 突帯 を 有す る 費形土 器で あ る 。 刻 目 突帯は 口唇部 か ら 1 cm弱

下 がっ た 部位 に あ る も の と 口唇部 に接 し て い る も の と があ る 。 刻 目 幅 も 1 cm以上 を 計 る 大 き め

の も の と 、 2 - 3 mll程度 の小 さ な も の があ り 、 刻 目 と 刻 目 の 間 隔 は刻 目 の 大 き さ に ほ ぼ比例す
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る 。 器面 に は条痕 に よ る 調整痕 が施 さ れ て い る 。 焼成 は一自1姐句 に 不 充分で器面 の 荒 れ た も の が

多 い 。 焼成の 良好 な も の は非常 に 堅轍で磨研土 器 を 思 わ せ る 。 ( 100- 103) は 刻 目 突 帯を 有 し

な い 粗製の饗形土 器で、荒 い 貝 殻条痕 に よ る 調整 を 行 っ て い る 。 ( 105) は鉢形土 器の底部で ス タ

ン プが認め ら れ る 。 同 じ く (106-107) に も 器面 に 布 と 思 わ れ る も の の圧痕 が見 れ る 。 ( 108-1 17)

は い ず れ も 底部で円盤貼 り 付 け で あ り 、 ( 1 12、 1 13、 1 15) は上 げ底 を 呈す る 。 ( 1 12) が有段上 に

あ り 後期の可能性が あ る だ け で他 は す べ て 晩期 と み て よ い 。

以上の後期 ~晩期の土 器 は そ の特徴 か ら 形式的 に み て お よ そ 3 期 に 分 かつ こ と がで き ょ う 。

す な わ ち ( 71 -78) は後期で北久根山 、 三万田式 を 主 と す る 時期 ( 79-87) は 晩期で深鉢 を 主

と し 大石 ~黒 川 式 に 比定 で き 、 ( 88- 107) は刻 目 突帯 を も っ饗形土 器 を 特徴 と す る 時期で山 の

寺、 夜 臼式 に比定 で き ょ う 。

た だ し 、 いずれ も 出土層 お よ び伴 な う 遺構 が明確で な い の で 、 そ れ ぞれの時間的 な 存在 形態

は不明 で あ っ た 。

( V )  

紡錘車 ( 1 18) は 丸山 7 号 か ら 出土 し た も の で、 直径64mm穿孔径5. 5mm、 厚 さ 5 酬を 計 る 。 土

器片 を 再利用 し で つ く っ て い る 。

( 羽 )

石器 ( 1 、 2 ) は押型文土器 に 伴 う も の と 思 わ れ る 。( 1 ) は薄茶褐色 を 呈す る チ ャ ー ト を

素材 と す る 。 主要剥 離面 が観察 し に く い が、 横剥 ぎ と み て よ か ろ う 。 横剥 ぎの剥片 の縁辺 に リ

タ ッ チ を 加 え た 刃部 を 持つ ス ク レ ー パー で あ る 。 ( 2 ) はサ ヌ カ イ ト の石核で あ る 。 不規則 な 剥

離で剥片 が剥取 さ れ て い る コ 石核 自 身 も 利 器 と さ れ た も の で あ ろ う 。

( 3 - 7 ) は後晩期の 石器で あ る 。 ( 3 ) は円盤形石器で凝灰岩 を 思 わ せ る よ う な も ろ く 偏平

な 安山岩 を 素材 と す る o ( 4 ) は局部磨製石斧で あ る 。 緑色 に 自 の 班点文様 がは い る ジ ャ モ ン 岩

を 素材 と し 、 磨製 を 施 し 刃部 を 形成す る 。 上半部 を 欠損。 ( 5 、 6 ) は打製石斧で あ る 。 ( 5 ) は

剥 離を 行 っ た あ と高支打 を 加 え こ れ ら に一部磨製 を し た 石斧で あ る 。 石 材 は 安 山 岩 で 良 質 と は い

い 難い 。 刃部 に は 多 く の使用痕 があ る 。 ( 6 ) は い わ ゆ る 扇 平打製石斧 と 称 さ れ る も の で あ る 。

泥岩 を 思 わ せ る 質の 悪い偏平 な 石材 を 用 い て い る 。 剥離を 施 し 形成 さ れ た 刃部 は 石 質の 悪 さ も

あ り 鈍い 。 色調 は部分的 に 茶 褐色 ・ 薄茶褐色 を 呈す る 。 ( 7 ) は大型 の 石 器で用途 は 不 明 確で あ

る 。 く ぬ ぎ塚付近の表採資料で あ る 。 石 質は わ り と 固 い 安山岩で重 さ 1 .68kgを 計 る 。 刃部 は 交

E剥 離に よ り 形成 す る 。 裏面 に 凹部 があ る 。 自 然の も の で あ る が何 ら かの 形で利 用 し た の か も

し れ な い 。
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| 出 土 地

| 丸 山 13 号

。

。

。

。

。

イ〉

4シ
4シ

。

。

。

イシ

。

。

。

。

。

。

。

。

14 

15 

16 

17 

18 • 

19 

20 

21 

22 " 

23 

24 

25 " 

26 φ 

27 

28 

29 

30 φ 

31 • 

32 " 

33 

出 土 遺 物

早期 2

晩期 7

早期 l

晩期 3

晩期 l

晩期 4

早期 2

晩期 2

早期 3

後期 2 晩期 3

晩期 6

晩期 15

早期 5

晩期 4

晩期 13

晩期 1

第1 8表 縄文土器 出土地点一覧表

備 考 出 土 地 出 土 遺 物 備 考

No. 4 区 9
丸 山 M 号

。 35 

早期 1 周溝内• 36 

。 37 " 

• 38 " 

。 39 

。 40 

陸橋部 l
丸 尾 l 可口

A 地区 2

早期 2 A - 5 1R 2 。 2 。
晩期 1 C - l 区 1

!p.期 2 南東周溝第 4 層 2。 3 。
l児期 8 南東周溝第 4 層 7

。 4 。

。 5 。

。 6 。
晩期 1 北周溝 l

凶!荷溝 3 。 7 • 

。 8 。
南側 2 北側 l 晩期 6

�t周溝 l 丸 尾 E I正 晩期 2

丸 尾 北 区 晩期 l 東側

ぬ ぎ 塚
早期19 僚乱層 3 盛土 4

く
晩期11 E ト レ l

表
早期 17

採
晩期 5

早期 3
将 軍 塚

晩期 l

土 取 塚
陸橋北 7 下層 6 晩期 2 南 ト レ ン チ l

早期11 東側周溝 4
I� 管 塚

晩期 2

(注 ) こ の 表 に ま と め た 遺物 は 、 出土地点 がは っ き り し て い る も の だ け に と ど め た 。 こ の 表 に ま と め た 遺物以 外 に も
調査中 に 表 面採集 さ れ た 資料 が あ り 、 実際の遺物数 は こ の 表 の 総数 よ り も 多 い 。
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出 土 地 出 土 遺 物 備 考 出 土 地 出 土 遺 物 備 考

第 l 号方形周溝墓
l晩期 11

第 24号方 形周溝墓
北周溝 l 北京 l

早期 2 石織内 l
第 2 号 。 第25号 � 

第 3 号
早j明 4

第 26号イシ 。
晩期 8

早期 2第 4 号 � 第 27号 。

早期 8 北周溝 4 北東部 3
第 28号第 5 号 。 。

l晩期 2 南周i持 3 東周議 2

早期 9 北西周溝 2 南周溝 1
第 6 号 � 西周溝 2 東周溝 3 第 29号 4少

晩期 5 北周耳障 2 南西周滋 1 晩期 3

早期 7 南西周溝10 北東周治17 早期 1第 7 号 " 
第30号 。

晩期46 北西周j持22 東周溝 2

早期 8 北京都周iPi 2 街凶音11周j部 l 早期 3第 8 号 。 第 31号 。
晩期 18 北凶部周j持 8

第 9 号 � 第32号 " 
I!免j羽 1

第 10号 。 第33号 。
晩期 2、

第 11号 。 丸 山 l 号

1j!JYI 1 r M グ ル ー プ l
第 12号 イシ 。 2 。

早期 3 周構内 l 早期 8 東周j持 3 東周iilill第 14号 4シ " 3 。
晩期 2 後期 1 1晩期31 南京周j梓第 4 層 l

1j!Jl!J 10 北問機 l第 15号 。 。 4 � 
I!免Jil116 I有周iPI1 、 7 

第 16号 。 。 5 。
i挽JYl 1 n B 1  

早期 2 T K 1 n 区 2第 17号 。 。 6 。
I!免期1 3 l挽地J 6 北 l

1ft.J!!] 9 北jJ!l]表:1: 3 *周溝 l第 18号 。 。 7 。
l晩期 l 後Jl!J 7 北陪li梓 l 東部 2

1，1期] 7 南周i梓10 北周溝 l第 19号 。 4シ 8 。
l則自] 7 北!司瀞 3

第 20号 。 。 9 。
I!免j羽 9

早期 4
第 21号 � � 10 

晩期 4

第 22号 。 。 11 
晩期 7 第 四北 ト レ ン チ l晩期 6

第 23号 。 。 12 

nHU

 

司tqL

 



第1 9表 縄文土器観察結果一覧表

図版番号 器 形 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 文 様 前庸 考

口縁部 は や や 外反 す る 。 裏面 は横ナ デ に よ る 整形 がみ ら れ 楕円押型文 ( 外面 ) 砂粒 を 含 む 。
口 唇部 は 丸 み を も っ 。 る 。 条痕文 ( 内 面 ) 黒褐色 、 焼成良好。

1 鉢 口 径24. 5cm 内外面 お よ び口唇部 に 施文。 琵琶塚古墳周溝
厚 さ 8 町1m 楕円は大粒 ( 直径 1伽聞 を は か る も

の も あ る ) 。

口 縁部 は や や 外反 す る 。 内外面 に 旋文。 楠円押型文 ( 外面 ) 砂粒 を 含 む。
口 唇 部 は 丸 み を も っ 。 情円押型は縦回転に よ る 施文。 条痕文 ( 内面 ) 黒褐色、 焼成良好 。

2 4砂 厚 さ 12mm 〈 ぬ ぎ塚古墳周溝

口縁部 は や や 外反 す る 。 内外面 お よ び口唇部 に 施文。 情円押型文 ( 内 外 ・ 砂 粒 を 含 む 。
口 唇部 は 丸み を も っ 。 口唇部) 褐色 、 焼成良好 。

3 � 厚 さ 11mm 〈 ぬ ぎ塚古墳周溝

口 縁部 は や や 外反 す る 。 内外面 に施文。 楕円押型文 ( 内 外面 ) 砂粒を 含 む 。
口 唇部 は 丸み を も ち 、 や や と が っ 淡褐色、 焼成良好 。

4 。 て い る 。 〈 ぬ ぎ塚古墳周溝
厚 き 11mm

口 縁部 は やや 外反 す る 。 内外面 お よ び口唇部 に 施文。 情円押型文 ( 外 面 ) 砂粒 を 含 む 。
口 唇 部 は 丸み を も ち 、 や や と が っ 楕円 よ り む し ろ 方形 赤褐色、 焼成良好 。

5 。 て い る 。 に 近 い 。 〈 ぬ ぎ塚古墳周溝
厚 さ 11冊目 山形押型文 ( 内面 )

口縁部 は や や 外反 す る 。 外面 に 施文。 楕円押型文 。 砂粒 を 含 む 。
薄手 で 口縁 か ら 口唇部 に か け て 細 楕円 文 は小粒 ( 5 mm ) で あ る 。 黒褐色、 焼成良好 。

6 。 く な る 。 内 面 は ヘ ラ 様の も の で調襲。 く ぬ ぎ塚古墳周港
口縁部 は 丸み を も っ 。
厚 さ 9 mm

口縁部は外軍事気味 に やや外反す る 。 内外面 お よ び口唇部 に 施文。 情円押型文 ( 外面 ) 砂粒 を 含 む 。
口縁 か ら 口 唇部 に か け て細 く な る 。 外面 は縦回転、 内面は横回 転に よ 山 形押 型文 ( 内 面 ・ 淡褐色、 焼成良 好 。

7 " 口 唇部 は か す か に 稜 を 形成 す る 。 る 施文。 口 唇部) 琵琶塚古墳周溝
厚 さ 11mm

胴部片 。 外面 に施文。 締円押型文 。 砂粒を 含 む 。
器壁の厚 さ は ほ ぼ同 ピ 。 内面中央 に接合部分 があ る 。 黒褐色 、 焼成良好 。

8 � 厚 さ 12mm 琵琶塚古墳周溝

胴部片。 外面 に施文。 楕円押 型 文 。 砂粒 を 含 む。
い く 分 カ ー プす る 。 内面 は 手 な で に よ る 調整 痕 が あ る 。 淡褐色、 焼成良 好。

9 。 器壁の厚 さ は ほ ぼ伺 U 。 琵琶塚古績周溝
厚 き 13mm

胴部片 。 外面 に施文。 楕円抑型文 。 砂粒 を 含 む。
ほ ぽ直線 。 内面 は 手 な で に よ る 調整痕 があ る 。 赤褐色、 焼成良好 。

10 。 厚 さ 12mm 施文 に乱れ があ る 。 丸尾 2 号墳周溝

胴部片 。 外面 に施文。 楕円押型文 。 砂粒 を 含 む 。
い く 分 カ ー ブす る 。 内面 は 手 な で に よ る 調整痕 が あ る 黒褐色 、 焼成良好 。

11  。 厚 さ 9 mm 文様の継 ぎ め が不鮮明 で あ る 。 〈 ぬ ぎ塚古墳周 溝

※ 器壁の 厚 さ は 、 断面 中央部 を 計測 L た 。
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図版番号 器 形 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 文 +量 備 考

桐部片 。 外商 に 施文。 情円f甲型文。 砂粒 を 含 む。
い く 分 カ ー ブす る 。 文様は 不鮮明。 黒縄色 、 焼成良 好 。

12 鉢 厚 さ 1伽1m 〈 ぬ ぎ塚古墳

胴部片 。 外面 に 施文 。 情円押 型 文 。 砂粒 を 含 む。， い く 分 カ ー ブが 見 ら れ 、 中 央部 が 文様 は 不鮮明で 乱 れ て い る 。 黒掲色 、 焼成良 好 。
13 4少 や や細 く な る 。 〈 ぬ ぎ塚古漬

厚 さ 1伽1m

胴部片 。 外面 に 大 粒の惰円押 型文 を 施文。 待円抑 型文。 砂粒 を 含 む 。
厚 さ 1 1mm 黒褐色 、 焼成不良 。

14 � 6 号方形周溝墓

胴部片。 外面 に 小粒の 惰円押 型文 を 施文。 情円押型文。 砂粒 を 含 む。
厚 さ 9 mm 赤褐色 ( 外面 )

15 4シ 黒 褐色 ( 内 面 )
焼成 良 好 の
丸 山26号噴

胴昔日片。 外面 に 大 粒の 惰円押 型文 を 施文。 惰円押 型文。 砂粒 を 含 む。
厚 さ 11mm 県縄色、 焼成良好 。

16 � 琵琶塚古墳

胴部片 。 外 面 に 大粒の惰円抑 型 文 を 施 文 。 傍円押 型文。 砂粒 を 含 む。
厚 さ 13mm 黒褐色、 焼成良 好 。

17 。 琵琶塚古墳

鋼部片。 外商 に施文。 情円押 型 文 。 砂粒 を 含 む。
赤褐色 、 焼成良好。

18 � 九 山20号境

胴部片 。 外商 に施文。 情円抑 型 文 。 砂粧を 含 む 。
カ ー ブが あ り 、 底部 に 接す る 部分 I底部近 く で文機 が乱 れ 、 - :�IS文様 赤褐色 、 焼成良 好 。

1 9  4シ で 、 底部平底 も し く は 九底 と 思 わ が切 れ る 。 〈 ぬ ぎ塚古墳
れ る 。
厚 さ 11剛

口 縁は 外湾 し な が ら 外反 す る 。 内 外面 お よ び 口 唇 部 に 施文。 山 形押 型文。 砂粒 を 含 む 。
口 唇部 は 丸 み を も っ 。 外面 は縦回転、 内面 は横ltil 転に よ 黒褐色 、 焼成良 好 。

20 。 胴部へ か け て い く ぶん 薄 く な る 。 る 施文で あ る 。 丸 山 4 号績周溝
厚 さ 14mm

口 縁 は い く 分 外反 す る 。 内 外面 に 施文。 山 形t�1 型 文 。 砂粒 を 含 む。
口唇部 は平 た く 繋形。 r l 梓部 は 不鮮明で あ る が施文 さ れ 明 褐色 、 焼成良 好 。

21 。 胴部へ か け て 原 く な る 。 て い た 可能性 が強 い 。 5 号方形周 溝墓
厚 さ 10mm 外而 は縦101 転内面 は横Inl 転 に す る 。

口 縁 は い く 分 外反 す る 。 内外面 む よ ぴ口 唇部 に 純文。 山 形抑 型 文 。 砂粒 を 含 む。
口 唇 部 は平 た く 盤形。 外而 は縦阿転、 内 面 は 横l'村民 に よ 褐色 、 焼成良 好 。

22 。 厚 さ 9 mm る 施文で、 口 唇部 も 施文 の 跡 がか 〈 ぬ ぎ塚古墳
す か に 残 る 。

口 縁 は い く 分 外反 す る 。 内 外厨 に 施文。 山形抑 型 文 。 砂粒 を 含 む。
口縁 か ら 口 唇部へ か け て 器壁カ鴇 外面 は縦 回 転、 内面 は 償 問 転 に よ 淡褐色、 焼成良 好 。

23 。 く な っ て い る 。 る 施文で あ る 。 表採
厚 さ 12mm
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図版番号 器 形 形 態 上 の 特 色 校 法 上 の 特 色 文 様 1繭 考

口縁 は い く 分外反す る 。 内外国 む よ び口唇部 に施文。 山形抑型文。 砂粒 を 含 む 淡褐色 、
口 唇 部 は 少 し 丸み が あ る 。 外蘭 は縦回転、 内面 は横回転に よ 焼成良好で堅綴で あ

24 鉢 厚 さ 10mm る 施文で あ る 。 る 。
日 緑郎の施文 も 明隙 に 残 る 。 表採

胴部片。 外面 に施文。 山形抑型文。 砂粒 を 含 む。
少 し カ ー フーす る 。 備回転 を 主調 と す る 施文 で あ る が、 赤褐色 、 焼成良 好。

25 。 厚 さ 10mm や や不鮮明で乱れ があ る 。 丸 山26号墳周溝

胴部片 。 外商 に施文。 縦回転で文機の 線合 i1J形-IljI 型文。 砂粒お よ び小石 を 合
厚 さ は ほ ぼ同一。 があ る 。 む。

26 。 厚 さ l lmm 淡褐色 、 焼成良好。
丸 山 8 号墳尚周j蒜

胴郎片 。 外商 に施文。 形の よ く 整 っ た 文様 山 形判1型文。 砂粒 を 含 む。
厚 さ 15mm で 、 文様の継 目 は まを 形 を 示す 。 褐色 、 焼成良好。

27 。 第 E 調査区

胴自11片。 外面 に施文。 横回転を 主調 と し J氏 山形担jI型文。 砂粒 を 含 む。
底古11近 く の 破 片 で カ ー プす る 。 部近 く は縦回転で あ る 。 施文の 乱 茶褐色 、 焼成良好。

28 4シ 底 自11 に 近 づ く に つ れ 器 壁 も !早 く な れ がめ だ っ 。 12号方形周溝墓
る 。
J亨 さ 13mm

m'I:�ll片 。 外商 に 施文。 文 様の 乱 れ が め だ っ 。 山形押型文。 砂粒を 含 む。
器墜の!享 さ に 変 化 な し 。 淡褐色、 焼成良 好。

29 4シ 厚 さ 13mm 丸 山 8 号墳市周 i蒜

胴:tl�片 。 外商 に施文。 縦回転に よ る 施文。 山形拘l型文。 砂粒 を 含 む。
!手 さ 15mm 淡褐色 、 焼成良好。

30 イシ 丸 山 8 号域l朝周j蒜

胸部片 。 外価 に 縄文。 縦凶転に よ る 施文。 山形担jI型文。 砂粒 を 含 む 。
日注目宅の 厚 さ に 変化 な し 。 黒褐色 ( 外面 )

31 。 !うI さ l lmm 淡褐色 ( 内 面 )
焼成 良好 。
表採、

)11，;1出11片。 外耐 に施文。 縦回転に よ る 純文 で 山形担jI型文。 砂粒 を 含 む。
).戸 さ l1mm 。1!i 日 の継 目 がみ ら れ る 。 褐色 、 焼成良好。

32 ペシ く ぬ ぎ塚古墳

nriil :'fllj�- 。 外商 に 施文。 縦 回 転で 太 め の 文様 山形担11型文。 砂粒 を 含 む。
JJ縁 か ら 胴部 に か か る 部分の破片 で あ る 。 黒褐色、 焼成良好。

33 。 で あ る 。 6 号 方形周溝墓
)'i さ 9 mm

n!'J :切片 。 外聞 に 施文。 山形-IljI型文。 砂粒を 含 む 。
!手 さ 9 mm 黒褐色 、 焼成良好。

34 。 く ぬ ぎ塚古墳

胴I�I)片。 外岡 に施文。 横回転に よ る 施文。 山形担11 型 文 。 砂粒 を 含 む。
胴郎 か ら 底 部へ と か か る 部分の破 内 而 は 雑 な 調盤で胎土 の接合持11分 明 褐色 、 焼成良好。

35 。 片 で あ る 。 が認め ら れ る o 丸 山 8 号墳南周j蒜
J.'f. さ 16mm
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図版番号 器 形 形 態 上 の 特 色 校 法 上 の 特 色 文 F最 備 考

胴部片 。 外面 に 施 文 。 鈍角 な 山 形 文 機で縦 I LI 形拘l 型 文 。 砂粒 を 含 む 。
厚 さ 12mm l母転 に よ る 施文 で あ る 。 黒 褐色 、 焼成良好。

36 鉢 琵琶塚古t貴

胴部片 。 外面 に 施 文 。 山形割1I型文 。 砂 粒 を 含 む 。
厚 さ 12mm 淡 縄色 、 焼成良好。

37 � く ぬ ぎ塚古墳

腕 部 片 。 外面 に 施 文 。 文 様 は 不鮮 明 。 lf l 形JIII 型 文 。 砂粒及 び小石 を 含 む 。
厚 さ l lmm 淡 褐色 、 焼成良好。

38 � 表係

Dr.]昔u 片 。 外国 に 施文。 途 中 で 文 様 が切 れ る 。 山 If�:lJII �� 文 。 砂 粒 を 合 む 。
底 部 に 近 い 破 片 。 施文の 方 向 性 に 乱 れ が あ る 。 褐色 、 焼成良好。

39 " 厚 さ 13mm 表採

胸 部 片 。 外面 に 施文。 l伝 部J!Í く で あ り 乱 雑 山 形割1I 型 文 。 砂 粒 を 含 む 。

底 部 に 近 い 破 片 。 な 施文 で あ る 。 縦償1"1 転 し 、 文 機 明 褐色 、 焼成良好。
40 。 I事 さ 13mm は 不鮮明 で あ る 。 表採

口縁 部 は や や 外反 す る 。 内 外面 に施文。 Iíf円:lJI1 型 文 ( 外商 ) 砂粒 を 含 む 。
器壁は 口縁 か ら 口 唇 部 に か け て 薄 山 形 :lJI1 型 文 ( 内 i爾 ) 淡 褐色 、 焼 成 良 好。

4 1  � く な る 。 口 幹 部 は 九み を も っ 。 琵琶塚古噴 周 j蒜
!京 さ 1伽m

口縁部 は や や 外反 す る 。 内 外面 及 び 口 唇 部 に 施文。 IífI ' J:lJII � -)( (州
口 唇 部 は 施文 の た め 平 た い 。 内 面 は i士線状の 条痕 が 3 条 走 り 、 山 形:lJfI 型 文 ( 内 而 ) 1 m 褐色 、 焼目立良 好。

42 。 厚 さ 9 mm 口 唇部 は 条 痕 が l 条 認め ら れ る 。 〈 ぬ ぎ塚古繍

日縁 部 は や や 外反 す る 。 内 外面 に施文。 文 鎌 は 条 痕 文 で 外 条 痕 文 。 砂 粒 を 合 む 。
口 唇 部 は 丸 み を も っ 。 面 は縦内 面 は 横 方 向 で あ る 。 淡 褐色 、 焼成良好。

43  " I事 さ 9 mm 表t草

口 縁 部 は や や 外反 す る 。 内 外 面 及 ぴrJ 昏剖i に 純文 。 条 痕 文 ( 外l雨 、 I J 将 砂粒 を 合 む 。
口 唇音u は 丸み を も っ 。 外面 は 条 痕 で 内 面 は 山 形 、 f l 将 も 自11 ) 黒褐色 ( 外面 )

44 4シ 厚 さ lOmm 条痕で あ る 。 内 面 に 御 状の も の で 山 形割Il fff!文 ( 内 i雨 ) 淡 黄 褐色 ( 内 面 )
の 調 整 痕 が あ る 。 燐成良好。

1 8 tj り 方形 周 溝 墓

口線tl� は や や 外 反 す る 。 内 外面 に 施 文 。 条 痕 文 ( 外l酎 ) 砂校 を 合 む 。
口 唇 部 の 近 く は 細 く な り 丸味 を も 外面 が条痕 で 内 面 は 惰 内 の 施 文 で 情川拘i 型文 ( 内 而 ) 赤褐色 ( 外面 )

45 。 つ 。 あ る 。 :，�褐色 ( 内 商 )
!平 さ 14mm 焼 成 良 好。

21 号 }j 形 周 it4 主主

口縁 は 直 口 す る 。 外 文 の 施 文 は 不明隙。 条 痕 文 ( 内 i而 ) 砂申立 を 合 む 。
口 答部 は 丸 み を も っ 。 内 面 に 条 痕の 施 文 があ る 。 淡 褐 色 、 焼成良好。

46 � 原 さ l lmm 1<探

胸 部 片 。 外面 に 山 形 と 惰円 の 施 文 。 山 形:IJII !"f!文。 砂粒 を 合 む 。
厚 さ lOmm 文 機 は 不鮮 明 で あ る 。 情円拘1 型 文。 !民 掲色、 焼成不良 。

47 � く ぬ ぎt家
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胴部片 。 外面 に 山形 と 条痕の施文。 山形押型文。 砂粒 を 含 む。
厚 さ lOmm 文様は乱れ不鮮明 で あ る 。 条痕文。 褐色 、 焼成不良。

48 鉢 山形の あ と 条痕 を 施文。 14号 方形周溝墓

胴部片 。 外面 に 山形 と 条痕の 施文。 山形J甲型文。 砂粒 を 含 む。
厚 さ l lmm い く 分 カ ー プが見 ら れ底部 に 近 い 条痕文。 淡褐色、 焼成良 好。

49 4シ 部分の破片 で あ る 。 表採

胴i}日片。 外国 に山形 と 条痕の施文。 山形fql型文。 砂粒 を 含 む 。
厚 さ 13mm い く 分 カ ー ブが見 ら れ底部 に 近 い 条痕文。 黒褐色 ( 外面 )

50 。 部分の破片 で あ る 。 淡褐色 ( 内 面 )
焼成良好。
丸 山 8 号墳南周溝 l 

胴部片 。 外面 は撚糸 に よ る 施文 で縦 と 横が 撚 糸 文 。 砂粒を 含 む 。
厚 き 15mm 重 な り 格子 目 を 呈す る 。 格子 目 文。 淡褐色、 焼成良好。

51 "シ 表採

胴部片。 外面 に 施文。 撚 糸 文。 砂粒 を 含 む。
下 方 の断固 が厚 く 底部 に 近 い 。 細 い撚糸 で あ る 。 黒褐色、 焼成良 好。

52 。 丸 山20号墳

胴古11片。 外面 に施文。 文様は条痕文で原体 条痕文。 砂粒 を 含 む 。
を 擦樋 し て い る 。 淡黄褐色 、 焼成良 好。

53 。 丸山 8 号墳

刷白日片。 外商 に 施文。 撚 糸 文 。 砂粒 を 含 む 。
文様は撚糸文。 淡褐色 、 焼目立良 好。

54 4シ 表採

I1阿部)'，- 。 外国 に施文。 撚 糸 文。 砂粒 を 含 む。
文様は撚糸 文で一部格子 目 文 を つ 褐色 、 焼成良好。

55 。 く る 。 8 号 方形周溝墓

1同 :'f�片 。 外価 に 施文。 条痕文。 砂粒 を 含 む。
文織は条痕文。 淡黄褐色 、 焼成良 好。

56 。 く ぬ ぎ塚古墳

日間白日片。 外面 に 施文。 文様は撚 糸 文 で か な 撚 糸 文 。 砂粒 と 小石 を 含 む。
り 古Lれて い る 。 褐色、 焼成 不良。

57 イシ 18号 方形周J持基

胴!JII 片 。 外商 に 施文。 文機は条痕文で原体 条痕文。 砂粒 を 含 む 。
を 擦織 し た も の 。 黒褐色、 焼成良好。

58 。 表採

胸部片。 外面 に 縄文。 撚 糸 文 。 砂粒を 含 む。
( 薄 手 ) 淡栂色、 焼成良好。

59 。 丸 山 7 号墳周溝
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胴部片 。 外面 に 施文。 縄 文 砂粒 を 含 む。
( 薄 手 ) 黒褐色、 焼成良好。

60 ・ 鉢 丸尾 3 号漬

胴部片。 外面 に 施文。 縄 文 砂粒 を 含 む。
( 薄 手 ) 県褐色 、 焼成 良 好。

61 4少 : -h山 3 号t食東周 溝

胸部片 。 外面 に施文。 縄 文 砂粒 を 含 む 。
( 薄手 ) 褐色、 焼成良 好。

62 " 21号方 形l萄溝墓

深
口縁部。 貝 殻 に よ る 施文 あ り 。 貝殻条痕文。 砂殺 を 多 く 含 む 。
塞 ノ ;神式。 口辺音11 に 刻 目 を 絡す 。 刻 目 。 熱褐色 、 焼成良好。

63 ( 薄 手 ) 九山26号墳凶I/!IJ

鉢

63 と 同 ー ・個体

64 。 。 。 。 ，

j斐
口縁部 は 内軍事す る 。 i党線文 と 貝殻 に よ る 擬似縄文 を 施 沈静忠文。 砂粒 と 小石 を 含 む。
口 唇 部 は 丸 み を も っ 。 す 。 擬似縄文。 H庁褐色。 、 焼成 良 好。

65 (北久根山 ) 磨研 を 行 っ て い る 。 表採
鉢

鉢形土録の屈 曲部片 で あ る 。 i尤線文 と 貝殻 に よ る 擬似縄文 を 施 沈線文。 砂粒 を 含 む。
(北久根山) す 。 J疑似縄文。 lI)j 褐色 、 焼成 不良。

66 鉢 i1i:i線 に 規則的 な 区l菌 は 認 め ら れ な 表係
p 。

深
口縁音I! は ほ ぼ 直 口 す る 。 先端 が細 斜行税線文があ る 。 斜行i北線。 破粉 を 含 む 。
〈 口縁部 は 鋭 っ て い る 。 淡褐色 、 焼成良 好。

67 表J皐
鉢

口縁告11 は ほ ぼ直立 し 口辺部 は肥厚 太形凹線文 を 施す。 枕 線。 砂粒 を 含 む。
す る 。 口 唇部 は 平 た く 盤形。 赤掲色 、 焼成良 好。

68 " 表f草

把 手。 !蒋研 と 貝殻 に よ る {疑似施文 を 施す 。 沈 線。 赤褐色 、 焼成良好。
穴の 直径 13醐 擬似縄文。 iH車

69 。

波状 口縁で ほ ぼ直口 す る 。 口辺部 2 本のi光線 と 条痕があ る 。 i:lt: 線。 砂事立 を 含 む。
が肥厚す る 。 条 痕 は 乱維に 施 L て い る 。 条 痕。 J込褐色 、 焼成良 好。

70 。 九I� 1 iH貨

口 縁。 i北線の施文 は は っ き り し て い る 。 勝消縄文。 砂枚 を 含 む 。
口 唇部 は 丸み を も っ 。 2 条の 沈線。 縄色、 焼 成 良 好。

71 。 8 母 方 形 !開 講務 �tl巧

4雌
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口 縁。 沈線 と 磨消縄文の施文 は は っ き り 磨消縄文。 砂粒を 含 む 。
深 口 唇部 は 丸み を も っ 。 し て い る 。 3 条 の 沈線文。 赤褐色 、 焼成良好。

72 刺突文 2 ケ 所。 8 号方形周 溝墓周溝

鉢

口 縁。 磨�jf を 施 し て い る 。 3 条 の 抗議文 。 砂 粒 を 含 む 。
口 唇 部 は 丸み を も っ 。 茶褐色、 焼成良好。

73 。 丸 山27号墳

ロ 縁。 2 条 の f士線だ け で謄消縄文 の施文 2 条 の 枕線文。 砂粒 を 含 む。
口 唇部 は平 た く 整形。 は な い 。 赤褐色 、 焼成良好。

74 4シ 第 1 調査区

口 縁。 4 条の 沈線 と 磨消縄文の施文。 4 条 の 沈線文 。 砂粒 を 含 む。
口 唇部 を 欠失。 磨 消縄文。 淡黄褐色 ( 外面 )

75 .. 黒褐色 ( 内 面 )
焼成良好。
第 E 調査区

口 縁。 3 条 の 沈線。 砂粒 を 含 む。
口 容部 は 丸み を も っ 。 赤褐色、 焼成良好。

76 。 22号方形周瀞慕

口 縁。 2 条 の i尤線 ( 内側 ) 砂粒 を 含 む。

77 。 黒褐色 ( 内 面 )
焼成良好。
第 I 調査区

口 縁。 2 条 の i士線。 齢、粒 を 含 む。
赤褐色 、 焼成良

78 。 表採

口 縁。 磨 研。 3 条 の 沈線。 砂粒 を 含 む。
口 健 部 は 丸 み を も っ 。 縄色、 焼成良好。

79 。 丸尾 3 号墳

口辺部 か ら 口 昏古，/1 に か け て 綱 く な i士線は ほ ぼ同 じ 大 き さ で 、 ほ ぽ平 4 条 の 沈線。 砂粒 を 含 む。
り 、 口 答書1I は 平 ら に整形。 行 じ た状態 に 施文。 黒褐色 、 焼成良好。

80 .. 丸尾 3 号墳東周溝

口 唇部 は 丸み を も っ 。 7 条 の 沈線。 砂粒 を 含 む ( 少 な い )
褐色 、 焼成良 好。

81 .. 丸 山 6 号墳周 溝

口 持 部 は 丸 み を も っ 。 謄 僻。 4 条 の 沈線。 砂粒 を 含 む 。
茶褐色、 焼成良好。

82 。 丸尾 l 号績北周 溝

口縁部 は 内替 す る 。 4 条 の i尤線。 砂粒 を 含 む。
口 唇部は 丸 み を も っ 。 黒褐色、 焼成良好。

83 .. 丸尾 3 号墳周 i�
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口 縁 部。 5 条 の i士線。 砂粒 を 含 む。
d架 赤褐色、 焼成良好。

84 丸尾 l 号墳
鉢

口 縁 部。 5 条 の J士線。 砂粒 を 含 む。
褐色 、 焼目立良好。

85 。 表j*

口 車事 部。 条痕 は古L れ て い る 。 内商 の 口縁 m� 条 痕。 砂粒を 含 む 。
と 胴昔日の境 に は一条 の i;\;線 が走 る 。 褐色 、 焼成良 好。

86 。 表j*

日縁 は ほ ぼ直口 す る 。 外国 はヘ ラ で調整 し\ 内 而 は 条 痕 砂 粒 を 含 む ( 少 な い )
口辺音11 が肥厚 す る 。 で訴l盤。 lザl 褐色 、 焼成良好。

87 。 粗製土 穏 で あ る 。 h/ c; 6 月:-f員周j持
口 唇部 は 平 た く 整形。

口縁音11 は や や内傾 し 仁l 篠宮日 す ぐ 下 刻 目 は 大 き く 、 乱維 に 施す 。 刻 目 突，倍。 砂粒及 び小石 を 含 む。
に 刻 目 突帯 を も っ 、 口 唇 部 は 丸み 刻 目 突帯 F は荒 い 条 痕 が あ る 。 条 痕 黒褐色 、 焼成良好。

88 号車 を も っ 。 7 -g. }i形 周 溝 主主

日 縁古11 は 内傾す る が口辺部及 び口 胎土 、 焼成 と も 充分で竪級で あ る 。 主IJ H 突帯 砂粒 を 含 む。
唇部は や や外反 す る 。 条 痕 黒褐色 ( 外而 )

89 。 赤褐色 ( 内 面 )
が'ÉI戊 良 好。
)ULI 3月寸:Bt.1ヒト8Wli

口縁部 は内傾す る 。 刻 目 突帯 は 口 内 面 は l存f，jf、 穏 而 は条 痕 に よ る 調 刻H突搭 納砂粧 を 含 む。
唇部 に つ い て い る 。 銭。 条 痕 熱褐色 、 焼成良好。

90 。 )u1J 3 )}fjJ市fJ't

口縁古11 は 内傾 す る 。 突搭は 口容郎 内 面 は磨問、 刻 目 突帯は貼付で あ 刻 目 突帯。 砂粒 を 合 む。
下 7 mm に あ る 。 る 。 淡補色 、 焼成良 好。

91 。 口 辺音11 は 外反 す る o ot!l: l寸荘。
九111 3 片墳ji�J �持

突 帯 は 口 唇告11下 5 mm に あ る 。 探面 は ハ ケ で調整。 刻H突，HE。 砂料. を 含 む。
口 唇音11 は 丸 み を も っ 。 11台土 、 焼成 と も 良好で駁級で あ る 。 褐色 、 焼成良好。

92 。 h 山 25号墳

口縁古11 は 内傾 し 、 仁l辺世11 は 外反 す 援面 は条痕で網整。 刻 1-1 突併。 砂枚、 小 石 を 含 む。
る 。 口 鶴 自11 に 刻 目 突幣 がつ き 、 仁l 淡賀補色 、 焼成 良 好。

93 .，. 唇部 は平 た い 。 l l} }jJf� 周 t持 拡、
口唇音11下 4 mm lこ 刻 目 突，階 、 刻 目 は H古士 、 焼成充分で竪級で あ る 。 刻 1 1 突 常。 砂粒 を 含 む 。
大 き い 。 黒褐色 ( 外面 )

94 。 赤褐色 ( 内雨 )
焼成良 好。
)U I.i 28-lj寸貴

口 唇部の -tíl) を 欠失 。 総面 は 組い 乱�J盤痕がめ だ っ 。 刻H突借。 砂粒を 含 む。
大 き め の 刻 目 。 黒褐色 、 焼成良好。

95 。 6 lj- :lj lf� J司 ifYi 怨

- 287 ー



図版番号 器 形 形 態 上 の 特 色 設 法 上 の 特 色 文 様 備 考

口 唇部下 6 mm に 刻 目 突帯 がつ く 。 器面は 条痕で調整。 刻 目 突帯。 砂粒 を 含 む 。
細 か い 刻 目 で あ る 。 条 痕。 黒褐色。 焼成良好。

96 費 丸山 3 号墳周 溝

口 唇部下 叫 刻 間 九 | 師 は 条問盤。 刻 目 突待。 砂粒 を 含 む。
細 か い 刻 目 で あ る 。 条 痕。 明 褐色、 焼成良好。

97 。 丸山 3 号墳周溝

口 信部下 4 mm に 釦j 目 突帯 を も っ 。 器面 に は条 痕 が機行す る 。 刻 目 突帯。 砂粒 を 含 む。
口 唇 部 を 欠失。 黒褐色 、 焼成良好。

98 。 丸山 3 号墳周溝

胴部 ( 屈 曲 部 ) tJJ 白 は大 き く llmm を 計 る 。 刻 目 突帯。 砂粒 を 含 む。
屈 曲 部 に 貼付の 刻 目 突帯 を も っ 。 淡賞褐色 、 焼成良 好。

99 。 丸山28号墳周 溝

口縁部、 簿 手 の 土 器 で 口縁 は 外皮 繍 む よ ヴ斜に条痕が走 る 。 条 痕。 砂粒を 含 む。
i采 し 、 口 骨骨ß は細 〈 丸み を も っ 。 褐色 、 焼成良好。

100 表採

鉢

n 縁 部 、 薄 手 の 土 器 で 口縁 は 外 反 器面は荒 〈 削 り 、 条 痕 に よ る 調態 条 痕。 砂粒 を 含 む。
し 、 口 曽部は細 〈 丸み を も っ 。 で あ る 。 黒褐色 ( 外面 )

101 " 淡褐色 ( 内 面 )
焼成良好。
丸山 4 号墳周 溝

胸部 ( 屈 曲 畑l ) 内外面 と も 荒い 調整。 砂粒 を 含 む。
黒褐色 、 焼成良好。

102 " 丸山 3 号墳周 溝

胸 部 片 。 荒い 条痕で調盤。 条 痕。 砂粒 を 含 む。 煤 付着。
黒縄色 、 焼成 良 好。

103 � 表採

制 作11片 ( 開 曲 部 ) 貼付刻 目 突帯で、 刻 目 は 不鮮 明 で 刻 目 突待。 砂枚、 小石 を 含 む 。
tJJ 日 突捗 を も っ 。 あ る 。 赤褐色 、 焼成良 好。

104 要 表採

l底 部。 ス タ ン プがみ ら れ る 。 砂粒 を 含 む ( 少 な い )
不 赤縄色 ( 外面 )

105 無 黒褐色 ( 内 面 )
H月 焼成良 好。

丸尾 l 号土産

j費
胴自11片 。 組織圧痕。 砂粒 を 含 む。

淡黄褐色。
106 焼成 良 好。

鉢 丸山 3 号潰

ßl'l 部 片 。 組織圧痕。 砂粒 を 含 む。
明褐色。

107 焼成 良 好、 煤付着。
丸山 3 号漬周溝
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図版番号 器 形 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 文 様 官繭 考

底 部 。 組 製。 砂粒 を 含 む (少 な い )

径94mm 淡茶褐色。
108 � 焼成不 良 。

第 回 調査区

底 部。 粗 製。 砂粒 を 含 む。

径 102mm l明 褐色。
109 " 焼成不 良 。! 21号方形周溝墓

底 部。 粗 製。 砂粒 を 含 む。
径80mm 赤褐色。

110 " 焼 成 不 良 。
表採

!底 世15。 粗 製。 砂粒 を 含 む。

径 118mm 黒褐色。
III " 焼成 不 良 。

丸 山27号墳

}栄
底 部。 組 製。 砂粒 を 含 む。

段があ る 。 i羽 褐色。
112 径 102mm 焼成不良 。

鉢 丸尾 3 号墳南京周溝

底 部 。 条痕 に よ る 荒 い調整。 砂粒 を 含 む。

径74mm l珂 褐色。
113 " 焼成良好。

丸山 3 号墳

底 部。 粗 製。 砂粒 を 含 む。

径 103mm 黒褐色。
114 費 焼目立 不 良 。

A尾 l 号墳

底 部。 組 製。 砂粒 を 含 む。

径 103mm 黒褐色。
115 " 焼成良好。

九 Lu28号I貴.:/tJ沼 i持

底 部。 組 製。 砂粒 を 含 む。

f壬 116mm 赤褐色。
116 " 焼成良好。

21 号 方 Jf� 周 溝 慈

底 部。 粗 製。 砂粒 を 含 む。

径98mm 黒褐色。
117 " 焼成良好。

h尾 1 号墳

直 径64mm 土器片 を 利用 し た も の。 砂粒 を 含む。
紡 穿孔径55mm 灰褐色。

118 鍾 厚 さ 5mm 焼成良好。

車 九I.U H 手I員
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図版番号 器 種 石 質 最 大 幅 ・ 最 大 長 さ ・ 重 さ 備 考

l ス ク レ ー ノ f- チ ャ ー ト 4. 3 ・ 7. 6 ・ 30 g 薄茶褐色。αn an 丸 山 3 号墳東側

黒褐色 ( 劇j離 面 )
2 石 核 サ ヌ カ イ 6. 5 ・ 12. 6 ・ 252 淡 黄褐色 { 自 然面 )

丸尾 1 号墳北京都

円 盤 形 石 器 安 山 岩 9. 7 ・ 10. 6 ・ 260
淡褐色。

3 
表採

小型磨製石斧 蛇 紋 岩 4. 6 ・ 7. 5 ・ 58
緑色に 自の斑点模様

4 
表採

5 局部l筈製石斧 安 山 岩 5. 8 ・ 13. 8 ・ 245 黒褐色。
表採

， 
茶褐色。

6 打 製 石 斧 。 6. 3 ・ 13. 3 ・ 176 薄茶褐色。
6 号方形周溝墓

7 打 製 石 器 。 15. 8 ・ 23. 7 ・ 1680 〈 ぬ ぎ塚付近
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第 2 節 遺 構

1 墳墓の類別

A 方形周溝墓

39基の方形周溝墓 は 、 全体 を 明 ら か に し 得 た も の の 内 、 主体部の構造 ・ 材質等の差異 に よ っ

て 、 次の 4 種類 に分 け る こ と がで き る 。

A - a 類=組合式木棺

1 号 ・ 2 号 ・ 4 号 ・ 6 号 ・ 9 号 ・ 11号 ・ 12号 ・ 13号 ・ 14号 ・ 16号 ・ 17号 ・ 18号 ・ 19号 ・

21号 ・ 22号 ・ 25号 ・ 26号

A - b 類= 安 山 岩製箱式石棺

7 号 ・ 8 号

A - c 類=礎灰岩製箱式石棺

15号 ・ 31号 ・ 35号 ・ 39号

A - d 類=誕灰岩製横 口 式石桔

30号 ・ 36号

B 前方後円墳

今回 の調査で、 琵琶塚古墳後円部周溝 を検出 し た 。 後円部 ・ 前方部 と も 周 囲 か ら 著 し く 削 り

と ら れ 、 平面形 は琵琶状 を 呈す る こ と か ら こ の 名 の起 り が あ る 。 従 っ て 、 古 く よ り 柄鏡式の古

式 古墳 と 考 え ら れ て き た 。 調査範囲 が限 ら れて い た 為 に 、 全体の形状規模 を 明 ら か に す る ほ
( 註 1 ) 

どの成果 を あ げ る こ と がで き な か っ た 。 し か し 検出 し た周溝 か ら 推定復原す る と 、 全長約80m

と な り 、 前方部 に似 た 尖出 は 、 ほ ぽ後円部の一部 と な る た め に 、 必ず し も 柄鏡式の根拠 と な る

も ので は な い 。

一方、 調査区 の 中 央部 に土取 り に よ る 大 き な 凹地があ り 、 こ の附近 に 土取塚 と い う 前方後円

墳 が存在 し た と い う 記録 が残 っ て い る が、 調査で は 、 そ の 存在 を 裏付 け る 遺構等 を 発見で き な
( 註)

か っ た 。

C 円 墳

円墳 は42基 を 数 え た 。 方形周溝墓 と 同様、 全体 を 明 ら か に し 得 た も の の 内 、 主体部の構造 、

材質等 に よ っ て 次 の 5 類 に 分 け る こ と がで き る 。

C - a 類=竪穴式石室 ( 安 山 岩 ) 、 丸尾 7 号

C - b 類=箱式石棺 ( 安 山 岩) 、 丸尾 5 号

C - c 類=横穴式石室 (凝灰岩) 、 く ぬ ぎ塚

C - d 類=横口 式石棺 (凝灰岩) 、 丸山 8 号 ・ 12号 ・ 34号

C - e 類=箱式石棺 (凝灰岩 ) 、 丸山 7 号 ・ 9 号 ・ 10号 ・ 11号 ・ 13号 ・ 14号 ・ 16号 ・ 17号

. . 18号 ・ 19号 ・ 21号 ・ 22号 ・ 23号 ・ 24号 ・ 25号 ・ 26号 ・ 27号 ・ 28号 ・ 29号 ・ 33号 ・

35号

尚 、 円墳の う ち く ぬ ぎ塚古墳の北西部調査区内 に 存在 し た と い わ れ る 将 軍 塚 古 墳 に つ い
( 註 3 ) 

噌inv

 

nL

 



て は、 そ の所在 を 裏付 け る 遺構等は検出す る こ と がで き な か っ た。 記録 に示 さ れ た と お り 割石

中口積横穴式石室で あ る と す れ ば、 調査区内 に は そ う し た類例 を 見 い 出 せ な い 。 従 っ て 、 将軍

塚古墳 につ い て は 、 今後更 に所在 を 追求す る 必要 があ る が、 こ こ で は 、 記録 に従 っ て 一応円墳

C - b 類 と し て お き た い 。

D 石棺は 、 材質及 び構造 に よ り 次の 3 類 に分 け る こ と がで き る 。

D - a 類=箱式石棺 (安 山 岩板石) 15号

D - b 類=箱謂智 (獄事切石 12号

D - c 類=箱式石間織岩切石 ) 11号 ・ 14号 ・ 16号 ・ 17号

D - d 類=箱式石ぽT罫京岩切石 7 号 ・ 8 号 ・ 9 号 ・ 10号

D - e 類=箱式石棺
(議灰岩切石 1 号 ・ 2 号 ・ 3 号 ・ 4 号 ・ 5 号 ・ 6 号

E 石 蓋士 擦 は 、 l 基確認 で き た 。 凝灰岩 1 石 か ら 削 り 出 し た蓋石で、 土撲 を 覆 っ た も ので

あ る 。

2 遺構の新旧関係

各遺構は、 周溝 あ る い は墳墓 そ の も の が重複 し た例が、 9 カ 所 に み ら れ、 こ れ に よ っ て 新旧

の関係の明 ら か な 遺構 は18基 あ る 。

① i 丸山 6 号墳一一一一一一→丸山 8 号墳

1 15号方形周溝墓一一→丸山 8 号墳

丸山 8 号墳 は 、 丸山 6 号墳 お よ び15号方形周溝墓の周溝 を切断 し て 築 か れ て い る 。

② ( 1 号方形周溝墓一一→丸山35号墳

1 丸山36号墳 : 丸山35号墳

丸山35号墳は 、 丸山36号墳 を 破壊 し て 築造 さ れ、 ま た 1 号方形周溝墓 を 切断 し て 築 か れて い

る 。 し か し 、 1 号方形周溝墓 と 丸山36号墳の前後関係 は 明 ら かで は な い 。

③ 19号方形周溝墓一一一一→16号石棺

16号石棺墓墳 は 、 19号方形周溝墓の南側周溝の一部 を 切断 し て 築 か れて い る 。

④ 36号方形周溝墓一一一一一→35号方形周溝墓

⑥ f 16方形周溝墓一一一一→西A 区墓道

{ l8号方形周溝墓一一一一→東A 区墓道

l 丸山20号墳一一一一一一→東B 区墓道

西 A 区墓道 は16号方形周溝墓東辺周溝全体 と 重複 し て い る 。 ま た東A 区墓道 と 東B 区墓道 と

は 、 同一遺構で あ り 、 18号方形周溝墓の 中央部 を 切断 し 、 さ ら に 丸山20号墳の 周溝 を 切断 し て

い る 。

⑥ 竪穴遺構 →11号石棺
(D c 罰}
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s 古墳群の形成過程

総数 101基 に及ぷ各種の墳墓 と 同時代 の遺構は、 全体 と し て 1 つ の 墓域 を 形成 し て い る 。 そ

れ は あ る 期間 に 、 順次切 れ間 な く 築造 さ れた結果 に よ る 古墳群 と し て の ト ー タ ル な 姿で も あ る 。

従っ て 、 当 然 そ れ に 至 る 形成過程が存在 し な け れ ばな ら な い が、 何 よ り も 各種の墳墓 が数 多 く

群集す る こ と 自 体、 そ の背後 に 古墳群の形成過程 を物語 る 実体が反映 さ れて い る はずで あ る 。

そ の実体 を 解明 す る た め に は、 各種墳墓の構造 ・ 形態 ・ 規模や こ れ ら の配列 ・ 占 地の状況 な ど、

諸要素 を 総合的 に分析す る こ と が必要で あ ろ う 。

方形周溝墓 ・ 円墳 ・ 前方後円墳 ・ 石棺 な ど は 、 相1[ 1こ大 き な空白 を 残す こ と な く 築造 さ れて

い て 、 し か も 隣接 し た墳墓 は 、 一部で切 り 合 う こ と は あ っ て も 、 全体 と し て は 、 重複を さ け る

よ う に 築造 さ れて い る 。 こ の よ う な こ と か ら 、 古墳群の形成過程 に つ い て 、 次の よ う な 性格 を

指適で き る だ ろ う 。

①各種の墳墓 は 、 短期間 に順次築造 さ れ た 。

@潰墓の築造 ・ 土地の選定 は 、 無造作 に で な く 、 一定の法則 に従 っ て 行 な わ れ た 。

以上 2 点 は、 古墳群の形成過程 を 分析 し 、 そ の実体 を 解明す る 上で の 、 基本的 な 前提 と な る

も の と 思 わ れ る 。

群の設定

各墳墓 の 占 地 の 状態 、 こ れ ら の 配列 な ど を 観察 す る と 、 調査区域外に お け る 未知数の 墳

墓 を 考慮 し た場合 に お い て も 、 い く つ かの共通点 と 法則性 な ど か ら 、 以下の 8 つ の 群 と し て と

ら え る こ と がで き る 。

I 群 北側台地の 最 も 高 い部分 を 中心 に分布す る 方形周溝墓11基 か ら な る グル ー プで あ る 。

( I 号 ・ 2 号 ・ 3 号 ・ 4 号 ・ 5 号 ・ 6 号 ・ 7 号 ・ 8 号 ・ 9 号 ・ 10号 ・ 38号)

こ れ ら の 方形周溝墓 は 、 A a 類 ( I 号 ・ 2 号 ・ 4 号 ・ 6 号 ・ 9 号) と 、 A b 類 ( 7 号 ? 8 号)

か ら な り 、 他の 4 基 は 、 主体部 が調査区域外に あ っ た り 、 消滅 し た と 考 え ら れ る も の で あ る 。

主体部の数は、 6 号 の 3 基 を 除 く と 、 すべて 1 基で あ る 。

I 群に お け る 、 細部の構成 を 観察す る と 、 ① 3 号- 2 号- 1 号 ・ 4 号 の 東西 に 並ぶ系列。 ②

6 号ー 7 号 。 ③ 5 号- 10号の そ れ ぞれ南北 に並ぶ 2 系列 があ る 。 さ ら に こ れ ら の東側 に 8 号 お

よ び、 先述の 9 基 と は 方 向 の異 な る 9 号 があ り 、 9 号 は39号 と 重複 を 生 じ て い る 。 ①系列の 4

基 は規模 も ほぼ一定で、 東西 に規則的 に 配列 さ れて い る 。 陸橋部の位置 は 、 確認で き た 1 ・ 2

号で、 北辺の 中 央部 よ り 東寄 り に 1 カ 所設 け ら れて い る 。 ま た 大半 が調査区域外 に あ っ て確認

で き な か っ た 3 号 の場合 も 、 1 号 ・ 2 号 と 同様で あ っ た可能性か強 い も の と 思 わ れ る 。 ② ・ ③

系列で は、 各々 の規模は異 な る が、 陸橋部の位置 は、 ②系列 と ③系列の10号で、 周溝南辺の 中

央部 よ り 東寄 り に l カ 所設 け ら れて い る 。 調査区域外に あ っ て確認で き な か っ た 5 号 の場合 も

同様で あ ろ う 。 し た がっ て② ・ ③系列 は 、 陸橋部の方向 ・ 位置 に お い て共通 し 、 ①系列 と 大 き
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く 異 る 。
全体的 に は 、 9 号 ・ 38号の 2 基 を 除 く と 、 方形台状部の方向 お よ び主体部の主軸方佐 も ほ ぼ

一致す る 。 ま た 陸橋部 に 関 し て は 、 先述の よ う に①系列で は北辺の 中 央部 よ り 東寄 り に 、 ② ・

③系列で南辺の 中 央部 よ り 東寄 り と い う よ う に差異 を 生 じ て い る が、 陸橋部 は 中 央部 よ り 東隅

に 寄せ て 設 け 、 さ ら に 主体部 と 陸橋部の位置関係では、 陸橋部は主体部長軸中心線 に 対 し て 直

行す る 一辺 に 設 け ら れ る 点で共通 し て い る 。

な お、 I 群で は 、 6 号の 3 体合葬例 を 除 く と 、 ー墳ー葬方式 が一般的で あ り 、 個人墓的色彩

の 強 い 方形周溝墓 群 と み る こ と がで き る 。 ま た 9 号 ・ 38号 を 除 く と 相互 に き わ め て 近接 し 、 規

則 的 に 配列 さ れて い る こ と か ら 、 こ れ ら がか な り 限 ら れ た期間 内 に築造 さ れ た こ と を 示 し て い

る 。

E 群 I 群の北側 に 隣接 し た小規模 な 6 基 ( 11号 ・ 12号 ・ 13号 ・ 14号 ・ 32号 ・ 24号) の 方形

周溝墓群か ら な っ て い る 。 主体部 が確認で き た も の は 4 基 ( 11号 ・ 12号 ・ 13号 ・ 14号 ) で、 す

べて A の類で あ っ た 。

6 基の う ち 、 11 号 と 12号 は 、 東西 に整然 と 並び、 13号 ・ 14号で は重複 を 生 じ て い た 。 主体部

の 数 は 、 1 1号で 4 基、 12号で 3 基、 13号で 1 基 を 検出 し た 。 し か し 11号で は 、 4 基の う ち いず

れ かの主体部の構築 に伴っ て拡張 さ れ た か、 あ る い は重複 し た別個の 方形周溝墓の周溝 と 思 わ

れ る 遺構 (38号 ) を検出 し た も の の 、 前後関係 は明 ら か に す る こ と がで き な か っ た 。 ま た 13号

で は検出 し た 主体部 が、 方形台状部の 中 心 よ り 東寄 り に位置す る こ と か ら 、 複数の主体部 が設

け ら れ た 可能性 も考 え ら れ る 。

陸橋部の位置 は 、 1 1号 ・ 12号で北辺中央部 よ り 西寄 り に 1 カ 所設 け ら れ、 24号で南辺の ほ ぼ

中 央部 に l カ 所確認 し た 。

以上の よ う に 、 E 群の 方形周溝墓群は、 いずれ も 小規模で、複数の主体部 を 有す る も の があ り 、

一部で重複 が見 ら れ る 点 な ど は 、 先述の I 群に比較 し 、 種 々 の 差異 を 見 い 出 し 、 群設定 の主要

な 根拠 と も な っ て い る 。 し か し 11号 ・ 12号の整然 と し た配列 お よ び陸橋部の方向 な ど の 共通点

か ら 、 I 群①系列 と の 関連 を う か がわ せ る 。

皿群 大型 の 円墳 な ど 8 基 ( く ぬ ぎ塚 ・ 丸山 6 号墳 ・ 丸山 7 号墳 ・ 丸山20号墳 ・ 丸尾 8 号墳

・ 三段塚古墳 ・ 丸山 2 号墳 ) よ り 成 る グ ル ー プで I 群の東側 か ら 南側 に か け て 分布 し て い る 。

く ぬ ぎ塚古墳 は凝灰岩切石 を 用 い た横穴式石室で C c 類で あ る 。 三段塚古墳 ・ 丸山 2 号墳 は調

査区域外に あ り 未調査で あ る が、 主体部の桔材の一部が現在 も 露出 し て い る の で、 C c 類 か2

d 類で あ っ た と 思 わ れ る 。 丸山 6 号墳 ・ 丸山20号墳はすで に 主体部 が消滅 し 、 丸山 7 号墳 ・ 丸

尾 8 号墳で は 、 上部 か ら 撹舌しが著 し い も の の 、 調査の所見 を 総合す る と 、 凝灰岩切石 を 用 い た

石棺で あ り 、 C c 類 あ る い は C d 類 に属す る も ので あ ろ う 。

こ れ ら の う ち 、 く ぬ ぎ塚 ・ 丸山 6 号墳 ・ 三段塚古墳の三基は 、 近接 し て 築造 さ れ 、 規模 も ほ

ぼ同一で あ る 。 く ぬ ぎ塚 ・ 三段塚古墳 は 3 - 4 m の封土 を 有 し て い る 。 主体部の位置 は く ぬ ぎ
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塚古墳の調査所見で明 ら か な よ う に 、 封土 中 に構築 さ れて い る 。 E 群の 中 で も 、 こ う し た こ と

か ら 以上 3 基 に は 1 つ の ま と ま り を 設定で き 、 こ の 3 基 を か な め に北東部 と 北西部へ並ぶ大小

の 円墳 は I 群の 2 辺 を 囲 む よ う に 配置 し て い る 。 ま た 丸山35号 ・ 36号墳で は 、 方形周溝墓 と の

重複 を 生 じ て い て 、 本例 に 関す る 限 り 、 I 群→皿 群への移行 を 裏付 け て い る 。

N群 台地の北側斜面の 円墳 4 基 か ら な る グル ー プで あ る 。 主体部 が確認で き た も の で は 、 、

円墳 C a 類 ( 丸尾 5 号墳 ) と 同 C b 類 ( 丸尾 7 号墳) の 2 基で あ る 。 こ れ ら の う ち 丸尾 5 号墳

を 除 く 3 基 は 、 全体の 西側半分 な い し 大半 が調査区域外に あ る 。 さ ら に 調査区域 外 に は 、 り ゅ

う がん塚古墳 が あ っ て 、 全体的 に は西側 ・ 北側への 広が り が考 え ら れ る 。

V群 A a 類方形周溝墓14基 か ら な る グ ル ー プで あ る 。 東西 に やや並列 す る 16号 ・ 17号 ・ 18
号 ・ 19号の 4 基の 方形周溝墓、 南 か ら 北へ並ぶ20号 ・ 21号 ・ 22号 ・ 23号の 4 基の 方形周溝墓 を

中心 に 、 主体部 と 周溝の一辺 な い し 一部分 を確認 し た25号 ・ 26号 ・ 29号 ・ 33号の 方形周溝墓 か
ら な る 。 全体的 に は I 群 に み ら れ た 整然 と し た配列 は み ら れ な い 。

主体部 を 1 基有 す る も の ( 16号 ) 、 2 基有す る も の ( 17号 ・ 19号 ・ 22号 ) が混在 し た 状態で

あ り 、 規模の 大小 の 差 と 主体部の 数 と も 、 必ず し も 法則性 は見 い 出 せ な い 。

陸橋部 が明 ら か に な っ た も の は 3 基で、 16号は南西部の コ ー ナ ー 近 く に 設 け ら れ 、 18号 ・ 22

号 は西辺の 中 央部北側寄 り に l カ 所設 け ら れ て い る 。 陸橋部の方向 が明 ら か な も の は 3 基で 、

いずれ も 1 . n 群 と 異 な り 周溝の 西辺 の 中 央部 よ り 北寄 り に し l カ 所設 け ら れ る 場合 ( 17号 ・

22号 ) と 南辺 の 西寄 り に 設 け ら れ る 場合 ( 16号) と があ る 。 以上の う ち 17号 ・ 22号の 2 基の 方

形周溝墓の 陸橋部方向 は 、 18号 と 22号 に挟 ま れ た 丸尾 5 号墳 と ほ ぼ一致 し て い る 点 は注意 さ れ

る 。

す な わ ち V 群で は 、 大小方形周溝墓 がN 群 ( 円墳群) の 東側 か ら 南側 を 囲 む よ う に 配置 し て

い る 。 両 群の 聞 で は 、 一部 に 重複 を 生 じ て い る も の の 、 全体的 に は重複 を さ け て 築造 さ れ て い

る 。 し た がっ て 、 両 群の 築造時期 に 大 き な 時間差は見 い 出 せ な い。

VI群 台地中 央部の 谷部 を 中心 に 分布す る 大小 8 基の方形周溝墓 ( 15号 ・ 27号 ・ 28号 ・ 30号

・ 31号 ・ 35号 ・ 36号 ・ 39号 ) か ら な る グ ル ー プで あ る 。 15号 ・ 31号 に つ い て は 、 主体部 が撹乱

さ れ て 詳細 を 明 ら か に し え な い が、 A c な い し A d 類で あ ろ う 。 30号 ・ 36号 は A d 類、 35号 ・

39号 は A c 類で あ る 。 陸橋部の方向 は27号 ・ 35号 が一致す る だ けで他 は一定 し な い 。 し か し 主

体部の構造 は石桔 あ る い は横 口 式石棺 と 差異 は あ る も の の 、 石材 は す べ て凝灰岩切 石 が使 用 さ

れ、 1 . n . v 群の 方形周溝墓の場合 と は 明 ら か に異 っ て い る 。 ま た 、 30号 ・ 31号方形周溝墓

の 中 間 に 2 基 ( D d 類= 9 号 ・ 10号 ) の石棺 が分布す る 。

四群 百 群の 南側 に 隣接す る 小円墳 を 中心 と し た グル ー プで12基 ( 丸山 9 号 ・ 10号 ・ 1 1 号 ・

12号 ・ 13号 ・ 14号 ・ 15号 ・ 17号 ・ 18号 ・ 19号 ・ 34号 ・ 38号墳) か ら な り 、 C e 類 ( 8 基) 、 C
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d 類 ( 2 基) が認め ら れ る 。 陸 橋部の方向は丸山11号墳の北方向 を除い て 、 す べ て 南西方向 に

1 ケ所 設けら れ 、 陸 橋部の位置 は 、 ほぽ主体部長軸延長線上 に あ る 。 これ ら 小円墳群の 間 隙 に

7 基の石桔 が分布し て い る 。 石棺 は D d 類 ( 7 号 ・ 8 号) 、 D e 類 ( 2 号 ・ 3号 ・ 4 号 ・ 5号

・ 6 号 ) で あ る 。

唖群 前方後 円墳 (琵琶塚古墳) と 大小16基 ( 丸山 3号 ・ 4 号 ・ 16号 ・ 21号 ・ 22号 � 2 3号 ・

24号 ・ 2 5 号 ・ 26号 ・ 27号 ・ 28号 ・ 2 9 号 ・ 30号 ・ 31号 ・ 32号 ・ 3 3号墳) か ら な る グ ループで あ る 。

南側台地最大の 円墳で あ る 丸山 4 号墳の 主体部 は消滅 し 、 他の1 5基 の 円墳 も 主体部 を著 し く 撹

乱 を 受けて い る た め に明 ら か に し え な い が、 丸山 4 号墳 を除い て は、 C e 類 を中心 と す る も の

で あ っ た 可能性 が強い 。 丸山2 5号墳 の東 に石棺 1 基 ( D e 類) が位置す る 。

な お咽 群 と 前述 の 、 四 群の 西側 調査 区域外 に は 、 花見塚古墳 ( 前方後円墳 ) ・ 日 焼塚古墳 ・

石之室古墳 や す で に 封土 を 失っ た と さ れ る 北側 1 ・ 2 号墳 の ほか、 未知数 の古墳 の存在 が想定

さ れ る 。 従 っ て 、 琵琶塚古墳 ・ 花見塚古墳の 2 基の前方後円墳 を中心 に 、 咽 唖群 お よ び 調査 区

域外の古墳等 を 加え た 大 き な 群の 設定も 充分 可能で あ る 。

4 ) 古墳群の動態

前項で 設定し た小支群 は 、 各墳墓 にお ける構造上の共通点や、 こ れ ら の配列 の状況等か ら l

つ の ま と ま りと し て 把握 し た も の で あ っ た 。 い ま これ ら 各群の成立過程等 を 中 心 と し た 群相E

の 関連 につ い て 、 出土遺物や遺構の重複、 切合い によ る 新旧 関係 を 加え て 、 整理 し 、 ま た 問題

点を 抽出 し た い 。

1 )  I . n . V . VI の各方形周溝墓群の う ち 、 百 群 を 除 く 3つ の 群で は 、 須恵器出 現前 の い

わ ゆ る 古式土 師器の 時期 に営造さ れ た も の で あ り、 方形周溝墓 に お い て 、 最 初に須恵器が共 伴

す る の は 、 百 群の 1 5号 方形周溝墓で あ る 。 この こと は、 方形周溝墓の構造にお い て 、 前述の 3

群がA - a 類 な い し A - b 類で あ り、 一方VI 群がA - c 類 と A - d 類で あ る こと な ど を考虚す

れ ば、 少 な く と も 須恵器の 出現期 に 、 方形周溝墓の構造に大 き な 変化が あ っ た こと を 示 し て い

る 。

ま た 、 1 . n ・ V 群 に伴出 す る 土 師器にお い て 、 1 . V 群 に先行型式 を 見 い 出 せ る も の の 、

各群お よ び各墳墓 は 極め て 隣接 し て 築造さ れ、 し か も 重複 ・ 切 り合 い も 少 な い こ と か ら 、 これ

ら の営造年代 に大 き な 隔 た り は な か っ た も の と 思 わ れ る 。

し か L な が ら 、 I 群で は 、 ー墳 ー葬方式 が引 き つ づき 行 な わ れ、 あ る 特定の被葬者 の死 を 契

機 と し て 築造さ れ た も の で あ り、 極め て 個人墓的 な色彩が謹 い の に対 し て 、 E 群で は 、 小規模

な 墳墓 に複数の被葬者 が同時 にな い し は相前後 し て 埋葬 さ れ、 さ ら には V 群で は 、 追葬例 を 多

〈 見 い 出 す の で あ る 。 こ の よ う な 差異 は 、 被葬者聞 の い っ た い何 に起因 し た も の で あ ろ う か。

2 ) n 群 にお ける 墳墓 の 重複 につ い て は 、 時 間差は明 ら か にし え な か っ た が、 1 . V 群の 出

土土器に比較 し て 、 E 群内 の墳墓 にやや後出す る 型式 が認め ら れ る こと や、 占 地の状況等 を 考

え 合 わ せ れ ば、 1 . V 群 にお ける そ れ ぞれの膨張拡大運 動の結果 と し て 生 ピ た 重複部分で あ っ

- 296 ー



た と も 推定 さ れ る の で は な か ろ う か。

3 ) 一方、 方形周溝墓 と 円墳 と の関連 につ い て は ど う で あ ろ う か。

ま ず北側台地の頂部 を 中心 と し た I 群 と E 群では、 両者聞 に お い て 一部 に 切 り 合 い を 生 じ て

い る も の の 、 全体 と し て は重複 を さ け る よ う に築造 さ れて い る 。 E 群に も 明 ら か に 須恵器の 出

土例 を 見て い な い。 切 り 合い を 生 り て い る 点 を 考慮 し た と し て も 、 I 群 と 皿 群の 聞 の営造 年代

に 隔 り は な か っ た と 思 わ れ る 。 し か し 、 I 群を 中心 に E 群が と り 囲む よ う な 占地の状況 を 考 え

合 わ せ れ ば、 大部分 は併行 し て営造 さ れ た も の の 、 I 群に やや遅れ て 、 E 群の一部の 円墳の 築

造 が開始 さ れ て い た も の と み な け れ ばな ら な い だ ろ う 。

北側台地の北側斜面 を 中心 と し た N 群 と V 群で は分布状況 ・ 出土土器の比較か ら も 、 両 群の

営造年代 に時間差は認め ら れ な い 。 V 群に は I 群に み ら れた規則的 な 配列 は み ら れず、 む し ろ

両者 が混在 し た状況で あ り な が ら 、 やや規模の面で優 る N 群 を 中心 と し て 、 V 群の 方形周溝墓

が と り 囲む よ う な 配置状況 を 呈 し て い る 。 こ れ は 1 . m 群の場合 と は相反す る 現象 を 示 し て い

る 。

以上の よ う に 、 北側台地で は 、 方形周溝墓 ・ 円墳 が連綿 と 併行 し て営 ま れ 、 木棺や箱式石棺

(安山岩) を 主体部 と し た 方形周溝墓 は 、 横口式石棺 ・ 箱式石棺 (凝灰岩) へ 、 箱式石棺 ・ 竪

穴式石室 ( 安 山 岩 ) を も っ 円墳 は 、 同 じ く 横口式石棺 ・ 箱式石棺 (誕灰岩) へ そ れ ぞれ変遷 を

た ど る ので あ る 。 いず れ も 共存併行関係 を 保 ち 、 一方で小規模化への道 を た ど る の で あ る 。 こ

の 契機 こ そ 、 決 し て 前方後円墳の 出現 と は無関係で は な い だ ろ う 。

5 ) 前方後円墳す な わ ち琵琶塚古墳の成立時期 につ い て は、 直接的 な 手 がか り を 持 っ て い な

い 。 後円部周溝 か ら 少量の土師器 と 円筒埴輪片 を 検出 し た の み で あ る 。 土師器の形態的特色 か

ら み れ ば、 く ぬ ぎ塚古墳出土 の も の に 最 も 類似 し て い る こ と か ら 、 あ る 程度の 位置づ け は 可能

で あ る 。 仮 に く ぬ ぎ塚古墳 と 相前後 し て 出現 し た と す れ ば、 E 群 さ ら に 方形周溝墓 の 築造過程

に お い て 、 す で に 南側台地 に 前方後円墳 が出現 し て い た こ と に な る 。

6 ) 咽 ・ 咽の 大小円墳群で は 、 遺物の面では、 須恵器第 I 型式 か ら 第 E型式の も の ま で出土

し て い て 、 築造年代 に か な り の 隔 り があ っ た こ と を示 し て い る 。 し か し 、 こ れ ら は ほ と ん ど重

複 ・ 切 り 合い を 生 じ て い な い に も か か わ ら ず、 築造時期や配置状況か ら 、 ま と ま り と し て 把握

す る こ と は 困難で あ る 。 仮 に 配置状況 か ら い く つ かの小支群 を 設定 し た場合で も 咽 群南端の1 1

基で は 、 第 I 型式 ( 丸山 3 号墳 ) か ら 第 E 型式 ( 丸山 4 ・ 丸山28 ・ 丸山32号墳) に 比定 し う る

須恵器 ま で認め ら れ る と い っ た具合で あ る 。
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(6 ) 熊本県の方形周 溝墓

熊本県 に お い て 、 方形 ( 円形 ) 周溝墓 と し て確認、 ま た は そ の 可能性 があ る 遺跡 は 第 図 に

示 す 7 遺跡で あ る 。

全体的 に み る と 、 県南の球磨郡錦町 ・ 亀塚遺跡 ( 第 図の 6 ) を 除 け ば、 す べ て県 の 中央部

に住置す る 。 方形周溝墓 の存在が認識 さ れ、 調査 に あ た っ て 注意 を 払 わ れ る よ う に な っ て か ら

10年余 し か た っ て い な い 。
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こ れ以前 に 調査 さ れ た遺跡 に 方形周溝墓 がな か っ た と い う こ と は断言で き ず、 ま た 、 今後発

見 さ れ る 可能性 も 強 い が一つ の興味 あ る 分布 を示 し て い る 。

秋永遺跡、 広木 ・ 水源地方形周溝墓 につ い て は付論 に 調査者 の 報文 を 収録 し た の で 、 上の園

遺跡、 高塚遺跡 、 亀塚遺跡 に つ い て そ の概要 を 記す 。

上の 園遺跡 ( 熊本市竜 田 町上の 園 )

白 川 の 右岸の 、 舌状 に 発達 し た丘陵上 に位置す る 。 縄文~ 古代 に わ た る 複合遺跡で あ る が、

古墳時代前期の 方形周溝墓 が確認 さ れ た 。 宅地造 成 に 伴 な い 、 熊本市教育委員 会で調査中 、 防

災 工事 と い う 大義名分の も と に 業者 が遺跡 に ブル ド ー ザー を 入 れ 、 検出 さ れ て い た遺構 ・ 遺物

は詳 し い 調査 も さ れ ぬ ま ま 消滅 し て し ま っ た 。 こ の遺跡 に お い て は 、 一辺 が15m 前後の 方形周

溝墓 が少 な く と も 4 基確認 さ れ 、 さ ら に 調査 を 進め れ ば そ の 数 も 増 え た と 思 わ れ る が、 充分 な
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調査 も 行 な わ れ ず消滅 し て し ま っ た 。

高塚遺跡 ( 八代郡竜北町高塚)

昭和31 年、 耕地の天地返 し に よ っ て 土器 が発見 さ れ 、 花 岡興輝氏 に よ っ て 調査 さ れ た 。 以下

花岡氏の報文 を も と に概要 を 記す。

標高約45 m 、 面積約 l 町歩 に亘 る 平垣 な 台地の北西端 に 立地す る 。 L 字形 の溝が検出 さ れ 、

j霧中 よ り 土師 器 を 出土 し て い る 。 溝は東西20m 、 南北18 m 1:立で 、 l隔 は90cm� 1 m 、 深 さ 70�90

cmで 、 ほ ぽ水平 に堀 り 込 ま れ て い る 。 溝中 か ら 出土 し た 土器 は す べ て 土(liji器の査で、 1 � 3 m

の 間隔で埋置 さ れ て い た 。 耕作 ・ 土圧等に よ り 、 破砕 さ れ た り 、 部分的 に取 り 上 げ ら れ た り で、

破片 に な っ て い る も の も 多 い が、 総数は約20個程で あ る 。 大 ・ 小の 二種 が あ る が、 複合12線 を

な す も の が 多 く 、 すべて 底部穿孔で あ る 。

以上 が花 岡氏の 報文 を も と に し た遺跡 の概要で あ る 。 当時、 方形周溝墓の存在は確認 さ れ て

お ら ず、 周溝の 全体象 ・ 主体部等 に つ い て は 不明で、 あ る が、 近年 に い た り 、 方形周溝墓 と し て

再評価 さ れ る に い た っ た 。

亀塚遺跡 (球磨 郡錦町西)

亀塚古墳群の一角 か ら 箱式石棺 が出 土 し 、 そ の棺 を 中 心 lこ 、 ほ ぼ等距離の 2 地点 か ら 土師 器

を 出土 し た と 伝 え る が、 詳細 に つ い て は 不 明で、 あ る 。

こ の遺跡 に つ い て は 資 料 も 乏 し く 、 判断の材料 を 欠 く が、 参考書 と し て あ げて お く 。

注 1 ) 大場磐雄 「東京都八王子発見の 方形周溝特殊遺溝」 日 本古考学協会発表要旨 1964 同

「方形周溝墓J 11 日 本の 考古学J 町 、 月 報 3 1965 

注 2 ) 花 岡興輝 「 八 代郡屯北村 に お け る 土師器埋没遺跡 に つ い て」 熊本史 学第11 号、 1957
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塚 原 古 墳 群

vv'/vvv'あ と が き に か え て vv'/vvv'

塚原古墳群の 調査 に お け る 遺構 ・ 遺物 につ い て は、 以上 に記 し た 通 り で あ る 。 こ れ ら の 内 容

を 総括 し た 所見 と 問題点 を 整理 し て 結 語 と し た い 。

( 1 ) 塚原古墳群は 、 熊本平野の南端 に位置 し 、 緑川 の 支流で あ る 浜戸川 お よ び小支流 に よ っ て

形成 さ れ た 舌状台地上 に 立地 し て い る 。 調査の結果、 古墳時代前期末 に比定 し う る 方形周溝墓

か ら 、 古墳 時 代 後 期末 の 小 円 墳 に 至 る ま で、 墳墓の形態 ・ 構造 を 変 容 し な が ら 連 続 し て 築

造 さ れて い る こ と が明 ら か と な っ た 。 そ の 数 は 、 方形周溝墓39基、 円墳4α基、 前方後円墳 2 基、

外部施設 を 持た な い 石棺18基、 石蓋土墳墓 1 基、 竪穴遺構 1 、 墓道状遺構 2 、 さ ら に 、 歴史時

代の土墳墓46基 を 検出 す る な ど の 成 果 を あ げ る こ と がで き た 。

(2) 方形周溝墓 は 、 主体部 に 木棺 ( A a 類 ) 、 安 山岩製箱式石棺 ( A b 類) 、 凝灰岩製箱式石桔

( A c 類)、 瀧灰岩製横口 式石棺 ( A d 類 )、 の 4 種類があ っ て 、 出土土器の観察 か ら 、 A a ・ A d

類 か ら A c . A d 類へ 時間 的 に 移行す る こ と が確 か め ら れ た 。

こ れ ら 方形周溝墓の主体部 か ら は 、 人骨は全 く 検出で き ず、 し た がっ て 被葬者 の 年令 ・ 性別

な ど は 明 ら か に す る こ と がで き な か っ た 。 副葬品 につ い て も 、 6 号第 l 主体部 に 鉄剣 ・ 玉類、

17号 第 1 主体部 に鉄剣 1 を 検出 し た の みで、 全体的 に 貧弱で あ る 。

周溝は、 ほ ぽ方形 に め ぐ り 、 一辺の ー カ 所 に 陸橋部が設 け ら れ る 。 そ の際、 一辺の 中央部 よ

り 一方の コ ー ナ ー に寄 せ て 設 け る こ と が一般的で あ り 、 陸橋部 が ど の 一辺 に 設 け ら れ る か につ

い て は 墳墓 ご と に異 な っ て い る 。 こ れ ら を 整理す る と 以下 の よ う に な る 。

\ l);l t辺 の 東寄 り = 1 群①系列 ( 1 ・ 2 号)

(2);ft辺 の 西寄 り = ll 群 ( 11号) 百群 ( 15号)

(3浦辺の 東寄 り = 1 群信添列 ( 6 ・ 7 号)

@深列 ( 10号)

(4酒辺の北寄 り = v 群 ( 17 ・ 22号) 町群 ( 35号)

(5酒辺 の 南寄 り = 町群 ( 30号)

(6浦辺 の 中 央 = 町群 ( 36号) II 群 ( 32号)

以上の と お り 、 陸橋部の住置 は 、 小単位 ご と に あ る 程度規制 さ れて い た こ と が う か がわ れ る 。

し か し な が ら 、 I 群で はさ深 列 で北辺の東寄 り に 、 ② ・ @深 列 は南辺の 東寄 り と い う よ う に 、

小単位の 中 に お い て も 東西の一線を 境 に 相反 し た位置 に 設 け ら れて い る 。 こ う し た 関係 は 、 築

造過程 に お い て 陸橋部が機能 し て い た こ と に よ る 意識的 な も の で あ る の か 、 あ る い は微地形 の

変化 を 考慮 し た も の で あ る か は詳 ら か で は な い 。 い ず れ に し て も 、 ご く 短期間 に 相次 い で、築造

さ れ た こ と を 示 し て い る 。

規模は 、 一辺25. 5m か ら 、 一辺10m 内外の も の ま で あ り 一定 し な い 。 こ れ は群 の 設定 の 項で

記 し た と お り 、 特 に 1 . N群で は 、 1 基 な い し 2 基の大型の方形周溝墓 を 核 と し て 、 周 辺 に 複
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数の小規模 な も の が囲 む よ う に 配列 さ れ る こ と か ら 、 小単位内 に お い て も 、 被葬者 間 に あ る 程

度の優劣 の 差 があ っ た こ と を 示 し て い る 。

主体部の 数 は 、 以下の と お り で あ る 。

l l l 1 基 を 有す る も の = 11基 ( I 号 ・ 2 号 ・ 4 号 ・ 7 号 ・ 8 号 ・ 9 号 ・ 16号 ・ 30号 ・ 31号 ・
36号 ・ 39号)

(2) 2 基 を 有す る も の = 3 基 ( 17号 ・ 19号 ・ 22号 )

(3) 3 基 を 有す る も の = 2 基 ( 6 号 ・ 35号 )

(4ì 4 基 を 有す る も の = 1 基 ( 11号)

以上の う ち 、 2 基 を 有す る も の は 、 す べて 切 り 合い を 生 じ て い て 、 追葬 さ れ た も の で あ ろ う 。

し た がっ て 、 数例 の も の を 除 く と 、 ー墳ー葬方式が行 な わ れ て い て 、 あ る 特定 の 個 人の 死 を 契

機と し て 墳墓 が築造 さ れ 、 さ ら に 追葬 さ れ た こ と を 示 し て い る 。 3 基 お よ び 4 基 を 有す る も の

は そ れ ぞれ重複 は み ら れず、 方形台状部 に 整然 と 配列 さ れ て 築造 さ れ て い る こ と か ら 、 短期間

に 相次 い で築造 さ れ た も の か 、 あ る い は 同時 に分葬 さ れ た こ と を 示 し て い る 。

塚原古墳群発見の 方形周溝墓 は 、 す べ て 古墳時代の も の で あ り 、 上限は古墳時代前期末 を 遡

ら な い だ ろ う 。 ま た 下限は 、 横 口 式石棺 を 主体部 に持つ も の があ り 、 古墳時代後期前半 に 位置

づ け ら れ る 。

な お、 本遺跡 出土例 を 含 め 、 九州 地方出土の 方形周溝墓 は 、 す べ て 古墳時代 の も の で あ り 、

現在の と こ ろ 弥生時代 に属す る 明確 な例は な い 。 こ の よ う な 現象 につ い て 古墳時代 に お け る 方

形周溝墓 に 対 し て 、 こ の よ う な 名称 を 用 い る に つ い て 疑問視す る む き があ る 。 主体部 に 木棺や

箱式石棺 を も つ も の に つ い て は 、 本地域 に お い て も 弥生 的 な 伝統 を 強 く 残 し て い る 。 塚原古墳

群で は 、 前述の と お り 横 日 式石棺 を 主体部 と す る も の があ り 、 こ れ は 、 明 ら か に 従来知 ら れ て

い る 「方形周溝墓」 の 主体部 と は 、 趣 を 異 に し て い る が、 塚原で は少例 を 除 い て 、 従来 ど お り

の 、 弥生時代の伝統的 な 墓制で あ る 、 「石棺」 や 「木棺」 が引 き 続 がれ て い る 。 一方、 塚原の

調査で は 、 円墳 と 呼ん で き た も の の 中 に は、 い わ ゆ る 「円形周溝墓」 があ る か も し れ な い が、

こ の報告書で は 、 円墳 と 記載 し て い る 。

(3) 円 墳 は 、 主体部 に 竪穴式石室 ( C a 類)、 安 山岩製箱式石棺 ( C b 類)、 横穴式石室 ( C c 類)、

横 口 式石棺 ( C d 類 )、 離灰岩製箱式石棺 ( C e 類)、 があ り 、 方形周溝墓 に 盛行 し た 木棺 は 全 く

認め ら れ な い 。

人骨は 、 丸尾 5 号墳 ( C b 類 ) か ら 、 男 女 2 体の 合葬例 が認め ら れ 、 男性人骨の 左体側 に 沿

っ て 鉄剣 1 、 女性人骨の頭部付近 に竪櫛 1 を 検出 し た 。 他の古墳は撹乱 が著 し く 、 人骨 を 検出

す る こ と はで き な か っ た 。

副葬品は丸尾 5 号墳の 他 は 、 丸山 3 号墳か ら ガ ラ ス 玉 2 ・ 滑石製管玉 1 を 検出 し た 。

周溝は 、 ほ ぽ正円 に め ぐ り 、 わ ず か に 楕円形 に め ぐ る も の ( 丸 山 8 ・ 23 ・ 24 ・ 34号 ) が認め

ら れ る 。 周溝の一部 に は陸橋部が 1 ケ所設 け ら れ る 。 そ の 方向は西部な い し 南西部方向 に 限 ら
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れ 、 そ の 位置 は 主体部の 長軸延長線上 に あ る こ と が通例で あ る 。 な お 、 横 口 式石棺 を 主体部 と

す る 丸 山 10 ・ 34号墳で は 、 開 口 方向 と 陸橋部の位置 がほ ぼ一致 し て い る 。

規模は 、 周溝の外径 が38m か ら 8 m 以下の も の ま で あ り 一定 し な い 。 南側 台地の 丸 山 4 号墳

を 除 く と 、 す べ て 北側台地の 頂部中 心 に 集中 し て い る 。 単住群 ご と の 特色 は N群 C a ・ C b 類、

rn 群で C c 類 、 VII 群 で C d ・ C e 類 、 咽群で C e 類 か ら 成 っ て い る 。 す な わ ち こ れ ら の 変遷過

程 を 図 式す る と 以下の よ う に な る だ ろ う 。 な お 、 方形周溝墓 ( A d 類 ) は C d 類 以降 消滅す る

も の と 思 わ れ る 。

C a 類 、1 ー... C c 類 ー+ C d 類 一-+ C e 類
C b 類 /

主体部はー墳ー葬方式で あ り 、 複数の 主体部 を 持つ も の は皆無で、 あ っ た 。

以上の よ う に 円墳の一部は 、 方形周溝墓の出現時期 と ほ ぼ一致 し な が ら も 、 一部併行 し 、 古

墳時代後期末 に ま で営造 さ れ る 。 こ の 間 、 全体的 に は小規模化の 傾 向 を た ど り 、 主体部で は 竪

穴式石室 ・ 箱式石棺 か ら 、 横穴式石室 ・ 横 口 式石棺へ と 移行 し 、 石 材 も 安 山 岩 か ら 凝灰 岩 を 使

用 し た も の へ と 変化 し て い る こ と が明 ら か と な っ た 。

ま た 、 四 群 o VJH群で は 、 前方後円墳 ・ 大型円墳 を 中 心 と し て 、 周 囲 を 小円 墳群 が と り ま き 、

さ ら に 円 墳群の 間隙 を ぬ う よ う に し て 石棺が分布 し て い る 。 こ の こ と は 、 前方後円墳の 成立 を

契機 と し て 、 被葬者 聞 に 明確 な 区分 が生 じ て い た こ と を 示 し て い る 。 こ れ ら の 関係 を図 式化す

る と 以 下の よ う に な る 。

小 円 墳
「一一「

石 石
棺 棺

前方後円墳
1 1  

大 型 円 墳

小 円 墳

石 石
棺 棺

(4) 塚原古墳群の 調査は 、 中 部九�H に お け る 古墳時代前期後 半 よ り 古墳時代終末期 に い た る 墓

制 の 一端 を 明 ら か に し 、 し か も 本地域 がす で に 前期古墳文化の圏 内 に あ っ た に も か か わ ら ず、

塚原では弥 生的墓制 と し て の 方形周溝墓 が引 き 続 き 踏襲 さ れ 、 質 的変化 を 示 し な が ら も 古墳時

代後期末 に ま で、 至 っ て い る 事実 を 明 ら か に し た の で あ る 。

し か も 、 同一墓域内で方形周溝墓 と 高塚古墳が共存す る こ と な ど 、 こ れ ら を 支 え た 地域社 会

そ の も の の 構造 を 示 す も の で あ ろ う 。 こ う し た 塚原古墳群の 発展過程の 解 明 のた め に は 、 墓域

の 形 成 に 深 く か か わ っ て い た 集落地の 発見 に つ と め 、 両者 を 統一的 に と ら え る 作業の な かで 明

ら か に な る も の と 思 う 。
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塚 原
一熊本県下益城郡城南町所在塚原古墳群 の調査一

熊 本 県 文 化 財 調 査 報 告 第 16 集

熊本県教育委員会発行 1975年 3 月

付論 1 塚原周辺の地形地質
九州 農政局 籾 倉 克 幹

ま え が き

昭和47年夏筆者 は 、 九州、|縦貫 自 動車道予定線上の塚原台地の 土層断面 を 地質 学的側面 か ら 観

察す る 機会 を も っ た 。

そ の後、 休 日 を 利用 し て 熊本市お よ び そ の周辺の遺跡 の 土層観察 と 記載 を ぽつ ぽつ続 け て い

る 。 構成土層 の観察 は 肉眼 に よ る 定性的判 定の段階 を 出 て い な い 。

し か し そ の 土層 層 序 は 、 重鉱物や粘土鉱物の分析がな さ れ て い る 遺跡 ( 大峯 ) 、 C 14 分析 に よ

り 年代測定の な さ れ て い る 遺跡 ( 大峯 ・ 櫛島) の 土層 と の 対比 が可能で あ り 、 塚原台地 と そ の

周辺域 に お け る 自 然環境の 生 い 立 ち を 読 み と る こ と がで き る 。

本稿 は塚原台地 お よ び、周辺域の遺跡立地 を 地形 ・ 地質的側面 か ら ま と め た も の で あ る 。 挿図

1 に 熊本市周 辺 の 地質 図 、 挿図 4 に 塚原周辺地質断面模式図 、 表 l 、 2 挿図 3 に構成地質 、 挿図

2 に 土層 対比、 挿図 5 に 地史 を そ れ ぞ れ示 し て い る 。 以下、 第 4 紀地質 に焦 点 を あ て な が ら 説

明 を 加 え る 。

こ の 報告 を ま と め る に あ た り 、 現地お よ び室内でい ろ い ろ と 教示 と 討論 を し て い た だ い た 高

野啓一 ( 熊本 県立熊本第二高校教諭) 、 緒方勉 ( 熊本県教育庁文化課参事) ほ か熊本第四紀研

究 グル ー プの 方 々 に 厚 く 感謝す る 。

遺跡の立地

塚原古墳群 は 、 北緯32度41分、 東経 130度 44分30秒 を 中 心 と し た 区域 に 群 を な し て 存在 し 、

火山灰 に お お わ れ た 洪積台地が沖積低地 に の ぞむ部分 に 位置 し て い る 。 国 土地理院発行の 2 万

5 千分 の l 宇土図幅 ( 昭和45年発行 ) の 南東部、 東阿高 と 塚原 と い う 地名 表示 の ほ ぼ中央で 、

30 m 等高線 に か こ ま れ る 区域 に 相 当 し て い る 。

挿図 1 は 、 熊本平野お よ び そ の周辺の地質概要 と 遺跡分布 を 示 し た も の で あ る 。 塚原遺跡 も

そ う で あ る が、 こ れ ら の遺跡 に 共通す る の は 、 異 っ た 地形区の境界 も し く は そ の 周 辺 に 立地 し

し て い る 。 す な わ ち 、 洪積台地が、 沖積低地 に接す る 段丘崖 に ほ ど ち か い と こ ろ に 分布密 度 が

高 い 。 沖積低地 に あ る も の は 、 標高 5 m 以上の微高地 に 立地 し て い る 。 こ の傾 向 は 、 縄文期 か
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凡例 こ の 図 は 会熊本 県地質 図 を も と に
一部改 変 し て 作成 し た 。

口 沖積層

図 低位段丘堆積層

冨 中佐段正堆積層

盟 阿蘇火砕流堆積物

� 船野山 金峰 山 安 山 岩 類

昌 第三紀層 お よ び中生層

凹 肥後 変成岩 類

図 1 熊本市周辺地質概要図
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ら 古墳時代 を 共通 し た 特徴 と な っ て い る 。 ま た 、 背後 に丘陵性 山地 を ひ か え て い る こ と も 共通

し て い る 。

地形区の境界付近 は 層々 、 湧 水 を 見 る こ と がで き 、 現在で も 植物相 が豊富 で あ る 。 豊富 な 植

物相 は 、 動物相 も 豊富 に さ せ 、 連続干天や連続降水の 影響 を 受 け に く い 湧水 と 云 う 安定有能水

源の存在 と と も に 古代人 に と っ て も 魅 力 あ る 土地で あ っ た と 想像 さ れ る 。

- 地質 時代 を 通 し て み る と 地形分布 こ と に 海水域 と 淡水域、 低湿地 と 乾燥 し た 台地、 山 と 川 の

分布 に は大 き な 変化 が あ る の が普通で あ る 。

熊本平野お よ び そ の周辺域 も そ の例外で は な い 。 し か し 、 過去 1 万年前 に し ぼ っ て み る と そ

の変化は そ れ ほ ど大 き く な く 、 基本的 に は 、 現在 と 殆ん ど変 っ て い な い 。 も ち ろ ん過去 1 万年

聞 に は 、 か な り 大 き い 気侯変動 と 海水準 ( - 40m --+ 4m --- 3m -- Om ) が あ り 、 そ の地形

へ の 影響 も 無視で き な い 。 こ の 間 の地形変化 は 、 内陸部へ の埋積作用 の 進行 に よ る 低位段丘の

埋没 ( 一部) と 弥生小海退 に よ る ミ オ と 微高地形成 と があ げ ら れ る 。 し か し 、 山地 ・ 正陵 ・ 台

地 ・ 低地の基本的分布 の 変化 に ま で は い た っ て い な い 。 熊本平野お よ び そ の 周 辺域 に お い て 、

こ れ ま で に 発見 さ れ て い る 最古の 人類遺跡 は そ の 立地が今か ら 1 万数千年 - 2 万年前 と さ れ て

い る が、 そ の 分布 は 限 ら れ て い る ( 古川博恭 ほ か 1966 : 大峯遺跡 )。 豊富 に 分布す る の は縄文早

期以降の も の で あ る 。 す な わ ち 、 大峯時代 は現在の地形環境 がつ く ら れつ つ あ る と き で あ り 、

縄文時代 に は地形環境の 骨格が完成 し 、 現在の そ れ と 基本 に お い て は ほ ぼ同様 な も の で あ っ た

と 考 え ら れ る 。

構成地質 の 記載 は 表 1 に 示 す と お り で あ る 。 本稿で は地形要素 ご と に 説明 す る 。

背後の山地 と 丘陵

遺跡の西方背後 は 、 山頂標高 314m の雁回 山 、 南方背後 は 山項標高 1 53m の 高岳 山 お よ び こ

れ ら の小起状山地 に 連 な っ た 、 標高60- 100m の丘陵か ら な っ て い る 。 小起状 山地で は 土層 の

発達 が概 し て 悪 〈 、 中 生層 の砂岩 ・ 頁層 が露出 す る こ と が少 な く な い 。 こ れ ら の 山地 は 数百万

年前 に はす で に 山地 を 形成 し て お り 、 そ の後の 水成堆積物 は す で に こ れ ら の 山地 に ア パ ッ ト す

る 形で堆積 し て い る 。 火山灰 な ど の 降下物は浸食、 運搬作用 を ま ぬ がれ た と こ ろ 以外は残 っ て

い な い 。 現植生 は針葉樹 ・ 広葉樹の 混交林で あ る 。 丘陵の構成地質 は小起状山地 と 同様で あ る

が、 背面標高 が80- 120m と ほ ぼそ ろ っ て い る の と 、 背面付近での風化 が深部 に お よ ん で い る

の が特徴 と な っ て い る 。 こ れ ら の特徴は 、 広範 な 広 が り で共通 に み と め ら れ 、 第 4 紀初頭以前

に 長 年 月 に お よ ぶ浸食基準面 の停滞期の存在 を 暗示 さ せ る 。 高位段丘堆積層 は 本地域で は 分布

が詳 ら かで な い が、 こ の堆積層 の基底 面 を 示す 可能性 も 大 き い 。 丘 陵背面 の 一部 に は浸食作用

を ま ぬ がれ た 阿蘇火砕流堆積物 が分布す る 。

中生層 か ら な る 背後 山地 ・ 丘陵の さ ら に 南 は 松橋一 甲佐 を む す ぷ断層 を 距 て て 、 花 闘岩 ・ 片

状ホ ル フ エ ル ス 、 片麻岩 お よ び大理石 か ら な る 丘陵住 山地があ る 。 ま た 、 塚原東北 方 12 kmの船
議 員提 議

野山 と 西方lO km宇土 半島 に は 両輝石安山岩 な い し 角 閃石 ・ 両輝石安山岩の 溶岩 も し く は火砕流

か ら な る 山地があ る 。
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表 1 塚原台地周辺構成地質一覧表
地質時代 地 層 名

沖
積 沖 積 層 沖積低地雄積物

沖積世風 沖積段丘 φ 世 成 層 タ ロ ク ポ
雌職勧) ア カ ホ ヤ 等

洪 洪
積 積 阿蘇新期ロ ー ム世 層 低位段丘縫積層お

新 よ
ぴ
洪
積

中位段丘堆積層世
火
山

生 放 A s 0 4  
出 (軽石涜堆積物)
物

A s o %関堆積層
(花房層相当層 )

代

A 10 3 

A 8 0 �聞堆細

A so 1 一

8置5 'p ー
先A 80 1 砂磯層

基 船野山安山岩類
一一一」一一 盤

岩 御船層群
中 生 代 類

先中世代 肥後変成岩類

縞 成 地 質

未園結粘土 ・ シ ル ト ・ 砂礎

4砂 . . 

黒色腐植質土綾

未固結火山灰

黄褐色 ロ ー ム

半固結砂磯 ( 表層半 ぐ さ れ )
{二次 シ ラ ス相)

As 04 の法出 し (表層 ク サ レ )
(二次 シ ラ ス )

ト ス ロ ー ム ・ 八女粘土相
非溶結軽石液 ( シ ラ ス

相
細
)

) 
中 灰石

困結ロ ー ム ~砂磯

非溶結~弱溶結
岩津涜堆積物

降下火山灰 ・ 岩津
溶岩波 ・ 砂磯 シ ル ト

中 ~強溶結火砕岩
{溶結凝灰岩)

凝減岩 ・ 半団結砂諜

溶岩~凝灰角 磯岩

砂岩 ・ 頁岩 ・ 磯岩

花閥岩 ・ 片麻岩 ・ 片状ホ ル ン
7 エ Jレス ・ 大理石

主要分布(塚原台地凋辺 に おけ る )

有明海治岸低地、 緑川 な どの河川治
岸低地

城南町市街地な どの低位段丘下位面

低位段丘中位面 お よ び こ れ よ り 古い
段丘表面

4砂

低位段丘高位面 お よ び こ れ よ り 古い
段丘表層

舞原台地、 託廓台地、 保田窪段丘
( T a 面) ( H 0 2 面 )

託麻台地 {小崎面) 菊池台地

塚原台地、 乙女台地、 御船原
塚原台地谷部、 井芹川右岸壁

• 同上の一部

北甘木台地の一部

�t甘木台地�t斜面、 砥 川

砥川南東 5∞m 岩戸川左岸

4砂

飴野山

雁園山、 高岳山 を ど台地背後丘陵

松精一甲佐線以南の 山地お よ び丘陵
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記 載 ・ 遺 跡 と の 関 係

標高 4 皿 以下の低地It海成沖積層 か
ら な る 。

沖積世前期の堆積物 ・ 一部に低位段
丘 と の混同 も あ る 。

台地上では 2 - 3 枚の黒色バ ン ド を
形成 し 、上位 よ り 弥生、中位 よ り 縄文 、
下位よ り 無土器の文化遺跡が産出。

角閃石 が多 〈 、 紫蘇輝石、 普通輝石
を 少量含む ロ ー ム層で一次 と 二次層
と があ る 。 縄文土畿の材料 と な っ て
い る 固

加勢JI I ・ 木山川の北岸 と 南岸で段丘
面の対比 古涜成 し て い れ‘。 少 な く
と も 2 段以上に細分で き る 。 いずれ
も 段丘面上に遺構多 し 。

軽石涜堆積物A s o 4 の堆積産後 の
洗い出 し に よ っ て 形成 さ れた も ので、
広い分布 は託麻台地に あ る 。

っ阿最蘇後
カ ル

火
軽

デ

石
山
ラ

撤
涜

形

堆

成
{放
積

と 密
物
) 品接

で
物
あ

な
で
関

る
連、
。

角鋤
を

閃
出

も

石 を 含
の
む

It一回限 り で者 〈 、 多数のFlowunit
( ト ス ロ ー ム 、 八女粘土、 灰石) か

ら な る 。 分布は中北部九州。

下記As0 3 倣出後、 上記 Aso 4 鋤出
前の侵食谷を う め る 堆積物で、 菊池
台地では湖盆を形成 し て い る 。

阿蘇カ ル デ ラ 形 成 と 密接 な 関連 を も
つ火山描出物は、 四大別で き る が、
そ の 3 番目 の も ので、 本(北

質岩
甘塊木台

は
地
、

黒褐色岩浮か ら な る 。
では長石斑晶の 多 い Aso 3 c  ) 

本層の分布11広い
区
が近

域
傍
で

で
品

確
る

認で き る も
の と し て は左記 2 1K1l4fM. 主と し て
砂 喋

11溶
・
岩
シ

波
ル ト の互層か ら 在 る が砥川付近

で と 降下火山灰 を 爽在 し て い る 。

阿
積物

蘇
で
カ ルデラ 形成の初期の火砕流堆

軽石琉 ・ 岩津流な ど か ら 在 る
が当該地域ではすべて溶給 し て い る 。

阿蘇火砕流抽出前
丘堆

の水
積

成
層

雄
と

積
さ

物
ら

で 、
こ こ では高位段 に古
い砂喋層 をー括 し て い る 。

三角火山岩類 ・ 金崎山火山岩類 と 1�lf悶
時代の安山岩額で、 両輝石安山岩 ・ 角関
石 ・ 輝石安山岩の熔岩 ・ 砕屑岩か ら な る .

中生代白亜紀の泥 ・ 砂擦の固結 し た
岩石

古生代の海成層 が、 地下深所の高温
高圧作(一用部低圧) 条件下 に お か れ、
変成 を う け て で き た岩石 ・ 硬質
岩が多い。



こ れ ら の火山岩類 は 、 金峯 山 な ど と と も に 第 4 紀初頭 に お け る 熊本地方の火 山活動 を 示 す証

拠で あ る がそ の詳細 は あ き ら かで な い 。

難 火砕漉; 火山砕屑岩の略; 火山岩片 ・ 火山砂 ・ 火山灰な どが集合 ・ 団結してでき た岩石。
様灘 両輝石; 普通輝石と紫篠石をふ 〈 む安山岩.

中位段丘 一 A T 薗 ( 塚原台地)

中 位段丘 は 阿蘇火砕流堆積物 A s o 4 の堆積原面 に相当 し 、 山地お よ び丘陵背面 ( 高位段正

か ? ) を の ぞい て 最 も 高 い 地形面 を 形成 し て い る 。 塚原古墳群の あ る 塚原台地 は 、 こ の段丘面

に属 し 、 前述 し た丘陵背面 か ら 連続 し 、 ゆ る や か に う ね り な が ら 南 か ら 北へ高度 を 減 ピ る ( 標

高3O- 60m ) 段正面 と 、 こ れ を と り ま く 段丘崖 と か ら な っ て い る 。 段丘崖 に は阿蘇火砕流堆積

物A s 0 4 (一部で溶結 し て い る が大半 は 非溶結の軽石流堆積物 か ら な る ) の露頭 が所 々 に 存

在 し て い る 。 段丘面上 は 表土 ・ 耕作土の ほ か に黒色腐植土、 暗褐色火山灰、 硬質黒褐色組粒火

山灰、 阿蘇新期 ロ ー ム な ど主 と し て 降下火山灰 が 2 - 3 m の厚 き で堆積 し て い る 。 こ れ ら の 火

山灰層 下 の A s o 4 は 、 数 m も し く は そ れ以上の厚 さ に わ た っ て 風化変質 し て い る 。 こ と に 主

要構成要素で あ る 軽石 は 、 風化 に よ る 粘土化 に伴 な っ て 属 平 に つ ぶ れ て 軟質淡色粘土 レ ン ズ に

な っ て い る こ と が多 い 。 塚原近傍 に お け る こ の種の段丘 は 、 乙女台地 (標高5O-80m ) 、 御船

原 (標高田~印m ).、 北甘木台地 (標高40m :t ) な ど があ り 、 住居祉 (縄文期入 墓祉 ( 古墳期)

と な っ て い る 場合 が多 い 。 こ の種の台地は、 阿蘇カ ル デ ラ 火 山 の 周辺 に は広 く 発達 し て い る 。

阿蘇火砕流堆積物 は松本唯一 ( 1943) に よ っ て ξ阿蘇溶岩ー と 呼 ば れ た も ので、 阿蘇カ ル デ

ラ 形成 と 密接 な 関連 を も っ 火 山活動の産物で あ り 、 溶岩相 も 一部 に は あ る が主 と し て 火砕流 か

ら な っ て い る 。 火砕流は軽石 も し く は岩津が大量の火 山 ガ ス ( 高温水蒸気)、 火山灰、 火山砂、

異質岩片 と 混然一体 と な っ て 火 口 か ら 排出 さ れ 、 一部は空中 に ふ き 上 げ ら れ る が、 大 半 は 、 い

わ ゆ る 熱雲 と な っ て 山体 を 流下 し 、 野 を 越 え 、 山 を 越 え て 運搬 ・ 堆積 し た も の で あ る 。 溶岩流

カ味占性流で あ る の に 対 し て 、 火砕流 は ま さ に粉体流で あ り 、 流動の性格は雪崩 や土石流 に 似 て

い る と い わ れ て い る 。 火砕流の流下速度は溶岩流の 10数倍 に お よ ん で お り 、 堆積物の 厚 さ の割

に は到達距離 が大 き い の が特徴で あ る 。 排出時の 本質物質 の極度 ・ 量 に よ っ て も 差が あ る が、

谷埋積の部分では概 し て 溶結 し 、 流動過程で次第 に体積 を 減 ピ る ( 単位体積重量 は増加) こ と

に伴 な っ て 、 荷重 を ま し 、 こ れ に よ っ て 軽石 がつ ぶれ る こ と に よ っ て 生 じ た 岩石で あ る 。 し た

が っ て 大半 は 、 火砕流の流動停止 に 際 し で で き る も の で あ る 。 し か し 、 と き に は粘性流動 を つ

づ け 、 普通の溶岩 と 全 く 見 か け の か わ ら な い も の がで き る こ と も あ る 。 阿蘇溶岩 に は 、 ま さ に

ξ溶岩ミ の 名 に ふ さ わ し い も の も あ る が、 磯 ま じ り ロ ー ム 、 ま た は亜円喋 ま U り 軽石層 と も 呼

べ る も の が大半で あ る 。 一括名称、 と し て は、 長 ら く 呼ぴな ら わ さ れて い る ー 阿蘇溶岩ー が適切

か も し れ な い が、 誤解 を ま ね か な い た め に本稿で は と阿蘇火砕流堆積物 止 で統ー し て い る 。

阿蘇火砕流堆積物 は 、 宮本 ら ( 1962 ) に よ っ て 新 旧 2 大別 さ れ て い る が、 小野 ・ 曽屋 ( 1968 ) 

渡辺 ・ 小野 ( 1969 ) 、 籾倉 ・ 中 山 ( 1974 ) に よ り 、 A s o - 1， -2， 一品 - 4 の 4 大別 が提唱 ・ 確

- 3 10 ー



認 さ れて い る 。 (表 1 参照) 宮本 ら の新期阿蘇火山噴出物層、 郷原 ら ( 1964 ) の八女粘土層は 、
阿蘇火砕流堆積物 A s o  4 A に相当 し て い る 。 烏楢ロ ー ム 層 は郷原 ら が記戴 し た も のであ る が、
こ れ に相当す る も の が本地域で も A s o  4 (八女粘土層 タ イ プ) と セ ッ ト に な っ て分布 し て い
る 。 阿蘇を 中心 と し た 中北部九州 に広 く ほぼ問状態での分布が確め ら れて お り 、 A s o  4 と 一
連の阿蘇火砕流堆積物 と 考 え ら れ る 。 火砕流堆積物中の炭化本片の C 14 年代の分析結果は、八女
粘土層 が 33000 ± ZZ 年 B . P ( G ak - 2 82 ) 鳥栖 ロ ー ム層 的0800 :f:: 800年 B . Pと な っ て お
り 、 A s o 4 A Iこ 引 続 く 阿蘇カ ルデ ラ 形成 に関与す る 最後の噴出物であ ろ う 。
以上のべた と お り 、 中位段丘面は阿蘇カ ル デラ 形成に関与す る 最終期の排出物 ( 火砕流堆積

物) の堆積原面であ る 。 し た がっ て水成堆積物の堆積面 と 異 な っ て 、 埋積旧地形 を反映 し た う
ね り を も っ て い る わ けであ る 。 こ れが熊本周辺に お け る 中位段丘 A T面 (古川 ・ 籾倉 1 9 7 1 ，
1 9 7 4 籾倉 ) の特徴で あ る 。 A T 面 の表面 は浸食 に対 し て強 く な い た め 、 う ね り の低 ま り
は 集水域が広 く な り 、 ガ リ ー か ら 樹枝状開析へ と 進行 し (排水条件は良好) て い る 。 A T面の
発達の よ い菊池台地や託麻台地では、 阿蘇火砕流堆積直後の流水浸食 に よ り A T面 よ り やや低
い 、 う ね り の少 な い地形面 が形成 さ れて い る 。 こ の地形面上には 、 数 mの洗い 出 し 砂喋 がの こ
っ て い る 。 こ れ を A T 2 面 も し く は K面 と 呼ぶ。 こ の段丘面 は、 乙女台地 (標高50-80 m ) 、
御船原 (標高50-60 m ) 、 北甘木台地 (標高40 m士 ) な ど広範に発達 し て い る 。 こ の段丘面上
に発達す る 表層地質~土壌は、 A T面 の そ れ と かわ ら な い 。 な お、 こ れ ら の段丘面上に は 、 縄
文期お よ び古墳期の遺跡が数 多 く 分布 し て い る 。

低位段丘群 - M h 面 ・ T k 面 ・ H o 面

阿蘇火砕流堆積物 A s o 4 (鳥栖ロ ー ム を含む ) の堆積原面 を 大幅 な不整合で切 っ て 、 数段
の河岸段丘が緑川 ・ 御船川 ・ 浜戸川沿い お よ びそ の周辺に発達 し て い る 。 こ こ では こ れ を低位
段丘群 と 総称す る 。 こ れ ら の段丘面は、 A T面 がゆ る やか な う ね り を も つ の と は対照的 に 、 平

表 2 構成地質土壌成分表

成 分 重 ギ ト ハ ト モ イ イ 7 7  加水 サ
イ

プ ロ ハノ サ 7 B i o gHb bHb Hy Au Mg 鉱 Q 2  サ イ イ エ ハ イ
土 壊 物 イ サ ロ ト ト ロ ン ロ ト

I 撹乱土

E 表層黒土 (弥生~古績 ) O 。
E 沖積火山灰 (縄文晩期)

町 大隼 I 黒土 ( 縄文早期 ・ 押型文土器 )

V 明褐 ロ ー ム ( 阿蘇新期 ロ ー ム ) O O 。 ム 。 O O O O O 
羽 大量巨 E 黒土 ( J白石器 )

祖 褐色 ロ
( 粘
ー

土
ム

質
( 阿

)
蘇新期 ロ ー ム ) O 。 。 2 - 5  。 。 O O O O 

四 鳥栖 ロ ー ム ム O 沼。-岨 時7 9 -10 O 。10 
医 A s o  4 (八 女粘土 ) 一 !@ 皇 ð l � ト12 O ーー 」ーーー 」園田恒ー

η。



滑で あ り 、 かつ例外な く 有明 海 に 向 っ て高度 を 減 U 、 段丘面 聞 は 、 ま ず例 外 な く 段丘崖 を 介 し

て 接す る 特 徴を も っ て い る 。 こ れ ら の段丘群は塚原台地お よ びそ の 周辺で は 上 ・ 中 ・ 下の 三面

に 区分で き る 。

上位面 は 、 塚原台地か ら 浜戸川 を 距て た対岸の 舞原台地の段丘面 がそ の 標式地 と な っ て い る 。

標式地で は段丘面 は標高33-35 m と 平坦で沖積面 と の 比高 は20 m lこ お よ んで お り 現土地利用 は

畑で あ る 。 こ の段丘の 骨格は主 に 阿蘇火砕流堆積物 As o 4 か ら な り 、 こ れ を 不整合 に切 っ て

厚 さ 15 m も し く は そ れ以上の制機層 が堆積 し て い る 。 こ の 制機 層 は 、 基盤岩類の 中 粒亜角喋 と

細 礁 か ら な る 相 、 A s o 4 A の あ ら い 出 し の軽石 と 中細砂か ら な る 相 、 偽層 の よ く 発達す る 磯

ま U り 砂層 か ら な る 相 な ど か ら な っ て い る 。 前者 は こ の段丘剖喋 層 の 上流 も し く は下部 ， 後者

は 、 下流 も し く は上部 に よ く 見 ら れ る 。 こ の上位面 ( 舞 原 台 地 で は M h 面 ) を 形 成す る 砂 喋層

を お お っ て 黄褐色 ロ ー ム 層 ( 阿蘇新期 ロ ー ム 層 ) が、 堆積 し て い る 。 黄褐色 ロ ー ム 層 は 厚 さ 1

- 10 5 m で 下半部 は段丘喋 を ま じ え て お り 、 降灰 がこ の 硲喋 層 の 堆積中 か ら は じ ま っ て い る こ

.と を 示 し て い る 。 こ の ロ ー ム 層 の重鉱物の含量比は 2 - 5 % と 低 い が不透明鉱物の ほ か は紫蘇

輝石 が多 く 、 角 閃石 を 6 -10% 含 ん で い る の が特徴で あ る 。 こ の ロ ー ム 層 は 、 低位段丘上位面

を 整合的 に お お っ て い る こ と 、 お よ び鉱物組成 か ら し て 、 熊本市東方 の託麻台地 に 分布す る 阿

蘇新期 ( 中部 ) ロ ー ム に対 比 さ れ る 。

中位面 は 、 浜戸川 中流右岸鰐瀬 に そ の 分布があ り 、 遺跡近傍で は 、 塚原部落の 載 る 面 が こ れ

に相当 し て い る 。 構成砂喋 、 表層 堆積物 につ い て 、 充分調査がゆ き と ど い て い な い 。 お そ ら く 、

上位面 形成後、 下位面形成 ま で の 聞 の一時的 な 基準面上昇期の産物で あ ろ う ( Ho 2 面 )

下位面 は 、 浜戸川 沿岸 に 広 く 分布す る 沖積低地 と 3 - 5 m の 比高 を も っ た段丘面 で あ る 。 上

流部で は 、 現河床 と の 比高 が10m に も 達 し て お り 下流部で は沖積面下 に埋没 し て い る 。 段丘を

構成す る 地質 は ル ー ズ な 細~ 中粒騰 と 砂、 一部 に やや し ま っ た 青粘土 か ら な っ て い る 。 段丘上

に は 明 褐色 ロ ー ム 層 は の ら ず、 沖積腐植の集積がみ ら れ る 。 こ の地形面 と 、 沖積低地上位面 と

は 、 格的 に も よ く 似て お り 図 1 で も 区別 を 明瞭 に し て い な い 。 土地利用 は水田 と 居住地が多 い 。

沖積低地

標高 6 -15m の低平地で有 明 海 に の ぞむ沖積低地は浜戸川 氾濫原 に発達 す る 未固結副操 お よ

び粘土 か ら な り 、 沖積平野 に連続 し て い る 。 主 た る 土地利用 は水田 で、 湛 水 田 が多 い 。 構成地

質 は未固結硲磯 お よ び粘土 か ら な り 、 標高 5 m 以浅は海成 層 が多 く 、 そ の基部の も の は 、 C 1 4

分折の結果約 10 000 Y B P の デー タ ー がでて お り 、 櫛島遺跡の 3 層 に対比 さ れ る 。 す な わ ち 、

櫛島遺跡で数m 縫積 する 聞 に 、 有 明 海底では数10m の粘土 が堆積 し た こ と を 意味 し て い る 。
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塚 原
- 熊本県下益城郡城南町所在塚原古墳群の 調査一

熊 本 県 文 化 財 調 査 報 告 第 16 集

熊本県教育委員会発行 1975年 3 月

付論 2 塚原 中世墳墓 ・ 丸尾 5 号墳 出土 の 人 骨

に つ い て
長崎大学医学部 内藤 芳篤

I ま えがき

塚原遺跡の発掘調査 に お い て 、 歴史時代 の墳墓 4 6 基 が見 い だ さ れ 、 こ れ ら の 墳 墓 か ら 火葬

骨 2 体 お よ び小児骨 l 体 を 含む合計 3 9 体の人骨が発掘 さ れ た 。 し か し な が ら そ の保存状態 は

不 良 で 、 大部分 は 骨格の ご く 一部 を 残す の み で あ っ た 。 辛 う じ て 性別 を 推定 し 得 た も の は男性

1 2 体、 女性 1 1 体で、 そ の他の 1 3 体 は性別 不 明 で あ っ た 。

人骨の 年代 に 関 し て は別項で述べ ら れ て い る よ う に 、 考古学的所見 よ り 墳墓の 大部分 が中世

初期 に 営 ま れ た も の で あ り 、 近接す る 尾窪中世墳墓群 よ り 多少古い も の と 考 え ら れ て い る 。 こ

う し た 理解 の も と に 本 人 骨 を こ こ では中世塚原 人 と よ ぷ こ と に す る 。

中 世尾窪人 に 関 し て は 、 す で に 報告 し た よ う に 強 い 時代性が見 ら れ 、 そ の 形 質 は現代 中 部 九

州人 よ り も 中世 鎌倉人 に 類似 し た も の で あ っ た 。

著者 は本資料 か ら 九州 に お け る 中世人の詳細 な 検討を さ ら に進 め た い と 考 え て い た が、 上記

の と お り そ の保存状態か ら 無理 で あ っ た 。 し た が っ て こ こ で は 断片的 に な る が、 観察 あ る い は

計測の で き た 例 に つ い て 所見 を 述べ る こ と に す る 。

人骨の 資料数 に つ い て は 表 l に 示す と お り で あ る 。

( 1 ) 頭蓋骨

1 ) 脳頭蓋

性
性
明
一十

男
女
不
一i

衰 1 . 人骨資料

成 人 骨 火 葬 骨 小 児 骨
1 2 

1 1 
1 3 
3 6 

2 

2 

1 

E 所 見

l 

脳頭蓋は 骨片 を 残す の み で 、 頭型等 を 知 る こ と は で き な か っ た 。 た だ 頭蓋冠 を あ る 程度接合

で き た 女性 3 例 ( 6 号、 7 号、 4 2 号 ) の う ち 、 4 2 号人骨で は残 っ て い た 右側頭蓋冠の 状態

か ら 見 て 頭骨最大長 が著 し く 長 く 、 長頭 を う か がわ せ る も の があ っ た 。

2 ) 顔面 頭蓋

顔面 頭蓋で は 全例共 に 上半部 を 欠 い て い る の で顔型 を 知 る こ と は で き な か っ た が、 上顎骨に

つ い て は男性 ( 1 号 、 5 号 ) 女性 ( 2 号、 6 号 ) そ れ ぞれ 2 例ずつ に つ い て 観察可能 で あ っ た 。

男 女 共 に 上顎骨体の発達 が悪 く 、 前面 の 陥 凹 がひ ど く 、 と く に 女性の 6 号 人 骨で は 揖指頭大の
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著明 な く ぼみ が見 ら れ た 。 次 い で歯槽側面 角 で は 計測 は で き な い が、 観察上は女性の 2 号、 6

号両 人 骨共 に 明 ら か に小 さ く 、 歯槽性突顎が著明 で あ っ た 。 ち な み に 下 顎骨 と 日交合 さ せ て み る

と 、 い わ ゆ る 反 っ 歯の ひ ど い も の で あ っ た 。 男性の 場合は 2 例共 に は っ き り し た 歯槽性突顎を

露軍め る こ と は で き な か っ た 。

下 顎骨 男 性 3 例 ( 1 号、 5 号、 3 7 号 ) お よ び女性 5 例 ( 2 号、 6 号 、 7 号 、 1 7 号 、 4 2

号 ) が見 ら れ 、 あ る 程度 残 っ て い た 。

男性で は 3 7 号人 骨 を 除い て 、 他の 2 例で は 比較的大 き く 、 頑 丈 であ っ た 。 オ ト ガ イ 高 は

3 6 mm( 1 号 ) 、 3 3 mm( 5 号 ) で 、 前者 は号 の下 に 、 後者 は写 と 叫 と の 聞 に そ れ ぞれ オ ト ガイ

孔 が見 ら れ た 。 ま た 両例 共 に 岐筋組面 がよ く 発達 し 、 下顎枝 も 準立 し 、 長 径 に 比 し て 幅径 が広

い が、 下 顎切 痕は か な り 深い 。 3 7 号 人 骨 は 歯 槽 の 部 分 に 骨吸収 が見 ら れ 、 下 顎枝 も 後傾 が

ひ ど い例で あ っ た 。

女性で は 全体 と し て 諸径 が小 さ い の は 当 然 で あ る が、 そ の割 り に は 骨イ本 が厚 く 頑丈 な 感 じ で

あ っ た 。 ま た 2 号人 骨の オ ト ガ イ 孔 は 両例共 に号 の 下 に あ る が、 孔 が著 し く 大 き か っ た 。

3 ) 歯 牙

歯 は 丁植 し た も の の他 に 死後脱落 し た も の 、 あ る い は歯槽部破損 に よ り 歯の み が残 っ て い る

も の 等 が見 ら れ た 。

観察 し た 範囲 で は 、 い ず れ も 鋲状岐合で、 紺子状岐合 を 思 わ せ る 例 は認め ら れ な い 。 岐耗度

は一般に ひ ど く 、 ま た ム シ 歯の例がか な り 多 い 。 な お男性の 3 7 号人 骨で は 下 顎骨歯槽部 に 、

抜歯 を 思 わ せ る よ う な 所見 を 認め た が、 こ れ ら につ い て は後述す る 。

( 2 ) 上肢骨

上腕骨 に お い て は 、 男性の 1 9 号人 骨 は左側下半部 を 残 し て い た が、 比較的太 く 、 円住状で 、

扇平性の 傾向 は 見 ら れ な かっ た 。 ま た 女性で も 1 7 号人 骨 が右側 下半部 を 残 し て い た が、 こ れ

は細 く 、 扇平 性 は 勿論認め ら れ な か っ た 。

女性の 7 号 、 1 7 号人 骨で は 前腕骨の一部 を 残 し て い た が、 上腕骨 に 相応 し て 細 い も の で あ

っ て い た 。

( 3 )  下肢骨

1 ) 大腿骨

大腿骨 も 完全 な も の は な い が、 残 っ て い た部分 を 観察す る と 、 一般に 大 き い も の の よ う で あ

る が、 後面 の 粗線 は 隆起 が弱 〈 、 男性で は 円 形 に 近 く 、 女性で は む し ろ横径 が大 き い の が 目 立

っ た 。

男性の 1 号、 2 0 号、 4 5 号人 骨 につ い て 、 ほ ぽ中央 と 推定 さ れ る 部位 で 、 周 径 は そ れ ぞ れ

8 0 mm、 9 0 mm、 8 5 mmで あ り 、 同部位での 矢状径 は そ れ ぞ れ 2 5 . 5 師、 2 7 mm、 2 7 聞で 、

ま た 横径 は 2 5 mm、 2 8 mm、 2 7 . 5 mm と な り 、 こ れか ら 断面 示数 を 求め る と そ れ ぞ れ 1 0 2  • 
目 0 0 . 9 6 . 4 3 ， 9 8 . 1 8 で あ っ た 。

女性の 7 号 、 1 7 号人 骨で は 周 径 がそ れ ぞれ 7 0 mm、 7 6 mmで、 同部位 の 矢状径 は 1 9 mm、

2 4 mm、 横径 は 2 4 mm、 2 5 mm と な り 、 断面 示数 は そ れ ぞれ 7 9 . 1 7 . 9 6 . 0 0 で あ っ た が、
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3 0 号人骨のみ は周径が 7 9 mm、 矢状径が2 6 mm、 横径が 2 3 mmで、 断面示数は 1 1 3 . 0 4
と な り 、 観察上 も 粗線がよ く 発達 し 隆起 し た例であ っ た 。

ま た 男 女共 に 上骨体部 に お い て も 扇平性 を 思 わ せ る 例 は 見 い だ し 得 な か っ た 。

次 い で、 女性の 3 7 号人骨に おい て は完全では な い が左側大腿骨の 最大長 を 推測的 に 計測で き
た が、 少 な く と も 3 9 5 醐 を 下 ら な い も の で あ り 、 本例 か ら P E A R S O N の 公式 に よ っ て 身

長値 を 推定 す る と 、 1 4 9 . 6 7 叩以上 と な り 、 比車効句長 身 と い う こ と がで き る 。

2 ) 腔 骨
男性の I 号 人 骨で は ほ ぼ中央 と 推定 で き る 部位で周径 7 5 mm、 矢状径 2 5 mm、 横径 2 0 mmで、

断面 示数 は 8 0 . 0 0 で あ っ た 。

女性の 2 号人 骨で は 周径 6 5 mm、 矢状径 2 2 • 5 mm、 横径 1 7 • 5 mmで、 断面 示数 は 7 7 . 

7 8 で あ っ た 。

一 般 に 腔骨は細 〈 、 断面 示数値 に 見 ら れ る よ う に 届平性は著明 で な い 。

な お女性の 7 号 人 骨で排 骨の一部 が残 っ て い た が、 細 く て 稜形成 も 著明 で は な い 。

(4 ) 下顎歯の脱落倒 ( 図 1 、 2 参照 )

3 7 号人骨は男性、 熟年骨 と 推定 さ れ た も の で あ る が、 ボ例 の 下 顎骨歯槽部 に一見す る と 抜

歯 を 思 わ せ る よ う な 所見 が見 ら れ た の で以下 こ の こ と に つ い て 述べて み た い 。

下顎骨歯槽部 に お い て 、 ①右側M\ よ り遠心側では歯槽が閉鎖 し 、 かつ著 し く 陥凹 し て い て 明
ら か に 骨吸収 の 像 が見 ら れ る 。 ② P2 は現存 し て い る が、 歯根の大部分 が歯槽上縁 よ り 上方 に 露

出 し 、 一部分 の み が歯槽内 に と ど ま っ て い る 。 す な わ ち P2 は浮 い た状態 に な っ て い る 。 ③ P2

よ り 近心側の P\ 、 C、 12 、 1\ お よ び左側 の 1) 、 12 の歯槽 は 閉鎖 し 、 表面 は 粗植で、 厚 さ は薄 く

な り 弱 い 稜線の よ う に な っ て い る 。 こ の部分の歯槽 は見掛上僅 か に 陥凹 し て い る 程度 で 、 歯槽

上縁の 高 さ は大 臼歯の部分 よ り 明 ら か に 高 く 、 両 者 の 聞 に は っ き り し た 段落 がつ い て い る 。 ④

C よ り 遠心側 の歯槽部 は破損 し て い て 観察で き な い 。

以上の こ と が ら の う ち 、 右側大 臼歯の部分 に 関 し て は骨周疾患 に よ る 骨組織の 萎縮 な い し 崩

壊の結果 、 脱落 し た も の で あ ろ う が、 右側 P\ よ り 左側12 に い た る ま で の 歯槽部 に つ い て は 、 大

臼 歯 の 部分 と 異 な り 、 少 な く と も 見掛上 は 外傷 あ る い は抜去 さ れ た 痕で は な い か と 思 わ せ る も

の があ っ た 。 著者 も 本例 につ い て は そ う い う 疑い を も っ て い た 。 し か じ 乍 ら 検討 を 重 ね る う ち 、

①現存 し て い る P2 カ智明 に 浮 い て お り 脱落前 の状態 に あ る こ と 。 ②右側 オ ト ガ イ 孔の 高 さ が骨

体 中 央 よ り 多少低 い こ と 。 ③歯の脱落部 が隣接す る 歯槽 の 広範 に わ た っ て い る こ と 等 よ り 、 一

見す る と 健康 な 歯槽 か ら 歯 を 抜去 し た よ う に 見 え る が、 実際 は 大 臼 歯部 の 歯槽 が余 り に も 著 し

く 陥凹 し て い る た め に 、 こ の部分の歯槽 に は ほ と ん ど陥凹 が見 ら れ な い よ う な 感 ビ を 与 え て い

る も の で あ る 。 す な わ ち 右側 P\ よ り 左側 12 に い た る 歯槽骨 に も 骨周 疾 患 が あ り 、 そ の結果脱落

し た も の と 解釈す べ き で あ ろ う 。
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図 1 下顎骨前面 (37号人骨)

図 2 下顎骨後面 (37号人骨)
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な お遊離 し て 残 っ て い た 上 顎歯 は右側 の 12 、 C、 左側 の 11 、 12 、 C 、 M1 で あ っ た が、 こ の う ち

M1 の み は ひ ど く 岐耕 し 、 岐耗度 は B roca の 3 度で、 そ の他 は 暁耗度 が弱 く 、 B roca の 1 度で あ

っ た 。 下 顎の右側 Pl よ り 左側 12 に い た る 歯 は若い時期 に脱落 し た も の で あ ろ う 。

E 要 約
塚原遺跡の 中世墳墓 4 6 基 よ り 3 9 体の人骨が得 ら れ た が、 性別 を 推定 で き た の は男性 1 2 

体、 女性 1 1 体で 、 性別不 明 1 3 体 があ り 、 そ の他 に 火葬骨 2 体 お よ び小児骨 l 体 が含 ま れ て

い た 。

保存状態 が不 良で 、 そ の 詳細 を 知 る こ と はで き な か っ た が、 観察 お よ び計測の で き た 一部 の

資料 に つ い て の 所見 は す で に 述 べ た と お り で あ る 。

著者 は す で に 中世尾窪人 に 関 し て 、 長頭、 低顔、 低鼻で、 強 い 歯槽性突 顎 が見 ら れ る こ と を

報告 し た 。 断片的 な 資料 か ら 得 ら れ た 結果では あ る が、 今 こ こ で 中 世 塚原人 に 見 ら れ た 所見 を 中

世尾窪人 の 特徴 に 照 ら し て み る と 、 両者 は き わ め て 類似 し た 傾向 を も つ も の と 推測 す る こ と が

で き る 。 次 い で四肢骨につ い て は 扇平性や柱状形成 は な く 、 ま た 女性の l 例で は あ る が、 身長

は 比較的高 い も の で あ っ た 。

な お男性熟年骨の 下 顎骨歯槽部 の 所見 か ら 一見抜歯 を 思 わ せ る よ う な 例 が見 ら れ た 。 結局 は

骨周 疾患の結果脱落 し た も の と 推定 し た の で あ る が、 局所所見 か ら 抜歯 と 断定 す る 場合 に は 余

程慎重で な け れ ば な ら ぬ と の 反 省 を こ め 、 本例 に 見 ら れ た 所見 を 記載 し 、 い さ さ か の 考察 を 加

え た 。
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N 丸尾 5 号墳の人骨

丸尾 5 号墳の 内部主体 (石棺) か ら 古墳時代 人骨 2 体 が発掘 さ れ た 。 保存状態 が悪 く 、 形質

の詳細 を 知 る こ と は で き な い が、 推定 さ れ た性別 、 年令 な ど につ い て 述べ る 。

そ の 1 女性、 壮年骨

頭葦冠の小片 、 右尺骨上端、 右側 の 大腿骨、 腔骨の 骨体部 お よ ひ'歯 が残 っ て い た 。

骨 に は朱 が付着 し て い た 。

残 っ て い た 尺骨、 大腿骨、 腔骨等 を 観察す る と 、 全般 に 細 く て 小 さ い 。 扇平性等 を う か が う

こ と は で き な い 。
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歯 は 遊離 し た 状態で、 上顎歯 は右側 で は1 1. C 、 目 、 P 2 、 Mz Ms 左側 で は1 1 1 2 C Pl 

P2• M 2 ' M s . ま た 下 顎歯 は右側 で は 1 1 . Ml Mz Ms 左側 で は C P 1 P 2 Ml Mz M s が残 っ

て い た 。 歯 は 比較的 に小 さ く 、 暁耗度 は 弱 い も の で 、 B r o c a の O 度 - 1 度 で あ っ た 。

そ の 2 男性、 熟年骨

頭葦骨片 、 左上腕骨悼、 寛骨の一部、 推体片 、 大腿骨お よ び腔骨の体部、 右膝蓋骨片 等 が残

っ て い た が、 前者 と 同様 に朱が付着 し て い た 。

四肢骨は上、 下肢骨共 に 骨体部 がか な り 大 き く 、 太 い が、 扇平性や柱状形成 を 認め る こ と は

で き な か っ た 。

歯 は遊離 し た 状態で、 上顎歯の右側 で は C 、 Pl 、 Ml ， M 2 、 左側 で は C 、 Pl 、 M1 、 Mz、 下 顎歯 は

両側 共 に Ml， Mz が残 っ て い た 。 歯は大 き く 、 岐耗度 は か な り ひ ど く 、 B roca の 2 度- 3 度

で あ っ た 。
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塚 原
一 熊本県下益城郡城南町所在塚原古墳群の調査一

熊 本 県 文 化 財 調 査 報 告 第 16 集
熊本県教育委員会発行 1975年 3 月

付論 3 塚原古墳群出土の馬歯
熊本大学理学部 吉倉 真

塚原古墳群は熊本県下益城郡城南の塚原台地に あ り 、 こ こ に 、 方形周溝墓、 円墳、 前方後円
墳な ど が多数共存 し て い て 、 考古学上極め て貴重な遺跡であ る 。 こ の遺跡の丸山26号 ・ 27号墳
お よ び39号方形周溝墓の周溝か ら 馬歯が発掘 さ れた 。 いずれも 1 頭分の馬歯であ る 。 セ メ ン ト
質 お よ び歯質の大部分は分解 さ れて い て 、 歯そ の も のはは な はだ脆弱で、 あ っ た 。 発掘に充分 な
注意を払っ た に も か か わ ら ず、 多 く は破損 し 、 調査 し たのは丸 山 26号墳 お よ び39号方形周 溝
墓か ら 出 た頬歯だ けであ っ た 。 丸山26号お よ び27号墳か ら は、 馬歯に接し て 馬具 ( く つ わ 、 止
金具な ど) 発堀 さ れた 。 し か し こ れ ら はいずれ も 馬 に装着 さ れて い た も ので は な か っ た 。 (図
版 1 ) 

熊本県 にお け る 古墳時代の馬具の報告は数多いが、 馬歯につ い て は こ れ が最初で あ る ので、
こ こ に詳細に記載 し 、 な お若干の考察を試み た い。

1 馬歯ー特に 下顎頬歯 に つ い て

古代馬の歯 につ い て記載す る 前 に 、 馬歯一般につ いて記 し て お く 必要があ ろ う 。 馬の歯式は
一般に I ま た は J (門歯 ) 会 ， c (犬歯) 十 ， p (前臼歯 ) 寺 ， M (後臼歯) 舎 と さ れ る 。 し た がっ
て歯は全部で40あ る こ と に な る 。 し か し ま た牡 : : i : 31 ) : ; 、 牝 ; : 3 : 31 ) : ; と も さ
れ る 。 そ れは牡に は犬歯がよ く 発達 し て い る が、 牝 に は発達 し て い な い か ら で あ る 。 そ れか ら
ま た 、 上顎に は前臼歯が 3 個 あ る の が普通だ が、 時 と し て そ れ ら の前 に 、 狼歯 と い う も の が生
え て 4 個 に な る こ と があ る 。 そ れで 3 (4 ) と 記 し た のであ ふ も と も と 馬の祖先は前臼歯 を九 も
っ て い た 。 し か し 第 l 前臼歯はの ち 退化 し% と な っ た 。 そ れで最前の も の は第 2 前臼歯で あ る 。
上額の第 2 - 4 前臼歯を pL.P-".、 下顎のそ れ ら を昆一九、 上顎の第 1 ー 3 後臼歯 をML.M3， 下
顎の そ れ ら をM1-陥と 書 く 。 門歯の場合も こ れ に な ら っ て 1 1-1 3， 1 1ー1 3と 書 く 。 前臼歯 と 後
臼歯 を合わせて頬歯 と い う こ と があ る 。

馬の歯の発生 と 換歯の時期は表 1 の よ う に な っ て いて 、 こ れで割合正確 に馬の年令 を 知 る こ
と がで き る 。 し か し 馬 に よ っ て は、 7 才 ぐ ら い に な っ て や っ と 永久歯が生 え揃 う も の も あ る か
ら 、 年令鑑定 に は注意を 要す る 。 永久歯が全部生 え れば、 馬 は も はや成馬で、 青春期 を迎 え た
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表 1 馬の歯の発生 と 換歯の 時期

歯の種類
門 歯

主甘 歯
中間歯
隅 歯

犬 歯 (牡)
臼 歯

l 

2 
3 
4 
5 
6 

発生

出産前後
生後 1 - 2 月
。 6 - 9 月
4- 4. 5才

出産前後
。
� 

4シ

2 才
3. 5- 4 才

換歯

2. 5才
3. 5才
4. 5才

3 才
。

2 - 4 才

こ と に な る 。 成馬の年令は普通、 門歯の岐合面の形や岐耗の状態、 ま た歯の生 え て い る 方向 な
ど に よ っ て判定 し て い る 。

次に各歯 につ いて記すべ き であ る が、 発掘 さ れた も の は頬歯だ けであ っ たので、 他の も の に
つ い て は省略す る 。 頬歯は いずれ も み な長歯で、 歯高高 く 、 岨唱力のす ぐ れて い る こ と を示 し
て い る 。 ま た こ れ ら はみ な横堤歯 に属 し 、 歯冠に はエ ナ メ ル稜が特徴あ る ひだ をつ く り 、 複雑
な模様を描い て い る ( 図の 1 -15) 

頬歯は列 を な し 、 歯槽に し っ か り は ま っ て い る 。 上顎の頬歯列は少 し く 弓 な り に 、 頬側 に張
り だ し て い る が、 下顎の頬歯列はほ と ん ど直線を な し て い る 。 頬歯の岐合面 (岨鴫面) は 、 水
平面に対 し で あ る 角 度を な し て い る 。 上顎では頬側高 く 、 舌側低 く 、 下顎では反対に 、 頬側低
く 、 舌側高 く 、 いずれ も 22度前後傾斜 し て い る 。

上顎の頬歯は破損著 し く 調査不能であ っ たので、 こ こ に は下顎の頬歯だ け につ い て 、 記載 に
必要な程度 に 、 歯冠各部の名称、 を記 し て お く 。 い ま R を例 に と っ て説明す れ ば 、 . ( 図の 3 ) 歯

冠頬側の前方に は protoconid (原丘) 、後方 に はhypoconid (下丘) があ る 。 protocon id の前方
に あ っ て舌側 に脹 ら み出て い る 部分 をparasty l id と い う 。 歯冠舌側の前方には 、 metacon id (後
丘)、 そ れ に続い てmetas ty l id 、 後方に はentocon id (内丘) があ る 。 entocon id か ら 後方 に
脹 ら み出て い る 部分 をentosty I id と い う 。 こ れ ら の部分はみ な歯質 に よ っ て満た さ れ、 エ ナ メ
ル 稜に よ っ て固 ま れて い る 。

エナ メ ル稜はひだ状に屈曲 し て い て 、 E -M a 、 そ れぞれに特徴あ る 模様を描 き 出 し て い る 。
エ ナ メ ル稜の外側はセ メ ン ト 質であ る 。 エナ メ ル ひ だ に は時に著 し い個体変異 を み る こ と があ
る 。 例 え ば 図の 1 の馬(1) (牡、 15才前後) のR と 、 図の 7 の馬(v ) (牡、 15才前後) の そ れ
と を比較 し て み る と 、 後者ではparasty l id がよ く 発達 し て い て 、 protoconid と の 聞 に 強 い
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現わ し て い る も の と は思 え な い 。 埋没中 に位置がずれた も の と 思わ れ る 。
頬歯の大 き さ を 表 4 に示 し た 。 歯冠のエナ メ ルひだ に固 ま れた部分の長 さ と 幅 を測っ て そ れ

ぞれ歯冠の長 さ ( L )、 幅 ( B ) と し た 。 高 さ ( H ) につ い て は満足 な測定値は え ら れ な か っ た 。

現代馬では歯冠の長 さ は一般 にP2 あるい はMsが最大でM 1が最小、 幅は一般 に P3ま た は P4が最
大で、 P2:ま た はM3が最小 と な っ て い る 。 古代馬で も こ の傾向は変 ら な い 。 し か し 、 歯が一体に
幅狭 く 、 長め に な っ て い る の が特徴であ る ( 図の 、 10-12 ) 。 歯冠のエナ メ ルひだの模様も 、
現代馬の そ れ と あ ま り 変 ら な い 。 た だ頬側のエナ メ ル稜の中央ひだ が 広 く 外方に聞い て い て 、
そ こ の hypocon i d側 に小 さ な ひだ おれ があ る の が目立つ。

3 39 号方形周 溝墓の馬歯

出土 し たの は下顎頬歯だ けであ っ た 。 大部分が破損 し て いて 、 ほぽ完全な も のは左側の P4 M2 
だ けであ っ た ( 左右頬歯列聞の距離は表 2 に示 し た通 り で、 丸山26号壌出土の も の と 同様) 。 現
代馬 に比 し著 し く 短かい 。 こ れ も おそ ら く 埋没 中 、 位置がずれた結果であ ろ う と 思わ れ る 。

頬歯の大 き さ は表 4 に示 し で あ る 。 靴、M2の歯冠長は現代馬(田耀度で あ る が、 歯冠幅が著 し
く 小さ い。従っ て一見極めて狭長であ る 。エナ メ ルひだに種々特異な点が認め ら れた ( 図13-15) 。

P4 : 歯冠の前部は欠損 し て い る が、 protocon id は幅狭 い 。 hypo con i d も 幅狭 く 、 舌側のエ
ナ メ ル稜に著 し い屈曲 が認め ら れ る 。 し か も こ こ か ら metas ty l id に 向 っ て 、 拝状 の エ ナ メ ル
突起が長、 短 2 本出て い る 。 metaconid は あ ま り 大 き く な い 。 entocon id は細長い嚢状 を な し 、
前方に向 っ て い る 。 特異 な の はentosty lid が後方に長 く 伸び出 し で い る こ と であ る 。

M1 : protocon id も hypocon id も 、 前記 九 の そ れ ら よ り ず、っ と 幅広 く な っ て い る 。paras ty l id
も か な り 広 く な っ て い て 、 先端は舌側へ突出 し て い る 。 hypocon id 頬側の エ ナ メ ル稜の前方部、
中央ひだの所には 、 前方に 向 っ て突出す る ひだ おれ があ る 。 entos ty l i d は 、 後方に脹 ら み出て
いて裏状を な し て い る 。
M 2 : protocon id も hypocon i d も か な り 広い が、 parasty l id は狭い 。 hypocon i d 前方部内頬側

ま た舌側のエナ メ ル稜に は、 そ れぞれ頬側 ま た舌側に向っ て突出す る ひだ お れ があ る 。
entos ty l id は よ く 発達 し て い て後方に伸び、 嚢状に脹 ら んでい る 。
頬歯列長は測定不能 だ が、 200mm近 く は あ ろ う か と 思わ れ る 。 この場合頬歯列 が長 い の は 、

前後両葉が展開 し て い る こ と に も よ る が、 ま た entosty l id が後方に展出 し て い る こ と に も よる 。
こ の よ う な頬歯は珍 ら し い 。 大阪府北河内郡四条畷町古墳出土の馬歯L ・ 九一M持、 こ こ に
記 し た も の に よ く 似て い る 。 す な わ ち entosty l id の後 方展 出 が 目 立 っ て い る 点、またhypocon id
の頬側のエナ メ ル稜前方部 に ひだの あ る 点な どよ く 似て い る 。 四条畷町古墳出土の馬歯は 、
すべて左側下顎歯だ けで、 歯冠長 (歯冠幅) は 、 P2 : 35. 0 ( 14. 9)、 P3 : 29. 4 ( 15. 4 )、 P4 : 29. 4 
( 15. 0)、 M1 : 26. 8 ( 14. 3)、 M2 : 29. 3 ( 13. 8)、 M3 : 28. 8 ( 11 . 4)、 ( P2-M:Jtl長は 178mm前後)。
仕掛

直良 は rP2が全体に大形であ る 。 自 余の歯では、 前葉に比 し て後葉が一体に長め に な っ て い る
の が特徴で あ る 。 し か し歯相お よ び大 き さ と も 、 日 本古代の小形馬の も の に は な は だ類似 し て
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1 - 9 現代馬の左側下顎頬歯の歯冠、 エメ ラ ルひだの損様を示す。 1 - 6
現代 馬(I ) (壮、 15才前後 ) 1 . 九、 2 .P3、 3 .P4 、 4 .M1 、 5 .M2 . 6 .M3、 7 .現代 馬(V) (牡、 15才前後 )

8 - 9 .現代 馬(ll) (牝、 25才前後 ) .目、 'P4 ( 説明本文 )
ec entocon i d ，  es entos ty l id ， hc hypocon id ，  mc metacon id ，  
ms metas tg l id ， pc pratocon id ， ps parastg l id ，  

1 0- 1 2  丸山26号噴出土の馬の左側下顎頬歯の歯冠エメ ナ ルひだの損様 を示す。
1 0 . P3 、 1 1. 日 、 1 2 . M1 。

1 3- 1 5  丸山33号墳出土の馬の左側下顎頬歯の歯冠エメ ラ ルひだの損様 を 示す。
1 3 . 弘、 1 4 . Mh 1 5 . M2 0 
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く びれ を も っ て い る 。 ま た metas ty l id が metacon id か ら く び り 出 さ れ た よ う な 恰好 に な っ て
い る 。 エ ナ メ ル ひ だ は歯の疾患 、 年令 な ど に よ っ て 変化す る 。 図の 8 ・ 9 の 馬 (n ) ( 牡、 25才前
前後 ) の ps • p.a は 、 老令の た め歯冠の 岐耗著 し く 、 P3 の ご と き は前後両葉 に 分 か れ て し ま っ て
い る 。

頬歯 そ の も の の 大 き さ 、 形 も 年令 に よ り 変化す る 。 林田 に よ れ ば、 同一個体で も 4 才時 に は
頬歯列長最大で、 年令 を 重ね る につ れ短 か く な っ て い く 傾 向 があ る と の こ と で あ る 。

2 丸山 26，号墳の馬歯

出土 し た 馬歯 は上、 下 顎 と も 頬歯 だ け で あ っ た 。 発掘時、 上方 に 下顎右側(R )の 九:M ! 、 そ の

下 に 同 左側(L )の P2-凡さ ら に そ の 下 に 上顎左側 の PLM3 があ っ た ( 図版 2 ) 。 破損著 し く 、

歯列 中比較 的保存良好の も の は 、 L . P2-M:!.: け で あ っ た 。

表 2 下顎両頬歯聞の最短距離 (mm)

古 代 馬 現 代 馬

丸 山 26号墳 ・ 39号方形周溝墓

L . Pz-R . P2 21 .  0 

L . Ps-R -Ps 18. 0 

L . P4-R . P4 19. 0 23. 0 
L . M 1-R ・ M 1 23. 0 お. 0
L . ぬ，-R ・ 地 28 :t  
L . Ms-R ・ 叫 33:t 

表 3 上顎両頬歯聞の最短距離 (mm)

I 

L . P 2- R  . P2 
55. 0 

L . p S- R  . p3 61 . 0 
L . P� R ・ P4

67. 0 
L . W- R ・ Ml 71. 0 
L . M2_ R . M2 72. 0  
L . WI- R . M3 73. 0 
頭 骨 最 大 長 560. 0 

下 額 骨 全 長 440. 0 
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1 . 牡

( 15才前後 )

38. 0 

38. 0 

45. 0 

53. 0 

日. 0

67. 0 

現 代

E 

63. 0 

68. 0 

71.  0 

75. 0 

77. 0 

81 . 0 

562. 0 

442. 0 

n . 牝 m . 牡
( 25才前後 ) ( 8 才前後 )

39. 0 47. 0 

41 . 0 49. 0 

41 . 0 55. 0 

47. 0 63. 0 

55. 0 69. 0 

64. 0 75. 0 

a馬

m N ・ 牝

( 10才前後 )

530. 0 447. 0 



下顎両頬歯 聞 の距離 を 表 2 に示す (比較の た め 現代馬 3 個体の測定値 を 併記 し た 。 距離 は い

ずれ も 歯冠エ ナ メ ル稜 か ら 測 っ た )。

な お参考の た め 、 現代馬 の 上顎両頬歯 聞 の距離 を 表 3 に示す 。
表 2 で 明 ら か な よ う に 、 古代馬の下顎両頬歯列 聞 の距離 は 、 現代馬 の そ れ に 比 し 著 し く 短 か

い 。 次 に 上、 下 両 顎頬歯の岐み 合 わ せ で あ る が、 現代馬で は 表 2 ・ 3 に み る 如 く 、 上顎両頬歯

列 聞 の距離 は 下 顎の そ れ に比 し 大 き い 。 し か し 、 上、下顎頬歯列 に お い て 、 各側 と も 6. 5- 9. 5mm 

の岐み合 う 重 な り があ る 。 下 顎両頬歯列 聞 の距離 が短 か け れ ば、 そ れ に 応 じ て 上 顎両頬歯列 聞

の距離 も 当 然短 か く な る o い ま 古代馬の 下顎両頬歯列 聞 の距離 を み る と 、 そ れ は あ ま り に も 短

か い 。 つ ま り 下顎骨両枝の な す角 度 が非常 に 小 さ い こ と に な る 。 こ れ は ど う も 自 然状態 と は 思

え な い 。 お そ ら く 埋没 中 に 、 徐 々 に位置 がず れ た も の と 考 え ら れ る 。

次 に 発掘 さ れ た 時の状態 を み る と 、 下顎左側 の頬歯列 と 上顎左側 の頬歯列 と は 、 6 - 7 mm離

れて い た 。 つ ま り 下顎が右の 方へ少 し ずれ て い る わ け で、 こ れ も 埋葬 し た 時の状態 を そ の ま ま

表 4 頬歯の大 き さ (mm)

古 代 馬

丸 山 26号墳 39号方形周溝墓 I 
R L 

L 28 + 

P2 B 13. 0 

H 

L 28. 0 30. 0 

P3 B 17. 0 10+ 

H 35+ 

B

H

L

B

H

L

B

H

L
 

L

1

2

 

pu

M

M

 

L 27. 0 27. 0 

15. 0 8 +  

52 + 

24. 0  23+ 

14. 5 8 + 

52 + 47+ 

24. 0 

12. 0 

57. 0 

28 十

Ma B 10 + 

H 45 + 

頬歯列 長 159 +

L 

12. 5 

44+ 

30. 0 

13. 0 

74. 0  

30. 5 

12. 0 

69 + 

L 

33. 0 

16. 6 

50. 0 

28. 0 

17. 5 

26. 0 

18. 0 

24. 0 

16. 5 

24. 5 

16. 0 

31 . 5 

13. 5 

25. 0 

14. 5  

22. 5 

15. 0 

52. 0 

22. 0 

13. 。

32. 0 

12. 0 

167. 0 R . 154. 0  

代 馬

E 
L 

39. 0 

19. 0 

35. 0 

21 . 5 

33. 0 

21 . 0 

29. 0 

18. 0 

32. 0 

17. 5 

35. 0 

18.. 0 

201 . 0 

町

L 

30. 0 

15. 0 

28. 0 

18. 0 

30. 0 

17. 0 

24. 0 

16. 0 

27. 0 

15. 0 

33. 0 

15. 0 

165. 0 
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い る こ と が認め ら れ る 」 と 述べて い る o

丸山26号墳出 土の 馬 の頬歯 に は 、 entosty l id の著 し い後方展出 は な か っ た 。 し か し 歯冠が一

体 に幅狭 く 、 長 め に な っ て い る 点は 、 39号方形周溝墓出土の も の と 共通 し て い て 、 こ れ が古墳

時代、 熊本地方 に餌育 さ れて い た 馬 の一つ の特徴 を あ ら わ し て い る も の の よ う に 思 わ れ る 。

4 論 議
日 本の地質時代の 野生 馬 に つ い て は さ て お き 、 縄 文、 弥生、 古墳時代の 古代馬 に つ い て 、 従

来 の 知見 を 若干述べて お き た い 。 直良 に よ る と 当時飼用 さ れ て い た 馬 は 、 す べて プル ジ エ ヴ ア

リ ス キ ー 馬 (przewa lsk i 's horse ) の家畜化 さ れ た蒙古馬 か 、 そ れ と 関係の あ る 馬 で 、 こ れ

ら は大陸か ら 日 本へ、 朝鮮半島 を 経て 、 縄文時代 に渡来 し た も の で あ る と い う 。 し か し 日 本の

古代馬 が、 すべて 北方系 の蒙古馬系統の も の で あ っ た か ど う か につ い て は 問題があ る 。

林田 に よ れ ば、 日 本在来馬 の起源 は縄文時代の後期頃 に始 ま る 。 当時の 馬 は上記の蒙古馬系

統の も の と は異 な り 、 南 方 か ら 渡来 し た ト カ ラ 馬程度の小形馬で あ っ た 。 こ の も の は 中国 の 四

川 、 雲南 か ら 省南一帯 に か け 生息 し て い て 、 四川 馬 の基礎 に な っ た も の だ が、 こ れ が凋文後期

か ら 弥生時代 に か け 、 揚子江以南の南支沿岸 か ら 九州、|へ 、 ま た 同 じ 頃、 朝鮮半島南部へ も た ら

さ れ た 。 し か し 弥 生 時 代 に な っ て か ら は 、 木曽馬、 御崎馬 (都井の 岬馬 ) 程度の 中形馬 が、

大陸か ら 朝鮮半島 を 経て 日 本 に 移入 さ れ た 。 こ の 馬 は蒙古馬 そ の も の で は な く 、 タ ルパ ン

(Tarpan ) 系 統 の 高 原 馬の血 を う け た も の の よ う で あ る と い う 。 こ の よ う な わ け で 、 古墳時代

に は 日 本各地 に 、 蒙古馬 で代 表 さ れ る 中形馬 と 、 四 川 馬 で代表 さ れ る 小形馬 と 、 2 種類飼用 さ

れ て い た と い う こ と に な る よ う だ 。 .

縄文時代 に 馬 が 日 本 に 飼 用 さ れ て い た こ と を 最初 に 明 ら か に し た 人 は 長谷部で あ る 。 長谷部

ら は大正 9 年 ( 1920)、 熊本県宇土市宮の荘貝塚 (轟員塚) か ら 臼歯 3 個 を 、 同年、 鹿児 島県出

水市出水貝 塚か ら 門歯 6 個 、 臼歯 2 個 、 右横骨 1 個 を 発掘 し 、 構骨の 大 き さ か ら 推定 し て 「石

器号代九州地方 に棲小 な る 馬 の飼用 さ れ た こ と を 信ず る に足 る 」 と 述べ ら れ た 。 そ の後、 林田 、

山 内 ら も 、 昭和28、 29年の 2 回 に わ た っ て 出水貝塚 を 発掘 し 、 門歯 2 個 、 臼歯 4 個 、 距骨片 1

個 を え て 、 こ の 馬 は ト カ ラ 馬 に ほ と ん ど等 し い体高の 1 l0cm前後の熔小馬 で、 あ る と 発表 さ れ た 。
(8) 

加茂の 大著 「家畜文化史」 に よ る と 、 縄文時代の馬 の遺体の発掘 さ れ た場所は 、 北 は北海道

か ら 南は沖縄 に 至 る ま で、 全国で47ケ 所 あ る 。 そ れ ら の分布 を み る と 、 神奈 川 以北、 宮城 を 含

め 、 関東地方 に 多 い 。 弥生時代 の は やや少 な く 25ケ所。 古墳時代 に な る と 多 く な り 、 31 ケ所の

遺跡 か ら 馬歯 、 馬骨 が発掘 さ れ て い て 、 本州 中部、 関東地方 に 多 い 。 古墳時代 に は大陸 と の 文

化交流 が盛ん に 行 わ れ て い た か ら 、 優秀な馬 も 数 多 く 移入 さ れ た こ と と 思 わ れ る 。 そ し て こ れ

ら の 馬 に 在来の 馬 と の 交雑 も 行 わ れ 、 小形馬 は次第 に淘汰さ れ 、 中形馬 、 あ る い は 大形馬 が多

く な っ て い っ た も の と 思 わ れ る 。

と こ ろ で塚原古墳群出土の 馬 で あ る が、 頬歯 が全部生 え 揃 っ て い る 点 か ら み て 成馬 で あ る こ

と は 間違 い な い 。 歯冠の 岐耗状態 か ら み る と 老馬 で は な い 。 ま だ若い も の と 思 わ れ る 。 特徴 と

し て頬歯 の歯冠 が一体 に 幅 が狭 い 。 始新世の化石馬Hyracother ium ( ξEohippus と ) か ら 現

nu

 

qa

 

nJ

 



生の 馬Equus に 至 る ま で の 馬 の 進化 に お い て 、 い ま 頬歯の変化 を み る と 、 ず 前 臼 歯 が後 臼

歯 の よ う な 形 に変 わ る 。 頬歯の 高 さ が増 し て く る 。 岐合面 ( 岨鴫面 ) が 広 が り 、 エ ナ メ ル ひ だ

が複雑 に な っ て く る 、 な どの 現象 を 認め る こ と がで き る 。 化石馬 H ipparion med i ter・ran!，!um

( 鮮新世 ) の頬歯 を WEBE R の Die S äugetiere ， Bd . n ， Fig .  4 6 6 で み る と? 下顎頬 歯

表 5 古代馬のM1の歯冠 の大 き さ (mm)

発 掘 地 ( 時代 )長 さ (幅 )
1 . L ・ 30. 0 ( 13. 0 ) 

2 . L . 26. 8 ( 14. 3) 

L . 己一地
3 . L  ・ 27. 0 ( 15. 0) 

4 . L . 24. 7 ( 13. 9) 

L . P2-M3 
5 . L  ・ 26. 3 ( 15. 4) 

6 . L ・ 19. 6 ( 1 1 . 8) 

7 . L . 24. 0 ( 14. 5) 

L ' 九 一叫
8 . L ・ 25. 2 ( 16. 4) 

L ・ P2 -M3
9 . R • 23. 8 ( 15. 6) 

10 . R ・ 22. 5 ( 16. 0) 

1 1  . R • 23. 6 ( 17. 0) 

12 . L ・ 22. 7 ( 16. 7) 

L ' 巳 -M3
13 . L . 24. 0 ( 18. 0) 

14 .  L ・ 23. 4 ( 18. 0) 

15 . ? 23. 0 ( 18. 0) 

? ・ 巳-M3
16 . L . 19. 7 ( 15. 9)  

L . P2-叫
17 . L ・ 22. 0 ( 17. 9) 

L . P2-M3 
18 . L . 23. 3 ( 19. 5) 

L . P2ー島も

幅 率 (% )
43. 3 

53. 4 

1 78mm I 

55. 6 

56. 3 

171mm I 

58. 6 

60. 2 

60. 4 

159mm + 

65. 1 

169. 8皿

65. 5 

71 . 1 

72. 0 

73. 6 

156 .9 mm 

75. 0 

76. 9 

78. 3 

152. 0 mm 

80. 7 

140. 0mm 

81 . 4 

148. 0mm 

83. 7 東京都葛飾区水元飯塚町 ( 古墳 )

156. 8mm 

熊本県塚原古墳群39号方形周溝墓 ( 古墳 )

大阪府北河内郡四条畷町 ( � ) (14) 

山梨市小原 日 下部町 ( 土師文化期) (14) 

群馬県新田郡笠懸村 ( � ) (14) 

北海道大沼湖畔‘ ( 縄文 ) (14) 
(14) 岡崎市井 ノ 口町 (弥生 )

熊本県塚原古墳群丸 山26号墳 ( 古墳 )

埼玉県朝霞市根岸 ( 土師文化期) (15) 

千葉県館山市東長 田 (弥生 ) (14) 
千葉県諸久蔵貝 塚 ( 土師文化期)

。 館山市東長 田 ( 弥 生 )

(1唱

(14) 
五島列島宇久島 (弥生 ? ) (14) 

東京都江戸川 区市川橋西岸 ( 古墳 )

千葉県 ( 出土地不 明 ) ( 古墳 ? ) 

(14) 

(14) 

埼玉県川越市 ( 土師文化期) (15) 

千葉県銚子市余山貝 塚 (弥生後期) (14) 

千葉県 ( 出土地不 明 ) ( 古墳 ) (14) 

円ペunペU



の歯冠 がみ な 狭長で、 あ る 。 エ ナ メ ル ひ だ の後葉が長め に な っ て い て 、 entos ty l i d の 後方 展 出
が 著 し い 。 こ の 点 、 39号方形 周 溝墓 出 土 の 馬 の 頬 歯 に よ く 似 て い る 。 一方、 プル ジ エ ヴ ア リ ス
キ ー 馬 の M1を Tr a i tら de Zoologie  ，T. X V  II . M amm i feres の F i g . 1 0 0 0 で み る と 、 歯 冠
エ ナ メ ル ひ だ の ent附y l id は あ ま り 発達 し て い な い 。 し か し 歯冠の 幅 が狭 い 点 は よ jbて い る 。
頬歯歯冠 の 狭 長 な の は 、 原的 な 一つ の 表徴 と 考 え ら れ る 。

そ こ で い ま 便宜上、 下 顎頬歯 中 叫 を と り あ げ 、 そ の 歯 冠 の 広 狭 を 古代 馬 に つ い て 調べ て み

た 。 M1 は 出 産前後 に 生 え る 永久歯で 、 歯冠 長 は 全 頬歯 中 一般 に 最小。 歯 冠 幅 は P3 ま た は 弘が

最大の場合 も あ る が、 M1 が最大の場合 も あ る な ど 、 特徴の あ る 歯で あ る 。 歯冠 の 長 さ と 幅 か ら

幅率 ( B / L x 100) を 出 し て み る と 表 5 の よ う に な っ た 。

表 に 示 す ご と く 、 39号方形周 溝墓 出 土 の 馬 の MJ が、 歯冠幅率 最小 を 示 す こ と は 注 目 に 値す る 。

歯冠 の 長 さ や幅 は 年令 に よ り 多 少変化す る 。 例 え ば ト カ ラ 馬 で は 、 L . M1の 長 さ ( 幅 ) お よ び

幅率 は 、 5 才 牝で24. 0 ( 17. 0)、 70. 8%、 8 才牝で20. 5 ( 14. 0)、 68. 3% 、 15才牝で 20. 5 ( 15. 0 )、

73. 2 % 、 15才牡で20. 0 ( 16. 0)、 80. 0% で 、 岐合面 は 年令 と と も に 広 が る 。 し か し 年令 を 考慮 し

で も 、 39号 方形周溝墓 出 土 の 馬 は 成馬 で あ り 、 歯冠長30 mm、 幅率 43. 3% と い う の は 、 他の も の

に 比 し 著 し い 差で あ る と 言 わ ね ば な ら ね 。 こ れ は 主 と し て en tos t y l id が後 方 に著 し く 展 出 し て

い る こ と に よ る も の で 、 一つ の 品種的相違 で は な い か と 思 わ れ る 。

前 記化石 馬 H ippar ion med i terraneum の MJ の!幅率 は 、 図 に よ っ て 測 定 、 算 出 し て み る と

45. 2% と な り 、 ま た プ ル ジ ェ ヴ ァ リ ス キ ー 馬 の MJ の幅率 は 47 . 9% と な っ た 。 こ の場合注意 し

な け れ ば な ら な い の は 、 Ml だ け の 幅率 が小 さ い の で は な い 。 39号方形 周 溝墓の 馬 の Mz の 如 き

は 39. 3% を 示 す 。 A 山 26号墳 の 馬 の MJ の幅率 は 60. 4%だ が、 九-M2 に つ い て み れ ば、 50. 0 -

60. 7% を 示 す 。 こ の よ う に 頬 歯 全 部 が ど れ も 幅 が狭 い の で、 あ る 。 下 顎の 頬歯 の 幅 が狭 い と 、 上

顎の頬歯I の l隔 も 狭 い 。 こ の 点 、 IÌÍf 記化石 馬 や フ。 ル ジ ェ ヴ ァ リ ス キ ー 馬 の 場合 も 同 じ こ と で 、 頬

歯列 長 が大 き く 、 個 々 の 頬歯 の 歯冠幅率 が小 さ く 、 従 っ て 岐合面 の 狭 い こ と は 原 的 な 一つ の 表

徴 と 見 な し う る 。

塚原古代 渇 は こ の よ う に 原 的 な 表徴 を も っ て い る が、 そ れ で は轟貝 塚 か ら 発掘 さ れ た 縄文時

代 の 馬 は ど う か 。 し か し こ れ に つ い て は下顎頬歯 で はL . M3 し か な い の で 資 料 と し て は 不充 分

で あ る 。 出 水貝 塚の も の に は さ い わ い R . P4 お よ び L . M2 が あ る の で 、 こ れ につ い て 調べて み る 。

R ・ 九の 歯冠 長 は 22. 8mm、 歯冠|隔 は 16mm、 L . Mz の 歯冠 長 は 18. 4mm、 歯冠率 は 13. 9mm と な っ て

い る 。 し か し こ の 数値 は 歯冠 の エ ナ メ ル ひ だ に よ る も の で な く 、 頬 歯 の 歯冠 全体の 長 さ 、 l隔 を

測 っ て え た も の で あ る 。 そ れ で 今 こ れ を 写真 に よ っ て 測定 し 直す と 、 長 さ は そ の ま ま で幅 は そ

れ ぞ れ 12. 8mm、 1O. 6mm と な り 、 従 っ て l隔率 は 56. 2%、 57. 6% と な る o こ の 馬 は 老令 で 、 歯冠の

岐 耗著 し く 、 en tos ty l id の 発達 は み ら れ な い 。 MJ は発掘 さ れ て な い が、 幅 率 は こ れ ら に 近 い

も の と 思 わ れ る 。

な お 表 5 に は 九 - M3 )ÎIJ 長 の測定 さ れ た も の 若 干 が 記 し で あ る 。 こ れ を み る と 一般 に 、 幅

率 小 の も の は 列 長大 、 l幅率 大 の も の は列 長小 と な っ て い る 。 こ の 傾 向 は個 体発生 に お い て も 認

め ら れ る 。 例 え ば ト ヵ ラ 馬 で 、 5 才牝で は 巳 M3 列 長 157 mm も あ る の に 、 8 才牝で は 138mm、
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15才牝で は 1 39 mm、 15才牡 で は 1 43 mm と な り 、 年 令 が進 む に つ れ 、 短 く な る 。 こ の こ と は 馬 の

頬 馬 の 系 統発生 に お け る 定 向進化 と 相 ま っ て 興味深 い 。 と に か く 頬歯列 が短 か く な る の は 、 各

頬歯 の 長 さ が短 か く な る こ と で 、 そ の と き 歯冠 エ ナ メ ル ひ だ の 前葉 と 後葉 と は 中 央 に 寄 っ て き

て 岐合 面 が ひ ろ が る 。 e n to s ty l id は 後 方 に 長 く 展 出 し な い 。 そ れ と と も に エ ナ メ ル 稜 は 太 く な

り 、 ひ だ の構造 は 強固 と な り 、 岨鴫 力 が強 く な っ て く る の で あ る 。

概括す れ ば古墳時代 に は 、 関東古代 馬 の よ う に 、 頬歯岐合面 の 幅広 い も の と 、 塚原古代 馬 の

よ う に 、 そ れ の 幅 狭 い も の と 2 種類 の 馬 が飼用 さ れ て い た 。 ま た そ れ ら の 中 間 的 な も の も あ っ

た 3 関東古代 馬 の 多 く は 大形 あ る い は 中 形 の蒙古馬系統の も の で 、 こ れ ら は 大 陸 か ら 朝鮮 半 島

を 経て 日 本 に 移入 さ れ た も の で あ る 。 そ し て そ れ ら は 当 時馬 の 需 要 の 多 か っ た 関東地方 に 送 ら

れ 、 そ こ で飼 用 さ れ て い た も の と 思 わ れ る 。 当 時 と し て は か な り 品種改良 の 進 ん だ 、 言 わ ば進

化 し た タ イ プの も の で あ る 。 こ れ に 対 し て 九州 の 古代馬 は 、 北部で‘ は蒙 古馬 系 統 の 中 形 馬 の 血

を う け た も の も 多 少 は い た で あ ろ う が、 大 多 数 はt尾文目寺代 の 小形 馬 の 後詰 で 、 あ ま り 淘汰改良

さ れ ず 、 言 わ ば進化 か ら と り 残 さ れ た 、 原的 な 形 質 を な お 保持 し て い る も の で あ っ た と 推断 で

き る よ う で あ る 。

5 県内 出 土の馬歯 ・ 馬 骨 ・ 馬 具に つ い て

県内 で馬歯 、 馬骨 を 出 し た 遺跡 を 表 6 に 示 す 。

表 6 熊本県 に お け る 馬歯 ・ 馬 骨の 出土地

遺 1M; 名 称 所 高i 地 ( 11、Ij: ft ) 出

1 宮 の荘 員 塚 ( 轟貝 塚) 宇 土 市宇 土町 ( 旧童話村 ) ( 縄 文後 期 )

2 高塚西平貝 塚 八 代郡竜北村高塚西平 ( イシ

3 馬 出 古墳 玉 名 市元 玉 名 ・ 馬 出 ( 古墳 )

4 塚原古墳群 丸 山 26号墳 下 益城郡城南町塚原 ( 古墳 )

5 . イシ 丸 山 27号墳 イシ

6 ク 39号方形周 溝墓 。

土 口口口

馬 歯 ( 2 ， 20 ) 

不 詳
馬 骨・ 1 13 1 

馬 歯

イシ

ク

次 に 馬具 出 土地 を 表 7 に 示 す 。

表 7 熊本県に お け る 古績時代の馬具 出土地

古 墳 名 称 所 在 地

玉 名 郡菊 水町江 田 、 清原

出 土 品

l 塚坊主古墳

2 船 山 。

3 大坊 ベシ

4 四 ッ 山 。

5 野原古墳群 7 号

馬 具 1 ]81 

イシ ク く つ わ ・ 鐙 な ど 1231 

玉 名 市玉 名 、 大坊

荒尾市大島区笹原

。 野!京 、 野原 八幡境内

針葉 ・ 木心鉄
板張輪鐙
雲 珠

\ 1 31 

\131 

馬 具. \ 9 1 

qu
 
qぺuqJ
 



6 。 9 号 荒尾市野原 、 野原 八幡境内 馬 具 (9 ) 

7 横山古墳 鹿本郡植木町植木、 横山 馬 具 (13) 

8 石 川 山 古墳 第 4 号墳 鹿本郡植木町石川 く つ わ ・ 四方 手 ( 13， 21 )
飾金具 ・ 鐙

葉 (13) 9 臼塚; 。 山鹿市石、 臼塚 雲珠 ・ 杏

10 .  弁慶 ケ穴 。 。 熊入町 鉄地金銅 ・ 張雲珠( 9 ， 13) 

11 . 馬塚 。 。 城、 鬼天神 金銅製尾錠 ( 9 ， 13) 

12 . 袈裟尾高塚 イシ 菊池市袈裟尾高塚 く つ わ (13) 

13 . E横穴 。 菊池市隈府、 亘 く つ わ (9) 

14 . 久米若宮 。 。 郡j四水町若宮 く つ わ 。 (9)

15 . 平井 。 阿蘇郡一の宮町古城手野 く つ わ ・ 馬具 ( 9 ， 17)

16 . 沖鶴 の 石棺 。 西原村小森、 下小森 く つ わ (9) 

17 . 稲荷 山古墳 熊本市清水町打越
雲
馬

珠
具 ・ 杏葉 (13) 

- く つ わ
18 . 宇留毛横穴古墳群 4シ 黒髪町宇留毛 馬具 (9) 

19 . 釜 尾古墳 飽託郡北部町釜尾、 同免 鞍金具 (13) 

20 . 国越 。 宇土郡不知火町長崎 馬具 (13) 

21 . 狐塚 。 下益城郡城南町陣内 馬具 (9) 

22 . 塚原古墳群 丸山26号墳 。 。 塚原 く つ わ

23 .  同 。 27 。 。 。 。 。

24 .  行西第 l 号墳 八代市岡町岡中行西 馬具 ( 9 ) 

25 . 才園遺跡 球磨郡免田町才園 、 畑 中 く つ わ (9) 

26 .  赤坂古墳 。 多良 木町赤坂 く つ わ ・ 馬具 (9) 

27 . 亀塚 。 。 錦町西、 亀塚 馬具 (1酎

28 .  石坂横穴古墳群 。 須恵村石坂 馬具 (9) 

29 . 千人塚 4初 1-. 水上村湯山元野 馬具 (9 ) 

こ れ に よ っ て み る と 、 古墳時代 に は 県下 に ひ ろ く 馬 が飼用 さ れ て い た こ と が分 か る 。 し か し

天草 か ら は馬具出土の 記録は な い 。 天草 に は 当時馬 が飼用 さ れ て い な か っ た の か も 知 れ な い 。

お わ り に

古代馬 に 関す る 論著別刷 を 恵与 さ れ た 林田重幸教授( 東京農工大学農学部)、馬骨の標本 を 恵与

あ る い は 貸 与 さ れ た 西 岡 鉄夫 氏 ( 熊本市博物館)、 入江照雄氏 ( 済々 費高等学校)、 馬具出土地

につ い て 教示 さ れ た 原 口 長之氏 ( 熊本県文化財専 門委員 )、 調査資料 を 提供 さ れ た 熊本県教育庁

文化課 に あ っ く お礼 を 申 し あ げ る 。
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図版 1 馬歯出土状態

上. 丸山26号墳 の 馬 歯 出 土状態。

馬歯 の 上方 に く つ わ が見 え る 。

下. 丸山26号墳 の 馬 歯 。
写真 の 上方 に 左側上 顎の頬l幽ー 列 、 中 央 に 左側下顎の頬歯列 、 下 方 に 右側 下 顎の頬歯 列 が あ る 、 多 く

は破損 し て い る 。

po

 

qδ

 

qtu

 



図版 2
上. 丸 山26号墳 の 馬 歯 。

写真 の 上方 に 右側 下 顎の 頬 歯 列 ( 九 - M1 ) 、 次 に 左側 下 顎の頬歯列 ( P2- M3) 、 下 方 に 破 損著 し き
左側上 顎の頬 歯 列 が あ る 。

中. 39号方形周 溝墓

写真 の 上方 に 右側 下 顎の頬 歯 列 が見 え る が破損 し て い る 。 下 方 に 左側 下 顎 の 頬 鵡 列 ( 日- M3) が あ
る 。

下. 現代 馬(1 ) ( 牡 、 1 5 才 前 後 ) の 左側 下 顎の頬歯列 。
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塚 原
- 熊本県下益城郡城南町所在塚原古墳群の 調査 一

熊 本 県 文 化 財 調 査 報 告 第 16 集

熊本県教育委員 会発行 1975年 3 月

付論 4 木棺木質部の 鑑定

- 6 号方形周溝墓第 l 主体部 一
熊本大学教育学部 大迫 靖雄

鑑定 を 依頼 さ れ た 事項 は 、 塚原古墳群第 6 号方形周 溝墓 第一 主 体 部 ( 第 22 図 ) 東 側 端 側 部分

の 木桔位置 と 思 わ れ る 地点 に 存在す る 数mmの線状の異色部 ( 茶色 ) に つ い て①木質 材料で あ る

こ と の確認、 ② も し 、 ①の 件 が可能 だ と す れ ば樹種の鑑定 、 の二点で あ っ た 。

と こ ろ で本主体部 は組合式の 木棺墓で あ る こ と か耀認 さ れ て お り 、 木材 がつ か わ れ た 跡 は約

lOcm の 板厚 の 存 在 を 示 し て い た 。 し か し 、 木材そ の も の は 出土 し な か っ た が、 東側 木 口 部の 木

材 が存在 し た と 思 わ れ る 木桔外側 に 塗 り 込め ら れ た 粘土 と 木棺内 に 落 ち こ ん だ 土砂の 聞 に わ ず

か に 他の部分 と 異 な る 線状の異色 部 が存在 し た 。 本鑑定 で は 、 ま ず こ の異色部 が木材の 特徴 を

示す か い な か を 調査す る こ と と し た 。

そ こ で こ の異色 部 に つ い て どの よ う な も の が存在す る か を 見 る こ と が第ー と な っ て く る 。 そ

の た め に は 、 こ の異色 部 を 拡大 し て 観察す る 必要があ る 。 こ の よ う な 部分の観察 の 最 も 簡単 な

方法は ル ー べ に よ る 観察 で あ る が、 ル ー ペの観察 で は 、 周 囲 の 土砂部分 と 何 ら 変化は な か っ た。

そ こ で実体顕微鏡の 下で観察 を お こ な っ た が、 こ の 結果 も ル ー ペ の 結果 と 同 U く 周 囲 の 土砂 と

何 ら 変化 は 見 出 せ な か っ た 。 し か し 、 木材が分解 し 、 繊維状物質 が単独で少 し で も 残 っ て い る

と す れ ば、 そ れ は せ い ぜ い 数 ミ ク ロ ン か ら 数十 ミ ク ロ ン の 幅 し か も た な い し 、 長 さ は 分断 さ れ

て い る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 こ れ ら の残骸 を み つ け る た め に は 、 目 的部分 を か な り 高倍率 ま

で拡大 し な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 測定 の た め に 目 的部分 に物理的 な 力 を 加 え る よ う な 何 ら

か の 処理 を お こ な っ た場合、 こ の よ う な 状態で は木材片 が残 っ て い た と し て も 分解 し て し ま う

こ と は充分予 想で き る の で 、 こ の ま ま の状態で観察す る こ と が必要で あ る 。 そ の た め の 最終的

な 測定法 と し て 走査電子顕微鏡測定 を お こ な う こ と と し た 。

本測定 は 図 1 に示す よ う に( 1 )異色 部 を 含 む塊 り を と り 出 す 。 (2 )試片 を 断面約lO x lOmmの 塊 り

と し 上面 に異色部 が出 る よ う に ス テ ー ジ に 接着剤 ( ド ー ダ イ ト ) で接着す る 。 こ の場合測定面

は 自 然 に剥離 し た ま ま の状熊 を も つ よ う 充分注意 し た 。 (3)真空蒸着装 置用 回転傾斜試料台 中 で

で試料 に カ ー ボ ン と 金 ( 直径O . 5mm、長 さ 15mm ) を く ま な く 蒸着す る 。 (4)表面 に 金層 を つ く っ た

試料 を 走査電子顕微鏡中 の 試料窒 に 入 れ 、 電子 ビ ー ム を あ て 、 反射電子 を ブ ラ ウ ン 管で と ら え

表面 の 状態を 測定す る 。 測 定 の 場 合 ス テ ー ジ の 角 度 、 回転可能で あ る 。
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図 1 木質部鑑定用試料の走査電子顕微鏡測定 一

こ の よ う な 測定 を お こ な え ば、 1∞~数万倍の拡大率で 表面撮影 が可能で あ る 。 そ こ で 、 試

料 を 移動 さ せ な が ら 丹念 に 表面 を 観察 し た が、 土砂の か た ま り が観察 さ れ た の み で 、 木片の形

跡 は得 ら れ な か っ た 。 し か し 、 こ の 中 で土砂 と 異 な り 、 木材の繊維状物質 に 類似 し た物質 が一

点 だ け観察 さ れ た の で、 そ の 対称物の 写真撮影 を お こ な っ た。 こ の 結果 を 写真 に 示す 。 拡大率 は

寸 法 を 示 し た の で あ き ら か で あ る が、 こ の物質 は幅約 2 u ほ どの も の で あ る 。 そ の形体 は 全 〈

不確 かで あ る が、 分解 し て 残 っ た 木片状 と も み え る 。 た だ 、 こ の よ う な 面積の 中 で こ の よ う な

物質 は一点 し か存在 し な か っ た こ と は 、 こ の物質 か ら 何 ら か の 結論 を 述べ る こ と は無理で あ る

こ と を 物 語 っ て い る 。

以上の結果 か ら 、 上記異色部 分 に 木質組織の残骸 は期待で き な い 。 そ こ で異色部層 に つ い て

の原因等 に つ い て 、 地学的 な 問 い 合せ を し た と こ ろ 、 Fe O の 変色 と 思 わ れ る と の こ と で、 こ

れ が有機物の分解過程で存在す る と い う 確認は全 く な い と い う 答 え を 得 た 。

木材の存在の確認 に は形体測定 の他、 種々 の 化学的測定法 も あ る が、 こ れ は あ て ま で も 木材

成分 が残 っ て い る 場合 に の み可能で、 木材が完全 に 分解 し た 状熊で は何 ら 役 に 立 た ぬ し 、 木材

形体 が残 っ て い な い か ぎ り 化学分析が可能で も 他 の 有機物 と 区別 で き な い 。

以上の理由 か ら 本試科か ら は木棺用 材の存在は証明で き な い 。

- フ ィ ル ム Fuji Safety neopan SS .60X60 

・ フ ィ ル ム f告率 3000・ 測定器 走査型電子顕微鏡 ( JSM-U 3 ) 
・ 測定場所 京都大学農学部
・ 測定者 大迫靖郎

図 2 鑑定対称部の電子顕微鏡写真
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付論5 塚原古墳群の位置決定について
一 埋没古墳 に 関 す る 電 気探査利 用 の 考察-

Mar . 1 st， 1975 杉 元 安 弘

Abstract 

昭和49 年12 月26-27 日 の両 日 、 塚原台地の電気探査を施行 し 、 概 ね 次 の各 項 を 得 た 。 尚 電気

探査 に は横河製 L -I0型 Galva を 用 い た 。

( 1 )  す で に発掘 さ れて い る 円墳 あ る い は方形周溝墓の周 溝は砂で埋め戻 さ れ 、 各墳 墓 と

も に 中央部 を含 み 、 殆 ん ど フ ラ ッ ト な 地表 面 を な し て い る 。

@ 洪積層 の電気比抵抗 は 、 地表部で ( 5 ::1:: ) X I02 ( .a m ) 、 地下 数 m で ( 2. 5 

::1:: ) X 102 ( .a m ) 程度で あ る 。

⑥ 周 溝 に埋め戻 さ れ た砂層 の地表部は ( 1 . 5 ::1:: ) X 102 ( .Q m ) 、 地下部 ( 含

水層 ) で ( 1 . 0 ::1:: ) X 102 ( .Q m ) であ る 。

(2) 未 発掘の埋没古墳 に つ い て

@ 道路敷 に お い て 、 表土 は洪積層 で、 そ の比 抵抗は( 7 . 0 ::1:: ) X 102 ( .Q m J 、

古墳周 溝 と 推定 さ れ る と こ ろ で は ( 1 . 5士 ) X 102 ( .Q m ) の比 抵抗 を 有 し 、

湿 っ た阿蘇 ロ ー ム で埋 っ て い る 。

⑥ 阿蘇 ロ ー ム に 覆 わ れ た 耕 作地 の 表 土 は ( 5 . 0 ::1:: ) X 102 ( .Q m ) 、 地下部で

( 1 . 5::1:: ) X 102 ( .Q m ) 、 更 に そ の 下 の洪積層 の比抵抗 は ( 2 . 5 ::1:: ) X 102 

( .Q m ) で あ る 。

( 3) 上記 1 )、 (2 ) を 考察 し 、 埋没古墳 の 中央部 と 周 溝 と は 、 そ の比抵抗 に 大小の違 い があ

り 、 ρ-d Curve に顕著 な差異 があ る 。 依 っ て現在耕地の下 に 伏 在 す る 古墳 の位 置 は

適 切 な る 電気探査 に よ り 確 認す る こ と も 可能 で あ る 。

1 Prefac e 

熊本 県教育庁 文化課の依 頼 に よ り 、 昭和49 年12 月 26- 27 日 城南 町塚原台地 に 点在す る と 塚

anτ

 

円。



故 に ぬ =f ( a 、 R ) と お き 、 そ れ ぞ れの an に 対 す る R n を 測 定 す る こ と に よ り 固

有 比 抵 抗 Pa を 得 る こ と がで き る 。 但 し 、 現地の測定 に お い て は ea rth E を 基点 と し 、

E p l = Ep 2 = a を 用 い 、 a = 2 d と す る 法が便利 で あ る 。 即 ち 前式 か ら ぬ = 4πd R

を 得、 そ れ ぞ れ の d に 対す る 向 か ら 向 - d Cur ve を描 く。 Pd を 表 わ す C urve は ん

か ら 出発 し て d が増す と ん に 漸近 す る 。 そ の 漸近の し 方 は層 の厚 さ h が小 さ い程早 い 。こ

の こ と は h が小 さ い 聞 は 、 事柄 は上層 中 の みで完結 し て い る が 、 d が増大す る に従 っ て

下層 も 事柄 に興 っ て き 、 終 り に は上層 の受 け持 つ 役割 は 全体 に比 し 省 略 し 得 る 程 に な る

こ と を示 す も の で あ る 。 即 ち ん の変化 の 有様 か ら 大体 の 地質 が推量出 来 る も の で あ る 。

尚 、 地 層 が 2 層 、 3 層H ・H ・ n 層 の場合等そ の解析法 は 多 種 多 様で、 あ る 。

( i i )  Correction 

大地の抵抗R を 測定 す る 場合、 R の大小 に よ り 測定 器 Ga lva の Order Range で 、

そ の 読み が異 な る も の で あ る 。 こ れ はGalva の精度 に 関 す る も の で あ る 。 そ こ で寸主

に は そ の精度 を確 か め る に標準抵抗 を 用 い る が、 今回 は各 O rder に よ る 実測値 を 用

い 、 Least Square  で補正す べ き 値 を 決定 し た 。 即 ち Order Range X 10 、 X 1 . 0 

の読み を そ れ ぞ れQ 、 R と す れ ば、 R = 1 .44Q -8 . 3 3 を 得 、 こ の式 を 用 い て各測定値

を 補正 し た 。

3 Ana l ysi s 

各 Data に よ り 、 そ れ ぞ れ の ぬ - d Curve を描 き 、 古墳中央部 と 周 溝の比抵抗的字国車 に

つ い て 検討す る 。

( 1 ) 丸 山 1 3号墳付近 に つ い て

No・13ー 1 と No・13- 4 のCurve がほ と ん どL 型 を示 す に比 べ、 No. 13ー 2 • No.13- 3 が、

d = 1 . 5 m 付近 で凸 を 成 す は 、 周 溝の影響 で あ る 。 又 N仏13- 5 に お い て は d = 0 . 8で

凸 を 成す は 、 周 溝底 に 不透水層 があ る も の と 推定 す る 。

(2 ) 丸 山 4 号墳付近 に つ い て

No. 4 - 1 がL 型 のぬ -d Curve を 成す に比 べ、 No.4 - 2 • No. 4 ー 3 と 周 溝 に接近す る に

従 いL 型Cur ve の 中 に凸 部 が顕著 に な る 。 こ れ は周溝 を 埋め戻 し た砂 ・ 砂利の影響 で あ る 。

尚 No.4 - 3 • No.4  - 4 に お い て 表土 の比抵抗 が特 に 大 き い の は乾 い た砂土 に基因す る も の

で あ る 。

(3 ) 丸 山沼号墳付近 につ い て

こ の 円墳 は、 そ の 三割位 が発掘 さ れて お り 、 残 り の部分 は 今尚 耕作地 の 下 に埋没 し て い

る 。 依 っ て 、 未発掘部分の 三地点 を 選定 し 、 電気探査 を 試 み た 。 丸 山32号墳の ほ ぼ中央部

と 推定 し たNo.32- 2 のCurve はL 型で あ る に も か か わ ら ず、 他 の 2 地点 No.32- 1 と 泣-
3 に は顕著 な 凹 凸 が あ る 。 こ れ は 多分、 古墳周 溝の影響 に 外 な ら な い も の と 推定す る 。
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原 古墳群と の 電気探査 を 実施 し た。 広 大 な 塚原台地 は洪積層 (託麻層 ) か ら 成 り 、 そ の表土 は

黒い阿蘇ロ ー ム で、 そ の ほ と ん ど が耕作畑地 に利用 さ れ て い る 。 こ れ等 30 ヘ ク タ ー ル に 及 ぷ耕

お そ ら く 数百 も の 円墳、 方形周 溝墓 な ど が埋没 し て い る も の と 推定 さ れて い る 。地の下 に は、

す で に発掘 さ れ て い る 100基 以上の 墳墓 は そ の一部に過 ぎ な い 。 然 し 、 未 だ 地下 に伏在 す る

埋没古墳群の位置 や 個 々 の形状につ い て は確 認 さ れて い な い 。

そ こ で 、 今 回 の 電 気 探 査 の 目 的 は 、 未 確 認 古 墳 の 全 親 を 知 る 一 つ の 方 法 と し て の Test

Reserch で あ る 。 即 ち 、 す で に 発掘済み の古墳 あ る い は埋没古墳 の 存在 が確 実 な る 地点 に つ

い て の電気探査 を施行 し 、 そ の Data を 解析す る こ と に よ り 、 埋没古墳 に 関 す る 電気探査の

精度や利用法 を検討す る 目 的 と す る も の で あ る 。

M ethod and data 2 

既 に発掘 さ れ て い る 古墳の周 溝はV 形 の溝 を 成 す も 、 発掘後 、 再 び秒で埋 め戻 さ れ 、 そ の

中央部同様 フ ラ ッ ト な却拐 で あ る 。 各墳墓は面積 ( 5 :t )  X 102  m2 の 円 形 や 方 形 を 成 し て

い る 。 周 溝 は そ の 幅、 深 さ 共 に 1 - 2 m 程度 で あ る 。 依 っ て 、 付 図 の 通 り 代表的 な 地形 ・ 地

質 か ら な る 数 か所 を 選定 し 、 電気抵抗法 に よ る 電気探査 を 実施 し た 。

抵抗法 と は大地の見掛の 固 有比抵抗 を 測定 し て 、 基盤 ・ 地下水 ・ 鉱床 等の深 さ や厚 さ

を 推定 す る 方法 で あ る 。 電極 Cl 、 C2 よ り 電流 を 流す と き 、 均一 な る 地中の任意 の 一点

Method )

 

-l

 

(
 

: 電流

で あ る 。

whe re 
P に お け る 電位 V p は V p = i /2 πσ ( 1/n - l/r2 )

\\ 町 /
\\J

rz : 導電率6 

か ら のE鴎佐r l ， r2 : P のC l ， C2 
第 1 図

特 に右図 の よ う な 4 極法の場合 は

P l に お け る 電位 VPl は

=ヲ会γ ( 1 / r l - 1 / r2 ) 

P 2 に お い て も 同様 に

= 古寺J一 ( 1 / r 1 一 1 / r2  ) !i121l1 

を得 る か ら P1 、 P 2 点聞 の電位差V =Vp I -VP2 と し 、 r l 、 r2 、 r{ 、 r主 を 測定す

VPl 

Vp 

れ ば大地の 固 有比 抵抗 p = 1 / σ を 求 め る こ と が出来 る 。

即 ち V = VPI -VP2= 2 ;U- (士 一 士 一 士汁士， ) 
. .ρ =← 与と 1/ (士 一 士 ー か士， ) 

= 2 π R  / (士ー と- 土+ と )
rl = a 、 r2 = 2 a 、 rl '= 2 a 、 r2 '= a と す れ ば

ρ = 2 1r R / (十点一会 +士)
= 2 π R  / (十元 ) = 2πaR 

内δ4
 

nべU

A 7 



d皿 R .o ρ .om dm R.o ρ .om d皿 R .o ρ .o m d田 R .o ρ .om 

No.lト 1 0.:5 1 58  496 No.13- 5 0 . 10 5加 716 No. 4 - 3 0.20 3お 836 No.32- 2 0.20 220 553 

0 . 00  45 282 0 .25 1 73  543 0 .40 1 16 582 0 .40 U 422 

0 .75 27.0  254 0 .40 76 382 O.ω 45 339 O .ω 44 332 

1 .ω 19. 4  244 O .印 51 320 0 .80 27. 1 2η 0 . 80 担 . 5 317 

1 . 印 10. 4 1 96 0 .60 40 301 1 .ω 20. 6 253 1 . ω  お. 2 317 

2 . ω  7 . 4  1 9 1  0 .75 36 339 1 .25 16. 7 262 1 . 25 18. 6 292 

3 . ω  5 .0  1 88 O.邸 28. 9 3ω 1 .50 14. 5  273 1 .50 14. 8 278 

4 . ω  3 .5  1 76 1 .ω 19. 3 242 1 . 75 11. 8 258 1 .75 12. 6 277 

5 .00 2 5  1 57 1 .日 11 . 5  2 17 2 .∞ 10. 0 251 2 . ω  11. 1 279 

2 .ω 8.0  201 2 .50 6. 5 2似 2 . 50 8. 9 

d田 RQ ρ .om 3.ω 5. 0 1 88  3.ω 4. 7 1 77 3 .ω 7. 0 2“ 

4 .∞ 3. 2 1 58 4 .∞ 5. 2 261 
No.13- 2 0 . 25 1 37 430 dm R .o ρ .om 5.∞ 2. 7 166 5.ω 4. 1 258 

0.50 35 220 
7 . 50  2. 7 

O .花 18. 9 1 78 No.4 - 1 0.20 307 771 dm RQ ρ .om 
1 .ω 15. 4 1 93 0 .40 86 432 dm R.o ρ .om 
1 . 切 11 . 3  213 O.ω 邸 422 No. 4 - 4 0.20 440 11白

2 . ∞  7. 4 1 86 0 .80 m 281 0 .40 1 18 512 No.32- 3 0 .20 1 70 427 

3 . ω  4 . 3 1 62 1 .ω 19. 8 249 O.印 53 3鈎 0 .40 82 412 

4 . ω  3. 1 1 56  1 .25 14. 4  226 0 .80 28. 1 282 O .ω 48 362 

5 .ω 2. 5 1 57 1 .ω 1 l . 6 219 1 .ω 21 . 1  265 0 . 50  29. 4 295 

1 .75 9. 3 2ω 1 .25 16. 8 2臼 1 .ω 22. 5 283 

d皿 R .o ρ .om 2 .ω 6. 9 173 1 . 50 日. 9 262 1 .25 18. 7 294 

2 .50 4. 5 140 1 .75 11 . 7  256 1 . 50  17. 4 328 
No.13- 3 0 .:5 1 ω  339 

3 .ω 3. 8 141 2 .ω 7. 7 193 1 .75 15. 3 336 
0 .40 61 306 

4.ω 2. 6 131 2 . 50  5. 1 lω 2 .∞ 日. 7 343 
O .切 31  1 95 

5.ω 2. 1 lお 3.∞ 3. 5 1 沼 2 . 50  11. 1 349 
0 .60 22. 7 1 71 

4 .∞ 2. 7 1 36 3 .ω 8. 4 317 
0 .75 20. 2 1 90 dm R Q ρ Qm 5.ω 2. 4 150 4 .∞ 5. 2 259 
0 .85 17. 2 1 82 

5 .ω 4. 2 2“ 
1 .ω 15. 0 1 88 No. 4 - 2 0.20 222 558 dm RQ ρ Q m 
1 . 50  11 . 3  213 0 .40 ω 301 d田 R Q ρ Qm 
2 . ∞  8. 0 201 O.ω 34 256 No.32- 1 0 .20 2∞ 502 

3 . ∞  5. 0 1 88 0 .50 忽. 3 234 0 .40 93 467 No. 4 - 0 1 .06 19. 3 242 

4 . ∞  3. 7 186 1 .∞ 18. 8 236 0 . 60 35 2“ 2 . ∞  7. 7 1 93 

5 .ω 3. 1 1 95 1 .25 14. 5  228 0 .80 22. 8 229 3 .∞ 4. 2 158 

1 .50 11 . 2  211 1 .∞ 19. 2  241 4 . ∞  3. 2 161 

d田 R .o ρ Qm 1 .75 9. 5 2ω 1 . 25 17. 7 278 5 .∞ 2. 2 1 38 

2 .ω 7. 8 196 1 . 50  15: 3  288 7. 5 1 .ω 1 51 
No.13- 4 0 . 25 343 mπ 

2 .50 5. 1 1ω 1 .75 14. 5  319 10. 5 1 .45 
0 . 50 44 276 

3.∞ 3. 8 143 2 .∞ 11 . 5  287 12. 5 1 . 42 223 
0 . 75 22 207 

4 .ω 3. 0 151 2 .55 8. 1 254 15. 0 1 .33 250 
1 . ∞ 16. 8 211 

5.ω 2. 2 138 3.∞ 6. 6 249 20. 0  1 . 11 278 
1 . 50 10. 2 1 92  

4 . ∞  4 . 5 226 お. 0 1 .05 330 
2 . ω  7. 9 1 98 

5.ω 3. 5 220 
3.∞ 5. 2 1 96 

4 . ω  3. 6 1 81 

5 . ∞  3.0  l 凶
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(4) 各層 の 固有比抵抗 に つ い て

① 洪積層 (託麻層 ) の電気比抵抗は 、 地表部で、 ( 5 .  0 ::!:: ) X 102 Q m 、 地下数 m に お

い て ワ . 5::!:: ) X 102 Q m 、 更 に 深部で は ( 2. 0土 ) X 102 .0 m で あ る 。

② 阿蘇 ロ ー ム の比抵抗は耕作地表土で( 5 . 0 ::!:: ) X 102 Q m 、 周 溝 の 中 の湿 っ た も の で

( 1 . 5::!:: ) X 102 ，Q m で あ る 。

③ 周溝 を 埋 め た砂層 の比 抵抗 は地表部の やや乾 い た も の で ( 1 . 5 ::!:: ) X 103 Q m 、 地

下部 の含水層 で ( 1 . O ::!:: ) X 102 .0 m で あ る 。

尚 、 基盤 (御船層 群 ) の比抵抗 は ( 1 • O::!:: ) X 103 .0 m 。

4 C onc lus ion 

塚原古墳群 の一部 につ い て比 抵抗法 に よ る 電気探査 を 行 い 、 次 の 加 き 各結果 を 得 た 。

( 1 ) 既 に発掘 さ れて い る 古墳 につ い て

円墳、 方形周 溝墓共 に そ の周 溝 は砂 や砂利で埋め戻 さ れ 、 外見 上 は 中央 部 を 含 み フ ラ

ッ ト な 地形 を 成 し て い る 。 中央部 の地質 は洪積層 で、 そ の比 抵抗 は地表部で 5 x 102 Q  m 、

は含 地下部で 2 x 102 .0 m 。 又外部溝の砂土 の比抵抗 は地表部で、 1 . 5X 103 Q m 、 溝底 部

水率 が大 き く 、 そ の比抵抗は 1 X 102 Q m で あ る 。

(2 ) 未発掘 の古墳 に つ い て

す で に発掘 さ れ て い る 古墳の 中 に は 、 そ の一部 あ る い は 大部分 が、 未 だ 地下 に埋没 し

て い る も の がい く つ か あ る 。 即 ち 円墳の周 溝が道 路や耕作地の 下 に残存す る 地点、 が数 か

所 あ る 。 そ こ で 、 こ れ ら の地点 の 一 、 二 を 選 び電気探査 を 実施 し た 。

そ の一点 に 古墳群 の 中央部 を 通 る 道路上 を 選定 し た 。 そ の地表部の比 抵抗 が 7 X 102 

Q m に比 べ そ の下部は 1 . 5X 102 Q m で あ る 。 こ の現象 か ら 推 し て 、 自 然 な 状態で の周 溝

は 、 や や湿潤 な 阿蘇 ロ ー ム で あ ろ う こ と が推定 出来 る 。

一方 、 現在耕地 に利用 さ れて い る 畑 の場合、 阿蘇 ロ ー ム で覆 わ れ た地表部の比 抵抗 は 5

X 102 .0 m 、 下部の洪積層 の そ れ は 2. 5X 102 ，Q m 程度 で あ る 。 然 し周 溝 を 埋め て い る 阿

蘇 ロ ー ム の比抵抗 は小 さ く 1. 5X 102 Q m で あ り 、 溝底 は 、 やや比抵抗 の 大 き い 不透水層

( 洪積層 ) を 成 し て い る 。

( 3 )  以上の事柄 か ら 推 し て 、 埋没古墳の位 置 を 決定 す る 場合、 電気探査法 も そ の 一つ の方

法 だ と 云 え そ う で あ る 。 唯 30ha に も 及ぶ広大な地域の電気探査利用 を 案ず る と き 、 そ の 作

業 は容易 な ら ざ る こ と は明 白 で あ る 。 台地一帯 に は相 当 な 面積 に わ た り 、 桑畑 、 茶畑、

そ の他電気探査作業 を 防 げ る ブ ッ シ ュ 等 が点在 す る こ と を忘 れ で は な ら な い 。

尚 、 本調査 を 実施 す る に際 し 、 多 分 の 御指導 を仰 い だ熊本県文化財専 門委員藤芳義男

先 生 、 又現地調査 に色 々 と 御配慮 願 っ た 県文化課長 外文化 課 の 方 々 に 深 甚 の謝意 を 表す

る も の で あ る 。
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塚 原
一 熊本県下益城郡城南町所在塚原古墳群の 調査 一

熊 本 県 文 化 財 調 査 報 告 第 16 集

熊本県教育委員 会発行 1975年 3 月

付論 6 秋永遺跡発見の方形周溝墓

1 秋永遺跡の調査

熊本県文化課 緒 方 勉

秋永遺跡 は 熊本県上益城郡益城町大字小池、 秋永、 麻生原、 八 大 、 枯木町、 年 ノ 神 、 下原の

各字 に ま た が る と こ ろ の 大遺跡で あ る 。 こ の一帯 か ら 多量の 土師器 な ど が出 土 発見 さ れ て い る と

こ の地点 を 国土地理院発行の 5 万分の 1 r御船 」 の 図幅 に 求 め れ ば、 北 よ り 16cm 、 西 よ り lOcm の

あ た り に 相 当 す る 。

昭和42年 に 至 り 秋永遺跡 の 中 で も 遺物の濃密 に 出土す る 「年 ノ 神 l 、 「八 大 」 、 「麻 生 原 l

に か け て 工場 が誘致 さ れ る こ と に な っ た 。 こ の ま ま で放置 出 来 な い 。 そ こ で調査体 制 の 整 わ な

い ま ま に 緊急 に 発掘調査 を 実施 し た 。

調査は昭和42年 4 月 中 旬 - 5 月 中旬 に わ た る 長期の も の で 、 当時の状況 と し て は異例 の も の

で あ っ た 。 調査対象地 は予定 さ れ る 工場敷地全域 に お よ び 、 文化財 に 関心の あ る 学生 、 教師 を

と わ ず都合 を や り く り し な が ら 調査 に 参加 し た 。 調査 も 不充分で、 時 に は瓦斯燈 を と も し な が

ら の 発掘で あ っ た 。

塚原古墳群 が発掘調査 さ れ 多数の 方形周溝墓 が発見 さ れ た 。 そ の 報告 書 が上梓 さ れ る に 及 び、

熊本で初 め て 発見 さ れ た 秋永遺跡の 方形周溝墓 を 併せ て 報告 し た い 。 こ の 他秋永遺跡 か ら は 多

量の 遺構、 遺物 が発見 さ れ て い る 。 そ れ に つ い て は 改 め て 本報告 に 付託す る こ と に な ろ う 。

2 秋永遺跡調査の概要
こ の 調査 に よ り 縄文~歴史時代 に か け て の遺物が発見 さ れ た 。 遺構 と し て 発見 さ れ た も の に

聾桔墓、 箱式石棺、 住居祉 及 び条溝 な ど が あ る 。 聾棺墓 は 弥 生 中 期の須玖式で あ る 。 費棺破片

と み ら れ る も の に は 、 金海式 と み ら れ る も の 及 び城 ノ 越式の土器片 が採集 さ れ た 。 箱式石桔は総数 9

基 で 、 う ち 1 基 は 方形周溝墓 で あ っ た 。 石棺の 構造 に 違 い がみ ら れ 、 6 号石棺 は 上縁部 に そ っ

て 3 段の 小 口 積み を し て い た が、 他 は す べて 安 山岩割石の箱式石棺で あ っ た 。 副 葬 品 は 殆 ん ど

な く 5 号石桔 か ら 長剣 1 振。 5 号石棺横 か ら 鉄鍛 l 、 方形周溝墓 の 主体 を な す破壊 さ れ た 8 号

石棺か ら 鉄片 が発見 さ れ た 。

次 に 住居祉 があ る 。 住居祉 に は弥 生終末期 と み ら れ る も の 2 、 古墳期 4 、 平安期 ( 後述 ) 2 

が発見 さ れ た 。 V 形断面 を も っ 条溝は 方形周溝墓、 石桔 と 重 な り な が ら 走 っ て い る 。 溝は断続
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し て 3 つ に わ か れ 、 延 長70m に わ た っ て 調査 し た 。 溝中発見の遺物 ( 土器 ) を も と に し て 推 定

す れ ば弥 生後期初頭 の 遺構 と 考 え ら れ る 。 ま た 溝 に は 中 世 の も の と み ら れ る 溝 l 条 が あ る 。 溝

は 大 き く 、 断 面 は逆梯形 を な し ー側 に 犬走 り が あ る 。 溝中 の遺物 か ら も 中 世遺構 と み ら 'れ る 。

3 方形周 溝墓の調査

調査 も 終 り に 近づ い た 段 階 で あ る 。 プ ル ド ー ザ に よ り 表 土 は ぎ を 行 な っ た あ と を 、 作 業 員 に

よ り 残土 を 削 り 出 し 遺構の確認 に 努 め た 。 当時現地調査 に 当 っ て い た 田辺哲夫氏 が 「何 だ ろ う

と 疑 問 を 連発。 国学院大学の 大場磐雄教授 に よ り 方形周 溝墓 に つ い て 提言 さ れ た の が そ の 少 し
âJ:l 

以 前 で 、 漸 く 方形 周 溝墓 が話題 に な り か け た 頃 で も あ っ た 。 肥後 に お け る 初 め て の 方形 周 溝墓

の 発見 の 状態 で あ る 。

方形周 溝墓 の 周 溝の 形 は 問 丸 方形 で 、 西北の 一 隅 に 幅 2 m の 陸橋部 が あ る 。 周 溝 は 周 溝内側

で 、 南北 12. 5 m 、 東西12m で あ る 。 溝 断 面 は U 字形 を な し 、 現況で は 溝上縁幅約 1 m 、 深 さ 35

cm を 測 る 。 方形周溝墓 の 主体部 は 石棺で、 石棺の 大部分 は ・帯 が熟耕地で あ る こ と も あ っ て 大

部分抜 き 去 ら れ て い た 。 わ ず か な 石棺残欠 か ら し て 、 そ れ が安 山 岩 を 石 材 と し た 割 石組合 せ の

箱式石棺で あ る こ と が確認 さ れ た 。 主体部石棺 は 2 m 80 X  1 m 70の 土墳 が掘 ら れ 、 そ の 中 央部

に 2 m X 50cm ( 石棺内 法 は こ れ よ り 狭 し け の 石棺 が埋設 さ れ て い た 。 こ の 石棺 を 埋め た 、 土域

( 石棺抜取 り に よ り 撹乱 ) 中 よ り 鉄鉱片 l 個 が発見 さ れ た 。 こ の 鉄片 は 元 々 石桔 に 副 葬 さ れ て

い た も の と み ら れ る 。 周 溝中 の遺物 ( 第 2 図 ) 1 - 9 に 図示 し た も の が周 溝中 よ り 発見 さ れ た

土器 で あ る 。 土 器 は 何 れ も 破片 で完好 な も の は な い 。 こ れ ら の 土器 を 第 2 図 でみ れ ば大 き く 二

つ の 様式 に 大 別 出 来 る 。 即 ち 1 - 4 が土師式土器 で あ る の に 対 し 、 5 以下 9 ま で が弥 生式土器

であ る 。 当 初 こ の 方形 周 溝墓 が発見 さ れ た 際 「弥 生期」 の 方形 周 溝墓 で は な い か 、 と し て 注 目

を 浴 び た こ と が あ る 。 こ の 時点 に お い て 細 か い 検討の 余裕 も な く 、 類例 が 多 数 あ ら わ れ る に お

よ び 1 - 4 の 土器 に 方形周溝墓 の 時 代 的 関連性 が求 め ら れ よ う 。 5 以下 の 土 器 は 周 辺 に こ の 時

期の遺構 ( 住居 祉 ) が発見 さ れ て い る こ と も あ っ て 、 . 方形 周 溝墓以前 の 遺物 の 周 溝内 へ の 流 れ

込 み と み ら れ る 。

土師式土器の 1 - 3 は 高郎で 、 ほ ぽ同 形 の も の で あ る 。 時部は急 に 立上 が り 外面 に 稜線 を の

こ す 。 杯上端 部 は ゆ る く 外反 り と な る 。 脚部は急角 度 に 立上 が り 裾 に い た り 大 き く 外 聞 き と な

り 安定 し て い る 。 杯 と 脚 の 接 合 部の剥 離状態 か ら 、 こ れ が別 造 り で あ る こ と が知 ら れ る 。 器 面

は 平滑で 、 脚 内 面 に 胎土 の 削 り 、 2 の 脚 外面 に わ ず か に 制 毛 H が観察 さ れ る 。 以上 い ず れ も 古

式土師 器 に 属 す る 。

弥生式土器 と み ら れ る も の は 5 以下 の 土器 で 、 5 - 8 は 何 れ も 費形 土 器 で あ り 、 5 - 7 は 口

縁部、 8 は 脚 部で あ る 。 5 の 口 縁 は 末端 が内側 に 「 し ゃ く れ 」 て い る 。 こ れ は よ く こ の時期の

土 器 の 特徴 を 示 し て い る 。 胴 部 の 外 面 は 横へ の 叩 打痕 が あ り 、 底 部 は 丸底 が一般 的 で 、 時 に は

高台 を 付す こ と が あ る 。 6 、 7 は 頭 部 に 縄 目 状 の凸帯 が あ る 。 凸 帯 は 斜め に 刻 み 目 が付 さ れ 、

刻 み 目 に も 特徴 が あ る 。 7 の 口 縁 は 「 し ゃ く れ l て い る 。 こ の 種の 土 器 の 胴 部 は比較的薄 く つ

く ら れ 、 器壁の叩 き 目 の 上 を 制毛 目 で 調整 さ れ て い る 。 底 部 は 高台 を 付 す こ と が他の 遺跡、で碓
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認 さ れ て い る こ と か ら 、 8 が こ の種の 土器の脚部 と み ら れ る 。 8 の脚末端 は欠 失 し て い る が、

こ の種の脚 は 一般 に 高 く 、 高 さ 14- 1 5 cm に 及ぶ。 脚末端 に は よ く 特徴 がみ ら れ 、 多 く の場合斜

め に叩打痕 を み る こ と が多 い 。 ま た 末端は 口縁部 と 相関性 がみ ら れ 、 5 の 口縁部の 知 く 内 面へ

「 し ゃ く れ」 る の も 特徴で あ る 。 9 は壷形土器の 口縁部で あ る 。 こ の 土器 は胴 部 が倒卵形丸底

の壷で、 口縁部 に も よ く 特徴 があ ら わ れ て い る 。 胎土精良 、 頭部 は ま る く 段 が な く カ ー ブ し な

が ら 口縁 に む か つ て 聞 き 、 口縁部 に い た り 漸次肥厚 し 末端 は尖 る 。 断面三角 形 に 近 い の も こ の

土器の特徴で あ る 。 頭部 に は浅 く 波状文のつ く こ と が多 く 、 9 の 頭部 に わ ず か に 横へ の 平行線

文 がみ ら れ る 。 文様は通常上側 に 横への平行線文、 そ の 下 に 大 き く 波状文 がつ く 。 文様 も 甚 だ

浅 く 、 弥生後期の櫛 目 文 に み る よ う な 鮮明 さ は な い 。

4 条 溝

調査の概要 に 記 し た 知 く 秋永遺跡 よ り 条溝が発見 さ れ て い る 。 条溝は延長70m に 及 ぶ も の で

あ る が、 一部方形周溝墓 と 遺構 が重複 し て お り そ の 関連す る 部分 に つ い て 報告 し た い 。 条溝は

第 1 図 の 知 く 北東 よ り 南西へ走 り 、 方形周溝墓の南側周溝の 中央付近で断続す る 。 埋没土 器 や

溝の形状 か ら 同時期の 条溝 と み ら れ る 。 北側 の溝は周溝の一部 と 住居祉 に よ り 切断 さ れ 、 相 対

的時間 関係 は確認 さ れ た 。 南へ断続す る 条溝 も 周 溝 に よ り 切断 さ れ遺構の時 間 的 関係 が明 ら か

で あ っ た 。 条溝は溝幅 1 m 80前後で 、 深 さ 約90cmで あ っ た 。 断面 V 字形 を な し 、 溝底20cm位 が

平 ら に な っ て い る 。 溝中 よ り 遺物 が 多量 に 発見 さ れ 、 溝底 よ り 日'cm位 よ り 上、 即 ち 溝の 中程の

部位 か ら 土器 が 多量 に 発見 さ れ た 。 ま た 溝の上縁近 く か ら 焼土 も 発見 さ れ た 。

第 3 図 及 び第 4 図 9 - 14は 条溝中発見の 土器の一部で、 遺物の 上 に混乱 がみ ら れ な い と こ ろ

か ら 、 こ れ ら の 土器 は 同時期の セ ッ ト を な す も の と み ら れ る 。 査形土器 に は 数種 あ り 、 第 3 図

1 - 7 は そ の一部で 、 こ の他 に 重弧文長頚壷 も あ る 。 1 は長頭壷で一見重弧文土器 を 思 わ せ る

が、 胴部は ま る く 稜線 が な い 。 ま た 器 面 に は組い箆 あ と を の こ し て い る 。 底 は 丸底 に 近い あ い

ま い な 平底 と み ら れ る 。 2 、 3 は 同一類型 に属す る 壷で、 4 は 口縁 が誇張 さ れ た 変 化形態で あ

ろ う 。 口縁は袋状 に 内宥 し 、 口縁の屈曲 に は顕著 さ は な い 。 末端 は 引伸 し て 、 2 の 知 く 内 面 に

指頭圧痕 の み え る も の が あ る 。 頭 に 段 ( つ ま み 出 し ) を も つ も の と 沈線 を め ぐ ら す も の 3 があ

る 。 器面 に は粗 く 箆 あ と がみ え る 。 2 、 3 の胴部は 1 に 近い も の と み ら れ る 。 4 の 口縁 に は 強

調 と 誇張 がみ ら れ る 。 口縁ふ く ら み の 部分 に 回線 (つ ま み 出 し ) が 3 条、 口縁末端 に も 変化 が

み ら れ る 。 5 の 器形 は他 に 数例 を 数 え る 。 壷は比較的浅 く 、 胴部の 最大幅 に は稜線 を 形成す る 。

こ の種の 土器の 最大の 特徴 は 口縁部 に 相対 し て 二孔一対の穿孔の あ る こ と で 、 そ れ は こ の 土器

の 機能の一端 を 示 す も の で あ ろ う 。 北九州 で は こ の よ う な 穿孔の あ る 土器 が出土す る 。 そ の こ

と か ら 推測す れ ば蓋形土器 と 組 を な す こ と も 考 え ら れ る 。 6 は無文厚 手 の 壷で あ る 。 内 外面 に

は器面調整の た め箆均 し の あ と が粗 く の こ る 。 7 は比較的 よ く み か け ら れ る 壷で 、 類 品 と し て

宇 土郡不知火町出町遺跡 や上益城郡御船町大字滝川字大塚 か ら 出 土 し て 山 る 。 7 の胴 部 は倒卵
註 2 詑 3

形で、 最大幅 の あ た り に 凸帯一条がめ ぐ る 。 凸帯 は縄 目 状で、 凸帯上 を 斜め に 刻 み 目 が付 さ れ

て い る 。 口縁部は 「 く 」 の 字状 に 急傾 し 、 頚内側 は シ ャー プ な 稜線 を な す 。 内側 に は 強 く 箆 均
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し の あ と がの こ る 。 8 、 14は蜜形土器で、 10 は そ の脚部で あ る 。 11 は 高 さ 15. 8cmの小形 の聾で 、

完好で よ く こ の時期の特徴 を 示 し て い る 。 胴張 り が少 な く 、 胴最大幅 は 中央部よ り 上 に位置す

る 。 口 縁部 は 「 く 」 の 字 に ま が り 、 こ の 際内側 に ま る み を も っ て 曲 る 。 底部 に は 安定 し た 高台

がつ く の も 一つ の特徴で あ る 。 器面 は箆 な ら し で 、 外面 は縦方向 に 、 内側 に 粗 〈 斜め の箆 痕 が

み ら れ る 。 8 の 曹は比較的大形で 口縁径29. 5αn を 測 る 。 外面 は 磨研 さ れ煤の付着 がみ ら れ る 。

頭部 に 低 い つま み 出 し の 凸帯 が あ り 、 古い様相 を 残 し て い る 。 内 面 に は斜方向 の箆痕 が胴部よ

り 上 に顕著で あ る 。 9 は器台形土器で あ る 。 こ の他数個 の器台が条溝中 よ り 出土 し て い る が、

何 れ も 組雑 な っ く り で あ る 。 9 は厚味 3 cm前後で、 器面 に は箆痕 も な く 、 焼 き も 余 り よ く な い 。

12- 14は 高邦形土器で、 12、 13は時部で あ る 。 杯部 に はふ く ら み が あ り 、 屈 曲 部 よ り 口縁末 端

ま で比較的短 い 。 12の器面 に は箆痕 が顕著で あ る が、 13の 器 面 は 平滑で あ る 。 14は杯 と 脚の接

合部で、 そ の 部位 に 凸帯一条 を も っ て い る 。

以上は 条溝中 よ り 発見 さ れ た 土器で、 そ の形態 か ら し て 同時期の セ ッ ト を な し て い た も の と

み ら れ る 。 時間的 に み て 弥生後期初頭 と み ら れ る 土器で あ る が、 条溝の時期 も ほ ぼ そ の頃の も

の と 考 え ら れ る 。 切合関係 に あ る 方形周溝墓や住居祉 は 、 条溝が埋没 し た 後つ く ら れ て い る 。

こ の 間、 時間的 に 相 当 距離 を も っ て い る こ と は い う ま で も な い 。

5 住 居 祉 ( 第 l 図 )

方形周溝墓の 中 か ら 二基の住居祉 が あ ら わ れ た 。 北側 の住居祉 は条溝上 に の っ て お り 、 南側

の住居祉 は同溝上 に の っ て い て 明 ら か な 時代的前後関係 を 示 し て い る 。

北側の住居祉 は 27. 5m X 22. 5m で 、 南北 に い く 分長 い プ ラ ン の竪穴で あ る 。 住居内 か ら 滑石

製石鍋破片 、 木炭、 第 4 図 15- 17の須恵器及 び条溝中 と 同類 の 土器片 が出土 し た 。 17は径 12. 3

mの郎で、 15、 16は 高台付の杯で あ る 。 土器の形態 か ら 平安期の も の で、 住居 に伴 っ た 土器 と

み ら れ る 。

南側 の住居祉 は 1 辺 2 m 20の正方形 プ ラ ン の竪穴で、 中 か ら 木炭や土器細片 が出土 し た 。 時

期的 に 北側 の 住居 と 同 ビ く 、 平安期の も の と み ら れ る 。

( 註)

註 l 大場磐雄 「方形周溝墓'J r 日 本の 考古学 m � 月 報 3 河出 書房 昭和40年刊
註 2 古田正英 「熊本県不知火町出町の弥生遺跡」 熊本史 学26号 昭和38年

註 3 r弥生式土器集成」 中 九州地方(3 )34 小林行雄 ・ 杉原荘介編 昭和43年刊
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塚 原
- 熊本県下益城郡城南町所在塚原古墳群の 調査 一

熊 本 県 文 化 財 調 査 報 告 第 16 集

熊本県教育委員会発行 1975年 3 月

付論 7 広木 ・ 水源地遺跡発見 の 方形周溝墓

( 1 )  熊本市健軍町広木遺跡

1 遺跡の発見 と 調査

富田 紘 一
西 健一郎

熊本市東部、 江樟湖 を 中心 と し た一帯は原始、 古代 の遺跡 が濃密 に 分布 し て いる と こ ろ と し

て 知 ら れ て い る 。 そ の 中 で も 下江津湖東北の熊本市水道局健軍水源地 か ら 泉 ケ 丘小学校 に か け

て は縄文 ・ 弥生 ・ 古墳各時代の遺跡 があ り 「熊本市文化財の架」 に も 208番江樟湖東岸遺跡群

と し て 記入 さ れ て い る 。

昭和47年 4 月 14 日 、 熊本市健軍町広木6698番地 に て地主木村専 氏 が住宅建設予定地内 に あ っ

た 楓 の 大 木 を 移植す る 為 に穴 を 掘 っ た と こ ろ 箱式石棺 に掘 り 当 っ た 。 木村氏 は そ の 石桔の 中 に

人骨 を 認 め 、 熊本大学 と 熊本博物館 に 電話で、連絡 を 行 っ た 。 大学 ・ 博物館で は そ の 事 を 熊本市

社会教育課文化係 に 連絡 し た 。 そ こ で社会教育課では応急 に 調査員 に 手配 し て 箱式石棺 l 基 を

調査す る 事 と し た 。

調査は箱式石棺 l 基 の 予定で簡単 に 行 な え る と の 見通 し で調査団 の編成 も 行 な わ ず 、 社会教

育課の 手配で集 ま っ た も の が調査員 と な り 開始 し た 。 し か し 後 に述べ る 通 り 調査が大規模 に な

る に 従 っ て 次第 に 陣容 を 備 え て い っ た が、 当 初 よ り 予算 と 人 手 の 無 い 、 実 に頼 り な い 調査で あ

っ た 。

調 査 員 熊本博物館員 富 田紘一 ・ 坂本経昌 ・ 東光彦 ・ 山本誠、 九州 大学大学院生 西

健一郎、 熊本大学助手 佐藤伸二、 熊本県文化課嘱託 野田拓治

調査事務 社会教育課文化係長 鈴木喬

調査応援 熊本商科大学、 熊本短期大学、 熊本女子大学、 熊本大学、 信愛女学院高校、 済 々

安高校、 第二高校、 各考古学関係サー ク ル 。

調査参加者 は上記の 通 り で あ り 、 各 自 の 都合 を や り く り し て 調査 に 当 っ た 。

箱式石棺 1 基の 予定 で始 め た 調査 は 、 そ の 全体 を 露 出 す る 過程で 、 そ の 西側 に併置 さ れ た 箱

式石棺の 用 材 を 抜い た 痕跡 を 発見 し 、 そ の 周辺 に石棺構築時の掘 り 込み を 検出 す る に 至 っ た 。

ま た 、 そ の途中 で石棺 と 石棺痕跡 と の 聞 か ら 朝鮮式磨製石錐 1 点 が出 土 し た 。 こ の 事 に よ り 箱

式石棺の時期推定 に つ い て 調査員 間で討論が行 な わ れ た 。 討論の 中 で 方形周構墓で は な い か と

い う 疑 い が提示 さ れ 、 箱式石棺 を 中 心 に 発掘余地 を 残 し て い る 東 ・ 北 ・ 西 に 試掘溝 を 入 れ る 事
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と し た 。 そ の 結果 は 予想通 り 、 各試掘溝で rV J 字状の周溝が発見 さ れ た 。 こ の 周溝 も 住宅敷

地 に か か る 為 に 調査 を 拡大す る こ と と な り 4 月 末 か ら 5 月 上旬 に か け て の 連休 に 応援 を 募 り 、

一気に掘 り 進め る 事 と し た 。 連休 に は延 200人 を 越す各学校考古学 関係サ ー ク ル か ら の 応援 が

あ り 、 周溝を 相当 に掘 り 進め る 事が出来 た 。 し か し 、 連休 を 過 ぎ る と 調査応援 も な く 、 も と の

調査員 2 - 3 人 の 発掘 と な り 遅 々 と し て 進 ま な く な っ た 。 そ こ で 5 月 18 日 、 一応調査 を 打 ち 切

り 、 熊本市教育委員会社会教育課で臨時予算の処置 を し て 、 再度調査 に 臨む事 と な っ た 。 以上

4 月 17 日 か ら 5 月 18 日 ま での 調査が第 1 次の調査 と い え る 。

第 2 次の 調査は財政処置 がつ い た 6 月 21 日 よ り 開始 し 、 肥後考古学会が市の 委託 を 受 け 、 西

・ 鈴木 ・ 富 田 の 3 人 が調査 に あ た り 岩 田 商会が作業 を 行 な っ た 。 こ の 調査 は 方形周溝墓の 発掘

可能 な 部分 を 総捲 り す る も の で 、 折 か ら の梅雨時期で仲 々 調査は進 ま ず、 7 月 17 日 に一応調

査 を 終 え 、 7 月 21 日 に埋戻 し を 終了 し た 。

こ の発掘調査 に あ た っ て は延べ 200人 を 越す汗 を 流 し て の各学校の 調査応援 が あ っ て 周 溝 を

掘 り 進め た も の で 、 特 に 調査員一同感謝 し て い る 。 こ れ は熊本市の 文化財行政の財政的 ・ 人的

な 面の 立 ち 遅 れ を 知実 に物語 る も の で あ る 。 ま た 、 地主木村専 氏 は 三 カ 月 を 越 え る 調査 に 対 し

て 住宅建設 を 延期 し て 協 力 さ れ た 事 も 調査経過の 中 に記 し て お か ね ば な ら な い 事で あ る 。

2 遺跡の立地

遺跡 は熊本市健軍町広木6698番地 に あ る 。 こ の地は熊本市東部の健軍台地の南西部に あ た り 、

下江樟湖 に 面 し た 台地の端で あ る 。 台地の縁は湖岸 と 平行 し 西北 か ら 東南 の 方向 に の びて お り 、

ほ ぼ一直線 を な し て い る 。 従 っ て 遺跡 か ら み る と 東 一北方向 に微高地がつ づ、 き 、 西側 は台地の

端 と な り 崖状 を な し て い る 。 遺跡の北約 150m に て 泉ケ丘小学校 があ り 、 か つ て 縄文後、 晩期

の遺物が発見 さ れ て い る 。 こ の遺跡 は 学校の西隣熊本市水道局健軍水源地 に も の びて お り 、 水

源地 か ら は こ の ほ か に箱式石棺が発見 さ れ て い る 。 水源地 と 広木遺跡 と の 聞 に 小 さ な 侵蝕 谷 が

あ ふ 。 明治15年 8 月 に箱式石棺 4 基 が土取 り 工事の 際 に 発見 さ れ 、 そ の 内 1 基 よ り {方製方格規

矩鏡が出土 し た健軍村陣内6556番地は こ の浸蝕谷の北側 と 考 え ら れ て い る 。

ま た 、 遺跡一帯 か ら 付近の 人 の 話 に よ れ ば点 々 と 箱式石棺 ら し き も の の発見 があ る 。

下江棒湖東岸 の こ の一帯 に は相当濃密 な 箱式石棺群の存在 が考 え ら れ る 。 恐 ら く こ の 中 の い

く つ か は 当 6698番地の も の と 同 じ 方形周溝墓で あ ろ う 。

3 遺構 と 遺物

当遺跡、 か ら は 古墳時代前期 と 考 え ら れ る 箱式石棺 を 主体部 と す る 方形周溝墓 の 他 に縄文時代

・ 弥生時代 ・ 歴史時代 の遺物 が出土 し て い る 。 そ こ で、 ま ず本遺跡の 中 心で あ る 方形周溝墓の

遺構 ・ 遺物 に つ い て述べ、 次 に 他時期の も の を 紹介 し て い き た い 。

A . 方形周 溝墓 ( 第 1 図. 2 図 )

本遺跡の 方形周溝墓 は そ の 四辺の溝の う ち 北溝の 全て と 東西溝の 約半分 を 発掘 し た 。 し か し 、
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南側 の溝は住宅 が あ り 、 地主の承諾が得 ら れ な か っ た の で溝の位置 も 確認出来 な か っ た 。

( 1 ) 主体部 に つ い て ( 第 1 . 2 図 )

主体部は併置す る 2 基 の箱式石棺で あ る 。 こ の う ち 東側 の 石桔 ( 以下東石棺 と い う ) は発見

時 に 北側 の蓋石 2 枚カf取 り 外 さ れ た の み で ほ と ん ど完 全 に残 っ て い た が、 西側 の 石棺 ( 以下西

石棺 と い う ) は完全 に 用 材 が抜 き 去 ら れ て お り 欠 け落 ち た 用 材の破片 が 2 ・ 3 残 っ て い た に す

ぎ な か っ た 。 し か し 、 西石棺 は 実 に 見事 に 石 を 抜い て お り 、 そ の痕跡 は 明瞭で あ っ た 。

東石棺は 長軸方向 N ー 14二Wで あ り 、 長辺 l印m、 幅30cm、 深 さ 30cm を 計 る 。 用 材は板状節

理 に治 っ て剥 り 取 っ た 安 山岩 を 用 い て い る 。 蓋石 は棺身 の 上 に 3 枚の 石 を 並べ、 そ の上のつ な

ぎ 目 に幅狭 な 石 を 1 枚ず つ 計 2 枚置 い た も の で あ る 。 尚 、 発見時 に 北側 の 2 枚の蓋石 は はず さ

れ て い た 。 蓋石の 上 は 1 - 5 cmの厚 さ に黄色粘土で、全面 を 覆 つ で あ っ た 。 棺身 を 構成す る 石材

は南北の小口 に 各 1 枚、 東西の側壁 に各 2 枚 を 配 し て い る 。 東側で は そ の接合部 に若干 の 間隙

があ り 、 そ れ に 小板石 1 個 を 外側 に 当 て て い る 。 造作 は他の箱式石棺 と 同様 に 小 口 の 石 は埋め

込み が深 く 、 側壁の も の は浅い 。 床面は 中央部が端 に比べて 5 叩程度凹 ん で い る 。 床面の構築

は そ の 表面 に ベ ニ ガ ラ を 含む l cm程度の 層 があ り 、 清掃 し た時の そ の色 は 実 に鮮 かで あ っ た 。

そ の下 は 5 - 8 cmほ ど黄色土 が突 き 堅め ら れて お り 、 こ の 層 は ほ と ん ど異 質 の 土 を 含 ま ず、 こ

れ も 実 に鮮明 な 色 を し て い た 。 黄色土層 の 下 は lOcm程黒色土層 があ り 新期 ロ ー ム 最上層 の硬質

黒色土層 と な る 。 床面南端 に は北側 を 向 く 馬蹄形の粘土枕が作 り 付 け ら れ 、 そ の 造作 は黄色土

層 の上 に 良 質 の 白色粘土 を も っ て 馬蹄形 に形 を 作 り 、 そ の上 に ベ ニ ガ ラ を ま い た も の で、 そ の

作 り も 丁寧 な も の で あ る 。 石棺内 に は枕に頭 を 載 せ た 女性人骨 1 体が残 っ て い た が保存状態 は

あ ま り 良 く な か っ た 。 九州 大学人類学教室北線嘩幸氏の取 り 上 げ時の所見で は熟年 の 女性 と の

事で あ る 。 尚 、 石棺内 に は こ の 人骨 1 体分以外に は全 く 遺物は存在 し な か っ た 。

西石桔は東石桔 と 中央部で60cm余 り 間隔 を 置 い て 並置 し て お り 、 用材 の痕跡 か ら 見 る と N -

20!.....Wで あ り 若干東石棺 と 方向 を 異 に し て い る 。 前 に述べ た 通 り ほ と ん ど完 全 に 用材 は抜 か れ

て い た が、 2 ・ 3 の剥 げ落 ち た 石材は東石桔 と 同 じ く 板状節理 に 沿 っ て剥 ぎ取 っ た 安 山岩で あ

っ た 。 用 材の痕跡 か ら 見 る と 長辺 l印m程度、 幅30cm内 外 と み ら れ 、 ほ ぽ東石棺 と 同 ビ で あ る 。

東側壁で は 石 の 組合せ が痕跡 と し て 残 っ て お り 、 こ れ も 東石棺 と 同様で あ る 。 こ の 石棺で は床

面 は崩 さ れ て お り 、 そ の構築 ・ 枕の 有無 は不明で あ る 。 石棺 を 抜い た 時の撹乱土 の 中 に 若干 の

骨粉を 認 め た ほ か に は遺物は 全 く 残 っ て い な か っ た 。

両 石棺の構築 の 為 に 正方形 に 近 い 坑 を 掘 っ て お り 、 こ れ は南北 315師、 東西 290cm を 計 る 。

こ の坑 を 40-50cmの 深 さ に掘 り 、 そ の上 に 石棺 を 組合せ て い る 。 こ こ で 不 可解 な 事は西石棺の

下 に 大 き な 掛 り 込み の あ る 事で あ る 。 こ れ は石棺の断面 を 計 る 時 に 見 出 し た も の で石棺用 材 の

下端 よ り 更 に 50cm程度 も 深 く 掘 っ て い る 。 そ の平面形 は詳 ら か に し 得 な か っ た が円形 に な る も

の と 考 え ら れ る 。 こ の掘 り 込み が石棺 と どの様 な 関係 に あ る の か 不 明 で あ る が、 東石橋の 西側

壁用 材の下端付近 か ら 掘 り 込み がは ビ ま っ て お り 、 西端で は 土坑の掘 り 込み と 無理 な く つ な が

っ て い る 点等 か ら 見 て 無関係で は な い か も し れ な い 。 石棺の周 囲 は 西石棺で は撹乱 が 多 く わ か

- 360 -



，

 

，

 

，

 

，

 

，

 

，

 

，

 

，

 

同ヨ

広木方形周溝墓主体部第 1 (東側 ) 石棺

- 361 ー

- 、，、aaaa
-E'

 

第 2 図

j

 

RH23-lElids-

:ili--t

 

:
if-

;
1111

 

;

 

;

 

一ー一 一人'・一不良質白色粘土

汁汁江黄色粘土



り に く か っ た が、 東石桔で は 用 材近 く 10-20cm を 良 質 の 白色粘土で く る み 、 そ の ま わ り に やや

質 の 落 ち る 白 色粘土 が あ り 、 そ の 外 を 黄色粘土で10-20cm 1i ど と り ま い て い る 。 他の 部分 は 外

側で 2 - 3 層 に亘 っ て 土色 を 変 え て 築 き 、 両石棺聞では下 か ら 黄色土 の混 っ た 黒色土層 ・ 黒褐

色土層 ・ ベニ ガ ラ を 含む粘土混土層 ・ 黄色土の順 に 築 い て い る o そ の い ず れ の層 も 突 き 堅め ら

れ て い る 。

両 石桔の構築 は全体の坑内 に 於 け る 位置や土層 の重 り 合い か ら み て 、 同時 に 作 ら れ た の で は

な い か と 考 え ら れ る 。

発掘中 両石棺の 聞 の撹乱土中 よ り 石棺に並行 し 、 先 を 北 に 向 け た朝鮮式磨製石鍛が出 土 し た 。

こ の石鍛は方形周溝墓の 主体部で あ る 石棺 に副葬 さ れて い た も の が、 破壊 に よ っ て撹乱 さ れ た

も の と し て は時期的 に若干異 な る 。 従 っ て 、 石桔 に は無関係 に 混入 し た も の と 考 え る 方 が妥 当

で あ る 。 尚 、 石銀 に つ い て は 別 に 西健一郎の報告があ る の で参照 さ れ た い 。

(2 ) 周 溝 に つ い て ( 第 1 図 )

二基の 石桔 を も っ 主体部 を ほ ぼ中央 に抱 く よ う に 方形の周溝が廻 っ て い る 。 今回の 調査で は

北側 の 溝 と 東西の溝の約半分 を 露出 し た 。 周溝は溝の 外側 で東西 15 .25m を 計 り 、 南北 は 南側

が未掘で あ る 為 に 不 明で あ る が、 主体部 と 周溝 と の 間隔 を 北側 と 同 じ 程度 と す れ ば15. 5m 内 外

と 推察 さ れ る 。 北溝 と 西溝がほ ぼ直線的で、 、 東溝は若干弧 を え がい て い る が さ ほ ど顕著で は な

い 。 溝の幅は北側 で 1 .75- 2 m で あ り 東西の溝が 1. 5- 1 .75m 程度で あ る の に 対 し て 若干広 い 。

深 さ は北 ・ 東側 がよ り 深 く 、 西側 が浅め に な っ て お り 、 そ の差の 最 も 大 き い 所で40m 近 く も あ

る 。 溝の 隅 は北東 と 北西の二 カ 所 が現 わ れ て い る が、 と も に切 れ る 事 な く 各辺の溝がつ な が っ

て い る 。

溝の断面 は rV J 字状 を 呈 し て お り 、 深 い 所で は 新期 ロ ー ム の 面 ま で達 し て お り 、 溝の掘 り

込 み を 基準 に し て 見 る と 浅い 所で60cm、 深い所で90cm を 越す深 さ で あ る 。 そ の傾斜は一般 的 に

外側 に急で内側 に緩で あ る 。 溝 を 埋め て い る 土 は 表上 ま で 5 層 を 数 え る ( 客土 し て い る 部分 は

こ れ よ り 多 い ) そ の う ち 下 2 層 は溝中 の み で他 に 広 が ら ず、 中 1 層 は溝の 大部分 を 埋め 内 外 に

若干広 が り 、 上 2 層 は溝 に 関係 な く 全体 を 覆 っ て い る 。 第 l 層 は 表 土 層 で 黒 褐色 の 撹乱 で 、

ロ ー ム 粒が混入 し た り 、 砂磯が混入 し た り す る 。 第 2 層 は淡黒色土層 で 当 方形周溝墓 が埋没 し

た 後 に 全体 を 覆 っ た 土で あ る 。 第 3 層 は溝内 の大部分 を 埋め る 暗黒色 の 土層 で 、 そ の 厚 さ は 50

cm内 外 も あ る 。 こ の 土層 は溝内 の も の が特 に黒味 が強 く 、 周辺 に ゆ く に 従 っ て 強 い黒味 が な く

な り 第 2 層 と の 区別 が明確で、 な く な る 。 第 4 層 は 第 3 層 よ り 若干褐色 が か っ た 暗黒褐色土 層 で

溝の掘 り 込み よ り 外 に 広 が ら な い 。 第 5 層 は溝の底の 部分の み に 見 ら れ 、 第 4 層 の 暗黒褐色土

に 大小の粘土塊の混入 し た も の で、 だ い た い 15-20cmの厚 さ があ る 。

第 5 層 は周 溝 を 掘 っ た 時の 一番底 の 土で、 一応掘 り 起 さ れ た粘土 が排土 さ れ る 事 な く 溝底 に

取 り 残 さ れ た も の で あ ろ う と 考 え ら れ る 。

第 4 層 は周 溝墓 が営 な ま れ た 直後 に付近の 土壌 と 腐蝕物 が雨水 に よ っ て 流入 し た も の で あ ろ

う 。 そ れ を 考 え さ せ る 理由 と し て は 、 こ の 土層 が溝内 だ け に 見 ら れ 、 当周溝墓 に伴 な う と 考 え
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ら れ る 土器類 が こ の 層 の上、 第 3 層 の 下部 に 多 い 事で、 あ る 。 こ れ は急激 な 速 度で こ の 層 が埋没
し た 事 を 意味す る も の で あ ろ う 。 今回の発掘調査に て 余録 な が ら 次 の 様 な 経験 を し た 。 そ れ は
第 1 次調査か ら 第 2 次調査 ま で 、 つ ま り 5 月 18 日 か ら 6 月 21 日 ま で約 1 カ 月 間 に亘 り 発掘現場

を 放置 し て い た が、 そ の 聞 に 溝底 に 約 15cm 程度の土 が堆積 し て い た 。 こ の期間は梅岡初期 に あ
た り 相 当 の 雨量があ っ た ので あ る が、 そ れで も 毎 日 大雨 が降 っ た わ け で は な い 。 そ の時 の 土 の

堆積は溝中 に 溜 っ た 水 の へ り か ら 堆積 がは じ ま り ru J 字状 を 呈 し て い る 。 こ の堆積の経験は

溝中第 4 層 の堆積 と 類以 し て お り 、 堆積の 要因 ・ 過程 と も に 同様で あ ろ う と 推察 さ れ る 。
第 3 層 は暗黒色土層 で溝内の 大部分 を 埋め 、 周 辺 に も 広 ろ がっ て い る 。 25-50cmの 厚 さ があ

り 周辺 や そ の 層 の上部 ・ 下部で は黒味 が次第 に 弱 く な っ て い る 。 こ の層 は次第 に 周溝 が埋没す
る 過程で土 と と も に 多 量の腐蝕 物等が流入 し た 時 に堆積 し た も の と 考 え ら れ る 。 そ の 為、 周溝
を埋め つ く し 周辺部 に も 広 が っ て い る の で あ ろ う 。

第 l 層 ・ 第 2 層 は周溝がほぼ完全 に埋没 し た 後 に 、 堆積 し た も の で あ る 。 第 2 層下部 と 第 3

層 の 上部 と は漸次変化 し て お り そ の 聞 に 明確 な 区別 はつ け 難 い 。 従 っ て 或 る 意味で は 第 2 層 の

土壌 に よ り 多 く の腐蝕物 が流入 し た も の が、 こ こ で言 う 黒味 の 強 い 第 3 層 と な っ た と も 云 え る 。

(3) 周 溝内の土墳墓 に つ い て ( 第 l 図 )

西溝の 北隅 か ら 80cm程の所 に 溝中 に 深 〈 掘 り 込 ん だ 土 壌墓があ る 。 長軸方向N - 13- Wで西

で西溝 と ほ ぼ同 ピ で あ る 。 掘 り 込み は二重 に な っ て お り 、 長辺 180cm、 幅90cm 、 そ の 下底で 165

m ・ 73cm を計 る 外堀 り の 中 に 長 辺 1 45 cm 、 幅40-28cmの 内堀 り が あ る 。 外堀 り は掘 り 込み 面

か ら 80cm内外の深 さ があ り 、 内堀 り は1O-15cm深 さ があ る 。 内堀 り は断面 ru J 字状 を な し 、

中 の土 に は 、 薄 く べ ニ ガ ラ が含 ま れ て い る 。 外堀 り の 大部分 は 黒色土 の 混 っ た 黄色粘土塊で満

た さ れ て い る 。 こ の 黄色粘土塊は 径 2 -lOcm程度の も の が中心で そ れ以下の 粒状の も の も あ っ

た 。 そ の 上 に は lOcm内 外の厚 さ で周 溝 を 埋め て い る 第 4 層 の 暗黒褐色土 があ り 、 そ の 上 は 他

部分 と 同 じ 暗黒色土 で あ る 。 土墳 の 上 で は 暗黒褐色土 下 部 に 土 器 が ぱ ら ぱ ら に な っ た 状態で 出

土 し た 。

内堀 り の 内 部 は ベ ニ ガ ラ を 含む 事 と 、 そ の ru J 字状の 断面 に よ り 木棺 の 使 用 を 推 察 さ せ る

が、 そ の 南半 は 幅30cm程度で、 あ る の に 対 し 北半 は 幅 が広 く な り 40cm程度で あ る 。 こ の 事 が ど う

い う 意味 を も つ の か 若干疑問で あ る 。

外郭 の 大部分 を 埋め て い た 黒色土混 り の 黄色粘土塊は 、 土 壌が掘 ら れ た 後 に す ぐ 埋 め 戻 さ れ

た 事 を 意味す る も の で あ ろ う 。

周溝の土壌の作 ら れ た 時間的前後関係 は次の様 に 考 え ら れ る 。 そ れ は 故 意 に埋 め 戻 さ れ た と

み ら れ る 黒色土混 り の 黄色土 が、 周 溝 を 埋め て い る 暗黒褐色土層 に 切 り 込 ん で堆積 し て い る と

こ ろ か ら み て 、 方形周溝墓 が営 な ま れ て 若干の時聞 が経過 し た 後 の 所産で あ ろ う と 考 え ら れ る 。

従 っ て こ の 土壌の 上 の 時黒色土 下部 に お い て 出土 し た 土器類 は 本土 墳 よ り も よ り 新 し い も の

と な り ( 方形周 溝→土 壌 →土壌上 の 土 器 ) 順 に 前後関係 を 整理 し 得 る 。
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(4) 遺物 の 出土状態 につ い て ( 第 1 図 )

当 方形周溝墓の 主体部で あ る 箱式石桔か ら は女性人骨 1 体以外 に は何等遺物 は発見 さ れ な か

っ た 。

周 溝内 か ら は縄文中期土器細片 が点 々 と 出土 し た ほ か に は数個体分 の 土師器壷形土 器 が出土

し た 。 土師器は第 3 層 暗黒色土層下部 に集中 し て 見 ら れ る 。 こ の 土師器 は西半分 に の み 見 ら れ 、

特 に西北隅 に 顕著で あ っ た 。 ま た ( 第 3 図 の 3 ) の土器が北溝北壁の途中 に 乗 っ て い た 以外 は

全 て 溝底 に 住置 し て い る 。 こ れ ら の土器は ( 第 3 図 の 4 ) の土器が全体の70% ほ ど を 残 し て い た

以外はほ と ん ど嚇李 し て お り 、 同→固体が或 る 程度 ま と ま り を示す傾向に は あ る が、 置 き 並べ た 状態

で は な い 。 前 に述べた 土壌上で は ( 第 3 図 の 1 ) 等の土器がバ ラ バ ラ の状態で、 出 土 し た 。 そ の 状

態 は 故 意 に破損 し た 感 があ る 。

(5 )  出土遺物 に つ いて ( 第 3 図 )

方形周 溝墓 に と も な う と 考 え ら れ れ る 。 出土遺物 は す べて 土器 に 限定 さ れ る 。 そ の 数 は細 か

く 破砕 し て お り 、 ま た 現在整理 を 完 了 し て い な い の で明確 に し 難 い が10個体内外で あ ろ う と 推

定す る 。 こ の 内 で西溝の 土境北半上 か ら 北隅 に か け て 出土 し た ( 第 3 図 の 1 ) が大型 の 壷形土器

で あ る 以 外 は 全 て 小形 の 査で あ る 。 ( 第 3 図の 1 ) の土器 は色調黄褐色 を 呈 し 器高39. 5cm、 口 径

20. 8cm 、 復原胴径30. 8cm を 計 る 。 底部 に は焼成後 に穿孔があ り 、 そ の 大 き さ は 6 X 8 cm程で打

ち 欠 い た 後 に破損部 を 整 え て い る 。 土器製作時の痕は 口縁部 に接合部での剥落 があ り 明 ら か に

接 ぎ足 し が確認 さ れ る 以外は 明確で な い が、 胴部 に お い て も 或 る 幅 を も っ て 横 に 割 れ て い る 。

表面の整形 は 次 の と お り で あ る 。

口縁部 横 な で仕上

頭部 縦方向 に刷毛 目 整形 の 後 に 横 な で仕上、 刷毛 目 文 がか す か に 残 っ て い る 。

胴部 叩 目 整形 の 後 に刷毛 目 仕上 げ、 叩 目 は胴部中 ほ ど に 顕著 に残 っ て い る 。

裏面 の 整形 、 仕上 は次の通 り で あ る 。

口縁部 刷毛 目 施文具 に よ る 横方 向 の 整形。 そ の後特 に 上半 で は 手 な で が弱 く み ら れ る 。

胴部 胴内部で は全面 に 削 り 仕上 げがみ ら れ 、 そ の 方 向 は下 か ら 上 に 向 け て 削 っ て い る 。

( 第 3 図 の 3 ) の土器は 口 径 9 cm、 器高7 . 5cm を 計 り 色調暗黄褐色 を 呈 し て い る 。 口縁下 3 cm

に て 頭部 が く び れ る 。 口縁か ら 顕 部 に か け て は若干の ふ く ら み を 持 ち 、 二重口縁手法の残存 が

み ら れ る 。 胴下部 か ら 底 に か け て 穿孔 があ る 。 ( 第 3 図 の 2 ) の 土 器 は 口縁部 を 欠 き 、 頭 部径36

側、 胴径部llcm、 現高7 . 5cmで あ り 、 色調明檀褐色 を 呈す る 。 ( 第 3 図 の 4 ) の 土 器 は 口縁部 を

欠 き 、 胴径部1O. 6cm 、 現高8 . 8cm を 計 り 、 底部 に穿孔 があ る 。

遺物 は 上記 の 外は現在整理中 で あ る が、 上記の も の と 時期的 に相違す る も の は な い 。 こ れ か

か ら 見 る と 当 方形周 溝墓の構築 は古墳時代 の前半、 5 世紀初頭 に位置づ け 得 る も の で は な い か

と 考 え ら れ る 。 ま た 前 述 し た 通 り こ の構築 に は (石棺 を 主体 と す る 方形周溝→周溝内土壌墓→

土器) と い う 時間的 な 差 が認め ら れ る が、 そ れ は大 き な 差で は な く 全体的 に 見 る 場合 1 時期の
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所産 と し て さ し っ か え な い も の と 考 え る 。 当方形周溝墓の発生 と 江津湖周辺の古代文化の展開

に 関 し で も 大 き な 問題 が存在す る が、 本報告で触れ な い事 と す る 。

B 、 縄文時代の遺物

方形周溝墓発掘中 に溝中等よ り 点 々 と 縄文土器の 出土 を 見 た 。 こ れ ら の 土 器 は 全 て 細片 で あ

り 、 周溝の埋没 と と も に流入 し た も の と 考 え ら れ る 。 こ の縄文土器 は時期的 に 大別 し て 中期 の

も の と 晩期後半 の も の と が あ り 、 量的 に は前者 が多 い 。

中期の土器

中期の土器 は色調灰褐色 を 呈 し 、 器壁全体 に組い縄文 を 施 し て い る 。 こ れ は瀬戸内地方 に 分

布す る 船元式土 器 に 類以 し 九州 で は竹崎式 と 呼 ばれて い る も の で あ る 。

器形的 に は直行口縁の も の 、 口縁下でや や く びれ る も の が あ り 、 深鉢形 を 呈す る も の が多 い

様で あ る 。 底部 は癌状の突出 が数個 あ り ペ タ 平底で は な い 。 ま た 波状 口 縁 を な す も の と 平 口縁

を な す も の が あ る 。 口縁下 に 突帯 を 持 ち 刻 目 を 施 し た も の ア ナ ダ ラ 属の 貝殻の肋 尾 を 押圧 し た

も の も あ る 。 口縁部裏面 は若干肥厚 し 、 縄文帯 を 廻 ら す も の も あ る 。

現在 の と こ ろ 、 こ の一群の土器の九州| に於 け る 研究 は ほ と ん ど な い 。 と こ ろ が、 各遺跡で点

々 と 発見 さ れ て お り 今後追及 の 必 要 があ る 。 そ の点、 当遺跡で は九州 的 中 期土 器 を 全 く 混ぜず

に 出土 し た 事 は注 目 す べ き で あ ろ う 。

晩期の土器

ほ ん の 少量 出土 し て お り 、 土器型式決定の土器がな く 、 こ こ で は 晩期後半 の土器 が出土 し た

こ と を 記す に 留 め た い 。

C 、 弥生時代の遺構 ・ 遺物

弥生時代の 遺物 と し て は磨製石鍛 1 点の み で あ る 。 遺構 と し て は 明確 に 弥生時代 の所産 と 云

い 得 る も の は な い 。 し か し 、 主体部西側 に主体部 と 切 り 合 っ て い る 土 壌が弥生時代 の土 壌墓で

あ る 可能性 が強 い 。 こ れ は主軸方向 N ー76':......E で あ り 、 現存長径 155 cm、 幅65cm深 さ 30cmで あ

る 。 こ れ に は何 も 遺物等は存在 し な か っ た が、 こ の 前期の 磨製石鍛 は 当 土壌墓の東側 に 副葬 さ

れ て い た も の が箱式石棺の構築 に よ り 撹乱 さ れ た 可能性 が強 い 。

D 、 歴史剛吃の遺物

歴史時代 に 属す る 遺構は無 い 。 遺物 と し て は須恵破片 が若干 あ り 、 中 に は蔵骨器の破片 で は

は な い か と 見 ら れ る も の が あ る 。

お わ り に

以上、 方形周溝墓 と そ の 前後の遺物 ・ 遺構 につ い て述べた が、 こ れ に関す る 考察 は全 く 略 し

た 。 今後 、 江津湖 を 含む 熊本市東部の文化の展開 につ い て 考 え る 必要 が あ る 。 ( 富 田 )
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広木方形周 溝墓出土の磨製石鉱

こ こ で述べ る 磨製石鍛の 出土状態 は 、 本遺跡発掘報告の 項 に 記 さ れ て い る 。 こ の 石鍛 は 出 土

状態 か ら み て 方形周溝墓 に伴 う 遺物で は な く 、 な ん ら か の理由で混入 し た も の と 考 え ら れ る 。

付近 に 夜 臼式土 器 の 査棺 が出土 し 、 ま た 石庖丁 を 出土 し た と い う 貝塚 があ っ た ら し い の で 、 後

述す る よ う な 石鍛の特殊 な 性格 を も 考慮 し て 、 こ れ ら に 関係す る 埋葬遺構があ っ た こ と が考 え

ら れ よ う 。 方形周溝墓主 体 部の 西側 に 、 墓壌で切断 さ れ た土 壌 が発見 さ れ た が、 こ れ が土墳 墓

と い う 証拠 も な く 、 ま た 石鍛 と の 関係 も わ か ら な か っ た 。

図 に 示 し た よ う に 、 こ の石鎌 は 尖頭部 を 少 し 欠損 し て い る 。 残存長 は8 . 8cmで復原す れ ば全

長9 . 5cm ぐ ら い で あ ろ う 。 刃部の最大幅 は 関部 に あ り 1 . 5cmで あ る 。 厚 さ は間近 く で最大O .

62cmで あ る 。 こ の 種の 石鍛 に 通例 見 ら れ る よ う に 、 関部で最大幅 と な り 尖頭値 に 一直線 に細 く

な り 、 非 常 に 鋭利 な 感 む を 呈 し て い る 。 中 茎 は端の部分 が尖 っ て い る。 厚 さ も 幅 に比 し て 厚 く

断面 に 方形 に 近 い 菱形 と な る の が通例であ る が、 本例 は や や平 た い 感 じ で あ る 。 一面の稜線 は 中

央部 よ り 尖頭部 に か け て や や不鮮明で あ り 、 関の幅 は斜め に 磨 い で あ り 、 こ の 石鍛 は再加工 さ

れ た 疑 い が濃 い 。 石 質 は 、 肉眼観察の み な の で は は っ き り し た こ と は い え な い が シ ル ト 岩 ら し

い 、 と い う 御教示 を 熊本博物館学芸員 永井剛氏 よ り い た だ い た 。

こ の 磨製石銀は源流 が朝鮮半島 に 求 め ら れ る 特殊 な 遺物で、 朝鮮式磨製石鍛 と 通称 さ れ て い

る 。 熊本県内 で は初 め て の 出 土 で あ り 、 類例 は福岡県 9 遺跡21本 、 佐賀 県 1 遺跡 l 本 、 長崎県

(対馬 ) 1 遺跡 3 本で、 ほ と ん ど 出土例 は福岡県 に集中 し て い る 。 こ の 中 で本遺跡例 に 共通す る

形態 は 18例 あ る 。 ま た 最 も 近 似す る の は 、 志登支石墓群第 8 号支石墓出土例で あ ろ う 。 出土状

態 か ら 埋葬遺構の 副 葬品 と 考 え ら れ る の は 、 1 1遺跡中 5 遺跡で凡 そ 半分 に な り 、 朝鮮半島での

こ の 種石鍛の あ り 方 と 共通 し て い る 。 遺跡の分布 も 玄 海灘 に 面 し た 所 に 集 中 し て い て 、 半 島 と

の 強 い 関係 を 示 し て い る 。 こ の こ と か ら す れ ば、 本遺跡例 は福岡平野 と の 密接 な 関係 を 物語 っ

て い る と い え よ う 。 こ の 種石銀 と 磨製石剣 が共伴 し て い る 例 が 2 例 あ り 、 熊本県で も 磨製石剣

が出土 し て い る の で 、 こ の 種石鍛 が出土 す る こ と は 考 え ら れ て い た よ う で あ る 。

こ の種石鍛の 所属時期 は 、 板付遺跡環状溝内出土例 が夜 臼 ・ 板付 I 式土器 と 共伴 し て お り 、 同

遺跡水 田社出土例 は弥生中期 の 土 器 と 共伴 し て お り 、 金隈遺跡出土例 は金海式費棺 に 副葬 さ れ

て い た こ と か ら 、 弥生時代前期 ~ 中 期 に 属す る こ と が考 え ら れ よ う 。 本遺例 は板付遺跡環状構

内 出'土例 に形態的 に 共通 し 、 後二者 出土石銭 が若干形態的 に 原型 よ り の 変化 を 感 じ さ せ る の で

本 遺跡例 の よ う な 石 銀 は 弥 生 白IJ 期 に 属す る と も 考 え ら れ よ う 。 資 料 が少 な い の で断定 は さ け

た い 。 ( 西 )

( 2 )熊本市水源町 水源地遺跡周溝墓群の概略

熊本市の 東南部 に 位置す る 江樟湖 を 中 心 と す る 地域 に は 上代 の遺跡 が多 く 、 特 に そ の 東岸部
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』主 I
は遺跡密 集地帯と し て 広 〈 知 ら れて い る 。 そ の生活の 跡 も 縄文 ・ 弥生 ・ 古墳 ・ 奈良 ・ 平安 ・ 鎌

倉の各時代で原始 ・ 古代 ・ 中世 と 実 に 多様で あ る 。 こ の よ う な 群集 は 熊本 県下 に お い て も 他 に

例 を 見 な い 注 目 さ る べ き も の で あ る 。 ま た 、 江津湖東岸遺跡群の 周 辺 に も 多 く の遺跡 が託麻原

台地東南周縁 に 存在す る 。 縄文時代 の も の と し て は 沼山樟員長 上 ノ 原道お ・ 健軍神社通弘等
A主 5

があ る 。 弥生時代 の も の と し て は神水 ・ 陣山 ・ 協和発酵敷地等の 中期の 大蜜棺群 が台地縁辺 に

あ る 。 ま た 、 水源地遺跡の 立地す る 台地の下、 江津湖々 底 か ら も 縄文終末期土器 と と も に弥生

前期の土器 が出土 し 、 そ の 内 の 苗代津遺跡 は発掘調査 が行 な わ れ て い る 。 水源町の 束、 秋津町

付近で は台地縁辺 に 弥生後期の土器片 が多 く 散布 し て い る が、 そ の様子 は 不 明 で あ る 。 古墳時

代 に も 江常湖 々 底 に は 引 き 続 き 遺物 がみ ら れ る 。 昭和50年の下江淳湖波諜工事 に よ り 採集 さ れ
位 7

た 遺物中 に は古墳時代 中 頃 と 考 え ら れ る 牙鎌や加工痕 あ る鹿角 が多 く み ら れ る 。 正 口 川 を 挟ん

芯 水源地遺跡の対岸 に あ た る 湖東町で は古墳時代の住居 の 存在 が考 え ら れ る 。 上江津湖周縁 に

も 点 々 と 古墳期の遺物 がみ ら れ、 中 で も 土製の鏡や勾玉が採集 さ れ て い る 上江津湖祭杷遺跡は

注 目 さ れ る 。 ま た 、 水源地遺跡 か ら はやや離れ る が、 そ の西南沖積平野内微高地 に 存在 す る 重
越邑

富遺跡 か ら は水源地周 溝墓群 と 並 行 す る 土師器 が出土 し て お り 、 注意 す べ き で あ ろ う 。 奈良時

代 か ら 平安時代初期 に か け て は東北側 に あ た る 熊本市出水町一帯 に 肥後 の 国府 を は じ め 国分寺
桂 由
- 国分尼寺が置 か れ て い る 。 ま た 、 こ の付近の託麻原台地南方 に 開 ら け た 沖積平野 に は条里 制

遺溝 と み ら れ る 地割線 も 存在す る 。 平安時代 中期 に な る と 国府は飽田 郡 に 移 っ た と み ら れ る が
必11 必12

公 園 の 西側 に あ た る 所 に 水前寺廃寺が建て ら れ て い る 。 平安時代後期 に は健軍荘内の健軍社が

阿蘇四 社 に 組み 入 れ ら れ て 栄 え 、 平安時代末の12世紀初め に は神宮寺の存在 も 知 ら れ て い る 。

現在 の健軍社周辺や庄 口 川 右岸 に は平安時代後期 か ら 鎌倉時代 に か け て の遺物が多 い 。 昭和49

年の健軍 社北側 の 調査で は 多 く の土器類 が出土 し て い る 。 ミ ョ ウ ゲ ン ジ ヤ シ キ と よ ばれ る 神宮

寺の 坊の 跡 と 考 え ら れ る 所か ら は 中世の 瓦質土器が発見 さ れ、 そ の 下 の 座 口 川 縁 か ら は鎌倉時

代 と 考 え ら れ る 青磁 ・ 須恵器 ・ 土 師器 ・ 瓦器 ・ 瓦質土器 ・ 石鍋片 及 び布 目 瓦片等 が発見 さ れて

い る 。 こ の様 な 歴史環境の 中 に 水源地遺跡 を 含む 江津湖東岸遺跡群は存在 し 各時代 と も 庄口川

及 び洪積台地端の 湧 泉 を 生活 の基盤 と し て い る 。

水源地遺跡は 熊本市水源町 1 ー l に あ り 、 昭和48年 5 月 、 熊本市水道局 に よ る 配水地建設工

事中 に 調査 さ れ た も の で あ る 。 調査は 熊本博物館学芸員富田紘一 が主任 と な り 石村友広 ・ 村上

静雄 ・ 高 岡 直子 ・ 山 下 敏文 ・ 西浦博秀諸氏 の応援 を 得 て 行 っ た も の で あ る 。 し か し 、 調査前 に

工事予定地の 内 、 半分以上 は す で に タ ン ク 基礎の掘 穿 に よ り 破壊 さ れ て し ま っ て い た 。 ま た 、

同地一帯 は 古 く よ り 住宅地等 と し て 利用 さ れて お り 、 建築物の 基礎や塵芥捨て 穴等の 撹乱が多
く 、 遺構の 残存は非常 に 不 完全 な 状熊で あ っ た 。 調査 に あ た っ て は 、 既 に 掘穿の行 な わ れ た 部

分 を 中心 に 東 ・ 南 ・ 西 ・ 北の各部分 を A . B ・ C ・ D の各地点 に 分 け て 調査 を 行 な っ た 。 こ の

内 、 B ・ D の 両 地点 は ほ と ん ど掘穿 が済 ん で、 お り 、 A . C の 両 地点、の 調査 に 主 力 を 注い だ 。 調

査 に よ り 確認 し た遺構 ・ 遺物は各時代 ・ 各時期 に 渡 る も の で あ る 。 縄文時代 で は早 ・ 前 ・ 中 

後 ・ 晩の各期の土器 があ り 、 御領式土器 を 出す住居祉 も 1 カ 所検出 し た 。 弥生時代 で は後期の

土器片 が少量み ら れ る 。 古墳時代 で は方形周溝墓 ・ 円形周溝墓 ・ 土 墳墓の 墳墓群の ほ か住居祉
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l カ 所 も み ら れ、 調査地域の 中心 と な る 時代 で あ る 。 こ の ほ か に平安時代 と み ら れ る 須恵器片
・ 中世 と 考 え ら れ る 瓦質土器 な ど も 存在 し た 。 こ の 地域は 中世健軍城の跡 と さ れ て い る 所で あ

る が、 そ の 時代 の遺物 は少 な か っ た 。 以下、 各地点、の遺構 ・ 遺物の概略 を 記 し て ゆ き た い 。 尚 、
本遺跡の発掘記録は現在整理 中 で あ り 、 こ こ で発掘調査 時の呼称 を 以 て 述べて ゆ く 。 そ の 為 、
後 日 詳細 な 報告 を 行 な う 場合 と で は呼称、等 が異 な る 可能性 があ る 事 を 御容赦い た だ き た い 。

A地点

1 号周 溝墓 ほ ぽ完全 な 姿で発掘 さ れ た 円形周溝墓で、 直径約10m を 計 る 。 中 央 に 木棺 か

と 考 え ら れ る 主体部 があ る 。 周溝の 西南 に 陸橋部 があ り 、 こ れ は主体部 の 長 軸線の延長 上 に あ

た る 。 遺物 は主体部 か ら の 出土 は な く 、 陸橋部北側 の 周溝内 に集中 し て み ら れ た 。 遺物 と し て

は鉄器 ・ 砥石 ・ 土器 が あ る 。 土器 に は 須恵器 と 土師器 が あ り 、 そ の 内容 は 、 須恵器 印 2 個 ・ 土

師器邦 3 個以 外に は底部 に 穿孔 し た も の も み ら れ る 。

2 号周 溝墓 円形周溝墓の一部分 を 発 掘 し た も の で あ る 。 溝幅 も 広 く 、 大形の も の と 考 え

ら れ 、 推定 直径 は20 m を 越 え る と 考 え ら れ る 。 周溝は過去の 撹乱 と 工事 に よ り 掘穿で続存 が悪

い 状態で あ っ た 。 西側北寄 り に 陸橋部 がみ ら れ る 。 溝内 に は 多数 の土 師器 が存在 し 、 器形的 に

は 壷形 ・ 高郎の二種類で あ る 。 壷形土器 に は底部 に 穿孔 し た も の も あ る 。 須恵器 は み ら れ な い 。

3 号周 溝墓 一部分 を 調査 し た の み で あ る が、 陸橋部 を も っ 円 形周溝墓 と 考 え ら れ る 。 直

径 は 不 明 で、 あ る が、 2 号周溝墓 よ り 小 く l 号周溝墓 と 閉 じ 程度で は な い か と 想像 さ れ る 。 溝

内 よ り 土器等 が発見 さ れ て い る 。 須恵器 と 土師器 があ り 、 須恵器 は 蓋付月 が一組 、 土 師器 に は

小形査 ・ 郎な ど があ る 。 こ の ほ か に 加工痕の あ る 凝灰岩片 がみ ら れ た 。

そ の他 上記 の 1 - 3 号周溝墓の ほ か に A地点で は土壌墓 2 カ 所 ・ 住居 杜 1 カ 所 が認め ら

れ た 。 こ の 内 、 土壌墓 は 周 溝 を も た な い も の で あ る が、 両 者 と も 鉄器 の 出 土 があ る 。 住居祉 は

1 号周 溝墓 と 3 号周溝墓の 聞 に位置 し 、 東西 を 長辺 と す る 長方形 プ ラ ン を も っ と 考 え ら れ る も

の で あ る 。 撹乱に よ り 東側 が破壊 さ れて お り 、 長辺は不 明 で あ る が、 現存長約 3 m で、 あ る 。 短

辺は3 .75 m を 計 る 。 住居祉覆土 中 か ら は 壷形 ・ 高印 を 中心 と す る 土 師器 が出土 し て い る が、 須

恵器 は み ら れ な い 。 こ の ほ か に 点 々 と 縄文後晩期の土器片 がみ ら れ た 。 こ の 中 に は幾つ か の ま

と ま っ た も の も あ り 、 A 地点 に お け る 遺構の確認が縄文後晩期の地表面 か や や そ れ よ り 下 で あ

ろ う こ と が知 ら れ る 。

B地点

調査開始前 に ほ と ん ど掘 穿 が済 ん て い た 部分であ る 。 少面 積 を 発掘 し た が過去の建築物の 基

礎 と み ら れ る コ ン ク リ ー ト が地山 層 ( ロ ー ム ) に達 し て お り 、 今 回 の 工 事以前 に 遺跡は 消滅 し

て い た と 考 え ら れ る 。 撹乱土 中 よ り 少量の 土 師器片 を 得て い る 。

C 地点
t 号周 溝墓 台地端 か ら 2 号 周 溝墓 を 隔て て 東寄 り ( A 地点寄 り ) に み ら れ た 円 形周 溝墓

で あ る 。 工事 に よ り 半分 が切 ら れ 、 ま た 残存部 に お け る 撹乱 も 多 い 。 こ れ に よ り 直径 は 計 り 得

な い が、 復原 す る と 約13 m と な る 。 中 央 に 主体部 があ り 、 南北方向 を 示す 木棺墓 と 考 え ら れ る 。

工事の掘穿 に よ り 縦住 に 東半 分 が削 り 取 ら れ て い た 。 主体部内 に は少 量の 鉄鎖の 痕跡 が あ り 、

Qd

 

po

 

円台u



〉ぐ

lOc田

第 4 図 水源地遺跡出土土器 ( 1 - 3 ・ c 地点 2 号周溝墓、 4 - 5 A 地点 1 号周溝墓)

- 370 一



鉄器 は破損時の 土 に 含 ま っ て い た ら し い 。 周溝内での遺物の 出土 は な く 、 ま た 、 撹乱 が多 く 陸

橋の存在 も 不 明 で あ る 。

2 号周 溝墓 台地端 に 位置す る 方形周溝墓で、 西側半 分 は す で に 削 除 さ れ て い た . 当 周 溝

墓で も 残存部分 に も 撹乱が多 く み ら れ た 。 方形周溝墓は 南北約17. 5 m を 計 り 、 東側 と 南側 の 溝

を 発掘 し た 。 主体部 は粘土被覆の石棺 と 考 え ら れ る が、 石棺は す で に 抜 き 取 ら れ 、 粘土被覆の

一部 が残存 し て い た 。 こ の石桔は昭和33年 に 故志方正和氏 に よ り 調査 さ れ た も の に あ た る ら し

い 。 周 溝内 か ら は 多 く の 土 師器 が出土 し て い る 。 器形 と し て は 高印 と 査の 二種類 がみ ら れ る 。

査形土器の 中 に は 器壁 に 叩 目 技法 に よ る 整形痕 を 残す も の も あ る 。

3 号周 溝墓 台地端、 2 号周溝墓の 南 に 並ん で位置す る 方形周溝墓で あ る 。 西側 の 溝は 2

号 と 同 じ く 削 り 取 ら れ て お り 、 東側 の 溝 も 工事の た め に 半 分 ほ ど が削 除 さ れ て い た 。 南北約25

m を 計 る 巨大 な 方形周溝墓で、 塚原 古墳例 と 同様の 大 き さ を 誇 っ て い る 。 講中 に は 土 器 は み ら

れ な か っ た 。 周 溝墓 内 、 やや南寄 り に 主体部 が存在す る 。 主体部 は粘土被覆の 箱式石棺で 、 中

に は 人 骨 l 体分 がみ ら れ た 。 棺蓋の 上 に は 万子 が l 点置 か れ 、 棺内 に は遺体 の 上 を 覆 っ た と み

ら れ る 布 が残存 し て い た 。 又 、 周 溝墓内 よ り 縄文後期末御領式土器 を 出 す住居祉 が検出 さ れ た 。

D 地点

D 地点 は工事範囲 外で あ る た め 、 現状保存 を す る 事 と な り 、 従 っ て 調査 も 行 な っ て い な い 。

そ の 後 、 D 地点北側 に あ た る 台地端の 斜面 が削 ら れ た 時 に 箱式石桔 が l 基発見 さ れ た 。 こ の 際、

石棺 に と も な う 周溝の 一部 を 調査 し た結果、 円 形周 溝墓で あ る こ と が確認 さ れ た 。 ま た 、 こ の

周 溝墓付近 か ら も 御領式土 器 が ま と ま っ て 発見 さ れ て い る 。

水源地周 溝墓群の推移

こ れ ま で述 べ た の が水源地周 溝墓群の概略で あ る 。 調査 を 行 っ た 周 溝墓 は 都合 7 基 あ り 、 そ

れ は方形周溝墓 2 基 と 円形周溝墓 が 5 基で あ る 。 こ の 内 、 方形周溝墓 は 西側 の 台地端 に 並ん で

認め ら れ 、 円形周溝墓 は 端 か ら 離 れ た 東 側 に 存 在 し て い る 。 当遺跡 と 一連 を な す と 考 え ら れ

る 広木方形周溝墓 も 台地端 に 存在 し て い る 。 出土 し た遺物 か ら み る と A 地点 1 号 ・ 3 号 周 溝墓

で は 須恵器 が出土 し て お り 6 世紀代 の 所産 と み ら れ る 。 こ れ に 対 し て C 地点 2 号 周 溝墓 で は 土

師器壷 に 叩 目 技法 が用 い ら れ て お り 、 こ れ は土師器の 中 で も 古式の伝統 を う け た も の で あ る 。

C 地点 3 号周 溝墓で は 、 ま と ま っ た 土器群の 出土は な い が、 周 溝墓内 か ら 出土 し た 土 師器壷の

口縁部 は 前者 の 叩 目 技法 を 用 い た 土 器 に 類似す る も の があ る 。

ま た 、 広木方形周溝墓の 溝中 よ り 出土 し た 土器の 中 に も 叩 目 技法 を 用 い た も の が あ る 。 こ の 様

な 点 か ら み る と 、 水源地 ・ 広木周溝墓群で は 、 ま ず台地端 に 方形周溝墓 が並ん で作 ら れ た ら し

い 。 そ の 後 、 東 寄 り に 作 り 進 め ら れ 、 形態 も 円 形周溝墓へ と 変化 し て い っ た と 考 え ら れ る 。

尚 、 詳細 に つ い て は現在整理 中 で あ り 、 後 日 報告書 を 刊行 の 予定 で あ る 。 ( 富 田 )

註 1 . r熊本市文化財の架」 熊本市教育委 員 会、 昭和47年

こ の遺跡群 に 属す る も の と し て は 次 の 様 な も の が あ る 。 水源地遺跡 ・ 泉 ケ 丘小学校 々 庭遺

跡 ・ 広木方形周溝墓 ・ 陣内城跡、 な ど があ る 。
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註 2 . 富田 紘一 「熊本市秋津町沼山津貝塚発掘報告」 熊本博物館報No. 1 昭和44年

富田紘一 「熊本市沼山 津貝塚 と 出土土器」 考古学 ジ ャ ー ナ ル第50号 、 昭和45年

註 3 . 小 谷 凱宣他 「熊本市健軍町上 ノ 原遺跡発掘報告書」 熊本市教 育委員 会、 昭和46年

富 田 紘 一 「上 ノ 原遺跡」 熊本市東部地区文化財調査報告書、 熊本市教 育委員 会、 昭和47年

註 4 . 富田紘一 「健軍神社境内遺跡」 熊本市東部地区文化財調査報告書 、 熊本市教 育委員 会、

昭和47年、

註 5 . 東光彦 「出水神水遺跡」 全上報告書

註 6 . 緒方勉 「江津湖苗代 津遺跡」 熊本県教育委員会、 昭和49年

註 7 . 吉田 雅人 ・ 福田正文氏資料 に よ る 。

註 8 . 志方正和 「重富 出 土 の 土 師器 に つ い て 」 襲衣 4 号、 昭和33年

註 9 . 松本雅明 rH巴後国国分僧寺J r肥後国国分尼寺」 熊本市南部地区文化財調査報告書 ・ 熊

本市教 育委員会、 昭和50年

註10. 米倉二郎 「九州| の 条 里」 九州げ カ デ ミ ー l 号 、 昭和35年

註11 . 小林久雄 ・ 松本雅明 「水前寺廃寺の 塔礎石群」 熊本史学12号 、 昭和32年

松本雅明 「水前寺廃寺の塔」 熊本市東部地区文化財調査報告書 ・ 熊本市教育委員 会、 昭和

47年

註12. 森下功 「健軍神社」 全上報告書

尚 、 本稿の う ち 1 1 )熊本市健軍町広木造跡 に つ い て は 、 『熊本市東部地区文化財調査報告書J ( 熊市

市教育委員 会、 昭和46年 ) に掲載 の 「広木方形周 溝墓」 を 同教育委 員 会、 執筆者 の 同意 を 得て再録を

御 願 い し た 。 ( 編集者 記 )
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熊 本 県 文 化 財 調 査 報 告 第 16 集

熊本 県教 育委員 会発行 1975年 3 月

付論 8 火君 と 塚原古墳群
熊本大学法文学部 松本 雅明

火 国

火国 ( 肥国 ) は 火君 に 由 来 す る け れ ど も 、 そ れ が実証的 に 考 え ら れ た こ と は な か っ た 。 た と

え ば八木田政名 (桃水 ) の 『新撰事蹟通考』 に は 、 『 日 本書記』 や 『肥後風土記.!I u'肥前 風土

記』 の 逸文 を 引 い て 、 地名 や火国の 火の 由 来 の 考証 を し て い る が、 伝説 に も と づ く と こ ろ が多

く 、 実際の 資料 に よ る と こ ろ は ほ と ん ど な か っ た 。 そ れ は 『肥後国誌』 な ど に も う け つ が れ 、

そ の 後 も そ れ以上 に 問題 に さ れ た こ と は な か っ た 。 そ れ が古墳文化 と か ら み あ わ せ て 問題 に さ

れ た の は戦後、 こ と に 昭和33年 か ら 37年 ま で熊本 日 日 新聞 に 「 熊本 の 歴史」 を 連 載 し 、 5 冊の

単行本 と し て 極め た と き で あ っ た 。

し か し 、 『紀.D u'記』 や 『風土記』 の 記 事 が 全 く 無 意味 か と い う と 、 そ れ は 少 く と も 7 世 紀

頃 の 肥後の伝説 を 記 し て い る こ と に 間違 い は な い 。 そ れ は 6 世記 に遡れ る も の を 含 ん で い る か

も 知 れ な い 。 そ こ で も う 一度ふ り か え っ て み よ う 。 u'肥後風土記』 逸文 ( Iï 釈 日 本紀』 引 ) に は 、

肥後国者、 本与肥前国合為一因。 昔崇神天皇之世 、 肥後国益城郡朝来 名 峰 、 有土蜘妹、 名

目 打援 ・ 頭j妻、 二人 率徒衆百八十絵 入 、 蔭於峯項、 常逆皇命， 不 敢降服。 天皇頼肥君等祖

建緒組、 遺抹彼賊衆。 建緒組奉頼到来 、 皆悉諒夷。 便巡回裏、 兼察消息 、 万到 八代郡白髪 山 、

日 晩止宿。 其夜虚空有火、 自 然而燥、 梢々 降下著焼此山 。 建緒組見之 、 大懐驚惟 。 行事既

軍 、 参上朝延 、 陣行状秦言云 々 。 天皇下詔 日 、 男捕賊徒、 頗無 西谷 、 海上之 勲 、 誰 人 比之。

又 火従空下焼山 、 亦惟 火下之 園 、 可 名 火因。

と あ り 、 『肥前風土記』 逸文 ( 同前 ) に は 、 次の よ う に し る す 。

肥前 国 者 、 本 与 肥後 国 合 為 一 国 。 昔 者 磯 城瑞 離宮 御 宇 御 間 城天 皇 建 之世 、 肥後国

益城郡朝来名 峯 有土蜘昧打換 、 頚援二人 。 師徒衆ー百八十徐 人 、 拒拝皇命、 不 肯降伏。 朝

廷勅遣肥君等祖健緒組伐之。 於 亙健緒組奉勅、 悉珠滅之。 兼巡回 裏、 観察消息、 到於八代

郡 白 髪 山 、 日 晩止 峯。 其夜虚空有火、 自 然爆梢 々 下降、 就比山 燦之。 時健緒組見 而 驚怪、

参上朝廷奏言。 臣辱被聖命、 謙西戎、 不揺 万 刃 、 鳥師 自 滅 。 自 非威霊何得然之 。 更挙煉火

之状奏聞 、 天皇勅 日 、 所奏之事、 末曽所聞、 火下之園、 可 謂 火園 、 �fJ挙健緒組之 勲 、 賜姓

名 日 火君健緒純、 便遺治比因 。 因 火 日 火園、 後分両 国為前後。
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両 書 は 少 じ の異同の ほ か は 、 ほ ぽ同 文 で あ る 。 注 目 さ れ る の は益城郡の朝 来 名 峰 に 賊 が い て

そ れ を 肥君 の 祖 が討伐 し た こ と 、 ..A.代郡の 白 髪 山 で火 が虚空 か ら 降 っ て 山 を 焼 き 、 そ こ か ら 火

固 と 名 づ け ら れ た こ と な どで あ る 。 伝説的 な 要素 を 除 く と 、 火君 、 火国 は そ の地方 に 関係 があ

る こ と が述べ ら れ て い る 。 も ち ろ ん 、 そ の.頃 、 大和 の将軍 が 、 中部九州 を 征す る こ と は あ り え

な い 。

火国 は ま た 『書紀.ß U'風土記』 の 景行天皇の条の 、 球麿贈峨征伐 の あ と の物語 に み え る 『書

車己.ß ， こ は 、

景行天皇十 八年四 月 壬成 期 甲子到 熊 勝 、 壬 甲 自 海路泊於葦北小島云 々 。 五 月 壬辰 朔従 華 北

発船 、 到 火園 、 於是 日 没也 、 夜 冥 不知所著、 遁 視火光、 天皇詔挟抄者目 、 直指火慮 、 因指火

往之 、 �p得著岸。 天皇開其火光 嵯、 何謂 邑也。国人 劉目、 是代牒豊村、 亦尋其火是誰人之火

也 。 然不得主、 並 知非 人 火 、 故 名 其園、 日 火因。

U'B�後風土記』 に は 、

景行天皇訴球磨贈峨、 乗巡狩諸国云 々 。 幸火国渡海之 問 、 日 没夜暗、 不 知所著。 忽有火光

迩 視行前。 天皇勅 梓 人 目 、 行前火 日 行前、 見直指而往、 随勅往之、 果得著崖。 �p頼 回、 火煉

之慮、 此韓何 界 、 所煉之火、 亦 為何火。 土人奏言 、 此足火国八代郡火 邑 。 但未審火由 、 子

時詔群臣、 煉之火、 非俗火也 。 火国之 由 、 知所以然。

U'B巴前風土記』 に は同 ピ こ と を 、

縄向 日 代宮御宇大足彦 天皇題 、 謙球磨贈 臥 市巡狩筑紫国之時、 従 葦 北火流浦発船 、

幸於火国渡海之 問 、 日 没夜 冥 、 不知所著。 忽有火光、 遁 視行前。 天皇勅神 人 目 、 直指火

嵯 。 応勅而往 、 果得著屋。 天皇下詔 目、 何謂也 。 国人奏言 、 此是火国 八 代郡火 邑也 、 但不

知火主。 干時天皇詔群臣 目 、 今此燦火非是人火、 所以競火園 、 知其爾 由 。

と す る 。 こ れ に よ れ ば、 熊県 や球磨贈瞬 と 異 り 、 葦北の 火流浦 か ら 舟行 し た と こ ろ に 、 八代郡

の 火 色があ る こ と が知 ら れ る 。 火流浦は一般 に云 わ れ て い る よ う に 、 日 奈久の 古名 で あ ろ う 。

し か し 火 邑は 、 『書紀』 に は 八代県の豊村 と な っ て い る 。 火 邑は お そ ら く の ち の 肥伊郷 ( U'和

名抄.ß ) で 、 『繍 日 本紀』 和銅 6 年 5 月 の 詔 に 「畿内七道諸国郡郷名 著好」 と あ り 、 『延喜式』

民部式 に 「凡諸国部内郡里等名井用二字 、 必取嘉名」 と あ る に よ っ て 、 火 を 肥 と し 、 「伊」 を

つ け て 二字 に し た も の で あ ろ う 。

「熊本 の歴史」 編集 の と き 、 宮原町 ・ 竜北町の 聞 を 通 る 氷川 は か つ て 火川 で 、 好 名 に よ っ て

火 を 氷 に か え さ こ と を 論 じ 、 従 っ て 肥後郷 は宮原付近 に あ っ た の で は な か ろ う か 、 と 想定 し た

こ と が あ っ た 。 豊村 は そ の 北 の 松橋町付近 し か 考 え ら れ な い 。 中世の豊福荘 ・ 豊 田荘 な ど は そ

の遺 命で あ ろ う 。 し か し 海岸 で あ る か ら 松橋付近 を 考 え る の が も っ と も 穏 当 で、 あ ろ う 。 旧松橋

町 ・ 当 尾村 は 古 く は宇土郡豊福村、小 1 1 1 町は 八 代郡で あ っ た と 思 わ れ る 。 そ こ か ら 竜北町 ・ 宮原

町付近 は 火君の 本拠で 、 彼 ら の墳墓 が野湾古墳群、 す な わ ち 中 ノ 城 ・ 姫 ノ 城 ・ 端 ノ 城 ・ 物見 櫓

な どの 100m か ら 70m に 及 ぶ巨大 な 前方後円 墳群 と 大野窟 古墳 な ど の 大巨石墳で あ る と 考 え ら

れ た 。 物見 櫓古墳 は 単 に 松林 と み ら れ て い た の を 、 昭和35年頃、 筆者 が尚綱高校歴史研究 ク ラ

プ と 共 に 発見 し た も の で あ る 。 大野窟 は昭和37年の調査 に よ っ て 天井 の 高 さ 約 8 m 、 石室の 長
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さ 約13m あ っ て 、 天井 の 高 き で は 日 本で二番 め の 大巨石墳で あ る こ と が判 っ た 。 円 墳 の 径 は 約
40m と み ら れ て い た が、 そ の 後 の 東北部の 崩 壊 に よ っ て 、 現在 の 家並 の 聞 の 道 路 が周 溝 と 思 わ

れ 、 そ う す る と 旧墳丘 は 社殿や民家 を 含 み径約80m の 円墳 と み ら れ る に い た っ た 。 こ れ は筑紫

君 と な ら ん で 、 中 部九州 最大 の 豪族で あ る 火君の墳墓 と す る に ふ さ わ し い も の で あ る 。

2 火君の発生 と 移動

し か し 野津古墳群 は 5 世紀の後半 を 遡 ら な い も の で あ り 、 こ と に 姫 ノ 城古墳 は 周 囲 よ り 鞍 ・

き ぬ が さ ・ さ し ぱ ・ 楯 な ど を 出 土 し 、 中 ノ 城古墳の 東の天堤古墳 か ら は 巨大 な き ぬ が さ を 出 し 、

装飾古墳 に 平行す る も の と 思 わ れ た 。 中 ノ 城の北斜面 か ら 舟形石棺一基 が出土 し た が、 そ れ は

火君 に 伴 う も の と は思 わ れ な か っ た 。 物見 櫓 を 除 く ほ か は前方部 がか な り 高 く な っ て い る 。 物

見 櫓の 調査 は 行 っ て い な い が、 前方部 が低 い の は 、 丘陵上の立地の 条件 に よ る の か t 知 れ な い 。

し か し 昭和40年頃 か ら 、 宇土 半 島 の 基部 に 続々 と 前方後円墳が発見 さ れ た 。 そ れ ま で 古保里

の 夫婦塚の 女塚だ け で あ っ た の が、 弁天 山 ・ 国越 ・ ス リ パチ 山 ・ 迫 ノ 上 ・ 城 ノ 越 ・ 仁王塚 ・ 天

神 山 ・ 向野田 ・ 松橋大塚 な ど の 1 0基の大前方後円墳が発見 さ れ た 。 天神 山 は 全長約 1 2 0 m 、 ス

リ パチ 山 は 約 100p1 、 い ず れ も 60m 余 で あ る 。 こ の う ち 多 く が蜜柑栽培や採土 の た め に 削 ら れ 、

昭和40年 い ら い 弁天 山 ・ 迫 ノ 上 ・ 国越 ・ 向野田の 4 古墳 が発掘調査 さ れ 、 城 ノ 越古墳 が破壊 さ

れ た 。 向野田以外は盗掘 に 遭 っ て い た 。

こ の う ち 弁天 山 は竪穴式石室 に 割竹式木棺 を 埋め 、 周 囲 に 二重 口 縁で底 に 穴 を 穿 っ た 土師 器

の 査 を め ぐ ら し 、 ほ ぽ 4 世紀初期 と 思 わ れ た 。 お な じ 様式 を も っ 迫 ノ 上 が 、 そ れ に つ ぎ、 そ の
註 l

西背後 に盤 え る ス リ パチ 山 も お な じ 頃 の も の と 思 わ れ る 。 向野田 は竪穴石室の な か に 長大 な 礎

灰 岩 の舟形石棺 を 蔵 し 、 若 い 女性人骨、 鏡 3 面 ( 内行花文鏡 ・ 方格規矩鏡 ・ 麟鳳旭竜鏡 ) 、 車

輪石 の ほ か 数 多 く の 万剣類、 貝 の 腕輪 ・ 玉 類が出土 し た 。 破壊 さ れ た 城 ノ 越 の 内 部 は 不 明 で あ

る が、 三角 縁神獣鏡 1 面 を 出 土 し 、 向野田 と 同 ヒ < 4 世紀後半 と 思 わ れ た 。 国 越 は 石室内部 に

組合式家形 石橋 を 蔵 し 、 そ の 内部 に 直弧文 を 彫 っ て 彩色 し 、 5 世紀後半 も し く は 6 世紀初期 と

思 わ れ る 。 こ の付近 に は そ れ よ り 後 と 思 わ れ る 前方後円墳は な く 、 い ず れ も 小形 の 円 墳 と な る

の で勢 力 の 推移が考 え ら れ る の で あ る 。

し か も 先の八代平野の野樟古墳群や大野窟古墳は、 装飾古墳の時代 と 思 わ れ る の で 、 5 世紀末 か

ら 6 世紀初 に宇土の 古墳構築者 の 主流 が、 八代平野 に 移動 し た と 考 え ら れ る の で あ る 。 古文献

の伝承の な か に 、 火国の 起源 が豊村 と か 火色 と か あ る の は 、 こ の 両地方の伝承 が残 っ て い た か

ら に ち がい な い 。

そ れ な ら な ぜ八 代地方 に 移 っ た の で あ ろ う か 。 宇土地方 に 根拠 を も ち 、 肥後で も っ と も 古い

大前方後 円 墳 を 形 成 し た の は 、 海洋進 出 と 同時 に 、 熊本、 八 代 の 両平野 を お さ え る た め で あ っ

た と 思 わ れ る 。 そ れ が 5 世紀末 よ り 本拠 を 移 し は U め た の は 、 大和朝廷 の 圧 力 が朝鮮出兵 に か

ら ん で、 九州 の 国造 ら に 強 く 加 わ り 、 そ れ を 避 け る た め で あ ろ う 。 し か も 527- 8 年 に 磐井 が

反乱 を お こ す と 、 磐井 に は 加担 し な か っ た け れ ど も 、 少 く と も 、 筑紫君 と 縁組み し て い た の で
註 2
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( u'百済本紀Jl ) 、 大和朝廷 の 重圧 は さ ら に 加 わ り 、 一層 そ れ を き け る 必要 に 迫 ら れ た と 思 わ れ

る 。 同時 に 八代平野の 開発 も 見遁 し え な い で あ ろ う 。

こ の よ う に わ れ わ れ は火君 は 4 世紀初 に宇土半島の 基部 に お こ り 、 そ の 中 心 は 5 世紀 よ り 6

紀初期 に か け て 八代平野の宮原 ・ 竜北付近 に 移動 し た と 考 え た 。

し か し 昭和47年 よ り 49年 に か け て 、 九州 縦貫高速道路の 熊本~ 松橋線 に お い て 、 下益城郡城

南町の 塚原古墳群内 が発掘調査 さ れ る と 、 盗掘 も し く は破壊 さ れ た 古墳の 石棺や周溝が続 々 と

現 れ 、 さ ら に 多 数 の 方形周 溝墓 が発見 さ れ た 。 方形周溝墓は北 の 斜面 か ら 丘陵 の 頂上部 に か け

て 群集 し 、 そ の 南 は 円 墳 と な り 、 前方後 円墳が二基み ら れ た 。 東の測面 に は 円墳 が あ る 。 ま た

南 よ り 北 に 登 る 二本 の 墓道 も み ら れ た 。 方形周溝墓は道路内 だ け で34基 に 及 び、 古墳の総数は

90余基で あ る 。 方形周溝墓 も 近畿 ・ 関東の一辺 4 - 5 m の も の で は な く 、 最大 な も の は一辺27

m で 、 20m 以上 が 4 基、 最少の も の で も 1 0m 及 ん で、 い る 。 全面 が調査 さ れ る な ら 100基 以上 に

及ぶ と 思 わ れ る 。 古墳全体 の 数 は 500- 600基以上 と み ら れ て い る 。 こ こ で は方形 周 溝墓 か ら

円墳 ・ 前方後 円 墳へ の 移行 がみ ら れ、 日 本で も 稀有の 重要 な 遺跡で あ る こ と が わ か っ た 。

方形周 溝墓 は熊本県で は 、 八代郡竜北村高塚、 上益城郡益城町秋永、 熊本市健軍町広木、 同

水源 な ど か ら 発見 さ れ て い る 。 北九州 で は福岡県那珂 川町の 炭焼古墳 ( 6 基 ) 、 古い伊都国で

あ る 糸 島郡の平原 、 佐賀県の姫方 な ど が発見 さ れて い る 。 し か し 瀬戸 内 海沿岸 に な く 、 岡 山 県

で は 別 に 弥生時代 の後半以後、 丘陵や 山項 に 立地す る 方形台状墳 が発見 さ れ て い る 。 都 月 二号

墳、 鋳物師谷二号墳、 伊与部山一号墳 な ど がそ れ で あ る 。 九州| で も 久留米紙園 山 古墳は そ の形

式 を と り 、 墳項 に 大形 の箱式石棺、 そ の 下段 に 石査土域 墓 、 箱式石棺、 費桔 な ど60余の埋葬施

設 が:見つ か っ て い る 。

こ の 西国 、 東国 の 方形周溝墓 を 比較す る と 、 ( 1 ) 東国 は弥生中期 ( 一部 は 前期) か ら み ら れ 、 年

代 が古い こ と 、 (2) 東国 で は一辺 4 - 5 m の も の が最 も 多 く 、 周溝の な い 土壌墓の 中 に 混在 し て

い る こ と 、 (3) 西国 の は 大 き く 1 0m か ら 27m に 及 ん で、 い る こ と 、 (4 ) 方形台状墳 と 同 ヒ 性 質 を も っ

と み ら れ る こ と 、 (5 ) 西国 と 東国 の 中 間地帯 に み ら れ な い こ と 、 な ど の相違 が あ る 。

し か も 最 も 重要 な の は 西国の も の は 漢の 方墳の影響 と 思 わ れ る こ と で あ る 。 中 国 で は殿 ・ 周

時代 に は墳 を 築 か な い こ と を 礼 と し た が、 戦国民末 に は斉 ・ 超 ・ 秦 ・ 楚 な ど の周辺の異民族 の

国 が方形 の 高塚 を 築 き 、 秦 の始皇帝 の統一以後 は そ れ が習慣 と な っ た 。 し た が っ て 漢 に よ る 南

満州 ・ 朝鮮の 支配 ・ 漢人 の北朝鮮亡 命 な ど に よ っ て 、 北朝鮮 こ と に 高句 麗 は方墳の 制 を と っ た 。

こ と に平壌付近 に お か れ た 楽浪郡の影響 が大で あ っ た 。 し か し 後漢末 か ら 貌晋 に か け て 、 国家

財政 の窮乏 か ら 薄葬 が主張 さ れ 、 丘陵の端 を 切 り と っ て 墳丘 を 築 く よ う に な り 、 排土量の 少 な

い 円 墳が一般的 に な る 。 朝鮮支配の 中 心 は京城付近 の帯方郡 に 移 り 、 そ こ か ら 百済 ・ 新羅 は 円

墳の 制 を と る よ う に な る 。

こ の よ う に 見 る と 、 南朝鮮→玄 界灘沿岸→瀬戸内 海→近畿へ と 通ず る ル ー ト で は 、 方墳は発

生 し え な い 。 少 く と も 大陸 と の 直接の 交渉が考 え ら れ な け れ ば な ら な い 。 そ れ は 中 部九州 か ら

天草北部 を 経て 、 五島列 島 、 清州 島西、 朝鮮西海岸 を 経由 し て 遼東半島 ・ 山東半島 に 通ず る 道

で あ る 。 縄文後晩期 に 黒 陶 ・ 小児費棺 ・ 抜歯の風習 ・ 稲 が伝来 し た の も 、 こ の ル ー ト の ほ か 考
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え ら れ な い 。
註 3

そ う す る と 、 東国 に 古い方墳が お こ り 、 西国 に そ れ よ り 後 れ て 方墳 が発生 す る と み る こ と は 、

歴史的 ・ 地理的 に も 不可能で あ る 。 現在の と こ ろ 私 は 、 西国 と 東国 と で は 発生 の 要因 を 異 に し

て い る と 考 え た い 。 西国 の も の が中国の 方墳の影響 で あ る の に 対 し 、 東国の も の は身 分 を 示 す

た め に 墳墓の周 囲 に め ぐ ら さ れ た 濠 と み た い 。
1主 4

か く み る と 塚原 の 方形周溝墓群 は漢の 方墳の影響 で 、 こ こ を 宇土 の 古墳群 に 先立つ火君の発

祥地 と 見 る こ と は可能で、 あ る 。 そ の 祖先 は城南町宮地の台地 に 居住 し 、 住居祉 を は さ ん で、 北

と 南 に蜜棺 ・ 箱式石棺の 墳墓 を も っ 弥生 人 で、 あ る 。 そ れ が浜戸川 を やや遡 っ て 、 宮地 か ら 沈 目

・ 陳内 の 台地 に 進 出 し 、 浜戸川 の平野 を は さ ん だ対岸の塚原の正陵 に 墳墓 を き ず い た と 思 わ れ

る 。 塚原の 方形 周 溝墓 か ら は C 1 4 測定 の 資料 が出 な か っ た け れ ど も 、 同 質 の 土師器 を 出 す城南

町沈 目 遺跡の住居祉で は C 1 4 測定 の 結 果 、 紀元 255年 と い う 結果 が出 て い る 。

3 宇土の 火君

こ の よ う に 火 君 は 塚原 ・ 沈 目 付近 に お こ り 、 つ い で宇土半島基部 に 進 出 し て 、 そ こ を 本拠 と

し 、 5 世紀後期 か ら 八代平野 に 移動 し て い る 。 し か し そ の と き も 益城 ・ 宇土 の 地方 を 確保 し て

い た こ と は 、 奈良 ・ 平安 ・ 鎌倉の 文 書 に よ っ て 明 ら か で あ る 。

火君 が塚原 か ら 宇土 に 移 る 過程 を 示 す 重要 な 記録が朝鮮の 『三国史記』 に 見 え て い る 。 そ れ
ニシクム ソ ポルカ ン ウ

は新羅本紀の�rlÎ 解尼師今回 3 年 ( 249 ) 夏 4 月 に 、 倭王 の将軍干道朱君 が来襲 し 、 辞弗干 の 子

老 を 殺 し た と あ る こ と で あ る 。 子老 の 列伝 に は 同年の 7 年 ( 253) と な っ て い る 。 本紀 は 列伝 に

拠 っ た と 思 わ れ る の で 、 列伝の年紀が正 し い で あ ろ う 。 列伝の 記事 は 次 の よ う で あ る 。
ある じ

7 年 {突酉 ) 、 倭国の 使臣 の 葛 那古が館 に い た と き 、 子老 は彼 を 主 と し 、 客 と 戯 れ て 、 「早

晩、 汝の王 を 塩奴 と し 、 王妃 を 暴婦 と な さ ん」 と い っ た 。 (塩奴は塩焼人 夫、 暴 婦 は 炊業婦で

あ る 。 ) 倭王 は こ れ を 聞 い て 怒 り 、 将軍子道朱君 を 遣わ し て 討 っ た 。 大王 ( 新羅 = 斯虚王 ) は

出 で て 神村 に 居 た 。 子 老 は 「今 こ の 患 い は 、 私が言 を 慎 ま な か っ た か ら で 、 私 が こ れ に 当 た ろ
あ らが

う 」 と 言 っ た つ い に倭軍 に 抵 っ て 、 「前 日 の 言 は戯 れ に 言 っ た だ け だ 。 ど う し て 師 を 興 こ し て

此 に 至 る と 思 お う 」 と 云 っ た 。 倭 人 は 答 え な い で 、 こ れ を 執 え 、 柴 を 積ん で そ の 上 に 置 き 、 こ

れ を 焼 き 殺 し た 。

こ の 時、 子老の 子 は幼弱 で、歩 く こ と がで き な か っ た の で、 人 が抱 い て 馬 に 乗 せ て 帰 っ た 。 の

ち に 詑解尼師今 と な っ た 。 昧抑尼師今の と き 、 倭国の大臣が来聴 し た 。 干 老の 妻 は 国王 に 請 い 、

私 に倭 の 使臣 を 饗 し 、 か れ が泥酔す る に 及 ん で、 壮士 を し て 夜 に 曳ミ き おろ し て こ を 焚 き 、 前の

怨み を 報 じ た 。 倭 人 は 怠 っ て 金城 を 攻 め た が、 克て な い で 引帰 し た 。
ウ ル ソ ホ リ

こ の こ と は 『 日 本書紀』 神功皇后紀 に 引 く 一説 ( ー云 ) に み え て い る 。 新羅王 の 宇流助冨利
チ カ ン
智干 を と り こ に し 、 海辺で殺 し 砂の な か に 埋め た 。 日 本軍 は一人 の 宰 を 駐留 さ せ て 帰 っ た が、

新羅王 ( 宇流 ) の 妻 は 夫 が埋め ら れ て い る 場所が わ か ら な い の で 、 宰 を あ ざ む き 、 「あつ く お礼 し

で あ な た の妻に な ろ う 」 と 言 っ て 夫の屍 の あ り か を 知 り 、 宰 を 殺 し た 。 宰 の屍 の 上 に 王 の 枢 を お

き 、 「卑 し い 日 本 の 宰 の 屍 の 上 に 尊 い 王 の 棺 を お く の が、 尊卑 の順序 に か な っ て い る 」 と 言 っ
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た 。 天皇 は 大 い に 怒 っ て 軍 を 輿 し 、 軍船 は 海 に満 ち た の で 、 新羅国 は な す と こ ろ を 知 ら ず、 王

の 妻 を 殺 し て 罪 を 謝 し た 。

『書紀』 に は新羅王 と す る が、 宇流 (子流) は ソ ポ ル カ ン ( 静弗 郁 ・ 角 干 ) す な わ ち 大臣で

あ る 。 If'三国史記』 に よ る と 、 子老は奈解尼師今の 子で、 太子 ・ 伊喰 ・ 静弗甘陪 歴任 し て お り 、

そ の 聞 に 、 大将軍 ・ 知兵馬事 な ど の 官 を 兼 ね て い て 、 軍略 に 長 じ て い た こ と がわ か る 。 子 老 が

r書紀』 に み え る こ と は 、 『書紀』 が成立す る 前、 お そ ら く 新羅の 真輿王 6 年 ( 5 4 5 ) に編集

さ れ た 新羅の 『国史』 を 見 て お り 、 そ れ を 神功紀 に結びつ け て い 争 こ と が知 ら れ る 。 子老の記

事 、 同 時 に倭国使臣葛 那古、 将軍子 道朱君の記事 は 、 『三国史記.! 4 世紀以前 に 出 て く る 唯一

の具体的 な 倭 人 の 人 名 も し く は氏族 名 と し て 貴重で あ る 。

子老 が葛 那古 を 饗 し た の は お そ ら く 正 月 の宴で あ ろ う 。 し か も 子 老 が殺 さ れ た の は 4 月 で あ

る 。 す な わ ち 1 月 か ら 4 月 ま で の 聞 に 、 使者の送遺 ・ 報告 ・ 倭王の子 道朱君 に 対す る 命令 、 朱

君 に よ る 軍隊や軍船の編成、 渡海 、 戦争 が き わ め て迅速 に 行 わ れ て い る こ と が わ か る 。 倭王 と
酔r 宇土朱君 が近距離 に 居住 し 、 緊密 な 連絡 を と っ て い た と 見 る ほ か な い で あ ろ う 。

こ の将軍 名 の子 道 は ウ ト で 、 朱君は ヒ ノ キ ミ で あ ろ う 。 朱は火の色で あ る か ら 、 そ の 意味 を

と っ た と 思 わ れ る 。 た ん に 朱君 と せず子道 と 地名 を 付 し た の は 朱君 ( 火君 ) の 本拠が別 に あ り 、

子 道 は そ の 支族 の 居 る 場所 を 示 し て い る と 思 わ れ る 。
註 5

昭和49- 50年 に宇土市の西岡台 が調査 さ れ た時、 こ の 中世の宇土 ・ 名和氏 の 域社の項上の

千 墨敷 ( 海抜39.1 m ) に幅 4 m 、 深 4 m のV 字形 の 直角 の 溝が発見 さ れ 、 北 と 東 に 向 っ て 切 り 落

さ れ て い る こ と が わ か っ た 。 東部や千畳 敷 の 発掘調査は ま だ な さ れ て い な い が、 こ れ が古墳初

期の 高地性集落社、 す な わ ち 城砦 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。 し か も 出 土 の 土器 は 塚原 の 方形

周溝墓 に き わ め て 類似す る 。

子 道朱君の年代 は子 老列伝 に よ る と 、 253 年 と あ る が、 こ の時代 の 記事 は ほ ぼ30余年早 く な

っ て い る 。 ま た倭王は男性で 妃 が い る の で、 女王卑 弥 呼 や 壱 ( 童 ) 与 の時代 で は あ り え な い 。

少 く と も そ の 次の時代 、 す な わ ち 2 80 - 290年代 が考 え ら れ る で あ ろ う 。

こ の よ う に ま ず宇土半島基部 に 支族 を 遣 わ し た 火君 が、 そ の 主 力 を こ こ に 移す の は 4 世紀 に

な っ て か ら で あ ろ う 。 西岡台の 西の綱浄がオ ホ ツ と 呼 ばれ る の は そ れ が大津、 す な わ ち 港 を 意

味 し た の で は な か ろ う か 。

今 ま で塚原 の 方形周溝墓の 年代 に 問題があ り 、 4 世紀末、 或 い は 5 世紀初 と い わ れ て い た が、

上述の こ と は土師器の起源 、 編年 に再考の 余地があ る こ と を 示す の で は な か ろ う か 。 そ れ は 、

弥生文化が朝鮮半島 を 経由 し て 伝来 し た の に対 し 、 古墳文化 は大陸か ら 直接伝来 し 、 も っ と も

大陸交通の 便 を も っ 有 明海沿岸 に お こ っ た と み る こ と は 不可能で な い 。 す な わ ち 土師器の文化

が ま ず 有 明 海 岸 に お ご り 、 北上 し て 弥生文化 を 駆逐 し た と 考 え る な ら 、 土師器の編年 に は 、 再

考 の 余地 が あ る で あ ろ う 。 し か も こ の ル ー ト は の ち に 装飾古墳が伝来 し 拡 が っ た ル ー ト と 全 く

お な じ で あ る 。

そ れ は 沈 目 の住居祉の C 1 4 測 定 の 結果 255年 と 出 て い る こ と か ら も 推測 さ れ る 。
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4 火君の消長

漢代 に は墓域 に 墳の ほ か に 、 衣冠机杖 を 収め る寝、 木主 (位牌) を ま つ る 廟 を お い た が、 後
漢末 い ら い の薄葬思想、 に よ っ て 、 丘陵 を 削 っ て 墳 ( 円墳) を つ く る と 同時に正陵の一部分'を 削
平 し て 廟寝 ( 貌晋 に は一体) も し く は石殿 を つ く る 方形の場所 を 設 け た 。 そ れ は時 に 前方後円

ホ .， 〆 ゴール
の よ う な形 を と っ た 。 河南省密県打虎亭 1 号後漢墓、 内蒙古和林格 、 後漢墓 な ど 多 く 発見 さ れ

つつ あ る 。 最近 ま で 日 本で固 有 に 発生 し た と 思 わ れた前方後円墳が、 そ う で な い こ と が実証 さ
れつつ あ る 。 そ の よ う な も の は、 朝鮮半島 に は み ら れ な い の で、 前方後円墳伝来の ル ー ト も ま
た 大陸か ら 朝鮮半島の西、 済州 島の西、 五島列島 を 経由 し て き た と 考 え ざ る を え な い 。 お そ ら
く 最初の前方後円墳は、 ( 1 ) 正陵の 先端 を 切 り と っ た も の で あ る こ と 、 ( 2 ) 前方部 は墳丘 に比 し で
か な り 低い こ と 、 (3 )前方部は短 く 、 丘陵か ら の切断部 は形式的で、浅い こ と 、 (4 ) 周溝は存在 し な い
が、 き わ め て 浅 く も し く は狭 い こ と 、 な ど が 考 え ら れ る で あ ろ う 。 そ の よ う な 前方後円墳 を 古

式古墳の な か か ら 探す と 、 次表のよ う に宇土半島基部 に集中 し て い る こ と が知 ら れ る 。 す な わ ち

火君の 古墳群の な かで発生 し 、 4 世紀末以後 、 北九州‘卜 瀬戸内海 ・ 近畿 に ひ ろ がっ て い る さ ま
がみ ら れ る 。

表 1 前方後円墳計測数値

古 墳 名 全 長 後円径 前方幅 前方長 後円高 前方高

北
九

石 塚 山 120 70 45 50 10 4 

外| 赤 塚 20 23 15  17 4 

弁 天 山 53 35 20 18 6 3 

中 迫 ノ 上 58 39 15 20 4 2 

吉日 ス リ パチ 山 100 62 25 38 12 6 

九 向 野 田 86 52 39 39 9 6 

山 下 58 37 22 20 8 5 
i-H 

78 院 塚 43 26 35 6 3 

桜井茶 白 山 208 109 1 10  138 25 15 

近 箸 墓 275 150 125 1 08 29 .4 16 

崇 神 陵 240 lω 96 95 231 14. 6 

畿 景 行 陵 300 165 170 130 23. 1 23 . 7 

椿 弁 大 塚 200 80 60 120 2l 5 

表2 前方後円 比例数値 (全長 を 1 0と す る )

古 墳 名 全 長 後 円 径 前 方 幅 前 方 長

見 石 塚 山 10 5 .83 3 .87 4 . 17 

州 赤 塚 1 0 5 .75 3 .75 4 .25 

弁 天 山 10 6 .60 3 .77 3 .39 

中 迫 ノ 上 10 6 .72 2 .59 3 .46 

部 ス リ パチ 山 10 6 .20 2 .50 3 .80 

九 向 野 田 10 6 .05 4 .45 4 .45 

州 山 下 10 6 .38 3 .79 3 .45 

院 塚 10 5 .51 3 .33 4 .48 

桜井茶 臼 山 1 0  5 .24 5 .29 6 .50 

近 箸 墓 10  5 .25 4 .26 3. 93 

崇 神 陵 10 6 .67 4 . 00 3 . 96 

畿 景 行 陵 10 5 .50 5 .67 4 .33 

椿 井 大 塚 10 4 .00 3 .00 6 .00 

装飾古墳 も 南朝鮮 に は な い の で、 大陸 も し く は 高句 麗 よ り 伝来 し た と み る ほ か な い 。 そ れ は( 1 )

天草北部 よ り 熊本 ・ 八代平野、 ( 2 )菊池川流域、 (3 )筑後 川流域 に お い て 特殊 な 発展 を し て い る 。

鴨龍 ・ 長砂連 ・ 井寺古墳 な ど ま ず火君文化圏 に お こ っ て い る 。 切石 や割石積み の 高句 麗式の横

穴石室 も 、 こ こ で最初 に お こ っ て い る 。 こ れ ら は 5 世紀か ら 6 世紀 に か け て 発展 し 、 6 世紀末

・ 7 世紀に な っ て 海路 ・ 瀬戸内海 ・ 近畿 ・ 関東 ・ 東北 な どへ拡 がっ て い る 。

ニ の よ う な 時代 を 経て 律令時代 に な る と 、 肥君 ( 火君 ・ 肥公 ) の一族 は 、 九十ト| か ら 近畿 に ひ
ろ が る 。 筑前国嶋郡川辺里 に郡の大領 と し て 肥君猪手 がい て 、 144人 も 大家族 を 擁 Lて い る が、
こ れ は磐井乱の後 、 そ の跡 に お か れ た 「筑紫君の児 ・ 火中君の 弟J ( � 書紀」 引 r百済本紀� ) 
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の 子孫で あ ろ う 。 ほ か に 肥前 の 火君 ( If' 日 本霊異記.1 ) 、 大宰府少典筑紫火君貞 直、 豊後大分

筑紫 火国 貞 雄 ( If'楠 日 本後紀』 嘉祥元年 = 848) 、 薩摩国高城郡の 大領肥君 、 主帳肥 君 広 竜
ひのあたえ

薩摩国正税帳.1 ) の ほ か 、 大和 に も 肥直 ( i"新撰姓氏録.! ) な ど がみ え る 。 こ れ ら は磐井 の 鎮

定後、 大和朝廷 と 結 びつ き 、 も し く は隼 人 の 防備 の た め に 分置 さ れ て い る こ と が わ か る 。 Ii'古
品やけのむら U

事記』 で は 、 火君 は 阿蘇君 ・ 大分君 ・ 筑紫三家連 ら 九州 の 大豪族 と と も に 、 神武天皇の 皇子神

八井耳 命の孫 と し て 、 大和朝廷の 系 譜 の な か に組み い れ ら れ て い る 。

し か し 肥君 ( 公 ) の 勢 力 が益城 を 中 心 に 根づ よ く 存在 し た こ と は 、 浄 水寺 ( 下益城郡豊野村

郷 ) の 延暦20年の燈楼台 に 、

非善和上御願造奉燈楼ー基
延暦廿年七 月 十四 日

真上 日 乙

肥公馬 長

化僧薬蘭
ひおと

と あ る こ と に よ っ て 知 ら れ る 。 肥公馬長 は益城郡の 大領 、 真上 目 乙 は益城郡の 小領 で 当 麻 郷の

長 で あ ろ う 。 浄水寺は延暦 9 年 ( 790 ) に非善 に よ っ て 建て ら れ 、 薬蘭 は そ の 二代 目 で あ る 。

寺院は法隆寺式 の プ ラ ン を と る 。 肥後最古の 白鳳期の 陳内廃寺や益城国府 が肥公の 本拠に つ く

ら れ た の も 、 そ の 勢威 に も と づ く も の で あ ろ う 。
こ の 肥公 は そ の後 も 益城 を 中心 と し て 幡居 し て い た 。 す な わ ち 寛弘 8 年 (101 1 ) 2 月 11 日 注

申の 「阿蘇郡四境注文J ( Ii'阿蘇家文書』 下) に 国使介肥の署名 と 花押 があ る の で、 平安中期

に は す で に 国街 を 代 表 し て い る こ と が知 ら れ る 。

そ れ は鎌倉時代初頭 ま でつ づ く 。 建久 6 年 (1195 ) 2 月 8 日 の rHE後国司庁宣J r 甲佐社領

文書案J ( If'阿蘇家文書.1 7 の 8 ) は阿蘇 ・ 健軍 ・ 甲佐社の 不輸租を 決定 し た と き の 文 書で あ

る が、 そ の な か に 肥後国の雑任国司 9 名 が連署 し て い る 。 そ の な か に 3 人 の権介肥宿禰、 2 人

の権介佐伯朝臣の ほ か 、 権介中原朝臣、 権介紀朝臣、 権介清原真人 、 権介真上真人 、 がみ え て

い る 。 こ の う ち 佐伯朝臣 は益城郡佐恵木 (佐伯 ・ 才木=現城南町西部 ) に 本拠 を お き 、 紀朝臣

は他の 文書 に よ っ て 宇土郡司 で あ る こ と が判 り 、 異上県人 は 浄水寺碑文 の 異上 日 乙 の 子孫 で あ

る こ と が知 ら れ る 。 清原県人 は 、 嘉応元年 ( 1 169 ) 3 月 16 日 の 「 藤 崎宮 三 郎 丸 田 地 責券 案 」
経6

( Ii'詫麻文書.! 9 ) に 飽田郡司散位清原異遠 と あ る の で、 そ の 子孫で あ ろ う 。 飽田郡司 は 奈良
註 7

~平安前期 に は建部 氏で あ っ た が、 末期 に は 清原氏 が中心 と な っ た と み ら れ る 。 お そ ら く 肥後

守清原元輔の一族の子孫 で 、 清原氏 の荘園 の 中心 は西国の小野荘 に あ る か ら 、 清原異人 の 本拠

は植木町小野 に あ っ た と 思 わ れ る 。 中原氏 は分 ら な い 。

こ の よ う に 9 人 の 雑任国司 の う ち 7 人 が益城 ・ 宇土地方 に あ り 、 こ の 地方の 勢 力 が国街の 実

権 を 持 っ て い た こ と がわ か る 。 し か も 同 じ く 建久 6 年 3 月 「 甲佐社領立券J ( If'阿蘇家文書』

8 ) の 中 に は 、 益東権介肥宿耀 ・ 書生権介肥宿禰の二人 がみ え 、 先 の 肥宿禰と 花押 が異 る の で 、

鎌倉初期 に は 5 人 の 肥宿欄がみ え る こ と に な る 。 益東 は益城の 東部 が一時独立 し て 、 一郡 を 立

て て い た こ と を 示す も の で あ る 。
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そ れ が仁治 2 年 ( 1241 ) の 「肥後国留守所下文J ( Ir寿福寺文書.! . . t ) に な る と 郡司 紀 ・ 書註 8
生 ・ 大使 と あ っ て 、 宇土郡司 の紀氏 の み み え て い る o 大使 は国使 ( 司 ) で、 或 い は 肥宿面調か と

も 思 わ れ る が、 具体的 な 名 は み え な い 。 以後、 肥宿禰は全 く あ ら わ れ る こ と は な い 。 肥公 の一

族 がす べて 滅 ん だ と は云 え な い が、 新 し い 荘園 の も と で、 こ の 古代的勢力 は衰 え 、 南北朝 の 動

乱 に よ っ て 全 く 姿 を 消す と 思 わ れ る 。 3 世紀 に起 っ た 火君 は そ の命脈 を 13世紀 ま で維持 し た の

で あ る 。
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編 集 後 記
日 々 に冬 の寒 さ が 、 待 ち 焦 がれた春の優 し さ に変 っ て い

く 今 日 、 二度の 酷暑 と 厳寒 を 耐 え潜 ぐ り 、 遂 行 さ れた発掘

の記録 を 纏め る こ と がで き た

庖大な新事実 と 資料 を 前 に し て 、 こ の報告書は万全 を 尽

く そ う と 意 図 し た に も か か わ ら ず 、 す でに 編集の最 中 に お

い て も 、 多 く の不備 を発見 し た が 、 今 は どう す る 術 も な い

し か し こ の点は 、 今後 あ ら ゆ る 機 会 を み て ‘ 整理公表 し 、

その責務 を 果た し た い と 想 う

私事な が ら 、 こ の塚原の地に幾度 と な く 足を運ばれ 、 貴

重 な 助 言 ・ 指導 を 賜わ り な が ら も 、 本書の刊 行 を待 た ずし

て ‘ 幽界に旅立た れた故坂本経莞先生 、 な ら びに城南の地

に お い て 、 永年の考古学 活動に先駆的な 足跡を残 さ れた故

小林久雄先生 に 、 こ の さ さ や か な 報告 を 捧げた い と 想 う

尚 、 本書の編集 に あ た り 、 御世話にな っ た方 々 の 御 芳名

を 記 し て 深謝の意 を表 し た い

白石 巌 ・ 杉村彰一 ・ 板楠和子 ・ 松村道博 ・ 佐藤征子

西 町 圭子 ・ 津川朱美 ・ 山本幸子

昭和50年 2 月 1 1 日 野 田 記 す
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